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ま え　が　き
学長早川弘一・
　1994年度の研究業績年報（第41巻）が刊行される時期となったが，まず感じることは，年報が年々
厚くなっているということである．そこで，1頁の字数がほぽ比較できる1986年から今回までの9年
問の頁数とその内訳を調べてみると以下のようになった．
年度 総頁数☆ 基礎科学　基礎医学　臨床医学　付置研
1986 285 13　　　40　　　226，　31987 299 14　　　　　　　　37　　　　　　　　234　　　　　　　4
1988 287 15　　　　　　　　38　　　　　　　　220　　　　　　　2
1989 300 16　　　　　　　　43　　　　　　　　229　　　　　　　3
1990 327 17　　　　　　　　40　　　　　　　　252　　　　　　　6
1991 349 18　　　　　　　　45　　　　　　　　271　　　　　　　6
1992 351 18　　　　　　　　43　　　　　　　　276　　　　　　　4
1993 367 14　　　　　　　　48　　　　　　　　289　　　　　　　6
1994 393 15　　　　　　　　56　　　　　　　　304　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　　　　☆1頁＝52字×42行＝2184字
　すなわち，この9年間の伸びは108頁（1．38倍）増であった．この間，新しい講座や部門が多少増え
たこともあるが，この確実な伸びと伸び率はわれわれの大学各分野の研究活動がかなり活性化してい
ることの客観的指標となりうると考える．しかし，業績年報は論文，著書，学会発表に分類されて掲
載されており，これらの分類項目が経時的にどれ程増加しているかも業績評価に重要であろう．そこ
で，今回は1986年度と1994年度の2年問のみについて，基礎医学と臨床医学を合計したものの推移を
とりあえず調べてみたところ，次のような結果であった．
1986年度1994年度 増加率（倍）
論文数
著書数
学会発表数
1189
339
2492
1634
465
3026
1．37
1．37
1．21
　2年度のみの推移なので，やや説得力に欠くきらいはあるが，この8年間，単に学会発表数のみな
らず・論文数も確実に伸びていることが判明した．なお，英文論文数の推移も下表のごとくで，確実
に増えている．実は論文の中味も，原著，総説，その他に分類されるわけで，これらの内容もチェッ
クすべきであったが，学長職の片手間の仕事として行うには無理があるようで，今回は断念した．
　いずれにしても，研究活動が確実に充実し増加していることは，ある程度，客観的事実として認め
ることができたようであり，嬉しく思う次第である．
　最後に彪大な資料をまとめられた諸兄に厚く御礼申上げます．
年度 総論文数 英文論文数 比率（％）
1989 1158 140 12．09
1990 1325 176 13．28
1991 1555 200 12．86
1992 1492 208 13．94
1993 1618 250 15．45
1994 1634 308 18．85
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〔1〕基礎科学
1．人文科学・社会科学
　［国文学］
研究概要
　本年度は，昨年に引き続き，日本の近現代文学とく東京＞との関わりを，樋ロー葉「たけくらべ」，夏目漱石「三四
郎」・芥川龍之介「歯車」・村上春樹「ノルウェイの森」の分析を通して講義したほか，①芥川龍之介における近代の
意味，②近現代の女性文学と近現代文学に描かれた女性像を研究対象とした．
　①については・視覚に基づく論理によって滅んでいく日本のく近代＞の様相を，日本の前近代が重視した聴覚や触
覚の世界との対照において浮彫にする論文「芥川龍之介『地獄変』と谷崎潤一郎『春琴抄』」を発表した．また，芥川
龍之介の文体分析を通して，様々な二律背反性（アンビヴァレンス）を内包する日本のく近代＞を，「芥川龍之介『舞
踏会』の文体」で考察した．
　②については・広島で被爆体験した現代作家竹西寛子が，太平洋戦争下の庶民の息苦しい日常を描いた「蘭」を論
じた．また，芥川龍之介「手巾」，川端康成「化粧」，瀬戸内晴美「微笑」を分析し，近現代の女性の位置を論究する
「日本近代文学におけるく女＞の笑い」を発表した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）神田由美子：竹西寛子「蘭」鑑賞．国語展望，NO。96，P．10－14，小学館・尚学図書，1995．
　2）神田由美子：〔書評〕菊地弘著『芥川龍之介一一表現と存在』について．日本近代文学，NO．51，270－271，1994．
　3）神田由美子：〔書評〕清水康次著『芥川文学の方法と世界』について．国文学解釈と鑑賞，59，12，170，1994．
著　書
　1）神田由美子：〔分担〕シリーズことばのスペクトル・笑い（日本近代文学における〈女＞の笑い）．P．110－130，
　　リーベル出版，1994．
　2）神田由美子：〔分担〕新選国語II指導資料（竹西寛子「蘭」について）．P．39－57，尚学図書，1994．
　3）神田由美子：〔分担〕対照読解芥川龍之介くことば＞の仕組み（芥川龍之介『地獄変』と谷崎潤一郎『春琴抄』）．
　　P。47－86，蒼丘書林，1995．
　4）神田由美子：〔編著〕スタイルの文学史（芥川龍之介『舞踏会』の文体）．P．94～98，東京堂出版，1995．
　［哲学・倫理学］
研究概要
　1）これまでドイツ観念論の自然哲学（シェリング，へ一ゲル）を中心に研究を進めてきた．この間の新しい進展と
しては・ドイツでの在外研究以後・ヨーロッパの研究者との連携を踏まえた共同研究を念頭においた研究を少しづつ
すすめていることである・①自然哲学の理論的基礎，②その周辺との関係，③研究の現状，課題の解明というのが基
本的な研究課題であるが，①に関しては今年度は自然哲学を超えて，理論的基礎を解明する仕事を行っている．また
ドイツ人の研究者の編集する編著に求められて執筆し，活字になったのは，在外研究の成果である．②に関しては，
現在ドイツ在外研究で収集してきた資料類の整理と分析を行っている．まだこれは新たな成果としては結実していな
いが，来年度以後成果として現れる予定である．この面では現在ほぼ必要な資料類は手にはいる状況になっている．
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③の課題も引き続きフォローしているが，この面での仕事は次の世代の研究者への継承を念頭において仕事を進めて
いる．
　現在，自然哲学研究会とともに，専門学会の「日本シェリング協会」の理事及び常務幹事に選任され，学会の企画
作成，及び遂行に関わっている（シェリング著作集翻訳編集委員一大阪大学出版会で刊行予定，またシェリング事典
の企画立案など）．
　2）生命倫理に関しては，学会及び，ドイツの研究者と連携して研究を進めているが・今年度は求められてフンポル
ト大学で生命倫理に関する特別講義を行った．この分野の仕事は，今後とも学会での仕事，海外での仕事が多くなる
と思われるが，自分自身の仕事としても，これまで翻訳に取り組み，また現在本を企画しているが，翻訳が成果とし
て次年度には完成し，新しい本の編集の仕事にはいるだろう．私自身のテーマは一つには，功利主義倫理と規範倫理
からの基礎づけの問題．もう一つは，「出生に関わる諸問題」である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Nagashima，T．：〔原著〕Das　Absolute　und　das　Realita　tsproblem，in：Praxis－Vemunft－Gemeinschaft。Auf
　　der　Suche　nach　einer　anderen　Vemunft．，hrsg．von　Volker　Caysa　und　Klaus　Dieter　Eichler，Weinheim，S．
　　143～152．，　1994．
（2）研究報告書：
　1）シェリング・テキストデータベース（作成）：日本シェリング協会データ・べ一ス作成部会（高山　守，長島　隆，
　　藤田正勝，松山寿一）：1994年度文部省科学研究費補助金研究成果公開促進費「データベース作成」部門・1994
著　書
　1）長島　隆：（編著）シェリング読本．（執筆部分「存在と虚無一シェリング・ヤコービ論争」）（共同編集者：西
　　川富雄1），高山　守2），藤田正勝3），松山寿一4）（’）立命館大学，2）東京大学文学部，3）京都大学文学部，4）大阪学院
　　大学経済学部）），法政大学出版局，1994．
学会発表
（1）特別講義：
　1）Nagashima，T．：Das　Schicksal　des　informed　consent　in　Japan・japanische　Tradition　in　der　Begegnung　von
　　Arzt　und　Patient．In：Vorlesungsreihe　Medizinische　Ethik　der　Humboldt・Universitat　zu　Berlin．5。Kurs．
　　1994．
（2）セミナー報告：
　2）長島　隆：J，W．リッターの自然哲学．自然哲学研究会第15回例会・1994．
［心理学］
研究概要
　本年度はコラージュ療法の臨床的研究と啓蒙活動に加えて「熱帯魚飼育の精神療法的効用」の実験を行った・
　1．3月から6月にかけて佼成病院小児科部長の近喰ふじ子氏との共同研究として・本学の学生を含む14名を被験者
として「熱帯魚飼育の精神療法的効用」の実験を行った．生理的チェックは近喰氏が担当し・心理的チェックは杉浦
が担当した．この実験結果のうちの心理的チェックは，1995年11月に開催される．日本健康心理学会で発表する予定で
まとめの作業を行った．また，論文は「熱帯魚飼育の精神療法的効用研究一1」として1995年度日本健康心理学会誌
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に投稿する予定である．生理的チェックをまとめた論文は「研究一2」として日本ストレス学会誌に投稿中である．
　2。コラージュ療法の臨床的研究と啓蒙活動はますますその裾野を広げてきた．学会活動もコラージュ療法のワーク
ショップの講師の依頼が多かった．本教室を事務局として東京コラージュ療法研究会を5月，7月，9月，11月，1995
年2月の計5回開催し，心理臨床，看護，司法，教育などの各分野での研究発表が行われた．
3．週1回研究室を開放しオープンスタディルームを行っているが，今年度も箱庭作成を体験し話し合うなどを中心
に5－6名が参加した．
　4．第二病院小児科のケースの心理療法も数例であるが担当し共同研究を行っている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）杉浦京子：人問発達と臨床心理学1；生涯発達と臨床心理学第14章　箱庭療法とコラージュ療法．P・280－296，
　　駿河台出版社，1994．
　2）杉浦京子＝看護実践の科学2月号；コラージュ療法．P．93－96，看護の科学社，1994．
　3）杉浦京子：教職研修増刊号；実践ハンドブック2；学校カウンセリングの考え方進め方；切り絵による子ども
　　の理解と指導．P．134－135，教育開発研究所，1994．
　4）近喰ふじ子1），杉浦京子（1）佼成病院）：不登校児へ試みたコラージュ療法一母親のコラージュ作品からの内的変
　　化の検討一．小児の精神と神経，33，311－326，1994．
　5）杉浦京子：佐々木由利子（1995）クラブ活動の試練で落ち込んだ女子大学生へのコラージュ療法に対するコメン
　　ト．学生相談研究，No．16－1，20－22，1995．
著　書
　1）杉浦京子：〔分担〕こころの日曜日2第4章；創作活動があなたを癒す一楽しく簡単，コラージュ療法．P．
　　216－220，法研，1994．
　2）杉浦京子：〔分担〕青少年と親のかかわり．向上，9月号，P．8－12，修養団，1994．
　3）杉浦京子：〔分担〕暮しと健康12月号1切り貼り絵で”心の病”を治療一コラージュ療法を心理相談に導入．P。
　　101，保健同人社，1994．
　4）杉浦京子：〔分担〕女性の生き方について考える，くだかけ，No．197，1995，1．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）杉浦京子・中井久夫1）・徳田良仁2），山中康裕3），森谷寛之4），入江　茂5）（1）神戸大学，2）日本芸術療法学会理事長，
　　3）京都大学・4）鳴門教育大学・5）入江クリニック）：コラージュ療法への期待．日本芸術療法学会，1994．10．
（2）自主シンポジウム：
　1）杉浦京子，中村勝治1），下山寿子2），岡田　敦3），匹田幸余4），山本映子5），森谷寛之6），入江　茂7），服部令子8），
　　近喰ふじ子9》（1》中村心理カウンセリング，2）中野区教育相談分室フリーステップ，3）共和病院，4）名古屋第一赤十
　　字病院・5）埼玉医科大学短期大学，6）鳴門教育大学，7）入江クリニック，8）国立精神・神経センター精神保健研究所，
　　9》佼成病院）：コラージュ療法の展開　その1．日本心理臨床学会，1994．9．
（3）セミナー：
　1）杉浦京子：コラージュ療法．日本芸術療法学会，1994．8．
　2）杉浦京子：コラージュ療法．日本描画テスト・描画療法学会，1994．9．
（4）ワークショップ：
3
1）杉浦京子：コラージュ療法．日本学生相談学会，1994．5．
2）杉浦京子，近喰ふじ子1）（1）佼成病院）：An　Interactive　Processin　Collage　Therapy事例にみるコラージュ療法
　　における相互作用．国際芸術療法学会，1994．10．
3）近喰ふじ子1），杉浦京子（1）佼成病院）：What　a　Dream　Tells　and　HowCollageWorkExprβsses　it夢の報告と
　　コラージュ表現．国際芸術療法学会，1994．10．
（5）一般講演：
1）杉浦京子：妹への攻撃を伴った不登校児のケース．東京ユング研究会，1994．12．
2）杉浦京子：コラージュ療法の展開．コラージュ療法研究会，1994．11．
3）杉浦京子：妹への攻撃を伴った不登校児の箱庭．日本総合教育研究会，1995．3．
（6）研修会：
　1）杉浦京子，細井八重子1）（L）明治学院大学）：イメージワーク（箱庭・コラージュ等）．全国学生相談研修会，1994。
　　11．
［歴史学］
研究概要
　本年は，日本中世史関係が多かったが，重点を置いたのは，栃木県桐生市の彦部家の研究だった．その住居が中世
の城館建築だったので，重要文化財に指定されることになり，その調査研究のうち，歴史部門を担当したのである．
二年間に及ぶ調査研究が終わって，本年ようやく著作として陽の目を見ることになった．
　他では，鎌倉時代および南北朝内乱関係の研究も目立っている．いわゆる「鎌倉時代の鎌倉」については，ようや
く近年になって，研究のメスが入れられてきた感があり，その先兵の一人になっていると自認している．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）奥富敬之：源平合戦：新しき武家社会への道程．別冊歴史読本，19巻11号・102－103・1994．
　2）奥富敬之：鎌倉幕府の成立：東国へ移った政治の中心．別冊歴史読本，19巻11号，106－113・1994．
　3）奥富敬之：承久の乱：朝廷が味わう初めての屈辱．別冊歴史読本，19巻11号，116－119，1994．
　4）奥富敬之：尊雲（護良親王）：建武新政に賭けた青春．別冊歴史読本，19巻12号，153－158，1994．
　5〉奥富敬之：三浦半島の歴史（五）．湘南文學，6号，180－187，1994．
　6）奥富敬之：徳川氏の系譜．歴史と旅，21巻9号，260－265，1994．
　7）奥富敬之：大乱に跳梁する足軽たち．歴史と旅，21巻11号，134－139，1994．
　8）奥富敬之：日本史素朴な疑問：鎌倉幕府の建物はどんなだった．別冊歴史読本，19巻36号・108－109・1994．
　9）奥富敬之：日本史素朴な疑問：鎌倉に町奉行のような役職があったか．別冊歴史読本，19巻36号，110－111・1994．
10）奥富敬之：日本史素朴な疑問：日本侵攻に失敗した元軍の洪茶丘らはどうなった．別冊歴史読本，19巻36号，
　　116－117，　1994．
11）奥富敬之　日本史にみる悪の名乗り．歴史と旅，21巻17号，130－137，1994．
12）奥富敬之：新皇将門が築いた東国独立王国の全貌．歴史法廷，VoL7，98－102，1994．
13）奥富敬之：足利尊氏：兄弟天下取りの野望抱懐の一瞬．別冊歴史読本，19巻45号，182－185，1994．
14）奥富敬之：姓氏の源流は天皇家にあり．歴史と旅，22巻2号，35－40，1995．
15）奥富敬之：伏見天皇襲撃事件．歴史読本，40巻3号，120－125，1995．
16）奥富敬之：公暁：死の瞬間．別冊歴史読本，20巻8号，60－61，1995．
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17）奥富敬之：北条義時：死の瞬間．別冊歴史読本，20巻8号，62－63，1995．
18）奥富敬之：上陸した蒙古軍に挑戦する竹崎季長の一日．別冊歴史読本特別増刊，20巻11号，90－93，1995．
著　書
　1）奥富敬之：〔分担〕平家物語の史料論・“平家物語と歴史”（杉本圭三郎編），P．193－212，有精堂，1994．
　2）奥富敬之：〔分担〕日野家流藤原氏の家史．“日野富子のすべて”（吉見周子編），P．37－58，新人物往来社，1994．
　3）奥富敬之：〔分担〕彦部家の歴史（古代・中世）“彦部家の歴史”（彦部家編），P．11－214，群馬出版センター，
　　1995．
　4）奥富敬之：〔分担・編集〕頼朝とその時代．“源頼朝のすべて”P．1－30，新人物往来社，1995．
　［社会学］
研究概要
　社会的出身や育った背景が違い今の生活状況も異なる多様な人々は，いかにして共生しうるか．この問いに対して，
現在は多方面からのアプローチが試みられているが，ここでは多くの異質な人々が共生する社会の存立条件について，
理論的・実証的な調査研究にもとづき考察を進めている．研究テーマは，大きく分けると2つの系統に整理される．
第1の系統は，現代の都市化社会における人びとの社会的分化に関する理論的・実証的研究である．具体的には，社
会的な分化メカニズムと個人の側の実践との相互規定関係について，都市や地域を媒介項において究明するという方
法で進めている．第2の系統は，現代の地域社会の諸問題，特に高齢者の福祉問題とその政策的な対応に関する調査
研究である．具体的には，種々の社会福祉サービスに対する二一ズの推計把握およびその指標化にっいて検討を進め
ている。この方面の研究は，部分的には第1の関心の応用と位置づけることが可能であろう．本年は以上の方向のう
ち第1の分野については近々実施するフィールドワークを念頭においた準備を進め，また第2の分野については地域
のボランタリーな活動に対する人びとの参加を対象に実証的な考察を進めた．
研究業績
著　書
　1）野呂芳明：〔分担〕地域生活と社会参加。“高齢化社会の地域と企業”（福田垂穂・門脇厚司編）p，67～72，同文
　　館，1994．
　2）野呂芳明・川崎賢一》（1》駒沢大学文学部）：〔分担〕文化活動・余暇活動．“高齢化社会の地域と企業”（福田垂穂・
　　門脇厚司編）p．73～80，同文館，1994．
　［文化人類学］
研究概要
　人間の行動原理と文化・文明の変容原理との関連性，ならびに人間の行動原理と現代における大きな社会的問題と
の関連性について究明している。また，これら諸問題の根本的な解決法についても模索しているが，本年は「環境問
題の楽観的解決案」を試論としてまとめた．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）伊藤末博：環境問題の楽観的解決案：人工的自然環境の創造．日本医科大学基礎科学紀要，No．17，23－32，1994．
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［法　学］
研究概要
　公的規制は現代行政の重要な機能であるとは異論のないところであるが，それは社会において唯一公権力を独占す
る団体である政府のもっとも典型的な行政手段である．概して，規制行政は・給付行政に対比する概念である・現代
の行政は，一方においては，個人の権利・自由の制限を通じて社会統制の実を挙げようとするとともに，他方におい
ては，精神的または物質的な利益の提供により，社会に対する働きかけを行っている・両者は国民生活に介入し・影
響を及ぼすことを目的としているが，前者は権力を基礎とし・後者は経済力に裏付けられた作用である．規制行政の
根拠は公共の福祉を維持増進するために，人民の活動を権力的に規律し，人民に対し，これに応ずるべき公の義務を
課する積極的な目的遂行のためにおこなわれるもので，消極的な目的である警察の作用とは区別される．
　このような積極的な行政機能に対しての公的規制の緩和が喫緊な課題として認識されるようになったのは・昭和42
年に行政管理庁が許可，「認可等の整理に関する法律案」を提出して以来，政府内では行政事務の簡素合理化や国民負
担の軽減をはかることに重点が置かれ，第2次臨調以降は規制緩和に関する答申を受け・行革大綱によりその実施に
かかる方策に触れ，逐次その実現につとめてきた．
　規制緩和についての議論はわが国の基本的政策に関わるものとして議論がなされてきたが，その中心は，なかんづ
く経済対策としての規制緩和感が強いせいか経済的観点に偏向がみられ・法的な視点・いわゆる公的規制に係わる視
点からの考察は強ち十分とは言えない状況にあるように思われる．そこで，過去のわが国における公的規制に関する
過去の研究を再度踏まえ，整理することによって，規制の法学的考察と経済的考察を組み合わせながら・公的規制に
ついて再考した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）外山公美1），福島康仁（1）日本大学法学部）：アメリカ合衆国における政策科学教育の特色：わが国の場合と比較
　　して．季刊行政管理研究，No66，32－49，1994．
著書
　1）福島康仁：〔分担〕第1章，第3章．”国際政策・行政学”（アルク編）．アルク，1994．
　2）福島康仁：〔分担〕第3章　公的規制の予備的考察．”公的規制に関する調査研究”行政管理研究センター，1995．
　3）外山公美1），福島康仁（1）日本大学法学部）：〔共著〕アメリカ合衆国における政策科学教育の特色　”政策形成・
　　過程論集”行政管理研究センター，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）福島康仁：公的規制と福祉行政　日本医療法政学会，1994。11。
　2）馬場　愼，福島康仁：公的規制に関する一考察．第27回日本大学生産工学部学術講演会・1994・12・
［経済学］
研究概要
　経済理論および日本経済・世界経済の現状把握のための研究会を組織し，これまでの「日本的経済システム」に関
する研究のほか，「環太平洋アジア地域の経済発展」を中心に研究を進めた．
　また，21世紀の教育と産業を考える研究会の事務局を担当し，以下のテーマの調査研究を進めてきた．成果は報告
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書等にまとめ発表する予定である．
　（1）電子情報流通の普及とその影響について
　（2）マルチメディアの利用可能性，マルチメディア社会と新たな大学像のあり方
　（3）中小企業におけるボランティアの意義と人材育成
　さらに大学の社会人教育の現状と今後のあり方について調査中であり，近く報告をまとめる予定である．
研究業績
論　文
（1）研究報告書：
　1）三浦宏一1），大橋　純2），菅野政孝2），山野　公2），三輪春樹，（1）東海大学文明研究所，2）NTTデータ通信）：電子
　　情報流通の普及とその影響に関する調査研究．電気通信普及財団調査研究報告書，9，P。1106－1115，1994．
　2）三浦宏一1）・三輪春樹（1凍海大学文明研究所）：中小企業におけるボランティアの意義と人材育成に関する調査
　　研究報告書．政策科学研究所，1995．
著　書
　1）三輪春樹：〔分担〕日米経済摩擦の激化とマクロ経済政策，経済摩擦の基礎視角，世界システムの転換と国際公
　　共財，“地方の時代”から“開かれた地方”へ，企業における基礎研究の推進“転機の日本経済”（三浦宏一，
　　三輪春樹共著）P．75－241，第一法規出版，1994．
2．自然科学
［数　学］
研究概要
　三宅：ファジイ測度に基づくショケ積分について，加法性の成立する条件を研究している．その手がかりとして，
リーマン・スティルチェス型の積分について調べていたが，それをルベーグ・スティルチェス型の積分に定義を拡張
して考察している。スティルチェス積分に用いる単調関数によって生成される完全加法族について，包含関係に関す
る単調系列の研究に進む予定である．
　儀我：Lipschitz境界の下でのLaplacianの性質についての考察を進めた．また，電子の伝搬のモデルについて調べ
た．
　渡辺：ある種のフラクタル上で特異的拡散過程の構成を完成．また，場の理論の数学的解析手段としての「繰り込
み群の方法」について，確率論研究者を対象とする連続講演などを行う．
　飯田：コンピュータと深く関わりのあるアルゴリズムについて，グラフ論的問題を中心に据え，アルゴリズムの発
見，改良，P・NP問題等を研究．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Giga，M：Howlightningdecidestheplacetostrike．Proceedingofthefifthfivenationsconferenceon
　　mathematics　education，99－102，1994．
2）Hattori，K1》，Hattori，T．2）and　Watanabe，H。（1）University　of　Tokyo，2）Utsmomiya　University）：
　　Asymptotically　one－dimensional　diffusions　on　the　Sierpinski　gasket　and　the　abc・gaskets，Probability
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Theory　and　Related　Fields，100，85－116，1994．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）渡辺　浩：Renormalization　group　approachto　constructive　field　theory　I，II，シンポジウム「数理物理・数
　　理生物における確率解析」．統計数理研究所，1994．10．
（2）セミナー：
　1）渡辺　浩：場の量子論の構成におけるくりこみ群の方法．早稲田大学数学談話会，1994。10。
　2）渡辺　浩：場の理論における繰り込み群の方法．確率論月曜セミナー・東京工業大学応用物理・1994・10・
　2）儀我真理子：雷はどのように落ちる場所を決定するのか．第5回5力国数学教育会議・大阪インターナショナル
　　ハウス，1994．11．
（3）ワークショップ：
　1）三宅章彦：Lebesgue・Stieltjes型のChoquet積分について．第5回Non・Engineering　Fuzzy　Workshop　in
　　Tokyo，1995．　3．
（4）一般講演：
　1）三宅章彦：ファジイ積分（ショケ積分）とその応用．教育システム解析研究会，1994．5．
［物理学］
研究概要
　1）筋肉蛋白質であるミオシンとアクチンの間の力の性質を研究するための分子間力の測定装置を開発し，性能向上
のための改良を行っている．〔香川〕
　2）Gフィコシアニン発色団が光吸収後，どのようなメカニズムでそのエネルギーを伝達するか理論的に調べ始め
た．まず，この反応の出発点である発色団の状態を知るため，周囲の蛋白部分が発色団の光吸収特性に及ぼす影響を
考慮しながら発色団の電子状態を計算している．〔菊地〕
　3）前年度に続いて，カオスの統計力学，生体系のカオス，量子カオスについて検討を続けている・特に・標準写像
にっいて，ノイズ，他の系が結合したときの系の状態について安定性解析，相関関数などを求め，また大偏差原理を
適用して統計性を解析している．〔須田〕
　4）重粒子の中のクォークの間に働くグルーオンによるポテンシャルがどんな型をしたら質量の説明ができるか調
べている．色々のモデルで計算を試みたが，まだこれが良いと思われる型が出ていない．また，重粒子の磁気能率も
議論しているが発表までには至っていない．〔三浦〕
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Kikuchi，H．，Odai　K1）．，andSuzuki，H，2）（1）NorthShore　College，2》Waseda　Univ．）：Dynamical　Theoryofthe
　　Photoisomerization　of　Rhodopsin　Chromophore．II：How　to　Calculate　the　Integrals　Related　with　Transient
　　π一Electronic　States．」．Phys。Soc．Jpn．，　64，1011－1022，1995．
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［化　学］
研究概要
　石田：シリカゲルTLCに関する研究．
　（1）ジルコニウム（IV），ハフニウム（IV）及び他の金属の三成分分離．
　（2）塩類一有機溶媒一水系における希土類元素の吸着挙動と隣接元素の多成分分離．
　（3）希土類元素の吸着・脱着機構の解明．
　田中：（1）質量分析計を用いた研究：金属錯体，生体内微量物質の同定および定量，中毒原因物質の同定等．
　（2）原子炉を用いた研究：中性子放射化分析による生体内微量金属の同定および定量．
　菅原：アルカリ金属一ナフタレン錯体を用いたテルペン系化合物の合成および，不飽和酸とジクロロカルベンの反
応によるジクロロシクロプロパンカルボン酸の合成．
　永井：アミノ酸と塩基（2，2’一ビピリジン，1，10一フェナントロリンなど）を配位子とするルテニウム三元錯体の研究・
　（1）錯体の合成．
　（2）高速液体クロマトグラフィーによる錯体異性体の分離及びその機構．
　（3）錯体の溶液化学．錯体構造と溶媒和の関係．
　（4）錯体の熱および光化学反応．
　武田：CMセルロースTLCに関する研究．
　（1）塩類水溶液系一有機溶媒混合系における希土類元素の陽イオン交換吸着挙動．
　（2）吸着挙動に影響を及ぼす諸因子の検討．
　（3）イットリウムの特異的分離とその機構の解明．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Tasaki，T．1），Miki，M，1），and　Tanaka，M．（1）第二病院外科）：Quantitative　Study　on　Local　Distribution　of
　　Noncholesterol　Sterols　and　ChoIesterol　in　Gallstones．J．GastroenteroL，29，332－339，1994．
　2）Takeda，Y。，Nagai，T。，and　Ishida，K．：Effects　of　amine・pretreatment　of　silica　gel　on　the　TLC　behaviour
　　of　rare　earths．Fresenius　J．AnaL　Chem．，351，186－189，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）武田洋一，相澤暁子1），石田宏二（1）東京学芸大学教育学部）：CMセルロースー塩類水溶液系における希土類元
　　素のTLC挙動とイットリウムの特異的分離．日本分析化学会第43年会，1994．10．
［生物学］
研究概要
　1）両生類初期胚における体軸の決定機構を調べており，本年度は背側の決定に際して，細胞増殖因子が作用する時
期が極めて重要な役割を担うことを明らかにした．また「近畿大学原子炉等利用共同研究」において，体軸形成に対
して中性子線等の放射線が及ぼす影響を調べている．（木下）
　2）カロテノイド色素の化学構造，物理化学的性質，機能などを調べている．①放線菌Rho400006％s　zho400h”欝
RNMS1のカロテノイドはすでに同定したが，赤色変異株から新しいカロテノイド誘導体であるカロテノイド配糖体
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l) Hunter, C.N.1), Hundle, B.S.2), Hearst, J.E.2), Lang, H.P.1), Gardiner, A.T.3), Takaichi, S., and Cogdell, R.J.3) 
(1)Univ. Sheffield, 2)Univ. California, 3)Univ. Glasgow) : Introduction of new carotenoids into the bacterial 
photosynthetic apparatus by combining the carotenoid biosynthetic pathways of Erwinia herbicola and 
Rhodobacter sphaeroides. J. Bacteriol., 176, 3692-3697, 1994. 
2) Ito, H.1), Takaichi, S., Tsuji,H.1), and Tanaka, A.1) (1)Kyoto Univ.) : Properties of synthesis of chlorophyll 
a from chlorophyll b in cucumber etioplasts. J. Biol. Chem., 269, 22034-22038, 1994. 
3) Takaichi, S., Yazawa, H.1), and Yamamoto, Y.1) (1)Meiji Univ.) : Carotenoids of the fruiting gliding 
myxobacterium, Myxococcus sp. MY-18, isolated from lake sediment : Accumulation of phytoene and 
keto-myxocoxanthin glucoside ester. Biosci. Biotech. Biochem., 59. 464-468, 1995. 
4) Kinoshita, K., Bessho, T.1), and Asashima, M.2) (1)Yokohama City Univ., 2)Univ. Tokyo) : Onset of compe-
tence to respond to activin A in isolated eight-cell stage Xeleopus animal blastomeres. Develop.., Growth and 
Differ.. 37, 303-309, 1995. 
5) Kinoshita, K., and Asashima, M.~) (1)Univ. Tokyo) : Effect of activin and lithium on isolated Xenopus 
animal blastomeres and response alteration at the midblastura transition. Development, 121, 1581-1589. 
1995. 
6) Lang. H.P.1), Cogdell, R.J.2), Takaichi, S., and Hunter, C.N.1) (1)Univ. Sheffield, 2)Univ. Glasgow) : Cornplete 
DNA sequence, specific Tn5 insertion map, and gene assignment of the carotenoid biosynthesis pathway 
of Rhodobacter sphaeroides. J. Bacteriol., 177, 2064-2073. 1995. 
~:~: 
1) Seki, T., Seki, K.1), and Yanagisawa, T.2) (1)The Jikei Univ. Sch. Med., 2)Jr. Col. Saitama Med. Sch.) : C~~ 
~~) Analysis of phagocytosis of echinoderm phagocyto in vitro. "Echinoderms through Time (Proceedings 
of the 8th International Echinoderm Conference (Dijon) ) " (David, B., Guille, A., Feral, J.-P., and Roux, 
M. eds.) , P.133, A.A. Balkema (Rotterdam) , 1994. 
2) Kinoshita. K., and Asashima, M.1) (1)Univ. Tokyo) : C~~~~:) Growth factors and cell differentiation during 
early amphibian development. "Gann Monograph on Cancer Research N0.42", P.63-78, Japan Scientific 
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Societies　Press（Tokyo），1994．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Kinoshita，K：Competence　of　the　X伽o卿s　animal　blastomeres　to　activin　and　dorsoventral　mesoderm
　　patteming（Theme　l　Inductive　tissue　interactions）．Taniguchi　Symposium　on　Developmental　Biology　VI
　　　（Bordeaux），1994．　9。
　2）木下　圭，浅島　誠1）（1凍京大学）：発生における誘導系と反応系の相互作用の分子機構について（主題：両生
　　類における軸形成の問題を斬る）．日本動物学会第65回大会，1994．10．
（2）一般講演：
　1）Takaichi，S，：Novel　carotenoids　from　photosynthetic　bacteria．The　Second　Seminar　on　Pigment　Systems
　　and　Reaction　Centers　of　Photosynthetic　Bacteria　（Okazaki），1994．　6．
　2）Mimuro7M1），Kandori，H，2》，Sasabe，H、3），Takaichi，S．，Yamazaki，1．4），Nishimura，Y．4），Nagashima，U．5），
　　Nagaoka，S．6），Yamano，Y．7），Ito，M。7），and　Katoh，T．2）（1）Natl．Inst．Basic　Bio1．，2）Kyoto　Univ．，3》RIKEN，
　　4）Hokkaido　Univ．，5）Ochanomizu　Women　Univ。，6）Ehime　Univ．，7）Kobe　Univ．）：Excited　state　dynamics　of
　　carotenoids－Its　relationship　to　function　in　photosynthesis．Gordon　Research　Conference：Biophysical
　　Aspects　of　Photosynthesis（New　Hampshire），1994．8。
3）Takaichi，S，，Tsuji，K1），Hanada，S．1》，Matsuura，K．1），and　Shimada，K，1》（1）Tokyo　Metropolitan　Univ．）：
　　Existence　of　carotenoid　glucoside　ester　in　green　non－sulfur　bacteria．VIIIth　Intemational　Symposium　on
　　Phototrophic　Prokaryotes　（Urbino），　1994．　9．
4）Tsuji，K1），Takaichi，S。，Hirota，M，1），Matsuura，K．1），and　Shimada，K．1）（1）Tokyo　Metropolitan　Univ．）：
　　Distribution　and　function　of　carotenoids　in　chlorosomes　of　ChJo名酩6κ欝側名伽磁6％s．VIIIth　Intemational
　　Symposium　on　Phototrophic　Prokaryotes（Urbino），1994．9．
5）Takaichi，S，，and　Shimada，K1）（1）Tokyo　Metropolitan　Univ，）：Novel　carotenoids　from　aerobically　grown
　　photosynthetic　bacteria：Identification　and　function．Second　Gordon　Research　Conference　on　Carotenoids
　　（Ventura），1995．　2．
6）高市真一，矢澤秀行1），山本鋳子1）（1）明治大学）：湖沼底泥から分離した粘液細菌晦％06006欝sp，のカロテノイ
　　ド：Phytoeneとmyxobactone　esterの蓄積．日本農芸化学会1994年度大会，1994．4．
7）別所友子1）・木下　圭・浅島　誠2）（1）横浜市立大学，2）東京大学）：ツメガエル動物極側割球におけるアクチビン
　　に対する反応能の獲得．日本発生生物学会第27回大会，1994．5．
8）木下　圭，浅島　誠L）（1凍京大学）：ツメガエル胚動物半球へのアクチビンの作用と背腹の中胚葉形成．日本発
　　生生物学会第27回大会，1994．5．
9）辻　公博1），高市真一，広田雅光1），松浦克美1》，嶋田敬三1）（1）東京都立大学）：緑色光合成細菌OhJ砿昭飢欝のク
　　ロロソームにおけるカロテノイド分子種の組成と機能．日本生物物理学会第32回年会，1994．9．
10）高市真一，辻　公博1》，花田　智1），松浦克美1），嶋田敬三1）（1）東京都立大学）：緑色非硫黄光合成細菌における新
　　しいカロテノイド配糖体エステルの存在とその分布．第8回カロテノイド研究談話会，1994．9．
11）矢澤秀行1），高市真一，山本鋳子1）（1）明治大学）：粘液細菌晦％06060欝sp．のカロテノイド生合成経路．第8回カ
　　ロテノイド研究談話会，1994．9．
12）神取秀樹1〉，雀部博之2），高市真一，三室　守3）（1）京都大学，2）理研，3）基生研）：カロテノイドの励起緩和過程と
　　生体機能．第8回カロテノイド研究談話会，1994．9．
13）後藤利保1㌧木下　圭，木下　勉1）（1）関西学院大学）：アフリカツメガエルの胚軸形成に及ぽすカルシウムイオノ
　　フォアの影響．日本動物学会第65回大会，1994．10．
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The English Department continued to offer students a balanced curriculum with an emphasis on teaching 
communicative skills. Individual work was encouraged through extensive essay-writing assignments in the 
second term, and recognition of the fact that we are educating medical students was reflected in the weekly 
optional medical English classes we offered. Attendance at these optional classes was sparse, indicating that 
students still fail to appreciate the indispensability of good English-1anguage skills to members of the interna-
tional medical community. 
The department contributed to a textbook published last April that provides medical researchers with help in 
producing English-language reports on their research activities. The department was also involved in three 
seminars carried out over the year to instruct medical doctors on how to write research papers in English. Work 
in this field continues, with another publication scheduled for next year. 
Literary studies carried out by the department concentrated on the reception of Chaucer's Canterbury Tales in 
the eighteenth century, and on sixteenth-century English dramas. Part of the latter research was reported at a 
conference held in Leeds (U.K.). 
~~~ 
1) Nakamura, T. : C~~~:{~ii~1~) Annual Bibliography of English Language aud Literature for 1991 and for 
1992. Ed. Gerard Lowe. Vol. 67 and 68. Modern Humanities Research Association (London), 1994. 
2) ~f~f~r~~J~i~*), Minton, T.(*)Fi;~c71/'v~F-~:~~) : C~~~~;) ~t~2-*~--_.-*~~)~:~~~~~a)~~)~. ~ ~7;~, 1994. 
3) ~J~llf~~~~~~~, ~~~~~~~~~*), Minton, T., /¥FE1~:i'), ~~EEI~i~1~~~') (*)~i~~~~~~~;~~p-, ')~LLi~(~:j~~~~~1~~~~:, ')~:~~: 
~ISJL/¥EE~~~,~~~~~~) C~~~~~) Spectrum Engllsh Wntmg ~C~~~~~ (~C~~~i't~~i~~?~~~*4~~F~~l~E~>4~~J) f~il ". 
;~~~:~~, 1994. 
4) LLlrlf~~~~~~ : C~{~i~~~) Crest~~~~~~;1~f*~j~~:~! ~~ J~()e~~~:~~~~*~!J Vol 4 ~~IJ~~~~~: 1994 
5) UJ~lf~~~~~~~ : C~~i~~~) Crest~~~.*~~;~~f*~~:~~~l, ;~~J;V~~~~i~~~~~=~li. Vol 5 I~il~:~=~~ 1994 
6) VJ~lf~~~~~~, ~~~~~~~f~~), Minton, T., /¥B3~~:~'), ~~EEI~~I~~') (*)~i~~:~j~~~Cj~~~, ')~~uJ~C~~~li~1~1~~~, *)~i~~i~ 
~13~L~*-/¥EE:~~7~i~~~;1~:~) : C~~~~] Spectrum English Writing. Workbook, (~C~1~~~~~~~~~~=4~~F~l~~~*4F~D 
f~J~:~~~, 1994. 
7) UJrlf~~~~~~~ : ~~~~~~~~~~)~!~~~~P{~~ (Ji). ~;~~~~~k~~ 1994 ~' 
8) UJrl~~~~~ ~;~~C~~~;~i~ CD~~~ Vol 1 20 ~~ . ~ ~(~ , 1995."~ 
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その他
　1）Minton，T．：Dialogues　on　Topics　from　TIME．丁肋㏄60喫，アルク，once　a　month，one　page，Apri1
　　1994－December1995。
　2）Minton，T，：Reading　Test，（Part2：Reading　Comprehension　and　Part3：Speed　Reading）．丁物θs60鵬ア
　　ルク，once　a　month，four　pages，Apri11994－December1995．
　3）Minton，T・：Paragraph　Reading．7￥耀s60φ6，アルク，twice　amonth，threepages，Apri11994－December1995．
4）Minton，T・：短期集中ゼミ，読解力を増す，単語研究No．1－4．∠4sαh歪晩6妨，Vo1、23／Nos．9－12，朝日
　　新聞社，March1994．
学会発表
（1）招待講演：
　1）Minton，T．：Common　Mistakes　in　Medical　Papers（医学論文で誤りやすい共通点，英語による医学論文の書
　　き方セミナー）．中外製薬主催，名古屋1994，7，仙台1994，11，広島1995，3．
（2）一般講演：
　1）Nakamura，T。：Later　Versions　of　Patient　Griselda，1st　Intemational　Medieval　Congress（Leeds，U．K．），
　　1994，7。
［ドイツ語］
研究概要
　本教室では，従来，学生にドイツ文法を教えるにはどのような方法がより効果的であるかという問題について検討
してきている．学生からよく聞かれる「文法をより系統的，かつ能率的に修得する方法はないか」という要求を考慮
しつつ，従来の固定化された教育方法に柔軟性を持たせながら，「教えやすく，習いやすい」教材の作成を目指してい
る．
　現在，各大学におけるドイツ語の教授方法には，大きく分けて2つのタイプがあると考えられる．一つは「文法・
講読分離型」，もう一つは外国語の能力は「話す，聞く，読む，書く」という4つの能力の総合であるという判断から，
教授法においてもこれを分離することを否定する「総合型」である．後者のタイプにおいてはドイツ各州の教育セン
ターやゲーテ・インスティトゥートを始め，国内の大学でも次々と新しい試みがなされている．特に数年前からは，
発話者の意思や思想，感情などの伝達および交換に重点を置く“Kommunikativer　Sprachmterricht”が盛んに研究
されるようになってきており，この面での教材も開発され，授業で実際に成果を挙げているところもある．本教室で
は，「総合型」を加味しつつ「分離型」を採用して，学生の読解および表現能力の養成につとめている．
　なお，教室員の個別的活動について言えば，国信はヴィンケルマン研究およびその日本における受容史について，
安藤は日独文化交流史研究の一環として，幕末・明治における来日外国人の足跡とその業績について調査，資料蒐集
および翻訳を行なっている．横内は初級ドイツ語教育における諸問題について調べている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）国信浩洋：ヴィンケルマン紹介の嗜矢か：内田周平．日独文化交流史研究，1994年号，1－10，1994．
　2）安藤勉：A・フィッシャーの初期来日をめぐって．日独文化交流史研究，1994年号，11－25，1994．
　3）国信浩洋，横内一実：〔共訳〕オーストリア・ハンガリー帝国調査報告（1868－1871）：シャム，清国，および日
　　本に関して，各分野の専門家より：Dr．カール・フォン・シェルツァー（上）．日本医科大学基礎科学紀要，第17
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号，39－50，1994．
著　書
　1）金森誠也1），安藤勉（1）日本大学）：〔共訳〕アドルフ・フィッシャー著：100年前の日本文化：オーストリア芸
　　術史家の見た明治中期の日本．中央公論社，1994．
　2）金森誠也1），安藤　勉（1）日本大学）：〔共訳〕ヴェルナー・ゾンバルト著：ユダヤ人と経済生活．荒地出版社・
　　1994．
学会発表
（1）研究発表：
　1）安藤　勉：『日本旅行案内』をめぐるドイツ人：ひとつの情報連鎖として．1994年度日本独学史学会研究発表会・
　　1994．　11。
　2）国信浩洋：オーストリア・ハンガリー帝国東アジア遠征隊：K．v．シェルツァーを中心に．1994年度日本独学史
　　学会研究発表会，1994．11．
4．保健体育
［保健体育］
研究概要
　当教室では，高齢者の体力についての研究，運動性貧血の発症要因についての生化学的研究，および幼児から大学
生の体格・体力の縦断的推移等について，継続して研究している．
　1）高齢者の歩行運動について，安全性の面から体育指導者が指導する場合の問題点を得た．平素運動をしていない
徐脈性者の歩行中の主観的運動強度がRPE値17に達していながら，心拍数から求めた運動強度は60．8％と低く，徐脈
性者の心拍数による歩行強度の設定を早急に検討しなければならない．さらに，被検者の43．8％に不整脈発生者がみ
られること，61．7％の多くが何らかの疾病によって服薬者であること，高齢者の運動中の血圧の上昇が顕著にみられ
たことから，高齢者の運動処方は安全性が不可欠の条件であり，医師と体育指導者の共同研究と指導が望まれる．（酒
巻）
　2）ヨモギは古くから和漢薬として親しまれ，生活に身近なところで消臭，抗菌，鎮痛，強壮，抗炎などの面で，そ
の生理活性が利用されている植物である．そこで，ヨモギのなかでも特に，遠赤外焙煎したヨモギから抽出された水
溶性物質［共同乳業（株）研究所より譲り受けた］が，運動負荷時の過酸化脂質の生成におよぼす抑制効果について，
ラットを用いた動物実験によって検討した．4週問のヨモギ抽出物の経口投与は，脂質代謝の充進，赤血球数の増加
をもたらし，運動負荷時の過酸化脂質の生成に対し抑制効果を持つことが明らかとなった．（三上）
　3）生活環境の異なる都市部と山間部の2地域の高齢者を対象に，基礎的体力を把握するために，運動能力の測定を
行い検討した結果，都市部が山間部に比較して概して優る傾向であり，生活環境が体力に影響することがうかがわれ，
高齢者の運動指導においては，生活環境を考慮する必要性があることが認められた．（武藤）
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研究業績
論　文
（1）原著：
　1）酒巻敏夫，武藤三千代，高橋修和1）（n老研）
　　紀要，17，15－21，1994．
　2）酒巻敏夫，武藤三千代，高橋修和1）（1）老研）
　　紀要，18，1－8，1995．
：高齢者の歩行運動測定からの問題点について（1）．日医大基礎科学
：高齢者の歩行運動測定からの問題点について（2）．日医大基礎科学
学会発表
（1）記念講演：
　1）酒巻敏夫：青少年の体格・体力と高齢者の歩行運動について．日本医科大学医学会定年退職教授記念講演会，
　　1995，3．
（2）一般講演：
　1）三上俊夫，久安早苗・），池田由紀2），吉野芳夫3）（・）生化学第2，2》東京医科歯科大・分子医化学，3）昭和女子大大
　　学院）：鉄欠乏の発症段階における鉄の腸管吸収の動態．第48回日本栄養食糧学会，1994．5．
　2）酒巻敏夫，武藤三千代，三上俊夫，高橋修和1》（1》老研）：高齢者の歩行測定に関する一考察．第49回日本体力医
　　学会大会，1994．9．
　3）三上俊夫，武藤三千代，酒巻敏夫：持久的トレーニングが腸管での鉄吸収に及ぼす影響（第2報）．第49回日本
　　体力医学会大会，1994．9．
　4）武藤三千代，酒巻敏夫，三上俊夫，高橋修和1》（1）老研）：生活環境の異なる2地域における高齢者の運動能力に
　　ついて．第49回日本体力医学会大会，1994．9．
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〔2〕基「礎・医学
1．解剖学第一講座
研究概要
　本年度も多方面のそれぞれの分野で成果をあげた．
　1．細胞骨格に関する研究では，一歩掘り下げて，張力刺激による血管内皮細胞のアクチンストレスファイバー形成
における情報伝達経路を探った．その結果，本線維発現には特定イオンチャネルを介したCa2＋の細胞内流入と，チロ
シンリン酸化反応の関わりが示唆された．さらに進めて培養内皮細胞系を用いて張力刺激により特異的に強くチロシ
ンリン酸化を受けるタンパク質の同定を企てている（杉本，武政ら）．
　2．細胞と結合組織および結合組織線維問の結合に関しては，尾腱，心筋，角膜を用いて検索を進めた．その結果は
角膜強膜問，弾性線維とコラーゲン線維，心筋細胞と弾性線維のいずれの結合においても，マイクロフィブリルの介
在が重要であることがわかった．また，結合組織に対する各種レクチン反応を検討した結果，WGAが弾性線維のマイ
クロフィブリルを検出するのに最も有効であることが確認された（後藤ら）．
　3．明暗環境変化と網膜細胞内のタンパク質合成調節機構におけるc－fos遺伝子の発現に関する研究は，引き続い
て，明暗およびCa2＋チャネルアゴニスト（Bay　K8644）投与条件下において，c・fos遺伝子の発現を誘導することが
報告されているCREBのリン酸化とc・fos遺伝子と同様にCREBによる転写制御を受けているソマトスタチン遺伝
子発現について検討することにし，免疫染色法とin　situ　hybridization法を用いて調べた．その結果，CREBが網膜
細胞において光反射やCa2＋流入により，リン酸化を受けていること，ソマトスタチン遺伝子も光反射により転写の増
加をみることが明らかにされた（今城ら）．
　4．組織学レベルにおける立体構築の研究は，スンクス膵島の独特な細胞分布様式の形成，マウス下垂体TSH細胞
の三次元的分布について知見をもたらしたが，その手法を用い，スンクス十二指腸絨毛の平滑筋分布，先天性甲状腺
機能低下マウスの下垂体前葉TSH細胞分布を明らかにする検討を開始した．その結果，十二指腸絨毛の中心リンパ管
と平滑筋の立体配置が明らかにされ，リンパの流れについて明瞭な説明ができることが分った．スンクスの膵島の特
異な細胞分布，特にPP細胞の分布域の限定と島内における群在の性質は，最近この動物に自然発症する糖尿病が発見
され，この場合におけるPP細胞，インシュリン細胞と外分泌細胞の異常所見が形態学のレベルで明らかになりつつあ
り，スンクスの分類学上の地位とその組織特異性が実験動物として有効に利用される途がまたひとつ見出された（市
川，石川ら）．
　佐藤斎講師（定員外）は東京医科大学生理学講座（内野教授）に転出し，前庭平衡器官等の研究に従事することに
なった．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Imaki，J．，Yoshida，K1），and　Yamashita，K、（1）北大・医学部・眼科）：A　developmental　study　of　cyclic
　　amp・response　element　binding　protein（CREB）by　in　situ　hybridization　histochemistry　and　immunocyto－
　　chemistry　in　the　rat　neocortex．Brain　Research，651，269－274，1994．
　2）Gotoh，T．：Ultrastructure　of　the　rat　papillary　muscle・chorda　tendineaejunction．J．Electron　Microsc．，43，
　　151－154，1994．
　3）Ohki，K．1），Yoshida，K．1），Imaki，J。，Harada，T、1），and　Matsuda，H．1）（1）北大・医学部・眼科）：The　existence
　　of　protein　kinase　C　in　cone　photoreceptors　in　the　rat　retina．Current　Eye　Research，13，547－550，　1994．
　4）Gotoh，T，，and　Yamashita，K．：Use　of　lectin－FITC　conjugates　for　observation　of　elastic　fibers．J．Nippon
　　Med．Sch．，61，653－655，1994．
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5）Nagata，K．1），Takemasa，T．，Alam，S．1），Hattori，T．1），Watanabe，Y．2），and　Nozawa，Y。1）（1）岐阜大・医学部・
　　生化，2》上武大）：CloningofcDNAsencodinga　ce11・cycle－regulatoryGTP・binding　lowMr（GBLM）protein，
　　Ran／TC4，from　micronucleated7セ惚h顕6nα孟h6吻oφh吻and　amicronucleated7セ惚勿彿8％勿吻脇∫s。
　　Gene，144，123－125，1994．
6）Yoshida，K．1），Mukai，Y．2），Ohki，K．1），Harada，T．1），Ohashi，T．1），Matsuda，H．1），and　Imaki，J。（1》北大・医学
　　部・眼科，2）慶応大・医学部・眼科）：C－fos　gene　expression　in　rat　retinal　cells　after　focal　retinal　injury．
　　Investigative　Ophthalmology＆Visual　Science，36，251－254，1995．
7）後藤　忠：電子顕微鏡アトラス89一乳頭筋腱索結合．細胞，27，1－5，1995．
（2）綜説：
1）杉本啓治：細胞接着分子と細胞骨格の相互作用．日医大誌，61，267－277，1994．
（3）研究報告書：
　1）杉本啓治：張力刺激に対する内皮細胞の応答反応（血流と血管壁のバイオメカニックスに関する分子細胞学的研
　　究）．厚生省循環器病研究委託費平成5年度研究報告書，P．115，1993．（1994年10月発行）
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Hanyu，K．1），Takemasa，T．，Numata，0．1），Takahashi，M．1），andWatanabe，Y．2）（1）筑波大・生物，2）上武大）：
　　Immunofluorescencelocalization　of　Tetrahymena　Ca2＋一binding　proteins．4th　Asian　Conference　on　Ciliate
　　Biology＆Intemational　Symposium　on　Cell　Motility　and　Cytogenesis（Tokyo），1995．3。
　2）杉本啓治，藤井幸子，武政　徹，左合治彦1），吉田和美2），山下和雄（1）慈恵医大・産婦人科，2）慈恵医大・外科）：
　　張力刺激に対する上皮細胞のアクチンフィラメント動態（機械刺激に対する非神経細胞の応答）．第47回日本細
　　胞生物学会大会，1994．9．
2）一般講演：
　1）石川朋子，市川安昭，陳　　東1），山下和雄（1》日大・医学部・第一解剖）：プロピルチオウラシル投与マウスに
　　おける下垂体前葉TSH細胞の三次元的・形態学的観察．第99回日本解剖学会総会，1994．4．
　2）市川安昭，石川朋子，鬼頭純三1），山下和雄（1）名古屋大・動物実験施設）：スンクス膵島の形成過程について．
　　第99回日本解剖学会総会，1994．4．
　3）今城純子，山下和雄：明暗変化に伴うラット網膜内のJun　family　mRNAの発現．第99回日本解剖学会総会，
　　1994．4．
　4）後藤　忠，山下和雄：ラット心筋細胞自由端の微細構造について．第99回日本解剖学会総会，1994．4．
　5）吉田和彦D，大木一隆11，原田公幸11，松田英彦1），今城純子，萩原正敏2）（1）北大・医学部・眼科，2）名古屋大・医
　　学部・第三解剖）：明暗の変化およびCa2＋chamel　agonist投与に伴う網膜内cAMP　responsive　element　bind・
　　ing　proteinのリン酸化．第98回日本眼科学会総会，1994．4．
　6）亀谷　純1），南　史朗1），杉原　仁1），今城純子，若林一二1）（1）第三内科）：ヒト成長ホルモン（hGH）の全身投
　　与によりc－fos遺伝子の発現が誘導される視床下部の神経細胞．第67回日本内分泌学会学術総会，1994．6．
　7）石川朋子，市川安昭，阿部芳子1），山下和雄（1）相模女子大・短期大学部）：プロピルチオウラシル投与マウスに
　　おける下垂体前葉TSH細胞の三次元的・形態学的観察．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　8）市川安昭，石川朋子，阿部芳子1），山下和雄（1）相模女子大・短期大学部）：スンクス膵島の形成過程について一三
　　次元再構築法による観察一．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　9）今城純子，山下和雄，吉田和彦1），山川彰夫2）（1）北大・医学部・眼科，2）都老人研・生体情報）：明暗の変化に伴
　　うラット網膜内の蛋白質のtyrosine残基の燐酸化．第67回日本生化学会大会，1994．9．
10）吉田和美1），杉本啓治，藤井幸子，武政　徹，山下和雄（1）慈恵医大・外科）：伸展刺激反応からみた血管内皮細
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　　胞の異質性．第47回日本細胞生物学会大会，1994．9．
11）杉本啓治，藤井幸子，武政徹，左合治彦1》，吉田和美2），山下和雄（1》慈恵医大・産婦人科，2》慈恵医大・外科）：
　　張力刺激による内皮細胞のストレスファイバー形成．第2回日本血管細胞生物学研究会大会，1994．10．
12）羽生賀津子1）・武政　徹・沼田　治1），高橋三保子1），渡辺良雄2）（1）筑波大・生物，2）上武大）：テトラヒメナカル
　　シウム結合タンパク質の大腸菌での発現とテトラヒメナ細胞内の局在．第65回日本動物学会大会，1994．10．
13）今城純子：明暗変化及びCa2＋流入に伴うラット網膜内CREBの燐酸化機構・第18回日本神経科学大会，1994．
　　12．
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2．解剖学第二講座
研究概要
　解剖学第二講座の研究は比較神経学と肉眼解剖学の二つの分野からなっている．比較神経学の分野は，従来の系統
樹の本幹に添った（特殊化していない）動物種のみを扱う古典的な比較神経学と異なり，むしろ特殊化した動物種を
積極的に対象とする．すなわち，共通の祖先から同一時期に出来るだけ多くの種に分かれて適応放散に成功し，現存
しているものを対象とする方法である．これまで，種に特有な脳構造をその種が獲得した生態的地位を解析すること
によって意味づけし，中枢神経系の成立機構そのものの解明を目指してきた．現在このような比較神経学的な考え方
を基盤として，①二つ以上の異なる種類の情報（特に視覚と一般体性感覚）が脳内でどの様に相関しているか，②感
覚系において中枢から末梢，または高次のセンターから低次のセンターへ向かういわゆる遠’6性の線維はどのような
機能をもつか，③脳内の情報処理機構を知るために魚類の網膜をモデルとして用い，光情報が網膜の各種細胞間をど
のように伝達され修飾されるか，の3点の解明に重点を置いている．これらの研究には・通常のニッスル染色やゴル
ジ染色による細胞構築の解析，HRPやDilを用いた線維連絡の解析，シナプス構築の解析などの他，免疫組織化学や
異種間の胚の移植実験などの手法を用いて光学顕微鏡および電子顕微鏡のレベルで実験を行なっている．
　肉眼解剖学の分野では，臨床上役立ち得るものを一義的に考え，ヒトを中心として研究を進めている。成人に見ら
れる異常構造（variation）や正常構造のパターンの成立機序を説明するためにヒトの胎児を用いて発生学的な検索を
行ない，同時に，各種の食虫類や霊長類も合わせて用いて比較解剖学的な検索も行なっている．これらの対象となる
範囲は，各部の動脈系と静脈系，肝臓の門脈系，泌尿器系（特に腎臓），運動器系（筋肉と骨格）・末梢神経系・など
である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Miyaki，T．，and　Ito，H．：Pattems　of　arterial　supply　of　the　liver　in　Japanese　and　rhesus　macaques．
　　Anthropological　Science，102（SuppL），155－163，1994．
　2）Ide，K．，Shirai，Y．1），Ito，H。1），Shibasaki，T．1），Takayama，A，1），Hashiguchi，H．1），Ito，H。，and　Yoshimoto，M．
　　（1）Department　of　Orthopaedic　Surgery）：The　neurohisotological　study　in　the　subacromial　bursa。」。Shoul・
　　der　Elbow　Surg．，　3，S60，1994．
　3）Saito，T。1｝，Tanuma，K．，Yamada，K．1》，Ogawa，R．1）（1〕Department　of　Anesthesiology），Anatomical
　　considerations　endothoracic　dwelling　catheter．J。Anesth・，8・376－378・1994・
　4）Akaishi，Y．1），Uchiyama，H。，Ito，H．，and　Shimizu，Y，1）（1）Department　ofOphthalmology）：A　morphological
　　study　of　the　retinal　ganglion　cells　of　the　Afghan　pika（0σho渉o郷猟瞬sooηs），Neuroscience　Res。，22，　1
　　－12，　1995．
　5）Shirota，K．1），Hayashi，K．1），Masuda，H．1》，Shinoda，M。2），Miura，T・2》，Mwanatambwe，M，3），As＆kawa，M・，
　　Shimizu，M、4），Shichinohe，K。4》，Kurokawa，K．5）（1）Tobu　Co・medical　College，2）Research　Institute　for
　　Laboratory　Animal　Science，School　of　Medicine，Gunma　University，3）Pathology，4）Laboratory　Animal
　　Science，5）Department　of　Veterinary　Surgery，Nippon　Veterinary　and　Animal　Science）：Examen　de　la
　　segmentation　du　Nerf　Grand　Sciantique（Nervus　ischiadicus）．The　Bulletin　of　Tobu　Co－medical　College，
　　1，　8－10，　1995．
　6）Saito，T，1），Gallagher，E．T．1》，Yamada，K．1），Tanuma，K，Ogawa，R1），Carlsson，C．2）（1）Department　of
　　Anesthesiology，2）Department　of　Anesthesiology，Temple　University　Hospita1）：Broad　unilateral　analge一
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　　sia，Regional　Anesthesia，19，360－361，1994．
　7）利根川均1）・田沼久美子（1）付属病院・形成外科）：下腿の皮膚および筋膜の動脈網（系）の解剖学的検索ならび
　　に臨床的応用に関する研究．日形成外科会誌，14，409－426，1994．
　8）斉藤敏之1》・田沼久美子・山田光輝1）・小川　龍2），（1）多摩永山病院・麻酔科，2》付属病院・麻酔科）：胸内筋膜へ
　　の薬物投与による広範囲一側麻酔の腹部薬物浸潤についての解剖学的検索．麻酔，43，1467－1471，1994．
9）羽原弦史，浅川光夫，伊藤博信：本邦成人腎乳頭の形態学的検索．解剖学雑誌，69，270－279，1994．
10）宮木孝昌，仲間一雅1），秋元敏雄1），鬼頭純三2》，伊藤博信（1）実験動物管理室，2）名古屋大学実験動物施設）：ラッ
　　トの膵臓の外部形態と膵管分布．実験動物，43，257－260，1994．
11）宮木孝昌，伊藤博信：霊長類の肝臓の輸入静脈・輸出静脈の分布型：心臓の血管系の形態（その2）および肝臓
　　の動脈系の形態（その3）．霊長類研究所年報，24，65－66，1994．
12）秋本　清，北沢　命，田沼久美子：現代日本人頭蓋冠の主要縫合角について．日医大誌，62，1き一18，1995。
（2）綜説：
　1）伊藤博信・雨宮文明1）（1）横浜市立大学・解剖）：間脳の系統発生．Clinical　Neuroscience，12，14－19，1994．
2）伊藤博信：大脳化（encephalization）．脳神経外科速報，4，907－909，1994．
3）宮木孝昌：第15回肉眼解剖学懇話会，脊椎動物の血管系，2）肝臓の血管系一とくに副肝動脈と左門脈の考察．
　　解剖学雑誌，69，809－810，1994．
4）浅川光夫：腎尿路系の発生とその異常（特集：腎尿路の形態機能異常）．小児内科，27，327－333，1995・
5）斉藤敏之1），中島祐史1），谷口善郎2），斉藤則之3），田沼久美子，山田光輝1），小川　龍4》，（1）多摩永山病院・麻酔
　　科，2伺・外科，3）群馬大学医学部・中央検査部，4）付属病院・麻酔科）：胸内筋膜麻酔法：ウサギを使っての人口
　　肛門造設術例．麻酔，44，130－132，1994．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Wagner，H．一J，1），Behrens，U，D。1），Frδhlich，E1），and　Negishi，K．（1）チュービンゲン大学・解剖学研究所）：
　　The　dopaminergic　system　in　the　vertebrate　retina：morphological　differentiation　of　TH・IR　cells　and
　　location　of　DI　and　D2receptors．The　llth　ICER（New　Delhi，India），1994．
　2）伊藤博信：コイの片眼摘出により新たに生ずる同側投射性の網膜視神経細胞の形態（テーマ：交叉神経路の比較
　　解剖学）．第3回脳の比較解剖学懇話会（東京）。1995．3．
（2）招待講演：
　1）Negishi，K：Dopamin　in　retina：a　personal　account．Intematl．Symposium　on　Eye－Pineal　Relationships　at
　　Lodz　（Poland），　1994．
2）Wagner，H．」，1），Behrens，U．D，1），Fr6hlich，E1），and　Negishi，K（1）チュービンゲン大学・解剖学研究所）：
　　The　dopaminergic　system　in　the　vertebrate　retina；morphological　differentiation　of　TH・immunoreactive
　　cells　and　location　of　DI　and　D2receptors．IntematL　Symposium　on　Eye－Pineal　Relationships　at　Lodz
　　（Poland），1994．
（3）一般講演：
　1）Miyaki，T．，and　Ito，H，：Intrahepatic　territory　of　the　accessory　hepatic　artery　in　chimpanzee　and　human．
　　14th　Federative　Intemational　Congress　of　Anatomy（Lisbon），1994．7．
2）Asakawa，M．：Comparative　anatomy　of　the　Calyco・pelvic　system　in　mammalian　kidney＄14th　Federative
　　Intemational　Congress　of　Anatomy（Lisbon），1994．　7．
3）Wagn鉱H・一J・・）・Fr6hlich，E・），Negishi，K，and　Miki，N．2》（1）チュービンゲン大学・解剖学研究所，2》大阪大
　　学・薬理）：Diffrentiation　of　doparminagic　cells　in　fish　retina．（Annual　Meeting　of　ARVO），1994．
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4）Fr6hlich，E。1》，Negishi，K．，and　Wagner，H．一J．1》（1）チュービンゲン大学・解剖学研究所）：Pattems　of　rod
　　proliferation　in　deep・sea　fish　retinae（Annual　Meeting　of　ARVO），1994．
5）Wagner，H．」．1），Frδhlich，E1），und　Negishi，K（・）チュービンゲン大学・解剖学研究所）：Type　dopaminerger
　　Zellen　in　der　Netzhaut　von　Fishen．（89．Versammlmg，Anatom．Anzeiger．），1994．
6）Fr6hlich，E．・），Negishi，K．，und　Wagner，H．」．1）（・）チュービンゲン大学・解剖学研究所）：Mechanismen　der
　　Stabchenproliferation　bei　Tiefseafischen．（89．Versammlung，Anatom，Anzeiger．），1994。
7）内山博之：脳における網膜の遠心性調節：向網膜系の構造．日本解剖学会関東地方会第4回懇話会，1994．6．
8）益田律子1》，横山和子且），田沼久美子（1》第一病院・麻酔科）：頚部交感神経ブロックによる両側手掌温の変化：交
　　差支配の検討．第28回日本ペインクリニック学会総会，1994．
9）宮木孝昌，仲間一雅1），秋元敏雄1），伊藤博信，鬼頭純三2）（1）実験動物管理室，2）名古屋大学・動物実験施設）：ス
　　ンクスの膵臓の外部形態と膵管分布．第41回日本実験動物学会総会，1994．
10）宮木孝昌，伊藤博信：霊長類の外側環椎孔および後環椎孔．第48回日本人類学会・日本民族学会・連合大会，1994．
11）井出勝彦，白井康正・），伊藤博元11，柴崎　徹1），高山景範1），橋口　宏1》，水江史樹1》，伊藤博信・山本直之（1）付
　　属病院・整形外科）：肩峰下滑液包の神経組織学的研究（第2報）：免疫組織学的方法を用いて．第21回日本肩関
　　節学会，1994．10．
12）石田　晋，伊藤博信，吉本正美，進藤久夫，白井康正1），宮本雅史1）（n付属病院・整形外科）：ヒト腰神経根の形
　　態学的研究．第2回日本腰痛研究会，1994，10．
13）吉本正美，澤井信彦1），清水匡訓，伊藤博信（1）筑波大学）：スズキ目の硬骨魚類（7￥妙彪勉Jo批α）の味覚系。
　　第82回日本解剖学会関東地方会，1994．10．
14）宮木孝昌，伊藤博信：チンパンジーとニホンザルにおける腹腔動脈から起こる異常肝動脈の肝内分布．第82回日
　　本解剖学会関東地方会，1994．10．
15）吉本正美，澤井信彦1），清水匡訓，伊藤博信（11筑波大学）：テラピア（7￥」砂毎痂Jo漉π）の味覚路．第18回日本
　　神経科学大会，1994．12．
16）内山博之1），山本直之，伊藤博信（1）鹿児島大学・情報工学）：網膜のトップダウン型制御に関与する視蓋ニュー
　　ロン．第18回日本神経科学大会，1994．12．
〔1993年度追加分〕
一般講演：
　1）城田恵次郎1》，篠田元扶2），三浦豊彦2），ムワナタンブエ　ミランガ3），浅川光夫，清水真澄4），七戸和博4），黒川
　　和雄5）（1）東部医技専，2）群馬大学・実験動物，3）病理学第2，4》実験動物，5）日獣大・外科）：マウスの坐骨神経の
　　分枝走行についての検討．第13回日本比較臨床血液学会，1993．
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3．生理学第一講座
研究概要
　電気生理学的，行動生理学的手法により，性ホルモンや副腎皮質ホルモンといったステロイドホルモンが中枢神経
系の発生・機能に及ぼす作用について研究を進めている．少なからぬ難治の精神神経疾患の発症が、思春期や更年期と
いった性ホルモン分泌の激変期と一致したり，性差を伴うことが知られている．また，男性ホルモンの過剰により粗
暴な行為が起こる例に見られるように，ヒトの行動もこれらのホルモンに影響される．細胞レベルではステロイドホ
ルモンが神経細胞の発生や生存，神経突起の成長などを制御する．われわれはこれまでに発育途上における性ホルモ
ンの作用により・内側視索前野や視床下部に発する神経回路のエストロゲン感受性に性差が生じることを示した．ヒ
トでもラットでも，遺伝情報による脳の設計図は，生殖器官と同様女性型が基本であり，個体発育の途上で男性ホル
モンの作用により・男性型へ改造される．ラットでは新生仔期に雄を去勢したり，雌に男性ホルモンを投与すると脳
の性転換が容易に起こる．また，妊娠中に強いストレスに暴露された母親から得られる雄新生仔の脳は雌型にとどま
る・これらの現象を手がかりに，当講座では，（1）性ホルモン感受性中枢ニューロンの電気生理学，（2）行動学的手
法による生殖や学習行動の検討，（3）ステロイドホルモンの分泌制御に関与する脳内神経細胞の個体発生，系統発生
の形態学解析・（4）性ホルモン受容体タンパクの発現に関わる分子機序の解明といった4つの方面からステロイドホ
ルモンの中枢作用機序の解明に取り組んでいる．学内外のご理解により本年度は私立学校施設整備費補助金が交付さ
れ・研究設備が格段の充実を遂げるとともに，大学院生，国内留学生や客員研究員といった若いメンバーの参加を得
て，各グループとも本格的に研究が立ち上がる年となった．研究体制の整備により，今後一層の成果を挙げることを
期している．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Hoshina，Y。1），Takeo，T，1），Nakano，K1），Sato，T．1），and　Sakuma，Y．（1）Dept。of　Physiology　I，Hirosaki　Univ．
　　　School　of　Medicine）：Axon・spa血g　lesion　of　the　preoptic　area　enhances　receptivity　and　diminishes
　　　perceptivity　among　components　of　female　rat　sexual　behavior．Behav．Brain．Res．，61，197－204，1994．
　2）Yoshida，M．1），Suga，S，1），and　Sakuma，Y．（1）Dept．of　Physiology　I，Hirosaki　Univ．School　of　Medicine）：
　　　Estrogen　reducesthe　excitability　ofthefemale　rat　medial　amygdala　afferents　from　the　medial　preoptic　area
　　　but　not　those　from　the　lateral　septum．Exp．Brain．Res．，101，1－7，1994．
3）Wada－Kiyama，Y，，and　Kiyama，R1）（1）lnstitute　of　Molecular　and　Cellular　Biosciences，Tokyo　Univ）：
　　　Periodicity　of　DNA　bend　sites　in　humanε・globin　gene　region．J．Biochem．Chem．，269，22238－22244，1994．
　4）Uyesaka，N．，Hasegawa，S，1），Nakamura，T，，Hongo，A．T．，Schechter，A．N．2），and　Shio，H．3）（1》Dept．of3
　　　rd　Intemal　Medicine，2）Laboratory　of　Chemical　Biology，NIDDK，NIH，3）The　Shiga　Medical　Center　for
　　　Adult　Disease）：Pathophysiologic　significance　ofmechanical　fragility　of　red　blood　cells．Clin．HemorheoL，
　　　14，　557－570，　1994。
　5）Ikawa，T．，Okabe，H1）．，Mori，T。2），Urabe，K3），and　Ikeshoji，T．4）（1）ResearchInstitute　for　Material　Sciences，
　　　2）Department　of　Biology，University　of　Tokyo，3）Saitama　Institute　for　Public　Health，4）Department　of
　　　Applied　Entomology，the　University　of　Tokyo）：A　method　for　reconstructing　the　three・dimensional
　　positions　of　swaming　mosquitoes，J．Insect，Behav．，7，237－248，1994．
　6）Nakamura，TワHasegawa，S．且），Shio，H．2》，and　Uyesaka，N．（1）Dept．of3rd　Intemal　Medicine，2》The　Shiga
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　　膜による赤血球変形能の測定とその病態生理学的意義．日本膜学会第16年会，1994．5．
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　　性．第17回日本分子生物学会，1994．12．
25）大西忠博D，上坂伸宏（1）関東逓信病院付属医用情報研究所）：P糖蛋白による薬剤輸送機構．日本生体エネルギー
　　研究会第20回討論会，1994．12．
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　　第72回日本生理学会大会，1995．3．
29）長谷川節雄1），比留間博之1），上坂伸宏，Noguchi，C．T．2），Schechter，A．N．2），Rodgers，G・P．2）（1）第3内科・
　　2）LCB／NIDDK／MH）：赤血球変形能測定による鎌状赤血球症交換輸血療法の評価．第72回日本生理学会大会，
　　1995．3．
30）飯野正昭，清水真澄1），七戸和博1）（1）実験動物管理室）：蛋白質水溶液の磁化移動現象を引き起こす束縛水の役割．
　　第72回日本生理学会大会，1995．3．
31）木山裕子：ヒト・グロビン遺伝子座における特異的DNA構造．第72回日本生理学会大会，1995．3．
32）Ikawa，T．：A　versatile　method　for　three－dimensional　measuremen砥第72回日本生理学会大会，1995．3．
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34）Parhar，1。S。，Ohno，N．1），Iwata，M。2），Yanagisawa，T．1》，and　Sakuma，Y．（1）Dept．Applied　Biochem．，
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36）石神英子，近藤保彦，飯野正昭，今井博彦1），佐久間康夫（1）博慈会記念総合病院・内科）：卵巣摘出した雌スナ
　　ネズミにおける両側脳虚血後の神経変性．第72回日本生理学会大会，1995．3．
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4．生理学第二講座
研究概要
　生理学の教に従えば神経細胞情報処理の“要”は軸索起始部である．しかし現実にはこれで説明不能な現象が多い．
ヒトで最高度に発達している樹状突起が神経細胞の活動を制御するコンピュターであれば多くの現象が説明可能であ
る．藤田はこれを説明する手掛りになる明確な現象を発見した．実験的テンカンやヒトのテンカンと関連して海馬の
穎粒細胞の軸索の発芽が著明であり，これにより新たに形成された回路によってテンカン発作が増強される可能性が
云々されている．丸・大畠・深井・張はこの可能性がない事を明らかにした．又海馬では短期問の反復刺激によって
神経細胞の興奮性が数時間以上にわたって方進するLTPと称する現象があり・これが短期記憶の基礎であるとする
見解がある．丸らはLTPは覚醒時より麻酔下で形成されやすい事を示し記憶とは一義的に結びつかぬ事を見出した．
原田は温血動物の末梢神経の中で最も太い線維と最も大形の神経細胞である運動細胞の問で形成される1aシナプス
を用いて記憶の基礎過程となり得るシナプスの可塑性を，現在トピックスにもなっているNMDA受容体及び一酸化
窒素の役割を中心に研究している．また無Caの環境で発現する運動細胞問の同期現象のメカニズムの解明も心がけ
ている．一方大脳皮質運動野の機能局在の可塑性の問題も追求している．脳性小児麻痺の患者の中には足で器用に字
や画をかく人も居り興味深い主題である．小林はトレーサーを用いてヒト及びラットのドーパミン作動性ニューロン
の働きを調べ，精神分裂病の大脳皮質前頭葉ではこの細胞の働きが正常人と有意に異なる事を発見した．ラットでは
黒質刺激による線条体におけるドーパミンのサブ・リセプターの動向が既存の説と異なる事を見出し現在確認を急い
でいる．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Kobayashi，K．，Inoue，0．1），Watanabe，Y．1），Onoe，H．1），and　Langstrom，B．1）（1｝National　Institute　of
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　2）Suzuki，S．1），Okada，J。1》，and　Harada，Y．（1）National　Institute　of　Bioscience　and　Human－Technology）：
　　Sensoimotor　cortex　field　potentials　evoked　by　facial　ne四e　stimulation　in　rats．Reprt　of　National　Institute
　　of　Bioscience　and　Human－Technology，3，19－23，1995。
（2）総説：
　1）井上　修1），小林　薫（1）放射線研究所）：レセプターのインビボ測定法，JpnJ．Psychoharmacol．，14，p215－225，
　　1994．
（3）研究報告書：
　1）丸　栄一，大畠久幸，張　天祥：てんかん焦点の形成および難治化に関わる海馬神経細胞樹状突起の異常電気活
　　動．平成6年度厚生省精神・神経疾患研究委託費総括研究報告書，37－42，1995．
著　書
　1）丸　栄一：〔分担〕キンドリングとシナプス伝達増強，日本生物学的精神医学会（佐藤光源n，加藤進昌2），1）東
　　北大・精神科，2）滋賀大・精神科）編，てんかん一けいれん準備性と発作発現の神経機構一，P．51－64，1995．
　2）井上　修1），小林　薫（1）放射線研究所）：〔分担〕脳の神経伝達機能イメージング．PETによる測定，3．アセ
　　チルコリンレセプターの定量解析，脳の神経伝達機能イメージング．p．136－145，金芳堂，1994．
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（1）シンポジウム：
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　　　1994。
（2）一般講演：
　1）Harada，Y．：Effects　of　nitrogen　monoxide　donors　on　glutaminergic　monosynaptic　transmission　in　the　rat
　　　spinal　cord．第18回日本神経科学大会，1994．
　2）Ohata，H．，Fukai，Y．and　Maru，E．：Synaptic　LTP　in　the　hippocampal　dentate　is　not　induced　in　the　awake
　　　rat　despite　activation　of　NMDA　receptors．第18回日本神経科学大会，1994．
　3）Suzuki，S。S．1），and　Harada，Y．（1）National　Institute　of　Bioscience　and　Human－Technology）：Effects　of
　　　facial　nerve　transection　on　motor　cortex　electrical　activity　in　adult　rats．第18回日本神経科学大会，1994．
　4）Suzuki，S．S．1），and　Harada，Y．（1）National　Institute　of　Bioscience　and　Human・Technology）：Role　of
　　　spontaneous　electrical　activity　in　motor　cortex　reorganization　induced　by　facial　nerve　transaction　in　adult
　　　rats．Society　for　Neuroscience　Abstracts，1994．
　5）原田平輝志1），井上　修1》，小林　薫，若原俊一1），鈴木和年1），前田　稔1）（1）放射線研究所）：NMDAレセプター
　　　イメージング剤の開発；［18E］FEtTCPのサルPETによる評価．第34回日本医学総会核医学，1994．
　6）植山珠代1），嶋田将之り，池田みさ子1），丸　栄一，鈴木英弘1）（1）東京女子医大・麻酔科）：リドカインによる海馬
　　　神経細胞の興奮性上昇．第41回麻酔学会総会，1994．
　7）大畠久幸，張　天祥，芦田　廣1），丸　栄一（1）防衛医大・生理）：海馬貫．第72回日本生理学会大会，1995．
　8）原田嘉夫：多シナプス性脊髄反射電位に関与する三種類のグルタミン酸受容体．第72回日本生理学会大会，1995．
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5．生化学第一講座
研究概要
　1．ラットグロビン遺伝子群の発現調節機構に関する研究：グロビン遺伝子のstage－specificおよびtissue－specific
な発現調節機構の解析を目的として，引き続きラットβ一グロビン遺伝子群について検討した．その結果，発現量の異
なる3種の成体型グロビン遺伝子IIβ，IIIβ，0βの5’一上流領域に特定のnegativeelementsを見出し配列を決定した．
三者の配列は同一ではないが，共通の転写因子が作用すること，いずれの配列もorientation　independent，position
dependent，erythroid・specificに働くことが明らかになった．一方，ラットβ一LCR（locus　control　region）をこつい
てはHS－2の構造を決定した．
　2．酵素の構造と機能およびその生理的病理的意義についての研究：（1）複合金属フラビン酵素であるキサンチン
酸化酵素（脱水素酵素）およびNO合成酵素の構造，反応機構，調節機構の解析を行っている．酵素はO、一やNOな
どのフリーラジカルを生成するため，その生理的病理的役割が注目されている．従って，これらの酵素と情報伝達系
や病態との関連での解析も課題である．キサンチン酸化酵素の一次構造については既に種々の材料で明らかにされて
おり高次構造の解析が当面の課題である．一方・反応機構については分光学的解析や反応速度論による解析が進んで
おり，現在それらの成果に基づきcDNA発現系による部位特異的変異と合わせ，分光学的解析や反応速度論による構
造と機能相関の解析をおこなっている．一方，NO合成酵素の解析は酵素が微量であり不安定なためまだ充分な解析が
されていない．従って，酵素の精製を試み安定化条件の検索とcDNA発現系による大量調製が当面の課題である．（2）
02一消去系の酵素であるSOD，およびフラビン酵素であるNADHオキシダーゼの構造と機能をcDNA発現系による
部位特異的変異と合わせ，分光学的解析や反応速度論による構造と機能相関の解析を行っている．（3）硫黄転移酵素
について，酵素の活性調節を相同酵素の構造と機能の相関から解析している．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Suematsu，M．1），Suzuki，H．’），Nishino，T．，Ishi，H、1），Mori，M．1），Ishimura，Y．1），and　Tsuchiya，M1）．（1》慶応大，
　　医）：Spatial　and　temporal　alteration　of　oxidative　stress　in　hypoxic　hepatic　microcirculation，role　of
　　xanthine　oxidase　and　iron．Frontiers　of　Reactive　Oxygen　Species　ln　Biology　and　Medicine。（Asada，K．，and
　　Yoshikawa，T、，eds）p，83－86，Excerpta　Medica，Amsterdam，1994。
　2）Abe，Y．，Kobayashi，S．，Amuro，N．，Nishino，T．，Okazaki，T．，and　Kobayashi，K．L）（1）阪大，産研）：The　role
　　of　arginine－1730f　rat　manganese・superoxide　dismutase　studied　by　site－directed由utagenesis．Frontiers　of
　　Reactive　Oxygen　Sφecies　in　Biology　and　Medicine，（Asada，K．，and　Yoshikawa，T．，eds）p，135－136，Excerpta
　　Medica，Amsterdam，1994．
　3）Kanda，Y．1），Yamamoto，N．1），and　Abe，Y．（1）生化学第2）：Growth　factor　from　human　milk：Purification
　　and　characterization．Life　Science，　55，　1509－1520，　1994．
　4）Hoshinaga，H．，Amuro，N．，Goto，Y．，and　Okazaki，T．：Molecular　cloning　and　characterization　of　the　rat
　　cytochrome　c　oxidase　subunit　Vb　gene．」．Biochem．，115，194－201，1994．
　5）Ooki，K．1），Amuro，N．，Shimizu，Y．1），and　Okazaki，T．（1）眼科）：High　level　expression　of　ratγ一crystallin　in
　　Escherichia　coli，Biochimie，76，398－403，1994．
6）Minoshima，S．1），Wang，Y．1），Ichida，K2），Nishino，T．，andShimizu．，N．1）（1）慶応大，医，2）慈恵医大）：Mapping
　　of　the　gene　for　human　xanthine　dehydrogenase（oxidase）（XDH）to　the　band　p230f　chromosome2．
　　Cytogenet．Cell　Genet．，68，52－53，1995．
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Gruyter, Berlin, New York, 1994. 
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（4）海外留学者講演：
　1）佐藤浩之：ラットヘモペキシン遺伝子の肝特異的エンハンサーエレメントの同定とその核因子との相互作用・第
　　62回日本医科大学医学会総会（東京），1994年9月．
　2）岩原信一郎：ラット肝ヘム結合23KDa蛋白（HBP23）の精製とクローニング．第62回日本医科大学医学会総会
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（5）一般講演：
　1）中西茂子1），山崎紀彦2），堀　弘幸，河合剛太1），上田卓也1），渡辺公綱1）（1）東大，工業化学，2）東工大，生命理工）：
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　6）中西茂子1），堀　弘幸，山崎紀彦2），上田卓也1），河合剛太1），渡辺公綱1）（1）東大，工業化学，2）東工大，生命理工）：
　　　大腸菌tRNAグアニントランスグリコシラーゼの大量発現とtRNAの認識機構．第67回日本生化学会（大阪），
　　　1994年9月．
　7）西野朋子1），堀　弘幸，西野武士：キサンチン脱水素酵素におけるフラビンの性質．（1）横浜市大）：第67回日本生
　　　化学会（大阪），1994年9月．
　8）井上眞治，中山義人1），白井康正1），岡崎太郎（1）整形外科）：ウサギ1型コラーゲンα2鎖のcDNAクローニン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー34一
　　グ．第67回日本生化学会（大阪），1994年9月．
9）岡本　研，西野武士，岡崎太郎：キサンチン酸化酵素の新しい阻害剤の阻害機構の検討．第67回日本生化学会（大
　　阪），1994年9月．
10）新村洋一1），大西健司1），鈴木英雄1），日高真誠2），正木春彦2），・魚住武司2），Massey　V．3），西野武士（1）東京農大，
　　農・2）東大・応用生命・3）ミシガン大，医）：NADH　oxidase活性を有するAmphibacillus　xylanusのフラビン
　　酵素の反応機構．第67回日本生化学会（大阪），1994年9月．
11）佐藤智子1），佐藤浩之，岩原信一郎，Zbynek　Hrkal1》，Ursula　Muller－Eberhardll（11コーネル大）：Baculovirus
　　系によるヒトrecombinanthemopexinの発現とsitedirectedmutagenesisによるヘム結合部位の推定．第67回
　　日本生化学会（大阪），1994年9月．
12）阿部靖子，小林茂樹，佐藤浩之，安室尚樹，西野武士，岡崎太郎，小林一雄1），賑川精一）（1）阪大産研）：ラット
　　Mn一スーパーオキシドデイスムターゼの構造と機能．第17回日本分子生物学会年会（神戸），1994年12月．
13）長江安洋1），清野精彦1），富田喜文1），田宮洋子1），奥村　敏，草間芳樹1），岸田　浩1），早川弘一1）（11内科学第一）：
　　心不全（adriamycin心筋症）ラットにおけるACE阻害剤の心筋保護効果と組織renin－angiotensin系の分析．
　　第59回日本循環器学会総会（名古屋）．1995年3月．
14）長江安洋1》，清野精彦1》，富田喜文1），田宮洋子ユ》，岩原信一郎，奥村　敏，岸田　浩1），早川弘一1》（1》内科学第一）：
　　心筋障害モデルにおけるAntioxidant・Hemopexinの心筋内発現調節機構の解析．第92回日本内科学会総会（名
　　古屋），1995年3月．
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6．生化学第二講座
研究概要
　1）分子生物部門：
　我々が発見した，細菌のDNAミスマッチ修復酵素MutSと高い相同性を持つMRP1遺伝子は，その後の研究から
ヒトMutSホモローグsuperfamilyの一つであることが明らかになりhMSH3と改名された．hMSH3の完全な染色体
遺伝子のクローニングに成功した．この遺伝子は24のexonと23のintronからなり，全長は少なくとも160kbの巨大
な遺伝子であった．RNA合成は一つの転写開始点から始まるが，二つのpolyAサイトがあり，5．0と3．8kbの二種類
の転写産物が作られることが明らかになった．hMSH3の機能についてはまだ解明されていないが，当初の予想に反し
ミスマッチ修復酵素というよりはDNA組換えに関与している可能性が考えられている．
2）遺伝子診断部門：
　我々は先にアルカリフォスファターゼ遺伝子異常の検出法を確立したが，今回，付属病院産婦人科・小児科と共同
で日本医大としては最初の絨毛を使った出生前遺伝子診断に成功した．現在はhMSH3遺伝子の各種癌細胞での異常
の有無のスクリーニングを行っている．
3）遺伝子治療部門：
　AAVベクターのパッケイジング細胞を樹立し，濃縮法を確立した．この新しい生産系により，容易に108cfu／mJの
高い導入効率を持つベクターが調製できるようになった．HIVベクターの分割パッケイジング系を作成し，さらにベ
クタープラスミドを改良することにより安全で力価の高いHIVベクターの生産系を確立した．また，HIVベクターに
より非分裂細胞に遺伝子導入が可能であることが示された．
　ガンの遺伝子治療実験では，単純ヘルペスウイルスチミジンキナーゼ遺伝子をレトロウイルスベクターで導入した
ガン細胞を抗ウイルス剤ganciclovir（GCV）で処理すると，直接殺傷効果，Bystander効果，ワクチン効果の三つの
作用によりガン細胞が効率よく死滅あるいは除去されることが明らかになった．現在，マウスおよびイヌを対象に治
療実験を続け，臨床応用の可能性を検討している．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Brodsky，R．A．ユ），Jane，S．M．2），Vanin，E．F．3），Mitsuya，H．4），Peters，T．R．1），Shimada，T．，Medof，M．E5），and
　　　Nienhuis，A．W．2）（1）Johns　Hopkings　University　Oncology　Center，2）St．Jude　Children’s　Research　Hospita1，
　　　3）Genetic　Therapy　Inc．，4）Experimental　Retrovirology，National　Cancer　Institute，NIH，5）Institute　of　Patho1・
　　　ogy，Case　Westem　Reserve　University）：Purified　GPI－Anchored　CD4DAF　as　a　receptor　for　HIV－mediated
　　　gene　transfer．Hum．Gene　Thera．，5，1231－239，1994。
　2）Orimo，H．，Hayashi，Z．，Watanabe，A．，Hirayama，T．1｝，Hirayama，T．1），and　Shimada，T，（1）Department　of
　　　Pediatrics）：Novel　missense　and　frameshift　mutations　in　the　tissue・nonspecific　alkaline　phosphatase　gene
　　　in　a　Japanese　patient　with　hypophophatasia．Hum．Mol．Genet，，3，1683－1684，1994．
　3〉Orimo，H．，Hisayasu，S．，Hirai，Y，，and　Yoshino，Y．：The　role　of　membrane・associated　iron－binding
　　　complex　in　intestinal　iron　absorption　in　the　rat．J・Nutr・Sci・Vitamino1・・40・511－522・1994。
　4）Shinya，E．，Shimada，T．：Identification　of　two　initiator　elements　in　the　bidirectional　promoter　ofthe　human
　　　dihydrofolate　reductase　and　mismatch　repair　protein　l　genes，Nucleic　Acids　Res，，22，2143－2149，1994．
　5）Orimo，H．，Tachikawa，H．，and　Yoshino，Y．：Calcium　binding　fraction　detected　from　the　brush　border
　　　membrane　during　intestinal　calcium　absorption　in　the　rat・J・Nutr・Sci・VitaminoL・40・603－612・1994・
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　6）Kanda，Y。：Growth　factor　from　human　milk：Purification　and　characterization．Life　Science，55，
　　1509－1520，　1994。
（2）総説：
1）島田　隆：米国における遺伝子治療の発展（増刊：遺伝子治療の最前線）．実験医学，12，17－25，1994．
2）平井幸彦，玉寄兼治，島田　隆：Adeno・AssociatedVims（AAV）ベクターによる遺伝子導入法の開発（増刊：
　　遺伝子治療の最前線）．実験医学，12，41－46，1994．
3）島田　隆：HIVベクターを使った遺伝子導入法（増刊：遺伝子治療の最前線）．実験医学，12，47－51，1994．
4）島田　隆：遺伝子治療一最近の進歩（特集：遺伝子治療一最近の展開）．実験医学，12，303－307，1994．
5）平井幸彦，島田　隆：Adeno・associatedvirus（AAV）ベクターによる遺伝子治療の可能性（特集：遺伝子治療
　　一最近の展開）．実験医学，12，323－327，1994．
6）島田　隆：遺伝子治療とそのすすめ方．日医師会誌．112，1140－1141，1994．
7）平井幸彦，玉寄兼治，島田　隆：deno・AssociatedVirus（AAV）ベクターによる遺伝子導入法の開発：II遺伝
　　子治療の基礎的技術（遺伝子治療の最前線一基礎技術から臨床応用まで）．実験医学，増刊12，1811－1816，1994．
　8）島田　隆：エイズの遺伝子治療（特集：エイズはどこまでわかったか）．科学，62，411－412，1994．
　9）島田　隆：遺伝子治療の現況と将来．臨床分子生物，特別号，817－823，1994．
10）島田　隆：遺伝子導入技術の進歩（増刊：遺伝子診断と遺伝子治療）．現代化学，増刊23，239－244，1994・
11）島田　隆＝遺伝子治療とそのすすめ方．日医師会誌，112，1140－1141，1994．
12）鈴木　聡，島田　隆：癌の遺伝子治療．日本病院薬剤師学会誌，30，135－144，1994．
13）鈴木　聡・島田　隆：癌の遺伝子治療（特集：癌の診断と治療の進歩一限界と展望）．臨床成人病，24，1063－1070，
　　1994．
14）鈴木　聡，島田　隆：レトロウイルスベクター（特集：遺伝子治療）．造血因子，5，434－439，1994．
15）新谷英滋，島田　隆：エイズの遺伝子治療（特集：遺伝子治療とその後の進歩）．Biotherapy，8，281－1287，
　　1994．
15）新谷英滋，島田　隆：遺伝子治療のためのベクターの開発（特集：遺伝子治療）．Bioclinica，9，306－311，1994．
16）三宅弘一，島田　隆：AIDSの遺伝子治療（特集：AIDSの臨床とその病態）．最新医学，50，411－417，1995。
17）新谷英滋，島田　隆：エイズの遺伝子治療：細胞内免疫法（特集：遺伝子治療）．診断と治療，83，743－750，1995．
（3）研究報告書：
1）島田　隆，新谷英滋，三宅弘一：AIDS遺伝子治療のためのベクターの開発．平成4－6年度文部省科学研究費
　　補助金重点領域研究エイズ制圧に向けての基礎研究班．研究成果報告書，P．271－276，1995．
著　書：
　1）島田　隆：〔分担〕遺伝子治療．“Oncology・遺伝子の病気のとしての「がん」”（黒木登志夫，垣添忠生編），p．
　　203－222，MEDICAL　VIEW，1994．
　2）吉野芳夫1》・折茂英生・平井幸彦，久安早苗，佐藤（今井）久美子（り昭和女子大学）：〔分担〕鉄．“ミネラル・
　　微量元素の栄養学”（鈴木継美，和田　攻編），P．351－376，第一出版，1994．
学会発表
（1）特別講演：
　1）島田　隆：遺伝子治療の現状と将来．第6回日本産婦人科遺伝子診断研究会，1995．2．
　2）鈴木　聡，島田　隆：遺伝子治療の現状と将来．日本臨床免疫学会，1994．10．
（2）招待講演：
　1）Shimada，T，：Present　Status　of　Human　Gene　Therapy・First　Intemational　Antisense　Conference　of　Japan・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一37一
　　　（Kyoto），1994．2．
（3）教育講演：
　1）島田　隆：遺伝子治療．第28回日本プリンピリミジン代謝学会総会，1995．2．
（4）シンポジウム：
　1）星野有哉，鈴木　聡，山本史朗，伊月葉子，五十嵐健人，島田　隆：（テーマ：制がん物質・がんの治療）ヘル
　　　ペスチミジンキナーゼ遺伝子を使った消化器癌遺伝子治療．第67回日本生化学会大会，1994．10．
　2）島田　隆：（テーマ：AIDSに対する特異的治療法の開発）．AIDSの遺伝子治療．第8回日本エイズ学会，1994。
　　　12．
（5）一般講演：
　1）Osono，E。1），Satho，N．1），Kitajima，M．，1）Suzuki　S．，Yokomuro，K1）and　Saizawa，M．1）（1）微生物免疫学）：
　　　Special　Rearrangement　of　Components　of　T　Cell　Antigen　Receptor（TcR）Complex　at　the　Cell　Surface
　　　After　TcR－Ligand　Interaction．Experimental　Biology94，Amual　Meeting　of　American　Association　of
　　　Immmologist，（Anaheim，CA，USA），1994．4．
　2）Yamamoto，S．1），Suzuki，S．，Terashima，Y．1），Akimoto，M．1），and　Shimada，T，（1）Department　of　Urology）：
　　　Selective　killing　of　renal　cancer　cells　in　vitro　and　in　vivo　by　retroviral　transfer　of　herpes　simplex　virus
　　　thymidine　kinase　gene．89th　Amual　meeting　of　American　Urological　Association（SanFrancisco　USA），
　　　1994．5．
　3）Shinya，E．，Miyake，K．，Suzuki，S．，and　Shimada，T，：A　safe　HIV　vectors　packaging　system　using　the　U3
　　　deficient　LTR．Gene　Therapy　meeting　at　Cold　Spring　harbor　laboratory（Cold　Spring　Harbor，N。Y。，USA），
　　　1994．9．
　4）Suzuki，S．，Hosino，A．，S．，Itsuki，Y．，Shimizu，H．，and　Shimada，T．：Systemic　immunity　mediated　by　tumor
　　　specific　CTLs　could　be　induced　by　transduction　of　the　herpes　simplex　vims　thymidine　kinase　gene　and
　　　ganciclovir　treatment．Cold　Spring　Harbor　Labolatory。1994Meeting　Gene　Therapy（Cold　spring　harbor，
　　　NY，USA），1994．9。
　5）Orimo，H．，Nakajima，E．，Hayashi，Z．，Kijima，K．，Watanabe，A．，Tenjin，H。1），Yamamoto，M。2》，Araki，T．1），
　　　and　Shimada，T．（1》Department　of　Obstetrics　and　Gynecology，2）Department　of　Pediatrics）：Prenat＆1
　　　molecular　diagnosis　of　hypophophatasia．Conference　of　ALP　in　Niigata（Niigata），1995．3。
　6）Shimada，T．，Miyake，K．，Tohyama，T．，Igarashi，T．，and　Shinya，E：A　New　Strategy　for　Gene　Transfer
　　　into　Non・lymphoid　Cells　Using　HIV　Vectors．Key　Stone　Symposia95，Gene　Therapy　and　Molecural
　　　Medicine（Stermboat　Springs，Cololado，USA），1995．3．
　7）Suzuki．S、，Simizu，H．，Hoshino，A．，Yamamoto，S．，Igarashi，T，，and　Simada，T。：Tumor　Specific　CTLs
　　　Induced　by　HSV－TK　Gene　Transduction　and　Ganciclovir　Treatment。Key　Stone　Symposia95，Gene
　　　Therapy　and　Molec皿al　Medicine（Steamboat　Springs，Cololado・USA）・1995。3。
　8）林瑞成，木島一洋，天神尚子1），進純郎1），島田隆，荒木勤1）（1）産婦人科）：新しい21一水酸化酵素欠損症
　　　出生前診断法の開発（PCR－SSCP多型解析法）．第46回日本産婦人科学会総会，1994．4。
　9）伊月葉子，鈴木　聡，香川隆男1》，小林正文1》，島田　隆（1》第3内科）：IL・4遺伝子導入による消化器癌遺伝子治
　　　療の検討．第80回日本消化器病学会総会，1994．4．
10）三宅弘一，新谷英滋，島田　隆，猪口孝一1），野村武夫1）（1）第3内科）：抗HIV遺伝子によるAIDS遺伝子治療
　　　を目的としたCMV－HIV　Hybridベクターの開発．第55回日本血液学会総会・1994．5．
　11）林瑞成，木島一洋，進純郎1》，折茂英生，島田隆，荒木勤1）（1）産婦人科）：新しい21一水酸化酵素欠損症
　　　の出生前診断法（第2報）．第5回日本産婦人科遺伝子診断研究会，1994．6．
12）神田佳和：ヒトMilk　Growth　Factor（MGF）の分化誘導活性の検討．第67回日本生化学会大会，1994。9。
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13）玉寄兼治，平井幸彦，竹田雄一郎，島田　隆：硫酸セルロースカラムを使ったAAVベクターの精製・濃縮法．
　　第67回日本生化学会大会，1994．9．
14）渡辺　淳，鈴木紀子，池島三与子，島田　隆：ヒトDNAミスマッチ修復蛋白質（MRP1）のゲノムDNAの単
　　離および構造解析．第67回日本生化学会総会，1994．9．
15）山本史朗，鈴木　聡，伊月葉子，清水裕之，秋本成太1），島田　隆（1）泌尿器科：HerpesThymidine　Kiinase遺
　　伝子導入による腎癌遺伝子治療の検討．第53回日本癌学会総会，1994．10．
16）伊月葉子・鈴木　聡・山本史朗，小林正文1），島田　隆（1》第3内科）：IL4遺伝子導入による消化器癌遺伝子治
　　療の検討．第53回日本癌学会総会，1994．10．
17）神田佳和：Retinoic　Acidの分化誘導活悔について．第5回日本レチノイド研究会，1994．11．
18）猪口孝一1），野村武夫1），池島三与子，渡辺　淳，島田　隆（1）第3内科）：造血器腫瘍とMRP1遺伝子発現の消失．
　　第36回日本臨床血液学会総会，1994．11．
19）宮内雅人・久安早苗・島田　隆：アシアロ糖タンパク受容体介する肝細胞特異的遺伝子導入法の検討．第17回日
　　本分子生物学会年会，1994．12．
20）木島一洋，林　瑞成，折茂英生，天神尚子1），進　純郎1》，島田　隆，荒木　勤1）（1）産婦人科）：出生前診断し得
　　た21一水酸化酵素欠損症の病因解析．第6回日本産婦人科遺伝子診断研究会，1995．2．
21）渡辺　淳，池島三与子，中島英逸，折茂英生，猪口孝一1），山本正生21，島田　隆（ユ》内科学第3，2》小児科）：DNA
　　ミスマッチ修復酵素遺伝子（MRP1）のクローニング及びがんや遺伝病での発現と構造変化について．第98回日
　　本小児科学会学術集会，1995．3．
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7．薬理学講座
［薬理学］
研究概要
　薬理学教室では，（A）神経細胞死の機構，（B）神経伝達物質の検索，（C）平滑筋の収縮機構の解明を中心テーマとし，
以下のような研究を行っている．
　（A）神経細胞死の機構解明：（1）運動ニューロンの生存，突起伸展活性を示す物質が骨格筋中に存在すると想定し，
この物質をニワトリ胚後肢筋抽出物より分離精製中である．（2）ニワトリ6日目胚脊髄細胞初代培養系で・いくつか
の神経細胞の生存に対する生理活性物質の影響を調べた．（3）ショウジョウバエ中枢神経系より樹立した細胞株にお
いてアポトーシスと考えられる細胞死を誘導する系を確立した．これをモデル系として用い，神経細胞死の機構を解
析している．（4）新生ラットで筋神経再支配阻止後の運動ニューロン死には臨界期のあることをすでに明らかにした
が，臨界期前に再神経支配を阻止した運動ニューロンであってもターゲットを再び与えると生存させることができる
ことが判明した．
　（B）神経伝達物質：ショウジョウバエ中枢神経系より樹立した細胞株で発現している神経伝達物質候補と考えられ
る物質を高速液体クロマトグラフィーを用いて同定した．その結果，哺乳動物で伝達物質と考えられているACh，
L－DOPA，SP，ソマトスタチン，グリシンが見いだされた．
　（C）平滑筋：気管支喘息の発現機序解明ならびに治療薬開発の目的で，モルモット単離気道平滑筋細胞と摘出気管
筋標本を用い，抗原誘発における平滑筋収縮の細胞内情報伝達機構ならびにその抑制作用機序を検討している・
　（D）その他：（1）共焦点レーザー顕微鏡を用いて，神経細胞内カルシウムの動態を調べるための検討を始めた・（2）
新生ラット摘出脊髄標本を用いて，侵害刺激に対するノルアドレナリン系の関与を検討している．また，グルタミン
酸受容体に対するATAの作用を検討している．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1〉Ui・Tei，K。，Nishihara，S．1），Sakuma，M．，Matsuda，K．，Miyake，T。2），and　Miyata，Y。（1）Soka　University，
　　2）Mitsubishi　Kasei　Institute　of　Life　Sciences）：Chemical　analysis　of　neurotransmitter　candidates　in　clonal
　　cemines　from　P名osoゆh吻central　nervous　system．L　ACh　andレDOPA。Neuroscience　Letters，174，85－88，
　　1994．
　2）Ui，K．，Nishihara，S．1），Sakuma，M．，Togashi，S．2》，Ueda，R．，Miyata，Y．，and　Miyake，T．2｝（1》Soka　University，
　　2）Mitsubishi　Kasei　Institute　of　Life　Sciences）：Newly　established　cell　lines　from　P名osoゆh吻larval　CNS
　　express　neural　specific　characteristics，In　Vitro，CelL　Dev．BioL，30A，209－216，1994．
（2）総説：
　1）孫　暁芽，山寺博史，宮田雄平：神経ペプチドupdate；神経ペプチドと精神機能．Clin．Neurosci．，12，370－371，
　　1994
　2）程久美子，宮田雄平：神経栄養因子ノックアウトマウス（話題）．日医大誌，61，658－659，1994。
（3）研究報告書：
　1）程久美子，鈴木仁子，三宅　端1），宮田雄平（1）三菱化学生命研）：ショウジョウバエ培養神経細胞におけるアポ
　　　トーシス．平成6年度文部省科学研究費，重点領域研究，成果報告書，p．30－31，1995．
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学会発表
（1）一般講演：
　1）Ui－Tei，Ky　Suzuki，S．，Miyake，T．1），and　Miyata，Y．（1）Mitsubishi　Kasei　Institute　of　Life　Sciences）：
　　Apoptosis・1ike　DNA　fragmentation　in　clonal　cell　lines　from　D名os砂h吻Iarval　CNS．第18回日本神経科学大
　　会，1994．12．
2）D・n呂w，ogiwara，N・pandMiyata，Y．：Rescue・fm・t6neur・nsfr・mdeathf・ll・wingPeripheraltarget
　　deprivation　in　newbom　rats．第18回日本神経科学大会，1994．12．
　3）水野伸一・佐久間雅文・宮田雄平：キノリン酸は新生ラット脊髄運動ニューロンを脱分極する．第91回日本薬理
　　学会関東部会，1994．10．
　4）根本香代，岡村忠夫：モルモット気管平滑筋アナフィラキシー性収縮時のK＋流出とcAMP濃度．第68回日本薬
　　理学会年会，1995．3．
［臨床薬理センター］
研究概要
　臨床薬理センターでは臨床薬理学の立場から次のような研究を行っている．
　1．Population　pharmacokineticsの研究：NONMEM（Non　Linear　Mixed　Effect　Model）は患者一人当たりの
採血点が1－2点でも解析が可能なpopulation　pharmacokinetics理論を応用した薬物動態解析プログラムでその臨
床的有用性を研究している．
　2．平成5年12月に「高齢者に使用される医薬品の臨床評価法に関するガイドライン」が出され，開発中の薬剤では
高齢者の薬物動態が若年者と異なるかどうかを検討することが求められている．抗血小板薬vapiprostの高齢者にお
ける薬物動態が若年者と異なるかどうかを，従来の薬物動態解析法とpopulation　pharmacokineticsとの両方の手法
で検討した．
　3．抗不整脈薬の光学異性体の薬物動態に関する研究としてdisopyramideはラセミ体で投与されるが，効果の指
標となるのは光学異性体（d・体）の遊離体の血中濃度である．第一内科と共同で不整脈患者におけるdisopyramide光
学異性体とそれぞれの遊離体の薬物動態と薬効との関係の解析を試みた．
　4．自然発症慢性膵炎モデル：我々が見出した自然発症慢性膵炎モデルのWBN／Kobラットを用いて抗慢性膵炎
治療薬の効果の評価法に関する研究を行ってきた．現在までの研究の結果，慢性膵炎治療薬の治療効果は病理的観察
が最も重要であり・その治療メカニズムに関してBrd・Uの細胞内取込みを指標として細胞増殖面からの検討を加えて
いる．このモデルを用いて各種薬物の治療効果を検討した．
　5。薬物の臨床試験に関する方法論の研究：新しい薬物開発における臨床試験のあり方，評価方法，薬物治験審査委
員会のあり方などを委員会事務局としての業務経験を生かして研究している．臨床試験の試験計画書の記載がGCP，
厚生省ガイドラインに合っているか・非臨床試験データが反映されているかまた文書同意の取得状況などを検討した．
さらに薬剤がヒトに対して初めて投与される第1相試験の被験者となる健常人男性にアンケートにより意識調査を行
い臨床試験のあり方を考察した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）大橋和史：老年者の加齢による薬物吸収機能の変化．老年消病，7，13－22，1995．
　2）大橋和史・大須賀恵美子・阿曽亮子：トロンボキサンA2受容体拮抗薬Vapiprostの健常高齢者における薬物動
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　　態および血小板凝集能についての検討．臨床薬理，26，305－306，1995．
3）阿曽亮子，大須賀恵美子，大橋和史：開発段階における薬物血中濃度データの総合利用一Population　pharmaco・
　　kineticsの手法を用いたVapiprostの薬物動態の解析一．臨床薬理，26，187－188，1995．
4）大須賀恵美子，阿曽亮子，大橋和史，奈良弘恵：第1相試験における健常人ボランティアの意識について一アン
　　ケート調査による一．臨床薬理，269327－328，1995．
5）二神生爾，高橋秀実1），野呂瀬嘉彦2），長田久美子3），小林正文1），野村武夫1），（1）第三内科，2）微生物学免疫学，
　　3）兵庫医大細菌学教室）：Helicobacter　pyloriに対する免疫応答の検討；血清抗HP抗体が認識する蛋白同定の
　　試み．日消病会誌，91，2202－2013，1994．
（2）綜説：
　1）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬。効果的な服薬指導と治
　　療効果．ナース専科，14（1），82－85，1994．
　2）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬・呼吸器の疾患と薬物療
　　法一急性・慢性気管支炎，気管支喘息一．ナース専科，14（2），76－79，1994．
　3）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの藁循環器疾患①［脳血管
　　障害］一脳出血，脳梗塞，くも膜下出血一．ナース専科，14（3），62－65，1994．
　4）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬．循環器疾患②一動脈硬
　　化症，高脂血症一．ナース専科，14（4），75－77，1994．
　5）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬循環器疾患③［虚血性
　　心疾患1一心筋梗塞と狭心症一．ナース専科，14（5），74－77，1994．
　6）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効く？この漿消化器疾患①一胃潰瘍・
　　十二指腸潰瘍一．ナース専科，14（6），77－79，1994．
　7）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬．消化器疾患②一下痢・
　　便秘一．ナース専科，14（7），77－79，1994．
　8）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬．消化器疾患③一肝炎・
　　肝硬変一．ナース専科，14（8），70－73，1994．
　9）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効く？この薬．代謝性疾患一糖尿病一．
　　ナース専科，14（9），74－77，1994．
　10）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効く～この薬．膠原病一全身性エリテ
　　マトーデス・慢性関節リウマチrナース専科，14（10），82－85，1994．
　11）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬．悪性疾患①一白血病一．
　　ナース専科，14（11），66－69，1994．
　12）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬．悪性疾患②一胃癌・肺
　　癌，乳癌一．ナース専科，14（12），70－73，1994．
　13）大須賀恵美子＝「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの薬．精神・神経疾患①一心
　　身症，神経症，不眠症一．ナース専科，15（1），66－69，1995．
　14）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効くPこの藁精神・神経疾患②一う
　　つ病，精神分裂病，せん妄一．ナース専科，15（2）・78－81・1995．
　15）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬　どう効く？この薬．感染症①一細菌性肺炎・
　　尿路感染症一．ナース専科，15（3），74－77，1995．
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学会発表
（1）セミナー：
　1）大橋和史：新薬の評価（安全性の評価）2）客観的評価と因果関係．第9回臨床薬理富士五湖カンファランス，1994．
（2）一般講演：
　1）Ohashi，K，Kim，J．H．，Aso，R．，Akimoto，T．11，Nakama，K。1》（1》実験動物管理室）：A　new　evaluation　method
　　for　anti－chronic　pancreatitic　agents　using　WBN／Kob　rats，spontaneous　model　of　chronic　pancreatitis：A
　　trial　of　FUT－187一．Lessons　from　Animal　Diabetes　Intemational　Workshop　IV（Omiya），1994．
　2）Takahαshi，H，1），Futagami，S，，Norose，Y．2），Nagata，K．3），Kobayashi，M．1）（1）内科第三，2》微生物学免疫学，
　　3）兵庫医大細菌学教室）：Analysis　of　immme　response　to　Helicobacter　pylori：（1）Identificatめn　of　the
　　protein』recognized　by　anti－Helicobacter　pylori　antibodies　from　sera　of　patients　with　gastroduodenal
　　diseases．The7th　Intemational　Symposium　on　Helicobacter　Pylori　and　its　Diseases（Tokyo），1994．
　3）大橋和史，大須賀恵美子，阿曽亮子：トロンボキサンA2受容体拮抗薬Vapiprostの健常高齢者における薬物動
　　態および血小板凝集能についての検討．第15回日本臨床薬理学会，1994．
　4）阿曽亮子，大須賀恵美子，大橋和史：開発段階における薬物血中濃度データの総合利用；Populationpharmaco－
　　kineticsの手法を用いたVapiprostの薬物動態の解析．第15回日本臨床薬理学会，1994．
　5）大須賀恵美子，阿曽亮子・大橋和史，奈良弘恵：第1相試験における健常人ボランティアの意識について：アン
　　ケート調査による．第15回日本臨床薬理学会，1994．
6）二神生爾，高橋秀実1》，小林正文1），野呂瀬嘉彦2），（1）内科第三，2》微生物学免疫学）：Helicobacterpyloriに対す
　　る免疫応答の検討：血清抗HP抗体が認識する蛋白同定の試み．第80回日本消化器病学会総会，1994．
7）二神生爾，高橋秀実1），中川義也1），竹内　司三），岩切勝彦1），香川隆男1），平川恒久1），小林正文1），野呂瀬嘉彦2），
　　（1）内科第三・2）微生物学免疫学）：抗Helicobacterpylori抗体と胃生検の比較検討：フェノールレッド色素内視
　　鏡を用いて．第47回日本消化器内視鏡学会総会，1994．
8）阿曽亮子・大須賀恵美子・奈良弘恵・大橋和史：日本医科大学薬物治験審査委員会年間報告（平成4，5年度）．
　　第62回日本医科大学医学会総会，1994．
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8．病理学第一講座
研究概要
　本講座における研究は，臓器としては腎臓，肺臓を中心としているが・眼科病理や腫瘍病理などにも及んでおり・
血管，結合織との関連を検討したものが多い．超微形態学的，免疫組織学的方法論による研究を主とするが，分子病
理学的研究や，コンピューター画像解析による研究も発展しつつある．また，米国Cincimati大学眼科学教室との共
同研究による眼球の結合織動態の検討や，Nebraska大学との共同研究による細胞走化性についての実験も進行中で
ある．本年度は，腎臓では，糸球体腎炎におけるアポトーシスの関与について，種々の実験腎炎モデルを用いて検討
し，糸球体腎炎の修復過程のみならず，病変が進行した硬化の過程にもアポトーシスが大きく関わっていることを明
らかにした．これまで進められてきた糸球体病変における内皮細胞の動態については・糸球体硬化との関連について
の研究が行われた．この他，虚血性尿細管病変の修復や，Thy－1腎炎へのハブ毒投与の影響についての検討，コンピュー
ター画像解析装置による糖尿病性腎症の血管病変の解析などがなされた．肺臓では，肺病変に際しての肺間質の動態
を中心に研究が進められ，肺の線維化過程におけるインテグリンの関与・肺線維症における肺胞内線維化の様式・ブ
レブおよびブラの形成機序，肺胞構造改築におけるmatrixmetalloproteinase（MMP）の関与，気管創傷治癒過程に
おける接着分子の関与についての解明がなされた．Boyden－chamber法を改良し，これを応用した肺線維芽細胞の走
化性に関しての超微形態学的研究も成果を挙げつつある．眼科病理学に関しては・角膜創傷治癒過程についての研究
が主体で，アポトーシスの関与やMMPの役割などが検討された．技師による研究も積極的に行われており，組織切
片におけるアポトーシス検出法の検討やタンニン酸による電顕染色法の改良など技術的分野への貢献が大きい．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Shimizu，A。，Masuda，Y．，Ishizaki，M．，Sugisaki，Y・1）and　Yamanaka，N・（・）付属病院病理部）：Tubular
　　dilatation　in　repair　process　of　ischemic　tubular　necrosis．Virchows　Arch．，425，281－290，1994．
　2）Horiba，K．and　Fukuda，Y．：Synchronous　appearance　of　fibronectin，integrinα5β1，vinculin　and　actin　in
　　epithelial　cells　and　fibroblasts　in　rat　tracheal　wound　healing・Virchows　Archiv　Int　Pathol・・425・425－434・
　　1994．
　3）Fukuda，Y．，Basset，F．1），Ferrans，V．」．2）and，Yamanaka，N・（1）INSERM，U82，France，2）MH，USA）：
　　Significance　of　early　intraalveolar　fibrotic　lesions　and　integrin　expression　in　lung　biopsies　from　patients
　　with　idiopathic　pulmonary　fibrosis．Human　Patho1．，126，53－61，1995．
　4）Shimizu，へ，Kitamura，H．，Masuda，Y．，Ishizaki，M．，Sugisaki，Y，1》and　Yamanaka，N．（1）付属病院病理部）：
　　Apoptosis　in　the　repair　process　ofexperimental　proliferative　glomerulonephritis．Kidney　Int，，47，114－121，
　　1995．
　5）Ishizaki，M．，Wakamatsu，K．，Matsunami，T．，Yamanaka，N。，Saiga，T。1），Shimizu，Y．1），Zhu，G。2）and　Kao，
　　WW・Y。2）（1》眼科，2）Cincimati大学眼科，USA）：Dynamics　of　the　expression　of　cytoskeleton　components
　　and　adherens　molecules　by　fibroblastic　cells　in　alkali・burned　and　lacerated　comeas．Exp　Eye　Res，，59，
　　537－549，　1994．
　6）叶沢孝一1），田村展一1），松村　治1），長沢竜司1），御手洗哲也1），磯田和雄1），山中宣昭（1）埼玉医科大学総合医療
　　センター第4内科）：Glomerulocystic　kidney　diseaseの成人例．日腎誌・36・762－768・1994・
　7）松並平晋，佐藤　茂・）（1）中央電子顕微鏡研究施設）：ウーロン茶抽出物質（OTE）を用いた結合組織線維電子染
　　色．病理と臨床，12，991－994，1994．
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　8）青木見佳子1），中島美知子1），矢島　純1），本田光芳1），嘉陽宗隆2），百束比古2），吉田知行3），吾妻安良太3），福田
　　悠，杉崎祐一4）（1）付属病院皮膚科，2）形成外科，3）第4内科，4）病理部）：Neuroendocrine　originの悪性腫瘍を疑っ
　　た一例．日本皮膚病理組織学会，10，66－69，1994．
　9）曽我友美子1），森田　都11，三浦琢磨2》，本田雅敬31，山中宣昭（1）慶応大学小児科，2）芳賀赤十字病院小児科，3）都
　　立清瀬小児病院腎内科）：経過中に急速に腎機能低下をきたしたMCTDと思われる一例．腎と透析，37，
　　638－643，　1994．
10）大嶋　智1），明石好弘1），清水栄一1），吉澤信行1），山中宣昭（1）防衛医大第2内科）：拡張性心筋症を伴ったネフロー
　　ゼ症候群の一例．腎と透析，37，1046－1052，1994．
（2）綜説：
　1）福田　悠：壊死性肉芽腫症の成立機転とその機能をめぐって．肺ランゲルハンス細胞肉芽腫症．結核，69，
　　632－636，　1994．
　2）北村博司，山中宣昭：内皮細胞の微細構造と機能，その調節．腎と透析，37（増刊号），67－74，1994．
〔1993年度追加分〕
原著：
　1）Shimizu，A、and　Yamanaka，N．：Apoptosis　and　cell　desquamation　in　repair　process　of　ischemic　tubular
　　necrosis．Virchows　Arch．B。，64，171－180，1993。
著　書
　1）福田　悠：〔分担〕肺線維芽細胞．”KEYWORD1994一’95呼吸器系”（小倉　剛，日和田邦男，山木戸道郎編），
　　P．158－159，先端医学社，1994．
　2）福田　悠：〔分担〕特発性問質性肺炎と肺線維症「病理」．”最新内科学体系61巻，呼吸器疾患2，肺炎，間質性
　　肺炎”（井村裕夫，尾形悦郎，高久史麿，垂井清一郎，小倉　剛，吉良枝郎編），P。259－266，中山書店，1994．
　3）Fukuda，Y：〔分担〕Immunohistochemical　analysis　of　interstitial　lmg　disease、”Basic　andClinical　Aspects
　　of　Pulmonary　Fibrosis”（Takishima，T．編），P．15－28，CRC　Press，Boca　Raton，Am　Arbor，London，Tokyo，
　　1994。
〔1992年度追加分〕
　1）Rennard，S．L1），Rickard，KA．1），Romberger，D．J．1），Beckmam，J．D、1），Sacco，O．1），Kawamoto，M．and
　　Spurzem，J。R．1）（1）University　of　Nebraska　Medical　Center，USA）：〔分担〕Injury　and　repair　of　airway
　　epithelium　in　asthma，”Asthma　Treatment；Multidisciplinary　Approach”（Olivieri，D．，Bames，P．J．，Jurd，
　　S．S．and　Folco，G．C．編），P．161－170，Plenum　Press，New　York，1992．
学会発表
（1）特別講演：
　1）山中宣昭：腎病変とアポトーシス．Mesangial　Cell　Biology研究会．1994．6．
　2）山中宣昭：腎臓におけるアポトーシス．東京腎カンファレンス．1994．11．
　3）山中宣昭：糸球体病変の修復と硬化．第3回川島カンファレンス．1994．11．
（2）シンポジウム：
　1）Yamanaka，N。andWen，M。1）（1》第一病院病理部）：Vascularchangesofdiabeticglomerulonephropathy．第
　　2回日仏腎臓シンポジウム．1994．11．
　2）下田真理子1），雑賀寿和1》，清水由規1），岡田保典2》，若松恭子，石崎正通，福田　悠，山中宣昭（1）眼科，2）金沢
　　大学癌研分子免疫）：角膜創傷治癒過程の固有層におけるマトリックスメタロプロテアーゼの出現と役割．第19
　　回角膜カンファレンス．1995．2．
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(3) -~~~~~~i~ : 
D Shimizu, A., Nakao, N.1), Muroga, K., Kitamura, H., Masuda, Y., Ishizaki, M., Sugisaki, Y.2), Natori, Y.*) 
and Yamanaka, N. (*)~l~~~:~~z )/~~-~~~~~~l~~~:, ')ftJ~~;~~~~~:~l~~) : Apoptosis in progression process of 
experimental crescentic glomerulonephritis. 27th Annual Meeting of Am Soc Nephrol (Orlando), 1994. 
2) Fukuda, Y., Haraguchi, S.*), Tanaka, S.*) and Yamanaka, N. (*)n~l~1~~F~~4) : Pathogenesis of blebs and bullae 
of patients with spontaneous pneumothorax; ultrastructual and immunohistochemical studies. Intern Conf 
Am Thoracic Society (Boston). 1994. 5 . 
3) Kawamoto, M., Matsunami, T., Ertl, RF.*), Adachi, Y.*), Fukuda, Y., Yamanaka, N. and Rennard, S.1.*) 
(*)University of Nebraska, USA) : Ultrastructural observation of fibroblast chemotaxis in the Boyden's 
chamber. Intern Conf Am Thoracic Society (Boston) , 1994. 5 . 
4) Usuki, J., Fukuda, Y., Kudoh, S.~), Niitani, H.~) and Yamanaka, N. (*)~i~ 4 ~l~t4) : Pathological characteris-
tics of three patterns of intraalveolar fibrosis produced by bleomycin in rats. Intern Conf Am Thoracic 
Society (Boston) . 1994. 5 . 
5) Horiba, K., Fukuda, Y., Onda, M.*) and Tokunaga, A.*) (*)~i~ I ~F~~4) : Coordinated appearance of integrina5 
pl and epidermal growth factor receptor on tracheal wound healing after mechanical injury in rats. 4th 
Annual Meeting of the European Tissue Repair Society. 1994. 5 . 
6) Arar, H.*), Ishizaki, M, and Kao, WW-Y.*) (*)Cincinnati ~~~~~~:~~4, USA) : Immunohistochemical identifica-
tion of PCNA and Le" antigens as markers of proliferation and apoptosis during corneal wound healing. 
65th ARVO Meeting (Florida), 1994. 5 . 
7) Saiga, T.*), Win, T.*), Shimizu, Y.*), Ishizaki, M. and Leonardi, A.2) (*)~~:~*4, ')Padova ~~~:~~;~~4. Italy) : 
Immunohistochemical study of the adhesion molecules in the conjunctiva of vernal keratoconjunctivitis. 
15th International Congress of Allergiology and Clinical Immunology (Stockholm). 1994. 6 . 
Morphological study of the iunction between regenerated epithelium and stroma of the alkali-burned cornea 
of rabbit. 27th International Congress of Ophthalmology (Toronto) , 1994. 6 . 
9) ~EI~:~~~, i~{EEI ~~~~.. I~~~~~*) (*)~i~ 4 P~i~*4) : 71/;~74 S/)/~~~~{~~~~ec~~t~;~E~~H~!~~~J~~~i~f~q)~~:~~O~~; 
~:~~7~~~~ ~i~34~I~~:n~1~13~~~!*~~~~~;~~. 1994. 4 . 
10) Jli2~;~:~~I, ~~IEEI f~. Ertl, R.*) and Rennard, S.*) (*)Nebraska ;~~:, USA) Boyden Chamber ~;:~~~Jv)~ ~~; 
~{~~p~BE~~:{~t~q)~;~~:~71~:~i~ ~i~34~J~~:E~1~3~;~~t~:~'~~;A 1994 4 *. * '*+ ~: *~~, 11) ~IJ~f~~~~1). EE14~~~~~~*). IZ~~l~~~1~~~*) /j¥~~ ~~*). J~~~l~~F~l*) ~;~~~~l~)' ~~~~;jl;R~I*) ~~~l f~*) 111~l~~{~~il 
(*)~~1~~~F~*4) : ,'L~~~F~J~~~B~~i~~I~~) I ~~1~~~li. ~~11~IFI~:~2~~~~~l~F~;~~~~~~;~~ 1994 5 
12) i~{EEI ~~~~., ~E?W~IE~~. LLlr#~R~:~' : H~~~;~!~!*.}~;~5}~:~E~i~{~~f~~~~~~i~~7 h l) y ~r;~/c ~ T~7TI7~7-~t~･7r~~7-
A* *~A* ^A' ~t~4 )/t t~~-. ~~26~lFl~c~~ir~~~~~~~~:~, 1994. 6. 
13) ~~#~~~~*), ~~~El~~~~~~~*). ~~~f~ ~b*). Jll~c~{~~l, ~W~~~ ')(*)i~~~)~~;4 '){~~~~~:~{~~f~l~1S) ~F~~~l3e*~~~Ii~ 
A f*B~~~~~q) I~!J ~~23~I~I~c~~~)~~~~~~:~~ ::!]v~~~;~:~t~-~:~, 1994 7 
14) ~2~~~t~F~~, I~~~~ ~~*) (*)~F~~:~::~~~:~~~~~l:~'~~~:~~~~~) : ~7-~l)/~~#1~E{~l~: (OTE) q)~]~:i~~~q)F~:~~I. ~i~26~IFI 
~:~;~;~~::~~~:~~~~~~A･~~;1> 1994 9 : * :. . .
15) ~~~l~~~~, iI~EEI f~, ~~~~i-*). UJ~,~:R~I~1. ~:FEI~II~A'), ~~;~~~~f~T') F~~ EEI~~:~') /j¥~~IE)~') (*){~t)~~~;~~~~~~~: 
~1~. ')~~ 3 ~J~$4) : ~~ ~~~~~~~ q) multiple lymphomatous polyposrs ~) ~i~~li ~~62~~]FI~c~:~~4;~~~1~~:~~~~;~;, 
1994. 9 . 
16) EEI~:i~~, ~~EEI f~~~.. UJ:qj'-~_R;~~1' I~~~~~*) (*)~i~4 ~~~*4) : 711;t74 S/)/E~~~~~{~~~~c~5~J~)B~~E~~~~~~l~~;~{~4~~) 
~: ~ ~a)E~i~~~~;~~~El~~;}c~~t~ ~)f:'~~~1j ~~62~]D~l~~,~$4~~~~:-~A~~;A' 1994 9 
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17）新井孝司，片岡光枝，石川吾利美，清水　章，田村浩一），石崎正通，山中宣昭（1）付属病院病理部）：TdTを用
　　いたnick　end・1abeling法；apoptosisとnecrosis，autolysisの比較．第41回日本臨床病理学会総会，1994．10．
18）松並平晋，川本雅司，福田　悠，山中宣昭，Ertl，R．・）and　Remard，S．1）（・）Nebraska大学，USA）：細胞走化
　　性の超微形態学的観察（第2報）；Boyden　Chanber法における免疫電顕標本作製．第41回日本臨床病理学会総
　　会，1994．10．
19）益田幸成，清水　章，北村博司，石崎正通，杉崎祐一），山中宣昭（1）付属病院病理部）：Thy－1腎炎へのハブ毒追
　　加投与による影響．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
20）室賀一宏，清水　章，益田幸成，杉崎祐一1），山中宣昭（1）付属病院病理部）：Thy－1．1腎炎の軽度病変とアポトー
　　シス．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
21）北村博司，杉崎祐一），清水　章，石崎正通，益田幸成，山中宣昭（1）付属病院病理部）：糸球体硬化モデルにお
　　ける内皮細胞の動態．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
22）温　　敏1），山中宣昭（1）第一病院病理部）：糖尿病腎症における糸球体毛細血管構築について．第37回日本腎臓
　　学会総会，1994．12．
23）清水　章，北村博司・益田幸成，杉崎祐一1）・山中宣昭（1）付属病院病理部）：実験腎炎の半月体におけるアポトー
　　シス．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
24）堺　秀人1），阿部圭志2），小林　豊3），小山哲夫4），重松秀一5），原田孝司6），吉川徳茂7），荒川正昭8》，伊藤　拓9），
　　大沢源吾10）・酒井　紀11）・土肥和絋12｝，山中宣昭（1）東海大第7内科，2）東北大第2内科・3》北里大内科・4）筑波大
　　内科，5）信州大第1病理，6》長崎大腎疾患治療部，7）神戸大小児科，8》新潟大第2内科，9）国立小児病院，10）川崎医
　　大腎内科，11）慈恵医大第2内科，12）奈良県立医大第1内科）：IgA腎症診療指針．第37回日本腎臓学会総会，1994．
　　12．
〔1993年度追加分〕
一般講演：
　1）Tamura，K．1），Fukuda，Y．，Yamanaka，N。and　Ferrans，V．J．2）（1）付属病院病理部，2）NIH，USA）：StructuraI
　　abnormalities　of　connective　tissue　in　floppy　mitral　valve。American　College　of　Cardiology43rd　Annual
　　Scientific　Session（Atlanta），1994．　3．
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9．病理学第二講座
研究概要
　1）腫瘍細胞の増殖・分化には間質の血管や細胞外基質の動態が関与している．すなわち・腫瘍細胞と間葉系細胞は
相互に細胞外基質を生合成し受容体を介して，その増殖制御に関っていると思われる．
　教室では癌細胞，肝細胞，血管内皮細胞内のフィブロネクチン，グリコサアミノグリカン，ラミニン，III型，IV型
コラーゲンの合成や各々の受容体の局在を観察すると共にコラーゲン，フィブロネクチンのmRNAの発現と癌細胞
における核質の性状変化に加えてプロテアーゼの発現をin　situ　hybridization法で確認している．一方，上皮細胞や
癌細胞には細胞外基質の生合成と併せFGF，EGFなど増殖因子が局在し病態進展に関与している．このような細胞外
基質の作用機構については，さらに細胞骨格や細胞内シグナル伝達系Hsp，α5βlntegrin，DNase1との関連性の上か
ら細胞内における遺伝情報発現の調節機構の解明も試みている．
　2）動脈硬化症の発生の基盤には高脂血症，高血圧など諸因子の関与が注目されるが，特にbarrierとしての血管内
皮細胞障害が重要と思われる．高脂血症や内膜擦過動物モデルを用いて内膜の障害や修復の過程において内皮細胞の
各種酵素の局在や再生過程における細胞外基質やFGF，VEGFなど増殖因子の産生動態を解明し，内皮細胞と平滑筋
細胞の相互作用の観点から動脈硬化の発生機序の解明を試みている．また，ヒト心筋梗塞症の発生要因として注目さ
れる冠動脈硬化病変の特異性につき超音波やレーザー顕微鏡など多次元画像解析法を導入し形態計測的な解明を試み
ている．
　3）敗血症や虚血性病変に続発するショックの病態の発生機序の解明を目的として肝細胞，心筋細胞，血管内皮細胞
などの細胞障害をfree　radica1，NO，NOSの動態を介した細胞膜系機能障害の発生機序に注目し検討している．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Ishiwata，T。，Aida，T。，Yokoyama，M．，andAsano，G．：Fibronectinbiosynthesisinendothehalregeneration
　　　after　intimal　injury．Exp．Mo1．Patho1．，60，1－11，1994．
　2）Win，T，1），Asano，G．1），and　Shimizu，Y．2）（1）Department　of　Pathology，2）Department　of　Ophthalmology）：
　　　The　efficacy　of　aldose　reductase　inhibitor，antioxidant　butylated　hydroxytoluene　and　cysteine　protease
　　　inhibitor　E640n　hyperglycemia－induced　metabolic　changes　in　the　organ－cultured　bovine　lens・J・Nippon
　　　Med．Sch。，61，180－189，1994．
　3）Han，M．1），2），Sato，S．1），and　Aihara，K．1）（1）Central　Institute　for　Electron　Microscopic　Research，2）Department
　　　of　Pathology）：Alterations　in　the　distributory　pattem　of　vasoactive　intestinal　polypeptide　immunor－
　　　eactivity　in　the　ischemic　intestines　of　dogs．Med．Electron　Microsc．，27，87－94，1994．
　4）Matsumoto，K．，FuJii，H．1），Michalopoulos，G．11，Fung，J．J．1》，and　Demetris，A，J．1）（1》Pittsburgh　Transplant
　　　Institute，Department　of　Pathology，Division　of　Transplantation，University　of　Pittsburgh）：Human
　　　biliary　epithelial　ce11s　secrete　and　respond　to　cytokines　and　hepatocyte　growth　factors　in　vitro：Interleukin－
　　　6，hepatocyte　growth　factor　and　epidermal　growth　factor　promote　DNA　synthesis　in　vitro．Hepatology，
　　　20，　376－392，　1994．
　5）Toyama，K．1．2），Araki，T．2），Asano，G．1），and　Nakazawa，N．1）（1）Department　of　Pathology，2）Department　of
　　　Obstetrics　and　Gynecology）：Participation　of　extracellular　matrix　proteins　in　tumor　histogenesis　in　vitro。
　　　Biomedical　Res．，15，399－408，1994。
　6）Yokoyama，M．，Yamanaka，Y．1）et　al．（1）Depaertment　of　Medicine　and　Biological　Chemistry，Division　of
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Endocrinology and Metabolism, University of California.) : p53 Expression in human pancreatic cancer 
correlates with enhanced biological agressiveness. Anticancer Res., 14, 2477-2482, 1994. 
7) Yokoyama, M., Ebert, M.1), Kobrin, M.S.1) et al. : (1)Division of Endocrinology and Metabolisrn, Depart-
ments of Medicine and Biological Chemistry, University of California) : Induction and expression of 
amphiregulin in human pancreatic cancer. Cancer Res., 54, 3959-3962, 1994. 
8) Yokoyama, M., Ebert, M.1), Kobrin, M.S.1) et al. (1)Division of Endocrinology and Metabolism, Departments 
of Medicine and Biological Chemistry, University of California) : Increased MDM2 expression and im-
munoreactivity in human pancreatic ductal adenocarcinoma. Int. J. Oncol., 5 , 1279-1284, 1994. 
9) Yokoyama, M., Ebert, M.1), Friess, H.1) et al. (1)Departments of Medicine and Biological Chemistry. Division 
of Endocrinology and Metabolism, University of California) : Coexpression of the c-met proto-oncogene 
and hepatocyte growth factor in human pancreatic cancer. Cancer Res., 54, 5775-5778, 1994. 
10) Yamazaki, M.1), Nakano, 1.1), Imazu, 0.2), Kaieda, R.3), and Terashi, A.3) : (')Department of Neuropathology, 
Tokyo Metropolitan Institute for Neuroscience, 2)Department of Pathology, 3)2nd Department of Internal 
Medicine) : Astrocytic strait tubules in the brain of a patient with Pick's disease. Acta Neuropathol., 88, 
587-591, 1994. 
11) Shirota, K.1), Hayashi, K.1), Masuda, H., Shinoda, M.2), Miura, T.2), Mwanatambwe, M.3), Asakawa, M.4) 
Shimizu, M.5), Shichinohe, K.5), and Kurokawa, K.6)(1)Tobe Co-Medical College 2)Research Institute for 
Laboratory Animal Science, School of Medicine, Gunma Univ., 3)Department of Pathology, 4)Anatomy, 
5)Research Institute for Laboratory Animal Science 6)Veterinary Surgery, Nippon Veterinary and Animal 
Science) : Examen de la segmentation du Nurf Grand Sciatique (Nervus Ischiadicus) . The Bulletin of 
Tobe Co-Medical College, 1 8 -10, 1995. 
12) Yokoyama, M., Ebert, M.1), Funatomi, H,1), Freiss, H.1) et al. (1)Department of Medicine and Biological 
Chemistry, Division of Endocrinology and Metabolism, University of California) : Amphiregulin is a potent 
mitogen in human pancreatic cancer cells. : Correlation with patient survival. Int. J. Oncology., 6 , 625-631, 
1995. 
13) ~!~~~:"~l~~l). ~J~{~~~~:~l). EE1~:1*~F~_~~2), ,EEl~'EEI~i~~,2)(1)~i~~:~~~~~~, 2)~F~~4~-~~-) : ;~E~~~~;~~:~~J; V~~~:~~:~~;1~}~ :~~: 
~~~~c~~:~~:~i~~ ~ V~t*~~~~E~ ~~~lH{~~F~~~:~~~~~B]~~i'Lb~~4~ ' ~~e*~~i~~;4b~p-~7 ~L~~~::~:~:~~~~~7~fL~~5t~ Jpn J Clin ;l~~~ ' 
Electron Microsc. , 27, 157-169, 1994. 
14) ~~if~i; E~~1). ~i~~f~~~~'f~'T1), ~~f~f~~2), Jll~~~B~-3) (1)~i~:~~~~~, 2)~>~f~: DNA ~f~'i:~~~f 3)~~ ~~:~~~~i~~:~l~) t 
h ~L~i~~~T~4)1/~q),~~~~~C~~I~~)~~~~~~f~~~:~7~~~t. FI~:;~~J~-_~-~~, 62, 139-149, 1995. 
15) EEl~:E~i~~~Ll) ~~EEI~;~~*~) ~:~:~~J;v)*) ~~71~~~f~~:~:1) ~ll I~~:~:~:1) ~~~; ~~:1) ~~~1S~~~1) ~cEEI~~~~1). ~~ 
~~R~~~~2), ~j~'ll~A-2), ~tLFEI~i~~li3), ~I~~~~i~3), ~i~~~;~~~J3) (1)~!~~~~~4~p-, 2)P~~~4~~~-) : ~~i~~!~~~~~~~e~ J; 1) IC 
~~~~~;~L~ ~~~~;~) I ~lJ Skm Cancer 9 , 331-333, 1994. 
16) ~~{~F ~{. I~~~~~~, ~~I ~'~~~~, , ~~~~;(~:~l : ~:)/ ~ h~~S/)/S/s y ~7R~~),'L'~f~a)~~~~~~~i~ : ~~}~7 l) -~?S~;~ 
)1/ ~ Ca++ATPase a)f~1~~~t~~ ~1~:~~~~~1~~, 42, 635-639, 1994. 
17) f~F~I ~J, ~E~~~~{~~~~f"'T, I~~~~~~~, ~i~~;~B:~J : ~II~~4~~i~~~~:P~B]~~!~~~:B~(Z)~;~~~~~:~:}C~5~~ ~, 7 ~ 7T:!;~~7~L)/q)j~ 
~t~fy~~~ ~~e-~1H{~~~74 7~;f ~7~~/mRNA a)~~~: ~:P~i~, 35, 609-615, 1994. 
18) ~j~~1~ j~~, ~i~~~;(E:~J : ~F,~E~ ~lin~{~~~~]f~. Clin Neuroscl 12 1104 1106 1994 
19) ~1i~ ~~l). ~~~~~~~~l), ~f ~~ ( ~~-~~f~j~l~~~L~lP~~~~4~:, 2)~i~:~~~~) : f~,E~~~~:~~~:~:]1/~: ~/ h F~Jl~r~~~~l:(Z) bK2) 1) 
~~~~~7, ~~~~;~~~:~7~~"~'(~. ~Il~~~~:, 61 321 332 1994 
20) LLI~c~:~1)2) ULIEEI~:~3) ~i~~j;1~i~12) ~E~l f~l)(1)~F~~4~:~~~, 2)~i~~:~~~~, 3)~i~-~i~~~;~~~~1~) : ~:~ DNA ~:, 
p53 PCNA ~> ~> ;~~ ;~B~~~~H~ ~~~~~~~i~)~~~l~~ ~ ~~:;~~i~~:~~~~I:~~:S*~IT~:~~~~r Fl~FA'~~ 95 763 774 1994 ~: ~~, , 
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21）林　宏光1），隈崎達夫1），浅野伍朗（1）放射線医学）：Pulmonaryedema　inducedbyintravenousadministration
　　of　contrast　media：Experimental　study　in　rats．Radi．Med。，12，47－52，1994．
22）渡辺昌則n，平野敏一），浅野伍朗（1）第二病院外科）：胃癌にみられる筋線維芽細胞の増殖とその意義．日外会誌，
　　96，　207－215，　1994．
23）北　俊典，桜井太一郎，石渡俊行，浅野伍朗：心室腔の腫瘍塞栓と軟骨肉腫様成分を伴う肝組胞癌の1剖検例．
　　腫瘍と感染，7，51－55，1994．
24）並里まさ子1），亀山孝二2），矢島幹久1），（1）国立療養所多磨全生園）：らい患者の真皮結合組織における変化．Jap．
　　J．Leprosy，63，　65－74，　1994．
25）石渡俊行，浅野伍朗：In　situ　hybridization法による細胞外基質のMessenger　RNA発現の検討．Come・Tis－
　　sue，　26，　355－360，　1994．
26）石渡俊行，浅野伍朗：尿中塩基性線維芽細胞増殖因子．日本臨床（増刊号），686，847－849，1995．
（2）研究報告書：
1）山崎峰雄1），今津　修2），赫　彰郎3），中野今治1》（1）東京都神経科学総合研究所神経病理学研究部門・2）病理学第二・
　　3）内科学第二）：Alzheimer病のアストログリア内のPHFとstrait　tubuleについて．文部省重点領域研究　老
　　年痴呆の分子機構に関する研究報告．平成5年合同班会議研究報告，1994．
2）中野今治1），山崎峰雄1），今津　修，赫　彰郎2）（1）東京都神経科学研究所神経病理研究部門，2）内科第二）：Alz－
　　heimer型痴呆のアストロサイト内PHFとstrait　tubule一電顕的観察．厚生省長寿科学総合研究事業細胞レベ
　　ルでの老化と老年病に関する研究班平成6年度研究成果報告書，1995．
著　書
　1）浅野伍朗〔監修〕：診断・研究のための病理技術詳解　4：細胞観察法．藤田企画出版・1994．
　2）亀山孝二：〔分担〕診断・研究のための病理技術詳解　4：細胞観察法　形態計測法．藤田企画出版，1994．
　3）赫　彰郎1），今津　修（1）内科学第二）〔分担〕：図説病態内科講座　10巻　神経1　脳脊髄の血管，メディカル
　　ビュー社，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Oguri，T．，Onda，M．，Tokunaga，A．，Teramoto，T。，Fujita，1．，Okuda，T．，MizutaniラT，，Kiyama，T．7Shimizu7
　　Y．，Yoshiyuki，T．，Nishi，K．，Mastukura，N．，Yamashita，K，and　Asano，G。：Expression　of　breast　cancer－
　　associated　gene　pS－2in　human　gastric　cancer．Fourth　Japan・Us　Joint　Congress　of　Histochemistry　and
　　Cytochemistry（Hawaii），1994．7．
　2）Kajiwara，T。1），Tomioka，Y．1），Ohsawa，H．1），Iida，S．，Soma，H．1），Hata，T．1），and　Asano，G．（1）Department
　　of　Obstet．and　Gynecol。，Saitama　Medical　Schoo1）：Endothelin－I　in　rat　uterus　during　pregnancy　lst　Intema－
　　tional　Meeting　of　World　Placenta　Associations。1994．10．
　3）Isiwata，T．，Yokoyama，M．，Onda，M．，Yoshida，T．，and　Asano，G。：Molecular　pathological　examination　of
　　endothelial　regeneration　after　intimal　injury：4thJointMeeting　ofJapan－America　Histochemical　Society，
　　1994．　7．
　4）魏　莉郷，喬　　炎，李　　今1），郭　　方，石渡俊行，浅野伍朗（1）中国沈陽医学院）：高脂肪食負荷動物にお
　　ける血管末梢神経の変化．第83回日本病理学会総会，1994，3．
　5）竹内　司，石渡俊行，工藤光洋，浅野伍朗：肝再生過程におけるVEGFの産生動態について．第83回日本病理学
　　会総会，1994，3．
　6）山田宣孝1），松本光司1），浅野伍朗（u第一病院病理部）：子宮頸部異形成の診断基準にっいて（子宮頸がん取扱い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一50一
　　規約における組織像，細胞像の再検討）．第83回日本病理学会総会，1994．3．
7）細根　勝，浅野伍朗，下村隆保，前田昭太郎1）（1》多摩永山病院病理部）：薬剤起因性拡張型心筋症をきたした2
　　剖検例における心筋障害の比校検討．第83回日本病理学会総会，1994．3．
8）塩谷　猛，中沢南堂，浅野伍朗：ヒト白血球細胞株THP・1の分化機能発現に関わる細胞外基質，特にfibronectin
　　への細胞接着とα5βintegrinの発現について．第83回日本病理学会総会，1994．3．
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10．微生物学・免疫学講座
研究概要
　当教室の研究は，免疫学，アレルギー学，細菌学，ウイルス学等，広範な領域にわたっている．
　免疫学：①肝臓に造血幹細胞やリンパ細胞の特異なsubsetsが常在し，肝非実質細胞のみならず実質細胞も多彩な
サイトカインを産生する所から，肝臓がhematolymphoidsyst6mの一臓器として機能することを明らかにして来た．
これらの研究を基に，骨髄細胞のリンパ系細胞への分化や，脾臓細胞の産生する免疫グロブリンのクラスの選択等に
及ぼす肝実質細胞の影響について研究を進めており，肝臓の免疫系が，抗原刺激に対し極めて特異な応答を示すこと
を明らかにしつつある．②丁細胞抗原リセプターと複合体を構成する分子群の抗原刺激後おこる変動を，CD3一ζ分子
を中心に，二次元電気泳動法（diagonal　gel）を用いて解析を進めている．
　感染免疫学：①HIVをモデルとして，キラー丁細胞とヘルパー丁細胞の認識するHIV－lgp160の抗原決定基を明ら
かにし，HIVに対するワクチン開発のための基礎研究を進めている．②セムリキ森林ウイルスを用いて，免疫された
丁細胞の分泌するサイトカインが，抗原提示細胞により変動することを確認した．このことを基に，Kupffer細胞を抗
原提示細胞とした時，産生されるサイトカインが，肝臓局所へのウイルス感染に，如何なる影響を及ぼすか検討して
いる．
　アレルギー学：①抗生物質により惹起されるアレルギー性炎症に対し，ある種の抗生物質は抑制的に働く．この抑
制誘導に関する抗生物質の構造解明と，その薬理学的意義について検討している．②ヒト食物アレルギーの動物モデ
ルを作製し，食物アレルギー発来の機序，各種薬剤の治療効果等を調べている．③invivOにおけるマスト細胞の分化
を，ヌードマウスに移植した3T3細胞腫内に出現するマスト細胞を用いて観察している．
　細胞学：①多剤耐性ぶどう球菌やP．aeruginosaの院内感染を防止する目的で，疫学調査や耐性獲得の機序等につい
て研究を進めている．②ヘリコバクターピロリー感染とそれに伴う胃病変の機序解明と予防のため，免疫学的手法に
よる疫学的調査を進めている．
研究業績
論文
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11．衛生学・公衆衛生学講座
研究概要
　衛生学公衆衛生学の研究領域は広い．現在，私共の教室員は，教授1，講師2，助手2，副手1，及び研究技術員
4名である．これに大学院生が3名加わる．因みに，某国立大学医学部の同じ講座では，教授1，助教授1，助手2
名が定員である．問題は人数ではなく，スタッフの質である．1985年に，南が当教室を主宰する様になってから，こ
の点に意を用いてきたが，期待通りであるか否かは，南の定年近くに判明すると思われる．もう一つは，機器と研究
費の問題であるが，こちらは少しずつ前進をしてきた．1985年には，分析機器としては，分光光度計のみであったが，
今日では，GCやHPLCをはじめとする各種機器は，略略満足すべき状況となってきており，細胞生物学用の機器も
一応整った．以上の条件下で，産業中毒学を中心とした研究を行っている．
①鉛の毒性のバリウム（臨床で用いるバリウムは，硫酸バリウムのことで不溶性であるが，ここでいうバリウムと
は，バリウムイオンのことで水溶性である）による増強，
　②エアコン装置のフロンガスが熱分解して生じたフォスゲンの毒性，
　③生理的にオプソニンの一要素であるクロラミンのコリン作働性神経系への毒作用，
④硝酸エステルの中枢におけるセロトニン代謝への影響，
⑤芳香族アミンのNK機能への影響，
　などのテーマを各人が研究している．さらに，今年3月にサリン事件が起きたので，この時に用いられた毒物につ
いて，サリン以外のメチルフォスフォノフルオリデートエステルの可能性を含め，生体試料を用いた詳細な解析を行っ
ている．この際に用いる分析法は，従来の方法を踏襲せず，生体試料という面倒なものへ我々独自の方法論を適用し
たもので・海外の研究者と共同で開発した．また，サリン関連物質の毒物動力学も海外と共同で研究を行っている．
　今年度は，テーマを中心に述べた．そろそろ，一人一人のスタッフが，一年一作の良い論文を出す時期と思われる．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Inagaki，HりMinami，M：An　enzyme－1inked　immunosorbent　assay　for　hippuric　acid：its　potential　applica・
　　tion　for　biological　monitoring　of　toluene　exposure．Int．Arch．Occup．Environ．Health，66，91－95，1994。
　2）Mogi，M．1），Harada，M．1），Kondo，T．2），Riederer，P．3），Inagaki，H．，Minami，M．，Nagatsu，T．4）（且）Matsumoto
　　Dent，ColL，2）Juntendo　Univ．，3）Univ，WUrzburg，4》Fujita　Health　Univ．）：Interleukin・1β，interleukin－6，
　　epidermal　growth　factor　and　transforming　growth　factor一αare　elevated　in　the　brain　from　parkinsonian
　　patients．N「eurosci．Lett，，　180，　147－150，　‡994．
　3）薩田清明，高橋昌巳1），楯　　博2》（1）筑波技術短大，2）独協医大衛生）：エイズに関する意識および知識について：
　　同年代の看護学生と女子学生の調査から．日本公衛誌，41，658－665，1994．
　4）薩田清明：エイズに関する意識および知識について：大学生，高校生，中学生の調査から．学校保健研究，36，
　　381－389，1994．
　5）薩田清明：わが国におけるインフルエンザ流行の疫学的研究：三指標（初発週，分離週，ピーク週）からみた地
　　域差について．感染症誌，68，1484－1491．
　6）勝又聖夫：クロルニトロベンゼンからアミノフェノールとアニシジンを合成している作業者に関する調査研究．
　　日医大誌，61，66－77，1994．
（2）解説：
　1）南　正康：土木建築現場作業者の有機溶剤中毒：意識障害を中心として．労働の科学，49，766－770，1994．
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学会発表
（1）ワークショップ：
　1）稲垣弘文，南　正康：馬尿酸に対する酵素免疫測定法：その性質と生物学的モニタリングヘの応用（テーマ：生
　　物学的モニタリングのブレークスルー）．第13回生物学的モニタリング研究会，1994．11．
（2）一般講演：
　1）Li，Q．，Maehara，N．1），Mori，K．1），Iida，H．1）（1）lnstitute　of　Science　of　Labour）：Cardiovascular　changes　in
　　relation　to　bus　driving　work．The14th　Asian　Conference　on　Occupational　Health（Beijing），1994。10．
　2）薩田清明：エイズに対する知識について：大学生，高校生，中学生の調査から．第64回日本衛生学会総会，1994．
　　4．
　3）若由葉子，荒牧琢己1》（1）内科学第1）：肝炎流行地区の予後の検討＝肝硬変・肝癌死亡率の推移．第64回日本衛
　　生学会総会，1994．4．
　4）稲垣弘文，南　正康：抗馬尿酸抗体の作成とその性質．第67回日本生化学会大会，1994．9．
　5）茂木真希雄1），原田　実1），稲垣弘文，南　正康，小島幸一2）（1）松本歯大口腔生化，2）食品薬品安全センター生化）：
　　ヒトTGFαの高感度EIA法．第67回日本生化学会大会，1994．9．
　6）薩田清明：全国的視野からみたインフルエンザの流行に関する検討：1）集団かぜ（初発週）の地域差について・
　　第53回日本公衆衛生学会総会，1994．10．
　7）若山葉子，荒牧琢己1）（1）内科学第1）：肝炎流行地区の予後の検討：周辺地区との比較．第53回日本公衆衛生学
　　会総会，1994．10．
　8）薩田清明：エイズに対する意識について：男子高校および女子高校の調査から．第41回日本学校保健学会総会，
　　1994．　11．
　9）今中正美1），道本千衣子1），薩田清明，楯　　博2），高橋昌巳3）（1）跡見学園短大，2）独協医大衛生・3）筑波技術短大）：
　　女子学生のAIDSに関する意識・知識調査　第2報．第41回日本学校保健学会総会，1994．11．
10）李　　卿，王　志玉，稲垣弘文，南　正康：交差感作反応の評価におけるinvitro法の有効性に関する研究日
　　本動物実験代替法学会第8回大会，1994．11．
11）李　　卿，稲垣弘文，南　正康：交差感作反応の評価におけるin　vitro法の有効性に関する研究．第188回日本
　　産業衛生学会関東地方会例会，1995．2．
12）王　志玉，南　正康：洗剤混合を尿尿の上で行った際に生成する毒物のアセチルコリンエステラーゼに対する作
　　用．第65回日本衛生学会総会，1995．3．
13）勝又聖夫，南　正康：光学レンズ工場作業者の血中Pb及び他の金属（Baなど）のバイオロジカルモニタリング．
　　第65回日本衛生学会総会，1995．3．
14）平田紀美子，稲垣弘文，南正康：尿中3－Methoxy－4－hydroxyphenylethyleneglycol（MHPG）の新しい固相抽
　　出法と定量への応用．日本薬学会第115年会，1995．3．
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12．法医学講座
研究概要
　当教室では，以下のような研究を主に行っている．また，法医学実務として親子鑑定を行い，赤血球型・血清型・
赤血球酵素型・HLA型・DNA型などについて血液型学の研究を行っている．さらに，刑事・民事にかかわる具体的
事例について検討する機会がある場合には，積極的に対応している．
　1．臨床法医中毒学
　救急医学教室と共同で急性薬毒物中毒による入院患者の緊急薬毒物分析法を開発し，TLC・HPLC・イムノアッセ
イ・GC・GC／MSなどを用いたより簡便・迅速で精度の高い系統的な分析システムの開発に取り組んでいる．さらに，
覚醒剤・コカイン・麻薬などの不法薬物の分析も行っている．
　2．アルコール代謝
　アルコールの代謝ならびにアルコールの生体への影響をテーマとして，アルコール代謝における中心的酵素である
アルコール脱水素酵素・アルデヒド脱水素酵素のisozymeレベルでの代謝調節を検討し，アルコール感受性に対する
個体差の解明に取り組んでいる．また，アルコールの臓器障害の機序やアルコールの溶液構造の影響を究明するため，
培養心筋細胞などを用いて生理学的・生化学的実験を行っている．
　3．NMRを用いた研究
　共同利用施設のNMRを用いて，種々の薬毒物中毒時の脳内エネルギー代謝，水の緩和時間などをin　vivoで経時
的に測定し，中毒機序の解明に応用している．また，筋肉内のリン化合物などをNMRで測定し，筋肉の死後硬直の
定量的分析と死後経過時間推定への応用を目指している．
　4．その他の研究
　1）脳死及び臓器移植を中心に，生命倫理に関わる種々の問題を法医学的・社会医学的な立場から調査，検討してい
る．
　2）将来の司法解剖実施を睨み，病理組織学的手法による組織の死後変化を検討している．また，死後経過時間推定
に関する研究，法医剖検例VTR画像の応用などの実務的研究を行っている．さらに，アルカロイド毒の薬物動態の解
明に着手している．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Hirakawa，K．，Uekusa，K．，Sato，S．1》，and　Nihira，M．（1）Central　Institute　for　Electron　Microscopic
　　Researches）：MRI　and　MRS　Studies　on　Acute　Effects　ofEthanol　in　the　Rat　Brain．Jpn．J。Legal　Med．，48，
　　63－74，　1994．
　2）Wu，R・L1），Zhu，G．2），Galvin，S．1），Xu，C．11，Haseba，T．，ChaloinDufau，C。3），Dhouailly，D．3），Wei，Z－G．4），
　　Lavker，R．M．4），Kao，W－Y．2），and　Sm，T－T．1）（1）ニューヨーク大医学部，2）シンシナチ大医学部，3）仏ヨセフォー
　　リエ大生物学部，4）ペンシルベニア大医学部）：Lineage・specific　and　differentiation－dependent　expression　of
　　K12keratin　in　rabbit　cornea1／limbal　epithelial　cells：cDNA　cloning　and　Northemblot　analysis．Differentia－
　　tion，　55，　137－144，　1994．
　3）Kurosu，M．，Haseba，T．andOhno，Y．：Isbraindeathactual　deathmedicallyspeaking？：Rom＆nianJoumal
　　of　Legal　Medicine，2，74－78，1994．
　4）Suzaki，S．1），Yamamoto，Y．1），and　Hayashida，M．（1）救急医学）：A　New　Drug　Screening　System“MULTI－
　　HPLC”by　High　performance　Liquid　Chromatography　Using　Multiwavelength　UV　Detector　and　Its　Clinical
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　　Application．Toxicology　Methods，4，122－134，1994．
5）富田ゆかり，長谷場　健，大野曜吉，渡辺日章：手掌紋理の鏡像関係：特に指間紋について．日法医誌，48，
　　309－316，　1994．
6）内ヶ崎西作1），千葉正悦・），松村芳子1），武藤　亨1），塚本昭次郎1），押田茂實1》，北澤　実1），遠藤真琴1），村上知
　　二1），林田真喜子，仁平　信，大野曜吉（1）日本大学医学部法医学）：TriageTMによる乱用薬物の迅速簡易スクリー
　　ニング．医薬の門，34，54－57，1994．
7）浮　文宏1），仁平　信，平川慶子，植草協子（1）精神医学）：Cocainの急性毒性に対するflumazenil投与の影響．
　　Jpn．J．Alcohol＆Drug　Dependence，29，92－102・1994．
8）大野曜吉，長谷場　健：刑事裁判控訴審における創傷鑑定の1例．法医学の実際と研究，37，351－359，1994．
9）内ヶ崎西作1），北澤　実1），千葉正悦1），遠藤真琴1），武藤　亨1），塚本昭次郎1），網干博文2），大野曜吉，山口進久1），
　　押田茂實1）（1）日本大学医学部法医学，2）同歯学部法医学）：41日間冷蔵庫保存された死体の解剖と感染症対策．法
　　医学の実際と研究，37，361－366，1994．
（2）研究報告書：
　1）中原雄二1），仁平　信他（1）国立衛生試験所）：生体試料中の薬物鑑定に関する総合的研究．厚生科学研究平成6年
　　度研究報告書（生体試料の薬物鑑定フォーラム’95），1995．
著　書
　1）黒須三恵：臓器移植法を考える一法医学者からみた脳死・臓器移植問題．信山社，1994．
学会発表
（1）パネルディスカッション：
　1）黒須三恵：「生と死を考える」：脳死・臓器移植論議にみられる生命観．日本小動物獣医師会94年次大会，1994．
（2）一般講演：
　1）犬塚　祥u，黒沢　尚1），山本保博1），林田真喜子，仁平　信，大野曜吉（u救急医学）：救命救急ゼンター収容患
　　者の薬物使用に関する無作為スクリーニングの有用性．第16回日本中毒学会，1994．
　2）林田真喜子，仁平　信，大野曜吉，犬塚　祥・），黒沢　尚1），山本保博・）（・）救急医学）：血清中バルビツル酸系薬
　　物，ベンゾジアゼピン系薬物，三環系抗うつ薬，エチルアルコール濃度測定のためのEMIT法の評価．第16回日
　　本中毒学会，1994．
　3）仁平　信，林田真喜子，平川慶子，植草協子，大野曜吉，中原雄二1）（1）国立衛生試験所）：ケシの実含有食品摂
　　取後の尿中モルヒネの分析．日本法中毒学会第13年会，1994．
　4）大野曜吉，平川慶子，丸田哲生，植草協子，佐藤美保：C言語による法医剖検画像データベース検索システムの
　　開発．第78次日本法医学会総会，1994．
　5）平川慶子，植草協子，仁平　信，丸田哲生，大野曜吉：invivo31PMRS法によるラット骨格筋の死後変化の数
　　量化（1）：死後経過時間推定への応用．第78次日本法医学会総会，1994．
　6）黒須三恵，長谷場　健，大野曜吉：臓器提供者としての脳死患者における死体検案のあり方について．第78次日
　　本法医学会総会，1994．
　7）三上啓子，長谷場　健，大野曜吉：エタノールの生物学的効果の細胞レベルでの評価法の検討．第29回日本アル
　　コール医学会総会，1994．
　8）富田ゆかり，仁平　信，平川慶子，丸田哲生，大野曜吉：主要臓器における死後変化の組織学的検討：エポキシ
　　樹脂包埋法を用いて．第63回日本法医学会関東地方会・1994．
　9）大野曜吉：刑事裁判控訴審における創傷鑑定の1例．法医学談話会第81回例会，1994．
10）戸田茂樹1），池田幸穂1），川本俊樹1），中沢省三1），平川慶子，植草協子（1）脳神経外科学）：改良ラット4血管閉塞
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　　モデルにおけるエネルギー代謝の変化：31P・MRSpectroscopyを用いて．第22回日本磁気共鳴医学会大会，1994．
11）黒須三恵，長谷場　健，大野曜吉：臓器移植法案の問題点．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
12）戸田茂樹1），池田幸穂1），川本俊樹1》，中沢省三1），平川慶子，植草協子（1）脳神経外科学）：ラット4血管閉塞モデ
　　ルの再検討．第19回日本脳卒中学会総会，1994．
13）仁平信，林田真喜子，大野曜吉，中原雄二1）（11国立衛生試験所）：尿中薬物スクリーニングにおけるEMIT法
　　妨害物質の影響．日本薬学会第115年会，1995．
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13．医療管理学講座
研究概要
　教室の研究テーマは，医療の質である．平成六年度は大きく4つの柱を立てて研究を行った．1つは社会における
医療の質を高める研究である．国立病院の業務改善・人材育成と高齢者ケアの質の評価に関する研究などを行った．
　2つめは・当教室に事務局がある病院医療の質に関する研究会に関連する研究である．病院機能評価を第三者評価
として行うべく・その基礎研究として，患者による医療評価の指標化，多施設間比較，看護など幅広い範囲で・多角
的な視点から医療の質の評価に関する研究を行った．これらは，高柳により「患者満足」，中野により「病院機能評価」
としてそれぞれシリーズで発表されている．こうした実績から，日本医療機能評価機構が本年度設立された．この財
団設立に当っては・教室内にある病院医療の質に関する研究会と教室の基礎研究が大きく寄与している．
　3つめは，癒しの環境研究会の設立である．これも教室に事務局を置き，病院管理者，医療提供者，研究者，病院
建築専門家，ヒーリング・アーティスト，評論家など幅広い会員からなり，医療環境をハードとソフトとの両面から
包括的に高めて行こうとするものである．病院医療の質を高める基礎研究とともに，阪神大震災について，心の癒し
をフィールドワークとして行った．日本での災害症候群が社会的に認識され，心の癒しが必要であることが強調され
実施された初めての大震災として，癒しの環境研究会の果たした社会的役割は高い．
　4つめは，教育である．医学部学生に，実習のみという授業形態をとり，患者体験実習，面接技法，病棟建築設計
実習などを行った．実習という授業形態は学生にもたいへん好評で・成果が上がったと考えられる．その他，日本病
院会ストップエイズキャンペーン企画委員会などでワークショップを行った．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Imanaka，Y．：Structure　of　patient　evaluation　of　quality　of　service　in　hospita1－based　ambulatory　care
　　settings　in　Japan．Dissertation　Abstract　Intemationa1，55（4），1364－1365，1994．
　2）高柳和江＝患者満足，患者指向，顧客満足：高い医療の質を求めて，IV．米国で質を高めるのに患者満足度調査
　　がトレンドとなっている理由．ナースデータ，15（4），70－75，1994．
　3）高柳和江：患者満足，患者指向，顧客満足：高い医療の質を求めて，V．顧客満足．ナースデータ・15（5）・64－69，
　　1994．
　4）高柳和江：患者満足，患者指向・顧客満足：高い医療の質を求めて・VI．満足はなんで規定されるか．ナースデー
　　タ，15（6），78－83，1994．
　5）高柳和江：患者満足，患者指向・顧客満足：高い医療の質を求めて，VII．患者満足度調査測定技法．ナースデー
　　タ，15（7），82－87，1994．
　6）高柳和江：患者満足，患者指向・顧客満足：高い医療の質を求めて・VIII．患者満足測定方法．ナースデータ・
　　15（8），71－78，1994．
　7）高柳和江：患者満足，患者指向，顧客満足：高い医療の質を求めて，IX．質問票の作成．ナースデータ，15（9），
　　63－71，　1994．
　8）高柳和江：患者満足，患者指向，顧客満足：高い医療の質を求めて，X．質問票の作成．ナースデータ，15（10），
　　55－60，　1994．
　9）高柳和江：患者満足，患者指向，顧客満足：高い医療の質を求めて，XI．結果のまとめ方．ナースデータ，15（11），
　　61－72，　1994．
10）高柳和江：患者満足，患者指向，顧客満足：高い医療の質を求めて，XII．満足度を越えて．ナースデータ，15（12），
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　　　72－81，　1994．
　11）高柳和江：医師一患者関係のこれからの方向性を探る．Clinic　Review，4，26－29，1994．
　12）今中雄一，小薬祐子1）（1）日本医科大学看護専門学校）：教育場面での「アンケート」活用の意義に関する研究．
　　看教，36（2），162－166，1995．
　13）高柳和江・岩暗　榮：卒前地域医療教育に関する調査研究．医学教育，26（1），14－18，1995．
（2）総説：
　1）岩崎　榮：Clinical　Economics　of　Intensive　Care　Facilities．HEALTH　CARE　REFORM　FROM　THE
　　VIEWPOINT　OF　HEALTH　ECONOMICS，Intemational　Leadership　Center　on　Longevite　and　Society，
　　　17－26，　1994。
　2）岩崎　榮：人材育成と地域住民の積極的参加を（特集：国保直診新時代）．地域医療，13（1），32，1994．
　3）岩暗　榮：国立病院の業務改善命令：その背景と問題の本質．医療94，10（6），12－15，1994．
　4）岩暗　榮：病院機能評価結果の利用について．病院，53（6），511－512，1994．
　5）高柳和江：尊厳死．View，13，8－8，1994．
　6）岩崎　榮：21世紀の病院．臨外，56（10），1077－1081，1994．
　7）岩崎榮：今，求められる看護の心．臨床看護，20（11），1706－1709，1994．
　8）中野夕香里：病院機能評価（事務長講座）．月刊MMP，3（10），43，1994．
　9）岩崎　榮：看護の質によって決まる病院医療の質．臨床看護，20（12），1844－1849，1994．
10）岩崎　榮：老人医療システムはどうあるべきか．からだの科学，179，75－80，1994．
11）中野夕香里：病院機能評価（事務長講座）．月刊MMP，3（11），43，1994．
12）岩崎榮：病院での満足死は望めないのか．病院，53（12），1077－1078，1994．
13）中野夕香里：病院機能評価（事務長講座）．月刊MMP，3（12），43，1994．
14）岩暗　榮：看護の質について評価を受ける時代がやってきた：第三者病院機能評価機構の発足．月刊ナースデー
　　タ，16（1），　6－8，1995．
15）高柳和江：癒しの環境．看護管理，36（3），4－7，1995．
16）今中雄一：患者による医療の評価：患者満足度調査の現状と課題医学の歩み，172（3），180－181，1995．
17）中野夕香里：病院機能評価（事務長講座）．月刊MMP，4（1），43，1995．
18）岩崎　榮：看護界への新しき期待．Quality　Nursing，1（2），1995．
19）岩崎　榮：QOLを支える介護システム：介護システムの構築と医療・保健・福祉の連携の課題月刊福祉，78（2），
　　36－41，　1995。
20）高柳和江：癒しの環境，ヒーリングアート．看護管理，36（2），84－87，1995．
21）高柳和江：米国エイズ医療の最新事情「患者に教わる医療」がトレンドに．日経メディカル，24（2），116－120，
　　1995．
22）中野夕香里：病院機能評価（事務長講座）．月刊MMP，4（2），45，1995．
23）岩崎榮：病院の機能分化の必要性と機能連携の促進（特集：医療の機能分化と連携）．公衆衛生，59（3），
　　165－168，　1995．
24）高柳和江：癒しの環境とは．癒しの環境研究会会誌，1（1），3－4，1995．
25）高柳和江：癒しの環境，阪神大震災．看護管理，36（3），218－221，1995．
26）中野夕香里：病院機能評価（事務長講座）．月刊MMP，4（3），43，1995．
27）中野夕香里：医療の質と病院機能評価．月刊民病研，74，16－19，1994．
『（3）研究報告書：
　1）Takayanagi，K．：Report　on　Pilot　Study　of　Privoder　Expectation　and　Sattisfaction　Survey　in　Cipt　Mangun－
　　kusumo　Hospital．1994．
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2）高柳和江：老人保健施設および特別養護老人ホームにおけるサービスのケアの質の評価に関する研究．平成6年
　度厚生行政科学研究報告書，1994．
3）高柳和江，今中雄一，橋本麺生1）（1）東京大学）：高齢社会における外来機能研究の研究福山通運渋谷記念財団
　報告書，1994．
4）今中雄一：高齢者の医療・福祉・の統合的サービスの利用者による評価に関する研究．日本火災福祉財団平成5
　年度ジェロントロジー研究助成事業報告書，1994．
5）今中雄一：日本における患者による医療評価の指標化とその臨床的応用に関する研究。トヨタ財団平成5年度研
　究助成研究報告書，1994．
6）中野夕香里：21世紀に向けた看護サービスの評価のあり方に関する研究。財団法人医療経済研究機構報告書・
　1994．
7）岩暗　榮：卒後臨床研修の現状とその問題点に関する研究．平成6年度厚生科学研究報告書・1995・
8）高柳和江，岡ゆかり1）（1）東京大学工学部建築科）：開発途上国の医療の質の強化に関する研究。分担研究：医療
　管理手法の途上国への応用に関する研究，1995．
著　書
　1）岩暗　榮：〔分担〕医療経済と臨床教育．臨床教育マニュアル，1994．
　2）岩暗　榮：〔分担〕地域医療の展望．地域医療の実践一離島医療学一，1994．
　3）岩暗　榮，高柳和江，中野夕香里：〔分担〕医療の未来像とリスクマネジメント（桜井靖久監修）．P。15－21，シー
　　エムシー，1994．
　4）高柳和江：〔単著〕死に方のコツ．飛鳥新社，1994．
　5）高柳和江：〔分担〕看護学辞典第4版．メジカルフレンド社，1995．
　6）高柳和江：〔分担〕米国とカナダの現況，明日のグループ診療（大道久編）．社会保険研究所，1994．
学会発表
（1）特別講演：
　1）岩崎　榮：国立医療機関に期待されるもの．第49回国立病院療養所総合医学会，1994．11．
（2）シンポジウム司会：
　1）岩崎　榮：学会創立20年のまとめ．第20回日本診療録管理学会，1994．9．
　2）岩崎　榮：病院の危機的現状にいかに対応するか．第44回日本病院学会，1994。10．
　3）岩暗　榮：患者さんが満足する病院づくり（主題：患者さんが満足する病院づくり）．第32回日本病院管理学会・
　　1994．　10．
（3）シンポジウム：
　1）今中雄一：患者さんが満足する病院づくり：研究者の立場から（主題：患者さんが満足する病院づくり）・第32
　　回病院管理学会学術総会，1994．10．
　2）岩暗　榮：変わりゆく医療一自治体病院の役割一．第33回全国自治体病院学会，1994。11。
（4）パネルディスカッション：
　1）Imanaka，Y．：Restructuring　the　organizational　culture　of　healthcare　institutions（Theme：How　effective
　　are　the　development　of　clinical　practice　guidelines　and　the　implementation　of　prospective　payment　systems
　　to　the　quality　and　cost　of　healthcare）．Intemational　Symposium　on　Healthcare　Management　and　Quality
　　Improvement（Chiba），1995．3．
（5）一般講演：
　1）Araki，S．1），Kawakami，N．2》，Haratani，T．3），Murata，K1），Imanaka，Y。，and　Iwata，N．5）（1）東京大学医学部公
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一66一
　　衆衛生学，2）岐阜大学医学部公衆衛生学，3》産業医科大学総合研究所，4）同人間工学）：Interactive　effects　of
　　exercise　and　work　stressors　on　psychological　distress　in　Japanese　industrial　workers．Third　Intemational
　　Congress　of　Behavioral　Medicine（Amsterdam），1994．7．
2）Imanaka，Y．，and　Iwasaki，S。：Measures　of　quality　of　patient　life　in　the　elderly　and　characteristics　oftheir
　　structure　in　Japanese　hospita1－based　ambulatory　care　settings．19941ntemational　Hospital　Federation
　　Pan－Regional　Conference（Yokohama），1994．10．
3）今中雄一，片岡博喜1），郡司篤晃2），岩崎　榮（1）愛知県衛生部，2）東京大学医学部保健管理学）：患者の性質と入
　　院医療評価との関係．第64回日本衛生学会総会，1994．4．
4）片岡博喜・）・今中雄一・郡司篤晃2），岩崎　榮（1）愛知県衛生部，2）東京大学医学部保健管理学）：患者による入院
　　医療評価の内部構造の解析．第64回日本衛生学会総会，1994．4．
5）高柳和江，宮野　武1），森岡　新1）（1）順天堂大学）：二分脊椎症患者における総合的QOL％第31回日本小児外科
　　学会総会，1994．6．
6）高柳和江・今中雄一・中野夕香里，岩暗　榮：学生が関与する患者満足度調査の医療管理学教育における役割．
　　第26回日本医学教育学会，1994．7．
7）高柳和江・岩暗　榮・今中雄一：病院における外来機能のあり方．第32回病院管理学会学術総会，1994．10．
8）今中雄一，岩暗　榮：平均在院日数の規定要因：内科教育病院における解析。第32回病院管理学会学術総会，
　　1994．　10．
9）中野夕香里，橋本麺生1），福田　敬1）（1）東京大学）：受療状況からみた都内医療施設の診療機能．第32回日本病院
　　管理学会学術総会，1994．10．
10）今中雄一，岩崎　榮：患者による医療評価の多施設間比較．第65回日本衛生学会総会，1995．3．
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14．基礎医学共同研究利用施設
［実験動物管理室］
研究概要
　育種継代実験：
　飢餓ストレスは個体の恒常性機能のみならず，繁殖や産仔の生育に影響を及ぽすことが知られている．そこで近郊
系のF344系ラットを用いて5世代に渡る飢餓ストレス負荷家系を作成し，その継代経過を非絶食対照家系と比較し・
飢餓ストレスが後代に及ぽす影響について報告した．
　疾患モデル：
　コレステロール食負荷による動脈硬化は動物によって感受性に明らかな種差がみられ・一般に実験動物として多用
されるラット・マウスは感受性が低い．一方，動脈硬化症の発現にTリンパ球が抑制的に働くことが知られており・
胸腺摘出動物を用いた実験が報告されている．我々は先天的に胸腺の欠如したヌードラット（F344／N－mu）の頚動脈
を物理的に擦過し，さらにコレステロール添加食（1％コレステロール・0．5％コール酸・02％メチルチオウラシル）
を給与して，Tリンパ球欠如動物における動脈硬化の発症度合及び血中脂質の推移にっいて対照動物（F344／N）と比
較検討し，動脈硬化の発症と胸腺・甲状腺機能との関連を解明するモデルの開発を試みた．
　寄生体に対する感受性が高いスナネズミは，近年輸入感染症として寄生虫症の増加が懸念されているおり，そのモ
デル動物として特に注目されている．しかし，このような高感受性を示す生理的特性については十分に把握されてい
ない．我々は当施設で継代維持している被毛色突然変異体のスナネズミがフィラリア感染に対して多様な応答を示す
こと，また，催糖尿病性薬物に対する感受性がラットやマウスと異なることなどの特性を明らかにし，この動物の有
用性を示した．
　また，実験動物手技取得のための教材の開発，スンクスの膵臓の形態観察，漢方薬のアレルギー性喘息及び皮膚炎
に対する薬理効果について報告した．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Shirota，K．1），Hayashi，K．1），Masuda，H．1），Shinoda，M。2），Miura，T．2），Mwanatambwe，M．3），Asakawa，M．4），
　　Shimizu，M、，Shichinohe，K．，and　Kurokawa，K．5）（1）Tobu　Co・medical　College，2）Research　Institute　for
　　Laboratory　Animal　Science，School　of　Medicine，Gunma　University，3）Pathology，4）Anatomy，5）Department
　　of　Veterinary　Surgery，Nippon　Veterinary　and　Animal　Science　University）：Examen　de　la　segmentation　du
　　Nurf　Grand　Sciatique（Nervus　lschiadicus）．The　Bulletin　of　Tobu　Co・medical　College，1，8－10，1995．
　2）Amao，H．1），Komukai，Y．4），Akimoto，T．5），Sugiyama，M。2），Takahashi，KW。1》，Sawada，T，3㌧and　Saito，M6），
　　　（1）Department　of　Laboratory　Animal　Science，2）Department　of　Veterinary　Pathology，3）Department　of
　　Veterinary　Microbiology，Nippon　Vete血ary　and　Animal　Science　University，4）Mercian　Cleantec　Co．Ltd．，
　　5）Department　of　Laboratory　Animal　Science，Nippon　Medical　Schoo1，6）Division　of　Experimental　Animal
　　Research，National　Institute　of　Health）：Natural　and　Subclinical　Co勿卿6枷6ホ6ガ％規勧孟s6h6ガInfection　in
　　Rats．Lab．Anim．Sci．，45（1），1995．
　3）宮木孝昌1），仲間一雅，秋元敏雄，鬼頭純三2），伊藤博信1）（1）解剖第2，2）名古屋大・医・動物実験施設）：ラット
　　　の膵臓の外部形態と膵管分布．実験動物，43，257－260，1994．
　4）黒川和雄1），多川政弘1），武富和夫1），小暮一雄2），七戸和博（1）日獣大獣医外科，2》東女医大心研）：犬の慢性気管
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　支炎，心臓喘息に対するM－711の治験成績1．小動物臨床，13，91－98，1994．
5）黒川和雄1），多川政弘1），武富和夫1》，小暮一雄2》，七戸和博（1）日獣大獣医外科，2）東女医大心研）：犬の慢性気管
　支炎，心臓喘息に対するM－711の臨床効果II．小動物臨床，13，99－104，1994．
6）七戸和博・清水眞澄，高岡正敏・），城田恵次郎2）（1）埼玉衛研，2）東武医技専）：ネズミはサナギを好んで食べるかP
　東武医学技術専門学校紀要，1，44－45，1995．
学会発表
（1）ワークショップ：
　1）Nakama，K。，Akimoto，T．，Ghazisadeh，M．1），Sato，S。1），and　Aihara，K．11（1）Central　Institute　for　Electron
　　Microscopic　Researches）：Changeswith　age　ofthepancreatic　Iesioninspontaneousdiabetic（WBN／Kob）
　　rat．Animal　Diabetes　Intemational　Workshop　IV，（Omiya）1994．11．
　2）Ohashi，K1》，Kim，J．H．1），Aso，R．1），Akimoto，T，，and　Nakama，K．（1）Clinical　Pharmacology　Center）：A　new
　　evaluationmethod　foranti－chronic　pancreatitic　agentsusingWBN／Kobrats，spontaneousmodel　ofchronic
　　pancreatitis，Animal　Diabetes　Intemational　Workshop　IV．（Omiya）1994．11．
3）Serizawa，1．1），Saito，T。R2》，Nakama，K，and　Takahashi，KW．2）（1）Pharmaceutical　Development，Kirin
　　Brewery　Co．Ltd。，2）Department　of　Laboratory　Animal　Science，Nippon　Veterinary　and　Animal　Science
　　University）：Receptive　and　Proceptive　behaviors　in　streptozotocin－induced　diabetic　female　rats．Animal
　　Diabetes　Intemational　Workshop　IV．（Omiya）1994．11．
（2）一般講演：
　1）Shimizu，M。，Shichinohe，K，Haga，K1、Kato，K2），and　Yamamoto，Y．21（1）Department　of　Medicalzoology，
　　Faculty　of　Medicine，Tokyo　Medical　and　Dental　University，2）Chiba－hokuso　Hospita1）：Mongolian　gerbils
　　as　animal　models　for　allergology，The　XV　Intemational　Congress　of　Allergology　and　Clinical　Immunology
　　（Stockholm，Sweden），1994．6．
　2）清水眞澄，七戸和博，月舘説子1），藤田紘一郎1）（1）東医歯大医動物）：被毛色変異ジャードのB㎎勿勿勉銘塵感
　　染動態（3）．第63回日本寄生虫学会大会，1994．4．
3）清水眞澄，七戸和博：フィラリア感染スナネズミの血液動態．第14回日本比較臨床血液学会，1994．4．
　4）宮木孝昌1），仲間一雅，秋元敏雄，鬼頭純三2），伊藤博信1〉（1）解剖第2，2）名古屋大・動物実験）：スンクスの膵臓
　　の外部形態と膵管分布．第41回日本実験動物学会総会，1994．5．
5）宇野　広1），大久保佐次郎1），臼井哲也1），宮田輝夫1），秋山太一郎1），城　勝哉2），岩城隆昌3），信永利馬4》，倉林
　　譲51，仲間一雅，武田敬介6），黒沢　努7），田村　弘8），土井邦雄9），都築俊治10），前島一淑10）（1）高研，2）兵庫医大，
　　3》慈恵医大，4）東北大・医，5）岡山大・医，6）中外薬研，7）阪大・医，8）帝京大・医，9）東大・農，10）慶大・医）：動
　　物実験手技訓練用ウサギモデルの開発．第41回日本実験動物学会総会，1994．5．
6）秋元敏雄，仲間一雅，福生吉裕1）（n内科第2）：コレステロール負荷食ヌードラットの動脈硬化発症度と血中脂
　　質値の推移について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
7）秋元敏雄，仲間一雅，福生吉裕1）（1）内科第2）：5世代に渡る飢餓ストレス負荷ラット家系の作成と体重への影
　　響．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
8）本田治久1）・福生吉裕11・赫　彰郎1）・秋丸號甫2），片山博徳3），大網　弘3》，仲間一雅（1）内科第2，2）外科第2，
　　3）老研）：粥状硬化形成における胸腺の役割一酵素抗体法（LSAB法）での検討．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994．9．
9）七戸和博，清水眞澄，武富和夫1），小暮一雄2），多川政弘1），黒川和雄1）（1）日獣大獣医外科，2）東女医大心研）：M－
　　711の薬理作用について（1）．第15回日本比較臨床血液学会，1994．10．
10）清水眞澄・七戸和博，武富和夫1），小暮一雄2），多川政弘1），黒川和雄1）（1）日獣大獣医外科，2）東女医大心研）：M．
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　　711の薬理作用について（2）．第15回日本比較臨床血液学会，1994．10．
11）城田恵次郎1），鷹取美雪2），青山昭徳3），清水眞澄，七戸和博（1）東武医技専・2）付属病院研究室・3）内科第4）：化
　　学物質によるスナネズミの催糖尿病性について．第15回日本比較臨床血液学会，1994．10。
12）七戸和博，清水眞澄，黒川和雄1）（1）日獣大獣医外科）：M－711の抗アレルギー作用（1）．第44回日本アレルギー学
　　会総会，1994．10．
13）清水眞澄，七戸和博：フィラリア感染動態における遺伝的多様性のモデル動物．第11回日本疾患モデル学会総会，
　　1994．　11．
14）城田恵次郎1），芳賀克也2），藤田紘一郎2》，清水眞澄，七戸和博（1》東武医技専，2）東医歯大医動物）：フィラリア感
　　染好適宿主としてのMongolian　gerbi1の基礎的検討（13）：催糖尿病化学物質の感受性について．第36回日本熱
　　帯医学会総会，1994．12．
15）清水眞澄，七戸和博，加藤一良1），芳賀克也2》，藤田紘一郎2》，（1）千葉北総病院，2）東医歯大医動物）：フィラリア
　　感染好適宿主としてのMongolian　gerbilの基礎的検討（14）：被毛色突然変異体の主要臓器重量について。第36
　　回日本熱帯医学会総会，1994．12．
16）清水眞澄，城田恵次郎1），ムワナタンブエ　ミランガ2》，七戸和博（1）東武医技専，2》病理第2）：スナネズミの催
　　糖尿病化学物質に対する感受性．第14回日仏獣医学会例会，1995．3．
17）七戸和博，清水眞澄，黒川和雄1）（1）日獣大獣医外科）：アレルギー喘息に対するM－711の作用．第68回日本薬理
　　学会年会，1995．3．
18）清水眞澄，七戸和博，黒川和雄1）（’）日獣大獣医外科）：アレルギー性皮膚炎に対するM－711の作用。第68回日本
　　薬理学会年会，1995．3．
［中央電子顕微鏡研究施設］
研究概要
　本研究施設の機能は本学共通研究利用施設としての中央電子顕微鏡研究施設と世界保健機関認定研究研修施設（電
子顕微鏡診断学）の二つに大別されている．
　1．中央電子顕微鏡研究施設としての機能：1）学内外の電顕診断学活動の実施・1994年度においては約1200症例の
診断を行った．2）大学院生の教育と医学部学生の自主学習．3）研究生の研究指導．4）学内外の研究施設との共同研
究5）米国Chicago　Medical　Schoo1との乳癌の生物活性物質による保存療法の開発．6）肺界面物質の病態生理に
ついての研究．7）太田母斑の病態生理についての電顕，生化学ならびに分子生物学的研究などがあげられる．
　2．WHO研究研修協力センターとしての機能：1）年間を通じて電顕の構造と機能についての公開講座の実施・2）
先端医学の進歩を学ぶ交見の場としての先端医療技術研究会を発足させた．具体的には新駆動方式によるミクロトー
ムの開発を手掛け，その実用化の見通しを得つつある．3）学校法人日本医科大学日本医学技術専門学校の教育活動を
本法人発展のための一重要礎石であるとの認識から学則にのっとり20単位の先端医学特論の講義とHand　on　train－
ingの原理にもとづいて電子顕微鏡のtrainingcourseを実施するとともに，7年度から分子生物学の実技のtrain1ng
courseを導入する計画である．4）社団法人日本電子顕微鏡学会関連支部と協力して病理診断のための電子顕微鏡技
術講習会を実施した．5）米国NCI，NIH，Ohio　StateUniversity，CanadaのUniversityofTorontoと協力しWHO
Projectの一環としてNational　meeting　on　diagnostic　prevention　and　therapy　in　malignant　tumors　in　childrenを
中国北京小児医療センターで1997年に開催予定でその協力をするとともに数回の予備会議を行っている．
　総括：以上のように当研究施設の活動は細胞生物，病理学的教育展開を基調としているものの，そのbasisを活用し
広く各種の難治性疾患の病態解析，治療，予防法の展開に結びつけようと試みているのが特徴であり，その活動は学
内外で正当に評価されつつあるものといえる．
　1995年においては更なる発展を期するものである．
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研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Han，M．1）2），Sato，S．，andAihara，K（1）DepartmentofPathology，2）Central　Institute　forElectron　Microscopic
　　Researches）：Alterations　in　the　distributory　of　vasoactive　intestinal　polypeptide　immunoreactivity　in　the
　　ischemic　intestines　of　dogs。Med．Electron　Microsc．，27，87－94，1994．
　2）佐藤　茂，栗原　怜1》，吉村　忍2），相原　薫（1》春日部秀和病院腎臓内科，2）防衛医科大学校病院検査部）：慢性
　　透析患者の腎性骨軟化症についての超微形態的ならびにX線解析研究．臨床電顕誌，27，49－61，1994．
　3）播　　恣1）21，佐藤　茂（1）病理第1，2）中央電顕研究施設）＝過酸化水素による実験的大動脈壁傷害一超微形態学
　　的研究一．臨床電顕誌，27，197－212，1994．
　4）李　麗光，播　　奈，佐藤　茂，相原　薫：塩基性フェリチンの腎糸球体基底膜の透過性に及ぼす影響について
　　の超微形態学的研究：Charge　barrierの機能を中心に．臨床電顕誌，27，213－225，1994．
　5）松並平晋1），佐藤　茂（1）病理第1）：ウーロン茶抽出物（OTE）を用いた結合組織線維染色病理と臨床，12，
　　991－994，　1994。
著　書
　1）相原　薫：〔分担〕IV－1．あざの病理診断．‘‘QOLのためのあざの診断と治療”（編集；平山　峻）．P，59－87，文
　　光堂，1994．
　2）岸川テル子：〔分担〕IV－2．太田母斑細胞の培養．“QOLのためのあざの診断と治療”，（編集；平山　峻）．P．
　　89－102，文光堂，1994．
　3）佐佐木喜広：〔分担〕付．光学，位相差および電子顕微鏡の取扱いと撮影法・診断・研究のための病理技術詳解
　　5．新しい病態観察法の原理と利用機器（監修；浅野伍朗）．P．94－115，藤田企画出版，1994．
　4）相原　薫：〔監修〕電子顕微鏡と周辺機器　上手な装置の使い方．医学出版センター，1994．
　5）広畑泰久：〔分担〕引伸機．“電子顕微鏡と周辺機器　上手な装置の使い方”（監修；宮沢七郎，相原　薫）．P．
　　340－342，医学出版センター，1994．
6）広畑泰久：〔共著〕TEM＆SEM一電子顕微鏡の基礎学習よりよく使うために一．WHO研究研修協力センター
　　出版，1995．
学会発表
（1）ワークショップ
　1）Nakama，K1），Akimoto，T。1），Ghazizadeh，M，Sato，S，and　Aihara，K．（1）Division　of　Laboratory　Animal
　　Science）：Changes　with　age　of　the　pancreatic　Iesion　in　spontaneous　diabetic（WBN／Kob）rat．Lessons
　　from　Animal　Diabetes　Intemational　Workshop　IV　Satellite　Symposim　of　the15th　Intemational　Diabetes
　　Federation　Congress，1994。11。
（2）一般講演：
　1）Aihara，K，and　Hirohata，Y。：An　appraisal　on　standarization　of　diagnostic　electron　microscopy　based　on
　　the　ICD　criteria．13th　Intemational　Congress　on　Electron　Microscopy（Paris），1994．7．
　2）Kohyama，N・1），and　Hirohata・Y・（1）National　Institute　of　Industrial　Health，Ministry　of　Labour，Japan）：
　　TEM　study　on　palygorskite　focusing　on　crystailinity　and　morphology．13th　Intemational　Congress　on
　　Electron　Microscopy（Paris），1994．7．
　3）水野由子1》・権田昌洋1）・河原　徹1），岡田匡司1），安達彰子，佐藤　茂，相原　薫（1）日本医科大学第4学年）：肝
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　炎におけるSpiralコラーゲンの発生．第62回日本医科大学医学会総会・1994・9・
4）郭　　方1），喬　　炎1），王　若咬1），石渡俊行1），浅野伍朗1），相原　薫（1）病理第2）：ラット前立腺の増殖制御
　に関する研究．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
5）宋学成，佐藤茂，戴　威，劉建軍，相原薫：腎血管の発生学的研究一血管鋳型法を用いて一。第62回
　日本医科大学医学会総会，1994．9．
6）李　麗光，安達彰子，・鈴木克哉，佐藤　茂，相原　薫：腎係蹄壁およびメサンギウム基質の陰性荷電についての
　電顕的観察．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
7）戴　　威，劉　効蘭，佐藤　茂，佐々木美枝子，相原　薫：頭蓋骨再移植の試み一形態学的研究．第62回日本医
　科大学医学会総会，1994．9．
8）岸川テル子，劉　愛民，相原　薫，佐佐木喜広，モハマッド・ガジザデ：格子状構造物のInVitroインキュベー
　ション中に遊離するりん脂質の経時変化と表面活性発現．第30回日本界面医学会・1994．10・
9〉佐藤　茂，松村豪一1），相原　薫（1）富士バイオメディックス）：ウーロン茶と緑茶抽出物による肺表面被覆層の
　電顕観察．第30回日本界面医学会，1994．10．
10〉松村豪一），神成　裕2），小林吉彦1），船橋紀男1），永田哲士3》，広畑泰久，相原　薫（1）富士バイオメディックス，
　2）関東医学研究所，3）信州大学第1解剖）：霞山椒魚の年齢変化におけるDNA合成の光顕ラジオオートグラ
　フィーによる研究．第30回日本界面医学会，1994．10．
11）五十嵐俊夫1》，佐藤　茂，相原　薫，荒木　勤1）（1）産婦人科学）：ラット子宮内膜の超微形態III．着床期。第26
　回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1994．10．
12）韓　梅1），相原薫，浅野伍朗1）（1）病理第2）：犬腸管VasoactiveIntestinalPo正ypeptide（VIP）の分布およ
　び虚血時の変化．第26回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1994．10．
13）Liu，A．M．，Sato，S．，Hamaoka，K．1），Onouchi，Z．1），and　Aihara　K（1）Division　of　Pediatrics，Children　Research
　Hospita1，Kyoto　Prefectural　University　of　Medicine）：Myocardial　microvascular　and　interstitial　changes
　in　Kawasaki　disease：Ultra－structural　study．第26回日本臨床電子顕微鏡学会総会・1994．10．
14）佐藤　茂，相原　薫：胎児と両生類心臓の血流の相違一比較形態．第26回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1994．
　10．
15）南野麻美1），畑　俊夫2），佐藤　茂，清水由規1）（1）日本医科大学眼科，2）埼玉医科大学産婦人科）：水晶体嚢の未固
　定組織凍結法による超微観察．第26回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1994．10．
16）安達彰子，佐藤　茂，小坂千恵子，井上京子，鈴木克哉，相原　薫：肝臓における線維化とSpiralコラーゲンの
　発生．第26回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1994．10．
17）松並平晋1），佐藤　茂（1）病理第1）：ウーロン茶抽出物質（ote）の固定液への応用．第26回日本臨床電子顕微鏡
　学会総会，1994．10．
18）佐藤泰山1），花市敬正2》，高木　勇3），酒井一由3》，相原　薫，鈴木克哉（・）藤田保健衛生大学電顕室・2）名古屋工
　業大学電気情報工学，3）藤田保健衛生大学衛生学部解剖）：グリッドの取り扱いによる電顕像の比較（2）・第26回
　日本臨床電子顕微鏡学会総会，1994．10．
19〉八巻理恵1），雑賀寿和1），清水由規1），石崎正通2），佐藤　茂（1）眼科，2）病理第1）：春季カタル巨大乳頭における
　extra－matrixの免疫組織学的および電顕的検討．第47回日本臨床眼科学会総会，1994．10．
［医療情報部（旧＝基礎医学情報処理室）］
研究概要
1．ネットワーク環境整備：
平成6年度は，国内においてインターネットヘの関心が高まった年であった．とりわけ神戸，淡路島を中心として
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起きた大震災において，非常時におけるコンピュータネットワークの機能が再認識されている．学内では千駄木地区
基礎科学部門のネットワーク幹線第一期工事が終了し，基礎医学全教室への基本回線を実現した．この間の経過につ
いては，渡部らが文部省の教育研究集会で口演を行っている．
　平成6年度末には，利用登録者は200名を越えており，順調な増加と思われる．電子メールについては，電子メール
を簡易に利用出来るように整備に努め，Eudoraなどのパソコン用の電子メールクライアントソフトの利用を実現し
た。また，インターネットに流れるnewsの購読を開始した．さらに全学キャンパスネットワーク実現のため，広域ネッ
トワークの調査，研究を行い，基本計画を作成し，今後のサービスの充実に備えた．
　この調査研究の成果として，千駄木キャンパス外からインターネットを利用できるようにするために公衆電話回線
によるppp接続を実現し，サービス運用を開始した（外線2回線，内線1回線）．連日，特に夕刻以降頻繁なアクセス
があり，サービスの充実に成功したと思われる．ISDNでの運用の準備も進行している．
　2．生体情報解析：
　学内共同研究として，心室期外収縮の出現分布の解析や小児脳波の解析を継続しているが，データ収集解析にパソ
コンが活躍している．特に，小児脳波の解析においては，計測現場に設置したパソコンによる脳波データ収集，解析
を可能とした．これにより解析結果の入手が容易となり，研究遂行が円滑になった．今後の医学研究におけるデータ
処理システムのあるべき姿の一つであろう．他大学との共同研究として東海大開発工学部医用工学科との共同研究を
行っており，視覚を通じてヒトの認知機構を探る試みをしている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Kawano，K：Electroencephalography　and　Its　Fractal　Analysis　During　Olfactory　Stimuli．Olfaction　and
　　Taste　XI（Sapporo），668－672，1994．
　2）Hirayama，T．1）7Hashimoto，K1），Fujino，O。且》，Kamayachi，S．1），Fujita，T。11，Furuya，M．1），Takaishi，Y．1），
　　Kawakami，Y，1），Hirayama，T、1），Kawano，K．，and　Watanabe，N．（1）Dept　of　Pediatrics）：Fractal　Dimen－
　　sional　Analysis　of　EEG　in　Children　with　Complex　Febrile　Convulsions，Jpn．J．Psychiatr　NeuroL，48（2），
　　330－331，　1994．
　3）河野貴美子：脳波から見た坐禅および気功時の意識．体育の科学，44（5），340－345，1994．
　4）河野貴美子，王　鳳桐：坐禅と静功の人体科学的計測：脳波測定の結果から．：人体科学，3（1），99－104，1994．
　5）河野貴美子：脳波から探る気の存在．Medical　Imaginf　Tecnology，13（1），60－66，1995．
　6）星合清隆D・長島圭子1）・菅沼雅美1）・相羽達弥1），桜庭宏一1），高橋　潤1），山崎清之1》，伊藤高司，岡本克郎1），
　　沖野　遙1）（1凍海大学開発工学部）：心電図スペクトル解析による自律神経機能の解析手法．東海大学紀要開発
　　工学部，4，201－207，1994．
　7）山崎清之1》，清水稔也1），小口典子u，星合清隆1），岡本克郎1），伊藤高司（1凍海大学開発工学部）：指標追視課題
　　による認知機能の研究．東海大学紀要開発工学部，4，209－214，1994．
著　書
　1）河野貴美子：脳に差がつくそろばんのすすめ．ハート出版，1994．
　2）河野貴美子：〔分担〕「心」とはP（牧　　豊編），P．75－85．人体科学会，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Kawano，K：Fractal　dimensional　analysis　of　EEG　during　hypnosis．XIIIth　intemational　congress　on
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　hypnosis（Melboume），1994．8．
2）清水稔也1），小口典子1），星合清隆1），長島圭子1），山崎清之1），伊藤高司，岡本克郎1》（1）東海大学開発工学部）：
　動的目標追視課題による認知機構の解析（1）．日本人間工学会第35回大会，1994．6．
3）小口典子1），清水稔也1），星合清隆1），長島圭子1），山崎清之1），伊藤高司，岡本克郎1）（1凍海大学開発工学部）：
　動的目標追視課題による認知機構の解析（1）．日本人間工学会第35回大会，1994．6．
4）河野貴美子：脳波による静功と種々瞑想法の比較検討．中国・上海第5回国際気功シンポジウム（上海），1994．
　9．
5）河野貴美子：α波解析から見た各種瞑想法の特徴．第24回脳波・筋電図学会学術大会，1994．10．
6）斎藤寛和11，大坂元久1），染谷友子1），野村敦宣1），佐々部典子1》，小野卓哉1），松本　真1）・新　博次1》・加藤貴雄1）・
　早川弘一1，渡部　昇，伊藤高司（1）第一内科）：心室期外収縮の出現分布の解析：相関次元を用いて．第8回日
　本エム・イー学会秋季大会，1994．10．
7）河野貴美子：脳波から見たリラクゼーション．人体科学会第4回大会，1994．11．
8）渡部　昇：日本医科大学における学内コンピュータシステムの再構築：LAN＋パソコン＋インターネット＝P．
　平成6年度情報処理教育研究集会，1995．12．
9）河野貴美子：脳波からみた生体情報としての気．第42回応用物理学関係連合講演会，1995．3．
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〔3〕臨・床医学
／
1．内科学第一講座
［付属病院第1内科］
研究概要
　内科学第一教室では循環器病学，肝臓病学ならびに代謝，糖尿病学を中心に以下に示すような臨床的，基礎的研究
を行った．
　循環器病学では，不整脈に関する研究として，1）電気生理学的アプローチによる各種不整脈発生機序の検討．2）各
種不整脈に対するカテーテルアブレーション治療の応用．3）致死性心室性不整脈に対する植え込み式除細動器の適
応．4）抗不整脈薬の電気薬理的効果．5）心拍変動周波数解析法をはじめとする各種数理学的アプローチ法を用いた
自律神経系の評価．6）心電図学的，薬理学的アプローチによる不整脈と自律神経系の関連性の検討．7）head　uptilt
testによる失神患者の評価．8）加算平均心電図法を用いた各種不整脈発生機序の無侵襲的検討ならびに抗不整脈薬薬
効の評価．9）単相性活動電位記録による不整脈発生機序の実験的検討．虚血性および心筋疾患として，1）薬剤負荷
試験による心筋梗塞患者に対するviablemyocardiumの検討．2）心筋虚血の新しい診断法としてのMIBG，MIBI，
BMIPPの有用性．3）高血圧性心疾患および心不全における圧受容体反射と自律神経機能．4）狭心症における心筋虚
血の発現機序．5）心エコー図法による心血行動態の新しい評価法．6）生化学的アプローチによる虚血マーカーの研
究．7）Ischemic　preconditioningの効果，機序．8）特発性心筋症の発症と進展における成長因子の役割．
　肝臓病学では1）門脈圧充進症の病態に関する臨床的研究．2）門脈圧方進症に対する薬物療法．3）実験的門脈圧方
進症における血行作動物質の動態．4）肝血流量測定法に関する再検討．5）C型慢性肝炎に対するインターフェロン療
法，特に不応例に関する検討．6）多核巨細胞性肝炎に関する臨床病理学的検討．
　代謝，糖尿病学では，1）虚血性心疾患におけるLP（a）の役割．2）耐糖能障害の圧受容体感受性に及ぼす影響．3）糖
尿病性ニューロパチー患者の自律神経障害の評価．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Koumi，SりSato，R．1），Hayakawa，H．（1）First　Department　of　Intemal　Medicine，Kinki　University　School　of
　　Medicine）：Modulation　of　voltage－dependent　inactivation　of　the　inwardly　rectifying　K＋channel　by
　　chloramine－T．Eur．J．Pharmaco1．，258，281－284，1994．
　2）Hata，N，1），Kunimi，T，，Chiba，J。2），Nagaoka，S。21，Miyagawa，H．1），Kishida，H．，Hayakawa，H．（1）Department
　　of　Cardiology，National　Yokosuka　Hospita1，2）Department　of　Intemal　Medicine，National　Yokosdka
　　Hospital）：Anticardiolipin　Antibody　and　Cardiac　Disorders　in　Collagen　Diseases．Int．J・Angiology，3，
　　121－123，　1994．
　3）Osaka7M．，Kusama，Y．，Saitoh，H．，Sasabe，N，，Nomura，A．，Yamazaki，Y．，Atarashi，H．，Katoh，T．，Kishida，
　　H，，Hayakawa，H。：Characteristics　of　Sustained　Ventricular　Fibrillation　in　Rat　by　the　Use　of　Power
　　Spectmm　Analysis　of　Electrocardiograms．Ther．Res．，15，1509－1512，1994．
　4）Immenschuh，S。1），Nagae，Y．，Satoh，H2），Baumann，H．2），Muller－Eberhard，U．1）（1）The　Departments　of
　　Pediatrics，Biochemistry，and　Pharmacology，Comell　Unviersity　Medical　College，2）Department　of　Molecu・
　　1ar　and　Cellular　Biology，Roswell　Park　Cancer　Institute．）：The　Rat　and　Human　Hemopexin　Genes　Contain
　　an　Identical　Interleukin－6Response　Element　That　Is　Not　a　Target　of　CAAT　Enhancer－binding　Protein
　　Isoforms．」．BioL　Chem．，17，12654－12661，1994．
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5) Atarashi, H., Ino, T., Hayakawa, H. : Pharmacokinetics and Pharmacodynamics of Moracizine (EN-313) 
in Healthy Japanese Volunteers. Jpn. J. Clin. Pharmacol. Ther., 25. 441-454, 1994. 
6) Koumi, S., Sato, R.i), Hayakawa, H. (1)First Department of Internal Medicine,Kinki University School of 
Medicine) : Modulation of the delayed rectifier K+ current by apamin in guinea-pig heart. Eur. J. Phar-
macol., 261, 213-216, 1994. 
7) Koumi, S., Sato, R.1), Horikawa, T., Aramaki, T., Okumura, H. (1)First Department of Internal Medicine, 
Kinki University School of Medicine) : Characterization of the Calcium-sensitive Voltage-gated Delayed 
Rectifier Potassium Channel in Isolated Guinea Pig Hepatocytes.J. Gen Physiol., 104, 147-171, 1994. 
8) Koumi, S., Sato, R.1), Aramaki, T. (1)First Department of Internal Medicine, Kinki University School of 
Medicine) : Characterization of the Calcium-activated Chloride Channel in Isolated Guinea-Pig He-
patocytes. J. Gen Physiol., 104. 357-373, 1994. 
9) Uchida, T., Nishimura, M.1), Saeki, T.2), Watanabe, Y.3) (1)First Departmenet of Medicine, Teikyo Univer-
sity School of Medicine, 2)Third Department of Medicine, Nagoya City University Medical School, 
3)Cardiovascular Instisute, Fujita Health University School of Medicine) : Effects of membrance lipid 
peroxidation by tert butyl hydroperoxide on the sodium current in isolated feline ventricular myocytes. 
Heart Vessels.. 9 , 227-234, 1994. 
10) Saitoh, T., Kishida, H., Hayakawa, H. : Effects of Nipradilol, Beta-blocker with Vasodilatory Action, on 
Autonomic Nervous Activity in Patients with Effort Angina. Ther Res., 15. 3396-3401, 1994. 
11) Fukuma, N., Kishida, H., Tomimura, M.. Hanashi, A., Tetsuou, Y., Tada, Y., Sano, J., Kunimi, T., Saitoh, 
T., Hayakawa, H. : Effect of Endogenous Facters on Circadian Variation in Patients with Exertional 
Angina. Ther Res., 15, 3402-3407, 1994. 
12) Osaka, M., Saitoh, H., Someya, T., Matsumoto, S., Ono, T., Nomura, A., Sasabe, N., Atarashi, H., Katoh, 
T., Hayakawa, H. : Analysis of Distribution of Ventricular Premature Contractions by Fractal Clustering. 
Ther Res., 15, 3367-3374, 1994. 
13) Ono, T., Endo, T., Saitoh, H., Tomita, Y., Hayakawa, H., Ikeshita. M.1), Tanaka, S.~) (1)Department of 
Thoracic Surgery) : An Inflammatory Abdominal Aortic Aneurysm Presenitng with Acute Dissection of 
the Descending Thoracic Aorta. Vascl Surgery., 28. 495-500, 1994. 
14) Atarashi, H., Saitoh, H., Surawicz, B.1) (1)Krannert Institute of Cardiology, Indiana University School of 
Medicine) : Cycle length-dependent action potential duration and contractile force at various [Ca2+] o in 
guinea pig papillary muscle. Jpn. Circ. J., 58. 795-804, 1994. 
15) Okumura, H., Aoyagi, T.1), Iwamura, K.2), Obada, H.3), Harada, S.4), Aramaki, T., Katsuta, Y., Sato, S.1) 
Ohta, W.2), Okuda, H.3)., Sugaya, H.4) (1)The Third Department of Internal Medicine, Kyorin University 
School of Medicine, 2)The Third Department of Internal Medicine, Tokai University School of Medicine, 
3)Department of Gastroenterology, Tokyo Women's Medical College, 4)The Second Department of Internal 
Medicine, Dokkyo University School of Medicine) : Effect of Long-term Therapy with Nipradilol on 
Esophageal Varices in Patients with Compensated Cirrhosis. Drug Res., 44. 1250-1254. 1994. 
16) Kusama, Y.. Miyatake, Y., Munakata, K., Kishida, H., Hayakawa, H. : Reduction of reperfusion-induced 
arrhythmias by ATP-sensitive potassium channel opener. Jpn. Heart J., 35, 161-162, 1994. 
17) Miyatake. Y., Kusama, Y., Munakata, K., Kishida, H., Hayakawa. H. : Brief pretreatment with adenosine 
A1 selective agonist reduced ischemia-induced arrhythmias. Jpn. Heart J., 35. 163-164. 1994. 
18) Ohara, K., Katoh, T., Kim, E.M., Ohara, T., Fujimori, H., Kuroki, S., Kamei, S., Hayakawa, H. : Non-
invasive evaluation on the mechanism of ventricular bigeminy using new technique of signal-averaging. 
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Re-entry?, or not?. Jpn. Heart J., 35, 317-318. 1994. 
19) Kim, E.M., Katoh, T., Kuroki, S., Kamei, S., Yashima, M., Kuruma, A., Ino, T., Atarashi, H., Hayakawa, 
H. : Non-invasive evaluation of pharmacological and electrical modification of accesory pathway using 
signal averaged electrocardiogram. J. Heart Jpn., 35. 323-324, 1994. 
20) Saitoh, H., Osaka, M., Ono, T., Matsumoto, S., Miyauchi, Y., Nomura, A., Sasabe, N., Atarashi, H., Katoh, 
T., Hayakawa, H. : Physiological significance of correlation dimension of RR intervals. Jpn. Heart J., 35, 
353-354. 1994. 
21) Yamanaka, H.*), Otsu, F.*), Suzuki, T.*), Manabe, T.*), Tanaka, T.*), Tanaka, K.*), Nagasawa, K.*) 
Hayakawa, H. (*)Department of Internal Medicine, Nippon Medical School, Tama-Nagayama HospitaD 
Does measurement interval affect heart rate circadian periodicty? Jpn. Heart J.. 35. 365-366. 1994. 
22) Sakai, S., Kusama, Y., Uemura, R., Munakata, K., Kishida, H., Hayakawa, H. : Does stress-induced ST 
elevation in infarct-related leads indicate ischemia of residual viable myocardium?. Jpn. Heart J., 35, 
541-542. 1994. 
23) Osaka, M., Saitoh, H., Ono, T., Matsumoto, S., Nomura, A., Sasabe, N., Atarashi, H., Katoh, T., Hayakawa, 
H. : Correlation dimension of RR intervals : A new index of human autonomic function. Jpn. Heart J., 35, 
555-556. 1994. 
24) Sakai, S., Kusama, Y., Honma, H., Uemura, R., Asai, K., Suzuki, I., Ohkuni, S., Takayama, M., Munakata, 
K., Kishida, H., Hayakawa, H. : Does stress-induced ST elevation in infarct-related leads indicate ischemia 
of residual viable myoca.rdium? Eur. Heart J., 15, 450, 1994. 
25) Seino, Y., Fujimori, H., Shimai, S., Tanaka, K.*), Takano, T.*), Hayakawa, H., Niimi. Y.2) (*)CCU, 
')Department of Dermatology) : Popliteal Venous Aneurysm with Pulmonary Embolism. Intern Med.. 33, 
779-782, 1994. 
26) Seino, Y., Takano, T.*), Hayakawa, H., Kanmatsuse, K.'), Saitoh, S.3), Satoh, T.+), Kamishima, G.') 
Watanabe, K.*), Motomiya, T.5), Murata, M.6), Takana. T.'), Tsuboi, H.'), Sasa, H.') (*)CCU, ')Surugadai 
Nihon University, Hospital, ')Nihon University Hospital, +)Toho University Hospital, =)Tokyo Metropolitan 
Hiroo Hospital, 6)Sakakibara Heart Institute, ')Ohgaki Municipal HospitaD : Hemodynamic Effects and 
Pharmacokinetics of Oral Milrinone for Short-Term Support in Acute Heart Failure. Cardiol.. 86, 34-40, 
1995. 
27) Tada, Y., Saitoh, T., Hanashi, A., Tetsuou, Y., Miyatake, Y., Sano, J., Fukuma, N., Kishida, H., Hayakawa, 
H. : The Influence of Plasma Endothelin-1 on the Diurnal Variation of Transient Myocardial Ischemia in 
Patients with Vasospastic Angina Pectoris.Ther Res., 16, 297-300, 1995. 
28) Miyauchi, Y., Saioth, H., Ono, T., Ohmura, K., Nomura, A., Sasabe, N., Osaka, M., Atarashi, H., Kato, T., 
Hayakawa, H., Koh, M.*), Fujiwara, T*). (*)Division of Cardiology, Inada-Noborito HospitaD : Influence of 
Autonomic Activity on QT Interval in Diabetics as Revealed by Spectral Analysis of Heart Rate Variabil-
ity. Ther Res.. 16, 318-322. 1995. 
29) Koumi, S., Sato, R.*), Hayakawa, H. (*)First department of internal medicine, Kinki University School of 
Medicine) : The activation gate of cardiac Na+ channel modulates voltage- and pH-dependent unbinding 
of disopyramide. Eur. J. Pharmacol.. 277, 165-172, 1995. 
30) Seino, Y., Hayakawa, H. : Atrial versus ventricular pacing. Lancet. 345, 733-734. 1995. 
31) EE1~:'~~~i~l). ~~~1 ~i*), ~~:,lI~A-, ~~EEI~~~~2), ~tl~ ~:3), ~#~U~!~'). UJ~I ~~5), 7~i~i~ ~~') /J¥~~:~C~~7) 
/J¥~l (:8). ~BEEI~~-9). ~~~~~~~z*o), Jll~~~~~t**).T~t~~:E~1*2), j~j~~(e~:-*'), rF,f~~~~~!*+).]IIEEI~~A~1**) /J¥JII~~:16) 
~:I~:¥~~~~-~~*7), 1~~UJt~;~1*8)(*)~~~ 2 ~F~~4, 2)~b~~~~:~~~~~~~13~~~~~!~F~$~, 3)~b~~~~:~~~1~~~13i~~~~~~J~$4, ,)~~:~~ 
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　　大学臨床医学系外科，51筑波大学臨床医学系内科，6）東京大学医学部外科，7）東京大学医学部内科，8）東京女子医科
　　大学循環器外科，9）東京女子医科大学循環器内科，10）金沢大学医学部外科，11）国立循環器病センター心臓血管外
　　科，・2》国立循環器病センター内科，・3）九州大学医学部心臓外科，14）九州大学医学部循環器内科，15）慶慮義塾大学
　　医学部胸部外科，16）慶慮義塾大学医学部呼吸器循環器内科，17）広島大学医学部第1外科，18）広島大学医学部第1
　　内科）：致死性不整脈に対する植込み型除細動器一VENTAK－P1600植込み術の効果と安全性一．心臓ぺ一シン
　　グ，10，97－108，1994．
32）新　博次，野村敦宣，遠藤康実，小野寺威夫，斎藤寛和，井野　威，早川弘一：発作性心房細動の管理と予後一発
　　作性心房細動の停止と慢性化例の臨床的特徴一．心電図，14，93－99，1994．
33）鈴木郁代，上田洋一，里村克章，勝田悌実，荒牧琢己：急性肝炎の病態で発症，9年後の再燃により診断された
　　自己免疫生肝炎（ルポイド型）の1例．肝臓，35，382－387，1994．
34）飯沼宏之11，春見建一），杉本恒明1），早川弘一，松尾博司1），宮原英夫1），笠貫　宏1》，大江　透1），小川　聡1），
　　田辺晃久・），加藤貴雄，井上　博1），魚井　透1），折笠秀樹1），前田　博1）（・》JALT4研究グループ）：日本におけ
　　る不整脈薬物療法の現況＝JALT－1調査報告　その1．日本医事新報，3654，47－52，1994．
35）斎藤寛和，新　博次，八島正明，来馬明規，井野　威，早川弘一：Disopyramidephosphate静注による発作性
　　心房細動の停止．循環器科，35，406－409，1994．
36）加藤貴雄，早川弘一，角尾道夫1），宍戸　亮1），石塚恒雄2），小宮　泉2）（1）貴薬会　ほうせん診療所，2）明治製菓
　　株式会社　薬品総合研究所）：新しい抗不整脈薬ペンチソミド（ME3202）の臨床第1相試験：単回経口投与およ
　　び反復経口投与による安全性ならびに薬物動態の検討．臨床医薬，10，1077－1100，1994．
37）加藤和三1），飯沼宏之2），杉本恒明3》，井上　博4），細田瑳一5），岸田　浩，長田洋文6），山崎　昇7》，河合忠一8），
　　藤原久義9），平盛勝彦lo），戸山靖一11》（1）心臓血管研究所，2）心臓血管研究所附属病院内科，3）東京大学医学部第2
　　内科（現関東中央病院），4凍京大学医学部第2内科（現富山医科薬科大学医学部第2内科），5）東京女子医科大学
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　　中央病院・6）昭和大学第3内科，7）東京都多摩老人医療センター，8）昭和大学藤が丘病院循環器内科，9》茅ヶ崎市立
　　病院・1・）藤田保健衛生大学内科，・・）京都大学医学部，・2）国立循環器病センター，13）九州大学付属心臓血管研究施
　　設内科・・4）東京大学医学部国際保健計画学）：Nifedipine徐放性製剤（BAY　a1040－OD錠）の異型狭心症に対
　　する臨床効果：Nisoldipineを対照薬とした二重盲検比較試験．薬理と治療，23，S531－S560，1994．
60）大須賀勝，古明地弘和，寺田秀人，関山達也，勝田悌実，荒牧琢己，Moreau，R1），Lebrec，D．1）（1）INSERM　U－
　　24・France）：正常ラットの肝および全身血行動態の調節に果たすヒトAtrial　Natriuretic　Peptideの役割．薬
　　理と治療，23，S761－S770，1994．
61）戸嶋裕徳1），村山正博2），岸田　浩，甲谷哲郎3），田辺晃久4），友池仁暢5），野原隆司6），矢永尚士7），横田充弘8》
　　（1）久留米大学医学部第3内科，2）聖マリアンナ医科大学第2内科，3）北海道大学医学部循環器内科，・）東海大学医
　　学部第1内科，5）山形大学医学部第1内科，6）京都大学医学部第3内科，7）九州大学生体防御医学研究所生気象学，
　　8）名古屋大学医学部検査部）：本邦における無症候性心筋虚血の実態．心臓，27，87－95，1995．
62）加藤和三1》，飯沼宏之2），早川弘一，新　博次，杉本恒明3），井上　博4），中田八洲郎5），比江嶋一昌6），笠貫　宏7）
　　（1）心臓血管研究所附属病院，2）心臓血管研究所附属病院内科，3）東京大学医学部第2内科（現公立学校共済組合関
　　東中央病院）・4凍京大学医学部第2内科（現富山医科薬科大学医学部第2内科），5）順天堂大学医学部循環器内科
　　（現順天堂大学医学部附属順天堂伊豆長岡病院循環器科），6）東京医科歯科大学医学部第1内科（現東京医科歯科
　　大学医学部保健衛生科），7）東京女子医科大学循環器内科）．心室性期外収縮に対するflecainide注射剤の臨床効
　　果：前期第II相試験．臨床と研究，72，191－199，1995．
63）加藤和三1），飯沼宏之2），早川弘一，新　博次，杉本恒明3），井上　博4），中田八洲郎5），比江嶋一昌6），笠貫　宏7）
　　（1）心臓血管研究所・2）心臓血管研究所附属病院内科，3）東京大学医学部第2内科（現公立学校共済組合関東中央病
　　院）・4）東京大学医学部第2内科（現富山医科薬科大学第2内科），5）順天堂大学医学部循環器内科（現順天堂大学
　　医学部附属順天堂伊豆長岡病院循環器科），6）東京医科歯科大学第1内科（現東京医科歯科大学医学部保健衛生学
　　科）・7）東京女子医科大学循環器内科）：心室性期外収縮に対するflecainide注射剤の臨床効果：多施設共同によ
　　る後期第II相試験．臨床と研究，72，200－211，1995．
64）加藤和三1），飯沼宏之2），中田八洲郎3），比江嶋一昌4），笠貫　宏5），杉本恒明6），井上　博7），新　博次（1）心臓血
　　管研究所，2）心臓血管研究所附属病院内科，3）順天堂大学医学部循環器内科（現順天堂大学医学部附属順天堂伊豆
　　長岡病院循環器科）・4凍京医科歯科大学医学部第1内科（現東京医科歯科大学医学部保健衛生学科），5）東京女子
　　医科大学循環器内科，6）東京大学医学部第2内科（現公立学校共済組合関東中央病院），7凍京大学医学部第2内
　　科（現富山医科薬科大学医学部第2内科）：頻脈性上室性不整脈に対するEO735（flecainide）注射剤の効果：多
　　施設共同臨床第II相試験．臨床と研究，72，212－223，1995．
65）加藤和三1），飯沼宏之2），早川弘一，新　博次，杉本恒明3），井上　博4），中田八洲郎5），比江嶋一昌6），笠貫　宏7）
　　（1）心臓血管研究所，2）心臓血管研究所附属病院内科，3）東京大学医学部第2内科（現公立学校共済組合関東中央病
　　院），4）東京大学医学部第2内科（現富山医科薬科大学第2内科），5）順天堂大学医学部循環器内科（現順天堂大学
　　医学部附属順天堂伊豆長岡病院循環器科），6凍京医科歯科大学第1内科（現東京医科歯科大学医学部保健衛生学
　　科），7）東京女子医科大学循環器内科）：心室性期外収縮に対するflecainide注射剤の臨床効果：Disopyramide
　　を対照薬とした多施設二重盲検群間比較法による検討．臨床と研究，72，459－477，1995．
66）加藤和三1），飯沼宏之2），早川弘一，新　博次，杉本垣明3），井上　博4），中田八洲郎5），比江嶋一昌6），笠貫　宏7）
　　（1）心臓血管研究所，2）心臓血管研究所附属病院内科，3）東京大学医学部第2内科（現公立学校共済組合関東中央病
　　院）・4）東京大学医学部第2内科（現富山医科薬科大学第2内科），・）順天堂大学医学部循環器内科（現順天堂大学
　　医学部附属順天堂伊豆長岡病院循環器科），6凍京医科歯科大学第1内科（現東京医科歯科大学医学部保健衛生学
　　科），7）東京女子医科大学循環器内科）：発作性上室性頻拍に対するflecainide注射剤の臨床効果：プラセボを対
　　照とした多施設二重盲検群間比較法による検討．臨床と研究，72，478－490，1995．
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67）加藤和三1），飯沼宏之2），早川弘一，新　博次，杉本恒明3），井上　博4），中田八洲郎5），比江嶋一昌6），笠貫　宏7）
　　（1）心臓血管研究所，2）心臓血管研究所附属病院内科，3）東京大学医学部第2内科（現公立学校共済組合関東中央病
　　院），4）東京大学医学部第2内科（現富山医科薬科大学第2内科），5）順天堂大学医学部循環器内科（現順天堂大学
　　医学部附属順天堂伊豆長岡病院循環器科），61東京医科歯科大学第1内科（現東京医科歯科大学医学部保健衛生学
　　科），7）東京女子医科大学循環器内科）：発作性心房細動・粗動に対するEO735（flecainide）注射剤の臨床効果：
　　プラセボを対照とした多施設二重盲検群間比較法による検討．臨床と研究，72，491－503，1995．
68）新　博次，早川弘一：新しいClass　III抗不整脈薬RU－752単回経口投与時の薬物動態：健康成人における検討。
　　臨床薬理，26，15－16，1995．
69）新　博次，斎藤寛和，井野　威，早川弘一：新しいClassl抗不整脈薬Moracizine（EN－313）の臨床第1相試験．
　　臨床薬理，26，21－22，1995．
70）説田浩一，酒井俊太，鈴木郁代，浅井邦也，国見聡宏，横山広行，星野公彦，雪吹周生，今泉孝敬，富田喜文，
　　草間芳樹，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：Cilostazo1のPTCA後再狭窄防止効果の検試臨床薬理，
　　26，　89－90，　1995．
71）斉藤　勉，岸田　浩，哲翁弥生，多田祐美子，佐野純子，福間長知，草間芳樹，宗像一雄，早川弘一：労作狭心
　　症における自律神経系の日内変動に対するNipradilolの効果．臨床薬理，26，91－92．1995．
72）国見聡宏，宗像一雄，早川弘一，角尾道夫1》，高橋明達2），岡崎　豊2》（1）貴薬会ほうせん診療所，2）三井製薬工業
　　（株）開発第1部）：心不全治療薬MS－857注射剤の第1相試験：単回および点滴静注試験・臨床薬理・26・
　　259－260，　1995．
73）水町重範1），中山光三2），加藤貴雄（1）水町クリニック，2）荻窪病院内科）：ゴルフプレー中の無症侯性心筋虚血の
　　検出に対するホルター心電図の有用性．臨床スポーツ医学，12，351－355，1995．
74）汲田伸一郎1），水村　直1），木島鉄仁1），隅崎達夫1），酒井俊太，哲翁弥生，草間芳樹，宗像一雄（1）放射線科）：心
　　筋梗塞巣における低用量ドブタミン負荷時の機能解析：99mTc・MIBI心拍同期心筋シンチグラフィーを用いた
　　局所収縮機能評価．核医学，32，75－79，1995．
75）加藤貴雄，田寺　長，早川弘一：新しい抗不整脈薬の臨床電気生理学的特徴と血行動態に及ぽす影響。第3回頻
　　拍性カンファランス記録集，16－25，1995。
（2）総説：
　1）Seino，Y。：Pathophysiological　Analysis　of　Evolving　Ischaemic　Myocardial　Injury　by　Serum　Troponin　T
　　Release　Kinetics．TROPOIN　T．，10－12，1994．
　2）草間芳樹：再灌流不整脈と活性酸素：Free　Radical　Scavenger，活性酸素発生系を用いた検討。Jpn．J。
　　Electrocardiol，14，75－90，1994．
3）草間芳樹：狭心症症例の予後特に薬物療法の効果について．SYMPOSIA　HIGHLIGHTS，2，1994．
　4）横山広行，高野照夫1）（1）CCU）ハイリスク心疾患のベッドサイド・モニタリング（特集：ベッドサイド心臓病学）。
　　総合臨床，43，659－663，1994．
　5）荒牧琢己，関山達也：循環器疾患（特集：全身性疾患における肝病変）．肝胆膵，28・479－485，1994。
　6）加藤貴雄：動悸・脈拍異常：症候から検査へ．臨床医，20増刊号，590－591，1994．
　7）草間芳樹，加藤貴雄：ホルター心電図によるST変化の評価．循環科学，14，420－422，1994．
　8）早川弘一：ホルター心電図の適応と解釈：ホルター心電図の適応1不整脈が疑われる例．循環科学・14・450－454・
　　1994．
　9）加藤貴雄：心電図自動診断の有用性と問題点：検査法の基礎．検査と技術，22・399－403・1994・
10）新博次：併用療法における考え方：繁用不整脈治療薬の使い分け一1群，II群を中心に．Ther　Res・・15・
　　1669－1677，　1994．
11〉早川弘一：不整脈の薬物治療．Ther　Res，15，1823－1828・1994．
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12）早川弘一，宗像一雄：突然死と不整脈（特集：不整脈の治療をめぐって）．臨床成人病，24，591－596，1994．
13）清野精彦：急性心不全におけるPDEIII阻害薬の位置づけ．集中治療における循環サポート：アムリノンの使用
　　成績を中心として．2－5，1994．
14）加藤貴雄：心拍変動と不整脈：RR間隔変動を用いた自律神経機能の評価とその意義．医学のあゆみ，169，
　　989－993，　1994．
15）斎藤寛和，早川弘一：頻拍性不整脈の治療の選択：薬剤，外科療法，カテーテル・アブレーション，ぺ一スメー
　　カー（特集：医学の争点　治療をめぐって一心・血管）．nanoGIGA，13，962－968，1994．
16）宗像一雄，星野公彦，高山守正，早川弘一：心臓疾患とくに冠動脈性心疾患を伴った高脂血症（特集：高脂血症
　　はいかに治療すべきか疾患を伴う高脂血症の特徴と治療のポイント〉．臨床と薬物治療，13，545－548，1994．
17）早川弘一，清野精彦，田中啓治1），高野照夫1）（1）CCU）：急性循環不全up　date：急性心筋梗塞をめぐって（特集：
　　集中治療医学up　date）．集中治療，6臨時増刊号，143－153，1994．
18）加藤貴雄：循環器治療薬一多剤併用の利害（相加・相乗・禁忌）抗不整脈薬．循環科学，14，548－553，1994．
19）太田眞夫，大竹　稔：糖尿病と心疾患（特集：合併症の治療と管理（1））．医学と薬学，31，1325－1331，1994．
20）清野精彦，高野照夫1）（1）CCU）：心筋梗塞後の薬物治療と予後：循環器薬と予後の改善．medicina，31，
　　1332－1334，　1994．
21）加藤貴雄：診断のための検査法：その選択と治療への応用　加算平均心電図（特集：不整脈の臨床）．内科，74，
　　52－58，　1994。
22）早川弘一：塩酸アミオダロン：Up　Date注目の新薬’94循環器系．現代医療，26，2105－2109，1994．
23）勝田悌実，関山達也，荒牧琢己：肝疾患と腎障害（特集：合併症の治療と管理（2））．医学と薬学，32，213－219，
　　1994。
24）金　応文，加藤貴雄：冠動脈の臨床：新しい診断・治療体系（上巻）SAEによるQRS初期微小電位の検出：IHD
　　における臨床的意義．日本臨床，52，721－727，1994．
25）岸田　浩：冠動脈の臨床：新しい診断・治療体系（下巻）狭心症に対する薬物療法．日本臨床，52，185－191，
　　1994．
26〉斉藤　勉：冠動脈の臨床：新しい診断・治療体系（下巻）無症候性心筋虚血の予後規定因子としてのトレッドミ
　　ル運動負荷試験の有用性．日本臨床，52，489－495，1994．
27）浅井邦也，草間芳樹，高山守正，宗像一雄：冠動脈の臨床一新しい診断・治療体系（下巻）若年者心筋梗塞の特
　　徴と問題点．日本臨床，52，594－597，1994．
28）加藤貴雄＝冠動脈の臨床：新しい診断・治療体系（下巻）Latepotentialと重症不整脈の予知．日本臨床，52，
　　764－770，　1994．
29）加藤貴雄：不整脈（特集：薬物相互作用一他科受診患者への対応一他科で処方される薬剤とその相互作用）．臨
　　床と薬物治療，13，737－739，1994．
30）加藤貴雄：抗不整脈剤a）クラス1（特集：不整脈と治療剤）．医薬ジャーナル，30，2273－2278，1994．
31）加藤貴雄：頻脈性不整脈に対する薬物療法の現状と問題点．循環制御，15，372－376，1994．
32）岸田　浩：無症候性心筋虚血：循環器最前線．循環，15，2－7，1994．
33）新　博次：心房細動：薬物療法と血栓塞栓の予防：危険な不整脈とその管理．BIO　Clinica，9，639－642，1994．
34）荒牧琢己，多田祐美子，竹田純一：肝性胸水．日本医事新報，3671，3－7，1994．
35）斉藤　勉，哲翁弥生，岸田　浩：無症侯性心筋虚血の薬物療法（特集：虚血性心疾患診療はどう変わったか）．
　　臨床成人病，24，1233－1238，1994．
36）早川弘一：高齢者の薬物療法　不整脈（特集：高齢者薬物療法の実際）．MEDICAL　DIGEST，43，11－14，1994．
37）来馬明規，加藤貴雄：致死的不整脈例へのIII群抗不整脈薬の功罪（特集：不整脈の治療）．循環器科，36，
　　293－300，　1994．
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38）清野精彦：急性心不全の病態と内科的治療（特集：難治性心不全）．進歩する心臓研究，14，37－45，1994．
39）岸田浩：CohnI型：SMIの予後：Cohn分類からのアプローチ．現代医療，26，3525－3528，1994．
40）岸田　浩：無症候性心筋虚血の治療と予防に関する研究．現代医療，26．3583－3589，1994．
41）清野精彦，富田喜文，星野公彦，八島正明，大野忠明，高野照夫1），早川弘一（1）CCU）：トロポニン丁測定によ
　　る心筋傷害の診断と病態の分析（特集：集中治療と生化学的マーカー：最前線）。集中治療，6，1097－1106，1994．、
42〉新　博次：頻脈性不整脈の薬物療法：新しい抗不整脈薬を中心に（特集：不整脈治療最前線2）．HEART　NURS－
　　ING，　7，978－983，1994．
43）大須賀勝，寺田秀人，荒牧琢己：門脈圧充進症の薬物療法（特集：どう変わったのか肝疾患の概念〉．Mebio，
　　70－74，　1994．
44）高野照夫1），酒井俊太1），子島　潤1），太田眞夫，清野精彦（1）CCU〉：早期の診断法はどこまで進歩したか（特集：
　　急性心筋梗塞症一診断と治療の最前線）．救急医学，18，1653－1656，1994．
45）荒牧琢己，寺田秀人，大須賀勝，関山達也：肝硬変・門脈圧充進症　門脈部分結紮による門脈圧充進症（特集：
　　肝胆膵疾患の実験モデルー作成法とその意義）．肝胆膵，29，933－939，1994．
46）新博次：上室性不整脈の薬物療法：抗不整脈薬最近の使い方．PTM．，7，1－2，1994．
47）岸田　浩：無症候性心筋虚血．medicina，31，2562－2563，1994．
48）遠藤康実，新　博次，早川弘一：致死的循環器疾患の救急処置：致死性不整脈．循環科学，14，1156－1160，1994．
49）長江安洋，勝田悌実：癌抑制遺伝子Rbの生体内作用．医学のあゆみ，171，878－879，1994．
50）早川弘一：JALT－1，2と学会調査：循環器専門医が参加する大規模前向き研究．循環器専門医，3，249－250．
　　1995．
51）多田祐美子，井野　威，早川弘一：不整脈診断法の進歩：不整脈一診断の進歩一．臨床科学，31，9－14，1995．
52）岸田　浩：循環器疾患と日内変動．日医大誌，62，65－70，1995．
53）大坂元久：心拍のゆらぎと自律神経．日医大誌，62，71－75，1995．
54）高野照夫1），横山広行，太田眞夫，内田拓実，浅井邦也，酒井俊太，鈴木郁代，星野公彦，国見聡宏，今泉孝敬1）・
　　富田喜文，子島　潤1），草間芳樹，高山守正1），宗像一雄，田中啓治1），早川弘一（1）CCU）：急性心筋梗塞におけ
　　るショックの対策：特にその発症時期と臨床背景の検討．心臓，27，12－22，1995．
55）荒牧琢己，清宮康嗣：薬物誘起による消化器病変：診断と治療の進歩：1．薬物性肝障害の最近の動向（特集：薬
　　物誘起による消化器病変）．日内学誌，84，3－8，1995．
56）加藤貴雄：集中治療における抗不整脈薬の使い方（特集：集中治療における不整脈治療の進歩）．集中治療，7，
　　113120，　1995．
57）小林義典，高野照夫1）（1）CCU）：不整脈治療としての補助循環（特集：集中治療におけける不整脈治療の進歩）．
　　集中治療，7，135－140，1995．
58）荒牧琢己：肝硬変の病態と診断．東京医師会誌・47・1026－1030，1995．
59）金　応文，加藤貴雄：加算平均心電図QRS初期微小電位の示す心電情報（特集：体表面心電学の進歩（II））．日
　　本臨床，53，384－389，1995．
60〉加藤貴雄，金　応文：Kent束順行伝導特性の体表面加算平均心電図法による評価（特集：体表面心電学の進歩
　　（II））．日本臨床，53，395－399，1995．
61）加藤貴雄，早川弘一：任意の加算平均による心室遅延電位の検討（特集：体表面心電学の進歩（II））．日本臨床，
　　53，　400－406，　1995．
62）早川弘一：不整脈の診断と治療　その最近の進歩：突然死と不整脈．興和医報，2，67－70，1995．
63）加藤貴雄：急性心筋梗塞後の不整脈．医報フジ，93，33－39，1995．
64）加藤貴雄：不整脈1期外収縮　他．愛S，271，80－81，1995．
65）加藤貴雄：不整脈2房室ブロック　他．愛S，272，78－79，1995．
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〔1993年度追加分〕
（1）原著：
　1）鈴木　健1》，大津文雄1），真鍋辰哉1），田中邦夫ユ），長澤紘一1），岸田　浩，早川弘一（1）多摩永山病院内科）：ニト
　　ログリセリンテーブ放出様式と連用時運動負荷心電図の関係：体表面新田報による検討．臨床薬理，25，25－26，
　　1994．
（2）総説：
　1）勝田悌実，林　純一，吉田明弘，荒牧琢己：急性疾患・クライシスの一次・二次予防食道静脈瘤出血（特集：予
　　防医学の最前線　予知できる疾患とその対策一消化器）：nano　GIGA，13，299－302，1994．
　2）早川弘一：不整脈の診断と治療その最近の進歩　系統的変性疾患と不整脈．興和医報，3，39－42，1994．
　3）早川弘一・井野　威：老年者の不整脈治療の方針：老年者循環器疾患の特性と対策．日老医会誌，31，192－197，
　　1994．
（3）研究報告書：
　1）奥村英正，荒牧琢己，里村克章，勝田悌実，関山達也，寺田秀人，上田洋一，黒川浩史：難治性肝炎の研究：各
　　種ウイスルマーカー陰性の肝障害（非A非B非C型肝炎）について．平成4年度特殊疾病（難病）に関する研
　　究報告書．P．157－164，1994．
2）荒牧琢己，緒方憲一，勝田悌実，里村克章，田尻　孝1），谷合信彦1），西久保秀紀1），伊藤公一郎2），弦間和仁2）（1）
　　第1外科，2）放射線科）：左胃静脈一腎静脈巨大短絡路における高アンモニア血症に対し塞栓術を施行した非硬
　　変肝の1例．厚生省特定疾患門脈血行異常症調査研究班平成5年度研究報告書．P．164－166，1994．
3）荒牧琢己，大須賀勝，古明地弘和，寺田秀人，関山達也，勝田悌実，里村克章：二次性胆汁性肝硬変ラットの内
　　臓循環に対するヒトAtrial　natriuretic　peptideの影響．厚生省特定疾患門脈血行異常症調査研究班平成5年度
　　研究報告書．P．178－180，1994．
4）荒牧琢己，勝田悌実，黒川浩史，上田洋一，寺田秀人，大須賀勝，関山達也，里村克章：門脈圧克進症における
　　ニトログリセリンの門脈降圧効果：投与量別検討．厚生省特定疾患門脈血行異常症調査研究班平成5年度研究報
　　告書．P．202－204，1994．
著　書
　1）Hayakawa，H・，Kanno，M・1），Mande1，W．J．2）（1）Department　of　Phormacology　Hokkaido　University，
　　2）Department　of　Medicine，Division　of　Cardiology，Cedars－Sinai　Medical　Center）：〔共著〕Intemational
　　Congress　and　Sumposium　Series　Number207”Recent　Developments　in　the　Management　of　Arrhythmias”．
　　Royal　Society　of　Medicine　Press　Limited．London，New　York，1994．
　2）Kato，T．：〔編集〕Japanese　Heart　Jouma1。Vol．35Suppl．1．Japanese　Heart　Joumal　Association，1994．
　3）早川弘一：〔分担〕日本における抗不整脈薬の開発．”Recent　Developments　in　the　Management　of　Arrhyth・
　　mias”（eds。Hayakawa，H．，Kanno，M．，Mandel，WL），P．3－7，Royal　SocietyofMedicinePressLimited．
　　London，New　York，1994．
　4）新　博次：〔分担〕Class　I抗不整脈薬の電気生理学的効果と心血行動態に与える影響．”Recent　Developments
　　in　the　Management　of　Arrhythmias”（eds．Hayakawa，H，，Kamo，M。，Mandel，WL），P．43－50，Royal
　　Society　of　Medicine　Press　Limited．London，New　York，1994．
　5）新　博次：〔分担〕3．心血管系傷害　3．不整脈．”循環器診療マニュアル”（伊吹山千晴，関　博人，村松　準
　　編），P．186－199，金原出版，1994．
　6）岸田　浩：〔分担〕4．心血管系疾患　4．狭心症．”循環器診療マニュアル”（伊吹山千晴，関　博人，村松　準
　　編），P．277－287，金原出版，1994．
　7）岸田　浩：〔分担〕4．心血管系疾患　4．無症候性心筋虚血．”循環器診療マニュアル”（伊吹山千晴，関　博人，
一87一
　村松　準編），P．287－290，金原出版，1994．
8）早川弘一：〔監修〕”臨床栄養学”，文光堂，1994．
9）宗像一雄，鈴木郁代：〔分担〕II．循環器系疾患　高血圧．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P・49－64，
　文光堂，1994．
10）早川弘一：〔分担〕II．循環器系疾患　虚血性心疾患．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P．65－74，
　文光堂，1994．
11）清野精彦：〔分担〕II．循環器系疾患　心不全．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P・75－95・文光堂・
　1994．
12〉加藤貴雄：〔分担〕II．循環器系疾患　不整脈．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P・96－114，文光
　堂，1994．
13）荒牧琢己：〔分担〕V．肝，胆道，膵疾患　肝疾患．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P，173－197，
　文光堂，1994．
14）里村克章：〔分担〕V．肝，胆道，膵疾患　胆道疾患．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P．198－208，
　文光堂，1994．
15）里村克章：〔分担〕V．肝，胆道，膵疾患　膵疾患．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P209－218・
　文光堂，1994．
16）遠藤孝雄：〔分担〕IX．免疫疾患　膠原病．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P・303－316，文光堂・
　1994．
17）勝田悌実：〔分担〕XIV．経管栄養．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P．397－402，文光堂，1994．
18）勝田悌実：〔分担〕XV．高カロリー輸液．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P．403－408，文光堂，
　1994．
19）太田眞夫：〔分担〕XVI．検査食．”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編）P，409－412，文光堂，1994．
20）早川弘一，平岡昌和1），橋本敬太郎2）（1〕東京医科歯科大学難治疾患研究所・成人疾患研究部門・循環器病，2》山梨
　医科大学薬理学）：〔共著〕新しい抗不整脈薬．医薬ジャーナル社，1994．
21）井野　威：〔分担〕1．リン酸ジソピラミドC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎編）・
　P．25－32，医薬ジャーナル社，1994．
22）井野威：〔分担〕2．塩酸プロカインアミドC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎
　編），P．42－47，医薬ジャーナル社，1994．
23）加藤貴雄：〔分担〕3．塩酸メキシレチンC．臨床』’新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎編），
　P。57－67，医薬ジャーナル社，1994．
24）加藤貴雄：〔分担〕4．塩酸アプリンジンC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎編），
　P．76－86，医薬ジャーナル社，1994．
25）加藤貴雄：〔分担〕5．塩酸プロパフェノンC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎編），
　P．97－108，医薬ジャーナル社，1994．
26）新　博次：〔分担〕6．コハク酸シベンゾリンC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎
　編），P．118－123，医薬ジャーナル社，1994．
27）平山悦之：〔分担〕7．酢酸フレカイニドA．生理。”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎編），
　P．124－128，医薬ジャーナル社，1994．
28）新　博次：〔分担〕7．酢酸フレカイニドC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和・橋本敬太郎編）・
　P．134－140，医薬ジャーナル社，1994．
29〉早川弘一：〔分担〕8．塩酸ピルジカイニドC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎編），
　P．150－159，医薬ジャーナル社，1994．
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30）加藤貴雄：〔分担〕9．塩酸アミオダロンC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎編），
　　P．171－182，医薬ジャーナル社，1994．
31）新　博次：〔分担〕10．塩酸ベプリジルC．臨床．”新しい抗不整脈薬”（早川弘一，平岡昌和，橋本敬太郎編），
　　P．194－198，医薬ジャーナル社，1994．
32）早川弘一：〔分担〕II循環器疾患　不整脈．”処方の実際”（内藤周幸監修），P．52－57，薬業時報社，1994．
33）早川弘一＝〔分担〕II体表面心臓微小電位の臨床　序．”体表面心臓電位図・体表面心臓微小電位の臨床”（安井
　　昭二編），P．295－296，ライフメディコム出版部，1994．
34）加藤貴雄・早川弘一：〔分担〕2－6．不整脈の治療と心室遅延電位．”体表面心臓電位図・体表面心臓微小電位の
　　臨床”（安井昭二編），P．404－411，ライフメディコム出版部，1994．
35）加藤貴雄・早川弘一：〔分担〕2－10．任意の加算平均による心室遅延電位の検討．”体表面心臓電位図・体表面
　　心臓微小電位の臨床”（安井昭二編），P．445－454，ライフメディコム出版部，1994．
36）早川弘一：〔分担〕V－7心臓エマージェンシーへの疾患からみた対応の仕方　7－4徐脈性不整脈．”循環器NOW
　　No・7心臓エマージェンシー”（矢崎義雄，山口　徹，島田和幸，上嶋権兵衛編），P．196－199，南江堂，1994．
37）加藤貴雄：〔分担〕乳徐脈性不整脈・”新しい集中治療の指針”（吉矢生人，島田康弘編），P・180－186，南山堂，
　　1994．
38）早川弘一：〔分担〕心筋梗塞・心不全・感染性心内膜号”今日の処方　改訂第2版”P118－121，南江堂，1994．
39）岸田　浩：〔分担〕狭心症．”新心電図マニュアル”（前田如矢，石川恭三，小沢友起雄編），P．109－117，中外医
　　学社，1994．
40）岸田　浩：〔分担〕無症候性心筋虚血”新心電図マニュアル”（前田如矢，石川恭三，小沢友起雄編），P．118－124，
　　中外医学社：，1994．
41）加藤貴雄＝〔分担〕洞房プロック・洞停止．”新心電図マニュアル”（前田如矢，石川恭三，小沢友起雄編），P．
　　253－257，中外医学社，1994．
42）加藤貴雄：〔分担〕房室ブロック．”新心電図マニュアル”（前田如矢，石川恭三，小沢友起雄編），P．258－265，
　　中外医学社，1994．
43）加藤貴雄：〔分担〕心室捕捉．”新心電図マニュアル”（前田如矢，石川恭三，小沢友起雄編），P．266－270，中外
　　医学社，1994．
44）加藤貴雄：〔分担〕補充収縮，補充調律．”新心電図マニュアル”（前田如矢，石川恭三，小沢友起雄編〉，P．271－278，
　　中外医学社，1994．
45）加藤貴雄：〔分担〕ヒス束心電図．”新心電図マニュアル”（前田如矢，石川恭三，小沢友起雄編），P．279－286，
　　中外医学社，1994．
46）草間芳樹，早川弘一：〔分担〕1．再灌流傷害の基礎　6．再濯流不整脈の発生機序（1）フリーラジカル．”心筋虚
　　血再灌流傷害”（三浦　傳，神原啓文編），P．105－120，世界保健通信社，1994．
47）早川弘一：〔分担〕II．心肺蘇生法　心停止の分類とその対策．”救急蘇生法の指針一医師用一”（日本医師会編），
　　P．41－47，へるす出版，1994．
48）早川弘一：B救急疾患，II循環系救急疾患　4．高血圧緊急症．”最新救急医学”（下地恒毅，平澤博之編），最新
　　医学社，P．241－244，1994．
49）加藤貴雄：〔分担〕抗凝固療法の新しい考え方．”循環器NOW8不整脈病態理解と治療法の進歩”（矢崎義雄，
　　山口　徹，島田和幸，小川　聡編），P．235－236，南江堂，1995．
50）新　博次：〔分担〕VI治療の実際一2薬物療法　2－1抗不整脈薬の種類と使い方．”循環器NOW8不整脈　病態
　　理解と治療法の進歩”（矢崎義雄，山口　徹，島田和幸，小川　聡編），P．220－226，南江堂，1995．
51）加藤貴雄：〔分担〕VI治療の実際一2薬物療法　2－2抗不整脈薬併用療法．”循環器NOW8不整脈　病態理解と
　　治療法の進歩”（矢崎義雄，山口　徹，島田和幸，小川　聡編），P．227－230，南江堂，1995．
一89一
52）加藤貴雄：〔分担〕緊急ぺ一シング．”今日の治療指針1995”（日野原重明，阿部正和監修），P・59－60，医学書院・
　　1995．
53）岸田　浩：〔分担〕医療機関における被験者の人権保護．
　　56－73，ミクス，1995．
”GCPにおける被験者の人権保護”（ミクス編），P．
学会発表
（1）特別講演：
　1）早川弘一，斎藤寛和，野村敦宣：職業的ストレスと不整脈．産業衛生学会第185回関東地方会例会，1994，5．
　2）加藤貴雄：加算平均心電図情報を用いた不整脈治療の評価，第4回近畿臨床電気生理学研究会，1994，6．
　3）早川弘一：重症不整脈の治療，日本集中治療医学会東海・北陸地方会，1994，9．
（2）シンポジウム：
　1）Katoh，T．：Arrhythmia－related　transient　changes　ofhighfrequency　filtered　QRS　complex（High　Resolution
　　ECG　III）．XXI　Intemational　Congress　on　Electrocardiology（Yokohama），1994，7．
　2）Seino，Y：Pathophysiological　Analysis　of　Ischemic　Myocardial　Injury　by　Troponin　T　Release　Kinetics．
　　World　Congress　of　Cardiology　Press　Conference（Dallas），1994，11．
　3）斎藤寛和，大坂元久，染谷友子，野村敦宣，佐々部典子，小野卓哉，松本　真，新　博次，加藤貴雄，早川弘一，
　　渡部　昇1），伊藤高司1》（1）基礎医学庸報処理室）：心室期外収縮の出現分布の解析一相関次元を用いて一（生物”
　　リズム”の医工学「循環器と生体リズム」），第8回日本エム・イー学会秋季学会，1994・10．
　4）佐藤良一1），小海信一，久留一郎2），縄田隆浩2），Wasserstro耽J．A。3），高井博之1），小柳津美樹1），唐崎専也1），
　　佐賀俊彦4），城谷　均4），香取　瞭4）（1）近畿大学第一内科，2）鳥取大学第一内科，3）Northwestem　University，
　　Medical　School，41近畿大学心臓外科）：ヒト心房筋細胞の電気生理学的特性．特にNa＋，ACh感受性K＋Chan・
　　nelについて．第11回日本心電学会学術集会，1994，10．
　5）小海信一，佐藤良一1），Wasserstrom，J．A．2），早川弘一（1）近畿大学第一内科，2）NorthwestemUniversity，Medical
　　School）：G蛋白によるヒト心室筋細胞K　Chamelの修飾．第11回日本心電学会学術集会・1994・10．
　6）斉藤　勉：狭心症における虚血発作と体液性因子との関連および治療について（虚血性心疾患における時間生物
　　学的アプローチと時間治療学）：第4回循環器セラピューティック・フォーラム，1994，11．
　7）本間　博：ICUにおける経食道心エコー図一心筋虚血時の左室拡張機能のモニター（経食道心エコー図の現
　　状）．第6回日本臨床モニター学会総会，1995，3．
　8）浅井邦也・），酒井俊太L），高山守正・》，国見聡宏，山本　剛，藤田進彦，大場崇芳，高木　元・笠神康平・高橋直
　　人，鈴木郁代，星野公彦，横山広行，雪吹周生，説田浩一，富田喜文，草間芳樹，宗像一雄，早川弘一（’）集中
　　治療室）：Dual　thermistor　thermodilution　catheterによる心拍出量測定の有用性（経食道心エコー図の現状）．
　　第6回日本臨床モニター学会総会，1995，3．
（3）パネルディスカッション：
　1）加藤貴雄，来馬明規，早川弘一：開発中の新規III群薬の展望：上室性および心室性不整脈への応用と問題点．
　　第11回日本心電学会学術集会，1994，10．
　2）宗像一雄：心不全と不整脈（心不全の予後）．第29回臨床心臓病談話会，1995，2．
（4）セミナー：
　1）加藤貴雄＝不整脈薬物治療の在り方．第5回心臓病学フォーラム，1994，8．
　2〉加藤貴雄：循環器用剤のTDM（抗不整脈薬）．第17回薬物治療モニタリング研究会特別ゼミナール，1994，9．
　3）早川弘一：日常生活における循環器モニタリング．第6回日本臨床モニター学会総会，1995，3．
（5〉ワークショップ：
　1）1くiuchi，K．，Hayakawa，H。，Vatner，D．E1），Vatner，S．F．1）（1）Cedars－Sinai　Medical　Center）：Myocardia1
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fi-adrenergic receptor function during the development of pacing-induced heart failure. 2nd International 
Congress of Pathophysiology (Kyoto), 1994, 11. 
2) ~~EEI'~~~~. EEI ~~d~: ~~'~i*~~~~i ~i~71~~~Sf~ ;~~~:~:~~ ~~EEI~~F)~ ~1~J~t~: ~:f~r~~~, ~:~~~~~~: F~m~~~E)lJ;1!~~ 
~~~~{~~) ~~~~~:F~~~~* ~*~~e~;~f~:~~~~~l~~~q)~~t ~i~29~IF1~;~:F~i~~:~~i~~13~~, 1994, 11. 
(6) -~~~~~~~ : 
1) Osaka, M., Saitoh, H., Ono, T., Matsumoto, S., Nomura, A., Sasabe, N., Atarashi, H., Katoh, T., Hayakawa, 
H. : Correlation Dimension of RR Intervals-A New Index of Human Autonomic Function. 6th International 
Congress on Ambulatory Monitoring (Barcelona), 1994, 5 . 
2) Saitoh, H., Atarashi, H., Ono, T.. Matsumoto, S., Nomura, A., Osaka, M., Sasabe, N_, Ino, T., Hayakawa, 
H. : Offset of antiarrhythmic effect in combination therapy with p-blocker and class la agent. -Comparative 
effects of bisoprolol or disopyramide alone and of combination therapy. 6th International Congress on 
Ambulatory Monitoring (barcelona), 1994. 5 . 
3) Nomura, A., Saitoh. H., Matsumoto. S.. Ono. T., Miyauchi, Y., Osaka, M., Sasabe, N., Atarashi, H., 
Hayakawa, H. : Parasympathetic activity is augmented during recovery phase of pharmacological total 
autonomic blockade (TAP) . 6th International Congress on Ambulatory Monitoring (Barcelona). 1994. 
5. 
4) Nagano, T., Sato, R,1), Koumi, S., Terada, H., Katsuta. Y., Aramaki, T. (1)Department of Internal Medicine, 
Kinki University) : Voltage dependent K+ channel in guinea-pig isolated hepatocytes. 3rd United European 
Gastroenterology Week (Oslo) , 1994, 6 . 
5) Terada, H., Kurokawa, H., Nagano, T., Komeichi, H., Tsutsui, H., Oosuga, M., Sekiyama, T., Satomura, 
K., Katsuta, Y., Aramaki, T. : Portal Haemodynamic Response to a very Low-Dose Nitroglycerin in 
Cirrhosis. 3rd United European Gastroenterology Week (Oslo) , 1994, 6 . 
6) Tanaka, K., Nagasawa, K., Suzuki, T., Manabe, T., Otsu, F., Yamanaka, H., Tanaka, T., Hayakawa, H. 
Evaluation of the reproducibility of 48 hr ambulatory blood pressure monitoring, using maximum entropy 
method. XXI International Congress on Electrocardiology (Yokohama), 1994, 7 . 
7) Kusama, Y., Miyatake, Y., Munakata, K., Kishida, H., Hayakawa, H. : Reduction of reperfusion-induced 
arrhythmias by ATP-dependent potassium channel opener. XXI International Congress on Electrocar-
diology (Yokohama), 1994, 7 . 
8) Miyatake, Y., Kusama, Y., Munakata, K., Kishida, H., Hayakawa, H. : Brief Pretreatment with Adenosine 
A1 Selective Agonist Reduced Ischemia-Induced Arrhythmias. XXI International Congress on Electrocar-
diology (Yokohama), 1994. 7 . 
9) Kim, E.M., Katoh, T., Kuroki, S., Kamei, S., Yashima, M., Kuruma A., Kobayashi, Y., Saitoh, H., Ino, T., 
Atarashi, H., Hayakawa, H. : Non-Invasive Evaluation of Pharmacological and Electrical Mondification of 
Accessory Pathway Using Signal Averaged Electrocardiogram. XXI International Congress on Electrocar-
diology (Yokohama) , 1994, 7 . 
10) Sakai, S., Kusama, Y., Homma, H., Uemura, R., Nishigaki, R, Munakata, K., Kishida, H., Hayakawa, H. 
Does Stress-Induced ST Elevation in Infarct-Related Leads Indicate Ischemia of Residual Viable Myocar-
dium?. XXI International Congress on Electrocardiology (Yokohama), 1994, 7 . 
11) Ohara, K., Katoh, T., Kim, E.M., Ohra, T., Kuroki, S., Kamei, S., Fujimori, H., Hayakawa. H. : Non-
Invasive Evaluation on the Mechanism of Ventricular Bigeminy Using New Technique of Signal-
Averaging. Re-entry? or Not?. XXI International Congress on Electrocardiology (Yokohama), 1994, 7 . 
12) Osaka, M., Saitoh, H., Ono, T., Matsumoto, S., Nomura, A., Sasabe, N., Atarashi, H., Katoh, T., Hayakawa, 
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H. : Correlation Dimension of RR intervals ; A New Index of Human Autonomic Function. XXI Interna-
tional Congress on Electrocardiology (Yokohama) , 1994. 7 . 
13) Yamanaka, H., Otsu, F., Suzuki, K., Manabe, T., Tanaka, T., Tanaka, K., Nagasawa, K., Hayakawa, H. 
Does Measurement Interval Affect Heart Rate Circadian Periodicity?. XXI International Congress on 
Electrocardiology (Yokohama). 1994, 7 . 
14) Saitoh, H., Osaka, M., Ono, T., Matsumoto, S., Miyauchi Y., Nomura, A., Sasabe, N., Atarashi, H., Katoh, 
T., Hayakawa, H. : Physiological Significance of Correlation Dimension of RR intervals. XXI International 
Congress on Electrocardiology (Yokohama). 1994, 7 . 
15) Sakai, S.. Kusama, Y., Homma, H., Uemura, R., Asai, K., Suzuki, I., Ohkuni, S., Takayama, M., Munakata, 
K., Kishida, H., Hayakawa, H. : Does stress-induced ST elevation in infarct-related leads indicate ischemia 
of residual viable myocardium?. Joint 12th World Congress of Cardiology and 16th Congress of the 
European Society of Cardiology (Berlin), 1994. 9 . 
16) Katoh, T., Kim, E.M., Ohara, T., Ohra. K., Ohmura, K.. Kuroki, S., Hayakawa, H. : Non-invasive Diagnosis 
of Concealed WPW Syndrome by Detection of High Frequency Preceding Micropotentials, American Heart 
Association 67th Scientific Sessions (Dallas) , 1994, 11. 
17) Ono, T., Nomura, A., Someya, T., Matsumoto, S., Miyauchi, Y., Osaka, M., Sasabe, N., Saitoh, H., Ino, T., 
Atarashi, H., Katoh, T., Hayakawa, H. : a-Adrenergic Vascular Response in the Patients With Cardiac 
Arrhythmia. American Heart Association 67th Scientific Sessions (Dallas) , 1994. 11. 
18) Osaka, M., Saitoh, H., Sasabe, N., Nomura, A., Ino, T., Atarashi, H., Katoh, T., Kishida, H., Hayakawa, 
H. : Correlation Dimension Analysis of Heart Rate Variability Preceding and Following Nonsustained 
Ventricular Tachycardia. American Heart Association 67th Scientific Sessions (Dallas), 1994, 11. 
19) Tetsuou, Y., Hanashi, A., Tada, Y., Miyatake, Y., Sano, J., Fukuma, N., Saitoh, T., Tomita, Y., Ohta, M., 
Munakata, K., Hashimoto, F., Kishida, H., Ohtake, M., Hayakawa, H. : Cardiac adrenergic regulation to 
left ventricular function in patients with diabetes mellitus. 15th International Diabetes Federation Congress 
(Kobe). 1994, 11. 
20) Kaneko, H., Endo, T., Fujita, S., Kiuchi, K., Suzuki, I., Asai, K., Nejima, J., Suzuki, Y., Hayakawa, H. 
Inhibition of nitric oxide synthesis does not increase cardiac contractile response but reduces coronary 
blood flow response to p-adrenergic stimulation in normal dogs. The International Symposium on 
Endothelium-derived Factors and Vascular Protection (San Francisco). 1995. I . 
21) Seino, Y., Momomura, S., Takano, T., Hayakawa. H., Katoh, K., for the intravenous Milrinone investiga-
tors in Japan : Multicenter Double-blind Study of Intravenous Milrinone for Patients with Acute Heart 
Failure in Japan. Society of Critical Care Medicine 24th Educational and Scientific Symposium (San 
Francisco), 1995, 2 . 
22) Kaneko, H., Endo, T., Fujita, S., Kiuchi, K., Suzuki, I., Asai, K., Nejima, J., Suzuki, Y., Hayakawa, H. 
Inhibition of nitric oxide synthesis does not increase cardiac contractile response but reduces coronary 
blood flow response to p-adrenergic stimulation in normal dogs. American College of Cardiology 44th 
Annual Scientific Session (New Orleans), 1995. 3 . 
23) Takayama, M., Munakata, K., Tomita, Y., Kaneko, H., Kunimi, S., Yokoyama, H., Kusama, Y., Takano, 
T., Hayakawa, H. : Regression of infarctrelated coronary lesions on aggressive lipid lowering treatment in 
patients after recovery form acute myocardial infarction. American College of Cardiology 44th Annual 
Scientific Session (New Orleans). 1995. 3 . 
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　　虚血性心疾患におけるリポ蛋白（a）の検討：特に冠危険因子としての役割における男女差の意義．第91回日本内
　　科学会講演会，1994．4．
25）草間芳樹，本間　博，酒井俊太，哲翁弥生，浅井邦也，多田祐美子，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　運動誘発無症便性ST下降の鑑別診断におけるドブタミン負荷心エコーの有用性．第91回日本内科学会講演会。
　　1994．4．
26）斎藤寛和，大坂元久，佐々部典子，野村敦宣，井野　威，新　博次，加藤貴雄，岸田　浩，大竹　稔，早川弘一：
　　体位変換に対する自律神経の反応性：加齢及び糖尿病による変化．第91回日本内科学会講演会．1994．4．
27）黒川浩史，染谷友子，上田洋一，大須賀勝，寺田秀人，関山達也，里村克章，勝田悌実，荒牧琢己，早川弘一：
　　門脈圧充進症における肺循環と肺高血圧．第91回日本内科学会講演会．1994．4．
28）大須賀勝，古明地弘和，寺田秀人，関山達也，勝田悌実，荒牧琢己，Moreau，R．1），Lebrec，EL1）（1）INSERMU．
　　24）：二次性胆汁性肝硬変ラットの内臓循環に及ぼすヒトAtrial　natriureticpeptideの効果．第80回日本消化器
　　病学会総会，1994，4．
29）福間長知・富村正登・清水秀治・哲翁弥生，宮武佳子，多田祐美子，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　本態性高血圧症例の自律神経性循環調整機能．第2回高血圧心研究会，1994，4．
30）哲翁弥生，多田祐美子，宮武佳子，佐野純子，福問長知，斉藤　勉，富田喜文，宗像一雄，太田眞夫，岸田　浩，
　　大竹　稔，早川弘一：糖尿病患者の心機能に及ぽす心筋Nor－epinephrine（NE）代謝異常．第37回日本糖尿病学
　　会年次学術集会．1994，5．31
31）太田眞夫，内田拓実，富田喜文，高山守正，清野精彦，宗像一雄，橋本英洋，清水順治，高野照夫，大竹　稔，
　　早川弘一，中島克行1）（1旧本抗体研究所）：急性心筋梗塞におけるレムナント・リポ蛋白の意義：とくに糖尿病
　　及び冠動脈硬化との関連について．第37回日本糖尿病学会年次学術集会，1994，5．
32）福本裕子，黒川浩史，寺田秀人，関山達也，勝田悌実，里村克章，荒牧琢己：Non－alcoholic　Steatohepatitisを
　　合併した自己免疫性肝炎の1例．第229回日本消化器病学会関東支部例会，1994，5．
33）小原啓子，金子晴生，藤田信輔，斎藤寛和，井野　威，荒牧琢己，早川弘一，吉田和弘1），大谷　昌2），森　　守2）
　　（1）泌尿器科，2）国立予防衛生研究所細菌部）：高度の黄疸，腎不全発症後に来院し成人呼吸窮迫症候群を伴いなが
　　ら救命し得たワイル病の1例．第427回日本内科学会関東地方会，1994，5．
34）大村和子，小林義典，小原俊彦，小原啓子，野村敦宣，田寺　長，来馬明規，八島正明，金　鷹文，黒木伸一，
　　斎藤寛和・井野　威・新　博次，加藤貴雄，岸田　浩，早川弘一：当科におけるカテーテル・アブレーションの
　　現況．日本医科大学医学会第83回例会，1994，5．
35）田寺　長，井野威，宮本新次郎，松本　真，小野卓哉，大村和子，野村敦宣，小原俊彦，小原啓子，八島正明，
　　来馬明規・金鷹文・小林義典・斎藤寛和・新博次・早川弘一：AVRT中に冠静脈洞電位のsplitting，altemans
　　が先行し心房細動に移行するWPW症候群の1例．第24回臨床心臓電気生理研究会，1994，5．
36）斎藤寛和，新　博次・野村敦宣・小原俊彦，遠藤康実，井野　威，早川弘一：抗不整脈薬併用効果を静注後の運
　　動負荷試験により評価した心室頻拍の1例．第17回抗不整脈薬併用療法研究会，1994，6．
37）草問芳樹，雪吹周生：Reperfusion　arrhythmiaの発生機序に関する検討．第40回東京心臓の会，1994，6．
38）田中古登子，井野　威，金子晴生，大村和子，田寺　長，黒木伸一，小林義典，草間芳樹，早川弘一：興味ある
　　電気生理学的所見，臨床経過を示したpartial　atrial　standstillの1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第152
　　回学術集会，1994，6．
39）河住　茂1），滝田孝之1），筒井　仁1），桑名壮太郎1），吉田知永，早川弘一，矢島俊巳2），二宮淳一2）（1）三菱重工大
　　倉山病院内科，2）胸部外科）：左房を占拠する巨大球状腫瘤を認めた2症例．日本循環器学会関東甲信越地方会第
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138）本間　博，草間芳樹，高橋直人，酒井俊太，富田喜文，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：ドブタミン
　　負荷心エコー図法による梗塞部残存心筋のhibemationからの回復予測．第40回循環器負荷研究会，1995，2。
139）浅井邦也，小林千絵，石井新哉，掃部弘行，小山善次，子島　潤，高山守正，高野照夫・早川弘一・立川裕里1）
　　（1）深川立川病院）：Protein　C欠乏症に生じた急性心筋・腎梗塞の1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第155
　　回学術集会，1995，2．
140）佐藤　越，圷　宏一，大村和子，宮内靖史，雪吹周生，小林義典，井野　威，宗像一雄，早川弘一：右冠動脈形
　　成不全を伴うWPW症候群の3例．日本循環器学会関東甲信越地方会第155回学術集会，1995，2。
141）北山浩気1），木内　要1），三枝直紀1），田中茂夫2），早川弘一（1）保谷厚生病院，2）外科学第2）：慢性心房細動にお
　　ける神経体液性因子測定の意義と問題点．第6回日本臨床モニター学会総会，1995，3。
142）福問長知，哲翁弥生，馬渕浩輔，笠神康平，富村正登，多田祐美子，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　心拍変動と血圧変動の関係一心電図・血圧同時モニターの有用性．第6回日本臨床モニター学会総会，1995，3．
143）大國眞一1），大野則彦1），横山真也1），金子晴生D，上村竜太1），田中　隆1），田中啓治1），水野杏一），高野照夫2），
　　早川弘一，森島　明3》（1）千葉北総病院内科，2）集中治療室，3）春日部秀和病院内科）：InterventionDeviceのサイ
　　ズ決定における血管内超音波の有用性．第6回日本臨床モニター学会総会，1995，3．
144）哲翁弥生，斉藤　勉，多田祐美子，福問長知，岸田　浩，早川弘一，上村竜太1），笹川　新1），島井新一郎1）（1）国
　　保福生病院内科）：血液透析時血圧発現機序とその予測因子の検討：RIアンギオグラフィーと心拍変動周波数
　　分析を用いて．第6回日本臨床モニター学会総会，1995，3．
145）斎藤寛和，佐々部典子，大野則彦，染谷友子，宮内靖史，遠藤康実，野村敦宣，新　博次，加藤貴雄，早川弘一，
　　永田正夫1），國井正人1）（1）日本物性）：ウェーブレット変換による心拍変動解析．第9回時間循環器研究会，1995・
　　　3．
146）佐野純子，岸田　浩，葉梨亜矢，多田祐美子，哲翁弥生，福間長知，斉藤　勉，草間芳樹，早川弘一：急性心筋
　　梗塞（低リスク群）の自律神経と予後．第9回時間循環器研究会，1995，3．
147）斉藤　勉，岸田　浩，多田祐美子，福問長知，鈴木　健，大津文雄，長沢紘一，早川弘一，佐藤任宣1），松尾省
　　吾2），橋本英洋2），畑　典武3），小野寺威夫4），藤原忠通5）（1）海老名総合病院内科，2）下谷病院内科，3）国立横須賀
　　病院循環器内科，4》北村山公立病院内科，5》稲田登戸病院内科）：高血圧症例における夜間交感神経緊張とNi－
　　pradilolの作用．第9回時間循環器研究会，1995，3．
［1993年度追加分］
一般講演：
　1〉Tada，Y．，Hanashi，A．，Yamazaki，Y．，Tetsuou，Y．，Sano，J。，Fukuma，N，，Saitoh，T。：Deos　autonomic　tone
　　predict　the　severity　of　coronary　vasospasm　in　patiests　with　variant　anginaP。American　Heart　Association
　　66th　Scientific　Sessions（Atlanta），1993，11．
　2）大坂元久，斎藤寛和，佐々部典子，野村敦宣，小野卓哉，松本　真，新　博次，加藤貴雄，早川弘一1心室性期
　　外収縮の出現分布の検討．第7回時間循環器研究会，1994，3．
　3）高野仁司1），青木　聡1），関戸司久1），佐伯和則1），小野寺威夫1），田寺　長，野村敦宣・藤田信輔，宗像一雄・岸
　　　田　浩，早川弘一（1）北村山公立病院内科）：1231－MIBG心筋シンチグラムを用いた不全心の心筋交感神経障害の
　　検討．第58回日本循環器学会総会・学術総会，1994，3．
　4）富村正登，福間長知，哲翁弥生，多田祐美子，山崎佳子，佐野純子，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　運動負荷時血圧・心拍応答に対する圧受容体反射の調節機序について．第58回日本循環器学会総会・学術総会，
　　　1994，3．
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［付属病院老人科］
研究概要
　老年期の糖代謝および糖尿病，動脈硬化性疾患，脂質代謝異常，高血圧症，肥満および骨代謝に関する臨床的研究
を行った．
　糖代謝および糖尿病は，1）老年期の軽度耐糖能異常の動脈硬化促進要因の一つに脂質代謝異常が重要な役割を果た
すことを明らかにした．2）血糖連続測定による経ロブドウ糖負荷試験を行い，血糖曲線の型の多様性の主因がインス
リン分泌能にあることを明らかにした．3）尿中NAG活性測定は老年糖尿病患者の腎症進展の有用な指標となる成績
を得た．4）糖尿病患者のLp（a）値を血清脂質との関連より検討すると，その臨床的意義は若壮年期のものとは異な
る成績を得た．5）女性糖尿病患者における肥満の存在は高脂血症を介し，動脈硬化に促進的役割を果たしていた．6）
老年糖尿病患者の精神的健康状態をうつ状態と心気状態の面から検討した．7）老年糖尿病患者の臨床像を検討し，若
壮年者に比し細小血管症，大血管症，高血圧症，心不全の合併が高率であることが明らかとなった．8）経口血糖降下
剤による重症低血糖の実態と発症誘因を明らかにした．9）経口血糖降下剤療法中の老年糖尿病患者の血糖日内変動を
検討し，その測定時間の臨床的意義を検討した．10）老年糖尿病患者の総頸動脈血流，大動脈脈波，APIの相互関連
を検討した．
　老年期の肥満について，1）非糖尿病者でも，若壮年者同様に肥満因子の存在が血圧上昇および脂質代謝異常と密接
な関連を有していた．2）老年期の肥満と死因との関連を剖検成績から検討した．
　脂質代謝では，1）全国多施設共同のシンバスタチンによる介入試験を行った．2）血清Lp（a）測定の意義を動脈
硬化性疾患との関連から検討した．3）高Lp（a）血症に大柴胡湯が有用である成績を得た．
　老年者の骨密度をDEXAにて測定し，体格指数の面より検討した．
　人間ドックにおける腹部超音波検査の現況を明らかにした。
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）平井真明，妻鳥昌平，J・LIT研究会：日本脂質介入試験（」一LIT）の調査計画および登録した高脂血症患者52，000
　　例の背景因子の検討：全国多施設共同の6年間追跡調査．臨床医薬，10，1437－1456，1994．
　2）笹井恵子・網代由美子・岡崎恭次・松浦良樹，濱崎せり，廣沢利彦，佐藤周三，井川宗彦，佐藤研之，村重典昭，
　　鈴木達也，平井真明，春山　勝，中野博司，渕上正章，大庭建三，妻鳥昌平：コントロール不良老年糖尿病患者
　　の臨床像に関する検討：主として体組成および脂質代謝の面よりの検討．第14回日本肥満学会記録誌，96－98，
　　1994．
　3）大庭建三，岡崎恭次，松浦良樹，村重典昭，佐藤研之，佐藤周三，井川宗彦，鈴木達也，春山　勝，中野博司：
　　大柴胡湯により高リポ蛋白（a）血症の改善をみた高脂血症患者の1例．漢方医学，18，303－305，1994．
　4）渕上正章，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：血糖連続測定による経ロブドウ糖負荷試験の検討：特に血糖曲線の
　　型およびその多様性の成因の解析．日老医会誌，31，518－524，1994．
　5）岡崎恭次，大庭建三，網代由美子，松浦良樹，廣沢利彦，鈴木達也，笹井恵子，春山　勝，中野博司，妻鳥昌平：
　　清涼飲料水を多量摂取後に高浸透圧性非ケトン性糖尿病昏睡に陥った肝硬変を伴うNIDDMの1例．プラク
　　ティス，12，188－190，1995．
（2）綜説：
　1）大庭建三：老人病講座；糖尿病．もも，8，40－41，1994．
　2）大庭建三，鈴木達也，春山　勝，中野博司：老年者における肥満の現状と問題点（特集；肥満症一その臨床的諸
　　問題）．臨床医，20，1296－1299，1994．
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3）妻鳥昌平：老年者の耐糖能と降圧薬．日医大誌，61，246－250，1994．
4〉中野博司，妻鳥昌平：老年糖尿病とQOL（特集；糖尿病の治療とQuality　of　Life）．臨床と研究，72，59－63，
　　1995．
（3）研究報告書：
　1）大庭建三：経口血糖降下剤と重症低血糖症：特にその発症誘因に関する検討．厚生省厚生科学研究費補助金長寿
　　科学総合研究平成5年度研究報告書．VoL3，P。171－173，1994．
著　書
　1）中野博司，妻鳥昌平：
　　薬出版，1995．
〔分担〕糖尿病．“エッセンシャル老年病学（第2版）”（小沢利男編），P。142－148，医歯
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Ohba，K．，Minami，M，Okazaki，K。，Matuura。，Y．，Igawa，M．，Suzuki，T．，Sasai，K，Hamyama，M．，Nakano，
　　H．，and　Metori，S．：Importance　of　obesity　for　the　atherogenic　risk　factor　in　non－diabetic，non・hypertensive
　　men　and　women．Intemational　Symposium　on　Diabetes　Mellitus，Obesity　and　Hyperlipidemia（Osaka），
　　1994．　11．
（2）一般講演：
　1）Ohba，K．，Okazaki，K．，Igawa，M．，Suzuki，T。，Sasai，K，Haruyama，M、y　Nakano，H。，and　Metori，S．：
　　Analysis　of　blood　glucose　curve　of　oral　glucose　tolerance　test　using　a　continuous　blood　sampling　technique，
　　15th　International　Diabetes　Federation　Congress（Kobe〉，1994．11．
　2）Nakano，H．，Okazaki，K．，Igawa，M．，Suzuki，T．，Sasai，K．，Haruyama，M，，Ohba．K，and　Metori，S．：
　　Development　of　atherosclerosis　in　non－insulin－dependent　diabetes　mellitus．15th　Intemational　Diabetes
　　Federation　Congress（Kobe），1994．11．
　3）網代由美子，大庭建三，中野博司，草野宏和，佐藤周三，安室尚樹，春山　勝，平井真明，渕上正章，妻鳥昌平：
　　老年者糖尿病の精神的健康状態に関する検討：うつ状態・心気状態について．第37回日本糖尿病学会年次学術集
　　会，1994．5．
　4）大庭建三，村重典昭，南　順文，鈴木達也，笹井恵子，春山　勝，平井真明，渕上正章，中野博司，妻鳥昌平：
　　臨床的蛋白尿の経年観察よりみた尿中NAG　index測定の有用性に関する検討．第37回日本糖尿病学会年次学術
　　集会，1994．5．
　5）鈴木達也，中野博司，佐藤研之，安室尚樹，永井信也，春山　勝，平井真明，渕上正章，大庭建三，妻鳥昌平：
　　インスリン非依存糖尿病患者のLp（a）に関する検討：年代面および血清脂質の面よりの検討．第37回日本糖尿
　　病学会年次学術集会，1994．5．
　6）井川宗彦，中野博司，岡崎恭次，廣沢利彦，松浦良樹，仲地紀勝，鈴木達也，笹井恵子・大庭建三・妻鳥昌平：
　　インスリン非依存糖尿病の大血管障害に関する検討：総頸動脈血流・大動脈脈波の面よりの検討．第37回日本糖
　　尿病学会年次学術集会，1994．5．
　7）笹井恵子，大庭建三，佐藤研之，仲地紀勝，佐藤周三，井川宗彦，村重典昭，春山　勝，中野博司，妻鳥昌平：
　　老年糖尿病患者における肥満因子と脂質代謝1生体インピーダンス法による体脂肪量からの検試第37回日本糖
　　尿病学会年次学術集会，1994．5．
　8）松浦良樹，村重典昭，鈴木達也，笹井恵子，春山　勝，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平，持丸　博1》，工藤翔二1），
　　福田　悠2）（L）内科第4，2）病理第1）：胆道系酵素上昇を伴った老年者BOOP（Bronchiolitis　obliterans　organiz－
　　ing　pneumonia）の1例．第19回日本老年医学会関東甲信越地方会，1994．5。
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9）鈴木達也，中野博司，笹井恵子，春山　勝，大庭建三，妻鳥昌平：老年者の血清Lp（a）に関する検討：年代面
　　および合併症の面よりの検討．第26回日本動脈硬化学会総会，1994．6．
10）平井真明，妻鳥昌平，J・LIT研究会：日本脂質介入試験（J－LIT）に登録した高脂血症患者52，000例の背景因子
　　の検討（第1報）．第26回日本動脈硬化学会総会，1994．6．
11）松浦良樹・佐藤研之・安室尚樹・鈴木達也，笹井恵子，春山　勝，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平，福田　悠1）
　　（1）病理部）：BACOP療法後Tumor　lysis　syndromeに急性心筋梗塞を合併した老年者悪性リンパ腫の1剖検
　　例．第12回老年者造血器疾患研究会，1994．7．
12）笹井恵子，大庭建三，佐藤研之，松浦良樹，仲地紀勝，春山　勝，中野博司，妻鳥昌平，板垣晃之1），早川道夫1），
　　所澤　剛1），大友英一1》（1）浴風会病院）：老年期の肥満と死因一剖検よりの検討．第15回日本肥満学会，1994．7．
13）山賀節子1），鈴木久美1），荒井誠一1），井梅和美1），玉手ひさ子1》，池野廣幸1），原　文男1》，関谷政雄2），安室尚樹
　　（1）第二病院中央検査室，2）健康管理科）：人間ドックにおける腹部超音波検査の現況（第1報）．第62回日本医科
　　大学医学会総会，1994．9．
14）木川好章，鈴木達也，笹井恵子，春山　勝，平井真明，渕上正章，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：年齢面から
　　の血清Lp（a）の評価に関する検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
15）松浦良樹，高　富子，岡崎恭次，網代由美子，佐藤周三，仲地紀勝，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：α〈凱ucosidase
　　inhibitor（Acarbose）が有用であった胃切除後インスリン非依存型糖尿病の1例．第62回日本医科大学医学会総
　　会，1994．9．
16）山口　祐，松浦良樹，犬塚有紀，井川宗彦，安室尚樹，平井真明，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平1診断が困難
　　であったガス蜂窩織炎を伴った多発性骨髄腫の1剖検例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
17）渡辺威之，草野宏和，岡崎恭次，松浦良樹，村重典昭，春山　勝，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：高齢者好酸
　　球性肺炎の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
18）矢野　誠・都宮　伸・松浦良樹，岡崎恭次，佐藤研之，渕上正章，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：Pontine　and
　　extrapontine　myelinolysisの1生存例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
19）大庭建三，渕上正章，村重典昭，春山　勝，永井信也，平井真明，中野博司，妻鳥昌平：老年期の軽度耐糖能異
　　常：経ロブドウ糖負荷試験時の血糖曲線およびインスリン反応の面よりの検討。第36回日本老年医学会総会，
　　1994．　9．
20）井川宗彦，中野博司，網代由美子，岡崎恭次，松浦良樹，佐藤研之，大庭建三，妻鳥昌平：老年者糖尿病の大血
　　管障害に関する検討：総頸動脈血流・大動脈脈波・APIよりの検討。第36回日本老年医学会総会，1994．9．
21）笹井恵子，大庭建三，仲地紀勝，鈴木達也，春山　勝，渕上正章，中野博司，妻鳥昌平：老年糖尿病患者と肥満
　　因子：体脂肪量と血清脂質値との関連からの検討．第36回日本老年医学会総会，1994．9．
22）鈴木達也，岡崎恭次，仲地紀勝，井川宗彦，佐藤周三，佐藤研之，村重典昭，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：
　　老年者糖尿病の血清Lp（a）に関する検討．第36回日本老年医学会総会，1994．9．
23）網代由美子・松浦良樹・笹井恵子，安室尚樹，平井真明，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：老年者糖尿病の精神
　　的健康状態に関する検討：うつ状態・心気状態について．第36回日本老年医学会総会，1994．9．
24）草野宏和・渡辺威之・松浦良樹・岡崎恭次，鈴木達也，笹井恵子，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：高齢者アレ
　　ルギー性気管支肺アスペルギルス症（ABPA）の1例．第20回日本老年医学会関東甲信越地方会，1994．11．
25）矢野　誠，木川好章，犬塚有紀，松浦良樹，岡崎恭次，井川宗彦，鈴木達也，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：
　　老年者糖尿病の臨床像に関する検討．日本医科大学医学会第84回例会，1994．11．
26）山口　祐，都宮　伸，高　富子，網代由美子，笹井恵子，春山　勝，南　順文，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：
　　老年期の肥満と動脈硬化危険因子の相互関連について．日本医科大学医学会第84回例会，1994．11．
27）永井信也，佐藤周三，佐藤研之，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平，林　雅敏1），漆原　彰1》（1）大宮共立病院）：老
　　年者の骨密度に関する検討．日本医科大学医学会第84回例会，1994．11．
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28）網代由美子，今泉孝敬1），三浦一郎1），酒井俊太1），浅井邦也1），子島　潤1），高山守正ll・高野照夫1）・高野雅充2）・
　　塚本　浩2），草間芳樹2），富田喜文2）（1）集中治療室，2）内科第1）：明らかな心筋壊死を伴わず一過性に高度心筋障
　　害を呈した急性心筋炎の1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第154回学術集会，1994．12．
29）犬塚有紀，笹井恵子，岡崎恭次，松浦良樹，安室尚樹，鈴木達也，中野博司・大庭建三・妻鳥昌平：著明なIgM
　　高値，尿中Bence　Jones蛋白陽性および貧血を認めた1例．第13回老年者造血器疾患研究会・1994・12。
30）岡崎恭次，矢野　誠，草野宏和，鈴木達也，笹井恵子，渕上正章，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：著明な高血
　　糖を呈し術後改善した褐色細胞腫と甲状腺濾胞腺腫の合併例．第32回日本糖尿病学会関東甲信越地方会，1985．
　　1．
31）山口　祐，松浦良樹，木川好章，矢野　誠，犬塚有紀，鈴木達也，笹井恵子，春山　勝，中野博司，大庭建三，
　　妻鳥昌平：経口血糖降下剤療法中の老年糖尿病患者における血糖日内変動：特に血糖測定時間の臨床的意義の
　　検討．日本医科大学医学会第85回例会，1995．2．
32）大庭建三，岡崎恭次，松浦良樹，佐藤研之，佐藤周三，井川宗彦，鈴木達也，笹井恵子・春山　勝・中野博司・
　　妻鳥昌平：高Lp（a）血症患者における大紫胡湯の血清Lp（a）および血清脂質に及ぼす影響に関する検討・第
　　27回日本動脈硬化学会総会，1995．3．
33）平井真明，妻鳥昌平，J－LIT研究会：日本脂質介入試験（J－LIT）についての調査報告（第2報）：登録された高
　　脂血症患者5万例の1年間追跡結果の分析．第27回日本動脈硬化学会総会，1995．3．
［第二病院内科］
研究概要
　循環器系では慢性肺疾患の左心機能に及ぼす影響につき閉塞性肺疾患，肺線維症，肺癌につき研究を行った．腎臓
では慢性腎不全の肺循環動態，特に肺動脈driving　pressureと血液ガスとの関係についての研究を行なった．中央検
査室との共同で移動型無菌装置ベッドアイソレーター使用下の細菌学的評価，臨床検査における遺伝子診断の問題点
などにつき研究を行った．
研究業績
著　書
　1）原　文男：〔分担〕循環器系の病気；高血圧症，不整脈“老人介護相談辞典一医学編第1巻病名別・症状別にみ
　　る医学”（長谷川和夫，竹内孝仁監修）P．77－95，学習研究社，1995．
　2）上田征夫：〔分担〕呼吸器系の病気；感冒（インフルエンザを含む）慢性肺気腫，肺水腫・慢性気管支炎・肺癌・
　　肺結核“老人介護相談辞典一医学編第1巻病名別・症状別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁監修〉P，107－129，
　　学習研究社，1995．
　3）羽入田陽一郎：〔分担〕呼吸器系の病気；肺炎，気管支喘息，胸膜炎“老人介護相談辞典一医学編第1巻病名別・
　　症状別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁監修）P．130－134，学習研究社，1995．
　4）村澤垣男：〔分担〕呼吸器系の病気；肺線維症，肺性脳症，呼吸障害“老人介護相談辞典一医学編第1巻病名別・
　　症状別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁監修）P．135－143，学習研究社，1995．
　5）黒木伸一：〔分担〕循環器系の病気；狭心症，心筋梗塞“老人介護相談辞典一医学編第1巻病名別・症状別にみ
　　る医学”（長谷川和夫，竹内孝仁監修）P．72－76，学習研究社，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）遠山俊之1），原　文男，上田征夫，立石淳一，鮒澤理人，増田康文，鈴木　攻，村澤恒男，羽入田陽一郎（1）東戸
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　　塚記念病院）：慢性肺疾患の左心への影響．第91回日本内科学会講演会，1994，4．
2）板倉剛志1），吉田美和1），菅原　通1），池野廣幸1》，原　文男，（1》第二病院中央検査室）：臨床検査における遺伝子
　　の問題点：PCR法について．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
3）村澤恒男，加藤欽也，西垣朝裕，松本茂之，伊藤達也，増田康文，鈴木　攻，羽入田陽一郎，上田征夫，原　文
　　男：慢性腎不全における肺循環動態：特に肺動脈drivingpressureと血液ガス分析との関係．第39回日本透析医
　　学会総会，1994，7．
4）石郷岡聡1）・池田幸穂1）・渡辺　玲1）・佐野純子，原　文男，川並注一2）（1）第二病院脳神経外科，2）同病理部）：重
　　症髄膜炎に合併した脳梗塞の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
5）山口朋禎・紛澤理人・金　慶文・原田雄一・村澤厘男，羽入田陽一郎，上田征夫，原　文男：非細菌性肺感染症
　　について．第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
6）山本博人1），渡部英之1），林　敏彦1），岡田　静1），菊地真理n，陽川春江1），大熊都支1），小俣　香1），高橋政之1），
　　山本　彰1）・佐藤政史1）・山口裕史2）・原　一郎2），馬越正通2），伊藤達也，原　文男，（1）第二病院放射線科，2）同
　　外科）：悪性胆道狭窄に対するMetallic　stentと放射線外照射療法：予後因子の検討．第62回日本医科大学医学
　　会総会，1994，9．
7）山賀節子1），鈴木久美1），荒井誠一），井梅和美1），玉手ひさ子1），池野廣幸，原　文男，関谷政雄2》，安室尚樹2）
　　（1）第二病院中央検査，2）同健康管理科）：人間ドックにおける腹部超音波検査の現況（第1報）．第62回日本医科
　　大学総会，1994，9．
8）渡部紀子・鈴木憲康・畑　　哲・小伊東保雄，池野廣幸1），原　文男，（1）第二病院中央検査室）：全自動EIA分
　　析装置「QUARTUS」による基礎的検討（第3報）：血中CA19－9測定の有用性．第62回日本医科大学医学会総
　　会，1994，9．
9）寺尾幸重1）・重川明子1）・菊地英子1），池野廣幸1），原　文男，（1）第二病院中央検査室）：コントロール尿・ユリト
　　ロールの基礎検討とその有用性について．第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
10）隠岐和美1），井上雅則1），田村朋美1），成定昌昭1），野本恵子i），池野廣幸1），原　文男，（1）第二病院中央検査室）：
　　BNAにおける尿中トランスフェリン測定および試薬の基礎的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
11）越谷美由紀1》，吉岡美香1），津金佳代子1），中島由美子1），野本恵子1），池野廣幸1），原　文男，（1）第二病院中央検
　　査室）：全自動血液凝固測定装置COAGMASTER　IIの基礎的検融第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
12）池野廣幸1）・菅原　通1），板倉剛志1）・吉田美和1），原　文男，大川共一2），（1）第二病院中央検査室，2〉同病院長）：
　　移動型浄化装置・ヘッドアイソレータLI－30Sを使用した環境下の細菌学的評価．第62回日本医科大学医学会総
　　会，1994，9．
13）菅原　通1），池野廣幸1），板倉剛志1），吉田美和1），原　文男，大川共一2），（1）第二病院中央検査室，2）同病院長）：
　　血中ヘモグロビン測定専用システム「ヘモキューヘモグロビンテスト」の評価．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994，　9．
14）池野廣幸1）・菅原　通1）・原　文男・大川共一2），島田洋一3），（D第二病院中央検査室，2）同病院長，3）同麻酔科）：
　　手術室における血中ヘモグリンおよびグルコース専用測定機器の技術と安全（信頼性の基礎的検討）．第16回日
　　本手術医学会総会，1994，9．
15）池野廣幸1），菅原　通1》，原　文男，大川共一2），菊地三郎3），馬越正通4），島田洋一5），坂井ノブ子6》，小笠原美代
　　子6），三上ちづ子6），（1）第二病院中央検査室，2）同病院長，3）同産婦人科，4）同消化器病センター，5｝同麻酔科，6）同
　　看護部）：剃毛における皮膚細菌の検討（第二報）：非剃毛における皮膚表面細菌数の経時的変動について．第16
　　回日本手術医学会総会，1994，9．
16）立石淳一，鮒澤理人，金　慶文，村澤恒男，羽入田陽一郎，上田征夫，原　文男：感染症心内膜炎治療中，出血
　　性脳梗塞発症直後に急性心不全が出現した1例．日本医科大学医学会第84回例会，1994，11．
17）村澤恒男，加藤欽也，西垣朝裕，松本茂之，伊藤達也，増田康文，鈴木　攻，羽入田陽一郎，上田征夫，原　文
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　　男：慢性腎不全における肺循環動態，特に肺動脈drivingpressureと血液ガス分析との関係：腎機能正常群との
　　比較。第37回日本腎臓学会総会，1994，12．
18）立石淳一，鮒澤理人，金　慶文，村澤恒男，羽入田陽一郎，上田征夫，原　文男：感染症心内膜炎治療中，出血
　　性脳梗塞発症直後に急性心不全が出現した1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第154回学術会・1994・12。
19）清水秀一1），圷　宏一），遠藤康実1），小林義典1），本間　博1），井野　威1），早川弘一1），林　宏光2），川口直美，
　　原　文男（n付属病院第一内科，2》同放射線科）：多彩な頻拍を伴った左側心外膜全欠損症の1例。日本循環器学
　　会関東甲信越地方会第154回学術会，1994，12．
20）小西公麿1），平田昌二1），松本譲二1），菊地三郎1），立石淳一，（1）第二病院産婦人科）：帝切後にleukemoidblood
　　picturesを示した溶血貧血の1例．第306回日産婦神奈川地方会・1995・2．
21）山本博人1），渡部英之1），林　敏之1），菊地真理1），岡田　静1），陽川春江1》，高間都支1》，小俣　香1），高橋政之1），
　　山本　彰1），佐藤雅史1），山口裕史2），原　一郎2），馬越正通2），伊藤達也・原　文男（1）第二病院放射線科・2）同消
　　化器病センター）：悪性胆道狭窄に対するMetallic　Stentと放射線外照射療法．日本医科大学医学会第85回例
　　会，1995，2．
22）原　文男，村澤恒男，伊藤達也，羽入田陽一郎，上田征夫，藤原忠道1），藤岡幹雄1），大村和子1），（1）国家公務員
　　共済稲田登戸病院）：Ca拮抗薬塩酸マニジピン長期降圧療法におけるQOLに対する影響・日本医科大学医学会
　　第85回例会，1995，2．
［多摩永山病院内科］
研究概要
　当科では虚血性心疾患，高血圧症，低血圧症，うっ血性心不全などの循環器疾患を中心に，地域特性として，気管
支喘息についても臨床研究を行っている．
　1）循環器疾患：万歩計組み込みホルター心電計，24時間血圧計，運動負荷試験，心拍変動パワースペクトル解析，
心血管造影等を用い，疾患の重症度と病態，循環動態の特徴，薬物療法の意義などにつき学会報告した・今年度より
R1（SPECT）が導入されたのを機会に，本法を併用しながら・これらテーマにつき引き続き研究を行っている．
　2）気管支喘息：治療面からの検討をはじめ，季節変動その他種々の解析法を用いる事により臨床面から発生機序の
検討を行っている．
　3）薬剤科との共同研究：より安全で有効な治療法確立のためTDM（TherapeuticDrugMonitoring）を臨床に取
り入れている．現在，各種薬剤が気管支拡張薬の薬物動態に及ぽす影響，MRSA感染症予防のための抗生剤使用法な
どについて研究中である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Fan．Wei1），Gotoh，M．，McCullen1），A．，Karagueuzian1），H。S㌧Chen1），P。S．（1）Department　of　Medicine
　　Cedars．Sinai　Medical　Center）：Reappraisal　of　effective　refractory　period　testing，American　J．Society，
　　267，　406－410，　1994．
　2）Suzuki，T．，Otsu，F．，Nagasawa，K．，Hayakawa，H。1）（1）The　First　Department　of　Interal　Medicine，Nippon
　　Medical　Schoo1）：Evaluation　of　bloood　pressure　response　and　cardiac　performance　during　bicycle　er・
　　gometry　using　the　bioimpedance　method．Noninvas　Cardiol，3，135－139，1994。
　3）鈴木　健，大津文雄，真鍋辰哉，田中邦夫，長澤紘一，岸田　浩n，早川弘一D（1）付属病院第1内科）：ニトログ
　　リセリンテープ放出様式と連用時運動負荷心電図の関係：体表面心電法による検討．臨床薬理・25・25－26・1994．
一106一
　4）大津文雄：運動負荷による心疾患治療薬評価基準．CARDIAC　PRACTICE，3，337－341，1994．
　5）北本　清1），逢田　茂1〉，長澤俊彦11，佐藤善彦2），林　潤一2），佐藤秀昭2），長澤紘一，針谷吉人3），石本二見男4），
　　玉井　桂5），外丸晃久6），西山尚樹7》，武藤健一8），小泉和正9），定利　勝10），森　鮫裕11｝，下村文彦12），西山敬二13》，
　　長村好章14》（1）杏林大学病院第1内科，2》杏林大学病院高齢医学，3〕針谷クリニック，4）東京国税局診療所，5）玉井
　　内科クリニック，6）東京慈恵会医科大学第3病院第2内科，7）東京慈恵会医科大学本院第4内科，8）厚生中央病院，
　　9》稲城市立病院内科，10）公立昭和病院，11）公立福生病院，12）立川共済病院，13）国立立川病院，14）山田循環器科医院）：
　　軽・中等症本態性高血圧におけるNilvadipine（Nivadil）単独投与時の血圧日内変動に対する検討．診療と新薬，
　　1，871－880，1994．
　6）哲翁弥生，長澤紘一：医療薬学とこれからの薬剤師業務：医師の立場から薬剤師へのSuggestion．月刊薬事，37，
　　281－285，　1995。
　7）青木　聡，鈴木　健，宮内靖史，大津文雄，長澤紘一：高血圧症者における血圧概日リズムの周期構造に及ぼす
　　Mexazolamの効果．臨床薬理，26，41－42，1995．
8）国見聡宏・栗原広孝・山中博之・真鍋辰哉・田中邦夫，鈴木　健，大津文雄，長澤紘一：起立失調症候群患者に
　　おける塩酸midodrineの血圧日内変動に及ぼす影響．臨床薬理，26，41－42，1995．
（2）綜説：
1）Nagasawa・K：Path・physi・1・gyandtreatment・fessentialhyp・tensi・n．AsianMed．J．，37，87－93，1994．
2）長澤紘一：低血圧の考え方とその治療．東京内科医会誌，10，3－6，1994．
3）大津文雄，鈴木　健，長澤紘一：生体リズム．日医大誌，61，259，1994．
著　書
　1）長澤紘一，村田正弘1）（1）多摩永山病院薬剤科）：〔監修〕Patient　Profile理解のためのカルテの読み方と基礎知
　　識．（吉岡優子，哲翁弥生，編著），薬業時報社，1994．
　2）鈴木　健：〔分担〕アレルギー疾患．臨床栄養．（早川弘一監修，富村太郎編集），P317－328，文光堂，1994．
　3）大津文雄1〔分担〕大動脈・末梢血管障害・臨床栄養．（早川弘一監修，富村太郎編集），P・115－122，文光堂，
　　1994．
　4）長澤紘一：〔分担〕図説・臨床看護医学第2巻循環器生化学検査・（新井達太，瀬在幸安編集）P・165－166，同朋
　　社出版，1994．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Nagasawa，K．，Kunimi，T．，Yamanaka，H．，Kurihara，H．，Suzuki，T．，Otsu，F．：Effect　of　midodrine　on　blood
　　pressure　circadian　variation　in　patients　with　orthostatic　dysregulation．Joint12th　World　Congress　of
　　Cardiology　and16th　Congress　of　the　European　Society　of　Cardiology　（Berlin），1994。
　2）大津文雄：虚血とホルター心電図．第11回日本心電学会，1994．
（2）一般講演：
1）G・t・瓦M・Che馬PS・三）・Fishbei馬M℃・1），Mande1，WJ。1），Karagueuzia恥H．S．・》（・）Department。fMedicin亀
　　Cedar3SinaiMedicalCenter）：Cellularmechanisms・ftheupPerlimit・fvulnerabilityduringelectrical
　　inducti・n・frecentryinvitr・・15thAnnua1ScientificSessi・nsN・rthAmericanS・ciety。fPacingand
　　Electrophysiology．（Nashvi11e），1994．
2）Tanaka・KNagasawa・KSuzuki，TManab亀丁。Otsu，EYamanaka，H．Tanaka，T。Hayakawa，H．1）
　　（1）TheFirstDepartment・fIntema1Medicine，NipP・nMedica1Sch・・1）：Evaluati・n・ftherepr。ducibility
　　・f48hrambulat・ryb1・・dpre鈴urem・nit・ring，usingmaximumentr・pymeth・己6thIntemati。nalC。gress
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　on　Ambulatory　Monitoring（Barcelona），1994。
3）Nagan。，T．，Sat・，R．1），K・umi，S．2），Terada，H．2），KatsutayY・2），Aramaki・T・2）（1）Department・fIntemal
　Medicine，Kinki　University，2）The　First　Department　ofIntemal　Medicine，Nippon　Medical　Schoo1）l　Voltage
　dependentK＋chamehnguinea－pigis・latedhepat・cytes・3rdUnitedEur・peanGastr・enter・1・gyWeek
　　（Osio），1994．
4）Yamanaka，H，，Otsu，F．，Suzuki，T。，Manabe，T。，Tanaka，T，，Tanaka，K，，Nagasawa・K・Hayakawa・H・1）
　　（1｝The　First　Department　of　Intemal　Medicine，Nippon　Medical　School）：Dose　measurement　interval　affect
　heart　rate　circadian　periodicityP　XXI　Intemational　Congress　on　Electrocardiology（Yokohama），1994．
5）Karagueuzian，H．S．1），G・t・h，M．，Chen，P．S．1）（1）Department・fMedicine，Cedars・SinaiMedica1Center〉：
　　The　relation　between　propagated　graded　responses　to　vulnerability　and　defibrillation：a　hypothesis．Eighth
　　Purdue　Conference　on　Cardiac　Defibrillation（Indiana），1994．
6）Karagueuzian，H．S．1），G・t・h，M．，Uchida，T．2），Weiss，JN・1），Mandel，W」・1）・Chen・P・S・1）（1〉Department・f
　　Medicine　Cedars．Sinai　Medical　Center，2）The　First　Department　of　Intemal　Medicine，Nippon　Medical
　　School）：Transition　from　single　to　multiple　reentrant　wavefronts　in　vitro　induced　by　cromakalim，a
　　K．ATP　channel　activator。American　Heart　Associations67th　Scientific　Sessions．（Dalls，Texas），1994。
7）Gotoh，M．，Karagueuzian，H．S．1），Fan，W．1），Fishbein，M。C．Chen，P．S。1）（1）Division　of　Cardiology，Cedars－
　　Sinai　Medical　Center）：Anisotropic　repolarization　in　ventricular　tissue．American　College　ofCardiology44
　　th　Annual　Scientific　Session．（New　Orleans），1995．
8）大津文雄，鈴木　健，真鍋辰哉，葉梨亜矢，長澤紘一：労作狭心症者と安静狭心症患者における血圧および心拍
　　数の概日リズム．第91回日本内科学会講演会，1994．
9）松田裕之，山中博之，横山広行，田中　隆，田中邦夫，杉木雄治，鈴木　健，長澤紘一，檀　和雄1），細根　勝2）
　　（1）日本医科大学第3内科，2）多摩永山病院病理部）：中枢神経系の異常および脳神経麻痺を初発症状とした急性
　　型成人丁細胞白血病の1例．第428回日本内科学会関東地方会，1994．
10〉宮内靖史，八島正明，横山広行，山中博之，真鍋辰哉，田中　隆，田中邦夫，杉木雄治，鈴木　健，大津文雄，
　　長澤紘一：急性心筋梗塞の発症に左冠動脈主幹部スパズムの関与が示唆された1例。第152回学術集会日本循環
　　器学会関東甲信越地方会，1994．
11〉真鍋辰哉，鈴木　健，大津文雄，山中博之，田中邦夫，長澤紘一：高血圧症者の血圧日内変動における周期構造
　　の再現性．第15回ホルター心電図研究会，1994．
12）小倉宏道，長野具雄，田中邦夫，大須賀勝，杉木雄治，鈴木　健，大津文雄，長澤紘一，前田昭太郎1），細根　勝11
　　（1）多摩永山病院病理部）：ルポイド肝炎に肝細胞癌を合併した1剖検例。第429回1日本内科学会関東地方会，
　　1994．
13）後藤正道：心室細動モデル（rotor）のin　vitroにおける誘発とその特徴・第62回日本医科大学医学会総会・1994・
14）山本　実1），大荷満生1），北本　清2），長澤紘一，森　岐裕3），長澤俊彦2），秦　　葭1）（1》杏林大学高齢医学，西
　　東京高脂血症研究会，2）杏林大学第1内科，3）公立福生病院）：高齢者安定期高血圧患者の高コレステロール血症
　　に対する簡易食事療法の効果について．第36回日本老年医学会総会，1994。
15）竹田真一，鈴木　健，大津文雄，真鍋辰哉，山中博之，小倉宏道，田中邦夫，長澤紘一：心筋梗塞慢性期におけ
　　る軽労作時心血行動態の変化と自律神経機能の関係．第35回日本脈管学会総会，1994。
16）小倉宏道，鈴木　健，大津文雄，真鍋辰哉，山中博之，田中邦夫，長澤紘一：心筋梗塞患者における運動負荷時
　　ST．丁変化と心血行動態の関係．第11回日本心電学会・1994．
17）松田裕之，鈴木　健，国見聡宏，八島正明，山中博之，栗原広孝，上田洋一，後藤正道，真鍋辰哉，田中邦夫，
　　大津文雄，長澤紘一：老齢者高血圧における血圧概日リズムの検討：時系列解析法による検討。日本医科大学医
　　学会第84回例会，1994．
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18）青木　聡，鈴木　健，宮内靖史，大津文雄，長澤紘一：高血圧症者における血圧概日リズムの周期構造におよぼ
　　すMexazolamの効果．第15回日本臨床薬理学会，1994．
19）国見聡宏・栗原広孝・山中博之・真鍋辰哉・田中邦夫，鈴木　健，大津文雄，長澤紘一：起立失調症候群患者に
　　おける塩酸midodrineの血圧日内変動に及ぼす影響．第15回日本臨床薬理学会，1994．
20）福間長知1），斉藤　勉1），岸田　浩1），多田裕美子1），鈴木　健，大津文雄，長澤紘一，早川弘一），佐藤任宣2），
　　松尾省吾3》，橋本英洋3），畑　典武4），小野寺威夫5），藤岡幹雄6），藤原忠道6）（1）付属病院第1内科，2）戸田健康管
　　理センター，3）下谷病院，4）国立横須賀病院，5）北村山公立病院，6）稲田登戸病院）：高血圧症例における夜間交感
　　神経緊張とNipradilolの作用．第15回日本臨床薬理学会，1994．
21）小林みどり，鈴木　健，大津文雄，真鍋辰哉，田中邦夫，長澤紘一：狭心症患者における血圧概日リズムの検討．
　　第29回日本成人病学会，1995．
22）中島　洋1），斉藤昌三1〕，青柳俊雄1），矢内常人2》，泉　並木2｝，三宅祥三2），矢倉道泰3），原田英治3），柏崎一男4），
　　西里吉則5》・小宮山徹三・長澤紘一・高清水一善6）・小泉和正7），友利玄一8），青木和夫9）（1）杏林大学第3内科，
　　2）武蔵野赤十字病院内科・3）国立療養所東京病院消化器科，4）立川共済病院内科，5凍京医科大学八王子医療セン
　　ター内科・6）青梅市立病院内科・7）稲城市立病院内科・8）都立府中病院内科，9）日本大学大学院理工学研究科）：C
　　型慢性肝炎に対する小柴胡湯（TJ・9）投与の臨床的検討．第29回日本成人病学会，1995．
23）哲翁弥生，宮武佳子，上田洋一，後藤正道，田中邦夫，鈴木　健，大津文雄，長澤紘一：著明な多尿と電解質異
　　常を認めた腎血管性高血圧の1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第155回学術集会，1995．
［千葉北総病院内科］
研究概要
　内科4教室から医局員の派遣を受け臨床的研究を積極的におこなっている．そのため研究も心臓，肝臓，神経，腎
臓，消化器，および呼吸器疾患とほぼ内科領域全般を網羅している．
　心臓では・虚血性心疾患が中心．心臓カテーテル検査による冠動脈形成術やNewDeviceを研究．冠動脈血管内視
鏡・血管内超音波による動脈硬化や血管内血栓の評価，再狭窄の機序を研究中である．
　肝臓では・肝機能障害の患者に対し各肝炎ウイルスマーカーの測定，画像診断および肝生検を実施組織学的に慢
性活動性肝炎と診断された症例にインターフェロン療法による治療効果の検討をおこなっている．
　神経では，CT，MRI検査による各種筋疾患の経時変化，治療効果の検討，および電気生理検査による中枢，末梢神
経疾患の定量的評価，検討をおこなっている．
　腎臓では，蛋白尿から急『生，慢性腎不全まで腎生検を含め幅広く診断，治療をおこなっている．とくに慢性腎不全
の人工透析だけでなく他疾患の体外循環治療も積極的におこなっている．
　消化器では，食道蠕動異常と胸部症状との関連，ヘリコバクターピロリ除菌による胃，十二指腸潰瘍再発予防効果
の検討をおこなっている．
　呼吸器では，肺癌に対する併用療法・および各種間質性肺炎での気管支肺胞洗浄液中の細胞成分とサイトカインの
解析，検討をおこなっている．
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(1) I~:~~; : 
1) Kurita, A., Isojima, K., Satomura, K., Takase, B.. Arakawa, K., Shibuya, T., and Mizuno, K. 
Hemodynamic differences between preangina and during angina : It's relationship with coronary blood flow 
and myocardial oxygen consumption in patients with angina pectoris. Jpn. J. Appl. Physiol., 24. 87-94, 
1994. 
2) Takase, B., Kurita, A., Hikita, H., Uehata, A., Nishioka, T., Maruyama, T., Mizuno, K., Nakamura, H., and 
Kanda, Y. : Effects of bepridil on silent myocardial ischemia and eicosanoid metabolism in chronic stable 
angina pectoris after healing of myocardial infarction. Am. J. Cardiol.. 73. 1063-1068, 1994. 
3) Arai, T., Mizuno, K., Mizoguchi, T., Utsumi, A., Takeuchi, K., and Kikuchi M. : A new image compnsation 
method for silica image guide : Improvement of image quality by "paint out" method. Cardioangioscopy and 
Laser Cardioangioplasty. 3 . 11-12. 1994. 
4) Isoda, K., Mizuno, K., Arakawa, K., Shibuya, T., Satomura, K., Isojima, K., Kurita, A., Nakamura, H., Arai, 
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angioscopy and ultrasound. Cardioangioscopy and Laser Cardioangioplasty. 3 . 13-14, 1994. 
5) Arakawa, K., Mizuno, K., Shibuya, T., Etsuda, H., Nagai, T., Kitamura, K., Kurita, A., Nakamura, H., 
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induced fluorescence spectra to discriminate atherosclerotic lesion for the guidance of laser angioplasty. 
Cardioangioscopy and Laser Cardioangioplasty, 3 , 20-21. 1994. 
6) Kitamura, K., Mizuno, K., Etsuda, H., Nagai, T., Hikita, H., Shibuya, T., Arakawa, K., Satomuta, K., 
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omatous plaque detected by coronary angioscopy. Cardioangioscopy and Laser Cardioangioplasty, 3 , 
32-33, 1994. 
7) Nagai, T., Mizuno, K., Etsuda, H., Kitamura, K., Hikita, H., Shibuya, T., Arakawa, K., Isojima, K., Kurita, 
A., Arai, T., and Kikuchi, M. : Angioscopic evaluation of the mechanisms of restenosis after percutaneous 
transluminal coronary angioplasty (PTCA) : potential role of residual thrombus after successful balloon 
angioplasty with acute myocardial infarction. Cardioangioscopy and Laser Cardioangioplasty, 3 , 43-
44, 1994. 
8) Kurita, A., Takase, B., Uehata, A., Nishioka, T., Satomura, K., Nagayoshi, H., and Mizuno, K. : The effects 
of orally administered atenolol on the coronary hemodynamics and prostaglandin metabolism in angina 
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12）水野杏一：脂質代謝異常と心疾患．Heart　nursing，7，81－86，1994．
13）磯田菊生・水野杏一・中村治雄：血管内視鏡と病理．病理と臨床，12，35－37，1994．　　　　　　』／
14）中村治雄，水野杏一，渋谷利雄，里村公生，山本　章，伊藤　彰，戸嶋裕徳，冷牟田浩司，土師一夫，松沢祐次，
　　中村　正・馬渕　宏・斉藤　康・篠宮正樹・細田瑳一，加藤辰也，山口　洋，横井　尚，代田浩之，堀　秀史：
　　インターベンションスタデイにおける冠動脈造影の定量的評価法の検討：高脂血症に対するインターベンショ
　　ンスタデイ研究班の報告．Progress　in　Medicine，14，269－274，1994．
15）悦田浩邦，水野杏一，五十嶋一成，里村公生，荒川　宏，渋谷利雄，袴田尚弘，北村克弘，疋田浩之，林　克己，
　　永井知雄，栗田　明，中村治雄：急性冠動脈疾患に対する再潅流療法の選択：血管内視鏡を用いた検討．心血管，
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　　田中啓治，岩城秀行，杉本忠彦，浅野哲雄：冠動脈造影が正常であったにもかかわらず血管内視鏡で黄色粥腫を
　　認めた家族性高コレステロール血症の1例．第154回日本循環器学会関東甲信越地方会，1994．12．
29）高木　元，金子晴生，田中　隆，田中啓治，大野忠明，黒川浩之，大国真一，水野杏一，岩城秀行，杉本忠彦，
　　浅野哲雄：PCPS施行中，呼気終末炭酸ガス分圧測定によって至適ポンプ流量を決定しえた激症型心筋炎の1
　　例．第154回日本循環器学会関東甲信越地方会，1994．12．
30）大国真一，黒川浩史，大野則彦，上村竜太，水野杏一，横山真也，金子晴生，田中　隆，田中啓治，山岸　正，
　　北村克弘：冠動脈造影が正常であったにもかかわらず血管内視鏡で黄色粥腫を認めた家族性高コレステロール
　　血症の1例．第76回日本シネアンジオ研究会，1995．1．
31）水野杏一：血栓症の画像診断．第1回血栓・循環フォーラム21，1995．2．
32）横山真也，金子晴生，斉藤好信，藤田進彦，大場崇芳，田中　隆，田中啓治，大国真一・水野杏一・前田容子・
　　牧野俊郎：成田新東京国際空港を中心に発症した急性心筋梗塞患者の対応，第155回日本循環器学会関東甲信越
　　地方会，1995．2．
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33）藤田進彦，大場崇芳，上村竜太，吉田明弘，金子晴生，大国真一，水野杏一，田中　隆，田中啓治：冠動脈spasm
　　中の内膜remodeling：血管内エコーによる検討．第155回日本循環器学会関東甲信越地方会，1995．2．
34）大場崇芳，藤田進彦，吉田明弘，上村龍太，国見聡宏，大国真一，水野杏一，田中　隆，田中啓治：冠動脈cutting
　　balloon後の血管内視鏡と血管内超音波所見．第155回日本循環器学会関東甲信越地方会，1995．2．
35）大国真一，大野則彦，金子晴生，上村竜太，田中　隆，田中啓治，水野杏一，高野照夫，早川弘一，森島　明：
　　New　InterventionDevicesのサイズ決定における血管内超音波の有用性．第6回日本臨床モニター学会，1995．
　　3．
36）於保倫之助，本田治久，水野杏一，山崎峰雄1），赫　彰郎1），川井　充2）（1）第2内科，2）国立療養所下志津病院神
　　経内科）：特徴的な筋CT所見を呈した常染色体優生遺伝の成人発症centronuclear　myopathy．第132回日本神
　　経学会関東地方会，1995．3．
［1993年度追加分］
（1）シンポジウム：
　1）水野杏一：血管内視鏡の有用性と限界（血管内エコー法との比較）．第58回日本循環器学会．1994．3。
（2）一般講演：
　1）悦田浩邦，水野杏一，里村公生，渋谷利雄，荒川　宏，五十嶋一成，北村克弘，林　克己，永井知雄，疋田浩之，
　　栗田　明，中村治雄：冠動脈血栓の性状と血栓溶解剤の感受性：血管内視鏡による検討．第21回日本集中治療医
　　学会，1994．2．
　2）小島由美子，角田栄子，栗田　明，悦田浩邦，水野杏一：当院におけるショートコースリハビリの検討第2報．
　　第21回日本集中治療医学会，1994．2．
3）田畑博嗣，水野杏一，悦田浩邦，渋谷利雄，荒川　宏，里村公生，五十嶋一成，栗田　明，中村治雄：急性心筋
　　梗塞再潅流後の後療法としてのアルガトロバンの効果の検討．第58回日本循環器学会，1994．3．
4）永井知雄，水野杏一，北村克弘，疋田浩之，林克己，渋谷利雄，荒川宏，里村公生，五十嶋一成，栗田明，
　　中村治雄：急性心筋梗塞の再潅流療法後の血清ヒト心臓脂肪酸結合蛋白（hh－FABP）の早期上昇と診断的有用
　　性：他の心筋マーカーとの比較．第58回日本循環器学会，1994．3．
5）上畑正美，栗田　明，疋田浩之，高瀬凡平，中尾伸二，悦田浩邦，荒川　宏，水野杏一，中村治雄：血管内皮細
　　胞機能の新しい非侵襲的評価法の有用性：冠動脈疾患患者及び糖尿病患者の上腕動脈における血流依存性血管
　　拡張反応の検討．第58回日本循環器学会，1994．3．
6）疋田浩之，栗田　明，高瀬凡平，上畑正美，西岡利雄，永吉広和，三谷秀樹，水野杏一，中村治雄：無症候性及
　　び有痛性心筋虚血の発症気序についての検討．第58回日本循環器学会，1994．3．
7）高瀬凡平，栗田　明，中村琢治，永井知雄，加藤律史，三谷秀樹，永吉広和，疋田浩之，荒川　宏，里村公生，
　　上畑正美，渋谷利雄，中尾伸二，五十嶋一成，水野杏一，中村治雄：原因不明の失神発作症例におけるHead－up
　　tilt試験と心拍数変動の検討に関する第2報．第58回日本循環器学会，1994．3．
8）永井知雄，高瀬凡平，中村琢治，疋田浩之，上畑正美，水野杏一，栗田　明，中村治雄l　Head－up　tilt法により
　　誘発される失神発作の機序　心臓超音波法による経時的左室容量測定による検討．第58回日本循環器学会，1994．
　　3．
9）永井知雄，水野杏一，北村克弘，疋田浩之，荒川　宏，渋谷利雄，里村公生，五十嶋一成，栗田　明，中村治雄：
　　hh－FABPによる不安定狭心症の予後の推定．第58回日本循環器学会，1994．3．
10）中尾伸二，上畑正美，疋田浩之，高瀬凡平，加藤律史，荒川　宏，水野杏一，栗田　明，中村治雄：高分解能エ
　　コーを用いた新しい非侵襲的検査法による全身性エリスマトーデス患者の血管内皮細胞機能の検討．第58回日本
　　循環器学会，1994．3．
11）加藤律史，栗田　明，高瀬凡平，永吉広和，中尾伸二，三宅隆史，疋田浩之，水野杏一，中村治雄：心事故発生
　　予測指標としての心室遅延電位及び心拍数変動に関する検討．第58回日本循環器学会，1994．3．
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12）中村琢治，水野杏一，北村克弘，悦田浩邦，高瀬凡平，栗田明，中村琢治，疋田浩之，永井知雄，林克己，
　　三宅隆治，渋谷利雄，荒川　宏，里村公生，五十嶋一成，栗田　明，中村治雄：血管内視鏡による経皮的冠動脈
　　形成術（PTCA）後の再狭窄の予測は可能かP．第58回日本循環器学会，1994．3．
13）三宅隆治，水野杏一，悦田浩邦，永井知雄，疋田浩之，北村克弘，渋谷利雄，荒川　宏，里村公生，五十嶋一成，
　　栗田　明，中村治雄：心事故の予測：血管内視鏡による検討．第58回日本循環器学会，1994．3．
14）三宅隆治，水野杏一，悦田浩邦，永井知雄，疋田浩之，北村克弘，渋谷利雄，荒川　宏，里村公生，五十嶋一成，
　　栗田　明，中村治雄：血管内視鏡の新しいリアルタイム画像処理法．第58回日本循環器学会，1994．3．
15）荒川　宏，渋谷利雄，水野杏一，北村克弘，永井知雄，里村公生，五十嶋一成，栗田　明，中村治雄：レーザー
　　励起自家蛍光スペクトラムによる動脈硬化病変の診断：アテレクトミーサンプルをもちいた検討．第58回日本循
　　環器学会，1994．3．
16）高瀬凡平，栗田　明，疋田浩之，西岡利雄，三谷秀樹，永井知雄，永吉広和，荒川　宏，里村公生，加藤律史，
　　上畑正美，水野杏一，中村治雄：Frequency　domain心拍数変動指標と心臓溢出性血奨norepinephrine値の比
　　較検討：虚血性心疾患例と胸痛症候群例での比較．第58回日本循環器学会，1994．3．
17）永吉広和，栗田　明，高瀬凡平，岡本安裕，加藤律史，福田正浩，疋田浩之，三谷秀樹，上畑正美，西岡利雄，
　　妹尾正夫，水野杏一，中村治雄：心拍数変動は環境および身体的ストレスに対する心血管系の適応の指標として
　　有用か～．第58回日本循環器学会，1994．3．
18）荒川　宏，水野杏一，悦田浩邦，永吉広和，田畑博嗣，北村克弘，永井知雄，疋田浩之，渋谷利雄，里村公生，
　　五十嶋一成，栗田　明，中村治雄：冠攣縮が原因で急性心筋梗塞を発症するか？冠動脈血管内視鏡での検討．
　　第58回日本循環器学会，1994．3．
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2．内科学第二講座
［第一病院内科・付属病院第2内科］
研究概要
　内科学第二講座は神経内科学を主たる診療科目に据えており・主要研究テーマを脳血管障害の病態解明においてい
る．研究にあったては動物実験に基づく基礎的なアプローチと，実際の診断・治療に基づく臨床的なアプローチの両
面から取り組んでいる．
　実験的研究：脳虚血急性期の病態及び治療，ならびに遅発性神経細胞壊死のメカニズムの二大テーマを実験モデル
を用い，病理組織学・脳循環代謝・脳浮腫の面から検討を行っている．近年，それらの手法に加え・MRI・マイクロ
アッセイ・免疫組織化学・gene　expressionなどの応用により，さらに多角的な検討を進めている．
　臨床：痴呆性疾患に対し，PET・MRI・SPECT等の画像診断機器を利用した研究が行われ，また脳卒中急性期の
症例に対する新しい治療法の試みがなされている．さらに，変性疾患（脊髄小脳変性症〉における歩行時の脳循環代
謝の変動についての検討も行われている．また，厚生省無症候性脳梗塞ならびに長寿科学総合研究班の一員として無
症候性脳梗塞の臨床的意義と老年期痴呆性疾患の病態生理・生化学的研究を行っている．
　さらに，脳血管障害の重要な基礎疾患である高血圧症，高脂血症に対する研究が疫学的及び動物実験による細胞・
組織学的な面より行われている．このグループの多年にわたる八丈島の町民健診に基づく疫学調査は多方面から評価
されている．
　こうした脳血管障害に対する研究のほかに，当教室では第一病院入工透析室を預かるグループがあり，従来から行
われてきた透析を中心とした研究に加え・平成元年度より開始された腎移植は現在症例数も増加している．また，糸
球体腎炎に対するサイトカイン（TGFなど）の役割について研究を進めており，さらに厚生省腎傷害研究班の一員と
して多嚢胞腎の調査研究も行っている．
　平成6年1月より付属病院診療科として神経内科，腎臓内科が開設され，第二内科より片山，飯野助教授以下10数
人の医局員が臨床，研究活動を行っている．
　以上，当教室には四つの研究グループがあり，国内外の関係学会において幅広く活発な活動を行い，多くの論文を
発表している．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Katayama．Y．，Terashi．A．，Kashiwagi．F．，Usuda．K．，and　Katsumata．T：Effect　of　ethyl　icosapentate
　　（EPA）on　cerebral　vascular　disease．An　approach　from　experimental　and　clinical　studies，」．Jap。CoIL
　　AngioL，34，477－487，1994．
　2）Akimam，K．1），Honda，H．，Fukuo，Y．，and　Shoji，T．1）（1）2nd　Dept．of　Surgery）：A　new　technique　for
　　perfoming　total　thymectomies　on　rabbits．J．Nippon　Med．Sch，，61，62－67，1994．
　3）Fukuo，Y．，Akaishi，H。，Iwasaki，M．，and　Terashi，A．：Effects　of　an　HMG・CoA　reductase　inhibitor　on
　　cholesterol　estification　in　THP－1cells．J．Nippon　Med．Sch。，61，81－83，1994．
　4）Osono，E，and　Nishimura，H．1）（1）University　of　Temessee）：Control　of　sodium　and　chloride　transport　in
　　the　thick　ascending　limb　in　the　avian　nephron。American　Physiological　Society，267，455－462，1994．
　5）Kashiwagi，F．，Katayama，Y．，Igarashi，H．，Iida，S．，Muramatsu，H．，and　Terashi，A．：Effect　of　a　new
　　calcium　antagonist（SM－6586）on　experimental　cerebral　ischemia．Acta　Neurochir．，60，289－292，1994。
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6) Yamazaki, M., Nakano, I.*), Imazu, O., Kaieda, R., and Terashi, A. (1)Tokyou Metropolitan Institute for 
Neuroscience) : Astrocytic straight tubules in the brain of a patient with Pick's disease. Acta Neuropath-
ol., 88, 587-591, 1994. 
7) Otubo, K., Katayama, Y., Kahiwagi, F., and Muramatsu, H. : Comparison of the effects of glycerol, 
mannitol, and urea on ischemic hippocampaldamage in gerbils. Acta Neurochir., 60 Suppl, 321-324, 1994. 
8) Katsumata, T., Katayama, Y., and Terashi, A. : Temporal thresholds of reperfusion in the middle cerebral 
artery occlusion model in rats. Japanese Circulation Journal, 59, 112-120, 1995. 
9) Katsura, K., Folbergrova, J.1), Gido, G., and Siesjd, B.K.*) (1)University of Lund) : Functional, metabolic, 
and circulatory changes associated with seizure activity in the postischemic brain. J, Neurochem, 62, 
1511-1515, 1994. 
10) Katsura, K., Kristian, T.1), Smith, M. L.1), and Siesjd, B. K.1) : Acidosis induced by hypercapnia exaggerates 
ischemic brain damage. J. Cereb. Blood. Flow Metab., 14, 243-250, 1994. 
11) Nakada, T.1), Kwee. I.*), and lgarashi, H. (1)University of California) : Brain maturation and high-energy 
phosphate diffusivity : alteration in cytosolic microenvironment and effective viscosity. Brain. Res., 80, 
121-126, 1994. 
12) Fukushima, M., Kobayashi, Y., Fukuo, Y., and Terashi, A. : Serum Lp (a) and the severity and prognosis 
of acute cerebrovascular accident. Atherosclerosis, 109, 293, 1994. 
13) Kobayashi, Y., Fukuo, Y.. Omura, N.,Fukushima, M., and Terashi, A. : Value of determining Lp (a) in 
health examinations. Atherosclerosis, 109, 281, 1994. 
14) Fukuo, Y., Akaishi, H., Honda, H., Nagashima, M., Muramatsu, T., Yamada, Y.1), and Otsuka, S.1) 
(1)PathoD : Differences in rate of hydrolysis of HMG-COA reductase-inhibitors in human and animal 
tissues. Atherosclerosis, 109, 254, 1994. 
15) Honada, H., Fukuo, Y., Akimaru, K,1), and Terashi, A. (1)2nd Surgery) : Role of the thymus in experimental 
atherogenesis in choiesterol-fed rabbits. Atherosclerosis, 109, 189, 1994. 
16) Akaishi, H., Fukuo, Y., Honda, H., and Terashi, A. : Effect of solcoseryl on the atherosclerotic rabbits 
model in which the left carotid artery is cuffed. Atherosclerosis, 109, 188, 1994. 
17) Nagashima, M., Fukuo, Y., Matsui, M.1), Ishizaki, R.1), and Terashi, A. (1)Inst. of Gerontol.) : CDNA cloning 
of a proteaserelated receptor cysteine-rich domain. Atherosclerosis. 109, 108, 1994. 
18) Kambara, R., Fukuo, Y., and Terashi, A. : Effect of sonic stress in rabbits on triglyceride metabolism and 
progression of atherosclerosis. Atherosclerosis, 109, 35, 1994. 
19) Muramatsu, T., Honda, H., Nagashima, M., Kobayashi, Y., Fukuo, Y., and Terashi, A. : Serum insurin level 
and atherosclerosis riskfactors. Atherosclerosis, 109, 13, 1994. 
20) ~:~~~~~~1), ~~:~~: ~;1), ~1EEIR~I~, ~1~~~~~:f~~~~~D, ~W~~~(~~1), ~~i ~~~~(1)~i~~~~1~~~~s~)~[~~~~~z:)/~-~}I{~~~~;4) : 
H~l~:~;~:~:'~~~~~~~~e~~~~y ~)~~~l~:~7~~~l~~~)~~~~~~1. ~~~~~~~~~~~, Il, 267-271, 1994. 
21) ~~~tL~;~~~l), ~!~~~~~;~~, ~:1~~f~~~~;-, ~~UJi~~~~f, ~~~~:J~;~l~~), p~JUJ~:-~~'), Flf~IE:)~1), ~:!~~~~f~~~~1), ~~l~ ~~~~, ~E: 
~J f~:1) /J¥~~~~~~2), 1~iUJ~~:~~2). UJEEl~L~~~3), ~~~;~~c~~~l3)(1)~h~$~~~~, 2)~;~~~~$4 3)~~~l~1S) ~!~~;~S*~Set;~~;~~ 
~:~~~ga)t~~r. FII~;~~~E_~b, 61, 154-159, 1994. 
22) ~I~~~;~~~I~~~, ~~LLli~~~~, ~~i ~~~~ : ~:~!~~~~~:~I~E~~~~~~tT~ ~) Perindoprin Erbumine (SED-9490) a)I~I~E;~5~;V~~~ 
~~~~e*~;1~~~~J~~-'~i.~:;. ~~;~1~~i~, lO, 215-226, 1994. 
23) ~t~t {~, ~~i~ ~~~~ : ~i~;q)i~iu~l~~~~~~'~~~~_~f : 7)1/y/¥47-~!~i~;. ~~~~F~~~i~;, 8, 236-240, 1994. 
24) ~!~~~ ,~~l), ~~:~~i i:~*), f~~ll~;1), ~~#~~:~~~1), ~I~~~~F5i~1). ~~uJff~~..~~f. ~i~~~;~~~~,, ~(~;~ ~:2), ~L~~:~R~2) 
(1)~i~~l~l3~~F~CI~~f~~~:~tz )/~~ -, 2)~1~~:~l~~$4~f~~4~~~~i~~F~J~$4) : ~c l) ;~ T~ ~~.'J~~~ )/~~~~~~P~~~fi~!*.~~}c~f }~ ;~~~dli 
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　　血：自験9症例の検試第2回腎とエリスロポエチン研究会Proceedings，81－86，1994．
25）小林陽二・福島　優・大村直子・福生吉裕，赫　彰郎：健康診断受診者におけるLp（a）測定の意義についての
　　検討．日老医誌，31，511－517，1994．
26）片山泰朗，目々澤　肇，南澤宏明，柏木史彦，飯田　恵，福地孝明，赫　彰郎：SHRSPを用いたIbudilastの長
　　期投与による血漿eicosanoids，脳動脈内皮細胞，生存率に及ぼす影響の検討．Prog，Med．，14，2169－2176，1994．
27）稲村憲治，赫彰郎：虚血性脳血管障害の実験的治療．最新医学，49，35－45，1994．
28）赫　彰郎：痴呆性疾患の脳循環代謝：白質病変を中心に．老年精医会誌，5，1111－1117，1994．
29）赫　彰郎，大山雅史，千田道雄1）（1）東京都老人総合研究所）：PET．Clinical　Neuroscience，12，1154－1156，1994．
30）栗原　怜1）・竹内正至1）（1）春日部秀和病院腎臓内科）：アルファカルシドール〔1α，（OH）D3〕．臨床透析，10，
　　653－660，　1994．
31）永島幹夫・福生吉裕・斉藤　彰・赫　彰郎：THP・1単球系細胞のPDGF－A，一B鎖発現に及ぼすTNF，IFNrの
　　影響．日医大誌，61，453－463，1994．
32）村松　忠，森島　明，加藤仁志：心エコー法を用いた慢性期脳血栓症患者の左心機能の検討．日医大誌，61，36－46，
　　1994．
33）五十嵐博中：脳血管障害におけるMRの有用性について：基礎的研究および臨床応用．日医大誌，61，465－469，
　　1994．
34）北村伸：PET，SPECTによる脳白質病変の脳循環代謝．日医大誌，61，470－474，1994．
35）片山泰朗：脳代謝よりみた虚血性現象．日医大誌，61，496－502，1994．
36）北村伸：脳血管障害におけるnuroimaging．日医大誌，61，510－514，1994．
37）柏木哲也・飯野靖彦・榊　信廣1），赫　彰郎（D都立駒込病院）：慢性腎不全患者および腎移植患者におけるHer・
　　icobactor　pylori（HP）とPepsinogen　I／II比の重要性．日腎誌，36，853－857，1994．
38）北村　伸，赫　彰郎：痴呆の画像診断：皮質下痴呆．老年期痴呆，8，474－478，1994．
39）福生吉裕，永島幹夫，本田治久，小林陽二，赫　彰郎，深田めぐみ1），池島　喬1）（1）萬有製薬（株）つくば研究
　　所）：HMG－CoA還元酵素阻害剤（Simvastatin）のサイトカイン産生への影響について．動脈硬化，22，221－226，
　　1994．
40）本田治久・福生吉裕・秋丸號甫1），赫　彰郎（1）外科第二）：粥状硬化形成における胸腺の役割：コレステロール
　　飼育ウサギでの検討．動脈硬化，22，187－193，1994．
41）長尾毅彦：脳梗塞と血液凝固異常．第5回関東脳卒中研究会Hilight　of　Symposium，9－10，1994．
42）片山泰朗：脳血管障害最近の進歩，病態と治療．日医大誌，61，647－652，1994．
43）中野今治1），山崎峰雄（1）東京都神経科学総合研究所神経病理学研究所）：アルツハイマ型痴呆におけるアストロ
　　サイト内paried　helical　filaments．Brain　Medica1．6，281－286，1994．
44）小林陽二，福生吉裕，金川卓郎1）（1）田尻ヶ丘病院）：脳梗塞後遺症患者へのEPA添加経管栄養剤の有用性につい
　　ての検討．Therapeutic　Research，15，297－306，1994．
45）小林陽二，福生吉裕，赫　彰郎，金川卓郎1）（1）田尻ヶ丘病院）：経管栄養施行者に対するEPA添加液状経管栄養
　　剤（HD－151）の効果についての検討．JJPEN，15，341－351，1994．
46）長尾毅彦ユ）・浜本　真1）・神田明美・宮崎徳蔵1），赫　彰郎（1》多摩老人医療センター神経内科）：高齢者心房細動
　　合併症脳塞栓症における低用量抗凝固療法，日老医誌，31，711－715，1994．
47）於保倫之助，片山泰朗，赫　彰郎：基礎研究の臨床医学への貢献：脳血管障害の早期治療．治療，76，9－16，
　　1994．
48）赫　彰郎・臼田和弘・片山泰朗：慢性疾患治療のガイダンス：脳血管障害後遺症．Medicament　News，1445，
　　7－9，　1994．
49）坂本静樹・赫　彰郎：主な神経疾患：最近の治療：脳血管障害慢性期．治療の最前線，14，342－345，1994・
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50）目々澤　肇，赫　彰郎：急性期の治療における最近の動向．老年医学・32・417－423・1994。
51）赫　彰郎，勝又俊弥，片山泰朗：脳卒中慢性期の管理と再発予防：慢性期の日常生活上の注意点．循環科学，14，
　　342－345，　1994．
52〉秋葉　隆1），栗原　怜2），飯野靖彦，他（1）東京医科歯科大学第二内科，2）春日部秀和病院腎臓内科）：保存期慢性
　　腎不全の腎性貧血に対するエリスロポエチン（EPOCH〉の皮下投与の検討．腎と透析，37，757－770，1994．
53）桑原道雄L），秋葉　隆1），栗原　怜2），米島秀夫2），丸茂文昭1）（1）東京医科歯科大学・2）春日部秀和病院腎臓内科）：
　　糖尿病性腎症による血液透析患者の骨病変の検討．透析会誌，27，961－965，1994。
54）中原秀樹1），栗原　怜2），河辺満彦，竹内正至2），須賀　優2），米島秀夫2）（D東京医科歯科大学胸部外科，2）春日部
　　秀和病院腎臓内科）：内シャント作製術の工夫．腎と透析，37，961－964，1994．
55）栗原　怜1），竹内正至1），米島秀夫1），秋葉　隆2），丸茂文昭2）（1）春日部秀和病院腎臓内科・2）東京医科歯科大学第
　　二内科）：改良型（CAPD）用無菌接合装着（TSCD　SG101）の無菌性保持能に関する評価腎と透析，37，
　　1165－1170，　1994．
56）小林陽二福生吉裕：Lipoproteina（Lp（a））へ及ぼす大紫胡湯の影響についての検討：高脂血症例への投与
　　成績より．漢方と最新医療，4，69－73，1995．
57）杉野信博1），安藤明利2），栗原　怜3），他（1）東京女子医科大学第4内科，2）東京労災病院，3）春日部秀和病院腎臓内
　　科）：保存期慢性腎不全患者の腎性貧血に対するrHuEPO（EPOCH）皮下投与の薬効評価：二重盲検法によるプ
　　ラセボとの群間比較試験．腎と透析，38，151－162，1995．
58）大和田一博1），栗原　怜1》（1）春日部秀和病院腎臓内科）：パルス療法によるPTH抑制の臨床効果．腎と骨代謝・
　　8，　183－190，　1995．
59）北村　伸，小宮山佐，越　泰彦，駒場祐一，赫　彰郎：塩酸ビフェメランによる脳血流量の変化についての検
　　討：1231－IMPSPECTARG法を用いて．Gerat・Med，33・369－373・1995．
60）福生吉裕，恵畑欣一1》（1》日本長期信用銀行健康開発センター）：市販の噴射式咽頭治療剤の長期多用が誘因と考
　　えられた甲状腺機能低下症の1例．内科，75，180－183，1995．
（2）総説：
　1）赫　彰郎：脳梗塞の再発予防．今日の治療，2，22－23，1994．
2）赫　彰郎，越　泰彦，北村　伸：脳血管障害の診断．contents・6－8・1994。
3）赫　彰郎：老年期痴呆の脳循環代謝．老人病研究所紀要，5，1－5，1994．
4）赫　彰郎，勝又俊弥，片山泰朗：脳卒中慢性期の管理と再発予防：慢性期の日常生活の注意点．循環科学，14，
　342－345，　1994。
5）赫　彰郎：老年者脳血管障害の臨床的特徴二総論．Medical　Scope，790，12，1994．
6）福生吉裕：動脈硬化の接着分子．日医大誌，61，69－74，1994．
7〉葉山修陽：ゲンチアナバイオレットで全身感染への移行も防止．Medical　Tribune，7，30，1994．
8）赫　彰郎：無症候性脳梗塞．日医大誌，61，95，1994．
9）福生吉裕，小林陽二：脂質に関する新しい検査法とその臨床的意義：そのII　Remnant　like　particlesコレステ
　　ロールについて．日医大誌，61，506－509，1994．
10）永積　惇，師田晴子，赫　彰郎：糖尿病．現代医療，26，3343－3347，1994．
11）赫　彰郎，大友英一1），小林祥泰2）（1）浴風会病院，2）島根医科大学第三内科）：脳血管障害の長期療法とQOL，
　　Medical　Tribupe，27，14－16，1994．
12）赫　彰郎，海江田　亮：無症候性の脳塞栓症．綜合臨床，43，2781－2783，1994．
13）赫彰郎＝”過労死”と脳出血．Clinical　Neuroscience・12・56－58・1994・
14）福生吉裕：ムンテラではなく，患者教育の視点で理解を促す．Medical　Tribune・27・32－34・1994。
15）葉山修陽：クレアチニンクリアランス．medicina，31，786－789，1994．
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16）福生吉裕：未病息災．未病，7，26－27，1994．
17）海江田　亮・永積　惇：etat－cribleの意義と対策の必要性。臨床成人病，24，176－181，1994．
18）赫　彰郎，海江田　亮：脳塞栓症による無症侯性脳梗塞．総合臨床，43，2781－2783，1994．
19）葉山修陽：高Na血症．Modem　Physician，14，1006－1008，1994．
20）福生吉裕：アポ蛋白とRemnant　like　particlesコレステロール．Apo　letter，37，1995．
21）福生吉裕：高齢化社会に向けての高脂血症治療の意義．臨と薬物治療，13，506，1994．
22）福生吉裕：高脂血症の継続治療はなぜ必要か．臨と薬物治療，13，507－511，1994．
23）福生吉裕，秦よし哉，斎藤康，山口洋：動脈硬化の病態と薬物治療．今月の治療，6，41－81，1994．
24）小林陽二：高脂血症はいかに治療すべきか（薬物治療を開始するにあたって）：漢方薬を用いた高脂血症治療．
　　臨床と薬物療法，13，534－537，1994．
25）石倉菜子1），浜本　真1》，大坪孝一1），宮崎徳蔵1》（1）東京都多摩老人医療センター神経内科）：Motorfluctuation
　　に対するlevodopa溶剤療法の有用性を検討したParkinson病の1例．日老医誌，32，51－52，1995．
26）赫　彰郎：脳梗塞とその周辺の病態．脳血管障害とQOL，3－6，1995．
27）赫　彰郎，越　泰彦：多発梗塞性痴呆では，なぜ，前頭葉の血流が低下．循環科学，15，84－85，1995．
28）駒場祐一，北村　伸，赫　彰郎：高齢者脳疾患におけるSPECTの診断的有用性．Medical　Practice，12，373－375，
　　1995．
29）臼田和弘・片山泰朗・赫　彰郎：脳血管障害後遺症の薬物療法．Medicament　NEWS，1467，15－17，1995．
30）小宮山佐，赫　彰郎：軽痴呆症とその診断をめぐって．画像診断の現状と今後の展望．老精医誌，6，31－37，
　　1955．
31）福生吉裕：リスクファクターとしてのトリグリセリド．EPA，1，6－7，1995．
（3）研究報告書：
　1）片山泰朗，赫　彰郎，勝又俊弥，柏木史彦，臼田和弘，山室　学：EPAの脳血管障害の予防および治療効果：脳
　　血流代謝に及ぽす影響．大和証券ヘルス財団の助成による研究業績集，19，50－61，1994．
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　　堂，1994．
　3）葉山修陽：〔分担〕腎炎，臨床栄養学，”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編集）．P．219－229，臨床栄養
　　学，1994．
　4）松信精一：〔分担〕ネフローゼ症候群，”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編集）．P．230－239，文光堂，
　　1994．
　5）飯野靖彦：〔分担〕腎不全，”臨床栄養学”，（早川弘一監修，富村太郎編集）．P．239－247，文光堂，1994．
　6）赫　彰郎：〔分担〕Tolosa－Hunt症候群，”今日の神経疾患治療指針”，（亀山正邦，高倉公朋　総編集）．
　　P。472－373，医学書院，1994．
　7）永積　惇：〔分担〕ベラドン中毒，”今日の神経疾患治療指針”，（亀山正邦，高倉公朋　総編集）．P．661－662，
　　医学書院，1994．
　8）南澤宏明，片山泰朗：〔分担〕虚血性神経細胞死と脳温度，”脳虚血の分子医学”，（桐野高明編集）．P．101－111，
　　羊土社，1994．
　9）赫　彰郎，今津　修：〔分担〕脳・脊髄の血管，”図説病態内科講座”，神経一1，（高久史麿監修）．P．2－9，MEDICAL
　　VIEW，1994．
10）赫　彰郎：〔分担〕脳・脊髄の血液循環，”図説病態内科講座”，神経一1，（高久史麿監修）．P．10－15，MEDICAL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－121一
　　VIEW，1994．
11）南澤宏明，片山泰朗：〔分担〕虚血と脳温度，”脳虚血Update”（田村　晃，他編集）．，文進堂，P．50－63，1994。
12）南澤宏明，片山泰朗：〔分担〕温度管理と実験主義，”脳虚血Update”（田村晃，他編集）．P，64－67，文進堂，
　　1994．
13）赫　彰郎：〔監修〕老人の身体の特徴，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．P・1－12，ワールドプラ
　　ンニング，1994．
14）今津　修：〔分担〕応急手当の基本，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．P。13－36，ワールドプラン
　　ニング，　1994．
15）永積　惇：〔分担〕症状からみる病気一頭部系の異常一，一眼・耳てん口部系の異常一，”老人のための家庭医
　　学百科”（赫　彰郎監修〉．P．37－78，ワールドプランニング，1994．
16）手塚博幸：〔分担〕症状からみる病気一眼・耳・口部系の異常一，一胸部・脈系の異常一，”老人のための家庭
　　医学百科”（赫彰郎監修）．P．78－110，ワールドプランニング，1994．
17）飯野靖彦：〔分担〕症状からみる病気一胸部・脈系の異常一，一肩・腰・腹部の異常一，一泌尿器系の異常一，”
　　老人のための家庭医学百科”，P．110－139，ワールドプランニング，1994．
18）福生吉裕：〔分担〕症状からみる病気一泌尿器系の病気一，一手足系の異常一，一皮膚系の異常一，一全心的な
　　異常一，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．P．140－170，ワールドプランニング，1994．
19）片山泰朗：〔分担〕老人によくみられる病気一脳・神経系一，一眼科系一，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰
　　郎監修）．P．171－195，ワールドプランニング，1994．
20）小林陽二：〔分担〕老人によくみられる病気一耳鼻口腔系一，一呼吸器系一，”老人のための家庭医学百科”（赫
　　彰郎監修）．P。196－209，ワールドプランニング，1994．
21）稲村憲治，手塚博幸：〔分担〕老人によくみられる病気一循環器系一，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎
　　監修）．P．210－230，ワールドプランニング，1994．
22）北村　伸：〔分担〕老人によくみられる病気一消化器系一，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．P・
　　231－237，ワールドプランニング，1994．
23）氏家　隆：〔分担〕老人によくみられる病気一消化器系一，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．P・
　　238－263，ワールドプランニング，1994．
24）葉山修陽：〔分担〕老人によくみられる病気一泌尿・生殖器系一，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．
　　P．264－276，ワールドプランニング，1994．
25）清水純：〔分担〕老人によくみられる病気一泌尿・生殖器系一，一代謝・内分泌系一，”老人のための家庭医
　　学百科”（赫彰郎監修）．P．276－304，ワールドプランニング，1994．
26）添田敏幸：〔分担〕老人によくみられる病気一皮膚系一，一骨・関節系一，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰
　　郎監修）．P．305－325，ワールドプランニング，1994．
27）北村　伸：〔分担〕老人によくみられる病気一精神系一，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．
　　P．326－336，ワールドプランニング，1994．
28）宮崎徳蔵：〔分担〕痴呆になったとき，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．P・337－346・ワールドプ
　　ランニング，1994．
29）南澤宏明：〔分担〕薬についての知識，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．P・347－350・ワールドプ
　　ランニング，1994．
30）永積　惇，目々澤肇：〔分担〕資料，”老人のための家庭医学百科”（赫　彰郎監修）．P．410－416，ワールドプラ
　　ンニング，1994．
31）福生吉裕：〔分担〕職場の健康づくりガイド，”あなたの血管大丈夫”．P．1－33，全国社会保険協会連合会，1994．
32）福生吉裕：〔分担〕糖尿病予防を甘く見ていませんか，”血糖過多はこんなに怖い”．P・1－32・法研・1994．
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33）福生吉裕：〔分担〕病期の秘密は血液にあった．P．1－208，”法研”，1994．
学会発表
（1）特別講演：
　1）赫　彰郎：画像からみた老年期痴呆．第7回老年精神障害懇話会，1994．4．
　2）赫　彰郎：脳梗塞急性期の病態と治療．第5回神経救急研究会，1994．5．
　3）福生吉裕：よくわかる高脂血症．日本医大第一病院公開講座，1994．5．
　4）赫　彰郎：脳血管障害の病態と治療，一最近の話題一．富山県医師会生涯教育講座，1994．6．
　5）赫　彰郎：脳循環代謝からみた脳血管性痴呆の病態生理．第5回脳卒中夏のセミナー，阿蘇カンファレンス，
　　1994。　7．
　6）赫’彰郎：老年期痴呆の臨床．平成6年度日本医師会生涯教育講座，1994．8．
　7）赫　彰郎：脳血管障害の病態と治療．信州脳血管障害研究会，1994．11．
　8）福生吉裕：症例より診た高脂血症の治療について一高血圧症を合併する場合も含めて一．第1回台東区循環器研
　　究会，1994．11．
　9）福生吉裕：症例より見た高脂血症の診断と治療．第109回千葉県産衛協例会，1995．2．
10）赫　彰郎：脳梗塞の病態と治療．第7回東葛神経懇話会，1995．3．
（2）教育講演：
　1）福生吉裕：高脂血症とその臨床検査．第1回東京ミニリピッドセミナー，1994．11．
　2）福生吉裕：動脈硬化の成因と治療：最近の知見から．附属5病院麻酔科集談会，1995．1．
（3）シンポジウム：
　1）北村　伸：PET，SPECTによる脳白質病変の脳循環代謝．日本医科大学医学会第4回公開シンポジウム，1994．
　　6．
　2）片山泰朗：脳代謝よりみた虚血耐性現象．日本医科大学医学会第4回公開シンポジウム，1994．6．
　3）五十嵐博中：脳血管障害におけるMRの有用性について：基礎的研究および臨床応用．日本医科大学医学会第
　　4回公開シンポジウム，1994．6．
　4）福生吉裕：動脈硬化成因への胸腺からのアプローチ．第6回動脈硬化成因カンファレンス，1994・7．
　5）秋葉　隆1）・栗原　怜2）・越川昭三3）（1）東京医科歯科大学第二内科，2》春日部秀和病院腎臓内科，3）昭和大学藤ガ
　　丘病院腎臓内科）：副甲状腺機能方進症に対する1，25水酸素ビタミンD3静注の硬化．第39回日本透析学会総会，
　　1994．　7．
　6）栗原　怜1）・竹内正至1）・井上晴洋2）（1）春日部秀和病院腎臓内科，2）同消化器外科）：腹部手術既往歴のある患者に
　　対する腹腔鏡下カテーテル留置術：腸管癒着剥離とカテーテル誘導．第39回日本透析学会総会，1994．7．
　7）小林陽二・福生吉裕・赫　彰郎：大紫胡湯の動脈硬化，脂質代謝に対する効果，大紫胡湯の血清脂質改善に対す
　　る効果，特にLipoproteina（Lp（a））について．第2回中西合作，動脈硬化，血栓症一次予防国際シンポジウ
　　ム，1994．8．
8）福生吉裕：動脈硬化と免疫第2回青森県動脈硬化リスクファクターフォーラム，1994．10．
　9）永島幹夫：スカベンジャー受容体関連プロテアーゼの構造と機能解析・第9回脂質代謝研究会，1994・10．
10）福生吉裕：未病とミネラル：マグネシウムの有効性．第1回東京未病研究会，1995。1．
11）片山泰朗：虚血耐性現象：脳代謝からのアプローチ．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
（4）会長講演：
1）赫　彰郎：痴呆性疾患の脳循環代謝；白質病変を中心に．第9回日本老年精神医学会総会，1994．6．
2）赫　彰郎：脳血管障害と白質病変．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
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(6) -~!:~i~: : 
1) Akiba, T.1), Kurihara, S.2), Yamada, M.2), Ogasawara, H.2), Yoneshima, H.2), Marumo, F.1) (1)Toukyo Med. 
& Dent. Univ, 2) Kasukabe-Shuwa Hosp.) : Interavenous calcitriol (IVO can increase bone mass of ostitis 
fibrosa (OS) in hmodialysisi (HD) patients (PTS). Third International Conference on New Actions of 
Parathyroid Hormone, (Kyoto), 1994. 4 . 
2) Kurihara. Sl)., Suga. Ml)., Yoneshima. Hl)., Akiba. T2)., Iino. Y. (1)Kasukabe-Shuwa Hospital, 2)Tokyo 
Med. & Dent. Univ.) : Bolus recombinant erythropoietin (rHuEPO) increases pulmonary vascular tone 
without changes in plasma endothelin levels. XXXI st. European Dialysis and Transplant Association 
(Austria), 1994. 7 . 
3) Akiba, T.1), Matsui, N.1), Chida, Y.1), Kurihara, R.2), Marumo, F.1) (1)Tokyou Med. & Dent. Univ. 
2)Kasukabe-Shuwa Hosp.) : Serum hepatocyte growthfactor (HGF) in HCV - positive hemodialysis (HD) 
patients (Pts) . XXXI st. European Dialysis and Transplant Association (Austria) , 1994. 7 . 
4) Fukushima. M.. Kobayashi. Y., Fukuo. Y., Terashi. A : Serum Lp (a) prognosis of acute cerebrovascular 
accident. Xth Interna. tional Symposium on Atherosclerosis. (Canada), 1994. lO. 
5) Kobayashi. Y., Fukuo. Y., Omura. N., Fukushima. M., Terashi. A : Value of determining Lp (a) in health 
examinations. Xth International Symposium on Atherosclerosis. (Canada) , 1994. 10. 
6) Fukuo. Y., Akaishi. H., Honda. H., Nagashima. M., Muramatsu. T., Terashi. A., Yamada. Y.1), Otsuka. S.1) 
(~)Pathol.) : Differences in rate of hydrolysis of HMG-COA reductase inhibitors in human and animal 
tissues. Xth International Symposium on Atherosclerosis. (Canada), 1994. 10. 
7) Honda. H., Fukuo. Y., Akimaru. K1)., Terashi. A (1)2nd Dept. of Surgery) : Roleof the thymus in experimen-
tal atherogenesis in cholesterol-fed rabbits. Xth International Symposium on Atherosclerosis. (Canada) , 
1994. 10. 
8) Akaishi. H., Fukuo. Y., Honda. H., Terashi. A : Effect of soloseryl on the atherosclerotic rabbi model in 
which the left carotid artery is cuffed. Xth International Symposiumon Atherosclerosis. (Canada), 1994. 
10. 
9) Nagashima. M., Fukuo. Y., Matsui. M.1), Ishizaki. R.1), Terashi. A (1)Inst. of GerontoD : CDNA cloning of 
a protease-related scavenger receptor cysteine-rich domain. Xth International Symposium on Atheroscler-
osis. (Canada) , 1994. 10. 
lO) Kanbara. R., Fukuo. Y., Terashi. A : Effect of sonic stress in rabbits on triglyceride metabolism and 
progression of atherosclerosis. Xth International Symposium on Atherosclerosis. (Canada), 1994. 10. 
11) Muramatsu. T., Honda. H., Nagashima. M., Kobayashi. Y., Fukuo. Y., Terashi. A : Serum insulin level and 
atherosclerosis risk factors. Xth International Symposium on Atherosclerosis. (Canada) , 1994. 10. 
12) Kashiwagi. T : Helicobacter pylori infection and pepsinogen titer in hemodialysisand renal transplantation 
patients in Japan. 27th Annual Meeting of ASN. (Holand) , 1994. 11. 
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15）福生吉裕，福島　優，永島幹夫，小林陽二，赫　彰郎：脳卒中とサイトカイン（第二報）：IL6の血清脂質に及ぼ
　　す役割．第91回日本内科学会総会，1994．4．
16）稲村憲治，坂本静樹，勝又俊弥，市堰　肇，片山泰朗，赫　彰郎：虚血障害発現におけるカルシウム依存性カル
　　モジュリンカイネースIIの燐酸化の動態．第35回日本神経学会総会，1994．5．
17）目々澤肇，片山泰朗，赫　彰郎：NMDAantagonistは高体温下では虚血性障害を改善しない．第35回日本神経
　　学会総会，1994．5．
18）津金沢俊和・浜本　真1），上田雅之，宮崎徳蔵1），岡田隆晴2）（1）東京都多摩老人医療センター神経内科，2）同脳神
　　経外科）：アルツハイマー型老年痴呆における症状と髄液循環障害の関連について．第35回日本神経学会総会，
　　1994．　5．
19）越　泰彦・駒場祐一，北村　伸，酒寄　修，小宮山佐，荒木俊彦，赫　彰郎：脊髄小脳変性症の脳循環の検討：
　　Joseph病とOPCAの比較．第35回日本神経学会総会，1994．5．
20）三品雅洋・大山雅史，北村　伸，赫　彰郎，石井賢二1），千田道雄1）（1）都老人研ポジトロン）：脊髄小脳変性症に
　　おける歩行時の局所脳循環代謝．第35回日本神経学会総会，1994．5．
21）駒場祐一，越　泰彦，酒寄　修，小宮山佐，荒木俊彦，北村　伸，赫　彰郎：視床における脳血管障害の他領域
　　に対する影響について：PETにおける考察（第二報）．第35回日本神経学会総会，1994．5．
22）臼田和弘，稲村憲治，片山泰朗，赫　彰郎：高血糖で虚血性神系細胞傷害の発現過程におけるミトコンドリアの
　　形態変化．第35回日本神経学会総会，1994．5．
23）上田雅之，浜本　真1》，津金沢俊和，小林克史，宮崎徳蔵1）（1）東京都多摩老人医療センター神経内科）：高齢者
　　Parkinson病患者におけるDopa　challenge　test　Gastrin　test有用性の検討．第35回日本神経学会総会，1994．
　　5．
24）大山雅史，北村　伸，赫　彰郎，石井賢二1），千田道雄1）（1）都老人研ポジトロン）：脳梗塞による慢性失語症患者
　　における言語操作中の局所脳血流の経時的変化．第35回日本神経学会総会，1994．5．
25）長尾毅彦1），浜本　真1），宮崎徳蔵1），神田明美，赫　彰郎（1）都多摩老人医療センター神経内科）：高齢者心房細
　　動合併脳塞栓症における低用量抗凝固療法．第35回日本神経学会総会，1994．5．
26）坂本静樹，山室　学，西山　譲，北村　伸，赫　彰郎：大脳基底核と深部白質の多発性虚血病変患者の知的機能
　　とIMP－SPECT所見の検討．第35回日本神経学会総会，1994．5．
27）小林陽二，福生吉裕，赫　彰郎：血清脂質に対する大紫胡湯の効果についての検討：特にLp（a）への影響につ
　　いて．第45回日本東洋医学会学術総会，1994．5．
28）中村　正，布施　環，青木　宏，大沢弘和，橋本和政，清水光義，松信精一，河辺満彦，葉山修陽，飯野靖彦，
　　赫　彰郎：サルコイドーシスと思われる肉芽腫様間質性腎炎の1例．第24回日本腎臓学会東部部会，1994．5．
29）須賀　優1），栗原　怜1），桜井祐成1），竹内正至1），米島秀夫1），大和田結実2），葉山修陽，松信精一，清水　章2），
　　北村博司2）・山中宣昭2）（1）春日部秀和病院腎臓内科，2）同糖尿病科）：診断，治療に苦慮した糖尿病に合併した原
　　発性ネフローゼ症候群（FGS）の1例．第24回日本腎臓学会東部部会，1994．5．
30）竹内正至1）・須賀　優1），桜井祐成1），栗原　怜1》，米島秀夫1），葉山修陽，松信精一，飯野靖彦（1）春日部秀和病
　　院腎臓内科）：ClofibrateとSimbastatin併用による横紋筋融解症の1例．第24回日本腎臓学会東部部会，1994．
　　5．
31）駒場祐一，越　泰彦，酒寄　修，小宮山佐，荒木俊彦，北村　伸，赫　彰郎：視床脳血管障害の他領域に対する
　　影響について：PETを用い，痴呆を含めて．第9回日本老年精神医学会総会，1994．6．
32）大山雅史，三品雅洋，北村　伸，赫　彰郎，石井賢二1），千田道雄1）（u都老人研ポジトロン研究部門）：老年失語
　　症患者におけるPETによる言語負荷中の局所脳血流量の経時的変化．第9回日本老年精神医学会総会，1994．
　　6．
33）越　泰彦，北村　伸，酒寄　修，小宮山佐，駒場祐一，三品雅洋，増谷祐之，荒木俊彦，永積　惇，赫　彰郎：
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　　パーキンソン症候群の脳循環；PETによる検討，第9回日本老年精神医学会総会，1994．6．
34）藤波茂忠1），松井康絵1），高木宏昌1），野村重友1），野村俊明1），鈴木雅博1），中村美帆1），五十嵐義晃1），赫　彰郎
　　（1）神経科，2）放射線科）：うつ状態を呈した高齢者の画像診断の有用性について．第9回日本老年精神医学会総
　　会，1994．6．
35）長尾毅彦1），浜本　真1），津金沢俊和1），上田雅之1），小林克史11，宮崎徳蔵1），赫　彰郎（1）都多摩老人医療センター
　　神経内科）：高齢者心房細動合併脳塞栓症における抗凝固療法の治療域設定に関する考察：凝血学的指標と治療
　　域設定に関する考察：凝血学的指標と治療域の関係．第12回日本神経治療学会総会，1994．6．
36）片山泰朗，福地孝明，臼田和弘，柏木史彦，南澤宏明，赫　彰郎：NicardipineおよびMK・801の虚血における
　　pyruvate　dehydrogenase（PDH）活性と脳代謝に及ぼす影響．第12回日本神経治療学会総会，1994．6．
37）金子朋広，山崎峰雄，駒場祐一，北村　伸，赫　彰郎：筋融解症をdoxylaminiumsuccinateできたしたと思わ
　　れる1症例．第129回日本神経学会関東地方会，1994．6．
38）上田雅之1），浜本　真1），大坪孝一），小林克史1），宮崎徳蔵1）（1）東京都多摩老人医療センター神経内科）：Neurole・
　　ptic　malignant　syndromeを繰り返したShy　Drager症候群の1例．第129回日本神経学会関東地方会・1994．
　　6。
39）福生吉裕，恵畑欣一：新型噴射式咽頭治療剤が誘因と考えられた甲状腺機能低下症の1例．第428回日本内科学
　　会関東地方会，1994．6．
40）竹内正至1），須賀　優1），桜井祐成1），栗原　怜1），大和田一博1），米島秀夫1），井上晴洋2），中島和美2）（1）春日部秀
　　和病院腎臓内科，2）同消化器外科）：腹腔鏡下腸管膜癒着剥離術を施行したCAPDに導入した1例．第3回腎不
　　全外科研究会，1994．6．
41）本田治久，福生吉裕，秋丸號甫1），片山博徳2），大網　弘2），仲間一雅3），赫　彰郎（1）外科第二，2》老人病研究所，
　　3）実験動物管理室）：粥状硬化形成における胸腺の役割：コレステロール飼育胸腺摘出ウサギでの検討．第26回
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　　秋葉　隆2）（1）春日部秀和病院腎臓内科，2）東京医科歯科大学第二内科〉：α一メチルドーパによると考えられた高度
　　の溶血性貧血をきたしたSLE様症候群の1例．第431回日本内科学会関東地方会，1994．10．
96）赤石治美，福生吉裕，本田治久，赫　彰郎，山田宣孝1》，大塚雄司1），並松茂樹2），秋山しのぶ21（1》病理部，2）中
　　央研究室）：ウサギCuff被包動脈硬化モデルにおける幼牛血液抽出物の血管内膜への影響について．平成6年度
　　日本動脈硬化学会冬季大会，1994．11．
97）五十嵐博中・片山泰朗・赫　彰郎，中田　力1），Kwee，1．L　D（1）Neurology，U。C．Davis）：In　vivo　lH－NMR
　　spectroscopic　imagingによるラットMCA閉塞モデル脳の経時的観察．第6回日本脳循環代謝学会総会，1994．
　　11。
98）神谷達司・片山泰朗・赫　彰郎・Nowak，T．S・Jr・）．，Pulsinelli，WA・）（・》University　of　Temessee）：Rat一
　　過性局所脳虚血モデルにおける蛋白合成の回復とImmediateearlygenesの発現について．第6回日本脳循環代
　　謝学会総会，1994．11．
99〉永島幹夫，神原礼文，福生吉裕，赫　彰郎，松井　南1），（1）老人病研究所）：単球のPDGFmRNA発現に対する
　　dexamethasoneの抑制効果について．平成6年度日本動脈硬化学会冬季大会，1994．11．
100）高木信一，福生吉裕，赫　彰郎：近赤外光を用いた脈管の非侵襲的抽出法の検討（第1報）：内頸，鎖骨下静脈
　　の場合．平成6年度日本動脈硬化学会冬季大会，1994．11．．
101）駒場祐一，三品雅洋，大山雅史，北村　伸，赫　彰郎：脳梁無形成の言語野にっいての考察：アミタール試験，
　　PETを用いて．第131回日本神経学会関東地方会，1994．12．．
102）五十嵐博中：新しいMRイメージングの試み：脳虚血ラットによる実験及び臨床応用への可詣匡第6回関東
　　脳卒中研究会，1994．11．
103）名取国彦，越　泰彦，小宮山佐，三品雅洋，津金沢俊和，酒寄　修，駒場祐一，北村　伸，永積　惇，赫　彰郎，
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　　伊藤　正・），柳川豊彦1），根津伸弘D（1）第一病院放射線科）：無症候性脳梗塞の脳循環：SPECTによる検討．日
　　本医科大学医学会第84回例会，1994．11．
104）栗原　怜1）（1）春日部秀和病院腎臓内科）：成人発症型低リン血症性クル病の骨生検例．第1回東京Boneクラブ，
　　1994．　11．
105）駒場祐一，三品雅洋，大山雅史，北村　伸，赫　彰郎：脳梁無形成の言語野についての考察：アミタール試験・
　　PETを用いて．第131回日本神経学会関東地方会，1994．12．
106）栗原　怜1），竹内正至1），須賀　優1），桜井祐成1），大和田一博1），米島秀夫1），秋葉　隆2），丸茂文昭2）（1）春日部秀
　　和病院腎臓内科，2）東京医科歯科大学）：改良型CAPD用無菌接合装置（TSCD）に対する無菌性保持能の評価
　　第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
107）秋葉　隆1），田村博之1），田村禎一），松井則明2》，千田佳子3），栗原　怜4），下田研二5》，星野正信5），丸茂文昭1）
　　（1）東京医科歯科大学第二内科，2）土浦協同病院内科，3）中野クリニック，4）春日部秀和病院，5）聖橋クリニック）：
　　HCV抗体陽性の慢性血液透析患者における肝細胞増殖因（HGF）血液濃度の意義．第37回日本腎臓学会総会，
　　1994．　12．
108）須賀　優1），栗原　怜1），竹内正至1），桜井祐成D，大和田一博1），米島秀夫1），葉山修陽，飯野靖彦・秋葉　隆2）・
　　丸茂文昭2）（1）春日部秀和病院腎臓内科，2）東京医科歯科大学第二内科）：エリスロポエチン単回（900単位）投与
　　時の血管作動性物質の変動．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
109）内海甲一），柏木哲也1），山田剛久1），長井　徹1），斉藤　博L），新井文子2》，坂巻　寿2），飯野靖彦（1）都立駒込病
　　院腎臓内科，2伺骨髄移植チーム）：骨髄移植後の溶血性尿毒症症候群に対する血漿交換の有用性の検討。第37回
　　日本腎臓学会総会，1994．12．
110）金子朋広，大園英一，葉山修陽，飯野靖彦，赫　彰郎，水野杏一・）（1）千葉北総病院内科）：副甲状腺ホルモン（PTH）
　　の丁細胞活性化刺激作用．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
111）北村博司，杉崎祐一1》，清水　章1），石崎正通1），益田幸成1），山中宣昭1）（1）病理学第一）：糸球体硬化モデルにお
　　ける内皮細胞の動態．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
112）桜井祐成・），竹内正至且》，栗原　怜・），大和田一博1），須賀　優・），米島秀夫・），秋葉　隆2），葉山修陽3）（1）春日部秀
　　和病院腎センター，2）東京医科歯科大学第二内科，3）千葉北総病院内科）：血液透析（HD）患者における血中ヒア
　　ルロン酸（HY）濃度：HCV抗体（2nd）陽性患者での検討．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
113）柏木哲也1），山田剛久1），内海甲一1），長井　徹1），斉藤　博1），榊　信廣2），飯野靖彦，赫　彰郎（1）都駒込病院腎
　　内科，2）同消化器内科）1慢性透析患者および腎移植患者における胃内視鏡所見とHelicobactor　pyloriとPep－
　　sinogen　I／II比との関連について．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
114）河辺満彦，金子朋広，布施　環，青木　宏，橋本和政，大沢弘和，清水光義，中村　正，松信精一，葉山修陽，
　　飯野靖彦：米国と日本におけるCSPD／APD患者の比較．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
115）大沢弘和，大園英一，中村　正，松信精一，飯野靖彦，赫　彰郎：蛋白尿減少作用を有する薬剤のTGFβ産生
　　に及ぼす影響．第37回日本腎臓学会学術総会，1994．12．
116〉越泰彦，小宮山佐，名取国彦，三品雅洋，津金沢俊和，酒寄修，駒場祐一，増谷祐之，北村伸，永積惇，
　　赫　彰郎：無症候性脳梗塞の脳循環代謝：SPECTによる検討．第29回日本成人病学会総会，1995．1．
117）高木信一，福生吉裕，赫　彰郎：近赤外光を用いた不可視血管の描出の検討．第29回日本成人病学会総会，1995．
　　　1．
118）南澤宏明：脳虚血における脳皮質組織pyruvate　dehydrogenase（PDH）活性の温度依存性（脳内温度の総説を
　　含め）．第2回フラノ脳虚血セミナー，1995．1．
119）須賀　優1），竹内正至1），桜井祐成1），栗原　怜1），米島秀夫1），大和田結実2）（1）春日部秀和病院腎臓内科，2）同糖
　　尿病内科）：ClofibrateとSimvastatin併用によるacute　muscularsyndromeの1例．埼玉県医学会総会・1995．
　　　1．
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120）上田雅之，赫　彰郎，浜本　真1㌧宮崎徳蔵1）（1）東京都多摩老人医療センター）：脳血栓症急性期におけるOzagrel－
　　Heparin併用療法の検討：高齢者におけるQOL改善につて．日本医科大学医学会第85回例会，1995．2．
121）山室　学ユ），山口　博1），西山　穣1）（1）北村山公立病院神経内科）：失語を呈した複雑型片頭痛の1例，第145回日
　　本内科学会東北地方会，1995．2．
122）須賀　優1），竹内正至1），桜井祐成1），大和田一博1），栗原　怜1），米島秀夫1）（1）春日部秀和病院腎臓内科）：エリ
　　スロポエチン単回投与における心血行動態の変化ならびに血管作動性因子の変化について．印旛市郡保存期腎不
　　全治療講演会，1995．2．
123）神谷達司，片山泰朗，赫　彰郎，Nowak，T．S．Jr．1），Pulsinelli，WA．1）（1》Departmentof　Neurology，University
　　of　Tennessee・Memphis）：Rat一過性局所脳虚血モデルにおけるImmediate　early　gene，Fos蛋白発現時の蛋
　　白合成の閾値について．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
124）大山雅史・北村　伸・三品雅洋，赫　彰郎，石井賢二1），千田道雄1）（1）東京都老人研ポジトロン研究部門）：失語
　　症患者におけるPETによる言語負荷検査．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
125）越泰彦・小宮山佐・津金沢俊和・三品雅洋，酒寄修，駒場祐一，北村伸，永積惇，赫彰郎：無症候性
　　脳梗塞の脳循環：IMPSPECTによる定量的検討・第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
126）大坪孝一》，浜本　真1），白川理恵1），宮崎徳蔵1）（1）東京都多摩老人医療センター神経内科）：高齢者の急性期脳梗
　　塞症例における血清Lp（a）の検討：脳梗塞臨床病型との関係について．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
127）久金　誠・五十嵐博中・片山泰朗・赫　彰郎：実験的脳虚血モデルにおけるmagnetieのMRl造影剤としての有
　　用性．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
128）五十嵐博中1），中田　力2），KweeI，L2），片山泰朗，赫　彰郎（1）都立荏原病院神経内科，2）Neurology，VAWC，
　　Martinez，UniversityofCalifomiaDavis）＝1）H－NMRspectroscopicimagingによるMCA閉塞ラット脳の経
　　時的測定：病理所見との対比を主題として．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
129）越　泰彦，小宮山佐，津金沢俊和，三品雅洋，酒寄　修，駒場祐一，北村　伸，永積　惇，赫　彰郎：小脳の血
　　管障害が大脳皮質へ及ぽす影響についての検討・第20回日本脳卒中学会総会，1995・3．
130）大友英一1》，丸山勝一2），赫　彰郎，福内靖男3），篠原幸人4），伊藤栄一5｝，額田忠篤6》，高橋和郎7）（1）浴風会病院，
　　2）東京女子医科大学，3）慶磨義塾大学，4》東海大学，5｝国立療養所東名古屋病院，6）国立大阪南病院，7〕鳥取大学）：
　　イブジラストの脳梗塞再発予防効果の検討．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
131）大友英一），後藤文男2），田崎義昭3），伊藤栄一3），赫　彰郎，平井俊策4），藤島正敏6），他（1）浴風会病院，2）慶慮
　　義塾大学・3）いすず病院・・》国立療養所東名古屋病院，・）群馬大学医学部神経内科，・）九州大学医学部第二内科）：
　　酒石酸イフェンプロジルの脳梗塞再発予防効果．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
132）長尾毅彦1），浜本　真1），上田雅之1），大坪孝一1），小林克史1），宮崎徳蔵1》，赫　彰郎（1）都立荏原病院神経内科，
　　・）東京都多摩老人医療センター神経内科）：凝血的指標と脳梗塞（VI）：ラクナ梗塞症例での検討・第20回日本脳
　　卒中学会総会，1995．3．
133）青山純夫，神谷達司，市堰　肇，片山泰朗，赫　彰郎：ラット中大脳動脈モデルにおけるFos蛋白の経時的発現
　　第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
134）李　秀玲，柏木史彦，片山泰朗，赫　彰郎：海馬CAI錐体細胞の虚血耐性現象に関する研究．第20回日本脳卒中
　　学会総会，1995．3．
135）師田晴子，峰松一夫1），田中　裕2），平野照之2），長谷川泰弘1），今村　剛2），荒川修治2），林田考平3），山口武典2）
　　（1）国立循環器病センター内科脳血管部門，2）同研究所，3）同放射線科）：一側性主幹動脈閉塞性病変例における非
　　病巣側の脳循環代謝：副血行パターンによる差異．第20回日本脳卒中学会総会，1995．3．
136）臼田和弘，中沢　勝，坂本静樹，片山泰朗，赫　彰郎：思春期に痙攣で発症したneuronal　migration　disorder
　　と思われる1例．第132回日本神経学会関東地方会，1995。3．
137）福生吉裕，赤石治美，増谷直子，永島幹夫，本田治久，福島　優，高木信一，赫　彰郎：胸腺と動脈硬化の研究：
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　　（その7）THP－1細胞の分化・泡沫化を抑制する胸腺由来蛋白の分離と精製．第27回日本動脈硬化学会総会，1995．
　　3．
138）永島幹夫，福生吉裕，赫　彰郎，松井　南1），久安早苗2）（1）老人病研究所分子生物学，2）生化第2）：マウスマク
　　ロファージ細胞株のLPL分泌に対するエピネソリンの制御．第27回日本動脈硬化学会総会，1995．3．
［第一病院リウマチ科］
研究概要
　当科における主な研究課題は，手術療法を中心とした関節リウマチ（RA）の治療，滑膜組織および滑膜細胞を用い
た基礎的研究そしてRA患者の情動である．
　臨床的研究としては，1）根治的滑膜切除術（RaMS）によるRAの集学的治療法，2）より大きな可動域を追及し
た人工膝関節システムの開発，3〉RAにおける免疫系一神経系一内分泌系の関連について検討した．
　基礎的研究としては，1）滑膜組織における，血管増殖因子（bFGF，VEGF）の発現，2）各種抗リウマチ剤の滑膜
培養に対する増殖抑制作用，サイトカイン産生抑制作用について検討を行った．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Uchida，S．1），Watanabe，F．1），Nisimura，K．1），Itoh，K．1），Mori，T．1），and　Yoshino，S，（1｝東京都立墨東病院リウ
　　マチ科）：Ten・year　clinical　results　of　D－peniciHamine　in　the　treatment　of　rheumatoid　arthritis．Int，J。
　　Immunotherapy，10，119－130，1994．
　2）Liu，C．一Y．1），Zhu，G．1），Converse，R．1），Kao，C。W．一C．1），Nakamura，H，，Teseng，S，C，一G．2），Mui，M．一M2）7Seyer，
　　J．3），Justice，M．J．4），Stech，M。E．4），Hansen，G．M．4），andKao，W。W。一Y，1）（1）Dept　ofOphthtalmology，University
　　of　Cincinnati，2）Dept．of　Ophthalmology，University　of　Miami，3）Dept，of　Biochemistry，University　of
　　Temessee，4）Division　of　Biology，Kansas　State　University）：Characterization　and　chromosomal　localiza－
　　tion　of　the　comea－specific　murine　keratin　gene　Krt1．12．JBioL　Chem。，269，24627－24636，1994。
　3）Hirohata，S．1），Yanagida，T．1），Koda，M．，Koiwa，M．，Yoshino，S。，and　Ochi，T．2）（1）帝京大学第2内科，2》大阪
　　大学整形外科）：Selective　induction　of　IgM　rheumatoid　factorsby　CD14＋monocyte　lingage　cells　generated
　　from　bone　marrow　of　patients　with　rheumatoid　arthritis．Arthritis　Rheum。，38，384－388，1995．
　4）Shoji，H．1），Wolf，A．1》，Packard，S．9，and　Yoshino，S，（1》米国ロマリンダ大学整形外科）：Cmciate　retained
　　and　excised　total　knee　arthroPlasty．Clin。OrthoP．，　305，　218－222，　1994。
　5）小岩政仁，吉野愼一，藤森十郎，志賀弘朗，石内直樹，郡司直哉，鈴木伸之：RA人工足関節全置換術の術後成
　　績．別冊整形外科，25，142－148，1994．
　6）梶野明英1），亀山三郎1），吉野愼一（1）私学共済下谷病院）：脊椎変形および大腿骨頚部骨折患者のdigital　image
　　processing　methodによる検討．整形外科，45，573－576，1994。
　7）粕川禮司1），吉野棋一，大原守弘1），藤森十郎，岡野　昭1），清水美津夫1），江澤英光2），江澤和彦2），阿岸鉄三3）
　　　（1）福島県立医科大学第2内科，2）岡山大学第3内科，3）東京女子医科大学第3外科）：慢性関節リウマチ患者に対
　　する穎粒球体外吸着療法（G－1）．炎症，14，239－254，1994．
　8）亀山三郎1），吉野棋一，藤森十郎（1）私学共済下谷病院）：後十字靭帯（PCL）温存か否か（人工膝関節）．M、B．
　　OrthoP．，　7，　1－3，　1994．
　9）柏木伸二1），朝倉昭子郎’），井出達夫1），渋沢弘武1），平石勝也1），足立正一1），阿岸鉄三2），吉野棋一，粕川禮司3）
　　　（1）日本抗体研究所，2）東京女子医科大学第3外科，3）福島県立医科大学第2内科）：家兎の感作関節炎に対する穎
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　　粒球体外吸着療法の効果．炎症，14，313－322，1994．
10）吉野愼一，鎌田利一，小岩政仁，中村　洋：人工膝関節置換術時の骨萎縮に対するハイドロキシンアパタイト・
　　ロッドを用いたロックボルト法の応用．整形外科，45，1282－1283，1994．
11）吉野棋一，小岩政仁，小和田　誠，永島正一，西岡久寿樹1）（1）聖マリアンナ医科大学難治研）：関節リウマチに
　　対する根治的多関節滑膜切除術：短期術後成績について．リウマチ，34，908－913，1994．
12）藤森十郎，吉野棋一，石神　伸，判治直人，志賀弘朗：慢性関節リウマチと重症筋無力症の合併症5例について：
　　症例報告と文献的考察．Connective　Tissue・26，201－207，1994．
（2）総説：
　1）小岩政仁1》，吉野棋一，藤森十郎（1）春日部秀和病院）：関節リウマチの運動療法と生活指導．Medical　Practice，
　　11（臨時増刊），318－324，1994．
　2）吉野愼一：慢性関節リウマチの滑膜切除術：理論と臨床について．炎症と免疫，3，59－64，1994．
　3）小岩政仁1），吉野愼一，藤森十郎（η春日部秀和病院）：人工足関節置換術の適応，手技，問題点と成績．関節外
　　科，13，627－638，1994．
　4）藤森十郎，吉野愼一：膝関節滑膜切除術（特集：慢性関節リウマチ）：総合臨床，43，1768－1772，1994．
　5）中村　洋：関節リウマチの研究の現況と展望．日医大誌・6，657－658，1994．
　6）中村　洋：再来診療のコモンセンス．JIM，4，826－827，1994．
　7）中村　洋：免疫調節剤の副作用とその対策．薬局，46，361－364，1995．
（3）研究報告書：
　1）吉野棋一・藤森十郎，小岩政仁，黄田道信：関節リウマチの集学的治療法：術後2年以上経過したRadical
　　Multiple　Synovectomyの成績．平成6年度厚生省リウマチ調査研究事業研究報告書，P．219－220，1995．
　2）橋本　明・），佐藤　元2），近藤啓文3），石原義恕4），秋月正史5》・忽那龍雄6），椎野泰明7），星　恵子8），坪井声示9》，
　　西林保朗10），藤森十郎・吉田俊治11），諸井泰興1）（1）国立伊東温泉病院内科，2）東京大公衆衛生，3）北里大内科，
　　4）中伊豆温泉病〉：RA患者のQOL：AIMS2改訂日本語版調査票を用いた多施設共同のRA患者QOLの実
　　態調査成績：記述統計報告並びにQOLに影響を及ぼす諸因子の解析．平成6年度厚生省リウマチ調査研究事業
　　研究報告書，P．188－194，1995．
〔1993年度追加分〕
研究報告書：
　1）吉野棋一，藤森十郎，中村　洋，小岩政仁：関節リウマチの集学的治療法：術後1年を経過した根治的多関節滑
　　膜切除術19例の成績ならびに採取したRA滑膜のmdr－1mRNA発現の有無について．平成5年度厚生省リウマ
　　チ調査研究事業研究報告書，P．280－283，1994．
　2）藤森十郎，吉野棋一，平野大地：RA下肢人工関節置換術（THA．TKA）とQOL．平成5年度厚生省リウマチ
　　調査研究事業研究報告書，P．265－267，1994．
　3）山本一彦1》，増子佳世1》，池田陽子1），加藤智啓1》，蓮沼智子1），吉野棋一，水島　裕1），西岡久寿樹1）（1）聖マリア
　　ンナ医科大学・難治研・臨床遺伝部門）：共通の抗原に対する免疫応答の存在を示す，RA関節の異なる病変部位
　　に集積している丁細胞クローンの高頻度名な同一性．平成5年度厚生省リウマチ調査研究事業研究報告書，P．
　　61－63，　1994．
　4）広旗俊成1》，柳田たみ子1），榊原　壌2），黄田道信，小岩政仁，吉野棋一，越智隆弘3）（1）帝京大2内，2）帝京大整
　　形，3）阪大環境医学）：慢性関節リウマチ（RA）の病態解析：1．RA患者骨髄網内系細胞の抗体産生調節作用
　　II．C型肝炎ウイルスのRA病態形成への関与．平成5年度厚生省リウマチ調査研究事業研究報告書，P．
　　142－144，　1994．
　5）橋本　明1》，佐藤　元2），近藤啓文3》，石原義恕4），秋月正史5），忽那龍雄6），椎野泰明7），星　恵子8），鳥飼勝隆9》，
　　坪井声示10），西林保朗U），藤森十郎，諸井泰興D（11国立伊東温泉病院内科，2）東京大公衆衛生，3）北里大内科，
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　　4）中伊豆温泉病）：和訳AIMS2およびQOL班調査票を用いたRA患者のQOL調査結果について：第1報．
　　平成5年度厚生省リウマチ調査研究事業研究報告書，P．235－242，1994．
〔1992年度追加分〕
研究報告書：
　1）黄田道信，吉野棋一，中村　洋，間　武雄1），浅野伍朗1）（1）日本医科大学病理学第2教室）：関節リウマチ滑膜に
　　おけるbasicfibroblastgrowthfactor（bFGF）の組織学的検討．平成4年度厚生省リウマチ調査研究事業総合
　　研究報告書，P。154－156，1993．
　2）藤森十郎，吉野棋一：抗リウマチ剤はRAの骨軟骨破壊を抑制するかP．平成4年度厚生省リウマチ調査研究事
　　業総合研究報告書，P．206－208，1993．
　3）小岩政仁，吉野棋一：TAR後の臨床成績について．平成4年度厚生省リウマチ調査研究事業総合研究報告書，
　　P．284－285，　1993．
　4）小岩政仁，吉野愼一：TKR後のsurvival　rateについて．平成4年度厚生省リウマチ調査研究事業総合研究報告
　　書，P．286－287，1993．
〔1991年度追加分〕
研究報告書：
　1）橋本　明1》，吉野棋一（1）国立伊東温泉病院）：内科的治療に関する調査研究班：慢性関節リウマチの薬物療法に
　　関する現状分析．平成3年度厚生省リウマチ調査研究事業研究報告書，P．170－179，1992．
〔1990年度追加分〕
研究報告書：
　1）橋本　明n，吉野損一（1）国立伊東温泉病院）：リウマチ調査研究事業：内科的治療に関する調査研究：リウマチ
　　専門病院におけるリウマチ薬物療法の現状調査．平成2年度厚生省リウマチ調査研究事業研究報告書，P．
　　249－255，　1991．
著　書
　1）吉野愼一：〔分担〕外科的療法：とくに根治的多関節滑膜切除術について．慢性関節リウマチ治療の新たなアプ
　　ローチ（宮坂信之編），P．194－199，先端医学社，1994．
　2）中村　洋，吉野愼一：〔分担〕リウマチと心理”リウマチのリハビリテーション”（土肥信之，他編），P，10HO4，
　　医歯薬出版，1994．
　3）梶野明英1），吉野棋一，（1）私学共済下谷病院）：〔分担〕感染病巣局所への抗生物質の導入療法．新図説臨床整形
　　外科講座12感染症，（富田勝郎編集）．P．88－92，メジカルビュー社，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Yoshino，S．：A　new　technique　for　revision　surgery　in　total　knee　arthroplasty．第26回ドイツリウマチ学会
　　（Berlin），1994．　9．
　2）Yoshino，S．：Radical　multiple　synovectomy．第26回ドイツリウマチ学会（Berlin），1994．9．
　3）Yoshino，S．：Total　knee　arthroplasty　using　bone　cement。2nd　APLAR　Symposium　on　the　Therapy　of
　　Rheumatic　Diseases（Kualalumpur），1994．12．
　4）藤森十郎，吉野棋一，小岩政仁，中村　洋：RAの治療におけるNSAIDとDMARDの役割と反省点：RAの進
　　行，予後を変えたか？長期foIlow　upの結果について．第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
　5）山本一彦1），増子佳世1），池田陽子1），中井勇太1），加藤智啓1），蓮沼智子1），吉野棋一，水島　裕1），西岡久寿樹1）
　　（1）聖マリアンナ医科大学難治研）：慢性関節リウマチにおける丁細胞クロノタイプの解析．第38回日本リウマチ
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　　学会総会，1994．4．
　6）吉野愼一，黄田道信，小岩政仁1）（1）春日部秀和病院）：根治的多関節滑膜切除術（RaMS）の治療成績．第5回
　　日本リウマチ学会中国・四国支部学術集会，1994．12．
（2）一般講演：
1）Burk亀M・1）ラNakamura7H・・Meliかaldana，H。2），DeIn・centi・，J．2），GlassnN．2），andKa。，WW－Y．1）（1）Dept．
　　of　Ophthalmology　and2）Dept　of　pediatrics，University　of　Cincinnati，OH）：Autoantibodies　to　collagen　XI
　　in　the　serum　of　juvenile　rheumatoid　arthritis．65th　ARVO（Florida），1994．5．
2〉Yamamoto，K1），Ikeda，Y、1），Katoh，T、1），and　Yoshino，S。（1）聖マリアンナ医科大学難地治研）：Identical　T
　　cell　clones　in　different　synovial　tissues　of　rheumatoid　arthritis　pstients．第58回アメリカリウマチ学会
　　（Mineapolis），1994。10．
3）Hirohata，S，1），Yanagida，T、1），Kohda，M．，Koiwa，M．，and　Yoshino，S．（1）帝京大学第2内科）：Selective
　　induction　of　IgM　rheumatoid　factors　by　CD14十monocyte　lineage　cells　generated　from　bone　marrous　of
　　rheumatoid　arthritis．第58回アメリカリウマチ学会（Mineapolis），1994．10．
4）吉野棋一，小岩政仁，鈴木伸之，中村　洋：根治的多関節滑膜切除術に対するDMARD併用療法の成績．第38
　　回日本リウマチ学会総会，1994．4．
5）吉野棋一，小岩政仁，藤森十郎，小和田誠，永島正一：術後1年以上経過した根治的多関節滑膜切除術の成績．
　　第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
6）藤森十郎・吉野棋一・小岩政仁・鈴木伸之・田中秀和，高橋　央，平田一郎1）（1）日本抗体研究所）：穎粒球体外
　　吸着療法（G1療法）の検討（2）RAと穎粒球エラスターゼ・第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
7）中村　洋，吉野愼一，黄田道信，永島正一：関節リウマチにおけるSubstance　Pと内分泌，免疫，ストレスとの
　　関係について．第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
8）永島正一，吉野棋一，中村　洋，黄田道信，浅野伍朗1），石渡俊行1）（1）日本医科大学病理学第2）：関節リウマチ
　　滑膜組織におけるVEGF（vascular　endotherial　growth　factor）の産生と局在について．第38回日本リウマチ
　　学会総会，1994．4．
9）永島正一，吉野損一，中村　洋，平石勝也1）（1）日本抗体研究所）：関節リウマチ滑膜組織におけるアポトーシス
　　関連抗原（Ley抗原，Fas抗原，bcl－2抗原）の発現について．第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
10）鈴木伸之，吉野棋一，中村　洋，永島正一，平石勝也1）（1）日本抗体研究所：関節リウマチ滑膜におけるPCNA，
　　c・fos・cjun・c・myc遺伝子産物の組織学的検討．第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
11）郡司直哉1），東　　晃1），林　泰史1），吉田耕志郎1），園田　茂1），和宇慶晃一），吉野損一，藤森十郎（1）東京都リ
　　ハビリテーション病院）：機能的自立度評価法（FIM）を用いたRA患者のADL：当院における現状．第38回日
　　本リウマチ学会総会，1994．4．
12）高橋　央，吉野愼一，藤森十郎，小岩政仁，加藤　興，山崎純司：IgG型リウマトイド因子低値RA例における
　　同因子と疾患活動性の関連．第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
13），平井　博，吉野愼一，藤森十郎，小岩政仁，永島正一，石神　伸，葉山修陽1）（1》日本医科大学第2内科）：穎粒
　　球体外吸着療法（（｝1療法）の検討（6）RAに対する（｝1療法の臨床経験。第38回日本リウマチ学会総会，1994．
　　4．
14）石神　伸，吉野損一，藤森十郎，小岩政仁，判治直人，山崎純司：関節リウマチ患者にみられた重症筋無力症の
　　5例．第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
15）内田昭爾1），伊藤勝己2），駒ヶ嶺正隆3），佐藤俊祐4），中園　清5），藤森十郎，松浦美喜雄4），村澤　章5），吉野棋一
　　（1）東京都立墨東病院，2）湯河原厚生年金病院，3｝盛岡友愛病院，4）東京都立府中病院，5噺潟県立瀬波病院リウマチ
　　センター）：柴苓湯（TJ－114）とCCAのRAに対する比較臨床成績．第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
16）広畑俊成11・柳田たみ子1》・黄田道信・小岩政仁，吉野愼一，越智隆弘2）（u帝京大学第2内科，2）大阪大学環境医
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　　学）：慢性関節リウマチ患者の骨髄網内系細胞の抗体産生調節作用．第38回日本リウマチ学会総会，1994。4。
17）柏木伸仁1），阿岸鉄三2），吉野棋一，粕川禮司3）（1）日本抗体研究所・2）東京女子医科大学腎センター・3）福島県立
　　医科大学第二内科）：穎粒球体外吸着療法（G4療法）の検討（1）：家兎関節炎モデルに対するG－1療法の効果．
　　第38回日本リウマチ学会総会，1994．4．
18）小岩政仁吉野愼一，藤森十郎，鈴木伸之，平井　博，高橋　央，加藤　興：脛骨コンポーネントの関節面が平
　　坦である各種人工膝関節の術後可動域の検討．第67回日本整形外科学会・1994・5・
19）梶野明英1），亀山三郎1），吉野愼一，黄田道信，永島正一，（1）私学共済下谷病院）：リウマチ膝に対するpatellar
　　prosthesisの有用性・第31回日本リハビリテーション医学会学術集会・1994・6・
20）永島正一，吉野槙一，中村　洋，黄田道信，石渡俊行1），浅野伍朗2）（1）日本医科大学病理学第2）：関節リウマチ
　　の滑膜組織におけるVEGFの産生と局在．第26回日本結合組織学会学術大会，1994．6。
21）吉野棋一：根治的多関節滑膜切除術．第3回免疫化学療法研究会・1994・7・
22）藤森十郎，吉野棋一，小岩政仁，志賀弘朗，平野大地，石神　伸，山崎純司：後方進入法によるRA肘関節滑膜
　　切除術．第22回日本リウマチ関節外科学会，1994．9．
23）小岩政仁，吉野愼一，中村　洋，永島正一：根治的多関節滑膜切除術の成績：寛解導入例と非寛解導入例の比較．
　　第22回日本リウマチ関節外科学会，1994．9．
24）永島正一，吉野愼一，中村　洋，黄田道信，石渡俊行1），浅野伍朗1）（1）日本医科大学病理学第2）：関節リウマチ
　　滑膜組織の血管新生におけるb－FGFおよびVEGFの役割．第9回日本整形外科学会基礎学術集会，1994．10．
25）藤森十郎，吉野棋一，中村　洋，志賀弘朗，長谷川潤，平田一郎1）（1）日本抗体研究所）：RAと穎粒球エラスター
　　ゼ（RA因子の干渉を防御した測定結果からの検討）：第9回日本臨床リウマチ学会総会・1994・11・
26）長谷川潤，吉野棋一，藤森十郎，中村　洋，黄田道信，志賀弘朗，永島正一：感染人工膝関節再置換術後に再感
　　染をきたした4例．第25回人工関節研究会，1995．2．
27）永島正一，伊藤勝己1），村山吉廣1），竹山信成1），小和田誠2）（1》湯河原厚生年金病院整形外科，2）鹿島白十字総合
　　病院整形外科）：人工股関節置換術後の大腿骨骨幹部骨折の1例．第93回神奈川整形災害外科医会，1995．2．
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3．内科学第三講座
　［付属病院第3内科］
研究概要
　内科学第三講座では消化器病学，血液病学及び内分泌学の3領域を中心に，平成6年度には以下の基礎的並びに臨
床的研究を推進した．
　消化器病学は（1）逆流性食道炎の病態生理，（2）食道性胸痛の解析，（3）Hericobacterpylori（Hp）に対するウレ
アーゼ抗体の臨床的意義，（4）Hp除菌と消化性潰瘍の経過，（5）各種抗潰瘍薬の比較検討，（6）慢性炎症性腸疾患と
NO，（7）大腸癌集検に関する検討，（8）門脈圧充進症に関し食道静脈瘤硬化療法の臨床的意義，経頚静脈的門脈大循
環短絡術の長期経過と消化管におよぼす影響，門脈圧充進性大腸粘膜障害の内視鏡的検討，（9）C型慢性活動性肝炎に
対するインターフェロン療法の成績と腹腔鏡所見との比較検討，など臨床的課題を中心に研究を行い一応の成果を得
た．
　血液学領域の基礎的研究では（1）骨髄異形成症候群，白血病の病態解明に関して，生物学的解析および，癌遺伝子，
癌抑制遺伝子など分子生物学的解析による検討，（2）造血器疾患における各種サイトカインの役割に関する検討，（3）
白血病細胞の細胞周期に与える造血因子の検討，（4）血液疾患における赤血球産生機構に関する検討等に重点を置き，
臨床面では（5）白血病，骨髄異形成症候群に対する分化誘導療法を含めた治療方法および治療成績の検討，（6）再生
不良性貧血の病態に関する検討などを行い，（7）昨年度に引き続き厚生省特定疾患特発性造血障害調査研究班に所属
し，多施設共同研究に参加した．
　内分泌学領域の基礎的研究では（1）栄養素摂取の情報は視床下部弓状核に伝達され成長ホルモン（GH）分泌を促進
する・（2）ニューロペプチドYがGHの自己分泌調節に関与すること，（3）GH分泌促進ペプチド（GHRP）の作用
機序の一部について明らかにし，臨床面では，（4）昨年度に引き続き厚生省特定疾患間脳下垂体機能障害調査研究班
に所属し，多施設共同研究に参加した．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Yamakado，S．，Kanazawa，H．，and　Kobayashi，M　l　Portal　Hypertensive　Colopathy：Endoscopic　Findings
　　and　Relation　to　Portal　Pressure．Intemal　Medicine，34，153－157，1995．
　2）Iwakiri，R．，Futaki，M．，Dan，K，and　Nomura，T，：Marked　basophilia　in　acute　promyelocyticleukaemia
　　treated　with　all－trans　retinoic　acid：molecular　analysis　ofthe　cell　origin　ofthe　basophils．Br．」。Haematol．，
　　86，　870－872，　1994．
　3）Inokuchi，K，Futaki，M・，Dan，K，and　Nomura，T・：Possible　correlation　of　b3－a2－type　bcr－abl　messenger
　　RNA　defined　by　semiquantitative　RT－PCR　to　platelet　and　megakaryocyte　counts　in　philadelphia－positive
　　chronic　myelogenous　leukemia．Int．Med．，33，189－192，1994．
　4）Yokose，N．，Ogata，K，Dan，K，and　Nomura，T．：Aplastic　anemia　with　circulating　erythroblasts．Int．J．
　　HematoL，60，111－117，1994．
　5）Ogata，K．，Fujii，H，，Yokose，N．，An，E，Tamura，H。，Kamikubo，K．，Dan，K．，Hamaguchi，H．1），Sakamaki，
　　H．2），Onozawa，Y。2），and　Nomura，T．（1）Department　of　Intemal　Medicine，Musashino　Red　Cross　Hospita1，
　　2）Department　of　Intemal　Medicine，Tokyo　Metropolitan　Komagome　Hospital）：Defective　natural　killer
　　（NK）cel1－mediated　cytotoxicity　does　not　imply　clonal　involvement　of　NK　cells　in　myelodysplastic　syn一
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dromes. Br. J. Haematol., 87, 396-398, 1994. 
6) Yokose, N., Ogata, K., Ito, T., An, E., Tamura, H., Dan, K., Hamaguchi, H.1), Sakamaki, H.2), Onozawa, Y.2) 
and Nomura, T. (1)Department of Internal Medicine, Musashino Red Cross Hospital, 2)Department of 
Internal Medicine, Tokyo Metropolitan Komagome Hospital) : Elevated plasma soluble interleukin 2 
receptor level correlates with defective natural killer and CD8 + T-cells inmyelodysplastic syndromes. Leuk 
Res., 18, 777-782, 1994. 
7) Brodsky, R.A.1), Hasegawa, S., Fibach, E.1), Dunbar, C.E.1), and Young, N.Sl). (~)National Institutes of 
Health) : Acquired sideroblastic anaemia following progesteron therapy. Br. J. Haematol., 87, 859-862, 
1994. 
8) Uyesaka, N.1), Hasegawa, S., Nakamura, T.1), Hongo, A.T.1), Schechter, A.N.2), Shio, H.3) (1)Department of 
Physiology, 2)National Institutes of Health, 3)The Shiga Medical Center for Adult Disease) : Patho-
physiologic significance of mechanical fragility df red blood cells. Clin Hemorheol., 14, 557-570, 1994. 
9) Hasegawa, S_, Nomura, T., Iino, M.1), Shio, H.2), Schechter, A.N.3), and Uyesaka, N.1) (1)Department of 
Physiolosy, 2)The Shiga Medical Center for Adult Disease, 3)National Institutes of Health) : Causal role of 
dense microspherocytes in the anemia of hereditary spherocytosis. Clin Hemorheol., I 14, 571-584, 1994. 
10) Nakamura, N.1), Hasegawa, S., Shio, H.2), Uyesaka, N.*) (1)Department of Physiolosy,2)The Shiga Medical 
Center for Adult Disease) : Rheologic and pathophysiologic significance of red cell passage through narrow 
pores. Blood Cells, 20, 151-165, 1994. 
11) Hiruma, H., Noguchi, C.T.1), Uyesaka, N.2), Hasegawa, S., Blanchette-Mackie, E.J.~), Schechter, A.N.1) 
Rodgers, G.P.1) (1)National Institutes of Health, 2)Department of Physiology) : Sickle cell rheology is 
determined by polymer fraction-not cell morphology. Am. J. Hematol., 48. 19-28, 1995. 
12) Yokose, N., Ogata, K., An, E., Tamura, H., Kamikubo, K., Dan ,K., and Nomura, T. : Lineage-unrestricted 
hematologic response to granulocyte colony-stimulating factor in a patient with refractory anemia with 
excess blasts. Ann Hematol., 70, 163=167, 1995. 
13) Kamegai, J., Minami, S., Sugihara, H., Higuchi, H.1), and Wakabayashi, I. (1)Department of Pharmacology, 
Osaka University School of Medicine) : Growth hormone induces expression of the c-fos gene on hypoth-
alamic neuropeptide Y and somatostatin neurons in hypophysectomized rats. Endocrinology, 135, 
2765-2771, 1994. 
14) Sawada, H., Sugihara, H., Onose, H., Minami. S., Shibasaki, T.1), and Wakabayashi, I. (1)Department of 
Medicine, Tokyo Womens Medical College) : Effect of D-Ala-D-pNal-Ala-Trp-D-Phe-Lys-NH2 (KPI02) 
on GH secretion in urethan-anesthetized rats. Regul. Peptide, 53, 195-201, 1994. 
15) ~~EEI~~~j~, /J¥~~IE~~ : ~;E~~~~~~~='~i.~~~~~~~q)~C=~F~~~. Ther. Res., 15(suppl. 2) , 69-75, 1994: 
16) J~~rl~~;~, ~~EEI~~:~~ ~~E~~ n~ ~~~~~~~2f~f'~~:i~~], ~~f ~~, ~Z]ll~i:~~. EElrl~~~l, UJF~ ~~, EE;]ll~~,1'd~. FEi~l5C~~, 
~~EEI ~~J~~L, /J¥~l~ll~~, ~~~{~~~:~~1)(1)~~Jll~~;v~~~~~~tz)/~ ) ~F~i~4~P~~~~~Jl[~;~~~~f~~"~~-q)~i~~~:~*1)vllC Ther 
Res., 15(suppl. 2) , 308-312, 1994. 
17) ~~EEI~~~:~, ~~ ~~. J~~rl~;~~~~, ~:~~ ~~. ~~~~f~~:~~:1, ~~: ~~ ~LJll~~~~: EElrl~~:~l ULIF~ :l~~d~ E~Jll~~!~d: 
FEl~l~(~~, ~~EEI ~~~ ~~]lli~i~~ /J¥ipl~lE:~ ~li ~~ ) (~)~~;~~~l{1:~:~~Y~4~~~~J~~~) ~t~ )/~~e*J~~~~~~~F~J~~: 
~~' 
~~~~~~~~~1~~t~~~ 3 ~!~~)~t~:~~~~~~. Ther. Res., 15(suppl. 2), 383-385, 1994. 
* ~E~~~ ~~. ~~ ~~ ~LJll~~~{~ EEl~~~:~l FElrl)~~~, EEJll~:~~ ~~EEI~~:~:~ 
'l~' 
d~ ~L /J¥~ltjl~~~ : ;~~~~~~~!TE~:~~6D~J~I~~~l~~~~~~ : ~~4~~~1~~~1~~~)~~;~~::.~~j. 45, 166-167, 1994. FEI ~' ~L' 19) ~~~~~iCE~, ~~~14~~~. ~~i,_='~ ~~, ;~Jll~C-1), ~i~EEI ~, ;~~~JE~~~. ~~~-~~~t, ~LLIJIER~~, ~:Jll~~!~~. ~F~Jli'[~'~_~~. 
/J¥~~IE~. ~~;f~~~~~~, ~~i7~~~ E~l), uJT~~;~~1), .~~l~.EEI~i~~1)(1)~h~;4~:~~-) : Alpha-fetoprotein i~~i~~i~l~~~(~L 
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　　頭腺癌）の1例．日本消化器内視鏡学会雑誌，36，363－369，1994．
20）岡田憲明，南　　定，三宅一昌，山田裕之，佐藤　順，長谷川修，李　　峰，平川恒久，小林正文：若年者にみ
　　　られた巨大胃脂肪腫の1例．消化器内視鏡の進歩，45，184－185，1994．
21）三宅一昌，金沢秀典，山田久木・長田祐二・吉本　均，中塚雄久，星長春樹，斎藤　整，吉沢雅史，多田教彦，
　　渡　　淳・松坂　聡・黒田　肇・小林正文：経頸静脈的肝内門脈大循環短絡術の効果判定に超音波内視鏡検査が
　　有用であった1例．日本消化器内視鏡学会雑誌，37，329－334，1995．
22）岩切勝彦，小林正文：治療抵抗性逆流性食道炎の病態生理と治療．消化器科，19，393－398，1994．
23）二神生爾，高橋秀実1），野呂瀬嘉彦1），長田久美子2），小林正文，野村武夫（1》微生物学・免疫学，2）兵庫医科大学
　　細菌学）：Helicobacterpyloriに対する免疫応答の検討：血清抗HP抗体が認識する蛋白同定の試み．日消病会
　　誌，91，2202－2213，1994．
24）金沢秀典，吉沢雅史，斎藤　整，中塚雄久，横瀬紀夫，星長春樹，渡　　淳，松坂　聡，多田教彦，黒田　肇，
　　小林正文・野村武夫：経頸静脈的肝内門脈大循環短絡術により止血に成功したPortalhypertensivegastropath－
　　yの1例．Gastroenterol　Endosc，36，793－799，1994．
25）香川隆男：Helicobacter　pyloriと胃・十二指腸疾患．日医大誌，62，88，1995．
26）末岡伸夫・西垣　均・岩切勝彦・小林正文：アルコールによる胃食道逆流症：食道炎を中心として．消化器科，
　　20，1－6，1995．
27）田中　周，丸山正明，辰口篤志，佐藤順，藤森俊二，三宅一昌，末岡伸夫，山門　進，田口文彦，岸田輝幸，
　　香川隆男，吉田　豊，平川恒久，小林正文：胃癌と大腸癌を合併した多発性骨髄腫の1例．消化器内視鏡の進歩，
　　45，　200－201，　1994．
28）佐藤　順，辰口篤志，藤森俊二，南　定，立川裕理，山門　進，玉川恭士，田口文彦，岸田輝幸，吉田　豊，平
　　川恒久，小林正文，樋口勝美1），広瀬洋一郎1），田中宣威1），恩田昌彦11（11外科学第一）：大腸腺腫内癌とC型早
　　期大腸癌が併存した1例．クリニカ，21，71－75，1994．
29）緒方清行：骨髄異形成症候群に対する免疫療法についての基礎的研究日医大誌，61，672－674，1994．
30）長谷川修，岡田憲明，杉原　仁，南　史朗，亀谷　純，若林一二：原発性卵巣機能低下症と原発性副腎機能低下
　　症を合併した多腺性自己免疫症候群（type2）の1例．内分泌：興味ある症例第24集．ホルモンと臨床，42，285－287，
　　1994．
（2）総説：
1）Miyak亀K，ln・kuchi・K・・andN・mura，T・：Expressi・n・ftheDCCgeneinhumanhemat。1。gicalmalignaか
　　ceis．Leukemia　and　Lymphoma．，16，13－18，1994．
2）小林正文：H2拮抗剤・プロトンポンプインヒビターの選択のめやすと投薬の実際，高齢者潰瘍．臨床と薬物治療，
　　13，　307－309，　1994．
　3）小林正文，中川義也：カンジタ食道炎，消化器内科，9，1761－1768，1994．
　4）藤森俊二・水野杏一：左心機能の指標（特集：救急診療に必要な指標と数値算出法），救急医学，18，415，1994．
　5）香川隆男，廣田　薫，平川恒久，小林正文：口内炎．医薬ジャーナル，31，363－366，1995．
6）檀　和夫：悪性貧血．診断と治療，82，2101－2106，1994．
　7）檀和夫：ヘモグロビン（Hb）・分画（1995年増刊号）広範囲血液・尿化学検査免疫学的検査（中巻）一その
　　数値をどう読むか．日本臨床，53，173－176，1995．
8）若林一二：神経ペプチド系・ソマトスタチン（特集：ホルモンと生理活性物質）．臨床検査，38，237－239，1994．
（3）研究報告書：
　1）檀　和夫：骨髄異形成症候群（MDS）患者骨髄単核細胞におけるDCC蛋白質発現に関する検討・厚生省特発性
　　造血障害調査研究班平成5年度研究業績報告書，P．158－159，1994．
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著　書
　1）岸田輝幸，小林正文：〔分担〕腸疾患一臨床栄養学（監修：早川弘一，編集：富村太郎），Vo134，P．153－157，
　　文光堂，1995．
　2）小林正文：〔分担〕急性腸炎，内科治療ガイド’94（Medical　Practice編）・P・586－590，文光堂・19％
　3）小林正文：〔分担〕胃ポリープ，新臨床内科学コンパクト版（高久文磨，尾形悦郎），P．155，医学書院，1994。
　4）小林正文，香川隆男：〔分担〕消化器系疾患，食道疾患，胃疾患・臨床栄養学（早川弘一監修），P・145－160・文
　　光堂，1994．
　5）香川隆男，小林正文：〔分担〕緊急内視鏡検査と止血法．Vo177，P。826－832，治療，1995．
　6）笹島耕二1），末岡伸夫（1）外科学第一）：〔分担〕各論一食道，胃一胃非上皮性腫瘍Mesenchymaltumorsofthe
　　stomach，ビジュアル消化器外科マニュアル．P．204－207，日本臨床，1994。
　7）檀和夫：〔分担〕特発性血小板減少性紫斑病（ITP）．”図説病態内科講座・15血液”（高久史麿編），P．294－299，
　　メジカルビュー社，1994．
　8）檀　和夫：〔分担〕薬剤による血小板減少症．”図説病態内科講座・15血液”（高久史麿編），P。300－303，メジ
　　カルビュー社，1994．
　9）檀　和夫：〔分担〕血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）．”図説病態内科講座・15血液”（高久史麿編），P．304－305，
　　メジカルビュー社，1994．
10）檀　和夫：〔分担〕その他の血小板減少症”図説病態内科講座・15血液”（高久史麿編），P。306－307，メジカ
　　ルビュー社，1994．
11）檀　和夫：〔分担〕血小板無力症．”図説病態内科講座・15血液”（高久史麿編）・P・308－311・メジカルビュー
　　社，1994．
12）檀　和夫：赤血球増加症．”ワンポイント内科治療の実際”（椎名晋一・金山正明・古沢新平・綿引定清編）・P・
　　309－311，金原出版，1994．
　13）若林一二：〔分担〕内分泌疾患・脳下垂体疾患．”臨床栄養学”（早川弘一，富村太郎編）。p．249－258，文光堂，
　　　1994．
　14）南　史朗：〔分担〕内分泌疾患・甲状腺疾患．”臨床栄養学”（早川弘一，富村太郎編）．p・259－267，文光堂・1994．
　15）南　史朗：〔分担〕内分泌疾患・副甲状腺疾患．”臨床栄養学”（早川弘一，富村太郎編）．p。268－272，文光堂，
　　　1994．
　16）杉原　仁：〔分担〕内分泌疾患・副腎疾患．”臨床栄養学”（早川弘一，富村太郎編）。p．273－282，文光堂，1994．
　17）平川恒久：ワンポイントアドバイス胃病変は正面視せよ，Vo111，No8，P，1493，Medical　Parctice，1994．
　18）平川恒久：ワンポイントアドバイス内視鏡検査時の「げっぷ」はスキルスか，Vol11，No12，P．2166，Medical
　　　Parctice，　1994。
　19）平川恒久：ワンポイントアドバイス疑わしければ生検せよ・Vol12・No2・P・275・Medical　Parctice・1995・
学会発表
（1）奨学賞受賞記念講演：
　1）緒方清行：骨髄異形成症候群に対する免疫療法についての基礎的研究．第62回日本医科大学医学会総会，1994。
　　　10。
　（2）シンポジウム：
　1）An，E。，Ogata，K．，Kamikubo，K．，Tamura，H．，Yokose，N．，Dan，K，and　Nomura，T，：Effects　of　cytokines
　　　on　the　cycle　of　blast　cells　in　patients　with　myelodysplastic　syndrome（MDS），Intemational　Symposium　on
　　　Myelodysplastic　syndromes（Tokyo），1994．10．
　2）Inokuchi，K．，Miy段ke，K．，Tanozaki，S．，Matsuoka，H、，Iwakiri，R。，Futaki7M．，Ohki，1，，Dan，K，and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－140一
Nomura, T. : DCC protein expression on bone marrow cells of myelodysplastic syndromes. International 
Symposium on Myelodysplastic syndromes (Tokyo), 1994. 10. 
3) Ogata, K., Tamura, H., Yokose, N., Tatsukuchi, A., An, E., Dan, K., Hamaguchi, H.*), Sakamaki. H.') 
Onozawa, Y.'), Clark, S.C.3), and Nornura, T. (1)Department of Internal Medicine, Musashino Red Cross 
Hospital,2)Department of Internal Medicine, Tokyo Metropolitan Komagome Hospital,')Genetic Institute, 
MA, USA) : Effects of interleukin-12 on natural killer cell cytotoxicity and the production of interferon-y 
and tumor necrosis factor-in patients with myelodysplastic syndrome. International Symposium on 
Myelodysplastic syndromes (Tokyo), 1994. 10. 
4) ~~EEli~~:~, /J¥~~IE~~ : j~~~~~{~~~~e;~~~e~ ;~~~E~~ X ~~~~~~~;a)~~~1*g : X ~~~:~~~~~~~}~~;~:a)ii~~~~!~~fii~~~; v>~> : ~l~E~ 
~ii~~~~._~) ~~~~~~~~:~ICq)~~E~p7~LE~~~~~:q)~~~~ ~~12~I;~~~~~~~~~~:~f~t~~~~~:~~, 1994. 10. 
5) ~~;~~~~~fT~ : i~~~~:~f~."~i~~~~f~;~~~~~rT~;~~~:~~~~i~~e;:1)lr)1C(Z)~~~~j~1~f~'~~~~. ~~ I ~I/¥~~;~z~~lfil~lz ~ ~~-, 1994. 10. 
6) ~:~:]Il~~~f~, Ii~ ~1~~. ~~~t~i~5~. Fibach, E.*) (*)~:~l~l~Z~~~~~:~t~~:~~f) : ~f~lfil~~lfil~r~~~EIH~J~ D ~~f~ ~j~~~ 
~~~~~~~fr~~:~B]E~~)~1~~~:･~~f~~~~~)~~~~ : :If~l~~~!~~~~~~;~~~q);~;~~. ~~14~l~l~{~~~~B]E{~S/ )/~~'~'~t>~, 1994. 11. 
(3) /~;i~]1/~~T'4 ;~;~ y S/~ )/ : 
1) ~i~~~~~;~~. ~i:~~ ~ : ~~~~i~E~~~7~F~IF~m~Rj~~~~~~l~~~i~f (TIPS) ec;~5e~~~~~F~i~ ~ '~a)~t~~. ~~ I ~1 ~I~1~~~E~~ 
~E)lL~;~i~~~;~~~:~~HI~~~~~~,~~:~~. 1994. 9 . 
(4) ~7-~7S/~ 'y7: 
D rF'~~~~f~~~. ~EEI ~ : C~!1l~t~~F~~,~K*a)4 )/~-7~T7/ (IFN) ~~~~~~~1~1~~!J~~}*~J~;~~~~~t ~i~48~IFI2l~~~f~~~! 
P~~~:~~~~~~,~~:~=, 1994. 10. 
2) ;~~~0~:~I~. ~frll~:-, ~~: ~~F~1. EEI~~;W~~~, uJ~1~ ~;, ~~~I~AI~I. E~~~l~- ~ 
~;t~~U~~~:~;~ll~l~~ (APL) q) ATRA ~~~~~~)~~~~~;e*~~ tt :~~;~;~~i~~1~ k m vrtro test ~ q)~t~~~t. ~~36~IFI 
~l~~i~;~~l~~~:~~~:~~, 1994. 11. 
3) ~~ ~~~~, ~~;~i~~~TT Ji~~~:~::~~: EEl~~r~~F)~ I~~~~~~~ I~ ~Q~~ {~;f~r~i~~~ : AML ~~~i~~)~]H{~J~I~I ~ S/~~ 
t~)/ (ara-O ~~.~.~:'~tecr*-v>~t~it4 h ;~ ~ )/~)~1~; : 7AAD/PY ~~e- J; ~~~~f ~~36~I~1~:~~:;~1fil~~~:~,~~:~, 
1994. 11. 
4) ~~rl~:-, ~~~t~~~~, ~~~;E~~~a*). ~~~: 71~*), ~;EEI ~~*)(*)~tf~~~~~ ) I~;~*Ifil~~Hi~~~~MRPl~:t~:~~~~~a) 
(5) -~~~~i~{~i~ : 
1) Takahashi, H.*), Futagami, S., Norose. Y.*), Nagata, K.*), Kobayashi, M. (*)Microbiology and Im-
munology) : Analysis of immune response to Helicobacter pylori : Identification of the protein recognized 
by anti-helicobacter pylori antibodies from sera of patients with gastroduodenal disease, The 7th Interna-
tional Symposium on Helicobacter pylori and its Disease (Tokyo) , 1994. 4 . 
2) Hasegawa, S., Rodgers, G.P.'), Noguchi, C.T.'), Uyesaka, N.'), Schechter, A.N .'), Fibach, E. (')National 
Institutes of Health, ')Department of Physiology) : Sickling of cultured erythroblasts from sickle cell 
disease patients. XXV Congress of the International Society of Hematology (Cancun) , 1994. 4 . 
3) Inokuchi, K., Miyake, K., Hanawa, H., Yamamoto, Y., Tanozaki, S., Iwakiri , R., Matsuoka, H., Futaki, M., 
Ohki, I., Dan, K., and Nomura, T. : DCC-related protein expression on bone marrow cells and leukemic cell 
lines. XXV Congress of the International Society of Hematology (Cancun) , 1994. 4 . 
4) Kamegai, J., Minami, S., Sugihara, H., Ishii, S., and Wakabayashi, I. : Systemic administration of recom-
binant human growth hormone (rhGH) induces expression of the c-fos gene in the neurons containing 
neuropeptide Y (NPY) and somatostatin (SS) mRNA in the arcuate and those containing SS mRNA in 
the periventricular nuclei of the hypothalamus ' h h sectomized rats 76th annual meeting of the m ypop y . 
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　Endocrine　Society，U．S．A．（Anaheim），1994．6．
5）Sueoka，N．，Nishigaki，H．，Sugiura，T．，Iwakiri，K．，Hirakawa，T．，and　Kobayashi，M．：Effect　of　bolus
　alc。h。1（brandy）。ngastr・es・phagealreflux．10thW・rldC・ngresses・fGastr・enter・1・gy（L・sAngeles）・
　1994．　10．
6）Iwakiri，K．，Nakagawa，Y．，Futagami，S．，Miyake，K，Sueoka，N、，Kawakami，A。，Takahashi，H。，Kagawa，
　T．，Hirakawa，T．，andK・bayashi，M．：D・bileacidsexistintherefluxedes・phagealfluidinpatientwith
　reflux　esophagitis．10th　World　Congresses　of　Gastroenterology（Los　Angeles），1994．10．
7）山門　進，辰口篤志，藤森俊二，佐藤　順，南　　定，玉川恭士，田口文彦，岸田輝幸，金沢秀典，吉田　豊，
　小林正文：門脈圧充進症例の大腸粘膜血流の検註第80回日本消化器病学会総会，1994．4。
8）佐藤　順，山門　進，辰口篤志，藤森俊二，竹内　司，南　　定，玉川恭士，田口文彦，岸田輝幸，金沢秀典，
　　吉田　豊，平川恒久，黒田　肇，小林正文：特発性門脈圧克進症における大腸粘膜所見の検討．第47回日本消化
　　器内視鏡学会総会，1994．4．
9）岩切勝彦，中川義也，二神生爾，末岡信夫，川上明彦瀬底正彦，香川隆男，平川恒久，小林正文：逆流性食道
　　炎発症における胆汁酸の関与．第91回日本内科学会講演会，1994。4。
10）中川義也，岩切勝彦，二神生爾，末岡伸夫，川上明彦，瀬底正彦，香川隆男，小林正文，永井俊彦11（1凍京都多
　　摩老人医療センター）：逆流性食道炎の食道逆流液と胃液（胆汁酸濃度とpH）．第80回日本消化器病学会総会，
　　1994．4。
11）樋口勝美1），恩田昌彦1），田尻　孝1），江上　格1），伊藤誠二1》，古川清憲1），有馬保生1），高崎秀明1》，小川芳雄1），
　　長谷川博一・），丸山　弘1），山下精彦1），森山雄吉1），黒田　肇・小林正文：腹腔鏡下および開腹胆嚢摘出術におけ
　　る術中洗浄液中細菌検出率の比較．第30回日本胆道学会総会，1994．4．
12）山田裕之，黒田　肇：C型慢性肝炎における飲酒の影響：特に肝表面像について。第47回日本消化器内視鏡学会
　　総会，1994．4．
13）中塚雄久，金沢秀典，長田祐二，吉本　均，星長春樹，斎藤　整，吉沢雅史，山田裕之，多田教彦，松坂　聡，
　　黒田　肇，小林正文：肝硬変における筋痙攣に関する検討：特に出現様式と硫酸キニジンによる予防的治療の効
　　果について．第80回日本消化器病学会総会，1994．4．
14）斎藤　整，金沢秀典，長田祐二，吉本　均，中塚雄久，星長春樹・吉沢雅史・多田教彦・松坂　聡・渡　　淳・
　　黒田　肇，小林正文：胃，食道静脈瘤出血に対する待期的経頸静脈的肝内門脈大循環短絡術による治療経験．第
　　80回日本消化器病学会総会，1994．4．
15）伊月葉子，香川隆男，小林正文，鈴木　聡1），島田　隆1）（1）生化学第二）：IL4遺伝子導入による消化器癌遺伝子
　　治療の検討．第80回日本消化器病学会総会，1994．4．
16）二神生爾，高橋秀実1），小林正文，丹羽正弘2），野呂瀬嘉彦1）（1）微生物学・免疫学，2）BML総合研究所）：
　　Helicobacter　pyloriに対する免疫応答の検討：血清抗HP抗体が認識する蛋白同定の試み．第80回日本消化器
　　病学会総会，1994．4．
17）末岡伸夫，小林正文：逆流性食道炎の治療に関する検討：24時間食道内pHモニタリングとAFP分類による評
　　価．第80回日本消化器病学会総会，1994．4。
18）二神生爾，高橋秀実ユ），中川義也，竹内　司，岩切勝彦，香川隆男，平川恒久，小林正文，野呂瀬嘉彦1）（1》微生
　　物学・免疫学）：抗Helicobacterpylori抗体と胃生検との比較検討：フェノールレッド色素内視鏡を用いて．第
　　47回日本消化器内視鏡学会総会，1994．4．
19）澤田秀雄，小野瀬裕之，杉原　仁，南　史朗，若林一二：growthhormone－releasingpeptide（GHRP）の作用
　　機序に関する検討．第91回日本内科学会講演会，1994。4．
20）間宮康貴，中村恭子，田口文彦，辰口篤志，佐藤　順，藤森俊二・南　　定・山門　進・玉川恭士・岸田輝幸・
　　吉田　豊，平川恒久，小林正文，野村武夫：大腸癌を合併した悪性リンパ腫再発例の1例。第229回日本消化器
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　　学会関東支部例会，1994．5．
21）猪口孝一，三宅弘一，岩切理歌，松岡弘樹，二木真琴，大木一郎，檀　和夫，野村武夫：骨髄細胞・白血病細胞
　　株におけるDCC関連蛋白質発現に関する検討．第56回日本血液学会総会，1994．5．
22）田村秀人，緒方清行，横瀬紀夫，安　恵美，辰口篤志，上久保圭子，檀　和夫，野村武夫，坂巻　寿1》，爵沢康
　　輔D，浜口祐之2》，Clark，S．C．3）（11都立駒込病院内科，2）武蔵野赤十字病院内科，3）ジェネティック社）：各種サイ
　　トカインの1ymphokine　activated　killer　cel1（LAK）活性誘導に対する効果：正常者および骨髄異形成症候群
　　（MDS）患者における検討．第56回日本血液学会総会，1994．5．
23）横瀬紀夫，緒方清行，安　恵美，田村秀人，上久保圭子，檀　和夫，野村武夫，坂巻　寿1》，小野沢康輔1），浜口
　　祐之2）（1）都立駒込病院内科，2）武蔵野赤十字病院内科）：骨髄異形成症候群の血中可溶性CD8（sCD8）と可溶性
　　インターロイキン2受容体（sIL－2R）に関する検討．第56回日本血液学会総会，1994．5．
24）長谷川節雄，野村武夫，上坂伸宏D，Schechter，A．N．2），Fibach，E．2）（1》生理学第一，2）米国国立衛生研究所）：
　　Sickle　cell　anemia患者末梢血より誘導した培養赤芽球のsickling．第56回日本血液学会総会，1994．5．
25）田野崎栄，猪口孝一，塙　秀樹，山本　泰，岩切理歌，松岡弘樹，三宅弘一，二木真琴，檀　和夫，野村武夫：
　　再生不良性貧血患者骨髄パラフィン固定切片による酵素抗体法を用いたp53蛋白質発現の検討．第56回日本血液
　　学会総会，1994．5．
26）二木真琴，猪口孝一，塙　秀樹，田野崎　栄，山本　泰，松岡弘樹，岩切理歌，三宅弘一，檀　和夫，野村武夫：
　　慢性骨髄性白血病におけるbcr－abl　mRNA発現と血小板産生能．第56回日本血液学会総会，1994．5．
27）緒方清行，安　恵美，上久保圭子，田村秀人，横瀬紀夫，檀　和夫，野村武夫：工トポシド・G－CSF併用療法を
　　施行した骨髄異形成症候群（MDS）の芽球細胞周期の解析．第56回日本血液学会総会，1994．5．
28）山田　隆，緒方清行，安　恵美，横瀬紀夫，吉本　均，上久保圭子，田辺義博，檀　和夫，野村武夫：白血病性
　　芽球に対するエトポシドの分化誘導効果．第56回日本血液学会総会，1994．5．
29）安　恵美，上久保圭子，緒方清行，横瀬紀夫，田村秀人，檀　和夫，野村武夫：7ADD／PY法（DNA／RNA）を
　　用いた白血病芽球の細胞周期の検討（第2報）．第56回日本血液学会総会，1994．5．
30）三宅弘一，猪口孝一，野村武夫，新谷英滋，島田　隆1）（1》生化学第二）：抗HIV遺伝子によるAIDS遺伝子治
　　療を目的としたCMV－HIV　hybridベクターの開発．第56回日本血液学会総会，1994．5．
31）浜口祐之1），長田　薫1），矢が崎史治1），緒方清行，猪口孝一，安　恵美（1》武蔵野赤十字病院内科）：G・CSF，
　　GM・CSF，IL－3に増殖依存性を示すMDS急性転化由来細胞株（OIH－1）の樹立と性状．第56回日本血液学会総
　　会，1994．5．
32）長田祐二・斎藤　整，多田教彦，中塚雄久，名知志子，吉本　均，竹内　司，小泉信人，星長春樹，吉沢雅史，
　　山田裕之，松坂　聡，金沢秀典，黒田　肇，小林正文：C型慢性肝炎のインターフェロン（IFN）療法における
　　腹腔鏡検査の意義．第58回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1994．6．
33）三宅一昌，金沢秀典，長田祐二，吉本　均，中塚雄久，星長春樹，斎藤　整，吉沢雅史，多田教彦，渡　　淳，
　　松坂　聡，黒田　肇，小林正文：経頸静脈的肝内門脈大循環短絡術（TIPS）により治療し，その効果判定にEUS
　　が有用であった胃食道静脈瘤合併肝硬変の1例．第58回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1994．6．
34）岡田憲明，南　　定，三宅一昌，山田裕之，佐藤　順，長谷川修，李　　峰，平川恒久，小林正文，加地正人1），
　　広田幸次郎1），小関一英1》（1》救命救急センター）：若年者に見られた巨大胃脂肪腫の1例．第58回日本消化器内視
　　鏡学会関東地方会，1994．6。
35）田中　周，丸山正明，辰口篤志，佐藤　順，藤森俊二，三宅一昌，末岡伸夫，山門　進，田口文彦，岸田輝幸，
　　香川隆男，平川恒久，小林正文，野村武夫：多発性骨髄腫に胃癌と大腸癌を合併した1例．第58回日本消化器内
　　視鏡学会関東地方会，1994．6．
36）岩切理歌，広田　薫，松岡弘樹，横瀬紀夫，安　恵美，二木真琴，猪口孝一，緒方清行，五味聖二，山田　隆，
　　田辺義博，大木一郎，檀　和夫，野村武夫，峯岸克行1），矢田純一n（1〉東京医科歯科大学小児科）：伴性遺伝形式
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　　をとらないHyper　IgM症候群の女性例．第121回日本臨床血液学会例会・1994．6．
37）小野瀬裕之，澤田秀雄，石井新哉，南　史朗，杉原　仁，若林一二：growthhormone－releasingpeptide－2（KP・
　　102）によるGH分泌に与える絶食の影響．第67回日本内分泌学会学術総会，1994．6．
38）杉原　仁，南　史朗，亀谷　純，岡田憲明，澤田秀雄，長谷川修，鈴木信周，若林一二：ラット下垂体成長ホル
　　モン（GH）遺伝子発現に対するGHの影響．第67回日本内分泌学会学術総会，1994．6．
39）亀谷　純，南　史朗，杉原　仁，今城純子1），若林一二（1）解剖学第一）：ヒト成長ホルモン（GH）の全身投与に
　　よりc－fos遺伝子発現が誘導される視床下部の神経細胞．第67回日本内分泌学会学術総会，1994．6．
40）南　史朗，亀谷　純，杉原　仁，岡田憲明，長谷川修，小野瀬裕之，澤田秀雄，若林一二：2－deoxy－glucose脳
　　室内投与による脳内c－fos遺伝子発現．第67回日本内分泌学会学術総会，1994．6．
41）岡田憲明，鈴木信周，杉原　仁，南　史朗，若林一二：栄養状態と成長ホルモン（GH）分泌を連係させる中枢
　　機構（1）．第67回日本内分泌学会学術総会，1994．6．
42）鈴木信周，岡田憲明，杉原　仁，南　史朗，若林一二：栄養状態と成長ホルモン（GH）分泌を連係させる中枢
　　機構（II）．第67回日本内分泌学会学術総会，1994．6．
43）山口博樹，辰口篤志，佐藤　順，藤森俊二，山門　進，田口克司，南　　定，田口文彦，玉川恭士，岸田輝幸，
　　吉田　豊，平川恒久，小林正文，野村武夫：成人丁細胞白血病に早期大腸癌を合併した1例．第230回日本消化
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4．内科学第四講座
［付属病院第4内科］
研究概要
　内科学第四講座では・本年度・呼吸器疾患を対象に以下の臨床的，基礎的研究を行った．臨床的研究では，良性呼
吸器疾患に対して，放射線肺臓炎の早期発見とエリスロマイシンによる予防効果，各種呼吸器疾患に対するエリスロ
マイシンの有用性等の検討，無線聴診器の臨床的評価およぴ応用を中心とした肺音の研究，慢性呼吸不全患者に対す
る在宅酸素療法の研究等を行った．肺癌に対しては，非小細胞肺癌を対象に，①2種の白金製剤（Cisplatin，Carbo・
platin）の併用療法とCisplatin＋Vindesine併用療法の比較第III相試験，②Cisplatin＋UFT併用療法の第II相試験
③CPTII＋UFTの第1・II相試験，④IIIAN、症例の術前化学療法奏効例に対する術後化学療法の意義を検討する研
究，⑤新規抗癌剤の第1相，第II相試験等を行った．小細胞肺癌に対しては，①LD症例を対象にしたVincristin＋
Cisplatin＋ACNUとVincristin＋Cisplatin＋Et・P・sideの比較第II相試験，②ED症例に対するCisplatin＋Calb。．
platin＋Etoposideの第1・II相試験を行った．また，新しい腫瘍マーカーであるサイトケラチン19フラグメント（シ
フラ21－1）の肺癌における有効性や各種制吐剤の有効性等についても検討を加えた．
　基礎的研究では，①ブレオマイシンにより誘発された肺臓炎に対するエリスロマイシンの予防効果，治療効果をマ
ウスで検討した．②慢性気道炎症の発症機序，ならびにそれらに対するマクロライド剤の効果発現機序に関する研究
を着手した．③ラットのシリカ投与肺におけるエリスロマイシンの作用を検討した．④肺癌患者の臨床検体を用い，
原発および転移病巣におけるP53癌抑制遺伝子の発現について検討した．⑤肺腺癌株PG9の高転移株を樹立し，その
細胞の細胞外基質蛋白に対する接着・浸潤能，integrinreceptorの発現等を調べた．⑥各種抗癌剤の併用投与におけ
る有効性および至適投与量，スケジュールの検討をinvitro，invivoで行った．⑦腫瘍随伴神経障害における自己免
疫学的機序の検討を行った．
研究業績
論　文
（1）原著：
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　　仁井谷久暢3）（1）大洗海岸病院内科，2）同外科，）：片側肺に発生した原発性三重複肺癌の1例．第109回日本肺癌学
　　会関東部会，1994．3．
11）村田　朗，古田知行，工藤　翔，仁井谷久暢，早川弘一1）（1）日本医科大学第1内科）：肺聴診教育におけるワイ
　　ヤレス聴診器の開発と有用性．第34回日本胸部疾患学会総会，1994．4．
12）古田知行，村田　朗，植松和嗣，持丸　博，忽滑谷直孝，吾妻安良太，和才さつき，工藤翔二，仁井谷久暢：実
　　験的ブレオマイシン（BLM）肺炎のエリスロマイシン（EM）による抑制効果．第34回日本胸部疾患学会総会，
　　1994．4．
13）谷口泰之，竹中　圭，竹田雄一郎，久勝章司，弦間昭彦，工藤翔二，島田　隆，仁井谷久暢：進行肺癌における
　　p53遺伝子変異と転移との関連について．第34回日本胸部疾患学会総会，1994．4．
14）臼杵二郎，福田　悠1），工藤翔二，仁井谷久暢（1）日本医科大学第1病理）：ブレオマイシン肺線維症における肺
　　胞腔内線維化の型とその病理学的特徴．第34回日本胸部疾患学会総会，1994．4．
15）逸見しのぶ，吾妻安良太，新原礼子，臼杵二郎，福田　悠，川並注一，工藤翔二，健診で発見され，ステロイド
　　が著効であったLIPの1例．第109回胸部疾患学会関東地方会，1994．5．
16）青木見佳子，矢島　純，本田光芳，嘉陽宗隆，百束比古，古田知行，吾妻安良太，福田　悠：若年者に生じた皮
　　膚悪性腫瘍の1例．第10回日本皮膚病理組織学会，1994．7．
17）吾妻良太，渋谷昌彦，工藤翔二，八木田秀雄，奥村　康：抗Le　Yキメラ抗体を用いた抗体依存性抗腫瘍活性の
　　検討．第12回天城癌シンポジウム，1994．8．
18）榎本達治，川並注一1），工藤翔二，佐藤雅史2），杉崎祐一3），前田昭太郎4），大秋美冶51，（1）日本医大第二病院病理
　　部，2）日本医大第二病院放射線科，3）日本医大付属病院病理部，4）日本医大付属多摩永山病院病理部，5）日本医大付
　　属千葉北総病院病理部）：肺ヒスチオサイトーシスXの確定診断に果たすBALF細胞の特徴．第62回日本医科
　　大学医学会総会，1994．9．
19）古田知行，村田　朗，臼杵二郎，植松和嗣，持丸博，工藤翔二：実験的ブレオマイシン肺臓炎に対するエリス
　　ロマイシンの抑制効果に関する検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
20）臼杵二郎，福田　悠1），山中宣昭1》，工藤翔二（1）日本医科大学病理学第1）：ブレオマイシン肺線維症における肺
　　胞腔内線維化の型とその肺胞構造改築における役割．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
21）吾妻安良太，石田和之1），栗本太嗣，森川哲行，仁井谷久暢，工藤翔二（1）東京医科歯科大学神経内科）：腫瘍随
　　伴神経障害における末梢神経上の抗原に対するIgM型自己抗体の解析．第22回日本臨床免疫学会，1994．9．
22）城田恵次郎1），鷹取美雪2），青山昭徳3），清水眞澄，七戸和博（1）東武医学技術専門学校，2）付属病院研究室）：化学
　　物質によるスナネズミの催糖尿病性について．第15回日本比較臨床血液学会，1994．10．
23）忽滑谷直孝，小林国彦2），米田修一3），野口行雄3），酒井　洋3｝，後藤　功3），木村一博3），工藤翔二1），仁井谷久暢1），
　　（1）国立国際医療病院内科，2）埼玉県立がんセンター呼吸器内科）：告知が適さないと思われる症例検討．第32回日
　　本癌治療学会総会，1994．10．
24〉吾妻安良太，山野義光，松田久仁子，吉村明修，日比野俊，山田浩一，工藤翔二，仁井谷久暢，八木田秀雄，奥
　　村康，瀬谷司，神奈木玲児，保川清：型抗LewisY抗体を用いた癌細胞に対する抗体依存性細胞障害活
　　性の基礎的検討．第53回日本癌学会総会，1994．10．
25）荻原英子1》，尾見徳弥1），川並注一1），中田朋子1》，野村信夫1》，石崎良太郎1），大網　弘1），榎本達治2》，工藤翔二
　　（1）日本医大第二病院DNA診断研究班）：結核診断におけるPCR法とBAL液細胞成分との相関．第44回日本ア
　　レルギー学会総会，1994．10．
26）榎本達治，持丸　博，工藤翔二，川並注一1），大網　弘2），（1）日本医大第二病院病理部，2》日本医大老人病研究所
　　病理部門）：経気道的シリカ投与肺の肉芽腫と線維化形成におよぽす影響因子．第44回日本アレルギー学会総会，
　　1994．　10．
27）笠井昭吾1），日野光紀，山野義光，忽滑谷直孝，弦間昭彦，渋谷昌彦，工藤翔二，仁井谷久暢，篠田欣也，安藤
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　　真弘，長谷川浩一），坪井栄孝1）（1）坪井病院内科）：高齢者およびPS不良小細胞肺癌に対するmulticyclic　combi－
　　nation　chemotherapyの検討．日本医大医学会84回例会，1994．11．
28）弦間昭彦，竹中　圭，谷口泰之，林原賢治，吉森浩三，吉村明修，渋谷昌彦，工藤翔二，仁井谷久暢：肺非小細
　　胞癌に対するCDDP＋UFTのpilot　study．第35回日本肺癌学会，1994．11．
29）栗本太嗣・清家正博・忽滑谷直孝・山野義光，吉森浩三，弦間昭彦，日野光紀，渋谷昌彦，工藤翔二，原口秀司1），
　　小泉　潔1）・五味渕誠1）・仁井谷久暢（1）日本医科大学第2外科）：原発性肺癌による瘤性心嚢炎の病態と成因の分
　　析．第35回日本肺癌学会総会，1994．11．
30）村田　朗，工藤翔二，谷口泰之，早川弘一1），吉田　豊2），中島　棋3）（1）第1内科，2）日本医科大学小児科，3）ケ
　　ンツメディコ株式会社）：ワイヤレス聴診器の聴診教育における有用性第19回肺音（呼吸音）研究会，1994．
　　11．
31）吾妻安良太，渋谷昌彦，工藤翔二，八木田秀雄，奥村　康：遺伝子組み替え抗Le　Y抗体による抗腫瘍活性増強
　　の試み．第7回JBRM学会総会（徳島），1994．12．
32）武村　明・）・久勝章司・）・高橋卓夫・）・工藤翔二2）（・1博慈会記念病院第1内科）：肺癌による気道狭窄に対し，ステ
　　ント挿入と放射線療法が奏功した1例．日本気管支学会関東支部会，1994．12．
33）高橋卓夫1），栗本太嗣1），久勝章司1），武村　明1），弦間和仁2），工藤翔二（1）博慈会記念病院第1内科，2）同放射線
　　科）：内胸動脈瘤破裂の1症例．内科学会関東部会，1994．12．
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5．精神医学講座
［付属病院神経科・第一病院神経科・千葉北総病院神経科］
研究概要
　当教室の研究テーマは多岐に亙り，精神生理学，時間生物学，脳画像などの生物学的研究，コンサルテーション・
リエゾン精神医学，精神科救急，社会精神医学，さらに，バセドウ精神障害，セネストパチー，てんかん精神病など
の臨床研究，心身症，臨床評価尺度，臨床心理などの研究が行われている．また・身体疾患に伴ううつ病についてIowa
大学との協同研究が開始され既に業績が挙げられている．
　精神生理領域では，感情精神障害や催眠現象の大脳の機能的関連について・従来の定量脳波や脳波コヒーレンスの
他，事象関連電位による研究が進められた．時間生物学研究はうつ病の概日リズムや抗うつ薬の睡眠構造や概日リズ
ムに及ぼす影響についての研究において従来のPSGやMSLTの他深部体温の検討が加えられ活発に研究された．反
復性過眠症の時間生物学的研究やCapgras症候群の認知機能についての事象関連電位による研究も行われた。
　昨年開始された高齢うつ病の研究ではCTを用いた詳細な検討へと進展した．また，Iowa大学との協同研究で脊髄
損傷患者に伴ううつ病の社会心理学的側面と生物学的背景についての業績が挙げられた．登校拒否児の身体的要因（免
疫異常）が研究された．
　コンサルテーション・リエゾン精神医学では，本年度は特に精神科救急の側面を中心に研究が行われ・時問外受診
患者の特性の研究や精神科救急に対する一般人の意識調査が行われ，さらに，救急医療におけるアルコールや薬物依
存者の問題，精神科救急体制の問題などの研究が開始された．
　社会精神医学領域では，慢性精神障害者への支援施設である援護寮入所者について活発な研究が行われ・また・専
門職・管理職女性の社会心理学的研究が行われた．
　神経症・心身症領域では，当教室で開発された評価尺度を用いたバセドウ病や関節リウマチ患者の心身医学的研究
や虚血性心疾患の心身医学的研究が行われた．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Kishi，Y．1〕3），Robinson，R．G．1），and　Forrester，A。F．2）（1）Department　of　Psychiatry，University　ofIowa　College
　　of　Medicine，2）Department　of　Psychiatry，Johns　Hopkin　University　School　of　Medicine・3）Department　of
　　Neuropsychiatry，Nippon　Medical　School）：Prospective　longitudinal　study　of　depression　fellowing　spinaI
　　cord　injury．The　Jaumal　of　Neuropsychiatry　and　Clinical　Neurosciences，　6，237－244，1994。
　2）Nakamura，S．，Yamadera，H．，Suzuki，H．，Takezawa，K，Kimura，M。，Mori，T．，Endo，S，，Shirakawa，S．1），
　　and　Uchiyama，M．1）（且）National　Institute　of　Mental　Health，NCNP）：The　Effects　of　Trazodone　and
　　Imipramine　on　the　Circadian　Rhythm　in　Healthy　Male　VolmteersJap．J．Psychiatr．Neurol．，48，500－501，
　　1994。
　3）Suzuki，H．，Yamadera，H．Nakamura，S．，Takezawa，K，Ito，T．，Shimoda，K，Kimura，M，，Mori，T．，and
　　Endo，S。：Circadian　Rhythm　of　Affective　Disorders．Jap。」。Psychiatr．NeuroL，48，478－479，1994．
　4）Suzuki，H．，Yamadera，H．，Nakamura，S。，Takezawa，K，Ito，T，，Kimura伊M，Mori，T，，and　Endo，S。：
　　Circadian　rhythm　of　mood　disorders　＝neurophysiological　aspect．Electroencephalogr，and　Clin　Neuro－
　　physiol．9　91，　85－94，　1994。
　5）Kishi，Y．1）2），Katho1，R．1），Cooney，J．1），Mckay，S．1），Croonquist，T。1），and　Barry－Walker，J．1）（1）Department　of
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　　Psychiatry　University　of　Iowa，2）Department　of　Neuropsychiatry　Nippon　Medical　School）：Comparison　of
　　patients　with　combined　medical　and　psychiatric　illness　treated　on　a　type　IV　medical　psychiatry　unit　or　a
　　medicine　unit．Psychosomatics，36，212－213，1995．
　6）菊池長徳1），滝本浩俊1），中川真澄1），笠貫　宏1），細田瑳一1），今井保次2），久保田浩也2），橋口英俊，内山喜久雄2）
　　（1）東京女子医科大学社会経済生産性本部，2）筑波大学）：JMI健康調査による虚血心疾患の心身医学的研究．心身
　　医学，34，396－401，1994．
　7）遠藤幸彦・森　隆夫・木村真人，遠藤俊吉：催眠状態に関する定量脳波学的検討：覚醒水準との関連について．
　　催眠と科学，9，15－22，1994．
　8）本間房恵，岸　泰宏，黒澤　尚：長期漂流後に生還した1例．ロールシャッハ研究，36，107－123．1994．
　9）岩崎康孝1）・黒澤　尚・岩崎　栄2），辺見　弘1），高野照夫3）（1）救急医学教室，2）医療管理学教室，3》集中治療室）：
　　集中治療施設の医療経済．病院，53，466－469，1994．
10）橋口英俊：健康生活に関する基礎的研究（III）：足と腰痛を中心に．東京家政大学研究紀要，35，309－321，1995．
11）鈴木英朗，山寺博史，中村秀一，竹澤健司，伊藤敬雄，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉：感情障害における概日
　　リズムの脳波学的研究．臨床脳波，37，198－201，1995．
（2）総説：
　1）Kurosawa，H．，Iwasaki，Y，1），and　Freifeld，M。2》（1）The　Ministry　of　Welfare，2）University　of　Tronto）：The
　　State　of　Mind　in　a　Disaster．Asian　Medical　Jounal，37，505－511，1994．
　2）Matsuura，M．，Yoshino，M．，Ohta，K，Onda，H．，Nakajima，K．，and　Kojima，T：Clinical　Significance　of
　　Diffuse　Delta　EEG　Activity　in　Chronic　Schizophrenia．Clinical　Electroencephalography，25，115－121，1994．
　3）高山大起・山口竹千代：精神障害者のための病院一体型大規模職規制度の職業リハビリテーションとしての意
　　義．職業リハビリテーション，7，33－40，1994．
　4）藤波茂忠：文章完成法検査（特集：小児精神心理検査の実際）．小児内科，26，1005－1010，1994．
　5）木村真人，黒澤　尚：精神（医師は処方箋をどう書くか）．（特集：能動的医薬品情報提供活動と処方設計支援）．
　　月刊薬事（11月臨時増刊号），36，2865～2872，1994．
　6）吉川達祐1），黒澤　尚（1）麻酔学教室）：術後精神障害，（主題：新合併症マニュアル），消化器外科，17，830－831，
　　1994．
　7）渡辺信夫1》，黒澤　尚（1）救急医学教室）：精神科救急．臨床と薬物治療，13，654－656，1994．
　8）長谷川朝穂1），黒澤　尚（1）千葉県精神科医療センター）：向精神薬の上手な使い方Q＆A（第10回）救急症例にお
　　けるプライマリケアと治療，Pharma　Medica，12，51－54，1994．
9）黒澤　尚：ICUシンドローム（主題：プライマリー・ケアに必要な精神科の知識）．日医師会誌，112，1412，1994．
10）黒澤　尚：整形外科患者にみられる精神症状とその対策（救急医療の現場で）（主題：整形外科領域における心
　　身医学的諸問題）．MB　Orthop，7，1－5，1994．
11）森　隆夫，遠藤俊吉：主な向精神薬の効果と副作用（抗うつ薬）．Clinical　Neuroscience，12，889－891，1994．
12）山寺博史，中村秀一：うつ病の生理学研究．医学のあゆみ，170，944－945，1994．
13）遠藤俊吉：精神疾患における感情異常：セネストパチーを中心として（メインテーマ：感情とその障害）．Clini－
　　cal　Neurocsience，　129　1251－1254，　1994．
14）春日武彦：精神科へ紹介する目安と方法．日医師会誌，112，1369－1372，1994．
15）春日武彦：巻頭言（特集：慢性疾患診療の実際）．治療，77，6－7，1995．
16）木村真人，黒澤　尚：精神科：各科救急の実際．治療，77，798－802，1995．
（3）研究報告書：
　1）黒澤　尚，岩崎康孝1），柴田泰史1）（1》救急医学教室）：救命救急センターに収容されたアルコール問題患者に関す
　　る研究厚生省精神神経疾患研究委託費アルコール依存の発症機序と治療に関する研究平成5年度研究報告書，
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　　P．33－38，　1994．
　2）黒澤　尚，岩崎康孝1）（1）救急医学教室）：精神科救急医療システムに関する研究（2）二一ド班．精神科の医療と処
　　遇に関する研究（1），平成4・5年度厚生科学研究総合研究報告書．P26－28，1994．
　3）黒澤　尚，岩崎康孝1），柴田泰史1），林田真喜子2），仁平　信2）（1）救急医学教室・2）法医学教室）：救命救急センター
　　における薬物乱用・依存に関する研究．薬物依存の社会医学的，精神医学的特徴に関する研究平成5年度研究成
　　果報告書．P．105－108，1994．
（4）書評：
　1）遠藤俊吉：脳のメッセンジャー（Carlsson，A．＆Carlsson，L著／樽林博太郎，飯塚禮二訳）．精神医学，36，
　　1005，　1994．
〔1993年度追加分〕
総説：
　1）春日武彦：巻頭言（特集：日常診療に直結する精神科の知識）．治療，76，6－7，1994．
　2）春日武彦：人格障害（特集：日常診療に直結する精神科の知識）．治療，76，79－84，1994．
著　書
　1）遠藤俊吉：〔分担〕心身症．66内科治療ガイド’94”（和田　攻，大久保哲行・永田直一・矢崎義雄編）・P202－207・
　　文光堂，1994．
　2）橋口英俊：〔分担〕人間発達の臨床心理学　第5章　乳幼児期の精神的健康のために：乳幼児期の臨床心理学・
　　“全6巻”（伊藤隆二，橋口英俊，春日　喬編），2．P．345－359，駿河台出版，1994．
　3）橋口英俊：〔分担〕人間発達の臨床心理学　第5章　学齢期の精神的健康のために：学齢期の臨床心理学・“全
　　6巻”（伊藤隆二，橋口英俊，春日　喬編），3．P．351－366，駿河台出版，1994．
　4）橋口英俊：〔分担〕人間発達の臨床心理学　第4章　対人恐怖：思春期・青年期の臨床心理・“全6巻”（伊藤隆
　　二，橋口英俊，春日　喬編），4．P．318－340，駿河台出版，1994．
　5）橋口英俊：〔分担〕人間発達の臨床心理学第5章　思春期・青年期の精神的健康のために：思春期・青年期の
　　臨床心理．“全6巻”（伊藤隆二，橋口英俊，春日　喬編），4．P．353－365，駿河台出版，1994．
　6）岩崎正人：〔分担〕人間の発達と臨床心理学　アルコール依存症の治療．5　成人期の臨床心理学（伊藤隆二・
　　橋口英俊・春日　喬編），P．231－247，駿河台出版，1994．
　7）橋口英俊：〔分担〕人問発達の臨床心理学　第5章　成人期の精神的健康のために：成人期の臨床心理学・“全
　　　6巻”（伊藤隆二，橋ロ英俊，春日　喬編），5．P．312－326，駿河台出版，1994．
　8）橋口英俊：〔共著）エンカウンターグループ他9項目．“社会心理学小事典”（古畑和孝編），有非閣，1994。
　9）黒澤　尚：〔共著〕救急医療の場出みられる精神症状とその対応：救急認定医のための診療指針（監修日本救急
　　医学会，編集日本救急医学会認定医認定委員会）．へるす出版・P・312－315・1994．
10）黒澤　尚〔共著〕ICU症候群“新しい集中治療の指針”（古矢生人，島田康弘編）・P・50－53・南山堂・1994・
11）橋口英俊：〔分担〕人間発達の臨床心理学　第5章　老人期の精神的健康のために：老人期の臨床心理学・“全
　　　6巻”（伊藤隆二，橋口英俊，春日　喬編），P．6．280－291，駿河台出版，1994．
12）春日武彦：〔編集〕私はなぜ狂わずにいるのか．大和書房，1994．
13）黒澤　尚　渡辺信夫：〔共著〕熱傷急性期の精神症状とその対策．“最新の熱傷臨床”（平山　峻・島崎修次編）・
　　P．207－211，克誠堂出版，1994．
　14）橋口英俊：〔編集〕希望の心理学．“REBT入門”日本教育総体研究会，1995．
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学会発表
（1）特別講演：
　1）黒澤　尚：リエゾン精神医学の経験から．第31回栃木県精神医学会，1994．10，
（2）シンポジウム：
　1）森　隆夫・木村真人，遠藤幸彦，遠藤俊吉：大脳機能統合と催眠．第10回日本催眠学会，1994．9．
（3）一般講演：
　1）Endo，Y。，Mori，T．ヲKimura，M．，Suzuki，H．，and　Endo，S．：A　study　on　the　quantitative　EEG　during　the
　　hyprotic　resting　state．The　XIIlth　Intemational　Congress　of　Hypnosis，（Melboume），1994．8．
　2）Yamadera，H．，Nakamura，S。，Suzuki，H．，Takezawa，K．，Ito，T．，Kimura，M．，Mori，T．，and　Endo，S．：The
　　EEG　effects　of　imipramine　and　trazodone　on　polysomnography　in　healthy　volunteers．Preliminary　Program
　　8。Biemial　IPEG・Meeting　Symposium　and　Training　Course，（Berlin）1994．11．
　3）Nakamura，S．，Yamadera，H。，Suzuki，H。，Takezawa，K．，Shimoda，K。，Kimura，M．，Mori，T．，andEndo，S．：
　　The　study　of　effective　of　imipramine　and　trazodone　on　PSG　and　body　core　temperature　in　healthy
　　volmteer鼠Preliminary　Program8，Biennial　IPEG・Meeting　Symposium　and　Training　Course，（Berlin），
　　1994．　11．
4）Kishi7Y1）2）7Kathol，R，1）7CooneyJ．，1），Mckay，S．1），Croonquist，T．1》，and　Barry－Walker，J．1》（1）Department
　　of　Neuropsychiatry　University　of　Iowa，2）Department　of　Neuropsychiatry，Nippon　Medical　Schoo1）：Com－
　　parison　of　patients　with　combined　medical　and　psychiatric　ilIness　treated　on　a　type　IV　medical　psychiatry
　　unit　or　a　medicine　unit．The　Association　of　Medicine　and　Psychiatry，Amual　Meeting　（Phoenix），1994．
　　11．
　5）木村真人・中村秀一・鈴木英朗・葉田道雄，小宅理佳子，森　隆夫，遠藤俊吉：向精神薬投与による口渇に対す
　　る柴苓湯の効果の検討．第45回日本東洋医学会学術総会，1994．5．
6）鈴木英朗，木村真人，中村秀一，葉田道雄，竹澤健司，小宅理佳子，森　隆夫，山寺博史，遠藤俊吉：反復性過
　　眠症2例における臨床経過とその神経生理学的検討．第90回日本精神神経学会総会，　1994．5．
　7）葉田道雄，鬼頭　諭，木村真人，鈴木博子，山寺博史，遠藤俊吉：うつ病者の事象関連電位：トポグラフイー的
　　検討．第90回日本精神神経学会総会，1994．5．
8）藤波茂忠・鈴木雅博・中村美帆・松井康絵，野村俊明，野村重友，山口英人，高木宏昌，斎藤隆亮，伊藤國彦1），
　　吉村　弘1）（1）伊藤病院）：新しいうつ病尺度FDI（Four－factor　Depression　Index）の妥当性．第90回日本精神
　　神経学会総会，1994．5．
9）藤波茂忠，松井康絵，鈴木雅博，中村美帆，野村俊明，野村重友，山口英人，高木宏昌，斎藤隆亮，伊藤國彦11，
　　吉村　弘1）（1）伊藤病院）：新しい神経症尺度FNIからみたバセドウ病の3年予後．第35回日本心身医学会総会．
　　1994。6．
10）野村俊明・松井康絵・藤波茂忠，吉野慎一1），松井　仁2》（1）リウマチ科，2）東大心理）：慢性関節リウマチ患者の
　　抑うつ症状についての研究．第35回日本心身医学会総会，1994．6．
11）中村秀一，山寺博史，鈴木英朗，竹澤健司，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉，白川修一郎9，内山　真11（1）国立
　　精神・神経センター）：健康成人男子におよぼす塩酸トラゾドンとイミプラミンの概日リズムにおよぼす影響に
　　ついて．第4回薬物脳波研究会，1994．6．
12）松井康絵・藤波茂忠・高木宏昌・野村重友，野村俊明，鈴木雅博，中村美帆，斉藤隆亮，山口英人，五十嵐義晃1），
　　安藤　順1），赫　彰郎2》（1）第一病院放射線科，2）同第2内科）：うつ状態を呈した高齢者の画像診断の有用性につ
　　いて．第9回日本老年精神医学会，1994．6．
13）村田雄一，鈴木英朗，木村真人，葉田道雄，小宅理佳子，森　隆夫，山寺博史，遠藤俊吉：反復性過眠症と診断，
　　された2症例における神経生理学的検討．第20回性格・行動と脳波研究会，1994．7．
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14）中村秀一，山寺博史，鈴木英朗，竹澤健司，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉，白川修一郎1），内山真1）（1）国立精
　　神・神経センター）：健康成人男子におよぼす塩酸トラゾドンとイミプラミンの概日リズムにおよぼす影響につ
　　いて．第1回日本時問生物学会，1994．10．
15）鈴木英朗，山寺博史，中村秀一，竹澤健司，下田健吾，伊藤敬雄，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉：うつ病者の
　　概日リズム異常．第1回日本時間生物学会，1994．10．
16）山寺博史，中村秀一，鈴木英朗，竹澤健司，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉，内山　真1）（1）国立精神・神経セン
　　ター）：健康成人男子における塩酸トラゾドンとイミプラミンの脳波と深部体温におよぼす影響について。第24
　　回日本脳波・筋電図学会学術大会，1994．10．
17）中村秀一，山寺博史，鈴木英朗，竹澤健司，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉・白川修一郎・）（・）国立精神・神経セ
　　ンター）：健康成人男子における塩酸トラゾドンとイミプラミンの概日リズムにおよぼす影響について（脳波を
　　中心として）．第24回日本脳波・筋電図学会学術大会，1994．10．
18）鈴木英朗，山寺博史，中村秀一，竹澤健司，伊藤敬雄，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉：感情障害の概日リズム
　　の脳波学的研究（第2報）．第24回日本脳波・筋電図学会学術大会，1994．10．
19）下田健吾，葉田道雄，木村真人，森　隆夫，鈴木英朗，佐藤暁子，山寺博史，遠藤俊吉：Capgras症候群の事象
　　関連電位．第24回日本脳波・筋電図学会学術大会，1994．10．
20）舘野　周，小泉幸子，中村秀一，木村真人，山寺博史，遠藤俊吉：錯乱状態に始まり，経過中に悪性症候群を併
　　発した脳炎の1症例．第42回東京精神医学会，1994．11．
21）村田雄一，西松能子，鬼頭　諭，遠藤俊吉：不定愁訴を主訴として来院した登校拒否児の検討．第42回東京精神
　　医学会，1994．11．
22）鈴木博子，木村真人，金井京子，鈴木英朗，森　隆夫，黒澤　尚，遠藤俊吉：一大学病院精神科における時間
　　外診療患者の特性．第7回日本総合病院精神医学会，1994．11．
23）下田健吾，木村真人，遠藤俊吉，森　隆夫，葉田道雄，鈴木英朗，伊藤敬雄，山寺博史：気分障害における潜在
　　性脳血管障害合併率．第7回日本総合病院精神医学会，1994．11．
24）岸　泰宏，Robinson，RG．1）（1）Department　of　Psychiatry，University　of　Iowa。）：脊髄損傷後の気分障害。第
　　7回日本総合病院精神医学会，1994．11．
25）鬼頭　諭，村田雄一，金井京子，石井吉秋，西松能子，遠藤俊吉：総合病院における精神科の意義および有用性・
　　第7回日本総合病院精神医学会，1994．11．
26）平山理津子，岩崎康孝1），竹沢健司，佐藤暁子，金井京子，黒澤　尚（1）厚生省）：精神科救急に対する理解度・
　　第22回日本救急医学会総会，1994．11．
27）輪島善一郎1），黒澤　尚（1》北村山公立病院麻酔科）：高齢大腿骨頸部骨折患者における周術期の知的検査スコア
　　の変化．第7回日本総合病院精神医学会総会，1994．11．
28）佐藤暁子，平山理津子，黒澤　尚，遠藤俊吉：精神疾患受診先についての一般人の意識調査一第1報（某私立高
　　校の父母会を対象に）．第7回日本総合病院精神医学会総会，1994．11。
29）高山大起：多事業所の協力による精神障害者のための職業リハビリテーションについて．第37回日本病院・地域
　　精神医学会，1994．11．
30）西松能子，黄　眠淑，竹原　恵，遠藤俊吉：専門職管理職女性における自己評価の推移：男性専門職管理職との
　　比較．第72回日本心身医学会関東地方会，1994．12．
31）伊藤敬雄，佐藤忠宏1》，清野孝広1），伊藤賢二朗1），遠藤俊吉（1》公徳会佐藤病院）：援護寮期限満了退去者の「生
　　活の場」について（住居問題を中心にして）．第15回日本社会精神医学会，1995．3．
32）伊藤敬雄，佐藤忠宏1》，伊藤賢二朗1），木村真人，遠藤俊吉（1）公徳会佐藤病院）：援護寮入居者の社会生活状態の
　　経時的推移について．第15回日本社会精神医学会，1995．3．
33）山田正枝，木村真人，森　隆夫，鈴木博子，葉田道雄，下田健吾，山寺博史・遠藤俊吉：退行期以降のうつ病者
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　　の脳波パワーとコヒーレンス：臨床症状（不安型と抑制型）における特徴．第17回日本生物学的精神医学会，1995．
　　3。
34）鈴木博子・森　隆夫・木村真人，葉田道雄，下田健吾，山寺博史，遠藤俊吉：脳波定量分析によるうつ病の研究：
　　病相期と寛解期における特徴．第17回日本生物学的精神医学会，1995．3．
35）平山理津子，岩崎康孝1），竹沢健司，佐藤暁子，木村真人，黒澤　尚，遠藤俊吉，（1）厚生省）精神科救急に対す
　　る一般人の理解度．第43回東京精神医学会，1995．3．
36）村田雄一，中村秀一，鈴木博子，遠藤俊吉：Trihexyphenidylが有効であった遅発性ジストニアの1症例．第43
　　回東京精神医学会，1995．3．
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6．小児科学講座
　［付属病院小児科・第一病院小児科・第二病院小児科・多摩永山病院小児科・
　　千葉北総病院小児科］
研究概要
　付属病院と第一病院は同一研究・診療システムのもと，主に血液・腫瘍疾患，循環器疾患，腎・泌尿器疾患，内分
泌・代謝疾患，膠原病・免疫性疾患を，第二病院は神経疾患，新生児・未熟児を，多摩永山病院はアレルギー，呼吸
器疾患を対象としており，それぞれの病院小児科の特色をだしている．いずれにしても小児科学教室は付属5病院が
常に有機的連携を保ち，なによりも患者サイドにたった臨床的研究を心がけている．今回も，業績は5病院一括して
報告する．
　血液・悪性腫瘍：白血病をはじめとした小児悪性腫瘍の治療とその晩期障害．鉄欠乏性貧血の病態解析，思春期貧
血のマススクリーニングの実施に伴う諸条件の検討．
　膠原病・免疫：各種自己免疫性疾患における自己抗体の解析．不定愁訴をもつ学童生徒における自己抗体出現の臨
床的意義．
　腎・泌尿器：小児期各種腎疾患における糸球体病変の免疫学的，病理組織学的検討．腎・尿路疾患のマススクリー
ニング。乳児期腎・尿路疾患早期発見のための腹部超音波検査の臨床的評価．
　循環器：薬剤負荷体表面電位図を用いた心筋虚血病変の解析．L＆te　potentialの臨床的意義．抗腫瘍剤による心機
能の解析．血管病変におけるエンドセリンの関与．
　内分泌・代謝：小児期糖尿病におけるソルビートル代謝と合併症の関連性．肥満児の病態解析．小人症の治療と鉄
代謝．各種先天代謝異常児の遺伝子診断と遺伝相談．
　神経：小児期各種けいれん性疾患における脳波学的解析，SPECTによる脳血流の分析．髄膜炎患児髄液中ネオプテ
リンの変動とその臨床的意義．
　呼吸器：小児の呼吸音の音響学的解析．小児換気機能検査成績の再評価．気管支洗浄液の免疫学的，細胞機能学的
検討．
　アレルギー：アトピー性疾患病態に関する基礎的・臨床的検討．テオフィリン系薬剤の血行動態と臨床像．各種ア
レルギー性疾患における消化管透過性．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Fukazawa，R．，Ogawa，S．，and　Hirayama，T．：Early　detection　of　anthracycline　cardiotoxicity　in　children
　　with　acute　leukemia　using　exercise－based　echocardiography　and　doppler　echocardiography・Jan・Circ・J・・
　　58，　1，　625－634，　1994．
　2）Onouchi，Z．1），Yanagisawa，M．2》，Hirayama，T．，Kiyosawa，N．3），Matsuda，H。4），and　Nakashima，M．5）（1）京
　　都府立医大付属小児疾患研究施設内科部門，2）自治医大小児科，3）京都第二赤十字病院小児科・・）愛媛大小児科・
　　5）浜松医大薬理学教室）10ptimal　dosage　and　differences　in　therapeutic　efficacy　of　IGIV　in　Kawasaki
　　disease．Acta　Paediatr．Jpn．，37，40－46，1995。
　3）Hirayama，T．，Hashimoto，K．，Komatsuzaki，H．，Fujino，0．，Kamayachi，S，Fujita，T。，Furuya，M．，Takaishi，
　　Y．，Kawakami，Y．，Hirayama，T。，andKawano，K．1）（1）Information　ProcessingCenter　ofMedical　Science）：
　　Fractal　Dimensional　Analysis　of　EEG　in　children　with　Complex　Febrile　ConvulsionsJap，J。Psych　Neuro1．，
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48. 330-331, 1994. 
4) Sakaguchi, M.1), Inoue, S.*), Miyazawa, H.'), Okabe, T., Yasueda, H.3), Mutoh, A.3), Tanaka, H.'), Akasaka, 
T.'), Wu, C.H.=), Chapman, M.6) (*)Dept. of Epidemiology, National Institute of Health, 2)Dept. of Technol-
ogy, Kyorin Univ., ')Clinical Research Center for Allergy and Rheumatoligy, National Sagamihara 
Hospital, +)Dept. of Environmental Biology, Japan Environmental Sanitation Center, *)Dept. of Clinical 
Research, Morioka National Hospital, 6)Dept. of Medical Research, Taichung Veterans General Hospital, 
')Division of Allergy and Clinical Immunology, Univ, of Verginia) : Sensitization to cockroach allergen of 
asthma patients in Japan. 7 v)1/~F-. 43, 1309-1315, 1994. 
5) Fukazawa, R.. Seki, T., Kamisago, M., Watanabe, M., Ogawa, S., Yuge, K., and Hirayama, T. : A Ro/SS-A 
auto-antibody positive mother's infant revealed congenital complete atrioventricular block, followed by 
insulin dependent diabetes mellitus and multiple organ failure. Acta Paediatr. Jpn., 36, 427-430, 1994. 
6) Asano, T., Maruyama, K., Jinbo, O., Tsumura, H.1), Furuya, F.1), Morita, T.*), and Hirayama, T. (*)National 
Tosei Hospital, Shizuoka) : A girl having congenital chloride diarrhea treated with spironolactone for 
seven years. Acta Paediatr. Jpn., 36, 416-418, 1994. 
7) Orimo, H.*), Hayashi, Z.*), Watanabe, A.*), Hirayama, T., Hirayama, T., and Shirnada, T.*) (*)Dept. of 
Biochemistry and Molecular Biology) : Novel missense and frameshift mutations in the tissue-nonspecific 
alkaline phosphatase gene in a Japanese patient with hypophosphatasia. Hum. Mol. Genet., 3 , 1683-1684, 
1994. 
8) Migita, M., Fukunaga, Y., Ueda, T., Watanabe, A., Yamamoto, M., and Morita, T.*) (*)National Tosei 
Hospital, Shizuoka) : Progression of bone disease without deterioation of hematological parameters in a 
child with Gaucher disease during low-dose glucocerebrosidase therapy. J. Nippon Med. Sch., 61, 633-637, 
1994. 
9) Fukunaga, Y., Asano, T., Takehana, J., Matsuoka, K., and Yamamoto, M. : CD3-negative lymphoprolifer-
ative disease of granular lymphocytes in a girl with an unusual pattern of anti-Epstein virus antibodies. Eur. 
J. Pediatric, 153, 894-897, 1994. 
10) ~~7l~F~l~D~~. ;~ ~;, f~~~~~:~, )~~l~ ~:, VJ~1~IE~~: : /J¥y~*EE~~;e;~~t~;~~~;{~;;~rl l) -~~ (VLCD) ~:;~lv>t: 
i~:~1)~~~~~~~~ (10~~*~) q)~~F~~Ee*1)v)C ~:~1A~~~i~~~ ( I ;fy~l~Fl~) ~a)~b~~ ~~14~:~~~E~~ii~A･~E~~~ 14 ~:* , 
259-261, 1994. 
11) ~~1EEl~R~*). ~~)f~F~i~D~~~ fi~34~~,(*)~i~~i~~3~~~~1~~~~~A~) : ~::/~~:~;~~~~!LY137998 HUMATROPEN a)~i~;~~1 *, , 
~~~~I~~e*~1T~;~~~~~ ~~~~i~~{~~l~, 29, 221-237, 1994. 
12) /J¥'1lf~s~~~- : ,'L,~~!~~.}c~5t~~~::)/P~t~l) )/q)~1~. /J¥)l~*~$4, 35, 1517 1525 1994 
13) ~1~:-~~. UJ~~;IE~t. ~~~~~*~. ~~~~~n~-, ~U~?)~~f~, ~:~~~{~~i~ : /J¥)~*~)~~~~~~~~;/)J ~~~ec~r~t~ G-CSF ~!~1i~) 
~~E~i~~~~l;~ 7:/~~~~~*~;;~~;~~l~~z~Hi /J,y:~~$4~i~;~, 48. 169-177, 1995. 
14) ~1 ~: ' d~ ~zuJf~"=.B~~, ~~~U~13~i~. /J¥Jll~~-, i~~1E~:, ~~ ~~~~, ~~~~~~~~~, J~~;~~~~: : ~~~eC~~~J;~,'L'~:~!~".y~* '~', 
~)~;I~~~:~~~e*1)v~1C~)~:~~ ~!~~~~J~~~~~: /J¥y~~~;~~~:~,~~~, 53. 412-417, 1994. 
15) ~:lEEI ~~ /J¥Jllf~~ ~zLLlf~'_B~~ : Anthracycline ~~~i~~fli~;J; :~1~:'~E~:~~,'L,~,~~~5J~ ~)e~~'~~,'L,~,~~ec･v)1Ca)1~~ 
~t E~~e* M ~~=P,'L,:::::1-l~ecJ:~2~:~~~~~~f~~a)~z~~i. Fll~;~~;, 61, 209-219, 1994. 
16) J~~)i~I~~~, ~zUJt_'~'A~~ : /J¥y~*~~'~t~i~~1~~~~t~~'~~~*q)~~'~~~1}~~5}~;~ M ~~- ~,L'::: :~ ~~~S J; ~f~~;~~~/~)1/;~ F ;/ / 
~-~~ecJ~;~~E'L'IfiI~T~I~~q)~z~Ei ~~:;~~;, 61 306 314 1994 
17) ~~~~~~~A, /J¥Jllf~!~~~-, ~] ~:.F~~~~, ~zVJf~'F~_~~ : ~~~~12~~~,L･~:~l~;~ J; :~ WPW ~~~f~;~q)~ljf~;~~~;;~~~E~~{~~~~~ : /J¥ 
y~*i~lJtc~~rTt~;~f~v>~~~~~)~~~~. FI~:~~~~;, 61, 435-442, 1994. 
18) i~~~;~1E:~:, /J¥Jll~~-. ~lzLLlf~_A~i~, ~~W~:~:~5i~*) ( )~7l~l~)~~~~f~~~~4) ~1~:~Z~~Ts/i:~)1/'L'~l~;~i~~~~~e*J; ;~JllW~~ 
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　　病冠動脈病変および先天性心疾患の評価．日医大誌，61，602－609，1994．
19）関　隆志，張　家昆，小川俊一，平山恒夫：川崎病既往児におけるドブタミン負荷体表面電位図による心筋虚血
　　性病変の評価．日医大誌，61，610－619，1994．
20）村上睦美，宗像恵美子，土屋正己，芦田光則11（1）勝楽堂病院小児科）：尿中白血球検査紙を用いた小・中学生に
　　対する尿路感染症のmass　screeningの現状とその問題点．小児科，35，1601－1607，1994．
21）稲葉八興，城田和彦，高瀬真人，吉田　豊，工藤翔二1），渋谷惇夫2）（1）日本医大第四内科，2）通産省工業技術院物
　　質工研究所）：気管支喘息発作の治療によるラ音の音響学的変化．Therapeutic　Research，15，3196－3201・1994．
22）山口乙丸，張　家昆，向後俊昭：小児気管支喘息における血漿エンドセリンー1値について：アラキドン酸代謝
　　産物との関係とともに．日小児呼吸器会誌，5，6－14，1994．
23）前田美穂，山本正生：平成5年度の貧血検査の実施成績と事後指導の重要性について．東京都予防医学協会年報，
　　24，　61－64，　1995．
24）岡部俊成，飛田正俊，丸山和男，竹田幸代，向後俊昭，渋谷正則1），大橋　聡2）（1）多摩永山病院生化学研究室，
　　2）エーザイ）：テオフィリン徐放剤によるRTC療法中の喘息小児の血中濃度予測におけるBayesian法の有用
　　性の検討．アレルギー，43，563－570，1994．
25）稲葉八興，千葉　隆，高瀬真人，城田和彦：喘鳴を伴った頸部嚢胞状リンパ管腫．日小児呼吸器会誌，5，4－5，
　　1994．
26）高瀬真人，吉田　豊：遷延する咳蹴を主訴として来院した先天性サイトメガロウイルス感染症の1例．小児科臨
　　床，47，増刊号，1639－1644，1994．
27）渡辺恵子，伊藤保彦，福永慶隆，山本正生，小倉雄一1）（1》おぐら小児科）：小児のWeber・Christian病：1乳児
　　例をとおして．小児科臨床，47（増刊号），1541－1545，1994．
28）前田美穂，渡辺　淳，右田　真，山本正生，西道隆臣1》，山本正雅・），鈴木英紀11，田上憲次郎1）（1）東京都臨床研
　　究部）：血小板Calpain活性の高値を示した先天性巨大血小板の1家系．日血栓止血会誌，5，129－134，1994
29）五十嵐徹，渡辺　淳，村上由加里，伊藤保彦，金子清志，福永慶隆，山本正生，小倉雄一），長井一泰2）・庄司　佑2）・
　　山田宣孝3），馬杉洋三3）（1）おぐら小児科，2）第一病院第二外科，3）同病理）：項部に発生したFibroushamartoma
　　of　infancyの1男児例．小児科診療，57，2384－2387，1994．
30）伊藤保彦，察　霊芝n，渡辺恵子，植田高弘，右田　真，土居寿子，金子清志，前田美穂，福永慶隆，山本正生
　　（1）自求恩医科大学小児科）：V16投与後に二次性ANLL（M5又は6）発症したcommonALLの1例．日本小児
　　血液学会雑誌，8，129－134，1944．
（2）総説：
1）吉田　豊：呼吸器の病気．からだの科学，PCCシリーズ（赤ちゃんの病気）増刊号，90－94，1994．
2）平山恒夫：血行動態からみた肺と心：主に小児気管支喘息における心肺血行動態の非侵襲的評価．日医大誌，61・
　　89－92，　1994．
3）村上睦美：よくみる異常所見へのFirst－line検査：尿潜血陽性．Medicina，31，770－773，1994．
　4）村上睦美：これからの小児科外来：腎・尿路検査．小児科，35，683－689，1994．
5）村上睦美：けんさの質問箱：小児の検尿．検査と技術，22，747－748，1994．
　6）村上睦美，継　　仁：小児成人病III・現状と将来：成人病危険因子としての小児腎臓病．現代医療学・9・81－84・
　　1994．
　7）村上睦美：小児腎疾患の生活管理．日本医事新報，3686，10－14，1994．
　8）村上睦美：私の治療法：紫斑病性腎炎．小児科診療，58，127－132，1995．
　9）村上睦美：専門医のための糸球体障害のすべて：糸球体疾患の主要病型と臨床病理．腎と透析，37，329－334・
　　1994．
10）小川俊一：心肥大と細胞外マトリックス．小児科，35，1571－1577，1994．
一162一
11）橋本　清，太田耕造，西澤善樹：新生児の急性難治性疾患：外来での小児急性難治性疾患：その診断と応急処置．
　　小児科臨床，47，2554－2564，1994．
〔1993年度追加分〕
（1）原著：
　1）Asano，T．，Jinbo．0。，Morita，T，1），and　Murakami，M．（1）National　Tosei　Hospital，Shizuoka）：Late　onset
　　urinary　abnormality　in　anaphylactoid　purpura　found　by　urinary　screening［Letter］，Pediatric　Nephrology，
　　7，　775－776，　1993．
　2）Asapo，T．，Fukuda，Y。1），Fukunaga，Y、，Yamamoto，M。，Yokoyama，N．1），and　Yamanaka，N．1）（1）Department
　　of　Pathology）：Intra－abdominal　desmoplastic　sma11cell　tumor　in　an　adolescent　suggesting　a　neurogenic
　　origin。Acta　Pathologica　Japonica，43，275－282，1993．
　3）平山恒憲，浅野　健，村上睦美，守田利貞1）（n国立東静病院小児科）：伊豆半島北部および中部において小流行
　　した糸球体腎炎．小児科臨床，46，1463－1467，1993．
　4）今井大洋：新生児呼吸音の音響学的解析．日小児呼吸器疾会誌，4，18－27，1993．
　5）千葉　隆：気管支喘息のエロゾル肺吸入シンチグラフィー．日気管食道会報，44，200－213，1993．
（2）総説：
　1）平山恒夫・関　隆志：小児の症候群；SickSims症候群，Bradycardia－Tachycardia症候群．小児科診療，56，
　　166，　1993．
　2）平山恒夫：心臓病をもつ子どもの管理指導．健康ニュース，8，12－15，1993．
　3）平山恒憲，桑原健太郎，継　　仁，平山恒夫：乳児型低ホスファターゼ症．小児科，34，No．12，1993．
〔1991年度追加分〕
原著：
　1）Asano・T・，Ikeuchi，T・・》，Shinohara，T．2），Enokido，H．，and　Hashimoto，K．（・）東京医科歯科大学難治研究所遺
　　伝部，2）日赤医療センター染色体研究所）：Partial18q　trisomy　and18p　monosomy　resultingfrom　a　matemal
　　pericentic　inversion，inv（18）（p1L2q21．3）．Jinrui　Idengaku　Zasshi（Japanese　Joumal　of　Human　Genetics）．
　　36，　257－265，　1991．
著書
　1）Itoh，Y，：〔分担〕Molecularconformation　and　autoantibodiesto　the　Ro／SSAparticle，”Sjδgren’s　Syndrome”，
　　（M、Homma編），P。131－134，Kugler　Publications，1994．
　2）山本正生：〔分担〕栄養性貧血，”小児の血液疾患”，（小宮山淳編），P。3－25，永井書店，1994．
　3）大木由加志・折茂裕美：〔分担〕栄養状態の評価，”小児科診療Q＆A第18号く栄養＞”，P．118－119，六法出版，
　　1994．
　4）村上睦美：〔分担〕腎疾患・”病気を持つ子の学校内管理”，P．42－58，東京都学校保健会，1994．
　5）村上睦美：〔分担〕腎泌尿器・生殖器疾患，”標準小児科学く第二版＞”，（前川喜平，辻　芳郎，倉繁隆信編），
　　P．476－517，医学書院，1994．
　6）村上睦美：〔分担〕集団検尿の方法と判定・事後管理，”臨床小児腎臓病学”，（清水凡生編），P．215－223，中国
　　四国小児腎臓病学会，1994．
　7）村上睦美：〔分担〕12；小児，16；腎尿路疾患，”図説・臨床看護医学く第二版＞”，（日野原重明監），P．306－319，
　　同朋舎出版，1994．
　8）村上睦美：〔分担〕小児のネフローゼ症候群，”今日の治療指針Vol．37”，（日野原重明，阿部正和監），P．743－744，
　　医学書院，1994．
　9）村上睦美：〔分担〕原発性糸球体疾患第56巻；D．先天性ネフローゼ症候群，”最新内科学大系”，（井村裕夫，尾
一163一
　　形悦郎，高久史磨，垂井清一郎編），P．268－274，中山書店，1994．
10）吉田　豊，雑本忠市1》，早川　浩2）（1）国立小児病院呼吸器科，2》東大分院小児科）：〔分担〕小児科用語集：呼吸
　　器用語，（日本小児科学会編），金原出版，1995．
11）吉田　豊，藤岡睦久1》，松山四郎2），他（1）濁協医大放射線科，2）群馬小児医療センター）：〔分担・編集〕喘鳴（呼
　　吸困難を含む），”小児X線の撮り方読み方”，（藤岡睦久，吉田　豊，松山四郎編）・診断と治療社・P・1－P・29・
　　1994．
12）橋本　清：〔分担〕小児疾患と臨床栄養，”臨床栄養学”，（早川弘一監修），（富村太郎編），文光堂，1994．
13）橋本　清：〔分担〕口角下制筋の先天性欠損症今日の神経疾患治療指針．亀山正邦，高倉公明（総編集）。医学
　　書院．1994．
学会発表
（1）特別講演：
　1）村上睦美：学校検尿で発見できる疾患とその経過・第83回日本小児科学会静岡地方会（静岡）・1994・11・
（2）教育講演：
　1）山本正生：思春期貧血のマススクリーニングの現状とその問題点．第435回日本小児科学会東京都地方会（東京），
　　1994．　12．
（3）推薦講演：
　1）張　家昆，小川俊一，神保　修，弓削邦夫，日野佳昭，永井雄一，林　毅陸，上砂光裕，関　隆志，弦間優紀子，
　　大久保隆志，山本正生：心室遅延電位による心筋虚血・梗塞の有無の推定：われわれの小児例に適した判定基準
　　による．第98回日本小児科学会（岐阜），1995．3．
（4）シンポジウム：
　1）土屋正己，宗像恵美子：幼児および学童検診における画像診断（エコー）との診療の限界・第29回日本小児腎臓
　　病学会（岡山），1994．6．
　2）村上睦美：各種慢性疾患における生活管理（Carry　overも含めて）；腎疾患．第97回日本小児科学会（札幌）・
　　1994．　6．
　3）土屋正己，宗像恵美子：幼児及び学校検診における画像診断（エコー）と診療の限界・第29回日本小児腎臓病学
　　会（岡山），1994．6．
（5）パネルディスカッション：
　1）大久保隆志，上砂光裕，石丸さやか，小川俊一，平山恒夫：経過中に心膜嚢腫と思われる病変を伴った大動脈炎
　　症群の1例．第30回日本小児循環器学会（横浜），1994．7．
（6）セミナー・ワークショップ：
　1）伊藤保彦，五十嵐徹，福永慶隆，山本正生：Ro／SSA抗原の多様性と新生児ループス．第38回日本リウマチ学会
　　　（東京），1994．4．
　2）伊藤保彦，五十嵐徹，福永慶隆，山本正生：ストレスによるRo／SSA蛋白の発現と抗原性の変化に関する検討・
　　第38回日本リウマチ学会（東京），1994．4．
　3）吉田　豊：肺聴診．第2回小児呼吸器セミナー（岐阜），1995．3．
（7）一般講演：
　1）Imai，T．，Chiba，T．，Takase，M．，Inaba，Y．，Shirota，K，and　Yoshida，Y．：Frequency　spectral　analysis　of
　　breath　sound　in　newbom　infant　and　children．1st　Intemational　Congress　on　Pediatric　Pulmonology（Nice，
　　　France），　1994．　6．
　2）Chiba，T．，Yoshida，Y．，and　Grimfeld，A．1）（1）H6pital　Armand　Trousseau　Paris）：Radioaerosol　inhalation
　　　scintigraphy　in　children　and　Youth　with　Brochial　AsthmaDeposition　patem　of　Radioaerosol　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－164一
　　Mucociliary　clearance，1st　Intemational　Congress　on　Pediatric　Pulmonology（Nice，France），1994．6．
3）Seki7T．，Zhang，JりYuge，K，Ogawa，S，，Watanabe，M．，Hino，Y．，Katsube，Y．，and　Hirayama，T．：
　　Dobutamine　stressbody　surfact　mapping　in　Kawasaki　disease．Joint　XIlthworld　congress　ofcardiology　and
　　XVlth　congress　of　the　European　society　of　cardiology（Berlin，Germany），1994。9。
4）Hashimoto，K，Fujita，T。，Shibui，H。，Hirayama，T．，and　Kuwabara，K，：DOOR　syndrome：Deafness，
　　Onycho・Osteodystrophy　and　mental　retardation．7th　Congress　ofthe　Intemational　Child　Neurology　Associa－
　　tion（San　Francisco，U．S。A），1994．10．
5）Ogawa，S．，Zhang，」，Jinbo，O，，Seki，T．，Hino，Y。，Katsube，Y．，Kamisago，M．，Ohkubo，T、，and　Yuge，K．：
　　The　clinical　evaluatlon　of　myocardiac　ischemia　and　infarction　by　late　potentials　in　chfldren　with　Kawasaki
　　disease・The67th　Sientific　Sessions　of　American　Heart　Association，（Dallas，U．S．A），1994。11．
6）Ohki，Y．，Orimo，H．，Kishi，M，，Irie，M，and　Yamamoto，M．：Contribution　of　postpubertal　duration　and
　　glycemic　control　to　development　of　retinopathy　in　Japanese　IDDM　children，adolescents　and　young　adults．
　　The20th　Amual　meeting　of　Intemational　Study　Grop　of　Diabetes　in　Children　and　Adolescents（Atami，
　　Japan），　1994．　11．
7）Ohki，Y。，Orimo，HりKishi，M。，Irie，M．，and　Yamamoto，M．：Evaluation　of　risk　factorsfor　development　of
　　retinopathy　in　Japanese　IDDM　children，adolescents　and　young　adults．The15th　Intemational　Diabetes
　　Federation　Congress　（Kobe，Japan），　1994．　11．
8）神保　修，張　家昆，小川俊一，関　隆志，弓削邦夫，渡辺正規，上砂光裕，大久保隆志，平山恒夫：小児にお
　　ける年齢および体表面積の違いによる心室遅延電位（LPs）陽性の判定基準について．第58回日本循環器学会，
　　1994．4．
9）岡部俊成，飛田正俊，野呂瀬嘉彦1），丸山和男，竹田幸代，渋谷正則2），向後俊昭（1）微生物免疫，2）生化学研究室）：
　　アトピー性皮膚炎における亜鉛の関与にについての検討一第3報一．第6回日本アレルギー学会春期臨床大会
　　（熊本），1994．4．
10）神保　修，張　家昆，小川俊一，関　隆志，弓削邦夫，日野佳昭，勝部康弘，永井雄一，上砂光裕，林　毅陸，
　　弦間優紀子，大久保隆志，平山恒夫：小児期における心室遅延電位（LPs）陽性の判定基準にていて．第97回日
　　本小児科学会（札幌），1994。5．
11）宗像恵美子，立麻典子，継　　仁，山本隆彰，村上睦美，他：Nutcracker現象に及ぼす上腸間膜動脈の解剖学
　　的特徴．第29回日本小児腎臓病学会（岡山），1994．5．
12）土屋正己・立麻典子・継　　仁・宗像恵美子，村上睦美，他：小児期に発見された水腎症症例に関する臨床的検
　　討．第97回日本小児科学会（札幌），1994．5．
13）稲葉八興，城田和彦，高瀬真人，吉田　豊：小児気管支喘息に対するネオフィリン静注とβ刺激剤吸入によるラ
　　音消失過程の音響学的解析．第97回日本小児科学会（札幌），1994．5．
14）前田美穂，岡部俊成，飛田正俊，関　隆志，向後俊昭，橋本　清，山本正生，吉田　豊，平山恒夫：肺ヘモジデ
　　ローシスにおける血清フェリチン値について．第97回日本小児科学会（札幌），94．5．
15）福永慶隆・伊藤保彦・右田　真，榎戸　久，金子清志，山本正生：1歳より蝶形紅斑レイノー現象を認め多彩な
　　臨床像を呈したClq欠損症の1例．第97回日本小児科学会（札幌），1994．5．
16）入江　学，大木由加志，折茂裕美，岸　　恵，山本正生，平山恒夫，桐野綾子1》（’》昭和女子大学）：IDDM患児
　　における栄養摂取状況と血糖コントロールについて．第97回日本小児科学会（札幌），1994．5．
17）藤野　修・橋本　清・藤田武久，榎戸　久，小松崎英樹，川上康彦，平山恒憲，高石康子，釜萢　敏：小児てん
　　かんの臨床的・脳波的検討：複雑部分発作をもつ症例について．第97回日本小児科学会（札幌），1995．5．
18）金子清志，大木由加志，折茂裕美，渡辺恵子，植田高弘，山本正生：治療終了後の急性リンパ性白血病患児の耐
　　糖能について：Lasparaginaseとの関係．第97回日本小児科学会（札幌），1994．5．
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19）西澤善樹，城田和彦，太田耕造，藤田武久，松岡和彦，橋本　清：胎便吸引症候群に対する人工サーファクタン
　　トの使用経験．（東京）日本医大医学会第83回例会，1994．5．
20）上砂光裕，渡辺正規，小川俊一，日野佳昭，関　隆志，大久保隆志，張　家昆・平山恒夫・隈崎達夫D・弦間和
　　仁1），川俣博志1）（11日本医大放射線科）：小児心血管疾患における回転デジタル血管造影法の有用性について：新
　　開発のシステムをもちいて．第30回日本小児循環器学会（横浜），1994．6．
21）神保　修，張　家昆，小川俊一，弓削邦夫，日野佳昭，渡辺正規，勝部康弘・永井雄一・林　毅陸・上砂光裕・
　　関　隆志，弦間優紀子，大久保隆志，平山恒夫：小児における心室遅延電位（LPs）陽性の判定基準について・
　　第30回日本小児循環器学会（横浜），1994．6．
22）村上睦美，立麻典子，継　　仁，伊藤加寿子，宗像恵美子，安保和俊，土屋正己，芦田光則1》，山本博章2），岡田
　　義治3），山内邦明・）（1）勝楽堂病院小児科，2｝川崎協同病院小児科，3》東京都予防医学協会）：学童期における血尿の
　　発現状況に関する研究．第29回日本小児腎臓病学会（岡山），1994．6．
23）土屋正己，立麻典子，継　　仁，安保和俊，宗像恵美子，村上睦美：腎超音波スクリーニング検査における中心
　　部エコー像離開所見に関する検討：1カ月検診児を対象として．第29回日本小児腎臓病学会（岡山）・1994。6．
24）藤田武久，藤野　修，橋本　清，古谷正伸，守田利貞1》，埜中征哉2），後藤雄一2》，小林　治2）（1）国立東静病院小
　　児科，2）国立神経研究所）：骨格筋ミトコンドリア形態異常をともなう非福山型先天性筋ジストロフィー症の2
　　例．第36回日本小児神経学会（東京），1994．6．
25）高石康子，橋本　清，藤野　修，釜萢　敏，藤田武久，榎戸　久，小松崎英樹・川上康彦・平山恒憲：側頭葉に
　　SPECT上集積低下の見られた痙攣性症例の検討．第36回日本小児神経学会（東京）・1994．6・
26）植田高弘，福永慶隆，吉田　豊，山本正生：骨Caffey病棟の特異的な変化と高アルカリホスファターゼ血症な
　　らびに骨髄の線維化を呈し4カ月後に急性骨髄性白血病（M1）を発症した一乳児例．第30回日本小児放射線学
　　会（静岡〉，1994．6．
27）中野起久恵，平山恒憲，土居寿子，前田美穂，吉田　豊，山本正生：腎腫瘤にて発見された悪性リンパ腫の1例．
　　第30回日本小児放射線学会（静岡），1994．6．
28）立麻典子，継　　仁，伊藤加寿子，宗像恵美子，村上睦美，他：IgA腎症発症におけるHLAおよびTCR遺伝
　　子の関与について．第29回日本小児腎臓病学会（岡山），1994．6．
29〉川上康彦，橋本　清，藤田武久，平山恒憲，清水弘之1），小田雅也2）（・）都立神経病院脳神経外科・2）都立神経病院
　　病理）：痙攣発作が初発症状であった脳腫瘍の1例．第14回神奈川小児神経懇話会（横浜）・1994・7・
30）土屋正己，立麻典子，継　　仁，安保和俊，宗像恵美子，村上睦美，山本正生，山本博章1）（1）川崎協同病院小児
　　科）：先天性腎尿路異常のスクリーニングとしての腎超音波検査に関する検討：1カ月検診児を対象として・第
　　41回小児保健学会（水戸），1994．9．
31）渡辺恵子，植田高弘，村上由加里，神保　修，伊藤保彦，金子清志，前田美穂，福永慶隆，山本正生：Malignant
　　Lymphomaの治療後3年を経過して二次性ANLL（M1）を発症した小児例。第36回日本小児血液学会，1994．
　　9。
32）前田美穂，岡部俊成，飛田正俊，関　隆志，立麻典子，吉田　豊，山本正生：特発性肺ヘモジデローシスにおけ
　　る血清フェリチン値について：第二報：血清isoferritinpattemの検討．第36回日本小児血液学会，1994。9。
33）西澤善樹，武智信幸，桑原健太郎，平山恒憲，弦間優紀子，川上康彦，林　毅陸，神保　修・太田耕造・藤田武
　　久，松岡和彦，橋本　清：第二病院　NICUにおける新生児未熟児の治療成績．第62回日本医大医学会総会（東
　　京），1994．9．
34）藤野　修，高石康子，釜萢　敏，山本正生，橋本　清，藤田武久，川上康彦，平山恒憲・桑原健太郎・榎戸　久・
　　小松崎英樹：小児複雑部分発作症例の臨床的・脳波的検討・第62回日本医大医学会総会（東京）・1994．9．
35）神保　修，林　毅陸，弦間優紀子，小川俊一，張　家昆，関　隆志，上砂光裕，大久保隆志，山本正生，弓削邦
　　夫，日野佳昭：小児における心室遅延電位（LPs）陽性の判定基準の設定：年齢，体表面積，身長のそれぞれの
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　　違いによる判定基準．第62回日本医大医学会総会（東京），1994．9．
36）村上由加里，鈴木和宏，竹田幸代，丸山和男，飛田正俊，岡部俊成，稲葉八興，城田和彦，高瀬真人，向後俊昭，
　　吉田　豊：主として小児気管支喘息患児を対象とした特異的IgE測定法AlaSTATの有用性についての検討．
　　第62回日本医大医学会総会（東京〉，1994．9．
37）岡部俊成，飛田正俊，丸山和男，竹田幸代，向後俊昭：当科開設17年問の気管支喘息入院症例の検討：air　leak
　　syndrome（ALS）と死亡例を中心に．第31回日本小児アレルギー学会（宇都宮），1994．9．
38）村上由加里，鈴木和宏，竹田幸代，丸山和男，飛田正俊，岡部俊成，稲葉八興，城田和彦，高瀬真人，向後俊昭，
　　吉田　豊：主として小児気管支喘息患児を対象とした特異的IgE測定法（AlaSTAT）の有用性についての検討．
　　第31回日本小児アレルギー学会（宇都宮），1994．9．
39）宮沢　博1），阪口雅弘2），井上　栄2），安枝　浩3），赤坂　徹4），岡部俊成，武藤敦彦5），田中生男5）（1）杏林大学，
　　2）国立予防衛生研究所・3）国立相模病院，4）国療盛岡病院），5）日本環境衛生センター）：喘息児におけるクロゴキブ
　　リ特異的IgE抗体陽性率と家庭内ゴキブリアレルゲン量の測定．第44回日本アレルギー学会（東京），1994．10．
40）岡部俊成，飛田正俊，阪口雅弘1），井上　栄1），宮沢　博2），野呂瀬嘉彦3），竹田幸代，向後俊昭（1）国立予防衛生
　　研究所，2）杏林大学保健学科，3）日本医大微生物免疫）：喘息小児におけるゴキブリ特異IgE抗体の測定と家庭内
　　ゴキブリアレルゲン量の検討．第44回日本アレルギー学会（東京），1994．10．
41）竹田幸代，岡部俊成，阪口雅弘1），井上　栄1），野呂瀬嘉彦2），大国寿士3），留目優子3），向後俊昭（1）国立予防衛
　　生研究所・2》日本医大微生物免疫・3）日本医大老人病研究所）：アトピー性皮膚炎（AD）患児におけるぶどう球菌
　　菌体成ペプチドグリカン（PG）のIgEおよびIL6産出に及ぽす影響について．第44回日本アレルギー学会（東京），
　　1994．　10。
42）張　家昆，小川俊一，神保　修，弓削邦夫，日野佳昭，林　毅陸，上砂光裕，関　隆志，弦間優紀子，大久保隆
　　志・山本正生：川崎病罹患児における心室遅延電位（LPs）についての検討・第14回日本川崎病研究会（和歌山），
　　1994．　10．
43）大久保隆志：冠動脈造影検査後比較的短期問に巨大冠動脈瘤内血栓形成を認めた川崎病既往児の1例．川崎病研
　　究会（和歌山），1994．10．
44）高石康子，橋本　清，藤野　修，釜萢　敏，藤田武久，榎戸　久，小松崎英樹，川上康彦，平山恒憲：痙攣性症
　　例におけるSPECT上の集積低下部位と臨床症状との関連について．第28回日本てんかん学会（岡山），1994．
　　10。
45）今井大洋・Wiener，E1）・Kurland，G・2）・Ferta1，E2），Motoyama，E．2）（1）ピッツバーグ小児病院外科，2）同呼吸
　　器科）：重症先天性横隔膜ヘルニア（CDH）術後長期生存児に於ける肺機能の検討．第27回日本小児呼吸器疾患
　　学会（高知），1994．11．
46）千葉　隆，JusちJ，1），Grimfeld，A，1），Clement，A，2），吉田　豊（1）トルッソー小児病院呼吸器科，2）同分子生物
　　学〉：小児気管支喘息の気管支内視鏡・気管支肺胞洗浄液検査の検討・第27回日本小児呼吸器疾患学会（高知），
　　1994．　11．
47）城田和彦・高瀬真人・稲葉八興，飛田正俊，向後俊昭，吉田　豊：喘息患児管理におけるピークフローメーター
　　の評価：第一報．第27回日本小児呼吸器疾患学会（高知），1994．11．
48）稲葉八興・城田和彦・今井大洋・高瀬真人・吉田　豊，工藤翔二D，渋谷惇2）（1）日本医大第四内科，2）通産省工
　　業技術院物質工研究所）：気管支喘息発作の治療によるラ音の音響学的変化：第二報・第19回肺音（呼吸音）研
　　究会（名古屋），1994．11．
49）伊藤保彦・濱田久光・弓削邦夫・五十嵐徹・福永慶隆，山本正生：慢性不定愁訴新患児における抗核抗体陽性率
　　とその意義．第4回日本小児リウマチ学会（東京），1994．11．
50）菊地　陽1》，山本正生，山本圭子1》，花田良二1），古川利温1），月本一郎2），松山秀介3），渋谷　温1），矢部晋正1〕
　　（1）埼玉小児医療センター小児科・2）東邦大小児科・3）横浜市立大小児科）：TCCSG　N8801プロトコールによる神
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　　経芽腫の治療成績．第10回日本小児がん学会（京都），1994．12．
51）前田美穂，土居寿子，千葉　隆，渡辺恵子，植田高弘，金子清志，福永慶隆・吉田　豊・山本正生：診断後6年
　　間に2度の転移を生じたが治療により寛解を得ている鼻咽頭癌の1小児例．第10回小児がん学会（京都）・1994・
　　12．
52）植田高弘，関　隆志，金子清志，小川俊一，前田美穂，福永慶隆，山本正生：22番染色体q11の欠失を認めた2
　　例．第436回日本小児科学会東京都地方会（東京），1995．1．
53）平山恒憲，橋本　清，太田耕造，藤田武久，松岡和彦，川上康彦，桑原健太郎・安保和俊・城田和彦：興味ある
　　頭部MRI像を呈したCNSループスの1例．第15回神奈川小児神経懇話会（横浜），1995．1。
54）今井丈英，継　　仁，五十嵐徹，前田美穂，山本正生，松井玄代1）（1）日産厚生会玉川病院小児科）：マラリア感
　　染症の1小児例．第437会日本小児科学会東京都地方会（東京），1995．2。
55）川上康彦，吉田順子，桑原健太郎，平山恒憲，林　毅陸，西澤善樹，神保　修・太田耕造・藤田武久・松岡和彦・
　　橋本　清：潰瘍性大腸炎と肝硬変を合併した1女児例．第212回日本小児科学会神奈川県地方会（神奈川），1995．
　　2。
56）桑原健太郎，橋本　清，藤田武久，小松崎英樹，川上康彦，平山恒憲，小俣　香1）（1）第二病院放射線科）：MRI
　　にて脳梁欠損と片側大脳半球の著しい形成異常を呈した1例．第22回日本小児神経学会関東地方会（東京）・1995。
　　3．
57）濱田久光，伊藤保彦，弓削邦夫，五十嵐徹，福永慶隆，山本正生：慢性不定愁訴患児における抗核抗体の意義お
　　よび膠原病との関連についての検討．第98回日本小児科学会（岐阜），1995．3．
58）岸　　恵，大木由加志，折茂裕美，入江　学，山本正生：小児成人病検診の採血は早朝空腹時でなければいけな
　　いかP．第98回日本小児科学会（岐阜），1995．3．
59）土屋正己，立麻典子，継　　仁，安保和俊，宗像恵美子，村上睦美，山本正生・芦田光則1）・山内邦明21・岡田義
　　治2）（1）勝楽堂病院小児科，2）東京都予防医学協会）：低補体血症を有する尿異常児の頻度・第98回日本小児科学会
　　（岐阜），1995．3．
60）向後俊昭，竹田幸代，村上由加里，丸山和男，飛田正俊，岡部俊成・城田和彦・稲葉八興・細部千晴・高瀬真人・
　　吉田　豊，山本正生：主として小児気管支喘息児を対象とした特異IgE抗体測定法（AlaSTAT法）の有用性に
　　ついて．第98回日本小児科学会（岐阜），1995．3．
61）大木由加志，入江　学，岸　　恵，折茂裕美，山本正生，桐野綾子1）（1）昭和女子大学）：IDDM患児における栄
　　養摂取状況，医師指示量，健常児栄養摂取量および血糖コントロールの関係について・第37回日本糖尿病学会・
　　1994．
62）入江　学，大木由加志，伊藤保彦，太田耕造，五十嵐徹，岸　　恵，折茂裕美，福永慶隆，山本正生，雷　春蓮1）
　　（・）西安医科大小児科）：学童期および思春期肥満児の免疫能の検討．第15回日本肥満学会（大阪）・1994・
63）入江　学，折茂裕美，大木由加志，伊藤保彦，太田耕造，五十嵐徹，岸　　恵・福永慶隆・山本正生・雷　春蓮1）
　　（1）西安医科大小児科）：学童期および思春期肥満児のリンパ球亜群についての検討．第28回日本小児内分泌学会
　　（千葉），1994．
64）立麻典子，土屋正己，丸山和男，継　　仁，安保和俊，宗像恵美子，村上睦美，樋口彰宏1），川村　猛1）（1）都立
　　清瀬小児病院泌尿器科）：ネフローゼ症候群の経過中に好酸球性膀胱炎をきたした1男児例．第434回日本小児科
　　学会東京都地方会（東京），1994．
65）張　家昆，小川俊一，神保　修，弓削邦夫，日野佳昭，渡辺正規，勝部康弘，永井雄一，林　毅陸，上砂光裕，
　　関　隆志，弦間優紀子，大久保隆志，平山恒夫：心室遅延電位による心筋梗塞・虚血の有無の推定．第30回日本
　　小児循環器学会（横浜），1994．6．
66）藤田武久，橋本　清：Acrodysostosis（先端骨異栄養症）の1例．第21回日本小児科学会神奈川県地方会，1994。
　　11．
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〔1993年度追加分〕
（1）会長講演：
　1）平山恒夫：小児の閉塞性気道疾患，主に気管支喘息における心肺血行動態の非侵襲的評価。第29回日本小児循環
　　器学会（横浜），1993．7．
（2）シンポジウム：
　1）渡辺正規，隈崎達夫1），平山恒夫（1）日本医大放射線科）：心血管病変の画像診断の進歩：形態と機能の評価の両
　　面から：小児心血管疾患における回転デジタル血管造影法の有用性について．第29回日本小児循環器学会（横
　　浜），1993．7．
（3）一般講演：
1）細部千晴，稲葉八興，高瀬真人，千葉　隆，吉田　豊，平山恒夫，山本正生：気管支喘息児の肺野別RIエロゾ
　　ルクリアランスの検討．第96回日本小児科学会（横浜），1993．4．
2）千葉　隆・稲葉八興・細部千晴・高瀬真人・吉田　豊，高木　亮1），隈崎達夫1）（1）日本医大放射線科）：気管支喘
　　息児の副鼻腔画像診断．第29回日本小児放射線学会（金沢），1993．5．
3）関　隆志，張　家昆，弓削邦夫，小川俊一，渡辺正規，深澤隆治，上砂光裕，平山恒夫：川崎病既往児における
　　塩酸ドブタミン負荷体表面電位図を用いた心筋虚血性病変推定の試み．第29回日本小児循環器学会（横浜），1993．
　　7．
4）藤松真理子・平山恒憲・安保和俊・村上睦美・平山恒夫：発熱・腹痛で発症し，血尿・水腎症が認められた重複
　　腸管の1幼児例．日本医大医学会第81回例会，1993．
5）渡辺正規・小川俊一・神保　修・張　家昆・上砂光裕，関　隆志，大久保隆志，平山恒夫：川崎病既往児におけ
　　る心筋虚血および梗塞の有無と心室遅延電位出現との検討．第13回川崎病研究会，1993．
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7．放射線医学講座
［付属病院放射線科］
研究概要
　放射線診断学・核医学および治療学ともに新しい研究体制が確立されてきた．本年も臨床医学を中心とした質の高
い研究が継続されたが，これに加えて特に新しいシステムの開発が行われた点に特徴をもつ・これらのシステムを中
心にした研究は，各種学会に対してすでに大きなインパクトを与え始めている。
　1）核医学分野では世界にさきがけて新しい心機能解析ソフトの開発に成功した・国内外の学会で評価を得るととも
に，最新鋭である3検出器型ガンマカメラの標準装備として搭載された．すでに国内外で追試が始まっており，臨床
的な有用性が確立されつつある．201TIUによる下肢虚血の評価法もほぼ完成され，閉塞性動脈硬化症の診断・治療に
新知見をもたらしている．脳血流SPECT表示の新しいマップの開発や，新しいサブトラクションRI法の開発に関す
る研究も始まった．2）高速らせんCTを用いた3次元CT再構成にかんする研究に勢いがついている．初めて教室で
開発したボクセルトランスミッション法と血管内視法は，現行3次元CTの行き詰まりを乗り越えることを可能とし
た．優れた空間分解能を考慮すれば，今後3次元画像はこの方法に代わるものと考えている。3）同じく教室で初めて
開発した回転デジタル血管撮影システムは，国内外に普及の兆しを見せているが，本年度はこのシステムからコーン
ビーム3次元CTの作成に成功した．この新しい研究は次世代の3次元CTとなるとの評価のもとに，1995年全欧州
放射線学会にてCUM　LAUDE大賞の栄誉に輝いた．4）骨髄造血巣，心臓血管系，中枢神経系の疾患を中心にMRI
の研究が目覚ましい速度で進んだ．2台目の超新鋭MRIの導入でこれらの研究はさらに加速度的に進むものと思わ
れ，新しいソフトウェアの開発に力を注いでいる．5）実質臓器では，核医学やCTを使用した診断学の研究が始まっ
た．とくにSPECTを利用した肺癌の診断や，肝静脈・門脈同時描出3次元CTによる肝臓癌の診断は，低侵襲的に
診断能を向上させることが判明した．いわゆる早期肝癌・早期進行肝癌に対するAngio－CTの研究も進めた・6）放射
線科における治療には放射線治療とIVRの2法があるが，特にIVRでは血管内治療に関する研究が急速に進み・上
下肢閉塞動脈硬化症に対するステント治療とその評価，肺血栓症に対する選択的血栓溶解療法，経静脈的肝内門脈大
循環短絡術，鈍的腹部外傷による動脈損傷のカテーテル治療，婦人科悪性腫瘍に対するBOAIなどの研究が進んだ。
また高速CTによる鈍的肝外傷の評価は救急部門で注目された．7）造影剤の研究も一貫して続けられ，ヨード造影剤
と肺循環の基礎的研究，高分子ヒドロゲルによる新しい塞栓物質の開発，MRI造影剤と臨床的研究に関して興味ある
展開が見られた．8）治療部門では，低線量照射による腫瘍抑制やケロイドの放射線治療に関する研究は地道ながら高
い評価を受け続けている．画像診断モダリティーを駆使した治療計画設定や治療の効果判定法は注目された・
研究業績
論　文
（1）原著：
1）Hayashi，H．，Kumazaki，T．，Asan・，G1）（1）Depし・fPath・1・gy）：Pulm・naryEdemalnducedbyIntraven・us
　　Administration　of　Contrast　Media：Experimental　Study　in　Rats，Radiat，Med，，12，47－52，1994．
2）Hayashi，H．，Takagi，R．，Onda，M．，Kumazaki，T・：lnvasivePulm・naryAspergil1・sisOccludingthe
　　Descending　Aorta　and　Left　Pulmonary　Artery：CT　FeaturesJ，Comput，Assist．Tomogr．，18，492－494，
　　1994．
　3）Tajima，H．，Kumazaki，T．，Tajima，N．，Murakami，R　Gemma，K：Effect　of　Iohexol　on　Pulmonary　Arterial
　　Pressure　at　Pulmonary　Angiography　in　Patients　with　Pulmonary　Hypertension．Radia，Med。，12（5），
　　197－199，　1994．
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4）Ta」ima・H・・Kaizu・K・lchikawa・T・，Kumazaki，T。：GaIlbladderVisualizati。n。nCTSh。rtlyAfter
　　Angiography　with　Ioxaglate．Acta　Radio1．，35，634－635，1994。
5）Kawata・Y・・Niki・N・・Kumazaki，T・：ThreeDimensi・nallmaging・fBl・・dVesselsuSingC。ne．BeamCT．
　　IEEE　Computer　Society　Press．2，140－144，1994．
6）Niki・N・・Kawata・Y・・Kumazaki・T・：Three－Dimensi・nallmageAnalysis・fBI。。dVesselsUSingC。nα
　　Beam　CT・IEEE　Medical　Imaging　Conference　Norfolk，3，66－72，1994．
7）K・bayashi・H・，Amemiya・R・・Matsueda，K，Asat・，M．，Yamada，K．，A・ki，Y．，Sasajima，M。：Spatial
　　tomo9「aphyfo「detailedanalyses・flungtum・r：Apreliminaryrep・rtc・ncemingana1・9－likepr。cessing
　　images　based　on　digital　volumetric　data．MEDIX，24，21－25，1994．
8）K・bayashi・H・・Matsueda・K，Y・shimi，F。，Hasegawa，H．：T・P・graphicdia帥。sis。ftheabd。minaltum。r：
　　Clinicaladvantages・f3D－CTimagesf・rapre租rgicaldiscussi・n．」apanischαDeutscheMedizinische
　　Berichte，39，124－136，1994．
9）Y・shimi・F・・Hasegawa・H・・K・izumi・S・，Amemiya，R，，On・，H．，K・bayashi，H．，Matsueda，K。，Itabashi，M．：
　　ApPlicati・n・fthree－dimensi・nalspiralc・mputedt・m・graphicangi・graphyt・pancreat。du。denect。myf。r
　　cancer・Brit・J・Surg・，82，116－117，1995。
10）天野康雄，渡　　潤，堀内淳一，高木　亮，松浦真紀，林　宏光，中原！圓，市川太郎，宮下次廣，隈崎達夫：
　　治療経過中のHodgk王n病の胸部CT所見とその有用性．臨床放射線，3ぢ，571－577，1994．
11）天野康雄，田辺義博1），宮下次廣，林宏光，堀内淳一，野村武夫1》，隈崎達夫（1）内科第3）：opp。Sed　phase　T1
　　強調像および造影MR　imagingによる骨髄造血状態の評価日医放線会誌，54，958－964，1994．
12）天野康雄，高浜克也，天野康雄，大矢　徹，田島廣之，隈崎達夫：頭蓋底原発と考えられた血管腫の1例．　臨
　　床放射線，39，873－8760，1994．
13）田島なっき1》，小林由子2》，杉崎健一2），飯田英次，山本　鼎2），望月　徹3），黒川　顕3》，田島廣之（1）北総病院・
　　放射線科，2》多摩永山病院・放射線科，3）同・CCM）：外傷性胸部大動脈損傷のMRL臨床放射線，39，503－506，
　　1994．
14）松浦真紀，天野康雄，林　宏光，渡　　潤，隈崎達夫：造影MRIにて経過観察しえた神経Beh、et病の1例．臨
　　床放射線，39，661－664，1994．
15）林　宏光，川俣博志，隈崎達夫：血栓閉鎖型から偽腔開存型へと移行した大動脈解離の臨床的検討日医放線会
　　誌，54，1217－1224，1994．
16）村上隆介，田島廣之，隈崎達夫：血管造影直後における腎機能の変化：臨床例における検討．日医放線会誌，54，
　　605－612，　1994．
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　　92－94，　1994．
13）高木　亮・小林尚志・隈崎達夫・町田和夫1），浜口雄慈1）（1）放射線科技師）：整形外科領域におけるヘリカルCT
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16）宮下次廣：Case　Study　Q＆A「頭蓋内圧尤進症状を主訴とした22歳，女性」．臨床画像，10，113－115，1994．
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　　1994．6．
　2）隈崎達夫：血管造影の最先端：新しい回転撮影システムの開発．臨床応用とIVR．第6回診療放射線技師学術講
　　演会，1994，6．
　3）隈崎達夫：大動脈解離のCT診断：新しい動向も含めて．第8回青森脈管造影研究会．1994。7。
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　　　日本歯科放射線学会，1994，9．
　2）田島廣之：救急医療における放射線診断医の役割：信頼される信頼姿勢とは．腹部外傷一膵外傷を中心に．第30
　　回日本医学放射線学会秋季臨床大会，1994，10．
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　　Ulcerlike　Projections　of　Aortic　Dissection：Evaluation　with　Rotational3－D　DSA．（Scientific　exhibit）The
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2）Murakami，R，Kumazaki，T．，Oya，T，，Tajima，H．，Kawamata，H．，Goto，S．，Kojima，T．1），Matsuzaki，S．1），
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　　診断におけるincremental　CTのピットホール．第53回日本医学放射線学会総会，1994．4。
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12）林　宏光，川俣博志，高木　亮，市川太郎，渡　　潤，大矢　徹・田島廣之・内山菜智子・片桐究代，貝津俊英，
　　隈崎達夫二血栓閉鎖型大動脈解離の造影CT後期相の検討，第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
13）片桐究代，林宏光，中原圓，川俣博志，高木亮，阿部豊・吉川晃・岡島雄史・隈崎達夫：大動脈解離
　　血栓閉鎖型から偽腔開存型への移行例の臨床的検討．第53回日本医学放射線学会総会，1994。4。
14）汲田伸一郎，水村　直，木島鉄仁，小野寺英貴，内山菜智子，若林洋行，高浦順子，隈崎達夫：三検出器型ガン
　　マカメラを用いた99mTc－MIBI心拍同期心筋シンチグラフィの有用性．第53回日本医学放射線学会総会，1994。
　　4．
15〉天野康雄，林　宏光，宮下次廣，堀内淳一，高浦順子，貝津俊英，隈崎達夫・田辺義博1）・野村武夫1）（1）内科第
　　3）：Opposed　phase　T1強調像を用いた骨髄造血状態の評価．第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
16）宮下次廣，森田新六1），渋谷　均1），竹田正宗1），堀内淳一（1）東京医科歯科大学・放射線科）：Z・100併用頭頸部腫
　　瘍放射線照射の腫瘍縮小効果について．第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
17）中原圓，市川太郎，林宏光，渡　潤，高木亮，天野康雄岡島雄史，松浦真紀，隈崎達夫：少量造影剤
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18）大矢　徹，川俣博志，村上隆介，伊藤公一郎，弦間和仁，後藤慎介，田島廣之，高橋修司1），隈崎達夫（1）下谷病
　　院・放射線科）：腸骨動脈慢性完全閉塞例に対する1期的なステント留置．第53回日本医学放射線学会総会，1994．
　　4．
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　　回日本医学放射線学会総会，1994．4．
20）村上隆介，大矢　徹，田島廣之，伊藤公一郎，川俣博志・後藤慎介・高浜克也・隈崎達夫・田尻　孝1）・恩田昌
　　彦1）（1）外科第1）：門脈圧充進症における門脈：体循環短絡に対する塞栓術の有用性第53回日本医学放射線学
　　会総会，1994．4．
21）舘野　温，汲田伸一郎，水村　直，内山菜智子，片桐究代，小野寺英貴，岡島雄史，保坂純郎，隈崎達夫：99mTc－MIBI
　　を用いた心拍同期心筋SPECTイメージにおける虚血病変の検出．第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
22）高橋修司L），隈崎達夫，大矢　徹，弦間和仁，伊藤公一郎，川俣博志，村上隆允後藤慎介，田島廣之，高浜克
　　也（L）下谷病院・放射線科）：Balloon　expaηdable　stentによる下肢閉塞性動脈硬化症の治療：長期観察13例の
　　検討．第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
23）弦間和仁，川俣博志，村上隆介，町田　稔，片桐究代，大矢　徹，田島廣之，隈崎達夫：血管狭窄性病変のIVR
　　に対する回転デジタル血管撮影の有用性について．第53回日本医学放射線学会総会・1994・4・
24）天野康雄，天野真紀，木島鉄仁，林　宏光，渡　　潤，舘野　温・隈崎達夫・田辺義博1）・野村武夫1）（1）内科第
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　　3）：Opposed　phase　T1強調像による骨髄造血巣の分類．第22回日本磁気共鳴医学会，1994．5．
25）汲田伸一郎，水村　直，木島鉄仁，隈崎達夫：99mTc－MIBI心拍同期心筋シンチグラフィを用いた低用量ドブタ
　　ミン負荷時の心機能評価．第15回心臓核医学，1994．5．
26）水村　直，汲田伸一郎，若林洋行，隈崎達夫：ARG法における脳血液分配数の固定化による脳血流定量への影
　　響：テーブルルックアップ法とダイナミックSPECT収集法との比較．IMP－ARG研究会，1994．5．
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　　SPECT2核種同時収集法の検討：収集ウインドウによるCrosstalkの影響．第15回心臓核医学研究会，1994．5．
28）渡　　潤・田島廣之・大矢　徹・隈崎達夫・弦間昭彦1），工藤翔二1），浮谷勝郎2）（1）内科第4，2）麻酔科）：Expandable
　　metallic　stentの気管・気管支への応用．日本医大第83回例会，1994．5．
29）問瀬泰克1），林　宏光，隈崎達夫（L）多摩永山病院・整形外科）：MRIによる足関節靭帯評価について．第20回日
　　本整形外科スポーツ医学会学術集会，1994．6．
30）後藤慎介，田島廣之，高浜克也，木島鉄仁，内山菜智子，朝戸健夫，川俣博志，村上隆介，大矢　徹，隈崎達夫，
　　鴨井青龍1），荒木　勤1）（1）産婦人科）：BOAIにて著明な腫瘍縮小を得たが総腸骨動脈閉塞を来した子宮頚癌の1
　　例．関東IVR，1994．7．
31）林宏光，高木亮，市川太郎，渡　潤，恩田宗彦，片桐究代，隈崎達夫：偽腔開存型大動脈解離における
　　電電Aortic　Cobwebs”CTによる検討．第39回心臓血管放射線研究会，1994．7．
32）汲田伸一郎，水村　直，木島鉄仁，隈崎達夫199mTc標識心筋血流製剤を用いた心拍同期心筋シンチグラフィの
　　各種臨床応用．第1回関東マイオビュー研究会，1994．8．
33）汲田伸一郎・水村　直・木島鉄仁・弦間和仁，隈崎達夫，哲翁弥生1），酒井俊太1），宗像一雄1）（1）第1内科）：低
　　用量ドブタミン負荷併用99mTc－MIBI心拍同期心筋シンチグラフィによる局所心機能評価第34回日本核医学会
　　総会，1994．9．
34）高木亮，林宏光，市川太郎，天野康雄，渡　潤，隈崎達夫，益子邦弘1），辺見弘1）（1）高度救命救急セン
　　ター）：高速CTによる鈍的腹部外傷に合併する血管損傷の評価第23回日本腹部救急医学会総会，1994．9．
35）後藤慎介，田島廣之，川俣博志，飯田英次，村上隆介，青山俊也，市川太郎，林宏光，高木亮，渡　潤，
　　大矢　徹・隈崎達夫・川井　真1），辺見　弘1》（1）高度救命救急センター）：重症骨盤骨折における血管造影とCT
　　との比較．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
36）水村　直，汲田伸一郎，若林洋行，隈崎達夫：ダイナミックSPECT収集と標準入力関数を用いた12HMP脳血
　　流定量法の検討．第34回日本核医学会総会，1994．9．
37）田島なつき1），保坂純郎1），伊藤公一郎1》，岡田　進1），小林由子2），杉崎健一2），飯田英次，篠原義智2），山本　鼎2），
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　　リウムBHDの臨床経験．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
38）市川太郎，隈崎達夫，大矢　徹，田島廣之，林　宏光，川俣博志：経静脈的造影による門脈，肝静脈同時描出3
　　DヘリカルCT．第35回脈管学会総会，1994．10．
39）隈崎達夫・田島廣之・大矢　徹・弦間和仁・林　宏光，川俣博志，村上隆介，片桐究代：3－D　Angiographyに
　　よる急性大動脈解離の診断．第35回日本脈管学会，1994．10．
40）飯田英次・大矢　徹・高浜克也・川俣博志，後藤慎介，青山俊也，朝戸健夫，阿部　豊，弦間和仁，田島廣之，
　　隈崎達夫：鎖骨下動脈狭窄に対する一期的なステント留置：初期成績についての検討．第9回Metallic　stent研
　　究会，1994．10．
41）飯田英次・大矢　徹・高浜克也・川俣博志，後藤慎介，青山俊也，朝戸健夫，吉川　晃，田島廣之，隈崎達夫，
　　田中茂夫1）（1）胸部外科）：ASOによる下肢多発性動脈閉塞に対してステント留置とF－Pバイパス術を併用し有
　　用であった2例．第405回日本医学放射線学会関東地方会，1994．12．
42）田島廣之，隈崎達夫，大矢　徹，川俣博志，後藤慎介，飯田英次，青山俊也，弦間和仁，高野照夫1），高山守正1），
一177一
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43）若林洋行，市川太郎，大矢　徹，小林尚志，隈崎達夫：経静脈的造影による門脈，肝静脈同時描出3Dヘリカル
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　　板・靭帯損傷のMRIとMR関節造影．第406回日本医学放射線学会関東地方会，1994．12。
47）林　宏光，恩田宗彦，高木　亮，川俣博志，市川太郎，小林尚志，隈崎達夫：大動脈解離AorticcobwebsのCT
　　による検討一第2報一．第40回心臓血管放射線研究会，1995．1．
48）町田　稔，沢野誠志1），山田恵子・），小泉　満1｝，起塚裕美・），天野真紀・岡島雄史・山下　孝1）（1）癌研究会付属
　　病院・放射線科）：非浸潤性乳管癌のMammography像の検討．第4回日本乳癌画像研究会，1995．2。
49）若林洋行，市川太郎，田島廣之，田島なつき1），山本　鼎2），隈崎達夫，望月　徹3），黒川　顕3），加地正人3），辺
　　見　弘3）（1）千葉北総病院・放射線科，2）多摩永山病院・放射線科，3）高度救命救急センター）：CTにより膵断裂
　　を明瞭に描出し得た2例．第24回日本腹部救急医学会総会・1995．3．
［第一病院放射線科］
研究概要
　例年の如く基礎的研究，臨床的研究に別けて概要を述べる．
　1）基礎的研究：
　水溶性造影剤の腎に及ぼす実験病理学的研究の一つの結論を得，その成果を報告した．高い評価を受け，更なる研
究を要望されている．今後も更に研究を進める方針である．DSAのアーチファクト低減フィルタに関する研究につい
て本年も発表した．
　2）臨床的研究：
　多くのモダリティ（MRI，IVR，US，サーモグラフィ等）を使用した研究が見られたが，とりわけIVR，乳房疾患
に関するの研究が目に付く．乳房疾患の研究が多いのは例年と同様であるが・IVRが多いのが本年の特徴と言えよう・
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Ito，T．，Suzuki，H．：Skin　temperature　of　the　extremities　of　patients　with　cerebrovascular　diseases．
　　Biomedical　Thermology，13，245－254，1994．
　2）Kawakatsu，M．，Virgrain，V．1），Beighiti，」．2），Flejou，J－F，3），Nahum，H。1）（DDepartmentofRadiology，Hopital
　　Beaujon，2）Department　of　Digestive　Surgery，Hopital　Beaujon，3）Department　of　Pathology，Hopital
　　Beaujon）：Association　of　multiple　liver　cell　adenomas　with　spontaneous　intrahepatic　portohepatic　shunt．
　　Abdominal　Imaging，19，438－440，1994．
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3）佐藤太志，堀田礼子，安藤　順，伊藤　正：テルマンマの性能と使用状況Biomedical　Themology，14，6
　－8，　1994．
4）伊藤　正，橋本省三1），村山典子2〕（1）北里研究所，2）Service　Radiologie，Group　Hospitaliers　de　la　Timone）：
　近代美術と放射線医学（G．Salamon）．日仏医学，22，19－37，1994．
5）佐藤太志，柳田やよい，堀田礼子，安藤　順，伊藤　正，西寄　稔1）（n大鵬薬品工業品質管理部）：テルマンマ
　の性能と使用状況．Biomedical　Thermology，14，181－186，1995．
著　書
　1）Ito，T．，Suzuki，H，：〔分担〕Skin　temperature　of　the　extremities　of　patients　with　cerebrovascular　diseases，
　　”Advanced　technigues　and　Clinical　applications　in　Biomedical　Thermology”，（Fujimasa，1，）P．245－253，
　　Haarwood　Academic　Publisher（Tokyo），1994．
　2）伊藤　正：〔翻訳〕図説放射線医学史（G．Pallardy　et　al著）P．347－372，（加藤富三）講談社，1994．
学会発表
（1）海外留学者講演：
　1）川勝樹男，Virgrain，V。1），Nahum，H．1）（1）Service　de　Radiologie，Hopital　Beaujon）：肝adenomaの画像診
　　断，第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
（2）一般講演：
　1）横倉稔明，牛　広明，伊藤　正，山中宣昭n（1）日本医科大学病理第一）：ヨード造影剤による腎障害の実験的病
　　理学的検討（第2報）．第53回日本医学放射線学会学術発表会，1994．4．
　2）黒瀬厚成，岩本道男，森克彦，鈴木健，赤石健：DSA用アーチファクト低減フィルタ自動作成装置．第50
　　回日本放射線技術学会総会，1994．4．
　3）石王道人，佐藤太志，堀田礼子，横倉稔明，伊藤　正，柳田直樹1），石原聖久1〕（1）佼成病院放射線科）：Non－vascular
　　領域におけるmetallic　stentの有用性，日本医科大学医学会第83回例会，1994．
　4）佐藤太志，堀田礼子，安藤　順，伊藤　正：テルマンマの性能と使用状況．日本サーモロジー学会第11回大会，
　　1994．6．
　5）赤石　健，石王道人，植田候平，伊藤　正：DSAアーチファクト低減フィルタ自動作製装置の開発と臨床的有用
　　性の検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　6）堀田礼子，柳田やよい，赤石　健，横倉稔明，伊藤　正：上部消化管X線検査によるtraumatic　fat　necrosisの
　　1例．第30回日本医学放射線学会秋季臨床大会，1994．10．
　7）川勝樹男，隈崎達夫，岡田　進，伊藤　正：胆道のPapillaryadenoma及びPapillomatosisの画像診断．第30
　　回日本医学放射線学会秋季臨床大会，1994．10．
　8）石王道人，佐藤太志，植田候平，安藤　順，堀田礼子，横倉稔明，伊藤　正：胆道のtube　stentが有用であった
　　1症例．日本医科大学医学会第84回例会，1994．2．
　9）植田候平，石王道人，佐藤太志，安藤　順，堀田礼子，横倉稔明，伊藤　正：肝門部閉塞における胆道ステント
　　留置法について．日本医科大学医学会第84回例会，1995．2．
10）安藤　順，石王道人，植田候平，堀田礼子，横倉稔明，伊藤　正，高柳佳司1）（1》木村病院外科）：食道癌の放射
　　線治療後に生じた疲痕性狭窄にmetallic　stentが有用であった1例．日本医科大学医学会第84回例会，1994．2．
11）柳田やよい，横倉稔明，堀田礼子，赤石　健，伊藤　正，山田宣孝1）（1）日本医科大学第一病院病院病理部）：浸
　　潤性乳管癌の超音波画像所見の検討．第4回乳癌画像研究会，1994．2．
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［第二病院放射線科］
研究概要
　放射線診断学：
　1）ビマン性肺疾患に対し，気管支鏡を用いたBAL，肺生検を施行し，画像診断の向上に力を注いでいる．
　2）川崎市民の胸部間接撮影による胸部疾患集団検診業務の中心的役割を果たし，結核，癌のみならず広く胸部疾患
を取り上げている．肺癌の早期診断及び早期治療に胸部検診業務の重要性を啓蒙している．
　3）上部消化管の消化性潰瘍のX線診断学において，単に潰瘍のみの形態的診断に止まらず，潰瘍形成の背景となる
攻撃因子（胃分泌機能）および粘膜自体の防御因子等，粘膜のもっ機能を画像に表現する，いわゆるfmctionalradiol－
ogyに目標をおき，研究を続行中である．
　4）腸管微細粘膜像と生理機能との関係解明を研究中である．
　5）川崎市および東京都大田区からの依頼により，地域住民の胃癌計画検診業務に参画し，より効率の良い，より精
度の高い集検体系の確立をめざし研究中である．
　6）MRIを用いた婦人科，産科学的診断について研究中である．
　Interventional　radiology：
　1〉悪性胆道閉塞患者に対し，減黄およびQOL向上を目的とし，ステント挿入および放射線治療を施行している．
さらにこの分野での研究にとりくんでいる．
　2）悪性肝臓腫瘍の治療として，経動脈塞栓術，経皮的エタノール注入療法を集学的治療に組み込んでいる．
　放射線治療学：
　1）肺癌に対してBAL，放射線治療を，集学的治療の一つとして積極的にとり組んでいる．
　核医学：
　1）骨シンチグラフィーを骨腫瘍に施行しGaシンチグラフィーを併用し，良悪の鑑別の可能性を追求している．
　2）骨腫瘍以外の骨疾患，例えば炎症，無腐性　骨壊死，代謝性疾患，骨折，特に疲労骨折，正常変異，原因不明の
痛みなどにも骨シンチグラフィーを応用し，病態の把握や経過の判定に利用している．
　3）他の付属3病院と共同で小児の骨疾患につき骨シンチグラフィーを行い，成人とのちがいや，小児に多い疾患の
診断に利用している．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Yamamoto，A。，Robert　J．Wenthold　Jr．，Junzhang，Eugene　H．Herman，Vic－tor　J．Ferrans：Immurofuores－
　　cence　Techniques　for　the　Identification　of　Immme　E　ffector　Cell　in　Rat　Heart：Application　to　the　study　of
　　the　Myocarditis　Induced　by　Interleukin・2．J．Mo1．Ce1L　Cardio1，27，307－319，1994．
　2）林敏彦，渡部英之：自動注腸器を用いた注腸X線検査：バリウム造影剤の描出能検討．Imervision・9・8・
　　73－80，1994．
　3）高橋政之：十二指腸球部微細粘膜X線像の解析に関する研究．日医大誌，61，405－421，1994．
　4）小俣　香：子宮内膜症のMRI診断　ShortTIinversionrecovery（STIR）法併用による．日医大誌，61，372－388・
　　1994．
著　書
　1）渡部英之，恵畑欣一：〔共著〕急性腹症の腹部単純X線写真．FORCUS消化器腹部救急医療．P、174－183，中
　　山書店，1994．
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学会発表
（1）教育講演：
　1）佐藤雅史：研修医のための胸部疾患読影のポイントー胸部単純写真．第11回胸部放射線研究会東京部会（茨城）
　　1994。6．
　2）佐藤雅史：肺（癌）をめぐって．関東地方会セミナー（東京）1995．2．
　3）山本　彰：腫瘍のMR診断胸部．第10回MRI講習会（神奈川）1995．3．
（2）シンポジウム：
　1）佐藤雅史：胸痛と画像診断一胸部疾患・その他一．第14回日本画像医学会（名古屋）1995．2．
（3）一般講演：
　1）小俣　香，渡部英之，大熊都支，林　敏彦，高橋政之，疋田史典，佐藤雅史，岡田　進1）（1）癌研付属病院・放射
　　線科）：STIR法併用MRIを用いた婦人科良性疾患の評価．第53回日本医学放射線学会（兵庫）1994．4．
　2）山本博人，渡部英之，林　敏彦，大熊都支，小俣　香，高橋政之，疋田史典，佐藤雅史，山口裕史1），伊藤達也2）
　　（1）第二病院消化器病センター，2）同内科）二悪性胆道狭窄にたいするExpandable　Metallic　Stent（EMS）と放
　　射線外照射療法．第53回日本医学放射線学会学術発表会（兵庫）1994．4．
　3）佐藤雅史，久吉隆郎1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），山本　達1），天野純治1），
　　川並注一2）（1）第二病院外科・2）同病理部）：急速に増大したと考えられた縦隔奇形腫の1症例．第110回日本肺癌
　　学会関東部会（埼玉）1994．6．
　4）大熊都支，佐藤雅史，菊池真理，陽川春江，岡田　静，林　敏彦，山本博人，高橋政之，小俣　香，疋田史典，
　　渡部英之：空洞内に血管・気管支を残したまま発育した肺胞上皮癌．第11回胸部放射線学会東京部会（茨城）1994．
　　6．
　5）山本彰，Victor　J．Ferrans1）（1）MH　USA）：Cyctic　Fibrosisの遺伝子治療：in　vitro　and　invivo　study．第
　　62回日医大総会，1994．9．
　6）平田知己1），久吉隆郎1），難波　亨1），的場康徳1），山本　達1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），栗原雄
　　司1）・天野純司・），佐藤雅史・川並注一2）（1）第二病院外科，2）同病理部）：嚢胞を呈した縦隔腫瘍切除例の検討．第
　　62回日医大総会，1994．9．
　7）榎本達治1），川並注一1），工藤翔二2），佐藤雅史，杉崎祐一3｝，前田昭太郎4），大秋美治5）（1）第二病院病理部，2）第
　　四内科，3）付属病院病理部，4》多摩永山病院病理部，5）千葉北総病院病理部）1肺ヒスチオサイトーシスXの確定
　　診断に果たすBALF細胞の特徴．第62回日医大総会，1994．9．
　8）的場康徳1），平田知己1），久吉隆郎1），難波　亨1》，山本　達1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），栗原雄
　　司1），天野純治1），佐藤雅史，川並涯一2》（1）第二病院外科，2）同病理部）：転移胸壁切除後長期生存中の肺腺癌の1
　　例．第62回日医大総会，1994．9．
　9）難波　亨1），的場康徳1），平田知己D，久吉隆郎1），山本　達1），大久保哲行1〕，木本洋一郎11，平野滋之1），栗原雄
　　司1），天野純治1），佐藤雅史，川並注一2）（1）第二病院外科，2）同病理部）：胸部成形術後肺癌の2例について．第62
　　回日医大総会，1994．9．
10）山本　達1），難波　亨1），的場康徳1），平田知己1），久吉隆郎1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之L），栗原雄
　　司11，天野純治1），佐藤雅史，川並注一2》，太田吉男2）（1）第二病院外科，2）同病理部）：肺癌術後の胸腔ドレーン細
　　胞診からの知見．第62回日医大総会，1994．9．
11）秋田政彦1），矢代加奈1），堺則康1），津田晃男1），横山泉1），江川ゆりD，伊東文行1），佐藤雅史，渡部英之，村
　　上正洋2），百束比古2）（1）第二病院皮膚科，2）同形成外科）：皮膚サイコイドーシスの3例．第62回日医大総会，1994．
　　9．
12）山本博人，渡部英之・林　敏彦，岡田　静，菊池真理，陽川春江・大熊都支，小俣　香，高橋政之，山本　彰，
　　佐藤雅史，山口裕史1），原　一郎1），馬越正通1），伊藤達也2），原　文男2）（11第二病院消化器病センター，2）同内科）：
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　　悪性胆道狭窄に対するMetallic　Stentと放射線外照射療法：予後因子の検討．第62回日医大総会，1994．9．
13）山本博人，渡部英之，林　敏彦，岡田　静，菊池真理，陽川春江，大熊都支，小俣　香，高橋政之，山本　彰，
　　佐藤雅史，山口裕史1），原　一郎1），馬越正通1），伊藤達也2）（1）第二病院消化器病センター，2）同内科）：悪性胆道
　　狭窄に対するEMSと放射線外照射療法：予後因子の検討．第9回Metallic　Stent研究会（東京），1994．9．
14）林　敏彦，渡部英之，山本博人，岡田　静，菊池真理，陽川春江，大熊都支，小俣　香，高橋政之，山本　彰，
　　佐藤雅史，川並注一）（1）第二病院病理部）：禁煙により寛解したと思われるPulmonary　Langerhans　Cell
　　Granulomatosis（Histiocytosis　X）．日本医学放射線学会秋季臨床大会（宮崎），1994．11．
15）佐藤雅史，菊池真理，陽川春江・岡田　静・大熊都支，林　敏彦，渡部英之：Pseudocarctation　of　aortaの胸
　　部単純像．第12回胸部放射線研究会東京部会（東京），1994．12．
16）山本博人，渡部英之，林　敏彦，岡田　静，菊池真理，陽川春江，高間都支，小俣　香，高橋政之，山本　彰，
　　佐藤雅史，山口裕史・），原　一郎1），馬越正通1），伊藤達也2），原　文男2）（・）第二病院消化器病センター，2）同内科）：
　　悪性胆道狭窄に対するMetallic　Stentと放射線外照射療法．日本医科大学医学会第85会例会，1995．2．
17）桑原建太郎1），橋本　清1），藤田武久1），小松崎英樹1），川上康彦1），平山恒憲夏），小俣　香，藤野　修2），高石康子2）
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［多摩永山病院放射線科］
研究概要
　1．当院，救命救急センターと共同で頭部外傷，胸，腹部臓器損傷におけるMRI診断の有用性について研究を続け
ている．
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イド下穿刺の有用性についても検討を加えている．
　5．コンピューターを活用した医療画像処理の研究を続けている．
　6．IVRに関しては，悪性腫瘍に対する動注を含めた集学的治療，また上下肢の閉塞性動脈硬化症に対する血管内治
療にっいて検討を加えている．
　7．細気管支肺胞上皮癌の自然史につきX線診断学的に検討を続けている．
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25）間瀬泰克1），白井康正2），渡邊誠1），南和文3），杉崎健一，村上隆介，林宏光4）：（1）多摩永山病院整形外科，
　　2）付属病院整形外科，3）第一病院整形外科，4）付属病院放射線科）：膝前十字靭帯再建前後のMRI評価（Gd・DTPA
　　による関節造影MRIの有用性）．第16回東京膝関節学会，1995．2．
26）若林洋行1》，市川太郎2），田島廣之2〕，田島なつき1》，山本　鼎，隈崎達夫2），望月　徹3），黒川　顕3），加地正人4），
　　辺見　弘4）（1）千葉北総病院放射線科，2）付属病院放射線科，3）多摩永山病院救命救急センター，4）付属病院高度救
　　命救急センター）：CTにより膵断裂を明瞭に描出し得た2例．第24回日本腹部救急医学会総会，1995．3．
［千葉北総病院放射線科］
研究概要
　千葉北総病院の開院後約1年半の間の主な研究内容は，MRIに関するもの，救急医学放射線診断に関するもの，放
射線診断と病理診断との比較検討に関するものである．
（1）MRIに関する研究：
　1）造影剤を併用した血管撮影：従来のMRI血管撮影法は造影剤を使用しないものが主体であったが，より良い血
管像を得るために造影剤を併用した方法を研究している．基礎的検討，動脈の描出，静脈の描出につき検討した．基
礎的検討では，血流ポンプを用い各種濃度の造影剤溶液を種々の速度で流してその信号強度を測定した．動脈の描出
では，ASOの患者を中心として，サブトラクション法や高速グラジエントエコー法などの色々な方法で診断能を検討
した．静脈の描出では，下肢静脈瘤の患者につき検討した．いずれも血管造影との比較を行っているが，血管造影よ
りも侵襲の低いMRIにより良好な診断結果を得た．
　2）膝関節の前十字靱帯検討：描出不良なことの多い前十字靱帯につき，ボランティアの検討を中心に，より良い描
出方法を検討している．
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　3）MTC法を併用した，卵巣嚢腫の検討：蛋白質に結合した水と，結合していない水の信号の違いを検出するMTC
法を用いて，卵巣嚢腫などの信号強度変化を検討している．
（2）救急医学放射線診断に関する検討：
　骨盤骨折の3D・CTの検討，膵損傷の放射線診断，麻薬のbody　packerの放射線像などにつき研究している．
（3）放射線診断と病理診断との比較検討：
　癌研究会附属病院放射線科および婦人科との共同研究により，転移リンパ節・子宮癌・卵巣腫瘍につき，CTやMRI
と病理像との比較検討を行っている．また，北総病院病理科とは定期的にカンファランスを行い，放射線診断と病理
診断との比較検討を常に行っている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Tajima，H．1》，Kumazaki，T．’），Tajima，N．，Murakami，R．1），Gemma，K1）（1）附属病院・放射線科）：Effect　of
　　iohexol　on　pulmonary　arterial　pressure　at　pulmonary　angiography　in　patients　with　pulmonaryhypertension．
　　，Radiation　Medicine，12，197－199，1994．
　2）田島なつき，小林由子1），杉崎健一1），飯田英次2），山本　鼎1），望月　徹3），黒川　顕31，田島廣之2）（1）多摩永山
　　病院・放射線科，2）附属病院・放射線科，3）多摩永山病院・救命救急科）：外傷性胸部大動脈損傷のMRI．臨床放
　　射線，39，503－506，1994．
　3）小林由子1），田島なつき，杉崎健一1），飯田英次1），篠原義智1），山本　鼎1），吉田陽一2），野手洋治2），志村俊郎2），
　　江上　格3）（1）多摩永山病院・放射線科，2）同・脳外科，31同・外科）：Central　Pontine　Myelonolysisの1例，
　　MRIを中心に．画像診断，15，81－85，1995．
（2）総説：
　1）岡田進：MRI読影の要点．治療．76・2646－2658，1994．
　2）上坂伸宏1），比留間博之2），岡田　進，隈崎達夫3）（11第一生理，2）第三内科，3）附属病院・放射線科）：水溶性ヨー
　　ド造影剤の赤血球変形能に及ぼす作用．日本バイオレオロジー学会誌，8，29－36，1994．
　3）岡田　進：下位脳神経麻痺．JOHNS，11・381－388，1995．3
学会発表
（1）一般講演：
　1）Hosaka，J．，Ro，S．1），Kuroki，K．1），Xian，Z．1），Laerum，E1），Kumazaki，T．31（1）Oslo　Univ，2）附属病院・放射線
　　科）：In　vivo　evaluation　of　the　temporary　venous”Spring－filter”combined　with　local　interventional　treat－
　　ment　of　the　deep　venous　thrombosis．Cardiovascular　and　Interventional　Radiological　Society　of　Europe，
　　1994．　6．
　2）Hosaka，J．，Ro，S．1），Kuroki，K．1），Xian，Z．1），Laerum，F・1），Kumazaki，T．3）（1）Oslo　Univ，2）附属病院・放射線
　　科）：In　vivo　evaluation　of　the　temporary　venous”Spring－filter”combined　with　local　interventional　treat－
　　ment　of　the　deep　venous　thrombosis．Scandinavian　Society　of　Radiology，1994．6．
　3）岡田　進，沢野誠志1），山田恵子1），小泉　満1》，町田　稔，山下　孝1），加藤友康2），平井康夫2），荷見勝彦2）
　　（1）癌研放射線科，2》癌研婦人科）：骨盤内リンパ節転移のCT・MRIによる診断の問題点（婦人科悪性腫瘍につい
　　て）．第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
　4）沢野誠志L｝，山田恵子9，岡田　進，小泉　満u，町田　稔，関根　広n，北原　規1），山本道法1），青木　学1），山
　　下　孝1）（1》癌研放射線科）：CTガイド下生検の評価．第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
　5）小俣香1），渡部英之1》，大熊都支u，林敏彦n，山本博之1），高橋政之1），疋田史典1），佐藤雅史1），岡田　進
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　　（1）第二病院・放射線科）：STIR法併用MRIを用いた婦人科良性疾患の評価．第53回日本医学放射線学会総会，
　　1994．　4．
6）伊藤公一郎・村上隆介1）・川俣博志11・後藤慎介1）・若林洋行1），小野寺英貴1），大矢　徹1），田島廣之1），弦間和仁2），
　　隈崎達夫1》（1）日本医科大学放射線科，2》博慈会記念病院放射線科）：回転デジタル血管撮影によるIVDSA．第53
　　回日本医学放射線学会総会，1994．4．
7）保坂純郎，隈崎達夫11（1》附属病院・放射線科）：短期留置用静脈フィルターの開発と機能評価：豚におけるFilcar．
　　d　filterとの比較．第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
8）水村　直1），汲田伸一郎1》，高浦順子1），貝津俊英1），若林洋行1），木島鉄仁1），館野　温1），保坂純朗，隈崎達夫1）
　　（1）附属病院・放射線科）：123－I　BMIPPと99mTc　MIBIの2核種同時収集：ファントームを用いた基礎的研究
　　第53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
9）館野　温1）・汲田伸一郎1）・水村　直D・内山菜智子1），片桐究代D，小野寺英貴1），岡島雄史1），保坂純朗，隈崎達
　　夫1）（1）附属病院・放射線科）：99mTc　MIBIを用いた心拍同期心筋SPECTイメージにおける虚血病変の検出．第
　　53回日本医学放射線学会総会，1994．4．
10）小川理郎且），横田裕行1），加藤一良1），大友康裕1），高橋幸道1），後藤真弓1），山本保博1），田島なつき，岡田　進，
　　松沢　勲2），川井　真3），益子邦洋3），辺見　弘3），大塚敏文3）（1）千葉北総病院・救命救急，2）同・整形，3）附属病
　　院・救命救急）：骨盤骨折診断におけるhelical　CT（volume　CT）の有用性と問題点．日本医大医学会第83回例
　　会，1994．5．
11）伊藤公一郎・岡田　進・田島なつき・保坂純郎，大熊都支，隈崎達夫u（1》付属病院・放射線科）：水溶性ヨード
　　造影剤のMR信号に及ぼす影響，第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
12）沢野誠志1）・山田恵子1）・岡田　進・小泉　満1），町田　稔，関根　広1），北原　規・），山本道法1》，青木　学1），山
　　下　孝1）（1）癌研放射線科）：CTガイド下生検の評価．第53回日本医学放射線学会総会，1994．
13）起塚裕美1》，岡田　進，加藤友康2），杉村和朗3），沢野誠志1），山田恵子1），小泉　満1），荷見勝彦2），山下　孝1）
　　（1）癌研放射線科，21癌研婦人科，3）島根医大放射線科）：Gd－DTPA造影MRIによる子宮体癌筋層浸潤診断におけ
　　るPitfall．第22回日本磁気共鳴医学会大会（大阪），1994．9．
14）岡田　進，田島なつき，伊藤公一郎，保坂純郎，隈崎達夫n（1）附属病院・放射線科）：前十字靱帯の信号強度に
　　及ぽすmagic　angle　effectの影響についての検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
15）田島なつき・保坂純郎・伊藤公一郎・岡田　進・小林由子1），杉崎健一），飯田英次2》，篠原義智1），山本　鼎1），
　　坂本光史2），田島廣之2），隈崎達夫2）（1）多摩永山病院・放射線科，2）附属病院・放射線科）：新しい高濃度硫酸バリ
　　ウムBHDの臨床経験．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
16）保坂純郎：静脈フィルターに関する基礎的研究および臨床放射線維としての経験．第62回日本医科大学医学会総
　　会，1994．9．
17）小川理郎1），田島なつき，横田裕行1），高橋幸道1），大友康裕1〕，加藤一良1），山本保博1），川井　真2》，益子邦洋2），
　　辺見　弘2》・大塚敏文2）（1）千葉北総病院・救命救急，2）付属病院・救命救急）：骨盤骨折におけるHelical　CT，MRA
　　の経験．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．10．
18）伊藤公一郎，田島なつき，岡田　進，保坂純郎，貝津俊英，隈崎達夫1）（D附属病院・放射線科）：下肢動脈の
　　Subtraction併用3D　Contrast　MR　Angiography．第406回日本医学放射線学会関東地方会，1994．12．
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8．皮膚科学講座
［付属病院皮膚科］
研究概要
　1）薬疹，接触皮膚炎：貼布掻破試験，皮内反応，challenge　testなどによる原因の確認とアレルギーカードの発　i
　2）尋常性天痕瘡，類天庖瘡の診断，治療および臨床統計．
　3）済癬の診断，治療および臨床統計．
　4）皮膚結核の診断，治療および臨床統計．
　5）梅毒の診断，治療および統計に関する研究：分画TPHAを指標とする治療効果の判定・
　6）皮膚腫瘍の臨床診断および病理学的研究：特に電顕，酵素抗体法を用いた研究．
　7）尋常性乾癬，アトピー性皮膚炎に対するPUVA療法．
［第一病院皮膚科］
研究概要
　1）皮膚腫瘍の発生および診断に関する研究．
　2）組織内スピロヘータの証明に関する研究．
　3）ヒトメラノーマ細胞のアイソトープup－takeによる感受性試験に関する研究．
　4）皮膚疾患に対するサーモグラフィの応用．
　5〉薬剤耐性菌に対する色素剤の研究．
　6）薬疹（β一ラクタム系抗生物質の遅延型過敏反応における交叉反応）およびcontacthypersensitivity（UVB照射
時の遅延型過敏反応の抑制）についての研究．
［第二病院皮膚科］
研究概要
　1）皮膚腫瘍の臨床診断，病理組織学的検索，電顕，酵素抗体法，形成外科的治療．
　2）モノクローナル抗体などを用いた蛍光抗体法による梅毒の特異的診断，スピロヘータの構造解析，梅毒の治療と
分画TPHA推移の相関，統計．
　3）接触皮膚炎，薬疹：patch　scratch　test，challenge　testによる原因物質の検索，アレルギーカードの発行．
　4）皮膚細菌感染症，真菌症の菌分離と同定．
［千葉北総病院皮膚科］
研究概要
　1）薬疹，接触皮膚炎：patch　scratch　test，challenge　testによる原因物質の検索，アレルギーカードの発　i
　2）培養表皮細胞を用いた基礎研究．
　3）皮膚腫瘍の臨床診断および病理学的研究：特に電顕，酵素抗体法を用いた研究．
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［付属病院皮膚科］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Seino，Y．1），Fujimori，H．1）7Shimai，S．1》，Tanaka，K1），Takano，T。1），Hayakawa，H．1），Niimi，Y（1）内科学第
　　1）：P・pliteaIVen・usAneurysmwithPulm・naryEnb・lism，Intem．Med．（T・ky。），33，779－782，1994．
　2）青木見佳子・中島美知子・矢島　純・本田光芳・嘉陽宗隆11，百束比古1），古田知行2》，吾妻安良太2》，福田　悠3》，
　　杉崎祐一3）（1）形成外科・2）内科学第4・3）病理学第1）：NeuroendocrineOriginの悪性腫瘍を疑った1例．日皮
　　病理組織会誌，10，66－69，1994．
　3）新谷眞理子，本田光芳：アトピー性皮膚炎の治療と課題．フレグランスジャーナル，5，47－52，1994．
　4）佐々木りか子：子供のアトピー性皮膚炎とスキンケア．フレグランスジャーナル，5，53～57，1994．
　5）本田光芳：アトピー性皮膚炎を見直す．日医師会誌，111，1354－1359，1994．
　6）佐々木りか子：魚鱗癬．小児診療，58増，610～611，1994．
7）佐々木りか子：尋常性座瘡．小児診療，58増，611～613，1994．
　8）米山英子，畑三恵子，本田光芳：皮膚真菌症小児診療，58増，616－618，1994．
　9）北原東一，本田光芳：色素性母斑（母斑細胞性母斑）．小児診療，58増，620－622，1994．
10）青木順子，藤本和久，新見やよい，佐々木映子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳，七田俊彦，雑賀
　　寿和1），大牟田幸子2）（1）眼科，2）東京都）：フマル酸ケトチフェンによるアレルギー性接触皮膚炎．皮膚臨床，36，
　　731－735，　1994．
11）東　直行，藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，七田俊彦，本
　　田光芳：チオコナゾール含有抗真菌剤によるアレルギー性接触皮膚炎の2例．皮膚臨床，36，741－744，1994．
12）畑　三恵子，新谷眞理子，本田光芳：日焼け．皮膚臨床，特34，869－872，1994．
13）佐々木りか子：小児アトピー性皮膚炎患者と健常者に対するコナヒョウヒダニとニッケルのパッチテスト結果
　　の比較検討：その結果の臨床的意義について．日小皮会誌，13，193－209，1994．
14）田宮由美子・太田真琴，新見やよい・青木見佳子・畑　三恵子，矢島　純，服部冷美，本田光芳，金子晴生1），
　　早川弘一），丸田哲生2），内藤善哉2），浅野伍朗2）（1）内科学第1，2）病理学第2）：多発皮膚転移により発見された
　　腎癌の1例．Skin　Cancer，9，83－85，1994．
15）小林伸子1），津田晃男1），遠藤祐理子1），横山　泉1），江川ゆり1），伊東文行1），尾見徳弥，中島美知子（1）第二病院
　　皮膚科）：外陰部基底細胞上皮腫の2例と当科における基底細胞上皮腫の統計・日本皮膚悪性腫瘍学会誌，9，
　　387－391，　1994。
16）新谷眞理子・佐々木映子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳，北山浩気D，荒牧琢巳1》，内藤善哉2），
　　浅野伍朗2）（1》内科学第1，2）病理学第2）：原発性全身性アミロイドーシスの1例．皮膚臨床，36，1899－1903，
　　1994。
17）田宮由美子：手湿疹；その病型分類と各病型間比較．日医大誌，61，286－294，1994．
18）藤本和久：済癬の感染経路の変化と診断・治療方法の検討．日医大誌，61，572－589，1994．
19）佐々木りか子：こどものスキンケア．臨床と研究，71，145－147，1994．
20）矢島　純，本田光芳：特集：外来での小児急性難治性疾患一その診断と応急処置一皮膚疾患．小児臨，47，
　　2689－2696，1994．
21）尾見徳弥，辻井厚子1》，川並注一2），松田　潔1），辺見　弘1》（1）救命救急センター，2）第二病院病理部）：凍結同種
　　移植皮膚片の熱傷創への器質化過程に関する免疫組織学的観察．日皮会誌，105，31－42，1995．
22）丸山陽子，中島美知子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，七田俊彦，本田光芳：ロメフロキサシ
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　　ンによる固定薬疹の1例．皮膚臨床，37，247－250，1995。
23）松本真由美，藤本和久，天野薫子，田宮由美子，畑　三恵子・矢島　純・服部怜美・本田光芳・七田俊彦：アミ
　　ノ安息香酸エチルによるアレルギー性接触皮膚炎．皮膚臨床，37，259－262，1995。
24）村上正洋1），大久保正智1），三好将和D，文入正敏1），青木見佳子（1）形成外科）：診断に難渋した下腿筋肉内腫瘤の
　　1例．形成外科，38，55－58，1995．
25）大原國章1），原田昭太郎2），藤澤龍一3），本田光芳，森嶋隆文4）（1）虎ノ門病院皮膚科，2）関東逓信病院皮膚科，3）昭
　　和大学皮膚科，4）日本大学板橋病院皮膚科）：褥瘡・皮膚潰瘍に対する白糖・ポピドンヨード配合軟膏ユーパスタ⑧
　　の臨床効果．臨床医薬，10，1387－1401，1994．
26）中山秀夫・），小泉麻奈1），稲本伸子2》，新関寛徳2），原由玲子3），天谷雅行3）・山崎雄一郎4）・小林孝志4）・畑　康樹5）・
　　藤澤龍一6），飯島正文6），野崎重之6），秋山正基6》，本田光芳，畑　三恵子，新谷眞理子，森嶋隆文7），山口全一7）
　　（1）済生会中央病院皮膚科，2）北里研究所病院皮膚科，3）東京電力病院皮膚科・4）国立東京第2病院皮膚科・5）日野市
　　立総合病院皮膚科，6》昭和大学皮膚科，7）日本大学皮膚科）：帯状庖疹に対するゾビラックス錠400⑪の使用経験」
　　西日本皮膚，56，351－357，1994．
27）古江増隆1），中川秀己1），石橋康正1），新村眞人2），森嶋隆文3）・露木重明4）・斉藤隆三5）・本田光芳・小川秀興6）・
　　西岡　清7），西川武二8），徳田安章9），肥田野信10），佐藤吉昭11），溝口昌子12），藤澤龍一13），長島正治14）（1）東京大
　　学皮膚科，2）東京慈恵会医科大学皮膚科，3）日本大学皮膚科・4）東邦大学大森病院皮膚科・5）東邦大学大橋病院皮膚
　　科，6》順天堂大学皮膚科，7）東京医科歯科大学皮膚科・8）慶応義塾大学皮膚科・9）東京医科大学皮膚科・10）東京女子
　　医科大学皮膚科，11）東京女子医科大学第二病院皮膚科，12）聖マリアンナ医科大学皮膚科，13）昭和大学皮膚科，
　　14）杏林大学皮膚科）：各種療痒性皮膚疾患（薄麻疹類，皮膚療痒症，湿疹，皮膚炎群，痒疹群）に対する塩酸アゼ
　　ラスチンの有効性，安全性，有用性の検討．皮膚，36，420－440，1994。
28）佐々木りか子，山本一哉1），川島忠興2）（1）国立小児病院皮膚科・2）ポーラ化成工業）：小児アトピー性皮膚炎患者
　　におけるベビー用スキンケア製品の使用経験，日小皮会誌，13，149－153，1994．
（2）総説：
　1）新見やよい：私の治療方針，アレルギー疾患：接触皮膚炎。アレルギーの臨床，15，119，1995．
著　書
　1）米山英子，本田光芳：〔分担〕皮膚疾患：白癬．（内藤周幸監修），P，166－172，薬業時報社，1994．
　2）本田光芳：〔編著〕95年度版アプローチシリーズ医師国家試験問題：皮膚科，医学評論社，1994．
　3）本田光芳：〔分担〕皮膚の構造，皮膚の生理，発疹．皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），
　　P．1－24，診断と治療社，1994．
　4）佐々木りか子：〔分担〕学童期の皮膚の特徴と二次性徴・皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉・本田光芳編）・
　　P．26－30，診断と治療社，1994．
　5）新谷眞理子：〔分担〕スキンケア．皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），P．33－42，診断と治
　　療社，1994．
　6）矢島　純：〔分担〕皮膚疾患に頻用される外用剤．皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），P．48－70，
　　診断と治療社，1994．
　7）青木見佳子，山本一哉1）（1）国立小児病院皮膚科）：〔分担〕湿疹・皮膚炎とその類症．皮膚科・学校保健マニュ
　　アル（山本一哉，本田光芳編），P．73－105，診断と治療社，1994．
　8）藤本和久：〔分担〕細菌による皮膚の病気皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），P．108－117，
　　診断と治療社，1994．
　9）新見やよい：〔分担〕ウイルスによる皮膚の病気皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），P，
　　119－129，診断と治療社，1994．
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10）米山英子：〔分担〕白癬（かび）による皮膚の病気．皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），
　　P．133～141，診断と治療社，1994．
11）畑　三恵子，佐々木映子1）（1》山口県）：〔分担〕節足動物・リケッチアによる皮膚の病気．皮膚科・学校保健マ
　　ニュアル（山本一哉，本田光芳編），P．146－163，診断と治療社，1994．
12）服部怜美：〔分担〕母斑（あざ・ほくろの類）．皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），P．166－173，
　　診断と治療社，1994．
13）田宮由美子：〔分担〕その他・子どもに多い皮膚の病気．皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），
　　P。188－204，診断と治療社，1994．
14）太田真琴：〔分担〕外傷など．皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），P．207－224，診断と治療
　　社，1994．
15）本田光芳：〔分担〕皮膚自傷症一癖による皮膚の病変．皮膚科・学校保健マニュアル（山本一哉，本田光芳編），
　　P．228－239，診断と治療社，1994．
16）本田光芳：〔分担〕環境と皮膚，生活環境と皮膚．皮膚の健康科学（石橋康正，John　A．Parrish監修），P．96－111，
　　南山堂，1994．
17）本田光芳：〔分担〕老人性乾皮症・皮脂欠乏性皮膚炎．今日の治療指針1995（日野原重明，阿部正和監修）・P．
　　618－619，医学書院，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）本田光芳：皮膚結核の変遷．日本皮膚科学会第58回東京支部学術大会，1995．
（2）教育講演：
　1）畑　三恵子，新谷眞理子，矢島　純，本田光芳：最近のサンスクリーン剤にっいて．第12回日本美容皮膚科学会
　　学術大会，1994．
（3）パネルディスカッション：
　1）青木見佳子，本田光芳：皮膚軟部悪性腫瘍の診断過程と治療方針の決定まで；皮膚科医・皮膚病理医の立場から．
　　第12回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会，1994．
（4）一般講演：
　1）Hattori，S．，Kitahara，T．1），Kaneko，K．1），Yamanisi，T．，Amano，K．，Aoki，M．（・）千葉北総病院皮膚科）：A
　　case　of　fixed　drug　eruption　due　to　probenecid．The10th　Intemational　Congress　of　Contact　Dermatitis
　　（Nagoya），1995．
　2）北原東一，青木見佳子，矢島　純，服部怜美，本田光芳・粟屋　栄1）・池田幸穂1）・尾形昌男2），今津　修2）（1）脳
　　神経外科，2）病理学第2）：神経皮膚黒色症の1例．第93回日本皮膚科学会総会・学術大会，1994．
　3）小池俊一1），出来尾　哲1），地土井嚢璽1），加藤さき子，本田光芳（1）島根医科大学皮膚科）：Trichorrhexis　nodosa
　　における線維蛋白構成の異常について．第93回日本皮膚科学会総会・学術大会，1994．
　4）中山秀夫・），石橋康正2），原田昭太郎3）・本田光芳・上田　宏4）・早川律子5》，吉川邦彦6），吉田彦太郎7）・井上昌幸8）
　　（D済生会中央病院皮膚科，2）東京大学皮膚科，3）関東逓信病院皮膚科，4》藤田保健衛生大学皮膚科，5）名古屋大学分
　　院皮膚科，6》大阪大学皮膚科，7》長崎大学皮膚科，8》東京医科歯科大学歯学部）：パッチテスト試薬金属11品目の臨
　　床診断上の意義について．第93回日本皮膚科学会総会・学術大会，1994．
　5）尾見徳弥・荻原英子1）・川並注一1）・中田朋子1）・野村信夫1）・石崎良太郎1），大網　弘1〕，伊東文行2〕，青木見佳子，
　　本田光芳（1）DNA診断研究班，2｝第二病院皮膚科）：結核診断のPCR法による検討．第93回日本皮膚科学会総会・
　　学術大会，1994．
　6）丸山陽子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳：Chondroidsyringomaの1例．日本皮膚
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　　科学会第701回東京地方会，1994．
7）新見やよい，土田由起子，畑　三恵子・矢島　純・服部怜美・本田光芳・七田俊彦：スピロノラクトンによるア
　　レルギー性接触皮膚炎の1例．日本皮膚科学会第701回東京地方会，1994．
8）土田由起子，藤本和久，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳：クロラムフェニコールによ
　　るアレルギー性接触皮膚炎の1例．第18回日本小児皮膚科学会，1994．
9）田宮由美子，太田真琴，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳，金子晴生1），
　　早川弘一1），丸田哲生2），浅野伍朗2）（1）内科学第1，2）病理学第2）：多発皮膚転移により発見された腎癌の1例．
　　第10回日本皮膚悪性腫瘍学会総会・学術大会，1994．
10）新見やよい，中島美知子，土田由起子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳，七田俊彦：スピノロラク
　　トンによるアレルギー性接触皮膚炎の2例．第24回日本皮膚アレルギー学会学術大会，1994．
11）東　直行，米山英子，藤本和久・新見やよい・青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳，七田
　　俊彦：チオコナゾールによるアレルギー性接触皮膚炎の3例．第24回日本皮膚アレルギー学会学術大会，1994．
12）新谷眞理子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳，斎藤　祐1）（1）蕨市）：消毒剤使用中に生じた皮膚潰
　　瘍の1例．第24回日本皮膚アレルギー学会学術大会，1994．
13）青木順子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美・本田光芳・青木　律・），百束比古1），鈴木英之2）（1）形
　　成外科，2）下谷病院外科）：悪性血管内皮細胞腫の1例．日本皮膚科学会第703回東京地方会，1994．
14）青木見佳子，矢島　純，本田光芳，嘉陽宗隆1），百束比古1），古田知行2），吾妻安良太2），福田　悠3）（1）形成外科，
　　2）内科学第4，3）病理学第1）：若年者に生じた皮膚悪性腫瘍の1例．第10回日本皮膚病理組織学会，1994．
15）青木順子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳，青木　律1），百束比古1），鈴木英之2）（1）形
　　成外科，2）下谷病院外科）：悪性血管内皮細胞腫の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
16）土田由起子，藤本和久，青木見佳子，畑　三恵子・矢島　純・服部怜美・本田光芳：クロラムフェニコールによ
　　るアレルギー性接触皮膚炎の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
17）藤本和久，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳き前医および当科における済癬の誤診例．第62回日本医
　　科大学医学会総会，1994．
18）新谷眞理子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳：消毒剤使用中に生じた皮膚潰瘍の1例．第62回日本
　　医科大学医学会総会，1994．
19）青木見佳子，Ann，M．，Drorak．，1），Gary，R．，Login1）（1）Department　of　Pathology　Beth　Israel　Hospital　Boston
　　Harvard　Medical　School〉：Ultrafast　Microwave　Fixationを利用したマスト細胞脱穎粒時の超微形態学的観
　　察．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
20）小林伸子1），津田晃男1），遠藤祐理子1），横山　泉1），江川ゆり1），伊東文行1），尾見徳弥，中島美知子（1）第二病院
　　皮膚科）1第二病院皮膚科における過去10年間の基底細胞上皮腫の統計的観察．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994．
21）村上正洋1〉，百束比古L），大久保正智1），利根川　均1），三橋　清1），青木見佳子，服部怜美（1）形成外科）：当科に
　　おける乳房外Paget病の手術法と遠隔成績．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
22）荻原英子1），尾見徳弥，川並注一），野村信夫1），石崎良太郎1），大網　弘1），杉崎祐一2）（1）DNA診断研究班，2）病
　　理学第1）：PCR法による結核の迅速診断のルーチン化とその現状．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
23）畑　三恵子，太田真琴，矢島　純，服部怜美，本田光芳，安室尚樹1），妻鳥昌平1），内藤善哉2），浅野伍朗2）（1）老
　　人科，2）病理学第2）：三重癌の1例．日本皮膚科学会第58回東部支部総会学術大会，1994．
24）服部怜美，青木順子，本田光芳，濱松　優・），青木雅子1），三神　寛・），百束比古2），神谷俊次3）（・）第一病院皮膚
　　科，2）形成外科，3）東京都）：A　case　of　oral　florid　papillomatosis．日本皮膚科学会第58回東部支部総会学術大
　　会，1994．
25）松本真由美，北原東一，米山英子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子・矢島　純，服部怜美，本田光芳：耳
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　　介に生じた基底細胞癌の1例．日本皮膚科学会第704回東京地方会，1994．
26）竹内淳子，田宮由美子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳，五十嵐徹1）
　　（1）小児科）：小児に発症したSLEの1例．日本皮膚科学会第704回東京地方会，1994．
27）尾見徳弥，荻原英子1），中島美知子，川並注一1），中田朋子1），石崎良太郎1），大網　弘1），青木見佳子，伊東文行2），
　　本田光芳（DDNA診断研究班，2）第二病院皮膚科）：扁平上皮系各種病変におけるパピローマウイルスとp53タン
　　パクの発現．第44回日本アレルギー学会総会，1994．
28〉中島美知子，尾見徳弥，川並涯一11，松井　南1〕，中田朋子1），石崎良太郎1》（1）DNA診断研究班）：扁平上皮系病
　　変におけるケラチンとオンコジーン関連タンパク発現の分子生物学的検索．第44回日本アレルギー学会総会，
　　1994．
29）荻原英子1）・尾見徳弥，川並涯一），中田朋子1），野村信夫1），石崎良太郎・），大網　弘・），榎本達治2），工藤翔二2》
　　（1）DNA診断研究班，2）内科学第4）：結核診断におけるPCR法とBAL液細胞成分との相関．第44回日本アレル
　　ギー学会総会，1994．
30）藤本和久，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳：前医および当科における済癬の誤診例．日本皮膚科学
　　会第46回西部支部総会学術大会，1994．
31）山西貴仁・中島美知子・藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，
　　本田光芳：アリルイソプロピルアセチル尿素による固定薬疹の1例．日本皮膚科学会第46回西部支部総会学術大
　　会，1994．
32）荒牧　純・青木順子・藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本
　　田光芳，佐々木映子1）（D山口県）1ブデソニドによるアレルギー性接触皮膚炎の1例．日本皮膚科学会第46回西
　　部支部総会学術大会，1994．
33）山崎綾子・米山英子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，佐藤元泰1）（1）足立区〉：腋
　　窩に生じた基底細胞癌の1例．日本皮膚科学会第706回東京地方会，1994．
34）沼野香世子，東　直行，米山英子，新谷眞理子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：ビフォナゾールによるアレ
　　ルギー性接触皮膚炎の1例．日本皮膚科学会第706回東京地方会，1994．
35）橋本網子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，佐藤丞子1），早川弘一1），古川清憲2），恩田昌彦2），杉
　　崎祐一3）（1）内科学第1，2）外科学第1，3）病理学第1）：結腸癌を合併した皮膚筋炎の1例．日本皮膚科学会第706
　　回東京地方会，1994．
36）星野哲夫ユ》，持丸　博1），林原賢治1），吉村明修1），渡　　淳1），於保倫之助1），葉山修陽1），水野杏一1），服部怜美，
　　大秋美治2》（1）千葉北総病院内科，2）千葉北総病院病理部）：好酸球増多症候群・日本内科学会第443回関東地方会，
　　1994．
37）濱田かおる，米山英子，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：脂腺母斑上
　　に生じた基底細胞癌および脂腺上皮腫の1例．日本皮膚科学会第708回東京地方会，1995．
38）栗原和久・藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美，本田光芳：ア
　　ンピロキシカムによる光線過敏症．日本皮膚科学会第708回東京地方会，1995．
39）丸山陽子，土田由起子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，佐藤元泰1）（1）足立区）：Pilonidal　sinus
　　の1例．日本皮膚科学会第708回東京地方会，1995．
40）土田由起子・関　正計，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，成田哲也1）（1》整形外科）：
　　糖尿病性壊疽の2例・日本皮膚科学会第58回東京支部学術大会，1995．
41）天野薫子，藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，尾見徳弥1）
　　（1》第二病院病理部）：非定型抗酸菌症の1例．日本皮膚科学会第58回東京支部学術大会，1995．
42〉尾見徳弥，荻原英子1），中島美知子，川並注一），中田朋子1），石崎良太郎1》，大網　弘D，青木見佳子，伊東文行2），
　　服部怜美・本田光芳（DDNA診断研究班，2）第二病院皮膚科）：Multiplex　PCR法による扁平上皮系各種病変に
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　　おけるパピローマウイルスの発現．日本皮膚科学会第58回東京支部学術大会，1995．
43）楠　俊雄，楠　万左子1）（1）清瀬市）：水痕形成をみたブデソニドによる接触皮膚炎の1例．日本皮膚科学会第58
　　回東京支部学術大会，1995．
　［第一病院皮膚科］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Nakamura，S．，and　Toyoda，K．：A　case　of　giant　sebaceoma　on　the　headJ、Dermato，，21，367－369，1994．
　2）金森幸男，立原利江子，中村進一，飯田和美1）（1）ワクチン療法研究施設）：ヒトメラノーマ細胞樹立株Mewoの
　　温熱処理後の回復．日皮学会誌，104，737－741，1994．
　3）豊田かおる，森口聡子，青木雅子，三神　寛，山本泰一，中村進一：巨大Sebaceomaの1例．皮の臨，36，
　　1642－1643，　1994．
　4）並松茂樹1），中村進一，中神義三1），小黒辰夫2）（1）第一病院中央研究室，2）中央電子顕微鏡研究施設）：電顕PATSC－
　　GMS（Periodic　acid　thiosemicarbazide　gelatin　methenamine　silver）法の染色手技と実際．病理技術，49，
　　17－20，　1994．
　5）金森幸男，立原利江子，濱松　優，中村進一，飯田和美1）（1）ワクチン療法研究施設）1ヒトメラノーマ細胞樹立
　　株HMV－1の温熱処理後の回復．皮紀，90，5－9，1995．
（2）綜説：
　1）中村進一：Raynaud現象（特集：膠原病）．総合臨，43，1146－1149，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）相良宗徳，三神　寛，山本泰一，星　健二，中村進一，長澤紘一1），志村俊郎2），野手洋治2）（1）多摩永山病院内科，
　　2）多摩永山病院脳神経外科）：頭部腫瘍の検査中に発見されたhepatocellular　carcinoma（HCC）の頭蓋骨転移
　　の1例．第93回日本皮膚科学会総会学術大会，1994．4．
　2）青木雅子，豊田かおる，三神　寛，山本泰一，中村進一，浅倉廣行1）（1凍京都）：四肢にも皮疹のみられた顔面
　　播種状粟粒性狼瘡の1例．第93回日本皮膚科学会総会学術大会，1994．4．
　3）星　健二，中村進一：脂漏性角化症の統計的観察（1988年一1992年）．第93回日本皮膚科学会総会学術大会，1994．
　　　4。
　4）中村進一，並松茂樹1）（11電顕室）l　Treponema　pallidumの電顕的証明法．第93回日本皮膚科学会総会学術大会，
　　1994．　4．
　5）安原尚昭，青木雅子，山本泰一，中村進一：頭部に生じた単発性神経線維腫の1例．第702回日本皮膚科学会東
　　京地方会，1994．4．
　6）服部怜美1），青木順子1），本田光芳1），濱松　優，青木雅子，三神　寛，百束比古2），神谷俊次3）（1）付属病院皮膚
　　科，2）形成外科，3）東京都〉：A　case　of　oral　florid　papillomatosis．第58回日本皮膚科学会東部支部総会学術大
　　会，1994．9．
　7）内田美香，濱崎せり，三神　寛，山本泰一，中村進一：Plantar　fibromatosisの1例．第706回日本皮膚科学会
　　東京地方会，1994．11．
　8）相良宗徳，豊田かおる，星　健二，中村進一：Homosexua1による顕症梅毒の1例．第58回日本皮膚科学会東京
　　支部学術大会，1995．2．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一194一
［第二病院皮膚科］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）義澤　泉・伊東文行・横手薫美夫1），平　泰彦1），長田博昭1》（1）聖マリアンナ医大皮膚科）：高度の気管支の変形・
　　狭窄を伴ったRelapsing　Polychondritis．皮の臨，36，489－492，1994．
　2）関　正計・白井洋司・大原正夫，小林伸子・義澤　泉・江川ゆり，伊東文行：先天性汎発性多発性グロームス腫
　　瘍の1例．皮の臨，36，661－664，1994．
　3）小林伸子・義澤　泉・伊東文行：足底に生じた血管平滑筋腫の1例．皮の臨・36・1168－1169・1994．
　4）小林伸子，義澤　泉，白井洋司11，江川ゆり，伊東文行，百束比古2）（1）東京都，2）付属病院形成外科）：結節性筋
　　膜炎の1例．皮の臨，36，1285－1288，1994．
　5）江川ゆり：ペニシリン系，セフェム系抗生物質の薬疹およびパッチスクラッチテストに関する検討．日医大誌，
　　61，　389－404，　1994．
　6）遠藤祐理子，義澤　泉，大原正夫，江川ゆり，伊東文行：Dysplastic　Nevus．皮の臨，36，1994．
　7）遠藤祐理子，義澤　泉，大原正夫，江川ゆり，伊東文行：Dysplas・tic　Nevusの1例．皮の臨，36，1857－1860，
　　1994．
　8）小林伸子，津田晃男，遠藤祐理子，横山　泉，江川ゆり，伊東文行，尾見徳弥n，中島美知子1）（1）第二病院病理
　　部）：外陰部基底細胞上皮腫の2例と当科における基底細胞上皮腫の統計．SkinCancer，9，139－143，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）遠藤祐理子，江川ゆり，義澤　泉，伊東文行，森山マサミ1）（1）横浜市）＝プロピオン酸アルクロメタゾンによる
　　アレルギー性接触皮膚炎．第93回日本皮膚科学会学術大会，1994．4．
　2）伊東文行，義澤　泉，江川ゆり，楠　俊雄1）（1）東京都）：第1期，第II期顕症梅毒についての検討．第93回日本
　　皮膚科学会学術大会，1994．4．
　3）尾見徳弥1），荻原英子1），川並注一），中田朋子：），野村信夫1），石崎良太郎1），大網　弘1），伊東文行，青木見佳子2），
　　本田光芳2）（1）日本医大DNA診断研究班，2）日本医大皮膚科）：結核診断のPCR法による検討．第93回日本皮膚
　　科学会学術大会，1994．4．
　4）遠藤祐理子，江川ゆり，義澤　泉，伊東文行，岩崎　隆1）（1》川崎市）：扁平苔癬の1例．第18回日本小児皮膚科
　　学会．1994．6．
　5）小林伸子，津田晃男・遠藤祐理子，義澤　泉，江川ゆり，伊東文行：外陰部に発生した基底細胞上皮腫の1例．
　　第10回日本皮膚悪性腫瘍学会，1994．6．
　6）津田晃男，遠藤祐理子，義澤　泉，江川ゆり，伊東文行・生冨公明1》（1）川崎市）：塩酸メキシレチンによる薬疹
　　の1例．日本皮膚科学会第702回東京地方会，1994．6．
　7）江川ゆり，矢代加奈，遠藤祐理子，義澤　泉，伊東文行，森山マサミ1），宮地清光1）（1）横浜市）：若年発症の全身
　　性強皮症の1例．日本皮膚科学会第703回東京地方会・1994．7．
　8）小林伸子・津田晃男・遠藤祐理子・横山　泉・江川ゆり・伊東文行・尾見徳弥・），寺澤美知子・）（1）第二病院病理
　　部）：第二病院皮膚科における過去10年間の基底細胞上皮腫の統計的観察．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994．9．
　9）矢代加奈，堺則康，秋田政彦，遠藤祐理子，横山泉，江川ゆり，伊東文行：Mobileencapsulatedlipomaの
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　　2例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
10）堺　則康，秋田政彦，矢代加奈，小林伸子，横山　泉，江川ゆり，伊東文行：全身型AmularElastolytic　Giant
　　Cell　Granulomaの1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
11）秋田政彦，矢代加奈・堺　則康，津田晃男，横山　泉，江川ゆり，伊東文行，佐藤雅史1）・渡部英之u，村上正洋2），
　　百束比古2）（1）第二病院放射線科，2）付属病院形成外科）：皮膚サルコイドーシスの3例．第62回日本医科大学医学
　　会総会，1994．9．
12）栗原雄司1），天野純治1），久吉隆郎1），難波　享1），大久保哲行1），木本洋一郎1），伊東文行，百束比古2）（1）第二病
　　院外科・2）付属病院形成外科）：乳房外Paget氏病の2例：広範囲外陰部．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　　9．
13）堺則康，秋田政彦，矢代加奈，横山　泉，江川ゆり，伊東文行：Amular　elastolytic　giant　cell　granuloma
　　の1例．日本皮膚科学会第705回東京地方会，1994．10．
14）江川ゆり，横山　泉，伊東文行：β一ブロッカー点眼液によるアレルギー性接触皮膚炎．日本医科大学医学会第84
　　回例会，1994．11．
15〉矢代加奈，横山　泉，堺　則康，秋田政彦，遠藤祐理子，江川ゆり，伊東文行：Mobile　encapsu豆ated　lipomaの
　　2例．日本皮膚科学会第706回東京地方会，1994．11．
16）秋田政彦，江川ゆり，横山　泉，伊東文行：Adulttypexanth　ogranulomaの1例．日本皮膚科学会第706回東
　　京地方会，1994．11．
17）堺　則康，横山　泉，伊東文行：顔面に生じた外毛根鞘性嚢腫の1例．日本皮膚科学会第708回東京地方会，1995．
　　1．
18）堺　則康，遠藤祐理子，津田晃男，伊東文行，石原楷輔1），岩崎孝一2）（1）第二病院産婦人科，2）東京都）：外陰部
　　に生じた異所性子宮内膜症の1例．第58回日本皮膚科学会東京支部学術大会，1995．2．
19）尾見徳弥1），荻原英子1），中島美知子1），川並注一1），中田朋子1），石崎良太郎1），大網　弘1），青木見佳子2），伊東
　　文行，服部怜美3），本田光芳2）（1）日本医大DNA診断研究班，2）付属病院皮膚科，3）北総病院皮膚科）：Multiplex
　　PCR法による扁平上皮系各種病変におけるパピローマウイルスの発現．第58回日本皮膚科学会東京支部学術大
　　会，1998．2．
　［千葉北総病院皮膚科］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Kaneko，K．，and　Ikebuchi，K．1）（1）Department　of　Blood　Transfusion，Institute　of　Medical　Science，University
　　of　Tokyo）：The　self－renewal　process　of　murine　hemopoietic　stem　cells　supported　by　interleukin－3and　the
　　synergistic　factors　and　the　probability　of　its　occurrence．J．Nippon　Med．Sch．，62，41－49，1995．
　2）関　正計，白井洋司D，小林伸子1），義澤　泉1），江川ゆり1），伊東文行1）（1）第二病院皮膚科）：先天性汎発性多発
　　性グロームス腫瘍の1例．皮の臨，36，661－664，1994．
著　書
　1）服部怜美：〔分担〕母斑および母斑症．“皮膚科・学校保健マニュアル”（山本一哉，本田光芳編），P．166－187，
　　診断と治療社，1994．
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学会発表
（1）一般講演：
　1）Hattori，S．，Kitahara，T．，Kaneko，K．，Yamanishi，T。1），Amano，K．1），Aoki，M．1）（1）付属病院皮膚科）：A　case
　　offixed　dmgeruption　due　to　probenecid．The10th　Intemational　Congress　ofContactDermatitis（Nagoya），
　　1995，3。
　2）北原東一，青木見佳子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1），粟屋　栄2），池田幸穂2），尾形昌男3），今津　修3）
　　（1）付属病院皮膚科，2）付属病院脳神経外科，3）病理第2）：神経皮膚黒色症の1例．第93回日本皮膚科学会総会，
　　1994．4．
　3）丸山陽子1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：Chondroid
　　syringomaの1例．日本皮膚科学会第701回東京地方会，1994．5．
　4）新見やよい1）・土田由起子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1），七田俊彦1）（1》付属病院皮膚科）：
　　スピロノラクトンによるアレルギー性接触皮膚炎の1例．日本皮膚科学会第701回東京地方会，1994．5．
　5）富岡　登1），谷憲三郎1），浅野茂隆1），池淵研二2），和田結花2），金子勝美，在家裕司3），小野田春男3），野村達次4）
　　（1）東大医科研病態薬理，2）東大医科研輸血部，3）東大医科研検査部，4）実中研）：SCIDマウスヘのヒト骨髄細胞移
　　植の試み．第56回日本血液学会総会，1994．5．
　6）田宮由美子1）・太田真琴1），新見やよい1），青木見佳子1》，畑　三恵子1），矢島　純D，服部怜美，本田光芳1），金子
　　晴生2）・早川弘一2）・丸田哲生3），浅野伍朗3）（1）付属病院皮膚科，2）内科第1，3）病理第2）：多発皮膚転移により
　　発見された腎癌の1例．第10回日本皮膚悪性腫瘍学会，1994．6．
　7）新谷真理子1），畑　三恵子1），矢島　純2），服部怜美，本田光芳1），斉藤　祐2）（1）付属病院皮膚科，2）東京都）：消
　　毒剤使用中に生じた皮膚潰瘍の1例．第24回日本皮膚アレルギー学会，1994．6．
　8）土田由起子1），藤本和久1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：
　　クロラムフェニコールによるアレルギー性接触皮膚炎の1例．第18回日本小児皮膚科学会，1994．6．
　9〉畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1），内藤善哉2），浅野伍朗2）（1）付属病院皮膚科，2）病理第2）：三
　　重癌の1例．日本皮膚科学会第58回東部支部学会，1994．9．
10）服部怜美・青木順子1），本田光芳1），濱松　優2），青木雅子2》，三神　寛2），百束比古3），神谷俊次4）（1）付属病院皮
　　膚科・2）第一病院皮膚科，3）形成外科，4）東京都）：A　case　of　oral　florid　papiIlomatosis．日本皮膚科学会第58回
　　東部支部学会，1994．9．
11）藤本和久1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳D（1）付属病院皮膚科）：前医および当科における済
　　癬の誤診例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
12）青木順子1），北原東一，青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：悪
　　性血管内皮細胞腫の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
13）土田由起子1），藤本和久1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：
　　クロラムフェニコールによるアレルギー性接触皮膚炎の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
14）新谷真理子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：消毒剤使用中に生じた皮膚
　　潰瘍の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
15）松本真由美1），北原東一1），米山英子1），新見やよい1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1》，服部怜美，本田
　　光芳1）（1）付属病院皮膚科）：耳介に生じた基底細胞癌の1例．日本皮膚科学会第704回東京地方会，1994．9．
16）竹内淳子1），田宮由美子1），新見やよい1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1）（1）付
　　属病院皮膚科）：小児に発症したSLEの1例．日本皮膚科学会第704回東京地方会，1994．9．
17）山西貴仁1）・中島美知子1），藤本和久1），新谷真理子1），新見やよい1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），
　　服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：アリルイソプロピルアセチル尿素による固定薬疹の1例．日本皮膚
　　科学会第64回西部支部学会，1994．11．
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18）荒牧　純1），青木順子D，藤本和久1），新谷真理子1），新見やよい1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服
　　部怜美，七田俊彦1），本田光芳L｝，佐々木英子2）（1〕付属病院皮膚科，2）山口県）：ブデソニドによるアレルギー性接
　　触皮膚炎．日本皮膚科学会第64回西部支部総会学術大会，1994．11．
19）星野哲夫1），持丸　博1》，林原賢治1），吉村明修1），渡　　淳9，於保倫之助1），葉山修陽1），水野杏一），服部怜美，
　　大秋美治2）（1）内科，2）病理部）：好酸球増多症候群．日本内科学会第443回関東地方会，1994．12．
20）栗原和久1），藤本和久1），新谷真理子1》，新見やよい1》，青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美・本田
　　光芳1）（1）付属病院皮膚科）：アンピロキシカムによる光線過敏症．日本皮膚科学会第708回東京地方会，1995．1．
21）尾見徳弥1），荻原英子1），中島美知子1），川並注一1），中田朋子1），石崎良太郎1），大網　弘1），青木見佳子2）・伊東
　　文行3），服部怜美，本田光芳2）（1）日本医大DNA研究班，2）付属病院皮膚科，3）第二病院皮膚科）：Multiplex　PCR
　　法による扁平上皮系各種病変におけるパピローマウイルスの発現．日本皮膚科学会第58回東京支部学術大会，
　　1995．2．
22）土田由起子1），関　正計，新見やよい1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），本田光芳11，成田哲也2）（1）付
　　属病院皮膚科，2）付属病院整形外科）：糖尿病性壊疽の2例．日本皮膚科学会第58回東京支部学術大会・1995．2．
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9．外科学第一講座
［付属病院第1外科］
研究概要
　教室では，消化器外科学，一般外科学さらにその関連領域に関する以下のテーマについて臨床的，基礎的研究を進
めており，その成果を積極的に学会ならびに論文に発表している．
　1）イレウス，腹膜炎を中心とする急性腹症病態の解明およびイレウスの新しい診断法の確立をめざし研究が進めら
れており，とくにジッツマークを用いた診断は臨床上その有用性が高く評価されている．
　2）胆石症に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術は症例数の増加に伴い臨床研究が盛んになっている．
　3）進行胃癌，大腸癌に対する手術と化学療法の組み合わせにより，患者のQOLの向上を図っている．
　4）肝硬変症，門脈圧充進症に起因する食道静脈瘤に対する集学的治療法により，病態に応じた治療法の選択により
良好な成績を得ている．
　5）消化性胃潰瘍の基礎的研究の進歩により，臓器温存手術が可能となってきている．
　6）食道癌，肝癌，膵臓癌の基礎的，臨床的研究が進められ手術法の進歩に伴い手術成績の向上が得られつつある・
　7）乳癌の症例数の増加に伴い臨床的研究が進歩し，縮小手術による良好な成績を得ている．教授，助教授，講師の
指導のもとに，これらの各テーマに若手医局員が配属され，熱心に研究が行われており，下記の如く内外の学会誌，
専門誌に発表された．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Kato，S．，Shields，G，P．，Caporaso，N，E．，Sugimura，H，，Trivers，G，E．，Tucker，M，A，，Trump，B，E，Weston，A，，
　　and　Harris，C，C、：Analysis　of　Cytochrome　P4502EI　Genetic　Polymorphisms　in　Relation　to　Human　Lung
　　Cancer．Cancer　Epidemiol　Biomarkers　Prev。，3，515－518，1994．
　2）Kato，S．，Onda，M．，Matsukura，N．，Tokunaga，A．，Tajiri，T．，Kim，D，Y．，Tsuruta，H，，Matsuda，N．，
　　Yamashita，K．，and　Shields，P，G．：Cytochrome　P4502E1（CYP2E1）genetic　polymorphism　in　a　case－control
　　study　of　gastric　cancer　and　liver　disease；Pharmacogenetics，5，141－144，1995。
　3）Matsukura，N．，Onda，M．，Tokunaga，A．，Matsuda，N．，and　Yamashita，K．：Mucosal　antibody　against
　　Helicobacter　pylori　in　chronic　gastritis　and　intestinal　metaplasia　detected　by　the　Tes－Tape　method　in
　　resection　specimens　after　gastrectomy　for　gastric　cancer，Cancer，75，1472－1477，1995。
　4）Matsukura，N．，Onda，M。，Tokunaga，A．，Teramoto，T。，Fujita，1．，Okuda，T。，and　Yamashita，K：Detection
　　of　serum　IgG　antibody　against　Helicobacter　pylori　from　childhood　in　a　Japanese　populationJ。Gastroenter－
　　01．，29，403－405，1994．
　5）池野広幸，菅原　通，大川共一：手術室内の清浄管理．手術医学，15．266－268，1994．
　6）菅　隼人，恩田昌彦，田中宣威，古川清憲，横井公良，高崎秀明，瀬谷知子，横山滋彦，丸山　弘，金沢義一，
　　佐々部　一，山下精彦，阪中専二1），金　武詐1）（1》太陽化学（株）総合研究所）：緑茶カテキン抽出物のDMH発
　　癌ラットに対する抗腫瘍作用．消癌の発生と進展，6，45－48・1994．
　7）菅原　通，池野広幸，大川共一，原　文男，馬越正通：剃毛による皮膚細菌の検討．手術医学，15，228－230，
　　1994．
　8）酒井順哉，木谷泰治，小林寛伊，池田卓也，大川共一：病院業務有効利用のための2次元データーコードFOR一
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　　MATに関する研究．手術医学，15，283－286，1994．
　9）田辺真理子，矢嶋浩三，高岡雅子，大川共一：不織布リネンシステムの経済面よりの再評価手術医学，15，
　　387－388，　1994．
10）寺本　忠・恩田昌彦，徳永　昭，藤田逸郎，小栗　剛，奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，吉行俊郎，西　恵吾，
　　宮下正夫，松倉則夫，山下精彦：胃癌腹膜播種診断における術中腹腔洗浄細胞診および漿膜面擦過細胞診の意義．
　　癌と化療，21，2260－2262，1994．
11）寺本　忠，恩田昌彦，徳永　昭，奥田武志，白川　毅，瀧田雅仁，小栗　剛，藤田逸郎，水谷　崇，木山輝郎，
　　清水康仁・吉行俊郎・西　恵吾・松倉則夫・山下精彦：ヌードマウス移植ヒト胃癌の増殖に対する抗EGFreceptor
　　抗体の抗腫瘍効果．消癌の発生と進展，6，245－248，1994．
12）徳永　昭，恩田昌彦，寺本　忠，小栗　剛，藤田逸郎，奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，清水康仁，吉行俊郎，
　　京野昭二，松倉則夫，山下精彦：再発胃癌治療におけるQOL：客観的指標としての在宅率の評価．Oncologia，
　　27，　306－310，　1994．
13）藤井　昭，木谷泰治，小林寛伊，池田卓也，大川共一：手術用鋼製小物にレーザーマーキングした2次元データー
　　コードの有用化．手術医学，15，278－280，1994．
14）古川清憲・恩田昌彦，丸山　弘，田中宣威，横井公良，高崎秀明，鈴木英之，斉藤忠生，瀬谷知子，横山滋彦，
　　菅　隼人，金沢義一，佐々部　一，山下精彦：教室における周術期IVHカテーテル感染について．日外感染症
　　研，6，121－126，1994．
15）松田範子，恩田昌彦，森山雄吉，金　徳栄，田尻　孝，梅原松臣，徳永　昭，田中宣威，松田　健：肝切除後の
　　肝不全に対し高圧酸素療法が有効であった1例．日高圧医誌，27，165－171，1994．
16）木山輝郎，江上　格1），谷口善郎1），和田雅世1），吉岡正智1），下村隆保，恩田昌彦（L）多摩永山病院外科）：穿刺吸
　　引細胞診にて診断しえた直腸原発悪性リンパ腫の1例．日本大腸肛門病会誌，47，609－614，1994．
（2）総説：
1）Tokmaga，A．，Onda，M．，Okuda，T。，Teramoto，T．，Fujita，1．，Mizutani，T．，Kiyama，T．，Yoshiyuki，T．，Nishi，
　　K．，and　Matsukura，N，：Clinical　Significance　of　epidermal　growth　factor（EGF）receptor，and　c－erbB－2in
　　human　gastric　cancer．Cancer，75，1418－1425，1995．
2）内田英二，恩田昌彦，山下精彦，京野昭二，森山雄吉：高齢者の急性腹症（特集：老年医学の最前線）．
　　nanoGIGA，3，827－831，日本臨床社，1994．
3）大川共一：医療用不織布の歴史的経過と今後の展望．医科器械学，64．381－383，1994．
4）柴田泰史1），青山昭徳1〉，山下精彦，小関一英2），辺見　弘2），大塚敏文2）（1）中央検査部，2）救急医学）：血中テオ
　　フィリン測定機器Biotrack516の有用性の検討，日救急医会関東誌，15，302，1994．
5）高崎秀明，恩田昌彦，田中宣威：術後早期イレウスの鑑別診断と治療（特集：イレウスーその周辺病態と治療の
　　進歩一）．外科診療，37，327－332，1995．
6）田中宣威：一般臨床医のための排泄管理マニュアル，人工肛門，回腸stoma（11eostomy）．治療，76，2102－2107，
　　1994．
7）田中宣威，恩田昌彦，横山滋彦，菅　隼人：各臓器疾患の画像診断のコツ，小腸．外科，56，1334－1341，1994．
8）徳永　昭・恩田昌彦，藤田逸郎：創傷治癒研究の進歩と臨床応用．日医大誌，61，171－179，1994．
9）古川清憲：便秘，一般臨床医のための排泄管理マニュアル．治療，78，81－86，1994．
10）古川清憲，吉村和泰，恩田昌彦：ヘルニア．高齢者手術をめぐる諸問題．外科治療，72，59－66，1995．
11）松倉則夫・恩田昌彦，加藤俊二，徳永　昭，山下精彦：Helicobacterpyloriと胃瘤外科治療，72，399－405，
　　1995．
12）松倉則夫，恩田昌彦，山下精彦：Helicobacterpyloriと消化性潰瘍，胃癌の発生について．癌と化学療法，22，
　　169－178，　1995．
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13) ~~~*~r~U~i~, J~.EEI~i~~, ~~i7~~ B~:, .J~~! ~g, ~:l~*EEI~ii~:, ~~~~f~~~~~. VJT~~~~ : Helicobacter 
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〔1993年度追加分〕
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（1）特別講演：
　1）古川清憲：腸内細菌と消化器疾患．第6回臨床腸内細菌研究会。1994．
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　2）梅原松臣，恩田昌彦，田尻　孝，金　徳栄，鳥羽昌仁，増森興治，吉田　寛，真々田裕宏，西久保秀紀，谷合信
　　彦，小嶋隆行，松崎　栄，山本一仁，広瀬洋一郎，山下精彦：内視鏡的食道静脈瘤結紮術（EVL）における工夫：
　　密集結紮法の手技．第1回日本門脈圧充進症食道静脈瘤学会総会，1994．9．
　3）菅　隼人，恩田昌彦，田中宣威，古川清憲，横井公良，高崎秀明，瀬谷知子，横山滋彦，丸山　弘，金沢義一，
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　　Sasajima，K。，Tajiri，T．，Egami，K．，Yamashita，K．，Naito，Z．1），and　Asano，G。1）（1）病理第2）：Study　on
　　intrapancreaticallograftandcellproliferationofpancreaticcelllineinducedbyNNitrosobis（2・
　　Oxopropy1）Amine（BOP）in　syrian　golden　hamsters．The　Sixth　Meeting　of　the　Intemational　Association
　　of　Pancreatology　（Chicago），　1994．　11．
　2）Uchida，E．，Onda，M．，Tajiri，T。，Egami，K。，Yamashita，K．，Aida，K．，Yamanaka，Y．，Kobayashi，T．，Aimoto，
　　T．，Yokoyama，T．，Inoue，M．，Naito，Z．1）．，and　Asano，G．1）（1）病理第2）：Pancreatic　carcinogenesis　study　in
　　spontaneously　induced　diabetic　rat（WBN／KOB）and　establishment　of　its　cancer　cell　line．The　Sixth
　　Meeting　of　the　Intemational　Association　of　Pancreatology（Chicago），1994．11．
　3）Oguri，T．，Onda，M．，Tokunaga，A．，Teramoto，T．，Fujita，1．，Okuda，T。，Mizutani，T．，Kiyama，T，，Shimizu，
　　Y．，Yoshiyuki，T．，Nishi，K．，Matsukura，N。，Yamashita，K．，and　Asano，G．：Expression　of　Breast　Cancer－
　　associated　Gene　pS－2in　Human　Gastric　Cancer．Fourth　Japan－US　Joint　Congress　of　Histochemistry　and
　　Cytochemistry（Hawaii），1994．7．
　4）Kato，S．，Onda，M．，Matsukura，N．，Tokunaga，A．，Matsuda，N．，Tsuruta，H．，Yamashita，K．，Shields，P，G．，
　　and　Harris，C．C．：Cytochrome　P4502E1（CYP2E1）Genetic　Polymorphisms　for　the　Gastric　Carcinogenesis
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　　16回日本手術医学会総会，1994．9．
30）池野広幸，菅原　通，大川共一：強酸性水の性能に関する検討（第1報），各種保存状態における残留塩酸濃度
　　と効力について．第10回日本環境感染学会総会，1994．12．
31）井上松応，恩田昌彦，内田英二，山中洋一郎，小林　匡，相本隆幸，横山　正，会田邦晴，笹島耕二，田尻　孝，
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　西久保秀紀，小嶋隆行，山下精彦，隈崎達夫1），汲田伸一郎1）（1）放射線科）：正常肝および障害肝におけるASGP－R
　密度の検討．第29回日本肝臓学会東部会，1994．11．
90）松崎　栄，恩田昌彦，田尻　孝，金　徳栄，鳥羽昌仁，増森興治，梅原松臣，吉田　寛，真々田裕宏，谷合信彦，
　西久保秀紀，小嶋隆行，山下精彦，森山雄吉，隈崎達夫1），田島廣之1），大矢　徹1），伊藤公一郎1），村上隆介1），
　川俣博志1）（1）放射線科）：肝性脳症を伴った門脈体循環シャントに対する塞栓術の有用性．第30回日本肝臓学会
　総会，1994．7．
91）松崎　栄，恩田昌彦，田尻　孝，山下精彦，金　徳栄，鳥羽昌仁，増森興治，梅原松臣，吉田　寛，真々田裕宏，
　西久保秀紀，谷合信彦，小嶋隆行，隈崎達夫1），田島廣之1），弦間和仁1）（り放射線科）：集学的な非観血的治療法
　が著効を示した左胃静脈下大静脈シャント術後の再発食道胃静脈瘤の1例．第47回日本消化器内視鏡学会総会，
　1994．4．
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92）松田範子，加藤俊二，鶴田宏之，梅原松臣，松倉則夫，金　徳栄，田尻　孝，山下精彦，恩田昌彦：チトクロー
　　ムP4502E1（CYP2E1）遺伝子多型性分析による肝障害：特に肝硬変，肝癌発生の危険度評価．第53回日本癌
　　学会総会，1994．10．
93）松田範子，恩田昌彦，森山雄吉，徳永　昭，金　徳栄，松田　健，吉村成子：減圧症患者の最近の傾向．第29回
　　日本高気圧環境医学会総会，1994．11．
94）松谷　毅・恩田昌彦，笹島耕二，宮下正夫，古川清憲，大川敬一，秋谷行宏，丸山　弘，山下精彦，竹田晋浩1）
　　（1）麻酔科）：食道癌手術後のSIRS，MOFとステロイド投与の効果．第7回日本外科感染症研究会，1994．12．
95）真々田裕宏，木内博之，水谷　崇，菊地俊雄1），石川紀行，森　正陽2）（1）北村山公立病院外科，2）同消化器科）：
　　胆嚢管憩室と思われた1手術例．第151回日本消化器病学会東北支部例会，1995．2．
96）真々田裕宏1），江上　格1），吉岡正智1），和田雅世1），内田英二，田尻　孝，恩田昌彦（1》多摩永山病院）：閉塞性黄
　　疸を合併した慢性無痛性膵炎5例の臨床的検討．第25回日本膵臓学会大会，1994．4．
97）丸山　弘，恩田昌彦，古川清憲，田中宣威，樋口勝美，高崎秀明，吉村和泰，鈴木英之，斎藤忠生，石川紀行，
　　横山滋彦，菅　隼人，金沢義一，佐々部　一，秋谷行宏，山下精彦：大腸癌手術における術前化学的腸管処置法
　　の臨床的検討．第7回日本外科感染症研究会，1994．12．
98）丸山　弘・恩田昌彦，田中宣威，徳永　昭，古川清憲，高崎秀明，加藤俊二，横山滋彦，佐々部　一，萩原信敏，
　　山下精彦：全小腸絞拒性イレウスに対しSecond　look　reoperationにて救命した1例．第24回日本腹部救急医学
　　会，1994．12．
99）三橋　太1）・橋本政子1》，青山昭徳1），山下精彦（1）中央検査部）：ポリアミノ酸粒子を担体に用いたHBs抗原，抗
　　体測定法の評価．第62回日本医科大学医学会総会．1994．9．
100）水谷　崇，木内博之，菊地俊雄，真々田裕宏，小林　匡，内藤委仲1）（1）北村山公立病院外科）：閉経前高度進行
　　乳癌の1例．第18回山形県乳腺疾患研究会，1995．3．
101）宮下正夫，恩田昌彦，笹島耕二，中村　孝，秋谷行宏，松谷　毅，大川敬一，山下精彦，竹田晋浩1）（1）麻酔科）：
　　食道癌手術侵襲とステロイド投与の効果．第48回食道疾患研究会，1994．6．
102）宮下正夫，恩田昌彦，笹島耕二，大川敬一，松谷　毅，秋谷行宏，山下精彦：食道癌手術侵襲とサイトカインに
　　およぼすステロイドの効果．第45回日本消化器外科学会総会，1995，2．
103）村上隆介1》，大矢　徹1），田島廣之’），伊藤公一郎1），川俣博志1），後藤慎介1），高浜克也1），隈崎達夫1），田尻　孝，
　　恩田昌彦（1）放射線科）：門脈圧克進症における門脈：体循環短路に対する塞栓術の有用性．第53回日本医学放射
　　線学会総会，1994．4．
104）森本　進D，青山昭徳1），山下精彦（1）中央検査部）：電気泳動法によるコレステロール分画の測定における異常分
　　画の解析．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
105）山中洋一郎，恩田昌彦，内田英二，会田邦晴，小林　匡，相本隆幸，横山　正，井上松応，田尻　孝，江上　格1）
　　（1）多摩永山病院外科）：ヒト膵臓癌におけるC－erbB－2癌遺伝子の発現．第25回日本膵臓学会大会，1994．4．
106）山本一仁，恩田昌彦，山下糟彦，田尻　孝，内田英二，高崎秀明，吉村和泰，井上松応，池田研吾，本田光芳n
　　（1）皮膚科〉：切除術後に左栂指に皮膚転移を来した膵頭部癌の1症例．第229回日本消化器病学会関東支部例会，
　　1994．5。
107）横山滋彦，恩田昌彦，田中宣威，山下精彦，森山雄吉，古川清憲，横井公良，高崎秀明，吉村和熱瀬谷知子，
　　菅　隼人，佐々部　一，金沢義一，秋谷行宏：経皮経胃痩消化管減圧術（PTGID）によるイレウスの管理．第24
　　回日本腹部救急医学会総会，1995．3．
一209一
［多摩永山病院外科］
研究概要
　おもに消化器外科領域で臨床的研究を中心にして，治療成績の向上をめざしている．また，多摩地区の学会や研究
会において，地域の基幹病院としての役割を果たしている．
　1）従来より中心的研究課題である肝・胆道・膵疾患に対する研究が続けられている．悪性疾患に対しては外科的治
療のみならず最先端の集学的治療をおこない，治療成績の向上をめざしている．
　2〉消化器科と共同で，腹腔鏡下胆嚢摘出術を主とした内視鏡下外科手術を広く実施しており，症例数は年々増加し
ている．
　3）潰瘍性大腸炎の薬物療法についての臨床研究を消化器科・薬剤科と共同で進めている．
　4）乳腺外来は地域住民の好評を得て患者数の増加も著しく，病理部と提携し迅速穿刺吸引細胞診をおこない・乳癌
の早期診断および治療成績の向上に努力している．
　5）小児外科領域については外傷，消化管異物等の臨床的研究が進められている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）江上　格：主な救急疾患の症候（特集：目でみる救急医療の実際）一その鑑別と救急処置r治療，77，477，
　　483，　1995．
　2）小林由子1），田島なつき1），杉崎健一1），飯田英次1），篠原義智・），山本　鼎1》，吉田陽一2），野手洋治2）・志村俊郎2》・
　　江上　格（・）多摩永山病院放射線科，2）同脳神経外科）：Central　Pontine　Myelinolysisの1例：MRIを中心に．
　　画像診断，15，81－85，1995．
〔1993年度追加分〕
原著：
　1）Mizutani，T．，Onda，M．11，Tokunaga，A．1），Fujita，L1），Okuda，T．1》，Iida，S，，Kiyama，T．，Nishi，K1），
　　Matsukura，N．1），Yamashita，K．1），Sugisaki，Y．1》，Yamanaka，N．1）（1）外科学第1）：Correlation　of　c－erbB－2
　　with　invation　and　metastasis　in　human　gastric　cancer．Gastroenterol　Jpn・，27，424・1992。
　2）松田　健，江上　格，渡辺　章1），和田雅世，吉村和泰，恩田昌彦1）（1）外科学第1〉：卵巣腫瘍SegmentalDilatation
　　of　the　Intestine一回腸部分拡張症の1治験例と文献的報告例の検討一．日小外会誌，29，867－873，1993．
　3）松田　健，吉岡正智，江上　格，中島米治郎，大川共一），恩田昌彦1）（1）外科学第1）：診断に難渋した急性虫垂
　　炎の1例一当科における最近10年間（1981－1990）の手術例を中心として一．腹部救急診療の進歩，13・563－566・
　　1993．
　4）水谷　崇，恩田昌彦1），徳永　昭1），寺本　忠1》，藤田逸郎1），奥田武志1），飯田信也，木山輝郎，吉行俊郎1）・清
　　水康仁1），西　恵吾1），松倉則夫1），田中宣威1），山下精彦1）（1）外科学第1）：ヒト胃癌におけるc・erbB－2の発現と
　　リンパ節転移．消癌の発生と進展，4，265－267，1992．
　5）内田英二1），恩田昌彦1），相本隆幸，山中洋一郎1），小林　匡1），横山　正，井上松応1），田尻　孝1），江上　格
　　（1）外科学第1）：細胞増殖関連因子と膵癌の悪性度．特集；膵癌の生物学的悪性度をめぐって．胆と膵・14・
　　529－534，　1993．
　6）内田英二1），恩田昌彦1），山中洋一郎1》，小林　匡1），相本隆幸，横山　正，田尻　孝1），江上　格（1》外科学第1）：
　　膵臓癌の生物学的悪性度の指標；特に増殖能に関連して．膵臓，8，66－67，1993．
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〔1992年度追加分〕
原著：
　1）松田　健，吉岡正智，中島米治郎，谷口善郎，和田雅世，小川芳雄，長谷川博一，渡辺　学，木村美保，松本智
　　司，田中洋介1），沖浜裕司1），清水康仁1），大川共一，恩、田昌彦2），（1）多摩永山病院消化器科，2》外科学第1）：卵
　　巣腫瘍との鑑別に困難をきたした穿孔性虫垂炎の1例（特集：診断に困難をきたした腹痛症例；思いがけない腹
　　痛）．東京医師会誌，45，1078－1080，1992．
著書
　1）江上　格，大塚敏文1》（1）救急医学）：〔分担〕腹部外傷　図説　臨床看護医学．3，消化器（古味信彦編），
　　P．344－354，同朋舎出版，1994．
〔1993年度追加分〕
　1）Tajiri，T．1），Onda，M。1），Moriyama，Y．1），Egami，K．，Itou，S．1），Kim，D．Y．1），Tashiro，S．1），Arima，H．1），Toba，
　　S．1》，Yokomuro，S．，Seya，T．1），Taniai，N．1）（1）外科学第1）：〔共著〕Early　or　delayed　surgery　for　acute
　　cholecystitisP　Review　of　our10years　experience．P．24－26，New　Frontiers　in　Hepato・Biliary・Pancreatic
　　Surgery，1993．
　2）Mamada，Y．，Onda，M．1），Tajiri，T．D，Kim，D．Y，1），Umehara，M．1），Yoshida，H．，Egami，K．，Toba，M．1），Taniai，
　　N．1），Nishikubo，H．1），Nomura，T．（1）外科学第1）：〔共著〕Preoperative　portal　embolizationfollowing　TAE
　　to　enhance　the　tumor　necrosis　hepatocellular　carcinoma（HCC）．P．24－26，New　frontiers　in　hepato－biliary－
　　pancreatic　surgery．　1993．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Inoue，M．1），Onda，M．1），Uchida，E．L），Aimoto，T．1），Yamanaka，Y．L），Kobayashi，T．1），Yokoyama，T．1），Aida，
　　K．1），Sasajima，K．1），Tajiri，T．1），Egami，K．1），Yamashita，K．1），Naito，Z．2），Asano，G．2）（D外科学第1，2）病理
　　第2）：Studyonintrapancreaticallograftandcellproliferationofpancreaticcelllineinducedbyn－
　　nitrosobis（2・Oxopropyl）amine（BOP）in　syriangolden　hamsters．Intemational　association　ofpancreatology
　　（Chicago），　1994．　11．
　2〉Uchida，E．1），Onda，M．1），Tajiri，T．1），Egami，K．，Yamashita，K．1），Aida，K．1），Yamanaka，Y．1》，Kobayashi，T．1），
　　Aimoto，T．1），Yokoyama，T．11，Inoue，M．1），Naitou，Z．2），Asano，G．2〕（1》外科学第1，2）病理第2）：Pancreatic
　　carcinogenesis　study　in　spontaneously　induced　diabetic　rat（WBN／KOB）and　establishment　of　its　cancer
　　cell　line．Intemational　Association　of　Pancreatology（Chicago），1994．11．
　3）Egami，K．，Wada，M．，Okazaki，S．，Taniguchi，Y．，Aida，K．，Yokomuro，S．，Genga，A．，Iida，S．，Miyamoto，
　　M．，Aimoto，T．，Makino，K．，Mishima，M．，Yoshioka，M．：Management　ofProximal　Bile　Duct　Carcinoma－
　　Initial　Results　of　Consecutive21Patients．10th　Biemial　Congress　Asian　Surgical　Association（lndonesia），
　　1995．3．
　4）小林由子1），田島なつき1），杉崎健一1），飯田英次1），篠原義智1》，山本　鼎1），吉田陽一2），野手洋治2），志村俊郎2），
　　渡辺学，江上格（1）多摩永山病院放射線科，2）多摩永山病院脳神経外科）：Centralpontinemyelinolysis
　　（CPM）の1例一MRI画像を中心に一．第401回日本医学放射線学会関東地方会，1993．
　5）内田英二，恩田昌彦，井上松応，横山　正，相本隆幸，小林　匡，山中洋一郎，会田邦晴，田尻　孝，江上　格，
　　山下精彦，内藤善哉1），浅野伍朗1｝（11病理第2）：膵癌転移モデルの確立とその実験的応用．第25回日本膵臓学会
　　大会，1994，4．
　6）谷口善郎，江上　格，中島米治郎，木山輝郎，前田昭太郎1），下村隆保1），細根　勝1》，中川敬夫1），清水秀樹1），加
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　　藤圭子1），（1）多摩永山病院病理部）1生検診断に難渋し，穿刺吸引細胞診で診断し得た直腸悪性リンパ腫の1例．
　　第35回日本臨床細胞学会総会，1994．6．
7）木山輝郎，江上　格，谷口善郎，和田雅世，真々田裕宏，三島雅辰，渡辺　仁，横室茂樹，源河敦史，飯田信也，
　　吉岡正智，恩田昌彦1）（1》外科学第1）：切除不能肝門部胆管癌に対するself　expandable　metalic　stent内痩術の
　　限界と有用性．第44回消化器外科学会総会，1994．7．
8）相本隆幸1），田中洋介1），沖浜裕司1），水谷　崇1），源河敦史，和田雅世，谷口善郎，岡崎滋樹，吉岡正智，江上　格，
　　（1）多摩永山病院消化器科）：膵のSolid　and　cystic　tumorの1例．第230回日本消化器病学会関東支部例会，1994．
　　7．
9）横室茂樹，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，会田邦晴，源河敦史，宮本昌之，飯田信也，相本隆幸，
　　牧野浩司，吉岡正智：治療経過中に激症肝炎の臨床像を呈した悪性リンパ腫（Hodgkin）肝浸潤の1例．第49回
　　城西外科研究会，1994．9．
10）和田雅世，江上　格，吉岡正智，岡崎滋樹，谷口善郎，会田邦晴，横室茂樹，源河敦史，飯田信也，宮本昌之，
　　相本隆幸，牧野浩司，田中洋介1），沖浜裕司1），恩田昌彦2）（1》多摩永山病院消化器科，2）外科学第1）：胆道悪性腫
　　瘍例の臨床的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
11）源河敦史，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，木山輝郎，横室茂樹，飯田信也，真々田裕宏，三島雅辰，
　　渡辺　仁，吉岡正智，恩田昌彦1）（1）外科学第1）：肝硬変合併肝癌切除術後に発生した難治性大量腹水（肝リン
　　パ漏）の1治験例．第231回日本消化器病学会関東支部例会，1994．9．
12）前田昭太郎1》，原　　博’），中川敬夫1），片山博徳1），礒部宏昭1），阿部久美子11，日吾美栄子1），柳田裕美1），東　敬
　　子1），谷口善郎，江上　格・浅野伍朗2）（1）多摩永山病院病理部，2）病理第2）：穿刺吸引細胞診による乳腺腫瘍の
　　迅速診断．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
13）長江　康1），浅野伍朗11，前田昭太郎2），原　　博2），中川敬夫2），片山博徳2），礒部宏昭2），江上　格，谷口善郎，
　　吉田　寛（1）病理第2，2〉多摩永山病院病理部）：経皮的穿刺吸引細胞診で推定診断し切除術を施行した膵癌の1
　　例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
14）和田雅世，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，会田邦晴，横室茂樹，源河敦史，宮本昌之，相本隆幸，牧野浩司，
　　飯田信也・三島雅辰，吉岡正智，田中洋介1），沖浜裕司・》，恩田昌彦2）（1）多摩永山病院消化器科，2）外科学第1）：
　　CA19－9上昇により発見された無症候性肝門部胆管癌の1切除例．第232回日本消化器病学会関東支部例会，
　　1994．　12．
15）和田雅世・江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎・会田邦晴，横室茂樹，源河敦史，宮本昌之，相本隆幸，牧野浩司，
　　飯田信也，吉岡正智：膀胱炎症状にて発症したS字結腸癌の1例．第7回多摩大腸疾患懇話会・1994．12．
16）飯田信也，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，会田邦晴・源河敦史，横室茂樹・宮本昌之・相本隆幸，
　　牧野浩司，吉岡正智，前田昭太郎1），恩田昌彦2）（1）多摩永山病院病理部，2）外科学第1）：無症候時に診断され，
　　2年経過後切除し得た肝門部胆管癌の1例．第755回外科集談会，第81回神奈川県臨床外科医学会集談会，1994．
　　12．
17）岡崎滋樹・江上　格，谷口善郎，和田雅世・会田邦晴，宮本昌之・相本隆幸・牧野浩司・吉岡正智：腹腔鏡下胆
　　嚢摘出術中に遭遇した偶発症の検討．第14回多摩消化器シンポジウム，1995．1．
18）沖浜裕司1），田中洋介1），奥田武志1），小川美保1），岡崎滋樹，江上　格，吉岡正智（1）多摩永山病院消化器科）：当
　　科における上部消化管出血症例の検討．第14回多摩消化器シンポジウム，1995．1．
19）牧野浩司，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，会田邦晴，菊池俊雄，宮本昌之，相本隆幸，横山　正，
　　宮崎賢一，吉岡正智，田中洋介1），沖浜裕司1），恩田昌彦2）（L）多摩永山病院消化器科，2》外科学第1〉：直腸癌術後
　　5年間に3回の異時性肝転移再発に肝切除を行った1例．第50回城西外科研究会，1995・3．
20）井上松応1），恩田昌彦1），内田英二1），相本隆幸1），山中洋一郎1），小林　匡1），横山　正1），田尻　孝1），江上　格1），
　　山下精彦1），内藤善哉2），浅野伍朗2）（1）外科学第1，2）病理第2）：低転移ハムスター膵癌細胞株の樹立（高転移株
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　　との比較）．第95回日本外科学会総会，1995．4．
〔1993年度追加分〕
（1〉特別講演：
　1）吉岡正智：急性胆嚢炎の病態と手術時期．第61回日本医科大学医学会総会，1993，9．
（2）一般講演：
　1）Higuchi，K，Onda，M．，Tajiri，T。，Egami，K。，Itoh，S。，Furukawa，K．，Arima，Y．，Takasaki，H．，Ogawa，Y．，
　　Hasegawa，H，，Maruyama，H，，Yamashita，K，Moriyama，Y．，Kuroda，H．1），Kobayashi，M．（1）Brd　Dept．of
　　Intema13Medicine）：Comparison　of　intraoperative　peritoneal　lavage　culture　between　laparoscopic
　　cholecystectomy　and　open　cholecystectomy．The2nd　Congress　of　Asian　Hepato－Biliary－Pancreatic　Sur－
　　gery（Taipei，Taiwan），1993．
2）中川敬夫1），前田昭太郎1），清水秀樹1），加藤圭子1），横山宗伯2），吉岡正智，江上　格，中島米治郎，谷口善郎
　　（1）多摩永山病院病理部，2）病理第2）：乳癌早期診断の為の迅速細胞診．第1回日本乳癌学会総会，1993．9．
　3）谷口善郎・江上　格，吉岡正智，中島米治郎，和田雅世，石川紀行，美濃部かおり，水谷　崇，野村　務，前田
　　昭太郎1），恩田昌彦2）（1）多摩永山病院病理部，2）外科学第1）：局所進行乳癌に対する動注化学療法の検討．第1
　　回日本乳癌学会総会，1993．9．
4）沖浜裕司1），田中洋介1），美濃部かおり1），江上　格，中島米治郎，谷口善郎，和田雅世，吉村和泰，吉田　寛，
　　木山輝郎，野村　務，真々田裕宏，水谷　崇，渡辺　仁，吉岡正智，大川共一2），山下精彦2》，恩田昌彦2）（1）多摩
　　永山病院消化器科，2）外科学第1）：胃内視鏡検査にて診断した完全寛解を得た胃及び後腹膜悪性リンパ腫の1
　　治験例．第57回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1993．
5）内田英二1），恩田昌彦1》，相本隆幸，山中洋一郎1），小林　匡1），横山　正，井上松応1），会田邦晴，笹島耕二1），
　　田尻　孝1），江上　格，内藤善哉2）（1）外科学第1，2）病理第2）：自然発症糖尿病ラット（WBN／Kob）における
　　膵発癌実験およびその膵癌細胞株の樹立．第24回日本膵臓学会大会，1993．
6）井上松応1），恩田昌彦1），内田英二1），会田邦晴，山中洋一郎1），小林　匡1），相本隆幸，横山　正，笹島耕二11，
　　田尻　孝1），江上　格，内藤善哉2）（1）外科学第1，2）病理第2）：ハムスター膵癌細胞（PGHAM・1）の同種膵内
　　移植腫瘍の特性に関する検討．第24回日本膵臓学会大会，1993．
［多摩永山病院消化器科］
研究概要
　消化器一般の内科的・外科的疾患を診療の対象とし，それらに関する研究と，幅広い能力・視野を有する臨床医の
養成を目指している．当科は開設後4年を経て，その基盤を整えつつあるが，現在では主として以下のような研究活
動を続けている．
　1）患者数の増加に伴い，上部ならびに下部消化管に対する内視鏡検査件数が増え続けているが，それらに対応すべ
く診断技術の向上に努めている．
　2）各種消化器疾患の内視鏡的治療および内視鏡下手術について臨床研究を行なっている．早期癌の内視鏡的治療，
胆石症に対する腹腔鏡下手術，食道静脈瘤に対する集学的治療など，外科との共同で研究および治療成績の向上に努
めている．
　3）炎症性腸疾患の診断と治療，とくに潰瘍性大腸炎の薬物療法として，5－Aminosalicylic　acid（5－ASA）注腸療法
を中心に臨床研究を継続している．
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研究業績
論文
（1）原著：
1）松田　健，恩田昌彦1），宮下正夫1），松田範子1）（1）外科学第1）：エンドトキシンショック時の肺傷害：循環白血
　球と活性酸素の関与およびステロイドとanti－oxidant剤による予防効果について．日医大誌，62，150－160，1995．
2）松田　健，吉安正行1），橋本正好1），恩田昌彦2）（1》三菱重工大倉山病院外科，2）外科学第1）：高齢者の大網裂孔ヘ
　ルニアによる絞拒性イレウスの1治験例．外科，56，537－540，1994．
3）松田　健，吉安正行1），橋本正好1），吉村和泰2），中村慶春2），笹島耕二2），恩田昌彦2）（1）三菱重工大倉山病院外科，
　2）外科学第1）：脾嚢胞の治療経験：当科で経験した2治験例と手術法の検討．手術，49，287－290・1995．
4）松田範子1），恩田昌彦1），森山雄吉1），金徳栄1），田尻孝1），梅原松臣1），徳永　昭1），田中宣威1），松田　健
　（1》外科学第1）：肝切除後の肝不全に対し高圧酸素療法が有効であった1例．日高圧医誌，27，165－171，1994．
〔1993年度追加分〕
原著：
1）松田　健，吉岡正智1），中島米治郎1），谷口善郎1），和田雅世1），小川芳雄1），長谷川博一），渡辺　学1），木村美保1），
　松本智司1），田中洋介，沖浜裕司，清水康仁，大川共一），恩田昌彦2）（1）多摩永山病院外科，2）外科学第1）：卵巣
　腫瘍との鑑別に困難をきたした穿孔性虫垂炎の1例．東京医会誌，45，1078－1080，1993．
著書
1）江上　格1），松田　健，辺見　弘2）（1）多摩永山病院外科，2）救急医学）：〔分担〕小児外傷の種類と特殊性．”救急
　現場の救急医療；外傷一般”（吉田竜介編集），P．118－121，荘道社，1995．
2）江上　格1），松田　健，辺見　弘2）（1）多摩永山病院外科，2）救急医学）：〔分担〕小児重症外傷の救急救命処置と
　初期治療．”救急現場の救急医療；外傷一般”（吉田竜介編集），P．121－124，荘道社，1995．
学会発表
（1〉シンポジウム：
1）沖浜裕司，田中洋介，奥田武志，小川美保，岡崎滋樹1），江上　格1），吉岡正智・）（1）多摩永山病院外科）：当科に
　おける上部消化管出血症例の検討．第14回多摩消化器シンポジウム・1995．1．
（2）一般講演：
1）相本隆幸，田中洋介，沖浜裕司，水谷　崇，源河敦史1），和田雅世1），谷口善郎’），岡崎滋樹1），吉岡正智1）・江上
　格1》（1）多摩永山病院外科）：膵のSolid　and　cystic　tumorの1例．第230回日本消化器病学会関東支部例会，1994．
　7．2）和田雅世1），江上　格1），吉岡正智1），岡崎滋樹1），谷口善郎’），会田邦晴1），横室茂樹1），源河敦史1），飯田信也1）・
　宮本昌之1），相本隆幸1），牧野浩司1），田中洋介，沖浜裕司，恩田昌彦2）（1）多摩永山病院外科，2）外科学第1）：胆
　道悪性腫瘍例の臨床的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
3）山村　進L），恩田昌彦1），山下精彦1），田中宣威1），松田　健，古川清憲1），高崎秀明1），吉村和泰1），横山滋彦1）・
　佐々部　一・），長谷川博一），服部千秋1）（・）外科学第1）：メッケル憩室の癒着により発症したイレウスの1例．
　第754回外科集談会，1994．9．
4）松田範子1），恩田昌彦1），森山雄吉1），徳永　昭1），金　徳栄1》，松田　健，吉村成子1》（1）外科学第1）：減圧症患
　者の最近の傾向．第29回日本高気圧環境医学会総会，1994．11．
5）和田雅世1），江上　格1），岡崎滋樹1），谷口善郎1），会田邦晴1），横室茂樹1），源河敦史1），宮本昌之1），相本隆幸1）・
　牧野浩司1），飯田信也1》，三島雅辰1），吉岡正智1），田中洋介，沖浜裕司，恩田昌彦2）（1）多摩永山病院外科，2）外科
　学第1）：CA19－9上昇により発見された無症候性肝門部胆管癌の1切除例．第232回日本消化器病学会関東支部
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(1) I~~~: : 
1) Takahashi, M.1), Minamoto, T.1), Yamashita, N., Kato, T.2), Yazawa, K.3), Sugimura, T.1), and Esumi, H.1) 
(1)Biochem. Div. Natl. Cancer Center Research Inst, 2)Nagoya City Univ. Pathology Div) : Effect of 
docosaenoic acid on azoxymethane-induced colon carcinogenesis in rats. Cancer Lett. 83, 177-184. 1994. 
2) Nakamura, T., Hasegawa, S., Shio, H., and Uyesaka,N. : Rheologic and Pathophysiologic Significance of 
Red Cell Passage through Narrow Pores. Blood Cells. 20, 151-165, 1994. 
3) Yamashita, N., Minamoto. T.1), Onda, M., and Esumi, H,1) (1)Biochem. Div. Natl. Cancer Center Research 
Inst) : Increased cell proliferation of azoxymethane-induced aberrant crypt foci of rat colon_ Jpn. J. Cancer 
Res., 85, 692-698. 1994. 
4) Minamoto, T.1), Ronai, Z.2), Yamashita, N.1), Ochiai, A.3), Mai, M.4), Sugimura, T.1), and Esumi, H.1) 
(1)Biochern. Div. Natl. Cancer Center Res6arch Inst, 2)Molecular Carcinogenesis Program, American Health 
Foundation, 3)Pathology Div. Natl. Cancer Center Research Inst, 4)Dept, of Surgery, Cancer Research Inst, 
Kanazawa Univ) : Detection of Ki-ras Mutation in non-neoplastic mucosa of Japanese patients with 
colorectal cancers. Int. J. Oncol., 4 , 397-401, 1994. 
5) Minamoto, T.1), Sawaguchi, K.2), Mai, M.2), Yamashita, N., Sugimura. T.1), and Esumi. H.1) (1)Biochem. Div. 
Natl. Cancer Center Research Inst, 2)Dept. of Surgery, Cancer Research Inst, Kanazawa Univ) : Infrequent 
K-ras activation in superficial-type (flat) colorectal adenomas and adenocarcinomas. Cancer Res., 54. 
2841-2844, 1994. 
6) Minamoto, T.1), Ronai, Z.2), Yamashita, N., Ochiai, A.3), Mai, M.1), Sugimura, T.4), and Esumi, H.5) (1)Dept. 
of Surgery, Cancer Research Inst, Kanazawa Univ, 2)Molecular Carcinogenesis Program, American Health 
Foundation, Pathology Div, Natl. Cancer Center Research Inst, 3)Pathology Div. Natl. Cancer Center 
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　　Research　Inst，4）Biochem。Div．Natl．Cancer　Center　Research　Inst．）：Mutant　K－ras　in　apparently　normaI
　　mucosa　of　colorectal　cancer　patients。Its　potential　as　a　biomarker　of　colorectal　tumorigenesis。Cancer，75，
　　1520－1526，1995．
　7）Yamashita，N。，Minamoto，T．，1），Ochiai，A．，2），Onda，M．，and　Esumi，H，1）（1）Biochem。Div．Natl．Cancer
　　Center　Research　Inst，2》Pathology　Div．Natl．Cancer　Center　Research　Inst）：Frequent　and　characteristic
　　K・ras　activation　and　absence　of　p53protein　accumulation　in　aberrant　crypt　foci　of　the　colon．Gastroenter－
　　010gy，　108，　434－440，　1995．
　8）瀬谷知子，内藤善哉，恩田昌彦，田中宣威：大腸腺腫および癌腫における受容体発現ならびに基底膜と細胞外基
　　質の微細構造変化：特に組織化学的，免疫電子顕微鏡的研究．日臨電顕学会誌，27，157－169，1994．
　9）源　利成1）・沢口　潔2）・磨伊正義2），山下直行，杉村　隆1），江角浩安1）（1）国立がんセンター研究所生化学部，
　　2）金沢大学がん研究所外科部）：大腸表面型腫瘍におけるKras遺伝子突然変異の解析．消癌の発生と進展，6：
　　265－269，　1994．
10）横井公良，恩田昌彦，山下精彦，森山雄吉，田中宣威，京野昭二，高崎秀明，瀬谷知子，横山滋彦：腸重積症の
　　分類に関する臨床病理学的検討．日消外会誌，27，1940－1948，1994．
11）吉行俊郎，恩田昌彦，徳永　昭，寺本　忠，小栗　剛，藤田逸郎，奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，清水康仁，
　　松倉則夫，山下精彦：皮下埋め込み式リザーバー付き腹腔内留置カテーテルを用いた胃癌腹膜播種の治療．癌と
　　化学療法，21，2323－2325，1994．
（2）総説：
1）Yamashita，N，，Minamoto，T．1），Ochiai，A．2），Onda，M．1），and　Esumi，H．1）（1）Biochem．Div．Natl．Cancer
　　Center　Research　Inst，2）Pathology．Div．NatL　Cancer　Center　Research　Inst）：Frequent　and　characteristic
　　K・ras　activation　in　aberrant　crypt　foci　of　colon。Is　there　preference　among　k－ras　mutants　for　malignant
　　progressionP．Cancer，　75，　1527－1533，　1995．
2）源　利成1），山下直行，落合淳志2），杉村　隆1），磨伊正義3），Zeev　Ronai4），江角浩安1）（1）国立がんセンター研
　　究所生化学部，2）国立がんセンター研究所病理部，3）金沢大学がん研究所外科部，4）Molecular　Carcinogenesis
　　Program）：非癌部大腸粘膜における変異K・ras遺伝子の検出と局在～大腸発がんのbiomarkerを求めて：
　　American　Health　Fomdation．消癌の発生と進展，6，41－43，1994．
3）山下直行，源　利成1》，落合淳志2），恩田昌彦，江角浩安1）（1）国立がんセンター研究所生化学部，2）国立がんセン
　　ター研究所病理部）：Aberrantcryptfoci（ACF）の組織学的分子生物学的特性と大腸発癌過程との関係．消癌
　　の発生と進展，6，271－274，1994．
4）森山雄吉，京野昭二，横井公良：絞掘性イレウス．救急医学，18，1031－1037，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Yoshiyuki，T．，Onda，M。，Tokunaga，A．，Teramoto，T．，Oguri，T．，Fujita，1．，Okuda，T．，Mizutani，T。，
　　Kiyama，T，，Miyashita，M，，Kyono，S．，Matsukura，N．，Yamashita，K。：Effects　of　preoperative　chemother・
　　apy　with　CDDP　and5－FU　on　advanced　gastric　cancer．1st　Intemational　gastric　cancer　congress．1995，3．
　2）京野昭二・森山雄吉，横井公良，吉行俊郎，山中洋一郎，谷合信彦，西久保秀紀，中村　孝，恩田昌彦，山下精
　　彦，田尻　孝，徳永　昭，笹島耕二，松倉則夫，宮下正夫：胃粘膜内（m）癌の新しい治療法の試み：消化器外
　　科の立場から．第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
　3）京野昭二，恩田昌彦，山下精彦，森山雄吉，田尻　孝，徳永　昭，笹島耕二，松倉則夫，有馬保生，横井公良，
　　岡崎滋樹・鳥羽昌仁，樋口勝美，増森興治，宮下正夫，吉行俊郎，奥田武志，山初順一：胃粘膜内（m）癌に対
　　する多段階治療法の実際にあたって：とくにendoscopic　mucosal　resection（EMR），limited　operation（LOP）
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　　とstandard　operation（SOP：D2）との係わりにおいて．第47回日本消化器内視鏡学会総会，1994．4．
4）瀬谷知子，恩田昌彦，山下精彦，田中宣威，古川清憲，横井公良，高崎秀明，横山滋彦，菅　隼人，丸山　弘，
　　金沢義一，佐々部　一：早期大腸癌術後再発症例の検討．第40回大腸癌研究会，1994．2．
5）瀬谷知子，羽尾邦彦，野村務，長澤重直，恩田昌彦，田中宣威，内藤善哉1）（1）病理第2）：下血を主訴とした
　　小腸過誤腫の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．7．
6）山初順一，京野昭二，松倉則夫：当院における胃，十二指腸潰瘍患者とヘリコバクター・ピロリ菌の現況．第27
　　回日本臨床外科医学会千葉県支部研修会，1995．3．
7）西久保秀紀，恩田昌彦，田尻　孝，金　徳栄，鳥羽昌仁，増森興治，梅原松臣，吉田　寛，真々田裕宏，谷合信
　　彦，小嶋隆行，松崎　栄：肝硬変症における脾動脈塞栓術（SAE）の治療効果の検討．第94回日本外科学会総会，
　　1994．　4．
8）西久保秀紀，森山雄吉・京野昭二・横井公良・吉行俊郎・山中洋一郎，中村　孝：血管造影により術前に診断し
　　えた壁外増殖性巨大胃平滑筋肉腫の1症例．第27回外科医学会千葉県支部研修会・1995．3．
9）源　利成1〕，山下直行，落合淳志2），磨伊正義3），杉村　隆1），江角浩安4〕（1）国立がんセンター研究所生化学部，
　　2）国立がんセンター研究所病理部，3）金沢大学がん研究所外科部，4）国立がんセンター研究所生支所）：非癌部大腸
　　粘膜における変異K・ras遺伝子の検出と局在：大腸発がんのbiomarkerを求めて．第6回日本消化器癌発生研
　　究会，1994．9．
10）源　利成1），沢口　潔2），磨伊正義3），山下直行，杉村　隆1），江角浩安4）（1）国立がんセンター研究所生化学部・
　　2）国立がんセンター研究所病理部，3）金沢大学がん研究所外科部，4）国立がんセンター研究所生支所）：大腸表面型
　　腫瘍におけるK・ras遺伝子突然変異の解析．第6回日本消化器癌発生研究会，1994．9．
11）源　利成1），山下直行，落合淳志2），磨伊正義3》，杉村　隆1），江角浩安4）（1）国立がんセンター研究所生化学部，
　　2）国立がんセンター研究所病理部，3）金沢大学がん研究所外科部，4）国立がんセンター研究所生支所）：非癌部大腸
　　粘膜に局在する変異K－ras遺伝子の意義。第53回日本癌学会総会，1994．10．
12）山下直行，源　利成1），落合淳志2），恩田昌彦，江角浩安3）（1》国立がんセンター研究所生化学部，2）国立がんセン
　　ター研究所病理部，3）国立がんセンター研究所生支所）：大腸微小病変における遺伝子変化．第6回遺伝性大腸癌
　　研究会，1994．6．
13）山下直行，源　利成1），落合淳志2），恩田昌彦，江角浩安3）（1）国立がんセンター研究所生化学部，2）国立がんセン
　　ター研究所病理部，3）国立がんセンター研究所生支所）：ヒト大腸aberrant　crypt　foci（ACFNこおけるK・ras
　　遺伝子突然変異の解析．第6回日本消化器癌発生研究会・1994．9．
14）山下直行，源　利成1），落合淳志2），恩田昌彦，江角浩安3）（1）国立がんセンター研究所生化学部，2）国立がんセン
　　ター研究所病理部，3）国立がんセンター研究所生支所）：ヒト大腸aberrant　crypt　foci（ACFDこおけるK－ras
　　遺伝子突然変異の解析．第53回日本癌学会総会・1994．10．
15）山下直行，源利成且），恩田昌彦，江角浩安2）（1）金沢大学がん研究所外科部，2）国立がんセンター研究所生支所）：
　　大腸aberrant　crypt　foci（ACF）における遺伝子変化．日本外科学会総会，1995．4．
16）吉行俊郎，恩田昌彦，徳永　昭，寺本　忠，小栗　剛，藤田逸郎，奥田武志，西　恵吾，宮下正夫，京野昭二，
　　松倉則夫，山下精彦：残胃の癌発見における術後定期的胃内視鏡検査の意義．第80回日本消化器病学会総会，
　　1994，　4．
17）吉行俊郎，恩田昌彦，徳永　昭，寺本　忠，小栗　剛，藤田逸郎・奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，清水康仁，
　　松倉則夫，山下精彦：皮下埋め込みリザーバーを用いた胃癌腹膜播種の治療．第16回癌局所療法研究会，1994，
　　6．
18）吉行俊郎，恩田昌彦，徳永　昭，寺本　忠，小栗　剛，藤田逸郎，奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，清水康仁，
　　宮下正夫，松倉則夫，山下精彦：進行胃癌に対する術前化学療法：CDDP，5－FU併用化学療法の有効性と安全性．
　　第32回日本癌治療学会総会，1994，10．
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19）吉行俊郎・恩田昌彦・徳永　昭・寺本　忠，小栗　剛，藤田逸郎，加藤俊二，宮下正夫，松倉則夫，京野昭二，
　　山下精彦：進行胃癌に対する5－FU・CDDP併用術前化学療法の効果：内視鏡像および組織学的判定．第48回日本
　　消化器内視鏡学会総会，1994，10．
20）吉行俊郎，恩田昌彦，徳永　昭・寺本　忠・小栗　剛・藤田逸郎・奥田武志，木山輝郎，加藤俊二，宮下正夫，
　　松倉則夫，山下精彦，横井公良，京野昭二・森由雄吉：進行胃癌に対するneoadjuvant　chemotherapy：CDDP，
　　5－FU併用化学療法の有効性と安全性．第45回日本消化器外科学会総会・1995・2．
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10．外科学第二講座
　［付属病院第2外科・第一病院外科］
研究概要
　外科学第二講座は付属病院では主に胸部心臓血管疾患を診断の対象とし，第一病院においてはすべての外科疾患を
取扱い，以下に述べる項目を重点的に研究している．
　平成6年度の研究概要としては：
　1）心臓外科では虚血性心疾患に関する研究が多く，特に自家動脈利用のバイパスの成績がよいところから，その利
用法について検索が行われている．また，不整脈の外科治療に関する研究は教室の特に力を注ぐところであり，除脈，
頻脈の治療に関する発表が多い．
　2）大動脈瘤に対する手術を近年増加しており，補助循環法の研究が行われている．
　3）呼吸器疾患としては肺癌症例の増加は著しく，手術を中心としての集学的治療の研究が続けられている．
　4）胸腺・乳腺に対する臨床，研究も積極的に行っている．
　5）消化器疾患の研究では大腸癌，肝癌が主であり，低位前方切除の適応，肝切除に関する耐術スコアの研究が主で
ある。
　6）内分泌外科の業績は年と共に増加し，特に甲状腺，副腎の疾患で受診する者が多いので，それらに関する研究が
目立つ．
　7）移植外科については海外留学より帰国した研究者も加え，研究グループも多人数となり，実験的には肝臓，臨床
的には同種生体腎移植などの研究がすすめられている．肝臓移植にかんしては基礎的研究を継続的に行われている．
　臨床的にはABO型不適合の間の移植もすすめられている．
　8）乳癌外科は他学との共同研究に加わり，手術＋化学療法またはホルモン療法の成績を検討している．
　9）小児科は珍しい症例の報告が今の所主である．
　［付属病院第2外科］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Ikeshita，M。，Yamauchi，S．，Nitta，T，，Shoji，T．：Continuous　and　Stable　Recording　of　the　His　bundle
　　Electrogram　During　Open　Heart　Operations．Am　Thorac．Surg．，59，535－537，1995．
　2）Ninomiya，J・，Shoji，T・，Tanaka，S・，Ikeshita，M・，Ochi，M．，Yamauchi，S．，Yajima，T。，Yamauchi，H．，
　　Sugimoto，T．，Aizawa，T，1）（1》Research　and　Development　Center，Nikkiso　Co　Ltd）：Clinical　Evaluation　of
　　a　New　Type　of　Centrifugal　Pump・Intemational　Society　for　Artificia10rgans，18，702－705，1994．
　3）田中茂夫・庄司　佑・早川弘一1）・安田慶秀2）・北畠　顕3），三井利夫4），山口　巌5），古瀬　彰6），小俣政男7），小
　　柳　仁8）・細田瑳一9）・渡辺洋宇・・》・川島康生・・），下村克明・21，徳永晧一・3），中村元臣14》，川田志明15），小川　聡16），
　　松浦雄一郎ユ7），梶山悟朗18）（1）日本医科大学第1内科，2）北海道大学医学部循環器外科，3）北海道大学医学部循環
　　器内科・4》筑波大学臨床医学系外科・5》筑波大学臨床医学系内科，6）東京大学医学部外科，7凍京大学医学部内科，
　　8）東京女子医科大学循環器外科，9）東京女子医科大学循環器内科，10）金沢大学医学部外科，11）国立循環器病セン
　　ター心臓血管外科，12）国立循環器病センター内科，13》九州大学医学部心臓外科，14》九州大学医学部循環器内科，
　　15）慶応義塾大学医学部胸部外科，16）慶応義塾大学医学部呼吸器循環器内科，17）広島大学医学部第1外科，18）広島
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　大学医学部第1内科）：致死性不整脈に対する植込み型除細動器一VENTAK－P1600植込み術の効果と安全性
　一．心臓ぺ一シング，10，96－108，1994．
4）田中茂夫：植込み型除細動器．看護技術，41，13－14，1995．
5）三枝直紀1），二宮淳一（1）保谷厚生病院）：高度右心不全に対する補助循環法の実験的研究。日医大誌，61，81，
　443－452，　1994．
6）池下正敏，庄司　佑：心筋梗塞合併症に対する外科治療：心室性不整脈外科臨床ハンドブック［4］冠動脈外
　科の最前線，165－174，1994．
7）池下正敏，庄司　佑：CABGの手術適応基準．冠動脈の臨床一新しい診断・治療体型（上巻）。日本臨床，52，
　970－977，　1994．
8）五味渕　誠，田中茂夫：運動時心肺機能に及ぼす肺切除術の影響．臨床スポーツ医学，11，963－965，1994．
9）五味渕　誠，管野重人，原口秀司，真崎義隆，田中茂夫，庄司　佑，田村浩一，山本光伸1》，出雲俊之1）（n埼玉
　　県立がんセンター）：AgNORsとfibronectinからみた肺癌1期症例の予後．肺癌，34，861－866，1994．
10）五味渕　誠，田中茂夫，庄司　佑：肺切徐後の心肺機能変化．呼吸と循環，42，353－357，1994．
11）五味渕　誠，田中茂夫，笹井　巧，池下正敏，日置正文，松島伸治・矢島俊己・杉本忠彦・真崎義隆・井村　肇・
　　秋山博彦，大沢　肇，庄司　佑：外科治療を有する心疾患と合併した肺癌症例の治療方針，日胸外会誌，42，
　　717－719，　1994。
12）杉本忠彦，高野照夫1），田中啓治1），子島　潤1），保坂浩希，二宮淳一（1）集中治療室）：経皮的心肺補助法の適応
　　と問題点．集中治療，6，891－897，1994．
13）杉本忠彦，田中茂夫，保坂浩希，新田　隆，山内茂生，原田　厚・家所良夫・日置正文・池下正敏・庄司　佑：
　　実験的心房粗細動の電気整理学的考察．臨床胸部外科，14，342－343，1994．
14）朽方規喜，田中茂夫，池下正敏，庄司　佑：心拍応答型ぺ一スメーカー植込み症例の生命予後に関する検討・心
　　臓ぺ一シング，10，124－129，1994．
15）落　雅美，田中茂夫：冠動脈の臨床一新しい診断・治療体型一（下巻）不安定狭心症の手術適応。日本臨床，52，
　　344－350，　1994．
16）落　雅美，田中茂夫，矢島俊己，杉本忠彦，高野照夫1》（1）集中治療室〉：閉塞性動脈硬化症を合併する急性心筋
　　虚血に対する治療方針．ICUとCCU，18，795－800，1994。
17）落雅美，田中茂夫：冠状動脈バイパス術での容易で確実な吻合：parachutetechniqueを用いたsidebyside
　　stitch．胸部外科，47，360－363，1994．
18）松山　謙1），河埜　功2），露口直彦2），川本雅司，松島伸治，木村英昭3）・小沢克良3）（1）甲府城南病院胸部心臓血
　　管外科，2）甲府城南病院内科，3）山梨医科大学第二内科）：縦隔Castleman唇1ymphomaの1手術治験例・山梨医
　　学，22，209－211，1994．
19）山内茂生，浅野哲雄，原田　厚，池下正敏，田中茂夫，庄司　佑：心房細動の外科治療：僧帽弁手術と心房細動
　　の一期的治療．日心血外会誌，23，172－178，1994．
20）山内茂生，田中茂夫，浅野哲雄，原田　厚，新田　隆，日置正文1〕，池下正敏，庄司　佑（1）第一病院外科）：心
　　房細動手術に対するMapping併用の有用性．臨床胸部外科，14，78－79，1994．
21）新田　隆，池下正敏，山内茂生，石井庸介，田中茂夫，庄司　佑：Distribution　mapping　of　the　time　intervals
　　after　entrainment：心室頻拍のリエントリー回路に対するマッピング．臨床胸部外科・14・448－449・1994・
22）新田　隆，田中茂夫：外科治療（3）心室頻拍，心室細動（特集：不整脈一診療の進歩一）．臨床外科・31・75－82・
　　1995．
23）新田　隆，池下正敏，浅野哲雄，寺田功一，秋山博彦，田中茂夫：房室結節周囲凍結術の臨床的検討．日胸外会
　　誌，43，344－349，1995．
24）新田　隆，田中茂夫：不整脈の外科治療（特集：植込型除細動器）・治療最前線・2・317－321・1995・
25）真崎義隆，五味渕　誠，田中茂夫二肺切除術後の換気の変化：運動負荷中の変化と嫌気性代謝を中心に．日胸外
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　　会誌，42，2015－2022，1994．
26）杉本忠彦・高野照夫1）・田中啓治1）・子島　潤1），保坂浩希，二宮淳一（り集中治療室）：経皮的心肺補助法の適応
　　と問題点．集中治療，6，891－897，1994．
27）杉本忠彦，田中茂夫，保坂浩希，新田　隆，山内茂生，原田　厚，家所良夫，日置正文，池下正敏，庄司　佑：
　　実験的心房粗細動の電気生理学的考察．臨床胸部外科，14，342－343，1994．
28）朽方規喜，田中茂夫，池下正敏，庄司　佑：心拍応答型ぺ一スメーカー植込み症例の生命予後に関する検融心
　　臓ぺ一シング，10，124－129，1994．
29）棚澤一郎1），二宮淳一，永田真一1）（1）東京大学生産技術研究所）：血管の凍結保存に関する研究，生産研究．日本
　　機械学会第6回熱工学シンポジウム講演論文集，47－53，1995．
30）Ono，T．，Endo，T。，Saitoh，H。，Tomita，Y．，Hayakawa，H、，Ikeshita，M．，Tanaka，S＝An　Inflammatory
　　Abdominal　Aortic　Aneurysm　Presenting　with　Acute　Dissection　of　the　Descending　Thoracic　Aota．Vascular
　　Surgery，　28，　495－500，　1994．
31）朽方規喜，田中茂夫，福島光浩，落　雅美，池下正敏，庄司　佑，赤坂忠義1），中島　博1）（1）帝京大学医学部第
　　二外科）：ぺ一スメカー植込み術亜急性期に心タンポナーゼを来した1症例．心臓ぺ一シング，10，422－425，1994．
32）小泉　潔：胸腔鏡下肺手術の展望．日医大誌，61，358，1994．
（2）総説：
　1）田中茂夫：植込み型除細動器（ICD）．BIO　Clinica，9，649－650，1994．
［1993年度追加分］
（1）原著：
　1）Tanaka，SりKutsukata，N．，Osaka，S．，Ochi，M。，Ikeshita．M．，Shoji，T，Hemodynamic　Evalution　of
　　Physiological　Pacing，CARDIAC　PACING　AND　ELECTRUPHYSIOLOGY　TODAY，APSPE，1993．
2）棚澤一郎1），永田真一1），木村直宏ユ），二宮淳一（1）東京大学生産技術研究所）：血管の凍結保存にっいて．第6回
　　熱工学シンポジウム論文集，No9，30－41，43－46，1993．
著　書
　1）Richard，B，，SchuessleL，John，P。，Boineau．，Burt，L，Bromberg．，Dwight，E．，Hand．，Yamauchi，S．，James，L，
　　and　Cox：〔分担〕Normal　and　Abnormal　Activation　of　the　Atrium。“CARDIAC　ELCTROPHYSIOLOGY”
　　（Douglas　P，Zipes．，Jos6，Jalife），P．543－562，W．B．SAUNDERS　COMPANY．1994、
　2）田中茂夫：〔分担〕狭心症の冠動脈造影診断．”冠動脈の臨床，下巻，日本臨床増刊号”，674号，P・112－121，日
　　本臨床，1994．
　3）田中茂夫，矢崎義雄1），山口　徹2），島田和幸3），小川　聡4）（1）東京大学，2》東邦大学，3）自治医科大学，4》慶応義
　　塾大学）：〔分担〕植込み型除細動器“循環器NOW不整脈病態理解と治療法の進歩”．266－270，南江堂，1994．
　4）池下正敏：〔分担〕大動脈瘤」“新しい集中治療の指針”（吉矢生人，島田康弘編）．P。210－214，南山堂，1994．
　5）五味渕　誠，田中茂夫：〔分担〕食道腺様嚢胞癌．“消化管症候群　上巻”．日本臨床，1994．
［1993年度追加分］
　1）Ninomiya，J。，Iwaki夕H㌧Hosaka，K，Honda，」，，Suglmoto，T．，Yajima，T，Ikeshita，M．，Tanaka，S．，Shoji，
　　T，，Tanaka，Kll，Takano，t．1）（1）ICU）＝〔分担〕Our　policy　on　bridge　use　of　artificial　heart．“Artificial
　　Heart，1993”（Sezaki，Y，J，Patrick，Barron，Shiono，M．），p。235，Harwood　Academic　Publishers．1993．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）新田　隆，田中茂夫，池下正敏，山内茂生，杉本忠彦，保坂浩希，別所竜蔵，石井庸介，庄司　佑：心室頻拍に
　　たいするアブレーション：アブレーション部同位定の理論：Disrtibution　mapping　of　the　time　intervals　after
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　　entrainment（カテーテル・アブレーションの将来への展望）．第9回日本心臓ぺ一シング学会，1994．8．
2）別所竜蔵，新田　隆，田中茂夫：除細動閾値とupper　limit　of　vulnerabilityとの関係について（心室細動に対
　　する電気的除細動の基礎）．第9回日本心臓ぺ一シング学会学術大会，1994．8．
3）池下正敏，田中茂夫，浅野哲雄，山内茂生，原田　厚，新田　隆，杉本忠彦，保坂浩希，庄司　佑：上室性不整
　　脈（WPW症候群を除く〉に対する新しい治療法とその問題点：心房細動に対するMaze手術以外の外科治療：
　　　とくにmap－guideによる両心房切開術．第9回日本心臓ぺ一シング学術大会，1994．8。
（2）ワークショップ：
　1〉松井　聡1），馬渕綾子1），高橋めぐみ1），林　晃一，田中茂夫，横室公三・）（1）微生物・免疫）：細菌性スーパー抗原
　　SEBにより誘導される肝内リンパ細胞（IHL）の寛容の特性．第24回日本免疫学会総会，1994。11。
（3）セミナー：
　1）田中茂夫：植込み型除細動器．1994年度セミナー「人工臓器」1994．7。
（4）ディスカッション：
　1）Matsuda，H．1），Iwaya，F。2），Shimizu，T。3），Kyo，S．4），Ninomiya，J．，Nakatani，T。5），Yada，L6），Shiono，M。：The
　　Thermo　Cardiosystems　Inc．（TCI）Lvad：Inplantation　technipues　and　clinical　exprience．the14th　Nihon
　　University　Intemational　Sympojum（Progress　in　Artificial　Herat），1994．10。
（5）海外留学者講演：
　1）新田　隆：リエントリー性心室頻拍の機序．第62回日本医科大学医学会総会，1994。9．
（6）一般講演：
　1）Ninomiya，J．，Tanaka，S．，Ikeshita，M．，Ochi，M。，Yamauchi，S．，Yamauchi，H，，Terada”K，Sugimoto少丁。，
　　　Osawa，H．，Fukushima，M．：Effectiveness　of　tee　monitoring　during　wearing　periodfromcardiopulmonary
　　　bypass．7th　WFUMB＆4th　WFS，1994．
　2）Osawa，H．，Ninomiya，」．，Tanaka，S．，Ikeshita，M。，Ochi，M．，Yamauchi，S．，Terada，K，Yamauchi，H．，
　　　Sugimoto，T．，Hosaka，H．，Fukushima，M，Shouji，T．：Studies　on　distribution　of　cardioplegic　solution　by
　　　trans　esophageal　echocaridiogrphy　during　open　herat　surgery．第7回世界超音波医学会議，1994．7．
　3〉Ninomiya，J．，Tanaka，S．，Ikeshita，M，，Yamauchi，S，，Yajima，T．，Sugimoto，T．，Yamauchi，H，，Hosaka，H．，
　　　Shoji，T．，Kato，K．1）（1）CCM）：Experimental　study　of　thoracoscopic　cannulation　into　left　atrium　for　left
　　　ventricular　assist　system．4th　World　Congress　of　Endoscopic　Surgery，1994。6．
　4〉Koizumi，k．，Kenjo，M．，Fukushima，M．，Masaki，Y。，Haraguchi，S．，Shioda，M．，Takeda，S，1），Tanaka，S．，
　　　Shoji，T．（1）Dept。of　Anestestology）：Studies　on　right　ventricular　performance　in　patientsmore　than70
　　　years・1dhavinglmgresecti・nf・rlungcancer－whenwesh・uldstartcardi・pulm・narycare（1）・7Th
　　　World　Conference　on　lungcancer，1994．6．
　5）Ninomiya，J．，Tanaka，S．，Ikeshita，M．，Yamauchi，S。，Nitta，TりYajima，T．，Yamuchi，H，：Study　of　the
　　　monitoring　during　weaning　period　from　cardiopulmonary　bypass　in　children．Tre3rd　Amual　Meeting　Asian
　　　Society　for　Cardiovascular　Surgery，　1995．　2．
　6）五味渕　誠，田中茂夫：肺切除後の運動能力の予測．日本スポーツ医学会総会，1994．5．
　7）五味渕　誠，神野正明，二見長一郎，三上　厳，秋山博彦，真崎義隆，原口秀司，田中茂夫，庄司　佑：胸壁切
　　　除・再建例の検討．第11回日本呼吸器外科学会総会，1994，5．
　8）五味渕　誠，神野正明，福島光浩，三上　厳，秋山博彦，別所竜蔵，真崎義隆，原口秀司，小泉　潔，田中茂夫：
　　　呼吸・循環機能からみた肺手術後の運動制限因子について．日本肺癌学会総会・1994．
　9）五味渕　誠，笹井　巧，三上　厳，秋山博彦，別所竜蔵，真崎義隆・原口秀司・山内仁紫・新田　隆・田中茂夫：
　　　肺癌と心大血管疾患を合併した症例の手術方針．日本臨床外科学会総会，1994．
　10）小泉　潔，塩田晶彦，山内仁紫，原口秀司，真崎義隆，福島光浩，岩城秀行，見城正剛，神野正明，田中茂夫：
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　　左肺管状全摘除術を施行した左肺扁平上皮癌の1例．第11回日本呼吸器外科学会総会，1994，5．
11）原口秀司，田中茂夫，五味渕　誠，小泉　潔，塩田晶彦，真崎義隆，秋山博彦，福島光浩，石井庸介，二見長一
　　郎，飯田竹美，神野正明，見城正剛：肺全摘出術後気管支断端痩の検討．第11回日本呼吸器外科学会総会，1994，
　　5．
12）朽方規喜1），寺田功一），浅野哲雄，落雅美，田中茂夫（1）総合会津中央病院心臓血管外科）：Dua1Sensor
　　RateAdaptive　Pacemakerの臨床経験．第10回福島心臓血管外科研究会，1994．4．
13）神野正明，二宮淳一，池下正敏，落雅美，山内茂生，小坂眞一，新田隆，矢島俊己，山内仁紫，別所竜蔵，
　　保坂浩希，田中茂夫，庄司　佑，高野照夫1）（1）付属病院集中治療室）：開心術後重症心不全の機械的補助による
　　管理．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
14）保坂浩希・杉本忠彦・子島　潤1），高山守正1），高野照夫1），田中啓治2）（1）付属病院集中治療室，2）千葉北総病院
　　集中治療室）：経皮的心肺補助装置（PCPS）の適応と問題点．日本医科大学医学会第83回例会，1994，5．
15）保坂浩希，杉本忠彦，子島　潤1），高山守正1），高野照夫2），田中啓治（1）集中資料室，2）千葉北総病院集中治療室）：
　　経皮的心肺補助装置（PCPS）の適応と問題点．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
16）真崎義隆・田中茂夫，五味渕　誠，小泉　潔，原口秀司，秋山博彦，岩城秀行，見城正剛：同一運動量での肺切
　　除術前後の呼吸機能の変化について．第11回日本呼吸器外科学会総会，1994．5．
17）別所竜蔵，田中茂夫，五味渕　誠，小泉　潔，原口秀司，真崎義隆，神野正明，庄司　佑，川本雅司：心嚢内巨
　　大脂肪腫の一手術例．第11回日本呼吸器外科学会総会，1994．5．
18）向井佐志彦，佐藤薫隆1），為我井芳郎1），森越栄太1），渡辺一彦1）（1）佼成病院）：肺，縦隔疾患にたいする胸腔鏡下
　　手術の検討．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
19）神野正明，二宮淳一，池下正敏，落　雅美，山内茂生，小坂眞一，新田　隆，矢島俊己，山内仁紫，別所竜蔵，
　　保坂浩希，田中茂夫，庄司　佑：開心術後重症心不全の機械的補助による管理日本医科大学医学会第83回例会，
　　1994．5．
20）矢島俊己・田中茂夫・池下正敏・落　雅美，朽方規喜：ぺ一スメーカ植込み後長期フォローアアプ症例の検討・
　　第9回日本心臓ぺ一ジング学会学術大会，1994．8．
21）松本　真1）・小野卓哉1），小原啓子1），野村敦宣1），大坂元久1），佐々部典子・），斉藤寛和・），井野　威・），新　博次1），
　　加藤貴雄n，新田　隆，池下正敏，田中茂夫（1）日本医大第一内科）：ぺ一スメーカ植込み後の症状残存例に関す
　　る検討：Neurally　Mediated　Syncope（NMS）の関与．第9回日本心臓ぺ一シング学会学術大会，1994．8．
22）朽方規喜・田中茂夫・保坂浩希・寺田功一，矢島俊己，落　雅美，池下正敏：Dual　sensor　rate　adaptive　pacemaker
　　の臨床経験：Legend　PlusおよびTopazの心拍応答機能について．第9回日本心臓ぺ一シング学会学術大会，
　　1994．8．
23）大沢　肇，若林武雄，山田研一，杉本忠彦，池下正敏，田中茂夫，庄司　佑：診断的一時ぺ一シングの意義．第
　　9回日本心臓ぺ一シング学会学術大会，1994．8．
24）小泉　潔・赤石　隆・Wakabayashi，A．：胸腔鏡下肺区域切除術の実験的検討第62回日本医科大学学会総会，
　　1994．9．
25）小泉　潔，赤石　隆，Wakabayashi，A．：胸腔鏡下解剖学的肺区域切除術の実験的検試第4回胸腔鏡手術研究
　　会，1994．9．
26）原口秀司，田中茂夫，小泉　潔，五味渕　誠：教室における胸腔鏡下手術の経験．第62回日本医科大学医学会総
　　会，1994．9．
27）山内仁紫，二宮淳一，落　雅美，山内茂生，新田　隆，矢島俊己，杉本忠彦，保坂浩希，田中茂夫，小川俊一1），
　　山本正生1）（1）日本医大小児科）：新生児，乳児開心術における澤厚赤血球人工心肺初期充填の有用性第62回日
　　本医科大学医学会総会．1994．9．
28）二宮淳一，田中茂夫，池下正敏，落　雅美，山内茂生，矢島俊己，新田　隆，山内仁紫：小口径人工血管の開発
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　　と未来：次世代型小口径代用血管としてのheparimzedgraftとviablehomograftの検討．第32回日本人工臓器
　　学会，1994．10．
29）落雅美，山内茂生，新田隆，矢島俊己，別所竜蔵，神野正明，田中茂夫：虚血性僧帽弁逆流を合併する重症
　　3枝病変に対する外科治療．第23回冠動脈外科研究会，1994．10．
30）落雅美，山内茂生，新田隆，矢島俊己，朽方規喜，別所竜蔵，田中茂夫，高野照夫1）（1旧本医大集中治療室）：
　　梗塞後早期に発症する重症不安定狭心症に対するCABGの効果と治療方針．第47回日胸外学会総会，1994。10．
31）新田　隆，池下正敏，二宮淳一，落　雅美，山内茂生，矢島俊己，原口秀司，朽方規喜，別所竜蔵，見城正剛，
　　石井庸介，田中茂夫：心筋梗塞後左室瘤にたいする瘤切除，再建術．第47回日胸外学会総会・1994・10・
32）大沢　肇，田中茂夫，池下正敏，二宮淳一，落　雅美，小坂眞一，山内茂生，矢島俊己，新田　隆，別所竜蔵，
　　三上　厳，岩城秀行，福島光浩，庄司　佑：成人開心術症例における鼓膜温測定の意義．第47回日本胸部外科学
　　会総会，1994．10．
33）杉本忠彦，浅野哲雄，岩城秀行，浜田久光1），伊藤保彦1），弓削邦夫1）・大秋美治2）・松島伸治・田中茂夫（1）日本
　　医大小児科，2）日本医大病理）：一側胸腔を占拠した小児巨大肺嚢胞の1治験例．第91回日本胸部外科関東甲信越
　　地方，1994．10．
34〉落　雅美，山内茂生，新田　隆，矢島俊己，山内仁紫，朽方規喜，別所竜蔵・田中茂夫：CABGに於ける動脈グ
　　ラフトによるsequential　bypassの検討．第35回日本脈管学会総会，1994．10．
35）真崎義隆，五味渕　誠，小泉　潔，原口秀司，田中茂夫：肺切除術後の換気の変化について：運動負荷中の変化
　　と嫌気性代謝を中心に．第35回日本肺癌学会総会，1994．11．
36）山内仁紫，二宮淳一，矢島俊巳，師田哲朗，杉本忠彦，保坂浩希，別所竜蔵，田中茂夫：大動脈弁置換術を施行
　　した小児AEEの1治験例．第92回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，1994．12．
37）松井聡1），馬淵綾子1），高橋めぐみ1），林晃一，田中茂夫，横室公三1）（1）微生物・免疫）：スーパー抗原による
　　局所寛容：肝内リンパ細胞（IHL）に起こる寛容の特性．第8回肝類洞壁細胞研究会（久留米シンポジウム），1994。
　　12．
38）小泉　潔，見城正剛，岩城秀行，福島光浩，秋山博彦，別所竜蔵，真崎義隆，原口秀司・塩田晶彦・五味渕　誠・
　　松島伸治，田中茂夫：1期肺癌外科治療の評価と問題点．第35回日本肺癌学会総会・1994．11．
39）藤井正大，落　雅美，山内茂生，新田　隆，矢島俊己，別所竜蔵，桧山和弘，佐藤泰雄，佐地嘉章，二宮淳一，
　　田中茂夫：受傷後26年で外科性治療を行った外傷性大腿動脈痩の1例．第二回日本血管外科学会関東甲信越地方
　　会，1994．12．
40）新田　隆，池下正敏，山内茂生，杉本忠彦，保坂浩希，別所竜蔵，山田研一，石井庸介，神野正明，田中茂夫：
　　心室頻拍，心室細動の外科治療指針．第25回日本心臓血管外科学会総会・1995．2．
41）落雅美，山内茂生，新田隆，矢島俊己，山内仁紫，別所竜蔵，石井庸介，二見長一郎，田中茂夫：非定型的
　　経路による末梢動脈血行再建．第25回日本心臓血管外科学会総会，1995．2．
42）保坂浩希，池下正敏，田所裕之，杉本忠彦，新田　隆，矢島俊己，山内茂生・家所良夫・原田　厚・田中茂夫：
　　心房筋重量の減少による右心房隔離術の効果．第9回不整脈外科研究会・1995．2．
43）藤井正大，二宮淳一，山内茂生，山内仁紫，井村　肇，別所竜蔵，石井庸介，田中茂夫：T／F根治療術後21年後
　　に1Eにて活動期に再手術を施行した1例．第93回日胸外学会関東甲信越地方会，1995．2．
44）朽方規喜，寺田功一，成田尚也1），田中茂夫，落　雅美（1）検査部）：Dual　sensor　rate　adaptive　pacemakerの
　　臨床経験．第9回心臓血管外科ウインターセミナー，1995．2．
45）見城正剛，落　雅美，山内茂夫，新田　隆，矢島俊己，別所竜蔵，神野正明，佐地嘉章，檜山和弘，二宮淳一，
　　田中茂夫：閉鎖孔経路による左総腸骨：膝窩動脈バイパス術．日本血管外科学会関東甲信越地方会，1994．12。
46）檜山和弘，小泉　潔，原口秀司，田中茂夫：QOLからみた自然気胸に対する胸比較検討・日本医科大学医学会総
　　会第85回例会，1994．2．
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［1993年度追加分］
一般講演：
　1）Ikeshita，M。，Tanaka，S．，Asano，T。，Nitta，T．，Shoji，T．：Clinical　Indicationfortheuse　ofthe　Implantable
　　　Cardioverter　Defibrillator．Vth　APSPE，1993．
　2〉Ikeshita，M。，Tanaka，S。，Asano，T．，Harada，A．，Yamauchi，S．，Nitta，T．，Shoji，T．：Considerationsforthe
　　　surgical　Treatment　of　Tachyarrhythmias．Vth　APSPE，1993．
［第一病院外科］
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Akimam，K．，Shoji，T．，Fukunaga，Y．，et　al．：Amplification　of　N－myc　gene　and　increase　of　urinary　VMA
　　　and　HVA　in　patients　with　neuroblastic　tumors．J．Nippon　Med．Sch．，61，148－153，1994．
　2）Akimaru，K，Honda，H。，Fukuo，Y，，and　Shoji，T，：A　new　technique　for　performing　total　thymectomies　on
　　　rabbits．」．Nippon　Med．Sch．，61，232－237，1994．
　3）Hioki，M。，Iedokoro，Y．，Masuda，S。，Obara，K．，Matsushima，S．，Uchiyama，K．，Shibuya，T．，and　Tanaka，
　　　S．：The　Endoscopic　Removal　of　a　Foreign　Body　in　the　Pericardial　Cavity　Following　Cardiac　Surgery．Surg．
　　　Today　Jpn．J．Surg．，25，177－179，1995．
　4）Imai，S・，Uchiyama，S・，Suzuki，T・，Arita，J．，Akimaru，K．，and　Shibuya，T．：A　case　of　adenomyoma　of　the
　　　common　hehatic　duct．J．Gastroentero1．・30，385－388・1995．
　5）Uchiyama，S。，Imai，S．，Suzuki，T．，and　Arita，J．：A　case　of　heterotopic　gastric　mucosa　of　the　gallbladder．
　　　J。GastroenteroL，30，381－384，1995．
6）Wells，S，Chi，D．，Toshima，K．，Debner，L，Coffin，C、，Dowton，S．，Ivanovich，J．，DeBenedetti，M．，Dilley，W．，
　　　Moley，」，，Norton，J，，and　Donis－Keller，H，：Predictive　DNA　Testing　and　Prophylactic　Thyroidectomy　in
　　　Patients　at　Risk　for　Multiple　Endocrine　Neoplasia　Type2A．Am．Surg．，220，237－250，1994。
　7）小熊将之：Adriamycinが癌細胞動態に与える長期間の効果の砺究：FlowCytometryによる検討．日医大誌，
　　　61，　238－241，　1994．
　8）秋丸號甫，飯野靖彦，松延精一，他：当院における腎移植症例の検討．日医大誌，61，154－159，1994．
　9）日置正文：腹部大動脈瘤の手術成績と予後．日医大誌，61，238－241，1994．
10）内山喜一郎：マウス皮膚移植における抗αβ：丁細胞リセプター抗体の効果．日医大誌，61，363－371，1994．
11）陳　光永，清水一雄，庄司　佑：アルギン酸マイクロカプセルを用いた制癌剤感受性試験の基礎研究：in　vino
　　　SDI法への応用．日医大誌，61，422－434，1994．
12）酒井欣男：癌に起因する間質変化の研究：マイクロカプセル移植による癌間質誘導因子の検討．日医大誌，61，
　　548－555，　1994．
13）鈴木章一：胃液酸度とMRSAの発育に関する研究：MRSA腸炎の予防を目的として．日医大誌，61，563－571，
　　　1994．
14）鈴木成治ユ），清水一雄，坂本俊樹1），笠井源吾2），渋谷哲男，庄司　佑（1）波崎済生病院外科，2）同内科）1バセドウ
　　病術後再発に対する再手術の1例．日臨外医会誌，55，1445－1449，1994．
15）秋丸號甫，増田　栄，大坂信太郎，陳光永，今井茂，他3名：肝細胞癌のStageIII，IV・Aに対するTAEと
　　局所化学療法による治療成績の比較検討．日臨外医会誌，55，2215－2223，1994．
16）有田　淳・鈴木敏克，今井　茂，内山正一，富士崎隆：血清CA19－9高値を呈した後腹膜原発粘液状嚢胞腺癌の
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　　1例．日臨外医会誌，55，2684－2688，1994．
17）松島伸治，田中茂夫，松山　謙，家所良夫，原口秀司，増田　栄，鈴木成治，小泉　潔，五味渕　誠・日置正文・
　　池下正敏，渋谷哲男，庄司　佑：自然気胸に対する治療方針．日臨外医会誌，55，2737－2741，1994．
18）酒井欣男，須田雍夫1），関根　毅1），内田健二1），藤田吉四郎1）（1）埼玉県立がんセンター腹部外科）：胃癌手術例か
　　らみた他臓器重複癌．埼玉医会誌，28，768－774，1994．
19）北浜秀男：Flowcytometryと1aser　scaming　microscop“こよる胃癌細胞におけるCEAの検討：特にCEAの
　　局在とCell　cycleの関係について．J．Jpn。Soc。Cancer　Ther，，29，685－695，1994．
20）平井恭二，佐藤薫隆，向井佐志彦，為我井芳郎，森越栄太：術後，腹膜潅流持続的腹腔内局所洗浄にて救命し得
　　た重症急性膵炎の1例．臨床実地に学ぶ急性膵炎：今日の治療指針を示唆する症例集．医学図書出版・P・
　　158－161，　1994．
21）北　俊典，桜井太一郎1），石渡俊行1），浅野伍朗1）（1）病理学第2）：心室腔の腫瘍塞栓と軟骨肉腫様成分を伴う肝
　　細胞癌の1剖検例．腫瘍と感染，7，51－55，1994．
22）山本英希，山田宣孝1），浅野伍朗2），庄司　佑（1）第一病院病理部，2）病理学第2〉：核DNA量・p53，PCNAから
　　みた大腸腺腫，大腸癌の異型度と臨床病理学的因子に関する検討．日外会誌・95・763－774・1994・
23）秋丸號甫：自動縫合器GIAによる腸管切除同時吻法．手術，49，89－93，1995．
24）北村　裕，清水一雄，長浜充二，他：多内分泌腺腫症1型に合併した胸腺カルチノイドの1例．内分泌外科，12，
　　63－67，　1995．
25）北村　裕，他：内分泌外科シリーズ：第4報．乳癌健診時に施行する触診による甲状腺疾患screeningの意義．
　　日医大誌，61，638－641，1994．
（2）綜説：
1）Akimam，K．，Watanabe，K．，Masuda，S．，et　a1．：Splenic　arterial　portal　infusion・J・Nippon　Med・Sch・・61・
　　164－166，　1994．
　2）清水一雄：特集．癌内分泌療法：最近の動向：甲状腺癌内分泌療法の最近の動向．KARKINOS，7，55－62，1994．
　3）清水一雄：甲状腺疾患に対する外科的治療の選択と留意点．医学のあゆみ，168，849－851・1994。
　4）清水一雄，三村　孝，原田種一，田中茂夫：甲状腺癌におけるターゲッティング療法の現況と将来展望．癌と化
　　学療法，21，743－747，1994．
　5〉清水一雄，長浜充二，田中茂夫：内分泌外科シリーズ（第3報一原発性上皮小体機能充進症の治療方針）・日医
　　大誌，61，515－518，1994．
　6）渋谷哲男：消化器外科における器械吻合．日医大誌，61，168，1994．
［1993年度追加分］
（1〉原著：
　1）酒井欣男，須田雍夫・），関根毅・），内田健二L），藤田吉四郎・），楮本智子2），出雲俊之3）（1）埼玉県立がんセンター
　　腹部外科，2）同放射線科，3）同臨床病理科〉：脾過誤腫の1例．埼玉県医学会雑誌，28，84－88，1994．
著　書
．1）渋谷哲男：〔分担〕術後管理”ビジュアル消化器外科マニュアル”P。60－68，日本臨状社，1994．
　2）渋谷哲男，田中茂夫：〔分担〕肛門周囲膿瘍．”消化管症侯群”P．794－797，日本臨状社，1994．
　3）清水一雄：〔分担〕国試外科学1（甲状腺，上皮小体）．改定第2版．（小澤和恵，小平　進監修）．P．178－192，
　　医学評論社，1994．
　4〉清水一雄：〔分担〕国試外科学2（副腎）．改定第2版．（小澤和恵，小平　進監修）．P．325－328，医学評論社，
　　1994。
　5）清水一雄：〔分担〕第88回医師国家試験問題解説書．（伊藤　洋，増田研二，大谷信夫，呉屋朝幸編集）．P・159－162・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一226一
　　医学評論社，1994．
［1993年度追加分］
　1）大場英己：〔分担〕基本外科学各論2；一般，消化器，内分泌，小児科，医学出版社，1993．
学会発表
（1）特別講演：
　1）Shimizu，K，Igarashi，T，，Aida，N，，Yamamoto，H．，Kitamura，Y．，Chin，K．，Ide，M．，Nagahama，M．，
　　Ogasawara，H。，Obara，K，Shibuya，T．，and　Shoji，T．：Immunohistochemical　and　biochemical　analysis　on
　　Endoc血e　Tumors　Using　Monoclonal　Antibody　HISL－19．7th　annual　meetihg　of　Asia　and　Pacific　Endocrine
　　Conference．（マニラ・フィリピン），1994．2．
（2）シンポジウム：
　1）日置正文，家所良夫，小原邦彦，小笠原英継，近藤亮一，増田　栄，菅野重人，松島伸治，渋谷哲男，田中茂夫：
　　一般外科手術と大血管手術合併例の検討．（一般外科手術と心大血管手術一同時及び異時）．第56回日本臨床外科
　　医学会総会，1994．11．
（3）パネルディスカッション：
　1）Shimizu，K，Nagahama，M，Kitamura，Y．，Toshima，K．，Chin，K。，Akasu，H，，Aida，N．，Yamamoto，M．，
　　Iwamura・T・・Natori，J・，Shibuya，T・，and　Tanaka，S・：Autotransplantation　of　cryopreserved　thyroid　tissue
　　for　the　treatment　of　irreversible　postoperative　hypothyroid　Graves’disease・A　First　Case　Report．8th　annual
　　meeting　of　Asian－Pacific　Endocrine　Conference（APEC）（上海・中国），1995．3．
　2）清水一雄，豊島宏二，長浜充二，陳　光永，河辺満彦，川原和彦，川村　研，田中茂夫，高木　弘1）（1）名古屋大
　　学第2外科）：腎透析症例で腺内転移のある甲状腺乳頭癌に対する甲状腺全摘術およびmodified　neck　dissec－
　　tion（MND）と上皮小体の処置．第95回日本外科学会総会，1995．4．
（4）ワークショップ：
　1）小平祐造，馬淵綾子1），北島真澄1），田中茂夫，宮崎純一2），横室公三1），生田宏一2）（1）微生物免疫学，2）東京大学
　　医学部疾患遺伝子制御講座）：N配列挿入による肝内γδ丁細胞の分化機構および多様性の解析．第24回日本免
　　疫学会総会，1994．11．
　2）松井　聡，馬淵綾子1），高橋めぐみ1），林　晃一，田中茂夫，横室公三1）（1）微生物免疫学）：細菌性スーパー抗原SEB
　　により誘導される肝内リンパ細胞（IHL）の寛容の特性．第24回日本免疫学会総会，1994．11．
（5）一般講演：
　1）Shimizu，K，Igarashi，T，，Aida，N。，Yamamoto，H．，Kitamura，Y．，Chin，K．，Ide，M．，Nagahama，M．，Ito，K．，
　　Okamoto，S．，and　Shoji，T，：Immunohistochemical　and　biochemical　analysis　on　medullary　carcinoma　ofthe
　　thyroid　using　monoclonal　antibody　HISL・19．85th　annual　meeting　of　American　Association　for　Cancer
　　Research（AACR）．35，p270，（San　Francisco，Califomia），1994．　4．
　2）Akimaru，K．：Aspiration　Cytology－FNA　and　the　clinical　application．The2th　Cytology　Seminor　at　Chaing－
　　mai　University（Chaingmai，Thai．），1994．8．
　3）Akimaru，K：Aspiration　ofthe　lung．The2th　Chaingmai　University　Cytology　Seminor（Chaingmai，Thai），
　　1994．8．
　4〉Akimaru，K　l　Aspiration　of　the　thyroid．The2th　Chaingmai　University　Cytology　Seminor（Chaingmai，
　　Thai），1994．8．
　5）Sakamoto，T．，Saizawa，T．1），Mabuchi，A，1），Norose，Y。1），Hirano，F．，Matsui，S．，Sholi，T．，and　Yokomuro，
　　K．1）：（ユ）Dept。of　Microbiology　and　Immunology）：Hematolymphoid　Cell　Population　in　the　Liver：It’s
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　　Modifications　during　Liver　Regeneration　after　Partial　Hepatectomy。7th　Intemational　Symposium　on　Cells
　　of　the　Hepatic　Sinusoid（Kyoto），1994．　9．
6）Mabuchi．A．1），Sakamoto，T．，Tsukui，T．1），Hirano，F．，Watari，E．1），Norose，Y，1），and　Yokomuro，K1）（1）
　　Dept．of　Microbiology　and　Immunology）：The　Proliferation　and　Differentiation　of　Spleen　Cells　Cultured
　　with　the　Culture　Supematant　of　Nonparenchymal　Liver　Cells。7th　International　Symposium　on　Ce11s　of　the
　　Hepatic　Sinusoid（Kyoto），1994．9．
7）Hirano，F．，Sakamoto，T．，Mabuchi，A．1），Norose，Y．1），and　Yokomuro，K1）：（Dept，of　Microbiology　and
　　Immunology）：ModificationofT・LymphocyteSubsetsinPeripheral　Blood，the　LiverandtheSpleenduring
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　　侯群合併症例に対する1治験例．第9回不整脈外科研究会，1995．2．
64）家所良夫，日置正文，松島伸治，増田　栄，金田利彦，南部弘太郎，白木康夫，渋谷哲男，田中茂夫：感染性心
　　内膜炎によるAVR後のrootaneurysma及びperi－valvulerleakagdこ対する再手術．第25回日本心臓血管外科
　　学会，1995。2。
65）菅野重人，松島伸治，渋谷哲男，田中茂夫：多発筋炎に合併して発生した二重癌の経験．第112回日本肺癌学会
　　関東部会，1995．3．
66）近藤亮一，天神敏博，小平祐造，内山喜一郎，渋谷哲男，田中茂夫：十二指腸水平脚の結核性潰瘍が腹部大動脈
　　に穿通した1例．第756回外科集談会，1995．3．
67）北村　裕，清水一雄，長浜充二，他：モノクローナル抗体HISL19によるcarcinodi腫瘍の組織化学的検討．第
　　6回日本内分泌外科学会総会，1994．4．
68）渋谷哲男，内山喜一郎，小熊将之，鈴木章一，天神敏博，大場英己，田中茂夫：三角法による消化管吻合．第56
　　回日本臨床外科学会総会，1994．8．
［1993年度追加分］
一般講演：
　1）大場英己・前田隆志，渋谷哲男，庄司　佑：食道静脈癌に対する食道裂孔切開を加えた経腹的食道離断術の評価．
　　第2回日中肝胆膵シンポジウム，1993．
　2）酒井欣男，須田雍夫1），関根　毅1），武内　脩1），田中洋一1），内田健二1），真舩健一1》，佐藤啓宏1），藤田吉四郎1）
　　（1）埼玉県立がんセンター腹部外科）：胃癌の絶対非治癒切除後長期生存例の検討．第31回日本癌治療学会総会，
　　1993．　10．
　3）酒井欣男，須田雍夫1），関根　毅1），田中洋一1），内田健二1），真舩健一），佐藤啓宏1），藤田吉四郎ユ）（9埼玉県立
　　がんセンター腹部外科）：胃癌の絶対非治癒切除後長期生存例の検討．第55回日本臨床外科医学会総会，1993．
　　11。
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［第一病院内視鏡科］
研究概要
　内視鏡を用いた消化管の機能と形態に関するものを中心に以下に示すような各種の研究を行った．また，大島名誉
教授が当科在職中に研究されていた日本人とヨーロッパ人の内視鏡的胃粘膜の相違点に関わる業績に引継ぎ，東南ア
ジア人における胃粘膜像の研究の準備が整った．これらの研究は消化管内視鏡学領域を中心に基礎的なものから臨床
におよぶ幅広い領域のものである．
　1）胃内逆流胆汁酸の胃粘膜に及ぽす影響に関する研究：胃内に逆流した胆汁酸を定量し，胃潰瘍，十二指腸潰瘍，
並存潰瘍，萎縮性胃炎例における相違を検討した．さらに，嗜好品による逆流胆汁酸量の違いについても観察した．
　2）電子内視鏡画像処理による胃粘膜血流，胃液中逆流胆汁酸濃度の画像解析：平成4年度より用いている電子内視
鏡画像処理装置により，萎縮性胃炎の観点より胃粘膜血流を測定した．さらに，胃液中に逆流した胆汁酸濃度の画像
解析を行い良好な成績が得られた．
　3）胃排出能測定法に関する改良：アセトアミノフェン法により測定した胃排出能成績についてシンポジウム講演
を行った．これは従来当科で行っていた1．Og法と新しく考案された20mg／kg法による成績を比較検討したものであ
る．また，他大学と共同でアセトアミノフェン法の新しいガイドラインを作成した．
　4）日本人とアジアの他民族における胃粘膜の比較：日本人と東南アジアの人達の胃粘膜の相違を研究するためタ
イ，ベトナム，ラオスを訪問し研究調査の準備が整った．これは他民族の胃粘膜を萎縮性胃炎の内視鏡的判断基準（大
島分類）ならびに病理学的基準より評価するものである．また，ヘリコバクター・ピロリ感染についても内視鏡科に
おける成績と比較検討する予定である．
　5）小腸，大腸におけるまれな症例の報告を行った．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）松久威史，大島　博：アセトアミノフェン法により測定した胃排出能成績と内視鏡的幽門形態の関連性につい
　　て．第4回消化管運動測定研究会プログラム講演報告集，3－5，1994．
　2）伊藤正秀1），山口和彦，飯田章太郎，出光豊明，児玉朱音，角田誠之，松久威史，大島　博（1）第二病院消化器病
　　センター）：職域における大腸癌検診．THERAPEUTIC　RESERCH，15，（supp1．2），104－108，1994．
　3）角田誠之，伊藤正秀D，児玉朱音，草間　泉，大島　博（1）第二病院消化器病センター）：オルニチン脱炭酸酵素
　　活性値の経時的検討一家族性大腸ポリポージス症例において一．THERAPEUTICRESERCH，15，（suppl．2），
　　358－363，　1994．
　4）高屋善章，角田誠之，伊藤正秀，大島　博：画像解析による胃粘膜血流の検討：萎縮性胃炎を中心として．日医
　　大誌，61，295－305，1994．
　5）松久威史，草間　泉，出光豊明，山口和彦：内視鏡的にみた幽門運動とアセトアミノフェン法による胃排出能の
　　関連性：胃排出能測定法の検討を含めて．日平滑筋会誌，30，226－229，1994．
　6）山田義也1），門馬久美子1），榊　信廣1），吉田　操1），小池盛雄1），味沢　篤1），倉禎　二（1）東京都立駒込病院）：
　　食道・胃・十二指腸病変が発見の契機となった全身性疾患食道カンジダ症で確診されたAIDSの1例．胃と腸，
　　29，　1422－1424，　1994。
　7）出光豊明，飯田章太郎，松久威史，岩瀬　泉1），渋谷哲男1）（1）外科学第2）：内視鏡的に切除された直腸腺腫内癌
　　に日本住血吸虫の虫卵を認めた1例．Clinical　Parasitology，5，172－174，1994．
（2）総説：
　1）松久威史：胃，十二指腸疾患におけるH6」♂oo枷6ホ6γρ夕Joガ感染について．日医大誌，61，519～520，1994．
一232一
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）松久威史，大島　博：アセトアミノフェン法により測定した胃排出能成績と内視鏡的幽門形態の関連性につい
　　て．第4回消化管運動測定研究会，1994．
　2）原澤　茂1），長谷部哲理1），三輪　剛1》，関口利和2》，伊藤　漸2》，竜田正晴3》，本郷道夫41，松枝　啓5》，仲野俊成61，
　　鳥居　明7），戸田剛太郎7），松久威史，大島　博，藤村二郎8），岡野裕行9），鈴木　倣10），中村光男11），杉山　貢12）
　　（1）東海大学，2）群馬大学，3）大阪府立成人病センター，4）東北大学，5）国立国際医療センター，6）関西医科大学，
　　7》東京慈恵会医科大学，8）広島大学，9）神戸大学，10》山口大学，11）弘前大学，！2）横浜市立大学）：アセトアミノフェ
　　ン検討会の中問報告．第4回消化管運動測定研究会，1994．
（2）一般講演：
　1）松久威史，伊藤正秀1），大島　博（1）第二病院消化器病センター）：逆流タウロコール酸の胃への影響：萎縮性胃
　　炎，嗜好品との関連．第47回日本消化器内視鏡学会総会，1994．
　2）伊藤正秀D，山口和彦，松久威史，大島博（1）第二病院消化器病センター）：胃液内デオキシコール酸濃度と胃
　　体部潰瘍の背景胃粘膜：タオリン抱合型における検討．第47回日本消化器内視鏡学会総会，1994．
　3）井出道也1），秋丸號甫1〕，大場英己1），清水一雄1），渋谷哲男1），岩瀬和泉1），陳　光永1》，庄司　佑1），荒牧長門，
　　松久威史，角田誠之，出光豊明，大島　博，佐藤薫隆2），渡辺一彦2》，為我井芳郎2），森越栄太2）（1）外科学第2，
　　21佼成病院外科）：腹腔鏡下胆嚢摘出術における開腹移行例の検討．第47回日本消化器内視鏡学会総会，1994．
　4）角田誠之，松久威史，伊藤正秀D（・）第二病院消化器病センター）：便通異常症例における直腸組織ヘモグロビン
　　濃度指数の検討．日本医科大学医学会第83回例会，1994．
　5）出光豊明，飯田章太郎，松久威史，岩瀬和泉1），渋谷哲男1）（・）外科学第2）：内視鏡的に切除された直腸腺腫内癌
　　に日本住血吸虫の虫卵を認めた1例．第5回臨床寄生虫研究会，1994．
　6）松久威史，草問　泉，出光豊明，山口和彦：内視鏡的にみた幽門運動とアセトアミノフェン法による胃排出能の
　　関連性：胃排出能測定法の検討を含めて．第36回日本平滑筋学会総会，1994．
　7）高屋善章，角田誠之，松久威史，伊藤正秀n（1）第二病院消化器病センター）：画像解析による胃粘膜ヘモグロビ
　　ン指数の検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　8）豊島　明1）・伊藤正秀1》，田中賢助1〕，小山雅章1），田崎達也1），原　一郎1》，馬越正通1〕，角田誠之，松久威史
　　（1）第二病院消化器病センター）：逆流胆汁酸中タウロコール酸と胃異型上皮との関連：胃体部潰瘍例における
　　検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
9）飯田章太郎，松久威史，渋谷哲男1）（1）外科学第2）：虚血性大腸炎により著明なS状結腸狭窄を来した1例．第
　　62回日本医科大学医学会総会，1994．
10）出光豊明，出光弘明，飯田章太郎，松久威史：日本住血吸虫虫卵を伴った大腸隆起性病変の3例．第62回日本医
　　科大学医学会総会，1994．
11）小山雅章1），伊藤正秀1），山口裕史1》，田中賢助1》，豊島　明11，吉田　宏L），原　一郎1），赤岩　順1），馬越正通1），
　　角田誠之，松久威史（n第二病院消化器病センター）：職域大腸癌検診の方法：経済性・有効性の観点から．第62
　　回日本医科大学医学会総会．1994．
12）豊島　明・），伊藤正秀・》，渡辺昌則1），吉田　宏・），小山雅章1），田中賢助1），山口裕史1》，原　一郎1），馬越正通1），
　　角田誠之，松久威史：胃内逆流胆汁酸中デオキシコール酸濃度と胃粘膜変化：タオリン抱合型において．第62回
　　日本医科大学医学会総会，1994．
13）松久威史：胃内逆流タウロコール酸と嗜好品の関連性について．第62回日本医科大学医学会総会．1994．
14）倉　禎二1），熊木敏郎1），新井朱音，山口和彦，飯田章太郎，松久威史（且》社会保険葛飾健診センター）：当施設の
　　成人病検診において発見された胃癌の傾向について．第62回日本医科大学医学会総会．1994．
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15）松久威史，伊藤正秀1）（1）第二病院消化器病センター）：老年者における内視鏡的胃粘膜性状と胃液中に逆流した
　　タウロコール酸の関連性．第36回日本老年医学会総会，1994．
16）伊藤正秀1），原　一郎1），馬越正通1），角田誠之1），松久威史（1）第二病院消化器病センター）：経済性，有効性から
　　みた職域大腸癌検診．第12回大腸検査法研究総会，1994．
17）松久威史，角田誠之1），伊藤正秀1）（1）第二病院消化器病センター）：消化性潰瘍における胃液中の逆流胆汁酸：電
　　子内視鏡を用いた胆汁酸の画像解析を含めて．第48回日本消化器内視鏡学会総会，1994．
18）伊藤正秀1），原　一郎1），馬越正通1），角田誠之1），松久威史（1）第二病院消化器病センター）：胃体部潰瘍の背景胃
　　粘膜における異型上皮と逆流胆汁酸中タウロコール酸との関連．第48回日本消化器内視鏡学会総会・1994．
19）角田誠之・），松久威史，伊藤正秀1）（1》第二病院消化器病センター）：電子内視鏡画像による下部消化管粘膜血流測
　　定（第2報）：愁訴別の比較．第48回日本消化器内視鏡学会総会，1994．
20）出光弘明，吉原一郎，遠藤まゆみ，草間　泉，飯田章太郎，出光豊明，山口和彦，松久威史：内視鏡科における
　　老年者大腸ポリープの臨床的検討：内視鏡的切除例について．日本医科大学医学会第84回例会，1994．
21）内山喜一郎1），秋丸號甫1），大場英己1），清水一雄1），井出道也1），渋谷哲男1），岩瀬和泉1），田中茂夫1），松久威史，
　　佐藤薫隆2），渡辺一彦2），為我井芳郎2），森越栄太2）（1）外科学第2，2）佼成病院外科）：腹腔鏡下胆嚢摘手術：術式
　　と成績．第7回内視鏡下外科研究会．1994．
22）伊藤正秀・》，馬越正通・），角田誠之D，松久威史（1》第二病院消化器病センター）：職域大腸検診の方法：有効性か
　　らみた評価．第32回日本消化器集団検診学会秋季大会，1994．
23）松久威史，山口和彦，出光豊明：電子内視鏡像を用いた胃液中逆流胆汁酸の画像解析．第59回日本消化器内視鏡
　　学会関東地方会，1994．
24）倉　禎二1），上里　勝1），熊木敏郎1），松久威史（1》社会保険葛飾健診センター）：当施設における最近3年問の胃
　　健診成績について．第49回日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会，1995．
25）遠藤まゆみ，松久威史：ガストログラフィンにより駆虫し得た広節裂頭条虫の1例．第233回日本消化器病学会
　　関東支部例会，1995．
［第二病院外科］
研究概要
　第二病院外科は外科学の広い範囲にわたって臨床を中心とした研究を行っている．
　（1）乳腺：良性疾患では乳輪下膿瘍の外科手術があり，腫瘍病変ではマンモテックによる診断，進行再発乳癌に対
する外科的治療の臨床研究がある．（2）頸部：甲状腺腫瘍を中心とした臨床研究，甲状腺と他臓器腫瘍の合併の調査，
特殊な甲状腺腫瘍について．（3）呼吸器：肺癌では胸腔ドレーン抜去時の細胞診と予後の関係，再発肺癌の切除例の
検討，高齢者肺癌の検討等を行っており，胸腔鏡手術による肺腫瘍の切除や自然気胸の治療に関する研究がある。ま
た胸壁腫瘍にっいては積極的に切除再建する方針をとっており，教室独自のstainless　steel　meshとmarlex　mesh併
用による再建法を考案している．（4）消化器：食道穿孔に対する大網充填術，超小胃手術法における胃壁血流測定，
各種大網による外科的応用の研究が挙げられる．（5）イレウス：絞掘性イレウスを中心に疎血に至るプロセスを組織
血流測定と動物実験により研究中である．また食餌性イレウス，Mecke1憩室によるイレウス，内ヘルニアなど特殊な
イレウスの分析に主眼を置いている．（6）腹部救急疾患：急激な腹痛を来す疾患の体系に取組み，急性間欠性ポルフィ
リン症，大網捻転症，膀胱自然破裂，等の診断困難であったり，希な疾患を重視している．（7）動物実験：イヌによ
る絞拒性イレウスのモデル，大網の移植実験，放射線照射後腸炎の実験等を行っている．（8）外科教育システム方法
論：単にカリキュラム的に羅列するのではなく，患者と常に接し，臨床の流れの中に自分の身を置きながらスムース
に合理的かつ効果的に外科手術法を習得できる様な教育メソッドの開発について教室全体で取り組んでいる．
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　　ザ記念病院）：大網充填移植術の消化性潰瘍根治性とquality　of　life．日本医大医学会第85回例会，1995．2．
42）平野滋之，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，木本洋一郎，大久保哲行，栗原雄司：診断が困難であった虫垂切除
　　後，同部より出た索状物による絞拒性イレウスの2例．日本医大医学会第85回例会，1995．2．
43）大久保哲行，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，木本洋一郎，平野滋之，栗原雄司：後腹膜に穿破したS状結腸憩
　　室の治療経験．日本医大医学会第85回例会，1995．2．
44）久吉隆郎，天野純治，難波　亨，喜多島豊三1），中島雅彦1），高野精悟2）（1）立川病院外科，2）日本大学第3外科）：
　　子宮頸癌に対する放射線照射後に発生した腹腔内膀胱自然破裂の1例．第24回日本腹部救急医学会総会，1995．
　　3．
［千葉北総病院胸部外科］
研究概要
　93年度追加分に関しては，当教室の医局員が付属病院およびその関連病院に従事していた時期のもので，千葉北総
病院胸部外科としてのオリジナルな研究成果ではないが，今後の当院での研究も必然的にこれら過去の研究・経験を
ふまえたものになると考えられる．
　当院では，未だに研究施設整備が不充分なため，実験的基礎研究は行いえず，臨床例を介しての研究が主体となっ
ている．本院第2外科教室の主題の1つである，不整脈の外科治療に関しては現在心房粗細動における心表面Map－
pingの研究が進行中であり，さらに薬理学的研究として心房性Na利尿ホルモン剤，経口DOA製剤等の開心術例へ
の応用研究が計画中である．
　血管系では，脚光をあびつつある下肢静脈瘤硬化療法の治療手技としての評価を検討している。
　呼吸器・縦隔系では，呼吸器内科と連携して，集学的治療を行っており，臨床例の増加が待たれるところである．
　北総病院の基本理念であるセンター構想とも関連し，本年度を含め今後，循環器内科・集中治療部・救急医学科・
放射線科等の関連各科との協同研究を計画中である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）山内茂生1），浅野哲雄，原田　厚2），池下正敏21，田中茂夫2），庄司　佑2）（1）総合会津中央病院心臓血管外科・2）日
　　本医科大学胸部外科）：心房細動の外科治療：僧帽弁手術と心房細動の一期的治療．日心外会誌，23，172－178，
　　1994．
　2）杉本忠彦，高野照雄2），田中啓治1），子島　潤2），保坂浩希2），二宮淳一3）（1）集中治療部，2》附属病院集中治療室，
　　3）同胸部外科）：経皮的心肺補助法の適応と問題点．集中治療，6・891－897・1994．
　3）杉本忠彦，田中茂夫・），保坂浩希・），新田　隆・），山内茂生・），原田　厚・》，家所良夫・），日置正文・）・池下正敏1）・
　　庄司　佑（1）日本医科大学胸部外科）：実験的心房粗細動の電気生理学的考察．臨床胸部外科・14・76－77・1994・
　4）新田　隆1），池下正敏1），浅野哲雄，寺田功一1），秋山博彦1），田中茂夫1）（1）外科第2）：房室結節周囲凍結術の臨
　　床的検討．日胸外会誌，43，344－349，1995．
〔1993年度追加分〕
原著：
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1）浅野哲雄，田中茂夫，池下正敏，日置正文，家所良夫，山内茂生1），原田　厚，矢島俊己，庄司　佑（1）総合会津
　中央病院心臓血管外科）：心房細動の外科治療：両心房切開法の経験．日心外会誌，22，292－294，1993．
2）佐々木建志・田中茂夫・池下正敏・杉本忠彦，庄司　佑，高野照夫1），田中啓治・》，隈崎達夫2），大矢　徹2）（1）集
　中治療室，2）放射線科）：B型急性大動脈解離，非手術症例の遠隔予後と残存解離腔の運命．日心外会誌，22，
　322－327，　1993．
学会発表
（1）一般講演：
　1）大国真一），緒方憲一），松本　真1），宮本新次郎1），水野杏一1），田中啓治1），杉本忠彦，浅野哲雄，宗像純司1）
　　（1）千葉北総病院内科）：多枝にulcerated　plaqueを認めた不安定狭心症の1例．第75回シネアンギオ研究会，
　　1994．
　2）杉本忠彦・浅野哲雄・岩城秀行・浜田久光1），伊藤保彦1），弓削邦夫1），大秋美治2），松島申治3），田中茂夫3）（1）小
　　児科・2）同病理部・3》外科第2）：一側胸腔を占拠した小児巨大肺嚢胞の1治験例．第91回日本胸部外科学会関東
　　甲信越地方会，1994．
　3）大国真一），緒方憲一），松本　真1），宮本新次郎11，水野杏一），田中啓治1），杉本忠彦，浅野哲雄，宗像純司1》，
　　（1）千葉兆総病院内科）多岐にulceratedplaqueを認めた不安定狭心症の1例．第152回日本循環器学会関東甲信
　　越地方会，1994．
　4）高木　元1），金子晴生1），田中　隆1），田中啓治1），大野忠明1），黒川浩之1），大国真一1），水野杏一》，岩城秀行，
　　杉本忠彦，浅野哲雄（1）千葉北総病院内科）PCPS施行中，呼気終末炭酸ガス分圧測定によってポンプ流量を決
　　定しえた激症型心筋炎の1例．第154回日本循環器学会関東甲信越地方会，1994．
　5）黒川浩史1），大野則彦1），富村正登1），上村龍太1），山岸　正1》，北村克彦1），大国真一1），水野杏一1），金子晴生1），
　　田中　隆1），田中啓治1），岩城秀行，杉本忠彦，浅野哲雄（1）千葉北総病院内科）：冠動脈造影が正常であったにも
　　かかわらず，血管内視鏡で黄色粥腫を認めた家族性高コレステロール血症の1例．第154回日本循環器学会関東
　　甲信越地方会，1994．
　6〉小川理郎1）・横田裕行1）・加藤一良1），小池　薫1），大友康裕1），高橋幸道1），磯辺博隆1），山本保博1），大塚敏文1），
　　杉本忠彦・浅野哲雄・田中啓治2）（1）千葉北総病院救命救急部，2）同集中治療部）：経皮的心肺補助（PCPS）を施
　　行した激症型心筋炎と考えられた2症例．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．
〔1993年度追加分〕
（1）シンポジウム：
　1）五味渕　誠・笠井　巧・田中茂夫，池下正敏，日置正文，松島伸治，矢島俊己，杉本忠彦，真崎義隆，井村　肇，
　　秋山博彦・大沢　肇・庄司　佑：外科的治療を要する心疾患を合併した肺癌症例の治療方針．第46回日本胸部外
　　科学会総会，1993．
（2）一般講演：
　1）浅野哲雄1）・寺田功一）・大原直人2）・新井田有耕2），今田　剛2），武市和之3）（1）総合会津中央病院心臓血管外科，
　　2）同循環器科，3）同産婦人科）：心雑音により発見された右房粘液腫の1治験例．第52回日本胸部外科学会東北地
　　方会，1993．
2）杉本忠彦，高田加寿子1），子島　潤1），高山守正D，田中啓治1），高野照夫1），佐々木建志2），池下正敏2），田中茂夫2），
　　庄司　佑2）（u集中治療室・2）胸部外科）B型急性大動脈解離の大動脈径と残存解離腔の変化が遠隔予後に与える
　　影響について．第20回日本集中治療医学会総会，1993．
3）寺田功一，二宮淳一，山内仁紫，本田二郎，杉本忠彦，保坂浩希，田中茂夫，庄司　佑：小児開心術における術
　　中経食道心エコー法の経験．第29回日本小児循環器学会，1993．
4）池下正敏・田中茂夫・日置正文・浅野哲雄，宇都宮英敏，家所良夫，原田　厚，山内茂生，新田　隆，矢島俊己，
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　杉本忠彦，保坂浩希，庄司　佑：心臓外科における頻脈性不整脈の外科治療指針の検討．第46回日本胸部外科学
　会総会，1993．
5）落雅美，田中茂夫，池下正敏，小坂真一，矢島俊己，杉本忠彦，朽方則喜，庄司佑，高野照夫1）（1》集中治療
　室）：重症急性心筋虚血に対する外科治療：成績向上をめざしての死亡例の検討．第46回日本胸部外科学会総会・
　1993．
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11．脳神経外科学講座
［付属病院脳神経外科］
研究概要
　教室では下記の主要テーマについて臨床的及び基礎的研究を進めており，その成果を積極的に学会ならびに論文に
発表している．
　1）悪性脳腫瘍に関する臨床的および基礎的研究：
　悪性グリオーマおよび転移性脳腫瘍の治療成績に関する臨床データが集計された．モノクローナル抗体をはじめと
する免疫療法に関する基礎的研究が大きな進展を示し，また各種成長因子からみた生物学的特徴が明らかにされた．
また，米国ウィスター研究所，ヒューストンのアンダーソン癌研究所，エール大学およびワシントン大学脳神経外科
学教室との悪性脳腫瘍に対する共同研究が成果を挙げつつある．
　2）脳血管障害に関する臨床的および基礎的研究
　脳虚血再潅流モデルによる脳虚血・脳浮腫の実験的検討が行なわれ，特にその中の要因と目されるfree　radicals，
興奮性アミノ酸の研究を積極的に行っている．また，重症クモ膜下出血，脳血管攣縮の臨床データが集計された．さ
らに脳血管内手術が治療法の一貫として積極的に取り入れられており，SPECT，TCD，SSEP，ABRをはじめとする
脳循環代謝動態のモニターに関する研究も行なわれている．
　3）重症頭部外傷に関する臨床的および基礎的研究
　diffuse　axonal　injuryの臨床データが集計され，neuroimagingおよび臨床モニタリングに関する臨床的研究がなさ
れた．また，fluid　percussion法による基礎的研究も着実に行なわれている．
　4）脳死，植物状態に関する臨床的研究が行なわれ，「第4回意識障害の治療研究会」および「植物症・尊厳死・脳
死に関するシンポジウム」を教室が主催した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Hoshino，S．，Takahashi，H．，Shimura，T．，Nakazawa，S．，Naito，Z．，and　Asano，G．：Melanotic　neuroectoder・
　　mal　tumor　of　infancy　in　the　skull　associated　with　high　serum　levels　of　catecholamine．Case　report．J．
　　Neurosurg．，80，919－924，1994．
　2）Zhu，J・H・，Takahashi，H・，and　Nakazawa，S．：Human　monoclonal　antiboby－drug　co1加gates　in　the　experi・
　　mental　treatment　of　malignant　gliomas－Studies　in　vitro　and　in　vivo．Neurol．Med．Chir．（Tokyo），34，
　　279－285，　1994．
　3）志村俊郎，中沢省三，高橋　弘，野手洋治，玉井　仁，隈崎達夫：悪性脳腫瘍の腫瘍内局所化学療法施行後にお
　　ける経時的の磁気共鳴画像と組織学的所見の検討．癌と化学療法，21，209－218，1994．
　4）松本正博，中沢省三：Metastatic　brain　tumor（転移性脳腫瘍）（特集：老年者の脳腫瘍・老年者に多い脳腫瘍
　　の症状と診断）．老化と疾患，7，548－554，1994．
　5）玉置智規，喜多村孝幸，中沢省三：同一領域に出血を繰り返した脳内出血の1例：経時的MRI所見を中心とし
　　て．脳外誌，3，230－234，1994．
　6）高橋　弘，草弼博昭，中沢省三：脳神経外科領域の重症感染症における免疫グロブリン製剤と抗生物質との併用
　　効果：投与スケジュールの違いによる効果の比較検討．感染症誌，68，767－774，1994．
　7）野手洋治，中沢省三，草弼博昭，足立好司：イヌによる掻爬創の1例．救急医学，18，758－759，1994．
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8）中沢省三，志村俊郎：びまん性脳損傷の診断と治療．日医新報，3665，37－40，1994．
9）野手洋治，中沢省三，志村俊郎：Amezinium　metilsulfateの脳循環動態に及ぽす影響．診断と治療・82・
　　1349－1353，　1994．
10）志村俊郎，王　運恋，星野　茂，小林士郎，中沢省三：ラット重症脳損傷の急性期実験モデルにおける病理学的
　　研究：電子顕微鏡および免疫組織学的所見を中心に．脳神経外科，22，955－962，1994．
11）池田幸穂：脳虚血再潅流障害における活性酸素（特集：虚血性脳血管障害：病態よりみた治療への展望）．日医
　　大誌，61，475－480，1994．
12）高橋　弘，野手洋治，中沢省三：脳血管造影，MRA．現代医療，26，3300－3304，1994．
13）高橋　弘，草弼博昭，中沢省三：脳神経外科領域の疾患に伴う睡眠障害に対するBrotizolam（レンドルミン⑧錠）
　　の臨床効果．Geriat．Med．，32，1233－1241・1994．
14）高橋　弘，大上千鶴子，中沢省三：悪性グリオーマに対する十全大補湯の抗腫瘍効果に関する基礎的研究．Bioth－
　　erapy，　8，　313－314，　1994．
15）山口文雄，Morrison．R．，佐谷秀行，Bruner．J．，高橋　弘，中沢省三：FGF－receptorのRNAsplicingとヒト
　　星細胞腫の悪性度の関連性．神経免疫研究，7，99－102，1994．
16）草弼博昭，高橋　弘，中沢省三：複数の抗成長因子モノクローナル抗体を用いたヒト悪性glioma細胞の増殖抑
　　制効果について．神経免疫研究，7，258－262，1994．
17）足立好司，高橋　弘，中沢省三：SCID－huマウスヘのautologousglioma移植の可能性：activeimmunotherapy
　　の動物モデルヘの道．神経免疫研究，7，265－269，1994．
18）高橋　弘，中沢省三：BRM製剤としての漢方方剤の有効性：十全大補湯の悪性グリオーマに対する抗腫瘍効
　　果．神経免疫研究，7，287－291，1994．
19）高橋　弘，志村俊郎，大脇　潔，陳　茂楠，松本正博，横田裕行，水成隆之，足立好司，中沢省三：脳血管障害
　　慢性期の患者に対するプロペントフィリンの臨床効果．老年精医誌，5，1477－1487，1994．
20）横田裕行，中林基明，布施　明，山本保博，辺見　弘，大塚敏文，栗屋　栄，諌山和男，小林士郎，高橋　弘，
　　中沢省三：び慢性軸索損傷における画像診断と各種モニタリングの意義．神経外傷，17，165－168，1994．
21）星野　茂：実験頭部外傷における70kilodalton　heat　shock　proteinの発現について．日医大誌，62，55－64・
　　1994．
22）喜多村孝幸，中沢省三：頭痛（症状別クスリガイド）．看護技術，40，91－94，1994．
（2）総説：
　1）野手洋治，中沢省三：頭蓋内圧充進患者への対応（特集：頭蓋内圧克進患者への対応）．ブレインナーシング，
　　10，　923－928，　1994．
　2）志村俊郎，中沢省三：脳脊髄外傷の病理．Clin．Neurosci・，13，19－23，1995．
　3）高橋　弘，中沢省三：頭部外傷：脳挫傷．Clin．Neurosci．，13，49－52，1995．
　4）池田幸穂：痙攣をきたす疾患：頭蓋内病変（特集：目でみる救急医療の実際）．治療，77，411－417，1995．
著　書
　1）Kobayashi，S．，Yokota，H．，and　Nakazawa，S．：〔分担〕Does　ICP　monitoring　indicatethe　delayed　appearance
　　of　traumatic　intracerebral　hematomaP“lntracranial　Pressure　IX”（Nagai，H．，Kamiya，K　and　Ishii，S．，
　　eds．），P．462－463，Springer－Verlag，Tokyo，1994．
　2）Kobayashi，S．，Yokota，H．，and　Nakazawa，S．：〔分担〕Management　of　head　injury　in　children　showing
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　　とその基礎的研究．第5回学校法人日本医科大学外国人留学者研究会，1994．11．
58）戸田茂樹，池田幸穂，川本俊樹，中沢省三：ラット4血管閉塞改良モデルにおける活性酸素消去能の変動．第6
　　回日本脳循環代謝学会総会，1994．11．
59）高橋　弘，中沢省三：ヒト悪性グリオーマに対するヒト型モノクローナル抗体CLN－lgGの有用性について．第
　　3回日本脳腫瘍カンファレンス，1994．11．
60）吉田大蔵，Piepmeier，J．M．，高橋　弘，佐久間康夫，中沢省三：Estramustineのヒトグリオーマ細胞に対する
　　放射線感受性増強効果．第3回日本脳腫瘍カンファレンス，1994．11．
61）戸田茂樹，池田幸穂，川本俊樹，中沢省三：ラット4血管閉塞改良モデルにおける脳浮腫の動態．第6回日本脳
　　循環代謝学会総会，1994．11．
62）星野　茂，小林士郎・布施　明・白石一也，中沢省三：実験的頭部外傷における70－kDheatshock　protein，IgG
　　の発現について．第6回日本脳循環代謝学会総会，1994．11．
63）吉田陽一，足立好司，原島克之，野手洋治，中沢省三：末梢性顔面神経麻痺にて発症した破裂VA－PICA動脈瘤
　　の1手術例．第56回日本脳神経外科学会関東地方会，1994．11．
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64）杉山　誠・足立好司・草弼博昭，池田幸穂，中沢省三：比較的稀な小脳出血で発症したcavemoushemangioma
　　の1例．第56回日本脳神経外科学会関東地方会，1994．11．
65）吉田陽一，足立好司，小南修史，小林士郎，中沢省三，諌山和男，宇佐美信乃：経静脈的塞栓術が有効であった
　　外傷性硬膜動静脈痩の1例．第10回日本脳神経血管内手術研究会，1994．11．
66）玉置智規，諌山和男，布施　明，横田裕行，辺見　弘，小林士郎，中沢省三：両側性急性硬膜外，硬膜下血腫
　　（AEDH，ASDH）症例の臨床的検討．第6回神経救急研究会，1994．12．
67）吉田陽一，足立好司，野手洋治，小林啓志，中沢省三：特異な臨床経過をたどった椎骨後下小脳動脈瘤の1例．
　　第27回新潟脳神経外科懇話会，1994．12．
68）恵　答美，高橋　弘，大上千鶴子，中沢省三：免疫賦活剤Ubenimexの悪性グリオーマ細胞に対する抗腫瘍効果．
　　第7回JBRM学会学術集会総会，1994．12．
69）吉田大蔵・中沢省三：Malignantgliomaに対するCopperchelatetherapyの試み．第8回ニューロ・オンコロ
　　ジィの会，1994．12．
70）足立好司，高橋　弘，中沢省三：Activeimmunotherapyのための動物モデルの開発．第8回ニューロ・オンコ
　　ロジィの会，1994．12．
71）池田幸穂，中沢省三，中川　豊，石橋良徳，吉井利郎：外傷性脳浮腫に対するArginine　Vasopressin分泌抑制
　　剤の抗脳浮腫効果．第6回神経損傷の基礎シンポジウム，1994．12．
72）太組一郎，渡辺　玲，山口文雄，喜多村孝幸，池田幸穂，高橋　弘，中澤省三：Wemicke脳症のMRI所見：自
　　験例と文献的考察．第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
73）渡辺　玲，足立好司，石郷岡聡，池田幸穂，高橋　弘，中澤省三：興味あるMRI像を呈した非外傷性両側性硬
　　膜下血腫の2例．第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
74）喜多村孝幸，中沢省三：出血性脳血管障害におけるRemoteEffectの検討．第18回日本脳神経CI研究会，1995．
　　1．
75）小島豊之，饒波正博，喜多村孝幸，高橋　弘，中澤省三：興味あるMRI像を示した大脳半球類上皮腫の1例．
　　第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
76）杉山　誠，足立好司，池田幸穂，中沢省三：小脳半球に発生した海綿状血管腫の1手術例．第18回日本脳神経CI
　　研究会，1995．1．
77）太組一朗，吹野晃一，鏡波正博，小島豊幸，野手洋治，中沢省三：神経線維腫症2型の1症例．第18回日本脳神
　　経CI研究会，1995．1．
78）吉田陽一，足立好司，渡辺　玲，石郷岡聡，池田幸穂，中沢省三：頭蓋内進展部位に腫瘍内出血をきたした副鼻
　　腔癌の1例．第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
79）渡辺国博，吉田大蔵，喜多村孝幸，水谷暢秀，布施　明，野手洋治，中沢省三：画像上腫瘍性出血と鑑別困難で
　　あった外傷性脳出血の1例．第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
80）吉田陽一，足立好司，原島克之，野手洋治，中沢省三：顔面神経麻痺を呈した後下小脳動脈分岐部動脈瘤の1例．
　　第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
81）渡辺　玲，足立好司，池田幸穂，中澤省三，高橋　弘：興味あるMRI像を呈した両側性硬膜下血腫の2例．第
　　57回日本脳神経外科学会関東地方会，1995．3．
82）野手洋治，中沢省三，志村俊郎：無症候性脳梗塞におけるMR診断の有用性について．第20回日本脳卒中学会，
　　1995．　3．
83）高橋　弘，石郷岡聡，小井戸隆，村井保夫，鈴木紀成，中沢省三：異なる脳血管奇形が合併する稀な脳幹部出血
　　について．第20回日本脳卒中学会，1995．3．
84）喜多村孝幸，川本俊樹，中江純夫，長谷川伝，中沢省三：遷延性意識障害患者の治療に対する現状と将来＝患者
　　家族のアンケートを参考にして．第4回意識障害の治療研究会，1995．3．
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［第二病院脳神経外科］
研究概要
　第二病院脳神経外科は，平成6年4月に正式に病棟を開設したばかりの若い教室であるが，付属病院脳神経外科と
連携を保ちながら脳腫瘍，脳血管障害，神経外傷，中枢神経奇形などあらゆる脳神経疾患の外科的治療を対象として
臨床的，基礎的研究を行っている．
　特に，悪性脳腫瘍に関しては，腫瘍抗原に対するモノクローナル抗体を用いた特異的免疫療法や腫瘍増殖因子に対
するモノクローナル抗体を複数使用するカクテル療法の基礎的研究を行い，一部は臨床応用にまで進んできている．
また，モノクローナル抗体に結合したリポソーム封入癌抑制遺伝子を用いたターゲッティング療法の基礎的研究も
行っている．さらに，臨床的には新しい化学免疫療法を試み，データが蓄積されつつある．なお，基礎的研究の大部
分は文部省科学研究費補助金の援助を受けながら行われている．
　脳血管障害に関しては，超音波ドップラーを用いて経頭蓋的に脳血流速度を測定することにより，非観血的に正確
な病態把握を行う臨床的研究が盛んである．また，同様の方法による遷延性意識障害患者の詳細な病態分類の研究も
行われている．
　中枢神経奇形については，当院形成外科の発足に伴い，形成外科と合同で行う頭蓋・顔面外科にテーマを絞り・こ
れらの症例に対する臨床的研究の準備が整った．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Zhu，J．H．，Takahashi，H．，and　Nakazawa，S．：Human　monoclonal　antibody・drug　conjugates　in　the　experi－
　　mental　treatment　of　malignant　gliomas：Studies　in　vitro　and　in　vivo，NeuroL　Med．Chir．，34，279－285，
　　1994．
　2）Hoshino，S．，Takahashi，H．，Shimura，T。，Nakazawa，S，，Naito，Z．，and　Asano，G．：Melanotic　neuroectoder－
　　mal　tumor　of　infancy　in　the　skull　associated　with　high　serum　levels　of　catecholamine・J・Neurosurg・・80・
　　919－924，　1994．
　3）高橋　弘，大上千鶴子，中澤省三：悪性グリオーマに対する十全大補湯の抗腫瘍効果に関する基礎的研究．Bioth－
　　erapy，　8，　313－314，　1994。
4）高橋　弘，草弼博昭，中澤省三：脳神経外科領域の重症感染症における免疫グロブリン製剤と抗生物質との併用
　効果：投与スケジュールの違いによる効果の比較検討．感染症誌，68，767－774，1994．
5）高橋　弘，野手洋治，中澤省三：無症侯性脳梗塞：脳血管造影，MRA．現代医療，26，64－68，1994．
6）高橋　弘，草彊博昭，中澤省三：脳神経外科領域の疾患に伴う睡眠障害に対するBrotizolam（レンドルミン錠）
　　の臨床効果．Geriat．Med．，32，1233－1241，1994．
7）高橋　弘，中澤省三：BRM製剤としての漢方方剤の有用性：十全大補湯の悪性グリオーマに対する抗腫瘍効
　　果．神免疫研，7，287－291，1994．
8）草携博昭，高橋　弘，中澤省三：複数の抗成長因子モノクローナル抗体を用いたヒト悪性glioma細胞の増殖抑
　　制効果について．神免疫研，7，258－262，1994．
9）山口文雄，Morrison，R．，佐谷秀行，Bmner，J．，高橋　弘，中澤省三：FGF・receptorのRNAsplicingとヒト
　　星細胞腫の悪性度の関連性．神免疫研，7，99－101，1994．
10）足立好司，高橋　弘，中澤省三：SCID・huマウスヘのautologousglioma移植の可能性＝active　immunotherapy
　　の動物モデルヘの道．神免疫研，7，265－269，1994．
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11）高橋　弘，志村俊郎，大脇　潔，陳　茂楠，松本正博，横田裕之，水成隆行，足立好司，中澤省三：脳血管障害
　　慢性期の患者に対するプロペントフィリンの臨床効果．老年精医誌，5，1477－1487，1994．
12）横田裕行，中林基明，布施　明，山本保博，辺見　弘，大塚敏文，粟屋　栄，諌山和男，小林士郎，高橋　弘，
　　中澤省三：び漫性軸索損傷における画像診断と各種モニタリングの意義．神経外傷，17，165－168，1994．
（2）総説：
1）高橋　弘，中澤省三：頭部外傷；脳挫傷．Clinical　Neuroscience，13，49－52，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）高橋　弘，吉田大蔵，足立好司，山口文雄，草彊博昭，太組一朗，中澤省三：悪性グリオーマに対するICER療
　　法．第7回ニューロ・オンコロジーの会，1994．4．
　2）玉置智規，喜多村孝幸，高橋　弘，中澤省三：同一領域に短期間で再出血をきたした被殻出血の1例．第54回日
　　本脳神経外科学会関東地方会，1994．6．
　3）高橋　弘，中澤省三：悪性グリオーマに対する十全大補湯の抗腫瘍効果．第12回関東東洋医学研究会，1994．6．
　4）高橋　弘，中澤省三：BRM製剤としての漢方方剤の有用性：十全大補湯の悪性グリオーマに対する抗腫瘍効
　　果．第7回「脳と免疫」研究会，1994．7．
　5）草弾博昭，高橋　弘，中澤省三：複数の抗成長因子モノクローナル抗体を用いたヒト悪性glioma細胞の増殖抑
　　制効果について．第7回「脳と免疫」研究会，1994．7．
　6）山口文雄，Morrison，R．，佐谷秀行，Bmn鉱J．，高橋　弘，中澤省三：FGF－receptorのRNAsplicingとヒト
　　星細胞腫の悪性度の関連性．第7回「脳と免疫」研究会，1994．7．
　7）足立好司，高橋　弘，中澤省三：SCID－huマウスヘのautologousglioma移植の可能性：active　immunotherapy
　　の動物モデルヘの道．第7回「脳と免疫」研究会，1994．7．
8）高橋
　　1994．
9）高橋
10）高橋
　　10．
11）高橋
弘，中澤省三：モノクローナル抗体による脳幹部グリオーマの新しい免疫療法．第32回日本癌治療学会，
10．
弘，草弼博昭，中澤省三：腫瘍因子に着目した悪性グリオーマの治療．第53回日本癌学会総会，1994．10．
弘・中澤省三：悪性グリオーマ治療における漢方方剤の有用性．第53回日本脳神経外科学会総会，1994．
　　　　弘，草彊博昭，山口文雄，中澤省三：腫瘍増殖因子抑制による抗悪性グリオーマ療法．第53回日本脳神経
　　外科学会総会，1994．10．
12）吉田大蔵，Piepmeier，」．M．，高橋　弘，佐久間康夫，中澤省三：ヒトグリオーマ細胞に対するEstramustineの
　　放射線感受性増強効果．第53回日本脳神経外科学会総会，1994．10．
13）草弼博昭，高橋　弘，中澤省三：ヒト悪性グリオーマに対する複数のautocrine　Ioop遮断による抗腫瘍効果．第
　　53回日本脳神経外科学会総会，1994．10．
14）吉田大蔵，池田幸穂，高橋　弘，中澤省三：実験脳腫瘍モデルにおける銅キレート療法の腫瘍成長抑制と腫瘍血
　　管増生抑制について．第53回日本脳神経外科学会総会，1994．10．
15）山口文雄，Morrison，R．，佐谷秀行，Bruner，J．，高橋　弘，中澤省三：ヒト星細胞腫の悪性度と2つのFGF－
　　receptorの発現の関連性．第53回日本脳神経外科学会総会，1994．10．
16）高橋　弘，中澤省三：ヒト悪性グリオーマに対するヒト型モノクローナル抗体CLN－IgGの有用性について．第
　　3回日本脳腫瘍カンファランス，1994．11．
17）吉田大蔵，Piepmeier，J．M．，高橋　弘，佐久間康夫，中澤省三：Estramustineのヒトグリオーマ細胞に対する
　　放射線感受性増強効果．第3回日本脳腫瘍カンファランス，1994．11．
18）山口文雄，Morriもon，R．，佐谷秀行，BruneちJ．，高橋　弘，中澤省三：FGF－receptor1とFGF・receptor2の
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　　Glioma悪性化への関与．第3回日本脳腫瘍カンファランス，1994．11．
19）恵　答美，高橋　弘，大上千鶴子，中澤省三：免疫賦活剤Ubenimexの悪性グリオーマ細胞に対する抗腫瘍効果．
　　第7回JBRM学会学術集会総会，1994．12．
20）足立好司，高橋　弘，中澤省三：Active　immunotherapyのための動物モデルの開発．第8回ニューロ・オンコ
　　ロジーの会，1994．12．
21）太組一郎，渡辺　玲，山口文雄，喜多村孝幸，池田幸穂，高橋　弘，中澤省三：Wemicke脳症のMRI所見：自
　　験例と文献的考察．第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
22）渡辺　玲，足立好司，石郷岡聡，池田幸穂，高橋　弘，中澤省三：興味あるMRI像を呈した非外傷性両側性硬
　　膜下血腫の2例．第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
23）小島豊之，饒波正博，喜多村孝幸，高橋　弘，中澤省三：興味あるMRI像を示した大脳半球類上皮腫の1例．
　　第18回日本脳神経CI研究会，1995．1．
24）渡辺　玲，足立好司，池田幸穂，中澤省三，高橋　弘：興味あるMRI像を呈した両｛財性硬膜下血腫の2例．第
　　57回日本脳神経外科学会関東地方会，1995．3．
［多摩永山病院脳神経外科］
研究概要
　多摩永山病院脳神経外科は，日本脳神経外科学会専門医訓練施設として，診療，教育，研究を付属病院脳神経外科
学教室の指導の下に行なっている．
　当科の第1の研究テーマは，主として脳腫瘍の手術例と外傷性びまん性脳損傷の症例において，持続頭蓋内圧測定
（光センサー硬膜下法），脳血流測定（超音波ドップラー法，SPECT），電気生理学的検査（聴性脳幹反応，体性感覚
誘発電位），MRI・MRA等の多くの諸検査を組合わせ経時的な測定をすることによりその病態解明を行なっている．
　第2のテーマは頭痛患者外来において筋弛緩剤チザニジンによる皮膚血流増加効果をサーモグラフィーで・また
TranscranialドップラーとSPECTによる脳血流測定を行なうことによりその臨床薬理学的効果を正常成人例と対
比し検討する．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Hoshino，S．，Takahashi，H．，Shimura，T，，Nakazawa，S．，Naito，Z．，and　Asano，G，：Melanotic　neuroectoder－
　　mal　tumor　of　infancy　in　the　skull　associated　with　high　serum　levels　of　catecholamineJ・Neurosurg・・80，
　　919－924，1994．
　2）志村俊郎，中沢省三，高橋　弘，小林士郎，野手洋治，鈴木裕子，向井敏二，大野曜吉：BatteredChild　Syndrome
　　を呈した8剖検例の神経病理学的研究．脳神外科，22，23－28，1994．
　3）志村俊郎，王　運恣，星野茂，小林士郎，中沢省三：ラット重症脳損傷の急性期実験モデルにおける病理学的
　　研究：電子顕微鏡および免疫組織学的所見を中心に．脳神外科，22，955～962，1994．
　4）志村俊郎，中沢省三，高橋　弘，野手洋治，玉井　仁，隈崎達夫：悪性脳腫瘍の腫瘍内局所化学療法施行後にお
　　ける経時的磁気共鳴画像と組織学的所見の検討．癌と化療，21，209－218，1994．
　5）志村俊郎，中沢省三：脳脊髄外傷の病理．Clin　Neurosci，13，19－23，1995．
　6）中沢省三，志村俊郎：びまん性脳損傷の診断と治療．日医新報，3665，37－40，1994．
　7）野手洋治，中沢省三，志村俊郎：Amezinium　metilsulfateの脳循環動態におよぽす影響．診断と治療，82，
　　1349－1353，　1994。
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8）高橋　弘・志村俊郎・大脇　潔・陳　茂楠・松本正博，横田裕行，水成隆之，足立好司，中沢省三：脳血管障害
　慢性期の患者に対するプロペントフィリンの臨床効果。老年精医誌，5，1477－1487，1994．
9）小林由子，田島なつき，杉崎健一，飯田英次，篠原義智，山本　鼎，吉田陽一，野手洋治，志村俊郎，江上　格：
　CentralPontineMyelinolysisの1例：MRIを中心に．画像診断，15，81－85，1995．
学会発表
（1）招待講演＝
　1）志村俊郎：脳腫瘍の診断と治療：日常診療でのPit　fa11を中心に．八王子市医師会学術講演会，1994．11．
　2）松本正博：脳血管障害の画像診断．町田市医師会学術講演会，1995．3．
（2）シンポジウム；
　1）野手洋治，中沢省三，志村俊郎：無症候性脳梗塞におけるMRIの診断的意義．第53回日本脳神経外科学会総会，
　　1994。　10．
（3）一般講演：
　1）Shimura，T．，Nakazawa，S，，and　WangJ．Z，l　Morphological　study　of　rat　brain　tumor　by　continuous　local
　　chemotherapy．The3rd　China－Japan　Friendship　Symposium　on　Neurosurgery（Shenyang，China），1994，
　　5．
　2）Noha，M，Yamashita，Y．，Takumi，1りKobayashi，S．，Shimura，T．，and　Nakazawa，S．：Ruptured　aneurysm
　　associated　with　systemic　lupus　erythematosus；report　of　a　case　and　review　of　the　literature。11th　Congress
　　of　Pan・Pacific　Surgical　Association　Japan　Chapter（Okinawa），1994，11．
　3）吉田陽一・野手洋治・志村俊郎・小南修史・小松原清光，中沢省三：上部消化管出血後にcentral　pontine
　　myelinolysisを呈した1例．第17回日本脳神経CI研究会，1994，1．
　4）吉田陽一，志村俊郎，野手洋治，小南修史，小松原清光，中沢省三：シルビウス裂部に発生した頭蓋内脂肪腫の
　　1例．第17回日本脳神経CI研究会，1994，1．
5）清水健司，野手洋治，志村俊郎，中沢省三：三叉神経症状にて発症した脳幹部海綿状血管腫の1例．第17回日本
　　脳神経CI研究会，1994，1．
6）古川哲也，志村俊郎，野手洋治，佐々木光由，中沢省三：脳内出血で発症し，急速な増大を来たした多形性肉腫
　　の1例．第53回日本脳神経外科学会関東地方会，1994，2．
7）野手洋治，志村俊郎，中沢省三：Amezinium　metilsulfateの脳循環動態におよぼす影響について．第19回日本
　　脳卒中学会総会，1994，3．
8）野手洋治，志村俊郎，中沢省三：脳血管撮影とMRアンジオグラフィー所見との比較検討．第19回日本脳卒中学
　　会総会，1994，3．
9）志村俊郎・中沢省三・浅野伍朗：悪性脳腫瘍における補助療法後の病理形態学的研究：主として腫瘍内局所化学
　　療法を中心に。第35回日本神経病理学会総会，1994，5．
10）野手洋治，中沢省三，志村俊郎：Amezinium　metilsulfateの脳循環に及ぽす影響．第12回日本神経治療学会総
　　会，1994，6．
11）田原重志，川本俊樹，松本正博，志村俊郎：Chiari　I型奇形を合併したSyringomyeliaの1治験例．第62回日本
　　医科大学医学会総会，1994，9．
12）松本正博，志村俊郎，吉田大蔵，中沢省三：脳神経外科領域における高齢者転移性脳腫瘍の臨床像の特徴．日本
　　医科大学医学会第84会例会，1994，11．
一251一
12．整形外科学講座
　　［付属病院整形外科・第一病院整形外科・第二病院整形外科・
　多摩永山病院整形外科・千葉北総病院整形外科］
研究概要
　現代の整形外科学の研究範囲は膨大な範囲に渉っているので，その全てを網羅する事は到底不可能であるが・出来
㌧??????
にしかも深く研究するのが教室の使命であると考えている．
　研究項目は：
　1）電気生理学；脊髄電位，神経電位，交感神経電位，筋電図，電気刺激および電磁場刺激による骨・軟骨・神経の
再生．
　2）Biomechanics；脊椎，膝関節，股関節，仙腸関節，肩関節などのBiomechanics・
　3）軟骨再生と移植；将来には骨銀行のみでなく軟骨銀行をめざしている。
　4）人工関節，人工靱帯，人工骨の開発実験および関節（主として股・膝関節）の同種移植・
　5）脊椎管内血管の解剖学．
　6）脊髄馬尾の解剖学．
　7）手根骨の動態．
　8〉臨床的研究；伝統的に脊椎。脊髄疾患に対する手術的治療例が圧倒的に多く，その手術法の開発と術後の予後の
検索を行っている．また，現代の流れで，交通事故の外傷，老人の人工関節置換術や・骨粗　症・若者のスポーツ医
学や近年急増している骨・軟部悪性腫瘍等に関して先進的かつ独自的な治療法を試みている。
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Nakayama，Y．，Shirai，Y．，Narita，T．，Kobayashi，K，Yaoita，H．，Iizawa，N，，and　Hayashi，H。：Dynamic
　　realignment　procedure　for　the　reccurent　patellar　dislocation　and　subdislocation　in　young　atheletes
　　Japanese　Joumal　of　ORTHOPAEDIC　SPORTS　MEDICINE，4，41－47，1994。
　2）Shea，M．，Takeuchi，T．Y．，Wittenberg，RH。，White，A．A，，III．，and　Haye銑W，C．：A　Comparison　gf　the
　　Effects　of　Automated　Percutaneous　Diskectomy　and　Conventional　Diskectomy　on　Intradiscal　Pressure，
　　Disk　Geometry，and　Stiffness．J．SpinaL　Dis．，7，317－325，1994．
　3）中山義人，白井康正，宮本雅史，赤石文洋：不安定型骨盤骨折に対する創外固定法の有用性と限界。日災医会誌，
　　42，　518－523，　1994．
　4）中山義人，白井康正，成田哲也，八百板仁志，飯沢典茂：前十字靱帯再建術後の膝機能と自覚症状の関連につい
　　て．東日本臨整会誌，6，355－359，1994．
　5）清水要吉，白井康正，宮本雅史，今野俊介，赤石文洋，金田和容：頚部脊柱管拡大術後の頚椎可動性について．
　　東日本臨整会誌，6，396－399，1994．
　6）玉井健介，白井康正，武内俊次，中嶋隆夫：大腿骨頸部内側骨折のMRI所見・Hip　Joint・20・161－164・1994・
　7）中山義人，白井康正，成田哲也，森　　淳，橘田雅美，小林　薫，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：変形性膝
　　膝関節症に対する人工関節手術における膝蓋骨置換の意義．関節の外科・3・101－104・1994・
　8）皆川　敦，白井康正，渡辺　誠，横内正直，高山裕史，柴崎　徹，小川ひろみ・吉原　潔・吉田恒丸・城　武俊・
　　川並注一）（1）第二病理病理部）：RAとして治療されていた骨サルコイドーシスの1例．7，201－206，1994．
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　9）北川泰之，白井康正，伊藤博元，武内俊次，高山景範，橘田雅美，橋口　宏，角田　隆，浅野伍朗D，前田昭太
　　郎2）（1）病理学第二，21多摩永山病院病理部）：上腕骨近位部に発生した軟骨粘液線維腫の1例．関東整災誌，25，
　　720－723，　1994．
10）清水要吉，白井康正，中山義人，成田哲也，井上惣一郎，森　　淳，橘田雅美，小林　薫：MRIによって自然消
　　失を確認した小児膝窩部嚢腫の1例．関東整災誌，25，527－529，1994．
11）北川泰之・白井康正・中山義人・角田　隆・中原義人，浅野伍朗1），松原美幸2），前田昭太郎3）（1）病理学第二，
　　2）病院病理部，3）多摩永山病院病理部）：臨床的に悪性が疑われたが細胞診にて推定診断しえた腱鞘巨細胞腫（び
　　まん型）の1例．日臨細胞誌，33，1145－1149，1994．
12）松沢　勲・白井康正・南野光彦：半導体レーザーによる腰痛症の痔痛制抑：筋電図・筋血流量からの検索．骨・
　　関節・靱帯，7，655－660，1994．
13）宮本雅史，白井康正：頚椎症性頚髄症の再手術例の検討．骨・関節・靱帯，7，1105－1110，1994．
14）白井康正：仙腸関節障害の画像診断．骨・関節・靱帯，7，1373－1381，1994．
15）武内俊次，白井康正，玉井健介，中嶋隆夫，皆川　敦，中原義人：大腿骨頚部骨折発生予防のための研究：腰椎
　　骨密度・大転子軟部組織厚・大転子高さと骨折の関連について．骨折，16，320－324，1994．
16）宮本雅史：自殺企図により生じた多発骨折の治療について．Orthopaedics，7，（13），39－46，1994．
17）清水要吉・白井康正・宮本雅史・今野俊介・赤石文洋，金田和容：頚椎脊柱管拡大術後の頚椎轡曲変化について．
　　理学診療，5，150－155，1994。
18）南野光彦，白井康正，松沢　勲，今野俊介，深井靖雄，松井琴恵，大野達朗：頸部痛に対する頸椎間歓的介達牽
　　引の検討：頸部筋血流と筋電図学的検索．理学診療，5，145－149，1994．
19）南野光彦：頸項肩部痛に対する頸椎間欺的介達牽引の効果に関する研究：頸部傍脊筋の血流および筋電図学的
　　検討．日医大誌，61，137－147，1994．
20）中嶋隆夫：女性閉経後および老人性骨粗籟症における脊椎圧迫骨折症例の骨塩定量．日医大誌，61，190－199，
　　1994．
21）北川泰之，白井康正，浅野伍朗1），前田昭太郎2）・角田　隆，須田　暁3〉（1）病理学第二，2）多摩永山病院病理部，
　　3）須田整形外科医院）：上腕骨に発生した骨内脂肪腫の1例．整形外科，45，856－859，1994．
22）赤石文洋，白井康正，中山義人，武内俊次，宮本雅史，橋口　宏，立石哲也，白崎芳夫1）（1）工業技術院機械技術
　　研究所）：下位頚椎における前縦靱帯および後縦靱帯の力学的研究．日本臨床バイオメカニクス学会誌，15，
　　109－112，　1994．
23）松沢　勲，白井康正：老年者に多い骨折：下腿骨骨折．老化と疾患，7，1696－1700，1994．
24）橋口　宏，白井康正，松沢　勲，北川泰之，中井文彦，柴田靖章：腓骨遠位部骨腫瘍に対する人工腓骨置換術の
　　1例．日足の外科会誌，15，84－88，1994．
25）角田直也1）・中野正幸1）・斉藤　仁1）・南　和文（1）国士館大学体育学部）：肘関節の屈筋力と伸展力に及ぼす不活
　　動の影響．国士館大学誌，12，45－49，1994．
26）中野雅之1），辻　秀一2），南　和文，斉藤　仁1），角田直也1）（1）国士館大学体育学部，2》慶応大学スポーツ研究所）：
　　3週間のギプス固定が前腕の筋と骨形態に及ぼす影響．国士館大学誌，12，59－62，1994．
27）白井康正：頚椎牽引：頚部組織血流量と表面電極の変化．総合リハビリテーション，23，25－30，1995．
28）白井康正：神経ブロックの理論．骨・関節・靱帯，8，13－20，1995．
29）白井康正：癖痛をきたすもの：腰痛（主な救急疾患の症候一その鑑別と救急処置）．治療，77，336－342，1995．
30）南　和文：骨癒合を優先すべきかP：ジュニアの腰椎分離症とスポーツ復帰．スポーツメディシン’95，137－141，
　　1995．
31）沢泉卓哉・白井康正肥留川道雄・深井靖雄，小浜金吾，中瀬　猛：Kienbock病にともなって発症した伸筋腱
　　皮下断裂および手根管症候群の2例．関東整災外会誌，25，475－480，1994．
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32）小林　薫，白井康正，中山義人，成田哲也，八百板仁志，飯沢典茂：家兎同種移植半月板の粘弾性特性：組織学
　　的所見との対比．日本臨床バイオメカニクス学会誌，15，313－316，1994．
（2〉総説：
　1）木村哲彦：各種皮膚潰瘍に対するオルセノン軟膏の臨床的有用性の検討・薬理と治療・22・315－327・1994・
2）木村哲彦：整形外科リハビリテーション分野における心身症の問題Orthopaedics，7，73－78，1994．
　3）武内俊次，白井康正：バイオメカニクスからみた大腿骨頚部骨折（特集：骨粗　症に関する最近の知見）。骨・
　　関節・靱帯，7，209－219，1994．
　4〉宮本雅史，白井康正，田島廣之：骨盤外傷に対する出血対策．骨・関節・靱帯，7・791－795，1994．
　5）白井康正，伊藤博元：頚椎手術の概略と適応．骨・関節・靱帯・7・1081－1086・1994・
　6）成田哲也，白井康正，中山義人：新鮮脛骨穎部骨折の治療．骨・関節・靱帯，7，1233－1239，1994．
　7）白井康正：開放性骨折の初期治療：開放骨折の分類，初期治療，骨治療．新図説臨床整形外科講座・感染症・
　　Medecal　View，12，（12），52－57，1995．
　8）白井康正：産業医学と整形外科，職場での腰痛一予防と対策一．骨・関節・靱帯・8・289－296，1995。
　9）伊藤博元：第21回日本肩関節学会．整形外科，46，380－383，1995。
10）白井康正，梶本陽司：神経ブロックの理論（特集：整形外科領域におけるブロック療法）．骨・関節・靱帯，8，
　　13－20，　1995．
著　書
　1）青木孝文，白井康正：〔分担〕頭蓋骨硬化を伴う線条性骨症：骨系統疾患マニュアル．P。110－111，南江堂，1994．
　2）白井康正：整形外科辞典．整形外科辞典，（編集：東　博彦，他），南江堂，1994．
　3）白井康正：〔編集〕整形外科領域における心身医学的諸問題Monthly　Book；Orthopaedic亀　7・13・全日本
　　病院出版会，1994．
　4〉間瀬泰克，白井康正，伊藤博元，南和文，林浩光1），松尾博由2）（1）日本医科大学放射線科，2）松尾医院整形外
　　科）：〔共著〕筋挫傷のMRIについて．臨床スポーツ医学，11，7，P。839－844，文光堂，1994．
　5）白井康正1脊髄損傷の褥瘡．今日の整形外科治療指針，3，（編集：山内裕雄，他），P．264－265，医学書院，1995。
　6）白井康正：腰痛体操．今日の治療指針，P．94－95，医学書院，1995。
　7）白井康正：職業性腰痛．今日の治療指針，（編集：日野原重明・他）・P・127・医学書院・1995．
　8）伊藤博元：〔分担〕鎖骨骨抗今日の整形外科治療指針，3，（編集：山内裕雄，他），P。339－340，医学書院，
　　1995．
　9）伊藤博元：〔分担〕肩鎖関節脱臼．今日の整形外科治療指針，3，（編集：山内裕雄，他），P．340－341，医学書
　　院，1995．
10）伊藤博元：〔分担〕胸鎖関節脱臼．今日の整形外科治療指針，3，（編集：山内裕雄，他），P．341，医学書院，
　　1995．
11）伊藤博元：〔分担〕肩甲骨骨折．今日の整形外科治療指針，3，（編集：山内裕雄，他），P．345－346，医学書院，
　　1995。
学会発表
（1）教育講演：
1）
2）
3）
4）
白井康正：相撲選手の仙腸関節．第2回宮崎脊椎セミナー，1994。9．3。
白井康正：相撲選手の仙腸関節性腰痛．東北整形災害外科学会，1994。11．
白井康正：職業性腰痛の予防と対策．労働省主催講演会，1994。11．
白井康正：職業性腰痛の予防と対策．労働省主催講演会，1994，12。
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(2) S/)/;t~.'S~~>~ : 
1) Shirai, Y. : Ascending Myelitis in association with Herpes-Simplex virus. ~{~ 4 ~I FIl~~~~'.'fr~~~41~~~}S/ )/Ii~'S~ 
~7~ (~:W~). 1994. 4 . 
2) Shirai, Y. : Low back pain originated from the sacroiliac joints. Ist Spine Across the Sea, Japan and USA 
Combined Meeting Symposium, 1994. 4 . 
3) Shirai, Y. : Low back pain caused by sacroiliac problems. Ist Spine Across the Sea, Maui, Hawaii, 1994. 
4. 
4) Shirai, Y. : Low back pain on the last joint of the spinal column. Ist Spine Across the Sea, Maui, Hawaii, 
Round table discussion 1994. 4 . 
5) Nakayama, Y. : Intraoperative technique for isometric point in the ACL reconstruction. The 4th Sino-
Japanese Orthopaedic Symposium, (Matsuyama), 1994. 4 . 
6) Nakayama, Y., Shirai, Y., Narita, T., Kobayashi, K., Yaoita, H., Iizawa, N., Hayashi, H. : Dynamic 
realignment procedure for the reccurent patellar dislocation and subdislocation in young atheletes. The 3 
rd Korea-Japan Joint Meeting of Orthopaedic Sports Medicine (Cheju) , 1994. 5 . 
7) Narita, T., Shirai, Y., Nakayama, Y., Kobayashi, K., Yaoita, H., Iizawa, N., Hayashi, H. : A Study of the 
Click Test in a Knee Meniscus Damage. The 3rd Korea-Japan Joint Meeting of Orthopaedic Sports 
Medicene. 1994, 5 . 
8) Kajimoto, Y. : Reperfusion of occluded middle cerebral drtery after stellate ganglion blockade. The XIII 
Annual ESRA Congress (Barcelona, Spain) , 1994. 5 . 
9) Narita, T., Shirai, Y., Nakayama, Y., Kobayashi, K., Yaoita, H. : Sports Activities at Five Years after ACL 
Reconstruction-A Correlation with Postoperative Arthroscopic Evaluation. First Asian Orthopaedic Sports 
Sympojium, 1994. 9 . 
10) Ito, H., Shirai, Y., Hinuma, M., Genbun, Y., Nakai, F. : The application of pulsing electromagnetic fields 
(PEMFS) for ununited fractures. The 4th Conference of the International Society for Fracture Repair, 
(Kobe), 1994. 9 . 
ll) Nakayama, Y., Shirai, Y., Miyamotb, M., Akaishi, H., Iizawa, N. : Long-term results of pelvic external 
fixation for the unstable fractures. The 4th Conference of the International Society for Fracture Repair 
(Kobe), 1994. 9 . 
12) Tamai, K., Shirai, Y., Takeuchi, T., Nakajima, T. : Magnetic Resonance Imaging of the Femoral Head 
Followed Femoral Neck Fracture. The 4th Conference of the International Society for Fracture Repair 
(Kobe), 1994. 9 . 
13) Takeuchi, T., Shirai, Y., Tamai, K., Nakajima, T. : Is thick Soft Tissue on Hip Effective to Prevent the 
Occurrence of Fracture of the Neck of the Femure ? : A Fundamental Study. The 4th Conference of the 
International Society for Fracture Repair (kobe) , 1994. 9 . 
14) Nakajima, T., Shirai, Y., Tamai, K., Takeuchi, T. : A study of vertebral fractures in involutional osteopor-
osis using dual photon absorptiometry. The 4th Conference of the International Society for Fracture Repair 
(Kobe), 1994. 9 . 
15) ~puJ~~)~, ~I#~~1~, ~~c~fi~~~:. ~i~~Ei~Z~l~, ~:W~~~*). JII~F ~~') (*)~~~t~{~~>4, 2)~Z~;l~~-) : ~~;~F1;~S~~~~S~ 
;~~~~i~~t~q)~~~~ ~~67~IFI~c~~~'.~F~;4~:~~~~{~~, 1994 5 A* 
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~F~~~~z~ yl~-~~~. 1994. 6 . 
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18）中山義人，白井康正，成田哲也，小林　薫，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：Composite　graftを用いたAugmen－
　　ntation法によるACL再建術．第22回日本リウマチ関節外科学会，1994．9．
19）南　和文，白井康正，肥留川道雄，沢泉卓哉，間瀬泰克，大場俊二：発育期の腰椎分離症と対策・第5回日本臨
　　床スポーツ医学会，1994．11
20）中山義人，白井康正，成田哲也，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔・小池竜哉・上坂真司，柏木俊治・
　　田中功一，柴崎祐加子，梶原浩嗣：膝蓋骨不安定症に対するproximal　and　distal　realignment．第16回東京膝
　　関節学会，1995．2．
（3）一般講演：
1）Tsunoda，N．1），Nakano，M．1），Saito，H．1），and　Minami，K（1）Faculty　of　Physical　Education．Kokushikan
　　University）：Effects　of　Immobilization　on　Human　Elbow　Flexor　and　Muscles，2nd　Amual　Meeting　of　the
　　Canadian　Society　For　Exercise　Physiology．（Hamilton，Ontario，Canada），1994．
　2）宮本雅史，白井康正，今野俊介，金田和容，石田　晋：腰椎椎間板ヘルニアにおける馬尾の配列異常について：
　　CTMによる後根の数と臨床所見の関連について．第67回日本整形外科学会学術集会，1994．5．
　3）玉井健介，白井康正，武内俊次，中嶋隆夫，清水要吉：大腿骨頚部内側骨折後の骨頭のMRI所見・第67回日本
　　整形外科学会学術集会，1994．5．
　4）問瀬泰克，白井康正，伊藤博元，南　和文，杉崎健一），林　宏光1），隈崎達夫1）（1）放射線科）：MRIによる足関
　　節捻挫靱帯評価について．第20回日本整形外科スポーツ医学会，1994．6．
　5）成田哲也，白井康正，中山義人，小林　薫，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：前十字靱帯再建後の競技スポー
　　ツ復帰における関節鏡所見の意義．第20回日本整形外科スポーツ医学会，1994．6．
　6）大村文敏，白井康正，肥留川道雄，南　和文，福田憲昭，加藤和義，吉川　昇：片開き式頸部脊柱管拡大術後の
　　脊柱管形態について：3D－CTによる術後頸椎柱の検討．第23回日本脊椎外科学会，1994．6．
　7）赤石文洋，白井康正，中山義人，武内俊次，宮本雅史，今野俊介，清水要吉，立石哲也1），白崎芳夫1）（1）工業技
　　術院機械技術研究所）：下位頚椎前縦靱帯および後縦靱帯の生体力学的特性．第23回日本脊椎外科学会，1994．
　　6．
　8）清水要吉，白井康正，宮本雅史，今野俊介，赤石文洋，金田和容：棘突起縦割式椎柱管拡大術後の頚椎蛮曲の変
　　化．第23回日本脊椎外科学会，1994．6．
　9〉吉川　昇，白井康正，南　和文，大村文敏，福田憲昭，加藤和義，肥留川道雄＝興味ある肩甲上神経麻痺の1例．
　　第558回関東整形災害外科学会整形外科集談会東京地方会・1994．6．
10）柴田靖章，白井康正，松沢　勲，成田哲也：外反母趾の治療成績　Mam法．第19回日本足の外科学会，1994。
　　　7．
11）清水要吉，白井康正，宮本雅史，今野俊介，赤石文洋，金田和容：棘突起縦割式脊柱管拡大術後の頚椎可動域の
　　検討．第6回日本理学診療学会，1994．7．10．
12）南　和文：体幹の筋力と腰部障害．筋機能セミナー94，1994．7．
13）北川泰之，白井康正，玉井健介，角田　隆：良性骨腫瘍および骨腫瘍類似疾患に対するβ・TCP（β・Tricalcium
　　phosphate）の臨床応用．第27回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会・1994・7・
14）角田　隆，白井康正，前田昭太郎1），浅野伍朗2）（1）多摩永山病院病理部，2）病理学第二）＝悪性線維性組織球腫の
　　組織発生に関する検討：免疫組織化学的検索を中心として（第3報）．第27回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術
　　集会，1994．7．
15）田中功一，白井康正，渡辺　誠，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，皆川　敦，上坂真司，
　　柏木俊治：Bateman型人工骨頭破損の1例．第91回神奈川整形災害外科医会・1994。7．
16）森　　淳，白井康正，中山義人，成田哲也，北川泰之，小林　薫：Bioactive　Ceramics骨補填材を使用した大
　　腿骨内穎骨折観血的治療に生じた二次的変形性膝関節症に対して人工関節置換術を施行した1例．第23回東日本
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　　リウマチの外科研究会，1994．8．
17）河路秀巳，白井康正，中山義人，横室公三1），菊地京子1），素本友紀2），原田義次2），川島拓司2）（1）微生物免疫，
　　2）森永乳業生物科学研究所）：慢性関節リウマチ患者におけるマイクロファージ・コロニー刺激因子の研究．第23
　　回東日本リウマチの外科学会，1994．7．
18）井上眞治，中山義人，白井康正，岡崎太郎：ウサギ1型コラーゲン．第67回日本生化学会，1994．9．
19）川角　浩1），竹内良夫1），南　和文，白井康正（1）微生物免疫）：レスリングマット及び柔道の畳からのブドウ球菌
　　の検索．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
20）橋口　宏，白井康正，伊藤博元，柴崎徹，高山景範，井出勝彦：希な骨折型を示した肩関節後方脱臼骨折の1
　　例．第21回日本肩関節学会，1994．10．
21）高山景範，白井康正，伊藤博元，柴崎　徹，橋口　宏，井出勝彦，水江史樹，丸山晴久：鎖骨遠位骨融解の1例．
　　第21回日本肩関節学会，1994．10．
22）水江史樹，白井康正，伊藤博元，柴崎　徹，高山景範，橋口　宏，井出勝彦，前田昭太郎1）（n多摩永山病院病理
　　部）：肩鎖関節脱臼における関節軟骨の組織学的検討．第21回日本肩関節学会，1994．10．
23）井出勝彦，白井康正，伊藤博元，柴崎　徹，高山景範，橋口　宏，水江史樹，伊藤博信1），山本直之1）（1）解剖学
　　第2）：肩峰下滑液包の神経組織学的検討（第2報）免疫組織化学的方法を用いて．第21回日本肩関節学会，1994．
　　10．
24）玉井健介，白井康正，武内俊次，中嶋隆夫：二次性変形性股関節症の進展に関与する因子の検討．第21回日本股
　　関節学会，1994．10．
25）武内俊次，白井康正，玉井健介，中嶋隆夫，中原義人，熊坂庸恵：大腿骨頸部骨折者と既転倒非骨折者における
　　腰椎骨密度：大転子上軟部組織厚，大転子高さの検討．第9回日本整形外科学会基礎学術集会，1994．10．
26）赤石文洋，白井康正，中山義人，武内俊次，宮本雅史，今野俊介，清水要吉，立石哲也・），白崎芳夫・）（・）工業技
　　術院機械技術研究所）：下位頚椎前縦靱帯および後縦靱帯に関する生体力学的研究．第9回日本整形外科学会基
　　礎学術集会，1994．10．
27）小林　薫，白井康正，中山義人，成田哲也，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：家兎同種移植半月板の粘弾性特
　　性：組織学的所見および水分動態との関連．第9回日本整形外科学会基礎学術集会，1994．10．
28）宮本雅史，白井康正，中山義人，赤石文洋，清水要吉，金田和容：某複合企業体における腰痛調査．第2回腰痛
　　研究会，1994．10．22．
29）金田和容，白井康正，中山義人，宮本雅史，大野達朗：看護従事者における腰痛調査．第2回腰痛研究会，1994．
　　10．
30）石田　晋，白井康正，宮本雅史，進藤久夫，伊藤博信1），吉本正美1）（1）解剖学第2）：ヒト腰神経根の形態学的研
　　究．第2回日本腰痛研究会，1994．10．
31）青木孝文，白井康正，De　Luca，C。J．1）（1）ボストン大）：異なった運動単位の同期的発火について．第24回日本脳
　　波筋電図学会，1994．10．
32）間瀬泰克，白井康正，渡邊誠，伊藤博元，南和文，杉崎健一1），林宏光1），隈崎達夫1）（1）放射線科）：足関
　　節捻挫のMRIによる靱帯評価について．第5回日本臨床スポーツ医学会，1994．11．
33）肥沼正明，伊藤博元，奥秋裕一，間瀬泰克，水江史樹：柔道による上腕骨内側上穎骨折小片嵌入の1例．第5回
　　日本臨床スポーツ医学会学術集会，1994．11．
34）丸山晴久，白井康正，宮本雅史，今野俊介，赤石文洋，清水要吉：単純性ヘルペスウイルスによる上行性脊髄炎．
　　第29回関東整形災害外科学会，1994．11．
35）金田琴恵，白井康正，肥留川道雄，沢泉卓哉，金田和容：稀な母指CM関節脱臼骨折の2症例．第29回関東整形
　　災害外科学会，1994．11．
36）青木孝文，白井康正，中山義人，柴崎　徹，小川ひろみ，吉原　潔，小池竜哉，上坂真司，柏木俊治，田中功一，
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　　柴田祐加子，梶原浩嗣：骨片を伴うMalletfingerに対する小切開によるピンニング法の試み．第92回神奈川整
　　形災害外科医会，1994．11．
37）上坂真司，白井康正，中山義人，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，田中功一，柴田祐加
　　子，梶原浩嗣，川並注一1）（1）病理部）：高齢者に発生した胸椎骨肉腫の1例．第92回神奈川整形災害外科医会，
　　1994．　11．
38）間瀬泰克，白井康正，渡辺誠，南和文，杉崎健一），村上隆透1），林宏光1）（1）放射線科）：膝前十字靱帯の
　　MRI評価：Gd－DTPAによる関節造影MRIの有用性．第30回日本膝関節研究会，1994．12．
39）林英俊，白井康正，中山義人，成田哲也，森　淳，橘田雅美，小林薫，八百板仁志，飯沢典茂：家免膝前
　　十字靱帯再建実験の力学的検討：膝蓋腱と吸収性人工素材を用いたaugmentation法．第30回東京膝関節学会，
　　1994．　12．
40）小林由子1），市川和雄1），滝川崇弘1），杉崎健一），村上隆介1），玉井　仁1），篠原義智1），山本　鼎1）・田島なつき1）・
　　田島広之1），間瀬泰克，渡辺　誠（1）多摩永山病院放射線科）：膝半月板・靱帯損傷のMRIとMR関節造影．第
　　406回日本医学放射線学会関東地方会，1994．12．
41）小池竜哉，白井康正，中山義人，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，上坂真司，柏木俊治，田中功一，
　　柴田祐加子，梶原浩嗣：慢性関節リウマチに対する人工膝関節置換術の術後成績の検討．第5回日本リウマチ学
　　会関東地方会，1994．12．
42）小林　薫，白井康正，玉井健介，青木孝文，北川泰之，山田哲士：両側アキレス腱断裂をきたした長期透析患者
　　の1例．関東整形災害外科学会月例会・第562回整形外科集談会東京地方会，1994．12．
43）深井靖雄，白井康正，中山義人，成田哲也，角田　隆，栗山直之：足舟状骨に発生したChondroblastomaの1
　　例．関東整形災害外科学会月例会・第563回整形外科集談会東京地方会，1995．1．
44）間瀬泰克，白井康正，渡辺　誠，南　和文，杉崎健一），林　宏光1），隈崎達夫1》（1）放射線科）：膝前十字靱帯の
　　MRI評価：Gd－DTPAによる関節造影MRIの有用性，第28回日本膝関節研究会．1994．12．
45）辻　秀一1），角田直他2），中野雅之2），南　和文，勝川史憲1），大西祥平1），山崎　元1）（’）慶応義塾大学スポーツ医
　　学研究センター，2》国士館大学体育学部）：ギプス固定が骨密度に及ぼす影響．第49回日本体力医学会，1994．
46）川角　浩9，竹内良夫1），南　和文，白井康正（1）微生物免疫）：土俵由来病源細菌の検索．第68回日本感染症学会，
　　1994．7．
47）橘田雅美，白井康正，中山義人，成田哲也，大井淑雄1），刈谷裕成1），三浦　敦1），関矢　仁1）（1）自治医科大学整
　　形外科）：化膿性膝関節炎の臨床的検討．第16回東京膝関節学会，1995．2．
48）中山義人，白井康正，成田哲也，八百板仁志，飯沢典茂，林英俊，小池竜哉：MRIによる再建ACLの画像評
　　価．第16回東京膝関節学会，1995．2．
49）成田哲也，白井康正，中山義人，小林　薫，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：当施設における前十字靱帯再建
　　術後療法：後療法の違いによる早期成績の比較検討．第16回東京膝関節学会，1995．2．
50）間瀬泰克，白井康正，渡辺　誠，南　和文，杉崎健一1），村上隆介1），林　宏光1）（1）放射線科）：膝前十字靱帯再
　　建前後のMRI評価（GdDTPAによる関節造影MRIの有用性）．第16回東京膝関節学会，1995．2．
51）森　　淳，白井康正，中山義人，成田哲也，小林　薫：大腿骨穎部Coronal　fractureを伴った前十字靱帯損傷．
　　第16回東京膝関節学会，1995．2．
52）飯沢典茂，白井康正，中山義人，成田哲也，小林　薫，八百板仁志，林　英俊：家兎膝前十字靱帯再建実験の組
　　織学的検討：膝蓋腱の吸収性人工素材を用いたAugmentation法．第16回東京膝関節学会，1995．2．
53）小林　薫，白井康正，中山義人，成田哲也，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：近位および遠位膝蓋骨制動術を
　　行ったNai1－patella症候群の1例．第16回東京膝関節学会，1995．2．
54〉小池竜哉，白井康正，中山義人，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，上坂真司，柏木俊治，田中功一，
　　柴田祐加子，梶原浩嗣：膝靱帯，半月板損傷におけるMRI診断．第16回東京膝関節学会，1995．2．
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55）小林明雄，白井康正，肥留川道雄，大村文敏，福田憲昭・加藤和義：擁骨頭脱臼を伴ったacuteplasticbowing
　　の1例．関東整形災害外科学会月例会・第564回整形外科集談会東京地方会，1995．2．
56）吉田恒丸1）・城　武俊1），南　和文，金田和容，於曽能正博2）（1）東京都保険医療公社東部地域病院整形外科・2）お
　　その整形外科医院）：高度の骨盤輪不安定を呈したpost－pregnancy　osteoporosisの1症例．関東整形災害外科
　　学会月例会・第564回整形外科集談会東京地方会，1995．2．
57）柏木俊治，白井康正，中山義人，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，小池竜哉，吉原　潔，上坂真治，田中功一，
　　柴田祐加子，梶原浩嗣：大腿骨頸部内側骨折患者のQOL．日本医科大学医学会第85回例会，1995．2．
58）南　和文，白井康正，肥留川道雄，間瀬泰克，小林明雄，菅野重夫1）（1）外科第2）：スポーツ選手への創外固定
　　治療：プロボクサーの中手骨骨折の2例．第8回日本創外固定研究会．1995．3．
59）沢泉卓哉，白井康正，肥留川道雄，深井靖雄・金田琴恵・栗山直之・金　　竜：榛骨遠位端骨折に対する創外固
　　定：単独治療例と併用手術例の比較．第8回日本創外固定研究会．1995．3．
60〉成田哲也，白井康正，中山義人，高山景範，小林薫，八百板仁志，飯沢典茂，林英俊：創外固定による大腿
　　骨穎部骨折の治療経験．第8回日本創外固定研究会，1995．3．
61）水江史樹，白井康正，渡辺　誠，伊藤博元，肥沼正明，千葉由雄，間瀬泰克，奥秋裕一：Orthofix足関節用
　　Articulated　bodyを用いた脛骨下端部骨折の3例．第8回日本創外固定研究会，1995．3．
62）飯沢典茂，白井康正，中山義人，宮本雅史，赤石文洋・柴田靖章：創外固定後の骨盤環不安定症と臨床成績．第
　　8回日本創外固定研究会，1995．3．
63）伊藤博元：スポーツと肩の障害．多摩整形外科医会，1995．3．
64）中山義入，白井康正，成田哲也，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，上坂真司，柏木俊治，
　　田中功一，柴田裕加子，梶原浩嗣：ACL再建術における術中isometryの計測．第20回神奈川県関節外科研究会，
　　1995．3．
65）柏木俊治，白井康正，中山義人，柴崎　徹，小川ひろみ・青木孝文，小池竜哉，吉原　潔，上坂真司，田中功一，
　　柴田祐加子，梶原浩嗣：大腿骨頸部内側骨折と骨粗籟症．第93回神奈川県整形災害外科医会，1995．3．
66）進藤久夫，白井康正，松沢　勲・内山真紀・大秋美治11（1）病理部）：突発性脊髄硬膜外脂肪腫症による腰部脊柱
　　管狭窄症の1例．第566回関東整形災害外科学会月例会，1995．3．
67）間瀬泰克・白井康正，渡邊誠・南和文・杉崎健一1）・林宏光1）・隈崎達夫1）（1）放射線科）1膝前十字靱帯再
　　建前後のMRI評価：Gd・DTPAによる関節造影MRIの有用性．第68回日本整形外科学会，1995．4．
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13．産婦人科学講座
［付属病院産婦人科］
研究概要
　主な研究テーマは①周産期医学：胎児病に関する基礎的，臨床的研究，②婦人科：癌化学療法に関する基礎的，臨
床的研究，女性排尿障害に関する研究，③不妊症：受精，着床に関する研究，内視鏡関連機器の診断，治療面での応
用に関する研究など，多岐にわたる活発な研究活動を行っている．
　①周産期に関しては基礎的研究としては妊娠ヤギによる生理的実験モデルを作成し，胎児の発育，循環，感染，免
疫機構の解明，胎児仮死の発生機転などについての研究成果をあげている．また，臨床的には双胎1児死亡例の生存
児に発生する多臓器障害の解析を行うとともに，アデノシンを中心としたフリーラジカルの基礎的研究をあわせて行
い脳障害（脳室周囲白質軟化）発症の病因解明に努力している．また，妊娠悪阻とウェルニッケ脳症のメカニズムの
研究を行った．さらに，21ハイドロキシラーゼ欠損症におけるDNAの研究ではわが国をリードしている．
　②婦人科では，婦人科癌における動注化学療法，特に，BOAI療法についての臨床的有用性や臨床統計について発表
した．卵巣癌におけるTn，STn抗原の役割やHPVによる子宮頸癌の発生機転，Pyrimidine　Nucleoside　Phosphor・
ylaseの癌病巣との関わりについて，新知見を発表した．また更年期排尿障害に関しては，中高齢者の尿失禁の発症の
メカニズムの解明を行うとともに，更年期婦人に対するHRTの有効性に関する検討を行った．
　③不妊症では腹腔鏡超音波断層検査という新しい試みに着手している．また，基礎的な面では，ビタミンEの受精
卵割への影響や成長ホルモンの卵胞発育における役割，特にIGF－1の関与が明らかとなった．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Yoneyama　Y．，Iwasaki　T．，Power　G．，Shin，S．，Araki，T．：Relationship　between　plasma　adenosine　concen－
　　tration　in　growth・retarded　fetuses．Am．」．Obstet．GynecoL，171，710－716，1994．
　2）Toyama，K．，Araki，T．，Asano，G．，and　Nakazawa，N．：Participation　of　Extracellular　Matrix　Proteins　in
　　Tumor　Histogensesis　in　vitro．Biochemical　Reaserch，15，399－408，1994．
　3）Akira，S．，Uzumuc，Lin，・Y．C．，and　Araki。T．：Gossypol　inhibits　aromatase　activity　in　cultured　porcine
　　granulosa　cells．Theriogenology，41，1489－1497，1994．
　4）Takeuchi，M．，Yoneyama，Y．，Power，G．：Role　of　prostaglandin　E2and　prostacyclin　in　nonshivering
　　thermogenesis　during　simulated　birth　in　utero．Prostaglandins，Leukotriens　and　Essential　Fatty　Acids，51，
　　373－380，　1994．
　5）Yoneyama，Y．，Sawa，R．，Suzuki，S．，Shin，S．，Araki，T．：The　relation　ship　between　placental　ischemia　and
　　p互acental　adenosine　release　in　comphcated　pregnancies。Placenta，15，A95，1994．
　6）Asakura，H．，Yoneyama，Y．，Sawa，R．，Koshino，T．，Araki，T，：Physiological　role　of　adenosine　in　placenta。
　　Placenta，15，A78，1994．
　7）Kamoi，S．，Takahashi，H．，Ogawa，H．，Ohta，Y。，Araki，T．：Pyrimidine　nucleoside　phosphorylase　activities
　　in　the　tissues　from　patients　with　uterine　cervical　and　endometrial　cancer．J．Jpn．Soc．Cancer　Ther．，30，
　　325，　1995．
　8）朝倉啓文，中井彰人，山口　稔，越野立夫，荒木　勤：妊婦運動における母体および膀帯動脈の超音波血流速度
　　計測の意義．日産婦誌，46，308－314，1994．
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9）進　純郎，大村　浩，荒木　勤：胎児発育に影響を及ぼす一般因子．周産期医学，24，481－484，1994．
10）進　純郎，荒木　勤：会陰裂傷，頸管裂傷．産婦治療，68，579－581，1994．
11）小川博康，進　純郎，黒瀬圭輔，八田充子，秦　　韻，安　暁意，郡　小光，米山芳雄，荒木　勤：出生前に診
　　断し得た胎児上顎部巨大奇形腫の1例．日産婦東会誌，43，158－161，1994．
12）荒木　勤，進　純郎：一児双胎妊娠の取扱い．産科と婦人科，8，1095－1100，1994．
13）馬依努爾，進　純郎，荒木　勤：双胎の胎児心拍同時記録による基準心拍数と一過性頻脈の同期性の有無の検討．
　　臨床モニター，15，183－188，1994．
14）米山剛一，荒木　勤：羊水塞栓症．周産期医学，24，101－105，1994．
15）可世木久幸，荒木　勤：Reproductive　autoimmme　failure　syndromeと考えられた反復性流産症例一Danazo1
　　療法の試み一．エンドメトリオーシス研会誌，15，124－127，1994．
16）加藤寛彦，米山芳雄，進純郎，荒木勤：羊水中のInsulin－LikeGrowthFactorBindingProtein－1を用いた
　　破水診断の検討．産婦の実際，43，1285－1289，1994．
17）米山剛一，荒木　勤：羊水塞栓症．産科と婦人科，61（増刊号），137－139，1994．
18）召5小光，渡理英二1），荒木　勤，横室公三1）（’）微生物学・免疫学）：ニワトリM－CSF様活性の新しい測定法・
　　マイクロプレートを用いたニワトリ骨髄細胞の液体培養，日医大誌，61，315－320，1994．
19）若月雅美・荒木　勤：羊水量で見る胎児健康診断法，産婦の実際，43，1373－1377，1994．
20）武谷雄二，水野正彦，吉川裕之，寺島芳輝，落合和徳，野澤志朗，宇田川康博，桑原慶紀，岡田隆彦，赤沢憲司，
　　麻生武志，荒木　勤，飯塚貞夫，石川卓爾，伊東正昭，上田国昭，内田　智，小倉久男，金子　実，小尾俊一，
　　小島雅彦，榊原賢一郎，佐々木茂，杉下　匡，関根達柾，武田佳彦，長坂恒樹，永富敬二，中村英世，中村幸雄，
　　橋村尚彦，荷見勝彦，箕浦茂樹，森　広之，安田　充，山岡完司，山口光哉，山本皓一：卵巣癌の化学療法にと
　　もなう白血球減少症に対するGCSFの臨床評価に関する研究．産科と婦人科，61，1459－1468，1994．
21）山口　暁，朝倉敬文，越野立夫，荒木　勤，小川隆吉，渡辺とよ子，三科　潤：PVL発生における胎盤，月齊帯異
　　常の関連性についての検討．産婦の実際，43，1737－1742，1994．
22）小川博康，進　純郎，荒木　勤：積極的な胎児治療が奏功したRho（D）不適合妊娠の1例．産婦の実際，43，
　　1853－1857，　1994．
23）天神尚子，武内　務，荒木　勤：帝王切開術後肺血栓症を発症した子宮筋腫合併妊娠．産婦の実際，43，1023－1027・
　　1994．
24）小川博康：Desacetylcefotaximeの妊娠ラットおよび妊婦における子宮内組織移行の検討．日新生児会誌，30，
　　151－159，　1994．
25〉小川博康，進　純郎，荒木　勤：積極的な胎児輸血を中心とした胎児治療が奏功したRh不適合妊娠の1例．日
　　産婦新生児血会誌，4，53－54，1994．
26）小川博康，進　純郎，荒木　勤：Preterm　PROMの感染予防対策と管理．産婦の実際，43，787－781，1994．
27）都甲明子，大坪保雄・天神尚子・米山芳雄，鴨井青龍・荒木勤：BOAIが有効と考えられた卵巣混合型悪性胚
　　細胞腫瘍の1例．日産婦東京会誌，43，345－348，1994．
28）進純郎，荒木勤：絞窄輪難産．周産期医学，24，1649－1652，1994．
29）小川博康・進　純郎，荒木　勤：画像診断法の組合わせにより診断し得た致死性四肢短縮症と胎児上顎部巨大奇
　　形腫の各1例．産婦の実際，44，87－93，1995．
30）若月雅美，岩崎卓爾，村田知昭，八田充子，荒木　勤：妊娠中毒症における胎児血流波形の解析．日本妊娠中毒
　　症会誌，2，165－166，1994．
31）武内　務，可世木久幸，石川みずえ，大村　浩，荒木　勤：腹腔鏡および腹腔内超音波法の併用による子宮奇形
　　の診断．日産婦内視鏡会誌，10，90－92，1994．
32）荒木　勤：腹式単純子宮全摘出術において尿管損傷を避けるコツ．産婦の実際，44，367－371，1995．
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33）可世木久幸：ヒステロスコープー弓状子宮，その新しい治療法一．産婦の世界，46，435－440，1994．
34）可世木久幸：10年後の産婦人科内視鏡クリニック．目産婦関東連会報，32，67－71，1994．
35）明楽重夫，大村　浩，大坪保雄，可世木久幸，荒木　勤，南　史朗，若林一二：下垂体摘除ラットにおける成長
　　ホルモンの卵胞発育に及ぼす効果．日本授精着床学会雑誌，12，18－20，1995．
36）竹下俊行，有坂康子，大屋敦子，梅沢勝弘，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：IUGRを伴った妊娠中毒症におけ
　　るNK細胞の関与．日妊娠中毒症会誌，2，133－134，1994．
37）進　純郎，小川博康：会陰裂傷はなぜ起きるP　Perinatal　Care，13，231－236，1994．
38）進純郎：尿失禁に対するHRTの有用性．ProgressMedicine，15，435－438，1994．
39）進純郎，小川博康，荒木勤：FDPと帝王切開．産婦の実際，44，497－501，1994．
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　　PVL発症における胎盤，膀帯異常の関連性についての検討．第30回日本新生児学会総会，1994．7．
44）鴨井青龍，太田雄治郎，荒木　勤：外陰部に発生した脂腺癌の1例．第23回日本婦人科病理コルポスコピー学会，
　　1994．　7．
45）岩崎卓爾，若月雅美，河村　尭，荒木　勤：パルスドプラー法による母児循環動態の評価．第17回日本産科婦人
　　科ME懇話会・日本ME学会周産期ME研究会・日本超音波医学会周産期研究部会併催，1994．7．
46）若月雅美，岩崎卓爾，八田充子，黒瀬圭輔，荒木　勤：FLとLVを使用した胎児推定身長式の作成．第17回日
　　本産科婦人科ME懇話会・日本ME学会周産期ME研究会・日本超音波医学会周産期研究部会併催，1994．7．
47）若月雅美，八田充子，村田知昭，黒瀬圭輔，荒木　勤1新しい推定児体重と推定身長式によるTypeII　IUGRの
　　診断．第18回日本産科婦人科栄養・代謝研究会，1994．8．
48）米山芳雄，澤倫太郎，八田充子，進　純郎，荒木　勤：IUGR胎児における呼吸様運動と血清プリン濃度の検討．
　　第18回日本産科婦人科栄養・代謝研究会，1994．8．
49）石井　洋，可世木久幸，若月雅美，米山芳雄，太田雄治郎，荒木　勤：子宮鏡一子宮腔内超音波法の開発と応用．
　　第34回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会，1994．8．
50）武内　務，石川みずえ，可世木久幸・黒瀬圭輔・大村　浩・荒木　勤：腹腔鏡および腹腔内超音波法の併用によ
　　る子宮奇形の診断．第34回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会，1994．8．
51）八田充子，澤倫太郎，可世木久幸，石原珠紀，米山剛一，荒木　勤：安全な子宮鏡レーザー手術：腹腔鏡一腹腔
　　内超音波モニタリングの有用性．第34回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会，1994．8．
52）可世木久幸，石井　洋，荒木　勤・岩本聖子・倉島康彰：術後癒着防止に対する抗トロンビン剤の効果：家兎に
　　よる基礎的検討．第17回産婦人科マイクロサージャリー学会，1994．8．
53〉若月雅美，岩崎卓爾，村田知昭，八田充子，荒木　勤：妊娠中毒症における胎児血流波形の解析．第15回日本妊
　　娠中毒症学会，1994．9．
54）竹下俊行，有坂康子，大屋敦子，梅沢勝弘，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：IUGRを伴った妊娠中毒症におけ
　　るNK細胞の関与．第15回日本妊娠中毒症学会，1994．9．
55）加藤寛彦，山中温子，堤千尋，石原珠紀，峯伸也，澤倫太郎，進純郎，荒木勤：常位胎盤早期剥離45症
　　例における臨床的検討．第15回日本妊娠中毒症学会，1994．9．
56）田中幸太郎，米山芳雄，大村　浩，小川博康，石川直人，石井　洋，荒木　勤：重症妊娠悪阻を合併した妊産婦
　　死亡の1例．第291回日本産科婦人科学会東京地方部会例会，1994．9．
57）石原珠紀，堤千尋，鈴木俊治，進純郎，荒木勤：妊娠に合併した後腹膜嚢腫の1例．第62回日本医科大学
　　医学会総会，1994．9．
58）山中温子，堤　千寿，石川直人，加藤寛彦，鈴木俊治，太田雄治郎，米山芳雄，進純郎，荒木勤：羊水中
　　insulin4ike　growth　factorbindingprotein－1を用いた破水診断の検試第62回日本医科大学医学会総会，1994．
一266一
　　9．
59）村田知昭，小川博康，黒瀬圭輔，米山芳雄，進　純郎，荒木　勤：画像診断法の組合せにより胎内診断し得た急
　　性羊水過多症の2例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
60）峯　伸也・石川直人・加藤寛彦・若月雅美・明楽重夫・進　純郎，荒木　勤：クローバー葉頭蓋を出生前に診断
　　し得た1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
61）鴨井青龍・小川秀臣・太田雄治郎・荒木　勤・高橋英彦：子宮悪性腫瘍患者における腫瘍組織内および正常組織
　　内PyNPase活性の検討．第32回日本癌治療学会総会，1994．10．
62）田中純也・浅野伍朗・前田昭太郎・杉崎祐一，佐々木茂，荒木　勤：子宮頸癌（偏平上皮癌，腺癌，腺偏平上皮
　　癌）の組織診断上の問題点．第35回日本癌学会総会，1994．10．
63）大屋敦子・朝倉啓文・山口　暁・竹下俊行・中井章人，越野立夫，荒木　勤，宮内裕光，小池敏正：新生児の出
　　生後体温上昇過程における褐色脂肪の役割．第35回日本母性衛生学会総会，1994．10．
64）中井章人・朝倉啓文・山口　稔・榎本真奈美・根本将之，越野立夫，荒木　勤：妊婦エアロビクスによる母体，
　　胎児の血行動態変化に関する検註第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，1994．10．
65）加藤寛彦，堤千尋，山中温子，都甲明子，鈴木俊治，太田雄治郎，米山芳雄，進純郎，荒木勤：羊水中の
　　Insulin－1ike　growth　factor　binding　protein－1を用いた破水診断の検討・第88回日本産科婦人科学会関東連合地
　　方部会総会，1994．10．
66）鈴木俊治，加藤寛彦，堤　千尋，山中温子，太田雄治郎，進　純郎，兼子和彦，荒木　勤：双胎妊娠の分娩時期
　　の検討・第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，1994．10．
67）村田知昭・若月雅美・岩崎卓爾・黒瀬圭輔・八田充子，荒木　勤：胎児頭囲周囲長曲線の作成と小頭症の診断・
　　第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，1994．10．
68）石原珠紀，八田充子，若月雅美，岩崎卓爾，黒瀬圭輔，荒木　勤：IUGRを指標にした羊水ポケット法の評価L
　　第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，1994．10．
69）家永　聡，磯崎太一・松下径広，田中幸太郎・武内　務，伊東香恵子，武井麻紀，佐々木茂，荒木　勤：妊娠を
　　合併した子宮平滑筋肉腫の1例・第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，1994・10・
70）山中温子・鴨井青龍・石川みずえ・太田雄治郎，天神尚子，荒木　勤，後藤慎介，田島広之，隈崎達夫：当院に
　　おける婦人科患者へのBOAI療法の統計学的検討．第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，1994．10．
71）加藤久盛，露木佳子，越野立夫，荒木　勤，松本光司，山田宣孝：原発性卵巣偏平上皮癌の1例L第88回日本産
　　科婦人科学会関東連合地方部会総会，1994．10．
72）米山芳雄，澤倫太郎，鈴木俊治，進　純郎，荒木　勤：胎盤における虚血症およびアデノシン分泌との関係の検
　　討．第2回日本胎盤研究会学術集会，1994．11．
73）米山剛一：婦人科の現況について．第2回地域医療連帯シンポジウム，1994．11．
74）澤倫太郎，加藤寛彦，峯　伸也，進　純郎，荒木　勤，吉田陽一，野手洋治，中沢省三＝産褥4日目に多発性脳
　　梗塞を発症した高ヘマトクリット血症合併妊娠の1例．第292回日本産科婦人科学会東京地方部会，1994．12．
75）可世木久幸，明楽重夫，大坪保雄，石井　洋，石原珠紀，荒木　勤：子宮内膜治療薬剤の筋腫核出術に対する効
　　果．第16回エンドメトリオーシス研究会，1995．2．
76）小川秀臣・モハマッド・ガジザデ・小西英喜・鴨井青龍，天神尚子，荒木　勤：TnとシアルTn抗原一卵巣癌
　　における予後マーカー．第11回日本産婦人科腫瘍マーカー研究会，1995．2．
77）木島一洋，林瑞成，折茂英生，天神尚子，進純郎，島田隆，荒木勤：出生前診断し得た21水酸化酵素欠
　　損症の病因解析．第6回日本産婦人科遺伝子診断研究会，1995．2．
78）中井章人・朝倉啓文・大屋敦子・臼井文男・山口　稔，露木佳子，越野立夫，荒木　勤：腎葉間動脈血流速度の
　　妊娠による変化．第5回腎と妊娠研究会，1995．3．
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研究概要
　本年度の当教室の主な研究項目および内容につき述べる．
　1）妊娠とスポーツ：妊婦水泳に関しては，当医局のかねてよりの研究テーマであるが，妊婦のエアロビクスの母体
および胎児に対する安全性につき超音波ドップラー法を用いて血液循環動態の点から解析した．
　2）胎児の熱産生に関する研究：出生直後の新生児の褐色細胞による熱産生の状態を観察し解析した．
　3）周産期におけるドコサヘキサエン酸（DHA）投与の循環および脂質代謝への影響：ラットを用いて妊娠中毒症モ
デルを作製し，DHAを投与することによる血行動態の変化および脂肪酸組成への変化を分析し考察した．
　4）VBAC（Vaginal　Birth　afterCesareansection），すなわち前回帝王切開妊婦の経膣分娩への試みに関する研究：
妊娠中に頸管長，および膀胱裏面の子宮壁厚を経膣超音波を用いて測定しVBAC可能か否か検討した．
　5）妊娠中毒症の免疫学的解析：妊娠中および妊娠中毒症患者の末梢血NK活性を比較検討し中毒症との関連を検
討した．
　6）CIN（Cervical　Intraepithelial　Neoplasea），すなわち子宮頸部上皮内腫瘍に対する子宮温存療法の検討：CO2
レーザー蒸散法，LEEP（Loop　Electro－surgical　Excision　Procedure）を用いた臨床成績の比較検討をした・
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Asakura，H．，Yoneyama，Y．，Sawa，R．，Koshino，T。，Araki，T．：Physiological　role　of　adenosine　in　placenta．
　　Placenta，15，A78，1994．
　2）Takeshita，T．1），Takahashi，H．4），Kozlowski，S．2），Ahlers，JD・1），Pendleton・CD・1），Moore，RL・3），Nakagawa，
　　Y．4），Y。k。mur。，K。4），F・x，B．S．3），Margulies，DH，2），andBerz・fsky，JA1）（1）M・lecularImmun・geneticsand
　　Vaccine　Research　Section，Metabolism　Brancb，National　Cancer　Institute，National　Institutes　of　Health，
　　Bethesda，MD20892，U．S．A．，2）Molecular　Biology　Section　Laboratory　of　Immmology，National　Institute
　　。fAllergyandlnfecti・usDiseases，Nati・na11nstitutes・fHealth，Bethesda，MD20892・US・A・・3）Divisi・n
　　of　Rheumatology，Department　of　Medicine，University　of　Maryland　Medical　School，Baltimore，MD21201，
　　U．S．A．，4）Department　of　Microbiology　and　Immunology，Nippon　Medical　Schoo1，Tokyo，Japan）：Molecu－
　　1arAnalysis。ftheSameHIVPeptideFuncti・nallyBindingt・B・thaClassIandaClassIIMHCM・lecile・
　　Immmo．，154，1973－1986，1995．
　3）朝倉啓文，中井章人，山口　稔，越野立夫，荒木　勤：妊婦運動における母体および騎帯動脈の超音波血流速度
　　計測の意義．日産婦誌，46，308－314，1994．
　4）朝倉啓文，山口　暁，織田利光，田野俊平，越野立夫，荒木　勤：娩出直後新生児における非震性熱産生の発現
　　過程の観察．臨床体温，14，73－80，1994．
　5）有坂康子，中井章人，山口　稔，広瀬正典，越野立夫：短期間に妊娠を繰り返したバセドウ病合併妊娠の1例：
　　FT3，FT4，TSH，TRAbと新生児予後について．日産婦東京地方会誌，43，202－205，1994．
　6）加藤久盛1），西中健二1），仲沢経夫1），中山裕樹1），岡島弘幸1），中村満美子2），亀田陽一2），飯田萬一2）（1）神奈川県
　　立がんセンター外科第5科，2）同検査第1科）：転移性子宮癌の4症例：子宮外臓器原発の悪性細胞が子宮頸部
　　　および内膜細胞診に出現した症例の検討も加えて．日本臨床細胞学会誌，33，679－686，1994。
　7）三宅秀彦，横田明重，有坂康子，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，小玉浩史1），横山和子2）（1）第一病院内科，2）第
　　　一病院麻酔科）：婦人科手術後に劇症化を疑わせる重篤な肝障害を来した1症例・日産婦東京地方会誌・43・
　　　365－368，1994．
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　8）広瀬正典，中井章人，三宅秀彦，田野俊平，山口　稔，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫：化学療法にて子宮を温
　　存しえた癒着胎盤の2症例．日産婦東京地方会誌，43，416－419，1994．
　9）竹下俊行・有坂康子・大屋敦子・梅沢勝弘・朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：IUGRを伴った妊娠中毒症におけ
　　るNK細胞の関与．妊中誌，2，113－134，1994．
（2）総説：
　1）横田明重・越野立夫：ケロイド予防を考えた皮膚縫合法（特集：腹式子宮全摘術）．産婦人科手術，5，140－143，
　　1994．
　2）越野立夫・竹下俊行・角田　隆：L妊娠・分娩：妊娠悪阻とその治療（特集：周産期治療マニュアル）．産婦治
　　療，68，495－497，1994．
　3）加藤久盛・越野立夫：胃癌合併妊娠（特集：症例から学ぶ合併症妊娠）．産婦実際，43，1091－1093，1994・
　4）朝倉啓文，笠原孝之，越野立夫：妊娠中期のNST（音振動刺激）について：胎児心拍数図でみる健康診断法（特
　　集：目でみる妊娠中期（2nd　Trimester）の胎児健康診断法）．産婦実際，43，1349－1355，1994．
　5）竹下俊行・荒木　勤：妊婦のアレルギーと薬剤使用（特集：周産期の免疫と臨床〉．周産期医学，24・1287－1291，
　　1994．
　6）山口　暁・朝倉啓文・越野立夫・荒木　勤・小川隆吉1），渡辺とよ子2），三科　潤2）（・）都立築地産院産婦人科，
　　2）同小児科）：PVL発症における胎盤・膀帯異常の関連性についての検討・産婦実際，43，1737－1742，1994．
　7）織田利光・越野立夫：副腎皮質機能異常（母体・胎児管理）：内分泌疾患（特集：これでわかる母体疾患の周産
　　期ケア）。周産期医学，24増刊号，203－204，1994．
　8）織田利光・越野立夫：副腎髄質機能異常（母体・胎児管理）：内分泌疾患（特集：これでわかる母体疾患の周産
　　期ケア）．周産期医学，24増刊号，208－209，1994．
　9）織田利光，越野立夫：高プロラクチン血症：内分泌疾患（特集：これでわかる母体疾患の周産期ケア）．周産期
　　医学，24増刊号，211－213，1994．
10）織田利光・越野立夫：尿崩症（真性＋腎性）：内分泌疾患（特集：これでわかる母体疾患の周産期ケア）．周産期
　　医学，24増刊号，214－215，1994．
11）横田明重，越野立夫：閉経期のホルモン補充療法（特集：臨床医のために）．日医大誌，61，642－646，1994．
12）山口　稔，越野立夫：切迫流早産の薬物療法（特集：周産期の薬物療法：産科編）．周産期医学，25，232－236，
　　1995．
13）朝倉啓文，小川隆吉，加藤久盛，越野立夫：更年期障害（特集：日常診療で出合う慢性疾患診療の実際）．産婦
　　治療，77，1193－1198，1995．
（3）研究報告書：
　1）越野立夫，中井章人：妊娠管理における胎教：妊婦の生活環境と出産への影響に関する研究．厚生省心身障害研
　　究　妊産婦をとりまく諸要因と母子の健康に関する研究平成6年度研究報告書，P80－83，1995．
著　書
　1）越野立夫・中井章人：〔分担〕：女子スポーツ選手の月経障害．“実践スポーツクリニック　スポーツ医学から見
　　た年代別・性別スポーツ指導”（武藤芳照編），P．116－119，文光堂，1994．
　2）越野立夫，中井章人：〔分担〕：妊婦の生活指導：運動・栄養・日常生活指導の実際．：3．日常患者指導の進め
　　方一各論“内科総合誌Medical　Practice日常診療における患者指導ガイドより良いコミュニケーションとQOL
　　の向上のために”（和田　改，大久保昭行，永田直一，矢崎義雄編），臨時増刊号，R148－149，文光堂，1994．
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学会発表
（1）特別講演：
　1）越野立夫：妊婦スポーツの変遷と現状．日本医科大学医学会第84回例会・1994・
　2）朝倉啓文：美しい老後のために：ホルモン補充療法HRTについて・第2回日本医科大学公開講座。1994。
（2）教育講演：
　1）朝倉啓文：妊娠とスポーツ．第35回日本母性衛生学会総会。1994．
（3）セミナー：
　1）朝倉啓文：マタニティスイミングのプログラム変遷：マタニティスイミングの安全性（スポーツインストラク
　　　ターに必要な医学知識）．第6回女性スポーツ医学研究会教育セミナー．1995．
（4）ワークショップ：
　1）朝倉啓文，米山芳雄，澤倫太郎，越野立夫，荒木　勤：胎盤におけるアデノシンの生理的役割。第21回日本胎盤
　　　研究会．1994．
　2）中山裕樹11，小野瀬亮1》，西中健二1），河合尚基，岡島弘幸1），亀田陽一），飯田萬一），岩撫成子1），中村満美子1），
　　　早渕洋子（・〕神奈川県立がんセンター）：卵巣卵黄嚢腫瘍の4例：膣断端浸潤例の細胞所見を中心に・第33回日本
　　　臨床細胞学会秋期大会学術集会．1994．
　3〉竹下俊行，高橋秀実1），横室公三1），越野立夫，荒木　勤，Germain，R2），BerzofskyJ．2）（P微生物免疫，2）米
　　　国NCI）：Single　Amino　Acid　Substitution　lこよるpeptide抗原のMHC結合能，および抗原性の増強。第24回
　　　日本免疫学会総会．1994．
（5）一般講演：
　1）Masuda，A1）．，Yokoyama，K1）．，Nakai，A．1）（1）Dept，of　Anesthesiology　Nippon　Medical　Schoo1）：The　risk
　　　factors　of　supine　hypotensive　syndrome　in　spinal　anesthesia　for　Cesarean　Section。XIII　Annual　Esra
　　　Conngress　（Barcelona）．1994．
　2）Koshino，T。，Nakai，A．，Asakura，H．，Yamaguchi，M．：Ultrasonographic　observ＆tion　offetal　hemodynamic
　　　resp。nsest。matemalaer・bicexercises。XXVFIMSW・rldC・ngress・fSp・rtsMedicine（Athens・Greece）・
　　　1994．
　3）Nakai，A．，Asakura，H．，Yamaguchi，M．，Usui，E，Ohya，A，，Ichikawa，M，Koshino，T。，Araki，T．：Effects
　　　of　matemal　exercise　on　fetal　hemodynamics．XIV　World　Congress　of　Gynecology　and　Obstetrics（FIGO）
　　　（Montorea1）．1994．
　4）Asakura，H．，Yamaguchi，S．，Katoh，H．，Nakai，A．，Koshino，T．，Araki，T．：Thermographic　observation　of
　　　nonshivering　thermogenesis　in　human　newboms　at　birth．XIV　World　Congress　of　Gynecology　and　Obstet－
　　　rics（FIGO）（Montorea1）．1994．
　　5）Tsuyuki，Y．，Takeuchi，K．，Asakura，H。，K・shin・，T・，Araki，T・：lnfluence・fd・c・sahexan・icacid・n
　　　regulati。n。fbl・・dpressureinfemalesp・ntane・ushypertensiverats（SHRs）・XIVW・rldC・ngress・f
　　　Gynecology　and　Obstetrics（FIGO）（Montoreal）．1994．
　　6）Kato，H．，Asakura，H．，Koshino，T．，and　Araki，T，：CO21aser　vaporization　for　cervical　intraepithelial
　　　neoplasma．XIV　World　Congress　of　Gynecology　and　Obstetrics（FIGO）（Montorea1）．1994．
　　7）朝倉啓文，澤倫太郎，米山芳雄，河村　発，越野立夫，荒木　勤，Gordon，G　Power1）（1）ロマリンダ大）：胎児
　　　熱産生阻止物質としてのAdenosine：羊胎仔Birth　Simulationによる検討・第46回日本産科婦人科学会学術講
　　　演会．1994．
　　8）窪谷　潔，米山芳雄，高田秀一，朝倉啓文，進　純郎，河村　尭，佐藤喜一1），荒木　勤（u福島・仁泉会医学研
　　　究所）：代謝性アシドーシスに対するヤギ胎仔血清アデノシン濃度の変化の生理的意義。第46回日本産科婦人科
　　　学会学術講演会．1994．
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9）山口　稔，中井章人，朝倉啓文，大溝道子，越野立夫，荒木　勤：母体運動中の胎児循環動態に関する検討．第
　　46回日本産科婦人科学会学術講演会．1994．
10）臼井文男，横田明重，越野立夫，清水一雄1），家所良夫1》，日置正文1）（1）外科第2）：分娩後に肺栓塞を併発した
　　甲状腺クリーゼの1例．第6回日本内分泌外科学会総会．1994．
11）神戸　仁，大塚　茂1）（1）北村山公立病院）l　DCM合併妊娠と思われる1例．第43回山形県産婦人科集談会．1994．
12）三宅秀彦，横田明重，有坂康子，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，小玉浩史1），横山和子2）（1）第一病院内科，2）同
　　麻酔科）：婦人科手術後に劇症化を疑わせる重篤な肝障害を来した1例．第290回日本産科婦人科学会東京地方部
　　会例会．1994．
13）広瀬正典，織田利光，竹下俊行，市川真仁，中井章人，朝倉啓文，越野立夫：子宮鏡下逆行性配偶子卵管内移植
　　法（HGIFT）の試み．日本医科大学医学会第83回例会．1994．
14）神戸　仁，大塚　茂1）（1）北村山公立病院）：母児共に救命し得たクモ膜下出血合併妊娠の1例．第97回日本産科
　　婦人科学会東北連合地方部会例会．1994．
15）中山裕樹11，西中健二1），小野瀬亮1），河合尚基，岡島弘幸1）（1）神奈川県立がんセンター婦人科）：当院における放
　　射線誘発癌の検討．第87回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会．1994．
16〉中井章人，益田律子1），横山和子n，広瀬正典，越野立夫，荒木　勤：（n第一病院麻酔科）帝切時仰臥位低血圧
　　症候群発症因子に関する検討．第87回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会．1994．
17）臼井文男，横田明重，清水一雄1），小林毅之2），佐藤英記2），三宅秀彦，中井章人，竹下俊行，越野立夫，荒木　勤：
　　（1）外科第2，21第一病院麻酔科）分娩後に肺栓塞を併発した甲状腺クリーゼの1例．第87回日本産科婦人科学会
　　関東連合地方部会総会．1994．
18）河合尚基1），岡島弘幸1），中山裕樹1），小野瀬亮1），西中健二1），加藤久盛（1）神奈川県立がんセンター）：正常大卵
　　巣癌3症例の検討．第35回臨床細胞学会．1994．
19）竹下俊行，有坂康子，大屋敦子，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：妊娠中毒症とNK細胞活性：IUGRとの関連
　　性について．第30回日本新生児学会総会．1994．
20）三宅秀彦，織田利光，山口　暁，中井章人，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤，松本光司1），山口　静2）
　　（1》第一病院病理部，2）山口病院）：先天性白血病によって非免疫性胎児水腫を発症したと考えられるダウン症候
　　群の1例．第30回日本新生児学会総会．1994．
21）山口　暁，岩崎卓爾，飯田晋也，河村　発，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤，小川隆吉1），渡辺とよ子2），三科　潤2）
　　（1）都立築地産院産婦人科，2）同小児科）l　PVL発症における胎盤・膀帯異常の関連性についての検討．第30回日
　　本新生児学会総会．1994．
22）加藤久盛，露木佳子，越野立夫，松本光司1），山田宣孝L）（1）第一病院病理部）：卵巣原発の扁平上皮癌の一例．第
　　23回日本婦人科病理・コルポスコピー学会．1994．
23）吉満恵一，斉藤守夫1），亀山信彦1），濱野尚和1）（1）下館市民病院産婦人科）：診断に苦慮した回盲部転移性卵巣腫
　　瘍の1例．第103回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会．1994．
24）広瀬正典，朝倉啓文，中井章人，三宅秀彦，山口　稔，越野立夫：既往帝切妊婦における子宮頸部の特徴：経膣
　　超音波による観察．第62回日本医科大学医学会総会．1994．
25）臼井文男，朝倉啓文，山口　稔，大屋敦子，榎本真奈美，根本将之，竹下俊行，越野立夫：重症妊娠中毒症の
　　Temination後の血小板数の推移とその意義．第62回日本医科大学医学会総会．1994．
26）大屋敦子，中井章人，広瀬正典，越野立夫，益田律子1），横山和子1）（1）第一病院麻酔科）：脊椎麻酔による帝王切
　　開時の仰臥位低血圧症候群発症因子に関する検討．第62回日本医科大学医学会総会．1994．
27）広瀬正典，田野俊平，山口　稔，中井章人，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫：化学療法にて子宮を温存しえた癒
　　着胎盤の2症例．第291回日本産科婦人科学会東京地方部会例会．1994．
28）竹下俊行，有坂康子，大屋敦子，梅沢勝弘，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：IUGRを伴った妊娠中毒症におけ
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　　るNK細胞の関与．第15回日本妊娠中毒症学会．1994．
29）大屋敦子，朝倉啓文，山口　暁，竹下俊行，中井章人，宮内裕光1），小池敏正1），越野立夫，荒木　勤（ユ）下都賀
　　総合病院産婦人科）：新生児の出生後体温上昇過程における褐色脂肪の役割．第35回日本母性衛生学会総会．
　　1994．
30）中井章人，朝倉啓文，山口　稔，榎本真奈美，根本将之，越野立夫，荒木　勤：妊婦エアロビクスによる母体，
　　胎児の血行動態変化に関する検討：第3報．第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会．1994．
31）加藤久盛，露木佳子，越野立夫，荒木　勤，松本光司1），山田宣孝u（1）第一病院病理部）：原発性卵巣扁平上皮癌
　　の1例．第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会．1994．
32）大屋敦子，加藤久盛，越野立夫，荒木　勤：当教室における子宮頸部上皮内腫瘍に対するCO2レーザー蒸散法の
　　成績．第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会．1994．
33）中山裕樹1），西中健二1），小野瀬亮1），河合尚基，岡島弘幸1）（1》神奈川県立がんセンター）：子宮頸部癌診断におけ
　　る細胞診の信頼性．第88回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会．1994．
34）山口　稔，横田明重，加藤久盛，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫：ホルモン補充療法（HRT）の効果と副作用．
　　日本医科大学医学会第84回例会．1994．
35）山口　稔，朝倉啓文，中井章人，越野立夫：経膣超音波によるVBAC選択基準設定の試み．日本超音波医学会
　　第64回研究会発表会．1994．
36）中井章人，朝倉啓文，山口　稔，越野立夫：母体運動中の胎児血行動態変化：妊娠週数による変化を中心に．第
　　8回女性スポーツ医学研究会．1994．
37）長田尚夫1），落合和彦2），越野立夫，滝沢　憲3），三橋直樹4），平松祐司5）（1）日本大学，2）東京慈恵会医科大学，
　　3）東京女子医科大学，4）順天堂大学，5）岡山大学）：腹式単純子宮全摘時の開腹鉤，腸管圧排法に関するアンケー
　　ト．第17回日本産婦人科手術学会．1994．
38）山口　稔，榎本真奈美，露木佳子，横田明重，中井章人，加藤久盛，朝倉啓文，越野立夫：頭部画像診断にて梗
　　塞像を認めた産褥子痴の1例：産褥期脳梗塞症例との比較．第292回日本産科婦人科学会東京地方部会例会。
　　1994．
39）土居大祐u，小野瀬亮D，河合尚基，中山裕樹1），岡島弘幸1）（1）神奈川県立がんセンター）：晩期再発・穎粒膜細胞
　　腫の2症例．第305回日本産科婦人科学会神奈川地方部会例会．1995．
40）加藤久盛，榎本真奈美，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，山田宣孝1）（1）第一病院病理部）：子宮頸部上皮内腫瘍
　　に対するQOLを考えた子宮保存療法：LEEP（LoopElectrosurgical　Excision　Procedure）Surgeryを用いて．
　　日本医科大学医学会第85回例会．1995．
41）三宅秀彦，中井章人，広瀬正典，大屋敦子，加藤久盛，越野立夫，益田律子1），横山和子1），（1）第一病院麻酔科）：
　　帝切時仰臥位低血圧症候群発症と母体，胎児諸条件ならびに麻酔方法についての検討．第8回東京産婦人科医
　　会・日産婦東京地方部会合同研究会並びに第293回日本産科婦人科学会東京地方部会例会．1995．
42）大屋敦子，中井章人，朝倉啓文，山口　稔，越野立夫：超音波診断が有用であった胎児不整脈を伴うSLE合併
　　妊娠の1例．日本超音波医学会第6回関東甲信越地方会．1995．
43）中井章人，大屋敦子，山口　稔，朝倉啓文，越野立夫：母体運動負荷による胎児血行動態変化に関する検討．日
　　本超音波医学会第6回関東甲信越地方会．1995．
44）中井章人，朝倉啓文，大屋敦子，臼井文男，山口　稔，露木佳子，越野立夫，荒木　勤：腎葉間動脈血流速度の
　　妊娠による変化．第5回腎と妊娠研究会．1995．
45）松山　謙1），磯江士朗1），露口直彦2），朝倉啓文，高石光二3）（1）甲府城南病院外科，2）同内科，3）市立甲府病院産婦
　　人科）：膣結石を伴った子宮留膿腫の穿孔による汎発性腹膜炎の1治験例．第21回山梨総合医学会．1995．
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［第二病院産婦人科］
研究概要
　当医局の研究領域は次の5つに大別できる．
　（1）主として超音波診断装置を使用したもので，平成6年度は，石原助教授がその長年の研究業績を「経膣エコー
の基本と読み方」を単行本として発刊したのが特記すべきことである．なお，「卵巣出血」の診断にっいては，教科書
を書き改める必要のある業績と言える．
　（2）妊娠分娩に関連した母体の組織学的，生化学的変動とその母体予後に及ぼす因子を主題としたものは，極めて
ユニークなものであり，病理の川並部長の指導による子宮筋とマストセルの解明は特記すべきである．
　（3）数年来のテーマである母体の骨盤の問題は，現在では入口面のみの平面的な解析よりも，尾骨や仙骨を含めた
立体的な解析を行っている．
　（4）松本講師が体外受精・胚移植に精力的に取り組んでいる．現在の所，残念ながら第1例の分娩例が得られてい
ないが，近日中に成功が期待される．
　（5）その他，エイズ，骨粗籟症，更年期障害等．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）松本譲二，菊池三郎：母体の臨床栄養．臨床栄養学，P．383－394，文光堂，1994．
　2）関谷隆夫，吉松和彦，根本芳広，木下叫一，石原楷輔，菊池三郎：機能性不妊例における子宮内膜の超音波断層
　　像と組織像との関連についての検討．産婦の実際，43，833－839，1994．
　3）菊池三郎・松本譲二・尾形永太郎1），安藤信義2），松本三紀雄2）（1）尾形産婦人科，2）法政大学工学部人問工学科）：
　　妊娠中の自動車運転．産婦治療，68，778－781，1994．
　4）石原楷輔：早産と頚管所見．日産婦会誌，46，111－114，1994．
　5）多賀理吉1）・植村次雄1）・水口弘司1》・上坊敏子2），石川雅一2），西島正博2），佐賀正彦3），石塚文平3），大野裕子3》，
　　雨宮　章3）・笹塚隆男4）・黒島義男4），松本譲二，菊池三郎，宮川善二郎5），野獄幸正5》，布施養慈6）（1）横浜市立大
　　学，2）北里大学，3）聖マリアンナ医科大学，4）東海大学，5）昭和大学藤が丘病院，6）帝京大学溝口病院産婦人科）：更
　　年期障害に対するエストロゲンープロゲスチンの継続併用療法の効果．日本更年期医学会雑誌，2，P．102－105，
　　1994．
　6）江川正弥，吉松和彦，松本譲二，高橋　通1），菊池三郎（1）埼玉医科大学産婦人科）：AIDSに関する意識調査一日
　　本医科大学第二病院の外来患者を対象として一．日産婦神奈川地方部会誌，31，56－60，1994．
　7）松本譲二・菊池三郎・尾形永太郎1）（1）尾形産婦人科）．妊婦のマイカー運転日産婦神奈川会誌，31，68－73，1994．
8）松本譲二，小林三平，恵比須亨，石田明彦，小西公麿，高橋　通1），菊池三郎（1）埼玉医科大学産婦人科）：急性
　　腹症としての卵巣チョコレート嚢腫．日産婦神奈川会誌，31，61－63，1994．
　9）恵比須亨・江川正弥・吉松和彦・高橋　通1），菊池三郎（1）埼玉医科大学産婦人科）：HIV／AIDSに対する医療従
　　事者の意識調査（その1）一当院における看護婦を対象として一．日産婦神奈川会誌，31，14－19，1994．
10）石原楷輔：頚管妊娠の定義に関する問題点．産婦の実際，43，979－982，1994．
11）木下哲郎，関谷隆夫，松本譲二，菊池三郎，尾形永太郎1）（2）尾形産婦人科）：妊婦のマイカー運転の許可条件．
　　関東連合地方部会会報，31，417，1994．
12）吉松和彦，根本芳広，木下叫一，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：切迫早産例における子宮頚管の超音波画像所
　　見と妊娠予後．関東連合地方部会会報，31，416，1994．
13）根本芳広・吉松和彦・関谷隆夫・石原楷輔，菊池三郎：出血性卵巣嚢胞（HOC）の臨床像と超音波画像．関東連
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　　合地方部会会報，31，486，1994．
14）石原楷輔：早産と頚部所見（研修コーナーQ＆A）．日産婦会誌，46，243－244，1994．
15）石原楷輔：早産と頚部所見（研修コーナーQ＆A）．日産婦会誌，46，P・263－264，1994。
16）石原楷輔：胎盤付着部位診断の進歩．産科と婦人科，61，1747－1756，1994．
17）平田昌二，松本譲二，菊地三郎，大網　弘1）（・）老人病研究所）：重複癌治療後に急性白血病を発症した1例・関
　　東連合地方部会会報，32，45－47，1995．
著　書
　1）石原楷輔：経膣エコーの基本と読み方（荒木　勤監修）．メジカルビュー社，東京，1994。
　2）石原楷輔：子宮外妊娠と胞状奇胎．超音波診断第2版（日本超音波医学会編），P，776－779．医学書院，1994。
学会発表
（1）パネルディスカッション：
　1）関谷隆夫，石原楷輔，菊地三郎：経膣超音波画像診断における最近の知見．第300回日本産婦人科学会神奈川地
　　方部会，1994．5．
　2）関谷隆夫：産婦人科における画像診断の進歩．一近年の産婦人科治療の進歩一第300回日本産婦人科学会神奈川
　　地方部会，1994．5．
　3）関谷隆夫：産婦人科における画像診断の進歩．第301回日本産婦人科学会神奈川地方部会・1994・7・
　4）関谷隆夫：子宮筋腫の画像診断．一子宮筋腫一第302回日本産婦人科学会神奈川地方部会・1994．9．
（2）一般講演：
　1）Konishi，K．，Kawanami，O．1》，Kikuchi，S，，and　Naka，F。2）（1）Patho－logy　and　Clinical　Research　Laboratory，
　　2）Section　of　Biochemistry　Devision　of　Bio・science，Nippon　Zoki）：“Biological　and　Molecular　Aspects　of
　　Mast　Cell　and　Basophil　Differentiation　and　Function”。International　Symposium，June，1994．
　2）Kikucti，S．，Matsumoto，J．，Takahashi，T．1），Yagi，S．2）（1）Saitama　University　School　of　Medicine，2）Yagi
　　Hospital）：How　AIDS　is　accepted　by　outpatients　in　Japanese　City　HospitaL10th　Intemational　Conference
　　in　AIDS，Aug．1994．
　3）Ogata，E」1），Takeuchi，M．，Takahashi，T．2），Matsumoto，J，，Nishiwaki，S，，Kikuchi，S．（1）Ogata　Hospita1，
　　2）Saitama　University　School　of　Medicine）：Pelvic　inlet　of　to－day’s　Japanese　women・FIGO・1994・9・
　4）Egawa，M．，Matsumoto　J．，Kikuchi，S，：Urinary　Hydroxyproline　at　Term．FIGO，1994．9．
　5）根本芳広，吉松和彦，木下叫一，関谷隆夫，石原楷輔，菊地三郎，久保田肇1），岩崎孝一），早田孝敬u（1）久保田
　　産婦人科），急性腹症における卵巣出血嚢胞の超音波画像診断の有用性，第46回日本産婦人科学会総会，1994。
　　　4。
　6）吉松和彦，関谷隆夫，石原楷輔，菊地三郎：切迫早産における子宮頚管の超音波画像所見と妊娠予後の検討，日
　　本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
　7）竹内正弥：子宮頚部にpapillomaが発生し，帝王切開となった1症例．第20回日本医科大学五医局臨床研究会，
　　1994。　5．
　8〉石原楷輔：経膣超音波診断．松山市産婦人科医師会，1994．6．
　9）石原楷輔：経膣超音波診断の活用．山形県日母産婦人科医会，1994．6．
　10）江川正弥，吉松和彦，根本芳広，小西公麿，木下叫一，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：卵管妊娠術後の同側管
　　質部妊娠の三症例．第87回日本産婦人科学会関東連合地方部会総会・1994・6・
　11）平田昌二，恵比寿亨，石田明彦，松本譲二，菊池三郎：妊娠ラットの骨塩号．第87回日本産婦人科学会関東連合
　　　地方部会総会，1994．6．
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12）石原楷輔：経膣超音波の産婦人科における活用．久留米市産婦人科医師会，1994．7．
13）吉松和彦，根本芳広，木下叫一，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：切迫早産における子宮頚管の超音波画像所見
　　と妊娠予後の検討．第17回日本産婦人科ME懇談会，1994．7．
14）石原楷輔：産婦人科における超音波診断．鳥取県産婦人科医師会，1994．8．
15）池野尋廣幸1），菅原　通1），原　文男2），大川共一3），菊池三郎，馬越正通4》，島田洋一5），坂井ノブ子6），小笠原美
　　代子6），三上ちづ子6）（ユ）第二病院中央検査室，2》同内科，3）同病院長，4）同消化器病センター，5）同麻酔科，6）同看
　　護部）：剃毛における皮膚細菌の検討（第2報）：非剃毛における皮膚表面細菌数の経時的変動について．第16回
　　日本手術医学会総会，1994．9．
16）石原楷輔：経膣超音波診断．三多摩地区産婦人科医師会，1994．9．
17）深見武彦，関谷隆夫，松本譲二，菊池三郎；第二病院NICU入院に対する産科的検討．第62回日本医科大学医学
　　会総会，1994．9．
18）竹内正弥，根本芳広，関谷隆夫，菊池三郎：子宮頚管パピローマを合併した頚管無力症の1症例．第62回日本医
　　科大学医学会総会，1994．9．
19）根本芳広，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎；出血性卵巣嚢胞（HOC）の臨床像と超音波画像．第62回日本医科大
　　学医学会総会，1994．9．
20）小西公麿，菊池三郎，川並注一）（1）病理部）：子宮におけるマスト細胞とヒスタミンの周期的変化．第62回日本
　　医科大学医学会総会，1994．9．
21）石原楷輔：妊娠中期後期の超音波診断．横浜市産婦人科医師会，1994．9．
22）石原楷輔：経膣超音波による産婦人科診断．静岡県東部地区産婦人科医師会，1994．9．
23）根本芳広，吉松和彦，木下叫一，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：出血性卵巣胞（HOC）の臨床像と超音波画像．
　　第88回日本産婦人科学会関東連合地方部会，1994．10．
24）吉松和彦，根本芳広，木下叫一，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：切迫早産における子宮頚管の超音波診断と妊
　　娠予後．第88回日本産婦人科学会関東連合地方部会総会，1994．10．
25）松本譲二：妊娠とウィルス疾患．平成6年度日医生涯教育講座研修会，1994．10．
26）関谷隆夫：産婦人科における画像診断．平成6年度日医生涯教育講座研修会，1994．10．
27）関谷隆夫：産婦人科と画像診断．平成6年度日本母性保護協会研修会，1994．10．
28）石原楷輔：経膣超音波診断の実際．長崎市産婦人科医師会，1994．11．
29）根本芳広，塚田克也，関谷隆夫，松本譲二，石原楷輔，菊池三郎：卵巣絨毛癌の1例，日本医大4病院臨床研究
　　会．1994．11．
30）松島　隆，恵比寿亨，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：三重癌の1例．日本医大4病院臨床研究会，1994．11．
31）関谷隆夫，小林三平，石原楷輔・菊池三郎，田口正男・）（1）東府中病院）：第2病院産婦人科における高年齢入院
　　患者の臨床的検討．日本医科大学医学会第84回例会，1994．11．
32）塚田克也，根本芳広，関谷隆夫，松本譲二，石原楷輔，菊池三郎：卵巣絨毛癌の1例．第303回日本産婦人科学
　　会神奈川地方部会，1994．11．
33）松島　隆，恵比寿亨，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：三重癌の1例．第303回日本産婦人科学会神奈川地方部
　　会，1994。11．
34）根本芳広，吉松和彦，木下叫一，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：出血性卵巣嚢胞（HOC）の超音波画像診断の
　　有用性．日本超音波医学会，1994．12．
35）菊池三郎，尾形永太郎1）（1）尾形産婦人科）：新生児身長測定の意義．第8回母神奈川母性衛生学会，1995．1．
36）菊池三郎，尾形永太郎1）（1）尾形産婦人科）：妊娠中の自動車運転一アンケート結果を中心として一．第8回神奈
　　川母性衛生学会，1995．1．
37）竹内正弥，菊池三郎，尾形永太郎1》（1）尾形産婦人科）：Guthman法から見た尾骨突出の産科的意義．第305回日
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　　産婦神奈川地方部会，1995．1．
38）石原楷輔：経膣超音波診断の活用．宇部・小郡産婦人科医師会，1995．1．
39）石原楷輔：産婦人科における超音波診断．豊島区産婦人科医師会，1995．2．
40）石原楷輔：経膣超音波の活用．岡山市産婦人科医師会，1995．2．
41）石原楷輔：経膣超音波の基礎と活用．奈良市産婦人科医師会，1995．2．
42）小西公麿，平田昌二，松本譲二，菊池三郎・立石淳一・）（1）内科）：帝切後にleukemmoid　blood　picturesを示し
　　た容血性貧血の1例．第306回日本産婦人科学会神奈川地方方部会，1995．2．
43）吉松和彦，根本芳広，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：切迫早産治療中止判定の一基準患者のQOLを考慮して
　　一．日本医科大学医学会第85回例会，1995．2．
44）尾形永太郎1），松本譲二，菊池三郎（1）尾形産婦人科）；妊娠中の自動車運転一妊婦QOL一．日本医大医学会第85
　　回例会，1995．2．
45）石原楷輔：経膣超音波診断の活用．北九州市産婦人科医師会，1995．2．
46）石原楷輔：経膣超音波の婦人科への活用．名古屋市産婦人科医師会，1995．3．
47）吉松和彦，根本芳広，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：妊娠初期に超音波検査にて診断した胎児水腫の1例．第
　　307回日本産婦人科学会神奈川地方部会，1995．3．
［多摩永山病院産婦人科］
研究概要
　本年度の研究活動についてまとめてみると，まず臨床的研究としてカラードップラーを用いた胎児血流動態の測定
による胎児wellbeingの判定について，さらに測定部位を拡大して検討を加えている．症例数が多くなりデータが集
積されつつあり，日産婦東京地方会に発表した．一方妊婦の栄養管理及ぴ消費の現状について調査し，飽食の時代の
栄養管理と肥満による合併症防止対策について研究している．こちらは看護婦，助産婦にも積極的に参加してもらい
成果を挙げた．東京母性衛生学会，日本母性衛生学会で発表し，我々の実行しているマタニテイウオーキングについ
て妊婦管理の新しい試みとして提唱することができた．悪性腫瘍については周辺地域からの紹介症例が増し臨床デー
タが集積されつつあり，3年生存率が統計的に解析することができた．癌胎児性フィプロネクチンの研究では，早産
の管理に有用であるという結論を得て日産婦東京地方会に発表した．さらに症例数を増やして検討を加えている．妊
婦のB群溶血性連鎖球菌については，東京女子医大小児科保科教授らとのパイロットスタデーが終了し，近々発表の
予定である．基礎的研究としては，ひき続き絨毛癌細胞の増殖メカニズムにっいて，DNA，mRNAのレベルでの研
究が続けられている．また，田中講師がYale大学産婦人科学教室に留学し，hCGのbete－corefragmentの研究を終
え，日産婦総会で発表予定である．日本人類遺伝学会研修指導施設（指導医：佐々木部長）としての出生前診断に関
する研究は本年度も継続して行われている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）松下径広，佐々木茂，田口正男，諏訪喜宣，磯崎太一，家永　聡：子宮肉腫の2症例．日産婦東京会誌　43，101－103，
　　1994．
　2）楊　玉英，江　　森，佐々木茂：彩色多普：観測膀血流予測胎児宮内状況．現代婦産科進展，3，220－222，1994．
　3）楊　玉英，佐々木茂：彩色多普：観測胎児腎動脈血流的意義．中国超声医学雑誌，10，43－44，1994．
　4）楊　玉英，佐々木茂：胎児腹主動脈及贋動脈血流観測的臨床意義．中国超声医学雑誌，10，14－16，1994．
　5）佐々木茂，磯崎太一，家永　聡，三田俊二，松下径広：染色体検査の意義，適応．周産期医学，24，1106－1111，
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　1994．
6）石井ひろみ，福岡イツ子，久保田恵子，池谷登美恵，中山千賀子，遠藤三代子，磯崎太一，佐々木茂：妊娠30週
　に合併した子宮頸癌根治術を施行した患者の看護．母性衛生，35，292－296，1994．
7）鄭以勤，佐々木茂，孔北華，磯崎太一，松下径広，家永聡：超音波カラードップラー法による胎児動脈血
流測定における新しいインデックスNI値の提案．日産婦東京会誌，43，431－435，1994．
学会発表
（1）一般講演：
1）Yoneyama，K．1），Sasaki，S．1），Araki，T，1），Maeda，S．2》：Evaluation　of　cytologic　diagnosis　of　amniotic　fluid
　embolism．XIV　World　Congress　of　Gynecology＆Obstetrics，（Montreal，Canada），1994．
2）田口正男，佐々木茂，家永　聡，磯崎太一，諏訪喜宣，石原　輔，菊地三郎，荒木　勤：LH／hCGレセプターの
　精製ヒト胎盤及び生化学的性質の検討．第46回日産婦学会学術公演会（東京），1994．4．
3）下沢小百合，樽見芳子，北条由紀，涛岡真紀，上田佳奈，田畑末美，阿部幸子，植田千栄子，越中谷幸子，酒井
　和子，磯崎太一，諏訪喜宣，佐々木茂：妊婦の体重管理におけるマタニテイーウオーキングの効果．第12回東京
　母性衛生学会学術集会，1994．5．
4）家永　聡：妊娠に合併した子宮肉腫の1例．第20回日本医科大学五医局臨床研究会，1994．5．
5）鄭　以勤，佐々木茂，孔　北華，磯崎太一，松下径広，家永　聡：超音波カラードプラー法による胎児動脈血流
　測定における新しいインデックスNI値の提案．第291回日産婦東京地方部会，1994．9．
6）家永　聡，磯崎太一，松下径広，田中幸太郎，武内　努，伊東香恵子，武井麻紀，佐々木茂，荒木　勤：妊娠を
　合併した子宮平滑筋肉腫の1例．第88回日産婦関東連合地方部会総会（松本），1994．10．
7）武井麻紀：早産における癌胎児性フィブロネクチンの有用性についての考察．第21回日本医科大学五医局臨床研
　究会，1994．11．
8）武井麻紀，田中　彰，若月雅美，磯崎太一，家永　聡，田中幸太郎，田中純也，松下径広，武内　努，伊東香恵
　子，佐々木茂，奥田朗夫：早産予知の為の妊婦スクリーニングに於ける癌胎児性フィブロネクチンの有用性．第
　292回日産婦東京地方部会，1994．12．
9）佐々木茂：日常臨床における子宮筋腫の取扱い方．町田市産婦人科医会，1994．6．
10）佐々木茂：妊娠と子宮頸癌．第214回東京母性保護産婦人科医会．臨床研究会，1994．11．
［千葉北総病院産婦人科］
研究概要
開院直後のため満足な研究を行う環境にないが，まず産科境域の部門では周産期を中心テーマに，新生児・胎児の
体温調節機構，脳質周囲白質軟化症の発症機序，超音波断層法を用いた胎児血流動態の検討などを行っている．さら
に婦人科領域の部門では当院の放射線科と協力して産婦人科腫瘍における画像診断の新しい解析に関する共同研究を
検討しようとしている．
研究業績
論文
（1）原著：
1）朝倉啓文，山口　暁，織田利光，田野俊平，越野立夫，荒木　勤：娩出直後新生児における非震性熱産性の発現
　過程の観察．臨床体温，14，73－80，1994．
2）山口　暁，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤，小川隆吉1），渡辺とよ子1），三科　潤1）（1）都立築地産院）：PVL発症
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における胎盤・膀帯異常の関連性についての検討．産婦の実際，43，1737－1742，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Asakura，H．，Yamaguchi，S．，Katoh，H．，Nakai，A．，Koshino，T．，Araki，T．：Thermographic　Observation　of
　　nonshiveringyhemogenesisinhumannewbomsatbirth．WorldCongressofGynecologyandObstetrics（14
　　th）　1994．　9．
　2）山口　暁，小川隆吉1），大森意索1》，漢那　顕1），小林信一），升田春夫1），平山恵子1），渡辺　徹1），藤井　仁1）
　　（1）都立築地産院）：脳質周囲白質軟化症における嚢胞形成時期と産科因子の関連性について．第46回日本産婦
　　人科学会総会（東京〉．1994．4。
　3）三宅秀彦，織田利光，山口　暁，中井章人，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤，松本光司1》，山口　静2）
　　（1）第一病院病理部，2》山口病院）：先天性白血病によって非免疫性胎児水腫を発症したと考えられるダウン症候
　　群の一例．第30回日本新生児学会総会（静岡），1994，7．
　4）山口　暁，岩崎卓爾，飯田晋也，河村　尭，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：PVL発症における胎盤・”齊帯異常
　　の関連性についての検討．第30回日本新生児学会総会（静岡）・1994．7．
　5）大屋敦子，朝倉啓文，山口　暁，竹下俊行，中井章人，越野立夫，荒木　勤・宮内裕光n，小池敏正1）（1）下都賀
　　総合病院）：新生児の出生後体温上昇過程における褐色脂肪の役割．第35回日本母性衛生学会総会（東京），1994．
　　10。
　6）岩崎卓爾，山口　暁，飯田晋也，河村　尭：最近経験したHELLP症候群の1例l　MRIの一応用例．平成6年
　　度日産婦千葉地方部会総会（千葉），1994．5．
　7）岩崎卓爾，若月雅美，進　純郎，荒木　勤：パルスドップラー法による母子血流動態評価の有用性について．第
　　17回日本産婦人科学会ME懇話会（宮崎），1994．7．
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14．耳鼻咽喉科学講座
［付属病院耳鼻咽喉科］
研究概要
　教室の主研究テーマである，耳科学，聴覚学，平衡神経科学，アレルギー・免疫学に関する業績が昨年に引き続き
報告された．耳科学関係では耳手術，真珠腫性中耳炎に関する研究や，耳手術供覧における立体ハイビジョン撮影の
有用性などが検討された．聴覚学では，耳鳴に対するマスカー療法や岬角電気刺激の検討などが行なわれ，難治な症
状である耳鳴の治療への基礎的研究が進歩した．平衡神経科学に関しては，当教室で開発したコンピュータ画像認識
技術を用いた眼球運動の3次元解析を通して・いくつかのめまい疾患の病態解明を行なった．また・内リンパ嚢局所
免疫反応の動物モデルを用い，内耳疾患に対する内耳免疫の関わりに関する基礎的研究も一層の進歩を見せた．
　鼻アレルギーに関する研究もさらなる展開を見せ，鼻アレルギー患者に認められる鼻粘膜局所への肥満細胞の集積
機構が少しずつ明らかになりつつある．また，アレルギー反応に関与する鼻粘膜上皮のサイトカインの研究，あるい
はエンドセリンの研究も一層の進展を見せている．
　本年度は，教室が国際化に向けて一層の努力を行った足跡がある程度示されている．それは，英文の原著や国際学
会での発表の増加に顕著に現れているが，今後一層の努力をしたい．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Tomiyama，S．，Nonaka，M．，Gothoh，Y．，Ikezono，T．，Yagi，T，：lmmunological　Approach　to　Meniere’s
　　　Disease；Vestibular　Immme　Injury　Folloing　Immune　reaction　of　the　Endolymphatic　Sac．ORL，56，11－18，
　　　1994．
　2）Xiao，S．F．，Okuda，M．，Ohnishi，M．，Ohkubo，K．：Specific　IgA　and　IgG　antibodies　to　house　dust　mite
　　　dermatophagoides　farinae．アレルギー，43，634－644，1994。
　3）Ohkubo，K．，Lee，C．H．1），Baraniuk，」．N．1），Merida，M．b，Hausfeld，J．N．1），Kaliner，M．A．1）（1》NIH）：
　　　Angiotensin－converting　enzyme　in　the　human　nasal　mucosa．Am．J．Respir・Cell　MoL　Biol・，11，173－180・
　　　1994．
　4）Ohkubo，K．：Cytokine　in　nasal　surface　and　nasal　secretion。Am．J．Rhino1．8（suppl），282－2831994．
　5）Ohkubo，K．，Okuda，M．，Kaliner，M．A．1）（1）NIH）：Immmological　localization　of　neuropeptide－degrading
　　　enzymes　in　nasal　mucosa．Rhino1．，32，130－133，1994．
　6）Sakagami，M．1》，Tomiyama，S．，Fukazawa，K．1），Umemoto，M．1），Kubo，T．1）（1）大阪大学）：Vascularpermea－
　　　bility　of　the　stria　vascularis　and　morphology　of　the　endolymphatic　sac　in　two　types　of　experimental
　　　endolymphatic　hydrops．Am．Oto1．Rhino1．LaryngoL，104，210－217，1995．
　7）Yokoshima，K．，Ohnishi，M．，Takizawa，R．，Okubo，K．，Yagi，T．Okuda，M．：Distribution　of　mast　cells　in
　　　inverted　papi110ma　and　squamous　cell　carcinoma　of　the　nose．Am．J．Rhinol・・9・57－60・1995．
　8）Yagi，T．，Mochizuki，R。，Saito，H，：Three・dimensional　Hi・Vision　video　imaging　in　ear　surgery、ORL，57，
　　　18－21，　1995。
　9）横島一彦，滝沢竜太・），上野博史2），馬場俊吉，八木聰明（・）第二病院，2）海老名総合病院）：先天性真珠腫症例の
　　　検討．耳喉頭頸，66，250－254，1994．
10）木下俊之，富山俊一：内リンパ嚢局所免疫動物におけるフリーラジカルの関与について．日耳鼻，97，1608－1612，
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　　1994．
11）大西正樹，滝沢竜太，大久保公裕，横島一彦，奥田　稔，八木聰明：Fluticasone　Propianateの鼻粘膜培養上皮
　　細胞からのGM－CSF，IL6，IL－8産生抑制作用．アレルギー，43，441－447，1994．
12）横島一彦，大西正樹，奥田　稔，大久保公裕：鼻Invertedpapilloma組織中の肥満細胞と好酸球の超微細構造．
　　日耳鼻，97，2219－2225，1994．
13）小坂和己1），八木聰明，山野辺滋晴2），富山俊一（1）北総病院，2》共立病院）：感音難聴患者における内耳自己抗体
　　陽性率．Equilibrium　Res．suppl．，10，88－90，1994．
14）潮建司朗，八木聰明，森園徹志：良性発作性頭位眼振の3成分解析．Equilibrium　Res，Supp1．，10，80－83，1994．
15）奥田　稔・八木聰明・大塚博邦1），大西正樹，大久保公裕（1）第二病院）他114名：ペミロラストカリウム（TBX）
　　のアレルギー性鼻炎に対する臨床試験．耳展，36，377－401．1994．
16）奥田　稔・八木聰明，大塚博邦1），大西正樹，大久保公裕（1）第二病院）他68名：通年性鼻アレルギー壱こ対するセ
　　チリジンの臨床評価．耳展，38，116－136，1995．
17）横島一彦，大西正樹，滝沢竜太，ルビーパワンカール，大久保公裕，奥田　稔：鼻invertedpapilloma腫瘍細胞
　　のサイトカイン産生とその分布．日耳鼻，98，66－70，1995。
18）馬場俊吉，大河原大次，渡邊健一，八木聰明：耳鳴マスカー治療後のロフラゼプ酸エチルの使用．Audio1．Japan．，
　　37，　657－658，　1994．
19）滝沢竜太，上野博史，八木聰明：鼓室内顔面神経鞘腫の1症例．耳喉頭頸，66，1059－1062，1994．
20）鈴木香代，横島一彦，渡辺秀行，山岸茂夫，馬場俊吉，八木聰明：多発神経症状を呈したRamsay　Hunt症候群
　　の4症例．耳喉頭頸，66，1063－1066，1994．
21）木下俊之，中島智治，八木聰明：顔面神経麻痺で発症した中耳カルチノイドの1症例．Facial　N．Res．Jpn，，14，
　　105－108，　1994。
22）八木聰明，斉藤　博1）（1）永島医科）：ハイビジョン立体撮影による耳手術供覧．耳鼻臨床，87，955－959，1994．
23）横島一彦，大西正樹，大久保公裕，池田雅一，滝沢竜太，奥田　稔，八木聰明：当科アレルギー外来の臨床統計．
　　耳鼻，41，137－141，1995．
24）後藤　穣，馬場俊吉，八木聰明：日本医科大学附属病院耳鼻咽喉科過去13年間の入院患者動態．耳鼻，41，162－167，
　　1995．
25）奥田　稔，富山俊一，馬場俊吉，大西正樹，顔真　賢，羽田達正，藤倉輝道，宇治康明：R50547（Levocabastine
　　hydrochloride）点鼻剤の第1相試験（その1）一鼻刺激性，薬物動態およびヒスタミン試験の検討．耳鼻，41，
　　281－300，　1995．
26）奥田　稔，八木聰明，大久保公裕，大塚博邦1）（1）第二病院）他37名：R50547（Levocabastinehydrochloride）
　　点鼻剤の通年性アレルギー性鼻炎に対する臨床後期第II相試験．耳鼻，41，361－380，1995．
27）奥田　稔，八木聰明，大久保公裕，大塚博邦1）（1）第二病院）他66名：R50547（Levocabastinehydrochloride）
　　点鼻剤の通年性アレルギー性鼻炎に対する臨床効果．耳鼻，41，381－403，1995．
28）奥田　稔，八木聰明，大久保公裕，大塚博邦1）（1）第二病院）他27名：R50547（Levocabastinehydrochloride）
　　点鼻剤の小児における通年性鼻アレルギーに対する臨床的検討．耳鼻，41，417－431，1995．
29）横島一彦，三枝英人，馬場俊吉，八木聰明＝錐体尖部先天性真珠腫例．耳鼻臨床，88，311－315，1995．
（2）総説：
　1）大久保公裕：鼻中隔の腫張．耳喉頭頸増刊号，66，30－32，1994．
2）八木聰明：めまいの治療．都耳鼻会報，86，78－82，1994．
3）大久保公裕：アレルギー性鼻炎の基礎と臨床．都耳鼻会報，87，58－63，1994．
4）八木聰明：標準聴力検査．Medicina，31，862－863，1994．
5）八木聰明：耳鳴．日経メディカル．310，143－146，1994．
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6）八木聰、明：耳鼻咽喉科疾患これからの小児科外来一境界領域疾、患、への外来での対応．小児科，35・927－932，1994．
7）八木聰明：鼓室形成術時の鼓膜形成に関するコツ．耳鼻臨床，87，866－867，1994．
8）馬場俊吉：先天性真珠腫の診断．日本耳鼻咽喉科学会専門医通信，42，4－5，1995．
9）富山俊一：内耳免疫傷害病の概念とメニエール病．耳喉頭頸，67，107－115，1995．
10）八木聰、明：平衡機能検査，末梢障害と中枢障害の鑑別．臨床検査，39，206－209，1995．
11）八木聰、明：めまいの検査と治療方針．東京医師会誌，47，1088－1093，1995．
12）大西正樹：アレルギー性鼻炎．Medicina，32，495－497，1995．
13）大西正樹：花粉症．診断と治療，83，Suppu1，291－293，1995．
（3）研究報告書：
　1）八木聰明，潮建司朗，森園徹志：良性発作性頭眼振の3成分解析．厚生省前庭機能異常調査研究班平成5年度研
　　究報告書，P．133－136，1994．
2〉八木聰、明，小坂和己，山野辺滋晴，富山俊一：感音難聴、患、者における内耳自己抗体陽性率．厚生省前庭機能異常
　　調査研究班平成5年度研究報告書，P．144－146，1994．
著書
　1）Tomiyama，S．，Nonaka，M．，Ikezono，T。，Kinoshita，T．，Yagi，T．：Immme　mediated　animal　model　of
　　Meniere’s　disease．“Meniere’sdisease”（Filipo，R．，and　Barbara，M．eds），P．197－203，Kugler（Amsterdam，
　　New　York），1994．
　2）Tomiyama，S．，Kinoshita，T．，Jimouchi，K．，Nonaka，M．，Ikezono，T．，Yagi，T．：Imerearpathophysiology
　　following　immune　response　in　the　endolymphatic　sac　of　guinea　pigs．“Immunobiology　in　Otorhinolaryn－
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　［第一病院耳鼻咽喉科］
研究概要
臨床的研究：
　1・鼻・副鼻腔乳頭腫の・肉眼的所見と病理組織所見及び電顕的所見との関係，手術法の選択について検討している．
　2．耳鳴と自律神経失調症，神経症やうつ状態との関連性について，診療内科的に研究している．
基礎的研究：
　1．Immotile　cilia　syndromeを中心に各種気道疾患の鼻腔と気管支線毛を電顕的に観察し，線毛の異常構造の検索
を行っている．
　2．水道水注入による鼻粘膜の変化の形態学的観察．
　3．気道粘膜損傷後の血管系の再生についての形態学的観察．
　4．実験的糖尿動物の蝸牛管内微細構造変化．
　5。また聴器に分布する末梢神経系を解剖学的手法を用いて研究している．
　6．老化促進モデルマウス（SAM）を用いた耳鼻咽喉科領域諸器官，特に鼓膜における形態学的変化について研究し
ている．
研究業績
論　文
　1）奥田　稔，服部康夫他32名：R50547（levocabastinehydrochlqoride）点鼻剤の通年性アレルギー性鼻炎に対す
　　る臨床前期第II相試験．耳鼻と臨床，41（増刊1），342－360，1995．
　2）柏戸　泉，服部康夫，喬　　炎：高脂食負荷モルモラト内耳蝸牛の機能的形態学的変化．日医大誌，61，321－332，
　　1994．
　3）柏戸　泉・町野　満・服部康夫・喬　　炎，浅野伍朗：高脂血症モルモットの蝸牛の微細構造変化とビタミンE
　　投与の影響について・ビタミンE研究の進歩V（ビタミンE研究会編），317－324，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）町野　満，服部康夫，上野則之，中村兼一：薄い分層植皮による外来的鼓膜形成術第4回日本耳科学会総会，
　　1994．
　［第二病院耳鼻咽喉科］
研究概要
　平成6年度の研究内容は主に鼻アレルギーの発症機序に重要な肥満細胞についていくつかの研究成果を修めること
ができた・ヒト鼻粘膜内肥満細胞には二種類の亜型がある中で，特に粘膜型肥満細胞が鼻アレルギーにとって重要で
ある可能性が今までの研究結果からでてきたことがトピックスといえる．1）動物肥満細胞の肥満細胞の亜型の研究や
上気道洗浄液中のヒスタミンとロイコトリエン量の報告は多いが，ヒトの鼻粘膜局所肥満細胞自からのヒスタミンと
ロイコトリエン遊離の関係に関する論文は極めて少なかった．我々は平成6年度において論文の完成には至っていな
いが前者の肥満細胞からのヒスタミンおよびロイコトリエン遊離の両者関係について強い相関性にあることを明らか
にした．2）ヒト鼻粘膜内粘膜型肥満細胞の持つ機能学的特性についてこれを明らかにし（まもなくJ　Allergy　Clin
Immuno1に掲載される），この系を使って最近開発されたいくつかの鼻アレルギーの治療薬である抗アレルギー剤の
鼻粘膜肥満細胞に対する効果について治験を行ない論文発表した．3）鼻アレルギーにおいて粘膜上皮内の粘膜型肥満
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細胞の増多は局所における肥満細胞増殖因子の影響によるところが大きいことが予想される・鼻アレルギー上皮細胞
からは正常人のそれより多くのSCF（肥満細胞増殖因子）が産生していることを示唆するデータを得ることができた．
現在さらにこの研究を進めている．4）また即時型反応に続く遅発相において，好塩基球細胞の遊走が重要視されてい
るが好塩基球刺激因子の局在についての研究を行ない既に論文を発表した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）大塚博邦，長岐すみこ1），川島敏男1）（1》東京田辺製薬株式会社開発研究所）：鼻アレルギー鼻粘膜上皮片からの抗
　　原によるヒスタミンおよびロイコトリエン遊離に対する抗アレルギー剤AS－35の抑制効果．薬理と治療，22，
　　53－59，　1994．
　2）大塚博邦，稲葉　真，國友真由美，藤倉輝道：ヒト鼻粘膜内肥満細胞増殖因子（SCF）の研究．耳鼻咽喉科免疫
　　アレルギー，13，33－41，1995．
（2）綜説：
　1）大塚博邦：アレルギー性鼻炎（特集：気管支喘息・アレルギー患者のQOL）・治療・76・44－48・1994・
　2）大塚博邦：’95免疫・アレルギー：ペミロラストカリウム（特集：UpDate注目の新薬）。現代医療，26，251－255，
　　1994．
　3）大塚博邦：アレルギー性鼻炎の患者のQOLと治療の役割．Asthma＆Allergy，25，2－5，1994．
　4）大塚博邦：アレルギー疾患治療の新しい知識（特集：鼻アレルギーと皮膚疾患の治療をめぐって：鼻アレル
　　ギー治療薬の分類と有効性）．Medicament　News，1460，13－14，1994．
　5）大塚博邦：てこずった前頭洞炎：鼻内法（特集：私はこうしている：やっかいな手術シリーズ⑨）。」OHNS，10，
　　1729－1733，　1994．
　6）大塚博邦：上皮細胞が産生するサイトカインが上皮の肥満細胞を増多させている可能性が高い（特集：鼻アレル
　　ギー）．日経メディカル，321，155－156，1995．
　7）大塚博邦：免疫（減感作）療法（特集：抗アレルギー性炎症薬の臨床6）．治療学，29，55－57，1995．
　8）大塚博邦：花粉症の減感作療法（有用性）：長期治療を行なった自験例の検討から（特集：花粉症をめぐって）・
　　Clinician，　42，　77－81，　1995．
　9）大塚博邦：ペミロラストカリウムの新薬効（特集：アレルギー性鼻炎）．カレントテラピー，13，145－147，1995．
著　書
　1）大塚博邦：〔分担〕花粉症，鼻アレルギー．“内科治療ガイドつ4”（和田　攻，大久保昭行，永田直一，矢崎義雄
　　編），P．1066－1071，文光堂，1994．
　2）大塚博邦：病態と治療．“鼻アレルギー”協和インストラクション株式会社，1994。
　3）大塚博邦：〔分担〕私の処方とそのポイントー鼻アレルギー．“今月の治療一特集アレルギーの治療”（伊藤幸治
　　編），P．24－25，総合医学社，1995．
　4）山口　潤：〔分担〕病名別にみる医学一嚥下障害．“老人介護相談事典一医学編”（長谷川和夫・竹内孝仁監）・
　　P．314－315，学研，1995．
　5）山口　潤：〔分担〕病名別にみる医学一味覚障害．“老人介護相談事典一医学編”（長谷川和夫，竹内孝仁監），
　　P．316－318，学研，1995．
　6）山口　潤：〔分担〕病名別にみる医学一嗅覚障害．“老人介護相談事典一医学編”（長谷川和夫，竹内孝仁監），
　　P．318－322，学研，1995．
　7）山口　潤：〔分担〕病名別にみる医学一聴覚障害，難聴．“老人介護相談事典一医学編”（長谷川和夫，竹内孝仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一286一
　監），P．322－324，学研，1995．
8）山口　潤：〔分担〕病名別にみる医学一メニエール症侯群．“老人介護相談事典一医学編”（長谷川和夫，竹内孝
　仁監），P．324－326，学研，1995．
9）山口
　　学研，
10）山口
　　学研，
潤：〔分担〕部位別症状とケアー耳．“老人介護相談事典一医学編”（長谷川和夫，竹内孝仁監），P・500－510，
1995．
潤：〔分担〕部位別症状とケアー鼻・“老人介護相談事典一医学編”（長谷川和夫，竹内孝仁監），P・511－520，
1995。
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）大塚博邦：穎粒球の浸潤と鼻粘膜過敏性．第6回日本アレルギー学会春期臨床大会，1994．4．
（2）パネルディスカッション：
　1）Otsuka，H。，Inaba，M，Kunitomo，M．，Fujikura，T．：Functional　and　immunohistochemical　characteristics　of
　　nasal　surface　metachromatic　cells．The　XVth　Intemational　Congress　of　AIlergology　and　Clinical　Im－
　　munology（Stockholm），1994．7．
（3）一般講演：
　1）滝沢竜太・大西正樹1）・大久保公裕1）・横島一彦1）（・）付属病院耳鼻咽喉科）：小児減感作療法の治療効果に影響を
　　与える因子の検討．第6回日本アレルギー学会春期臨床大会，1994．4．
　2）稲葉　真・大塚博邦：ヒトマスト細胞の増殖分化機構．第96回日本耳鼻咽喉科学会総会，1994．5．
3）藤倉輝道・大塚博邦：鼻粘膜におけるMCAF（Monocyte　Chemotactic　and　Activating　Factor）の局在性．
　　第33回臨床アレルギー研究会，1994．6．
4）國友万由美・藤倉輝道・山口　潤，稲葉　真，秋元利香，大塚博邦：鼻内手術後軟膏ガーゼによりアレルギーを
　　起こした1症例．第88回日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部会，1994．6．
5）秋元利香，國友万由美，山口　潤，藤倉輝道，稲葉　真，大塚博邦：喉頭神経鞘腫の1症例．第88回日本耳鼻咽
　　喉科学会神奈川県地方部会，1994．6．
6）大塚博邦，藤倉輝道，山口　潤，稲葉　真，池田幸穂1），石郷岡聡2）（1）付属病院脳神経外科，2）第二病院脳神経外
　　科）＝鼻腔原発悪性腫瘍頭蓋内浸潤例に対する鼻中隔による再建法．第89回日本耳鼻咽喉科学会神奈川県地方部
　　会，1994．9．
7）大塚博邦，稲葉　真，國友真由美，藤倉輝道：ヒト鼻粘膜内肥満細胞増殖因子の研究第44回日本アレルギー学
　　会総会，1994．10．
8）藤倉輝道，大塚博邦：鼻粘膜におけるMonocyte　Chemotactic　and　Activating　Factorの局在性と機能．第44
　　回日本アレルギー学会総会，1994．10．
9）小山　守・大塚博邦・山口　潤・黒崎貞行，滝沢竜太，藤倉輝道工）（1》谷津保健病院耳鼻咽喉科）：腹直筋皮弁を
　　用いた中咽頭の再建．日本医大学会第85回例会，1995。2．
10）滝沢竜太，後藤　穣1），Ruby　Pawankar1），横島一彦1》，大久保公裕1），奥田　稔1）（1）付属病院耳鼻咽喉科）：鼻
　　粘膜上皮細胞のサイトカイン産生に対する塩酸アゼラスチンの効果．第13回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学
　　会，1995．3．
［多摩永山病院耳鼻咽喉科］
研究概要
　頭頸部腫瘍の発生と性質につき，特に免疫組織的手法を用いての検索．
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頭頸部領域の穿刺吸引細胞診の有用性についての検索．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）頼徳成：当科における悪性リンパ腫の治療経験．第14回多摩耳鼻咽喉科臨床研究会，1993。10．
　2）島田早苗：耳管通気療法による有用性と問題点．南西多摩耳鼻咽喉科医会，1994。9。
　3）島田早苗：アレルギー性鼻炎の診断と治療．北多摩耳鼻咽喉科医会，1994．11。
［千葉北総病院耳鼻咽喉科］
研究概要
　基礎的研究の中心は内耳の免疫機構に関係したものであり，感音性難聴患者の内耳自己抗体の陽性率の検討を行っ
ている．また，内耳免疫現象の前庭機能への影響をモルモット外側半規管一次ニューロンの生理学的活動を通じて検
討している．さらに，鼻茸の好酸球へのステロイドの影響などアレルギー関係の研究も今後の発展が期待されている・
研究設備の関係で基礎的研究のかなりの部分は付属病院で行っているが・北総病院病理部の御好意により・研究の一
部が行えるように準備が進んでいる．臨床的には，順調に症例が増加し，特に内視鏡下副鼻腔鼻内手術に力をいれ，
術後経過の問題点などにつき検討する予定である。
研究業績
論文
（1〉原著：
　1）Takanashi，S．1），Nonaka，R。，Xing，Z．2），0’Byrne，P，1），Dolovich，J。3），and　Jordana，M2）（1）McMaster
　　　University　Department　of　Medicine，2）Pathology，3）Pediatrics）：Interleukin10inhibits
　　　Lip。P。1yasccharide－inducedSurvivalandCyt・kinePr・ducti・nbyHumanPeriphera1B1・・dE・sin・phi正s」・
　　　Exp．Med．，180，711－715，1994．
　2）Kosaka，K．，Yamanobe，S．，Tomiyama，S．，and　Yagi，T。：Inner　ear　autoantibodies　in　patients　with　sensor・
　　　yneural　hearing　loss。Acta　OtolalyngoL（Stockh．）Supp玉．，519，176－177，1995。
　3）小坂和己，八木聰明，山野辺滋晴，富山俊一：感音難聴患者における内耳自己抗体陽性率．Equilibrium　Res，10，
　　　Suppl．，　88－90，　1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Takanashi，S．D，Nonaka，R．，Xing，Z．2），0》Byme，P，1》，Dolovich，」。3）7and　Jordana，M．2）（L）McMaster
　　　University　Department　of　Medicine，2》Pathology，3》Pediatrics）：Interleukin10inhibits
　　　Lip。P。lyasccharide－inducedSurvivalandCyt・kinePr・ducti・nbyHumanPeripheralBl・・dE・sin・phils・
　　　American　Thoracic　Society．Annual　meeting，1994．
　2）Nonaka，M．，Nonaka，R．，Wooley，K。1》，Adelroth，E2》，Miura，K2》，0’Byme，P、1），Dolovich，」。3），and　Jordana，
　　　M。2）（1）McMaster　University　Department　of　Medicine，2）Pathology，3）Pediatrics）：Localization　of
　　　interleukin－4in　Eosinophils　in　Nasal　Polyps　and　Asthmatic　Bronchial　Mucosa，51st　American　Academy　of
　　　Allergy　and　Immnology，1995。
　3）小坂和己，野中玲子，青木秀治：日本医科大学付属千葉北総病院開院後の患者動態。第39回日本耳鼻咽喉科学会
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　千葉県地方部会，1994．
4）青木秀治，富山俊一，八木聰明：内リンパ嚢二次刺激モルモットの外側半規管一次ニューロンの活動について．
　第53回日本平衡神経科学会，1994．
5）野中玲子，野中　学，奥田　稔，八木聰明，Jerry　Dolovichl），Manel　Jordana2）（1》マックマスター大学小児
　科，2）マックマスター大学病理学）：鼻茸および末梢血由来の好酸球に対するステロイドの影響について．第13回
　日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会，1995．
6）野中　学，野中玲子，奥田　稔，八木聰明，JerryDolovich1），ManelJordana2》（1）マックマスター大学小児科，
　2》マックマスター大学病理学）：鼻茸における筋線維芽細胞について（ステロイドによる変化）．第13回日本耳鼻
　咽喉科免疫アレルギー学会，1995．
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2) ~i~~{~~~f~E?~: : a)ESWL a)~Ufl~F~, b)~:Z~~~;~~~~.~ ~C~)~~~~~~i~ia)~~~i~. 
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4) ~~,~~~~ (andrology) : a) ~~~~=~~:~!~~lj~~･~~ ~ a)~F~Hi 
~~~ 
(1) J~~~~; : 
1) Kondo, Y., Kuo, S.1), and Lazo, J. S.1) (1)Dept. of Pharmacology, School of Medicine, University of 
Pittsburgh) : Interleukin-1 p-mediated metallothionein induction and cytoprotection against cadmium and 
cis-diamminedichloroplatinum. J. Pharmacol. Exper. Ther., 270. 1313-1318, 1994. 
2) Yamada, K., Fujioka, Y.1), Ebihara, Y.2), Kiriyama, 1.1), Suzuki, H., and Akimoto, M. (1)~l~t~~^,~.1~~~:~~$~~,~~i~~ 
~~4, 2)Y~r~t~~;1~~~f~~~~~:) : a-fetoprotein producing undifferentiated carcinoma of the bladder. J. Urol., 
152, 958-960, 1994. 
3) Yamada, K., Sachs, D.H.1), and Der Simonian, H.1) (*)Transplantation Biology Research Center, Harvard 
Medical SchooD : Direct and indirect recognition of pig class 11 antigens by human T cells. Transplantation 
Proc., 27. 258-259. 1995. 
4) Gianello, P.R.1), Lolf, T.1), Yamada, K., Fishbein, J.M.1), Nickeleit, V.1), Vitiello, D.M.1) and Sachs, D.H.1) 
(1)Transplantation Biology Research Center, Harvard Medical SchooD : Induction of tolerance to renal 
allografts across single-haplotype MHC disparities in miniature swine. Transplantation, 59, 884-890, 
1995. 
5) Kondo, Y., Kuo, S.1), Watkins, S.C.2), and Lazo, J.S.1) (*)Dept, of Pharmacology, School of Medicine, 
University of Pittsburgh. 2)Dept. of Cell Biology and Physiology, School of Medicine, University of 
Pittsburgh) : Metallothionein localization and cisplatin resistance in human hormone-independent prostatic 
tumor cell lines. Cancer Res., 55, 474-477, 1995. 
6) Lazo, J.S.1), Kondo, Y., Dellapiazza. D.1), Michalska, A.E.2), Choo, K.H.A.2) and Pitt, B.R.1) (1)Dept. of 
Pharmacology, School of Medicine, University of Pittsburgh. 2)The Murdoch Institute) : Enhanced 
sensitivity to oxidative stress in cultured embryonic cells from transgenic mice deficient in metallothionein 
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　　I　and　II　genes．」．Biol．Chem．，270，5506－5510，1995．
　7）堀内和孝，本田　了，秋元成太：膀胱全摘除症例の予後；病理組織学的因子と補助化学療法の意義．西日泌尿，
　　56，　552－557，　1994．
　8）千賀康弘，小川秀彌1），田中求平1），久保田正充1），堀　夏樹1）（1）関東逓信病院泌尿器科）：融合性交叉性腎変位の
　　1例．西日泌尿，56，1392－1395，1994．
　9）内木場拓史，堀内和孝，赤坂修治，寺島保典，坪井成美，秋元成太：BCG注入療法が効を奏した原発性両側上部
　　尿路上皮内癌．臨泌，49，230－232，1995．
10）三浦剛史，木村　剛，西村泰司，秋元成太，早尾博志1）（1）立川相互病院）：陰嚢内脂肪腫の1例．西日泌尿，57，
　　513－514，　1994．
11）長谷川潤，杉澤　裕，清水宏之，秋元成太：陰茎硬度測定バンド（SNAP・GAUGE　BAND）による夜間陰茎勃
　　起現象の評価．Impotence，9，1・5，1994．
12）秋間秀一，吉田和弘，坪井成美，堀内和孝：ヌードマウス移植膀胱癌株に対する昇圧併用2種制癌剤の治療実験．
　　日医大誌，62，19－27，1995．
13）井村　肇，田中茂夫，保坂浩希，別所竜蔵，山田研一，秋山博彦，福島孝男，朽方規喜，池下正敏，庄司　佑，
　　秋元成太：慢性透析患者に対するQT感覚感知レート応答型ぺ一スメーカーの有用性についての検討．心臓
　　ぺ一シング，11，11－16，1995．
14）杉澤　裕，大沢秀一，木村　剛，堀内和孝，長谷川潤，坪井成美1），川村直樹2），吉田和弘，秋元成太（1）付属千
　　葉北総病院泌尿器科，2》海老名総合病院泌尿器科）：血液透析患者にみられた左足根骨結核の1例．透析会誌，28，
　　197－201，　1995．
（2）総説：
　1）西村泰司，堀内和孝，秋元成太：腎尿路外傷：緊急検査とその対応．腎と透析，36，920－923，1994．
　2）堀内和孝，秋元成太：前立腺肥大症に対する抗男性ホルモン療法．薬局，45，25－29，1994。
　3）堀内和孝：溢流性尿失禁．治療，76，58－62，1994．
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　5〉西村泰司，長谷川潤：主な救急疾患の症候，その鑑別と救急処置：疹痛をきたすもの，腹痛，尿路結石．治療，
　　77，　330－335，　1995．
　6）長谷川潤：腎穿刺のテクニック（腎痩造設術）．臨泌，49（増），81－84，1995．
著　書
　1）秋元成太：〔分担〕泌尿器科疾患一最近の動向一，尿路感染症．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．3－10，
　　南山堂，1994．
　2）秋元成太：〔分担〕泌尿器科疾患一最近の動向一，尿路性器結石．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．
　　10－14，南山堂，1994．
　3）秋元成太：〔分担〕泌尿器科疾患一最近の動向一，尿路性器腫瘍．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．
　　14－21，南山堂，1994．
　4）秋元成太：〔分担〕泌尿器科疾患一最近の動向一，前立腺肥大症．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．
　　21－22，南山堂，1994．
　5）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，上手な問診．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．25－28，
　　南山堂，1994．
　6）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，わかりやすい採尿方法．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），
　　P．28－33，南山堂，1994．
　7）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，簡単な尿沈渣染色法．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），
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8）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，2杯分尿法でわかることは．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太
　編），P．34－35，南山堂，1994．
9）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，早朝尿検査の意義．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P・35・
　　南山堂，1994．
10）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，混濁尿を加熱し，酢酸を加えるのはP．”泌尿器疾患の外来診療”
　　（秋元成太編），P．35－37，南山堂，1994．
11）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，尿沈渣鏡検の重要性．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），
　　P．37－40，南山堂，1994．
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　　元成太編〉，P．40－47，南山堂，1994．
13）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，なぜ直腸診を行うのか．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編〉・
　　P，47－51，南山堂，1994．
14）小川秀彌：〔分担〕外来での基本的な診察法，前立腺癌・膀胱癌・腎癌の疫学的動向．”泌尿器疾患の外来診療”
　　（秋元成太編），P．51－58，南山堂，1994．
15）杉澤裕：〔分担〕外来でみる症候，肉眼的血尿．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．99－104，南山堂，
　　1994。
16）杉澤　裕：〔分担〕外来でみる症候，顕微鏡的血尿．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P・104－107・南山
　　堂，1994。
17）杉澤裕：〔分担〕外来でみる症候，無症候性顕微鏡的血尿．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P、107－109，
　　南山堂，1994．
18）杉澤　裕：〔分担〕外来でみる症候，膿尿が教えてくれる疾患．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P・
　　109－111，南山堂，1994．
19）杉澤　裕：〔分担〕外来でみる症候，わずかな排尿困難と夜間頻尿．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編）・
　　P，111－114，南山堂，1994．
20）杉澤裕：〔分担〕外来でみる症候，女性の尿線の散乱．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P・114－115・
　　南山堂，1994．
21）杉澤　裕：〔分担〕外来でみる症候，2回にわたる排尿（二段排尿）．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），
　　P．115－116，南山堂，1994．
22）杉澤　裕：〔分担〕外来でみる症候，夜尿を訴えるとき．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編）・P・116－118・
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24）川村直樹：〔分担〕外来でみる症候，終末排尿時に痛みを覚える・”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編）・P・
　　122－124，南山堂，1994．
25）川村直樹：〔分担〕外来でみる症候，激しい腎部痛を訴えるとき．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．
　　124－126，南山堂，1994．
26）川村直樹：〔分担〕外来でみる症候，高度の陰嚢部痛と陰嚢（内容）腫大．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太
　　編），P．126－128，南山堂，1994．
27）川村直樹：〔分担〕外来でみる症候，会陰部痛を訴えるとき．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．128－129，
　　南山堂，1994．
28）川村直樹：〔分担〕外来でみる症候，初期排尿痛をきたすとき（尿道炎）．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太
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29）川村直樹：〔分担）外来でみる症候，尿路変更（向）術を受けた男性のケア．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成
　　太編），P．131－136，南山堂，1994．
30）長谷川潤：〔分担〕診断と治療の実際，前立腺癌．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．165－171，南山堂，
　　1994．
31）長谷川潤：〔分担〕診断と治療の実際，前立腺肥大症．”泌尿器疾患・の外来診療”（秋元成太編），P．171－180，南
　　山堂，1994．
32）長谷川潤＝〔分担〕診断と治療の実際，精巣（睾丸）腫瘍．”泌尿器疾患、の外来診療”（秋元成太編），P．180－185，
　　南山堂，1994．
33）長谷川潤：〔分担〕診断と治療の実際，膀胱癌．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．185－191，南山堂，
　　1994．
34）長谷川潤：〔分担〕診断と治療の実際，インポテンス．”泌尿器疾患の外来診療”（秋元成太編），P．214－220，南
　　山堂，1994．
35）秋元成太：〔分担〕血尿（特発性腎出血を含む）．”今日の治療指針”（稲垣義明，多賀須幸男，尾形悦郎編），P．
　　467，医学書院，1995．
36）西村泰司：〔分担〕前立腺肥大症の手術．”泌尿器科診療Q＆A”（追録15号）（町田豊平，今村一男，小川秋實，
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学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Terashima，Y．，Yamamoto，S・，Watanabe，J．，andAkimoto，M。：Anti－tumoreffectofangiogenesisinhibitor
　　　AGM14700n　human　urological　cancers　in　vivo．85th　Annual　Meeting　of　AmericanAssociationfor　Cancer
　　　Research　（San　Francisco〉，1994．　4．
　2）近藤幸尋：薬剤性腎障害に対するメタロチオネインの役割（主題：薬剤性腎障害の発症と予防）．第82回日本泌
　　　尿器科学会総会，1994．4．
（2）一般講演：
　1）Kondo，Y．，and　Lazo，J．1）（L》Dept．of　Pharmacology，School　of　Medicine，University　of　Pittsburgh）：
　　　Interleukin－1β一mediated　metallothionein　induction　and　cytoprotection　against　cadmium　and　cis－
　　　diamminedichloroplatinun．85th　Amual　Meeting　of　American　Association　for　Cancer　Research（San
　　　Francisco），1994．　4。
　2）Kimura，G．，Kasuya，J．1），Giannini，S．1），Kawachi，M。H．1），Fujita－Yamaguchi，Y．1），and　Akimoto，M．（1）City
　　　of　Hope　Medical　Center）：Inhibition　of　IGF－II・stimulatedgrowth　ofprostatecancercellsbyIGF－I　receptor－
　　　specific　monoclonal　antibody　and　antisense　oligonucleotide　of　IGF－II　messenger　RNA．89th　Amual
　　　Meeting　of　American　Urological　Association（San　Francisco），1994．5．
　3）Kondo，Y．，Pitt，B．R．1），and　Lazo，J．S．1）（1）Dept．of　Pharmacology，Schoorof　Medicine，University　of
　　　Pittsburgh）：Metallothionein　null　ce11has　increased　sensitivity　to　oxidative　stress．Gordon　Research
　　　Conference（New　England），1994．　7．
　4）Yamada，K．，and　Sachs，D．H．1）（1）Transplantation　Biology　Research　Center，Harvard　Medical　Schoo1〉：T
　　　ce11－accessory　cell　interactions　in　primary　human　anti－swine　MLR　response．15th　World　Congress　of
　　　Transplantation　Society（Kyoto），1994．　8．
　5）Akimoto，M．，Kondo，Y．，Yamagata，K．，Yoshida，K．，and　Nishimura，T．：Clinical　use　of　a　bismuth
　　　compound　as　an　adjunct　in　chemotherapy　with　cis・DDP　against　human　urogenital　tumors．23rd　Conpress，
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　Societe　Intemationale　d’Urologie（Sydney），1994．9．
6）Kondo，Y．，Woo，E．1），Schwartz，D．1），Michalska，A．E．2），Choo，K．H．A．2），and　Lazo，J．S．1）（1）Dept．of　Pharma・
　cology，School　of　Medicine，University　of　Pittsburgh，2）The　Murdoch　Institute）：Metallothionein　null　cell
　has　increased　sensitivity　to　anticancer　dmgs。86th　Annual　Meeting　of　American　Association　for　Cancer
　　Research（Tronto），1995．　3．
7）Osawa，S．，Terashima，Y．，Watanabe，J．，and　Akimoto，M．：Inhibition　of　tumor　growth　by　angiogenesis
　　inhibitor　AGM14700n　rat　urinary　bladder　cancer　induced　by　N－buty1－N一（4－hydroxybutyl）nitrosamine
　　（BBN）．86th　Annual　Meeting　of　American　Association　for　Cancer　Research（Tronto），1995．3．
8）Rusnak，J、M．L），Calmels，T．P．G．1），Hoyt，D．，G．1），Kondo，Y．，and　Lazo，J。S．1）（1）Dept，of　Pharmacology，School
　　of　Medicine，University　of　Pittsburgh）：High　molecular　weight　DNA　fragmentation　in　apoptotic　human
　　prostatic　carcinoma．86th　Amual　Meeting　ofAmerican　Association　for　Cancer　Research（Tronto），1995。
　　3．
9）木村　剛，粕谷淳子1），Giamini，S．1》，山口（藤田）陽子1），秋元成太（・》City　of　Hope　Medical　Center）：前立
　　腺癌細胞増殖におけるインスリン様増殖因子の役割及びそのautocrine／paracrine　loopの遮断の増殖活性に及
　　ぼす影響について．第82回日本泌尿器科学会総会，1994．4．
10）服部智任，秋元成太，Lu，M．L．1），RichieJ．P．1）（1）BrighamandWomen’sHospital，HarvardMedicalSchool）：
　　Int・2トランスジェニックマウス前立腺より得られた細胞株に対するポリサルフェイト誘導体の影響．第82回日
　　本泌尿器科学会総会，1994．4．
11）天谷健二，内田　勉1），山下　哲1），秋元成太（1）群馬大学医学部生化学）：ヒト腎癌での酵素学的な検討．第82回
　　日本泌尿器科学会総会，1994．4．
12）濱崎　務，沖　　守，大沢秀一，清水宏之，服部智任，寺島保典，長谷川潤，西村泰司，秋元成太：腹腔鏡下腎
　　摘出術．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
13）赤坂修治，長谷川潤，内木場拓史，木村　剛，堀内和孝，沖　　守，秋元成太：前立腺肥大症に対する内視鏡下
　　レーザー焼灼術（VLAP）．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
14）木村　剛，久島英二1），藤井克彦1），濱崎　務，大沢秀一，清水宏之，寺島保典，杉澤　裕，吉田和弘，木原啓子2〕
　　（1）付属病院人工透析室，2）第1内科）：血液透析及び血漿交換にて救命しえた重症ワイル病の1例．第39回日本透
　　析医学会総会，1994．6．
15）藤井克彦1），服部智任，久島英二1），杉澤　裕，吉田和弘，木村　剛，秋元成太，村上睦美2），高瀬眞人2），名知尚
　　子2》（1）付属病院人工透析室，2》小児科）：血漿交換療法にて救命し得た小児劇症肝炎例．第39回日本透析医学会総
　　会，1994．6．
16）内木場拓史，堀内和孝，赤坂修治，寺島保典，坪井成美，秋元成太：両側上部尿路に原発性上皮内癌を認めた1
　　例．第499回日本泌尿器科学会東京地方会，1994．7．
17）木村　剛，粕谷淳子1），Giannini，S．1），山口（藤田）陽子1〕，秋元成太（1）City　of　Hope　Medical　Center）：培養
　　前立腺癌細胞株に於けるインスリン様増殖因子の発現及びその役割．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
18）木村　剛，堀内和孝，服部智任，沖　　守，秋元成太：高齢者浸潤性尿路上皮癌の多剤併用化学療法における副
　　作用の検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
19）内木場拓史，沖　　守，三浦剛史，大沢秀一，清水宏之，堀内和孝，長谷川潤，秋元成太，小川秀彌1）（1）関東逓
　　信病院泌尿器科）：腹腔鏡を用いた膀胱および膀胱周囲組織生検の新しい試み．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994．　9．
20）濱崎　務，長谷川潤，鈴木康友，清水宏之，赤坂修治，千賀康弘，木村　剛，寺島保典，沖　　守，秋元成太，
　　小川秀彌1）（1）関東逓信病院泌尿器科）：インポテンス症例の臨床的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　　9．
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21）凋　孝礼，西村泰司，木村　剛，三浦剛史，濱崎　務，千賀康弘，服部智任，沖　　守，長谷川潤，秋元成太，
　小川秀彌1）（1）関東逓信病院泌尿器科）：経尿道的前立腺切除術（TUR－P）の教育法1研修する医師およびインス
　トラクターの手術時間の配分についての検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
22）三浦剛史，木村　剛，西村泰司，秋元成太，早尾博志1）（1）立川相互病院）：陰嚢内脂肪腫の1例．第500回日本泌
　尿器科学会東京地方会，1994．10．
23）堀内和孝，長谷川潤，鈴木康友，濱崎　務，清水宏之，本田　了，寺島保典，吉田和弘，秋元成太：前立腺肥大
　症に対する塩酸タムスロシンの臨床的検討．第59回日本泌尿器科学会東部総会，1994．11．
24）千賀康弘，服部智任，木村　剛，三浦剛史，沖　　守，秋元成太：膀胱癌における血清中・尿中サイトケラチン
　19（シフラ21－1）測定の診断的意義．第59回日本泌尿器科学会東部総会，1994．11．
25）寺島保典，大沢秀一，内木場拓史，赤坂修治，渡辺　潤，西村泰司，秋元成太：術後インターフェロン投与を中
　心とした腎細胞癌治療の成績．第59回日本泌尿器科学会東部総会，1994．11．
26）西村泰司，服部智任，木村　剛，堀内和孝，沖　　守，長谷川潤，吉田和弘，秋元成太：前立腺肥大症に対する
　経尿道的温熱療法3年後の治療効果．第59回日本泌尿器科学会東部総会，1994．11．
27）赤坂修治，沖　　守，木村　剛，堀内和孝，長谷川潤，西村泰司，秋元成太：AcuterenalfalureafterESWL．
　第8回日本Endourology　and　ESWL学会総会，1994．11．
28）鈴木康友，木村　剛，濱崎　務，堀内和孝，長谷川潤，秋元成太：膀胱尿道原発の悪性黒色腫の1例．第501回
　日本泌尿器科学会東京地方会，1994．12．
29）寺島保典，大沢秀一，渡辺　潤，長谷川潤，杉澤　裕，堀内和孝，木村　剛，服部智任，吉田和弘，秋元成太：
　腎癌摘出術後インターフェロン投与の臨床的意義の検討．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
30）鈴木　央，大場修司1），秋元成太（1）国立東静病院泌尿器科）：両側性嚢胞性腎孟尿管炎の1例．第502回日本泌尿
　器科学会東京地方会，1995．1．
31）三浦剛史，赤坂修治，山本史郎，服部智任，長谷川潤，秋元成太，小川秀彌1）（1）関東逓信病院泌尿器科）：手術
　時カテコールアミン吸着をこころみた褐色細胞腫の1例．第502回日本泌尿器科学会東京地方会，1995．1．
32）濱崎　務，木村　剛，長谷川潤，沖　　守，秋元成太，立麻典子1≧，山本正生1）（1）付属病院小児科）：骨化像を呈
　したCongenital　mesoblastic　nephroma：CMNの1例．第503回日本泌尿器科学会東京地方会，1995．2．
33）鈴木康友，堀内和孝，木村　剛，千賀康弘，山本史郎，沖　　守，秋元成太：腎細胞癌と思われた肺癌腎転移の
　1例．第504回日本泌尿器科学会東京地方会，1995．3．
［第一病院泌尿器科］
研究概要
1）ヒト前立腺癌におけるOncogeneに関しC－mycの解析，癌抑制遺伝子P53の解析，2）前立腺癌細胞株を用いた
温熱，化学療法の検討，3）マウス前立腺癌モデルを用いた女性ホルモン，IL－2およびマクロファージの併用療法，以
上の研究を前年度から引き続き行った．
研究業績
論文
（1）原著：
1）池田一則：マウス前立腺癌モデルに対するホルモン療法およびインターロイキン2，活性化マクロファージ局所
　療法の効果に関する実験的研究．日医大誌，61，278－285，1994．
（2）総説：
1）阿部裕行，伊藤　博：前立腺癌の最近のトピックス．日医大誌，61，75－78，1994．
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（3）研究報告書：
　1）阿部裕行，中神義三，伊藤　博，岡　史篤，池田一則：ヒト前立腺癌由来培養細胞を用いた温熱療法と化学療法
　　剤の効果に関する検討．大和証券ヘルス財団の助成による研究業績集，第19集，P、43－49，1994．
著　書
　1）中神義三：泌尿器科知りたい話，広済堂出版，1994．
　［第二病院泌尿器科］
研究概要
　第二病院泌尿器科では，尿路感染症，MRSA感染症，膀胱腫瘍一特に膀胱腔内注入療法，など主に臨床的各研究を
行っている．最近は，男子不妊症，尿失禁に関する臨床的研究にも，力を入れている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）広瀬始之，鈴木　央，引間規夫，富田　勝：女性尿失禁に関する実態調査．西日泌・57・15－17・1995。
　2）渡辺　潤，平岡保紀，秋元成太：小さい前立腺肥大症患者に対する経尿道的前立腺剥離切除術．泌尿紀要，40，
　　789－794，　1994．
著　書
　1）富田勝：〔分担〕CTを必要とする疾患“泌尿器疾患の外来診療”一内科医に必要な最新の知識一（秋元成太編）
　　P．90－97，南山堂，1994．
　2）富田　勝：〔分担〕老人介護相談事典1（病名別，症状別にみる医学）第1部　病名別にみるケア［VII］泌尿
　　器系の病気，P．272－292，第2部　部位別症状とケア，11性器Q2排尿時痛，P．560－565，学習研究社，1995．
　3）富田　勝：〔分担〕老人介護相談事典2（介護活動の中の医学）第1部　疾患別ケア　腎臓疾患，P・147－156・
　　学習研究社，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Watanabe，J。，Terashima，Y．，Nishimura，T．，and　Akimoto，M・：In　vitro　sensitization　with　autologous
　　tumorcells　and　macrophage　colony－stimulating　factor　in　the　generation　of　cytotoxic　T　lymphocytes　against
　　autologous　renal　cell　carcinoma．85th　AACR　anual　meeting，1994．
　2）Terashima，Y．，Yamamoto，S．，Watanabe，J．，and　Akimoto，M．；Anti－tumor　effects　of　angiogenesis　inhibitor
　　AGM14700n　human　urological　cancers　in　vivo・AACR　anual　meeting・1994．
　［多摩永山病院泌尿器科］
研究概要
　当科は開設して6年になるが研究業績の主なものは次のようなものである．
　前立腺肥大症：前立腺肥大症に対する平岡式経尿道的前立腺剥離切除術は1984年に開始して以来1，300例を超えて
いる．本術式は安全に肥大腺腫を完全切除ができる唯一の内視鏡手術である．
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　前立腺癌：平岡式経尿道的前立腺剥離切除術（剥離TURP）は内腺と外腺とを確実に区別して組織が得られるとい
う特徴がある．この特徴を生かして，内腺を完全切除したあと，外腺を生検切除する平岡式剥離TURP法を開発した．
これにより前立腺偶発癌の見落としが一番少ない方法であり，外腺域内の癌の残存の有無までも知ることができると
いう新しい道を開いている．最近ではレーザーTURPも行っている．
　膀胱癌：進行性膀胱癌の微小転移の存在とその転移経路としては組織間隙性転移の発見を我々は行っている．最近，
治療としては組織間隙内抗癌剤投与という新しい治療法の開発を行っている．
研究業績
論　文
（1）原著1
　1）田島なつき・杉崎健一，小林由子，飯田英次，篠原義智，山本　鼎，桑原健太郎，立麻典子，土屋正巳，平岡保
　　紀，前田昭太郎，田島廣之：後腹膜神経節細胞腫の1例：MRI所見を中心として．画像診断，14，840－845，1994．
　2）平岡保紀：手術用内視鏡．腎と透析，38，359－363，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）平岡保紀，矢島勇臣，丹羽直樹，沼沢和夫，林　昭棟，小川秀弥1），秋元成太（1）関東逓信病院泌尿器科）：外腺
　　生検切除を追加した経尿道的前立腺剥離切除術（剥離TURP）と前立腺偶発癌．第82回日本泌尿器科学会総会，
　　1994．
　2）平岡保紀，矢島勇臣，丹羽直樹，沼沢和夫，林昭棟，小川秀弥1），秋元成太（1〉関東逓信病院泌尿器科）：前立
　　腺肥大症に対するウルトラライン側射ファイバーによるレーザー治療の経験：レーザー単独および剥離TURP
　　併用法．第82回日本泌尿器科学会総会，1994．
　3）丹羽直樹，平岡保紀，矢島勇臣，沼沢和夫，林　昭棟，小川秀弥り，秋元成太（・）関東逓信病院泌尿器科）：前立
　　腺全摘除術を施行した偶発癌の病理組織学的検討．第82回日本泌尿器科学会総会，1994．
　4）丹羽直樹，平岡保紀，矢島勇臣，岩本和矢，林昭棟，沼沢和夫：前立腺全摘除術を施行した剥離TURP後の
　　偶発癌の病理組織学的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　5）小川秀弥1），桐山　功，堀　夏樹，久保田正充，田中求平，平岡保紀（1）関東逓信病院泌尿器科）：表在性膀胱腫
　　瘍230例に対するMitomycin　Cの膀胱腔内注入治療効果．第46回西日本総会，1994．
　6）丹羽直樹，平岡保紀，岩本和矢，矢島勇臣，林　昭棟，沼沢和夫，秋元成太，陳　洋水1）（1》右田病院）：尿管腫
　　瘍術後・鎖骨上および後腹膜リンパ節転移陽性例に対するMTX膀胱壁内注射を中心とした集学的治療により
　　完全消失が得られた1例．第59回日本泌尿器科学会東部総会，1994．
［千葉北総病院泌尿器科］
研究概要
　開院後1年を経過し外来患者数は順調に増加しているが，臨床に追われ，また研究設備も整備されていないため，
これと言った研究は行っていない．術後単腎の腎機能の回復過程，悪性腫瘍の染色体分析などの基礎的データ集めを
行っている．
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研究業績
論　文
（1）原著：
　1〉内木場拓史，堀内和孝，赤坂修治，寺島保典，坪井成美，秋元成太：BCG注入療法が効を奏した原発『生両側上部
　　尿路上皮内癌．臨泌，49，230－232，1995．
　2）秋間秀一，吉田和弘，坪井成美，堀内和孝：ヌードマウス移植膀胱癌株に対する昇圧併用2種制癌剤の治療実験・
　　日医大誌，62，19－27，1995．
　3）杉澤　裕，大沢秀一，木村　剛，堀内和孝，長谷川潤，坪井成美，川村直樹D，吉田和弘，秋元成太（1）海老名総
　　合病院泌尿器科）：血液透析患者にみられた左足根骨結核の1例．透析会誌，28，197－201，1995．
著　書
　1）坪井成美：〔分担〕外来での検査一選び方と進め方一，尿細胞診を行うときの注意点．”泌尿器科疾患の外来診
　　療”（秋元成太編），P．74－76，南山堂，1994．
　2）坪井成美：〔分担〕外来での検査一選び方と進め方一，腎・膀胱部の超音波スクリーニング．”泌尿器科疾患の
　　外来診療”（秋元成太編），P．77－79，南山堂，1994．
　3）坪井成美：〔分担〕外来での検査一選び方と進め方一，腎・膀胱部単純撮影の有効性．”泌尿器科疾患の外来診
　　療”（秋元成太編），P．80－81，南山堂，1994．
　4）坪井成美：〔分担〕外来での検査一選び方と進め方一，排泄性尿路造影．”泌尿器科疾患の外来診療”（秋元成太
　　編），P．81－89，南山堂，1994．
　5）坪井成美：〔分担〕腎摘出術，腎部分切除術．泌尿器科病棟マニュアル．P．148－149，臨床泌尿器科増刊号，1995。
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Terashima，Y．，Yamamoto，S．，Watanabe，J．，and　Akimoto，M．：Antitumoreffectofangiogenesisinhibitor
　　AGM14700n　humanurological　cancers　in　vivo、85th　Annual　Meeting　ofAmericanAssociationforCancer
　　Research（San　Francisco），1994．4．
（2）一般講演：
　1）天谷健二，秋元成太，内田　勉1），山下　哲1）（1）群馬大生化学）：ヒト腎癌の診断での酵素学的な検討：コリンキ
　　ナーゼについて．第82回日本泌尿器科学会総会，1994．4．
　2）内木場拓史，堀内和孝，赤坂修治，寺島保典，坪井成美，秋元成太：両側上部尿路に原発性上皮内癌を認めた1
　　例．第499回日本泌尿器科学会東京地方会，1994．7．
　3）山本史郎，鈴木　聡1），伊月葉子1），清水宏之，秋元成太，島田　隆1）（1）生化学第2）：HerpesThymidineKinase
　　遺伝子導入による腎癌遺伝子治療の検討．第53回癌学会，1994．9．
　4）三浦剛史，赤坂修治，山本史郎，服部智任，長谷川潤，秋元成太，小川秀彌1》（1）関東逓信病院泌尿器科）：手術
　　時カテコールアミン吸着をこころみた褐色細胞腫の1例．第502回日本泌尿器科学会東京地方会，1995．1．
　5）鈴木康友，堀内和孝，木村　剛，千賀康弘，山本史郎，沖　　守，秋元成太：腎細胞癌と思われた肺癌腎転移の
　　　1例．第504回日本泌尿器科学会東京地方会，1995．3．
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16．眼科学講座
　［付属病院眼科・第一病院眼科・第二病院眼科・多摩永山病院眼科・千葉北総
病院眼科］
研究概要
　白内障に関しては・N2－pheny1一β一hydrazinopropionitrileによる白内障の成因が示された．
　緑内障に関しては，閉塞隅角緑内障の治療ならびに白内障を有する閉塞隅角緑内障に対しての眼内レンズ挿入につ
いて検討がなされた．
　種々の網膜病変に他疾患を合併した症例について報告がなされた．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）平嶋清美，清水暢夫，小林博和，ThanWin：結膜輪部に認められた上皮内癌の1例．眼科臨床医報，88，772－776，
　　1994。
　2）樋口真理子，平嶋清美，清水暢夫：網膜病変を伴った結節性硬化症の1例．眼科臨床医報，89，370－372，1995．
　3）長松健二・岩澤博俊・和田千穂里・清水由規：網膜色素変性症に黄斑円孔を合併した1例．眼科臨床医報，89，
　　376－378，　1995。
　4）良田夕里子：N2－pheny1一β一hydrazinopropionitrileによる白内障の研究．眼科臨床医報，88，7－15，1994．
　5）良田夕里子，雑賀寿和：アレルギー性結膜炎の薬物治療．日本医事新報No．31651，1994．
　6）塚本佐知子，高橋　浩，中山滋章，清水由規：顔面外傷により眼球が離脱した1例．眼科臨床医報，89，319－321，
　　1995．
　7）蝦原　淳，熊川美代子，中山滋章，高橋　浩，和田千穂里，清水由規：胞状網膜剥離と思われた1例．眼科臨床
　　医報，89，365－369，1995．
　8）堀田一樹，雑賀寿和，中山滋章，清水由規：網膜剥離手術に伴う眼球形態変化．眼科臨床医報，88，576－578，
　　1994．
学会発表
（1）特別講演：
　1）清水洋一：原発閉塞隅角緑内障の治療と眼内レンズ挿入．千葉県眼科医会学術講習会，1994，5．
　2）清水洋一：原発閉塞隅角緑内障の治療．日本医大症例検討会，1994，11．
（2）シンポジウム：
　1）下田真理子，雑賀寿和，石崎正通：Morphological　study　ofthejunctionbetween　regenerated　epithelium　and
　　stroma　of　the　alkali－bumed　cornea　of　rabbit．Third　Intemational　Symposium　on　Ocular　Inflammation，
　　1994，　10．
（3）一般講演：
　1）樋口真理子，平嶋清美，清水暢夫：網膜病変を伴った結節性硬化症の1例．第11回関東眼科学会，1994．1．
　2）長松健二，岩澤博俊，和田千穂里，清水由規：網膜色素変性症に黄斑円孔を合併した1例．第11回関東眼科学会，
　　1994．1．
　3）蝦原　淳，熊川美代子，中山滋章，高橋　浩，和田千穂里，清水由規：胞状網膜剥離陳旧例と思われた1例．第
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　11回関東眼科学会，1994，1．
4）塚本佐知子，中山滋章，熊川美代子，清水由規：小角膜に強度近視を合併し・コンタクトレンズにより視力の向
　上した1例．第680回東京都眼科集談会，1994，12．
5）後藤陽子，中山滋章，清水由規，高田幸江：multiple　evanescent　white　dot　syndromeの1症例。第681回東京
　都眼科集談会，1995，2．
6）清水洋一，佐藤和義，安久津靖彦：緑内障外来におけるテレビ画像システムの応用・第48回臨床眼科学会・1994・
　11．
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17．麻酔科学講座
［付属病院麻酔科］
研究概要
　本年度も教室のメインテーマであるショックの病態と治療，麻酔時の循環動態，麻酔による外科侵襲の防御につき
研究が行われた。さらに，種々の重症患者に対する麻酔法の検討，新しい麻酔法の開発，麻酔中の新たなモニタリン
グの検討，周術期痔痛管理からペインクリニック，新しい呼吸管理を中心としたICU患者管理など基礎的研究および
臨床的研究ともにその研究範囲は多岐に及んだ．以下に，本年度の主な研究を示す．
　基礎的研究：ショック時のフリーラジカルの関与とステロイドおよびウリナスタチンの効果，虚血再灌流障害時の
酸素遊離基と一酸化窒素の関連，胸内筋膜麻酔法の開発，PDE　III　inhibiotrによる麻酔下での循環動態等．
　臨床的研究：術中患者主導型鎮静法，トノメトリ法・インピーダンス法等による非観血モニタリングによる循環動
態の新たな評価法，新しい体温測定法と術中体温変化機序の検討，nasal　CPAPおよびPGE1吸入による新たな呼吸管
理法の開発・硬膜外アルコールブロックの有用性の検討，持続腕神経叢ブロックによる術後疾痛管理，重症患者管理
における麻酔統計等．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Cai，M，andOgawa，R．：Effects　offree　radical　scavengers，methylpredonisolone，andulinastatin　on　acute
　　xanthineandxanthineoxidase－inducedlmginluryinrats。Circ．Shock，43，71－78，1994．
　2）Saito，T．1），Tanuma，K．2），Yamada，K．1），and　Ogawa，R．（1）多摩永山病院麻酔科，2》日本医科大学第二解剖学教
　　室）：Anatomical　considerations　of　endothoracic　dwelling　catheter，J。Anesth．，8，376－378，1994．
3）Walima，Z，1），Kobayashi，N。，Kadotani，H．，Adachi，H．，Ishikawa，G．，Inoue，T．，and　Ogawa，R，（1）北村山公
　　立病院麻酔科）：Effects　ofrapidinhalation　induction　ofsevoflurane・oxygen　anesthesia　onepiduralpressure
　　in　humans．J．Anesth．，9，6－10，1995．
　4）斉藤敏之1）・田沼久美子2）・山田光輝・），小川　龍（1）多摩永山病院麻酔科，2）日本医科大学第二解剖学教室）：胸
　　内筋膜への薬物投与による広範囲一側麻酔の腹部薬物浸潤についての解剖学的考察．麻酔，43，1467－1471，1994．
　5）田中　健1），峯尾和宣1），坂本篤裕，唐沢富士夫1），佐藤哲雄1）（1）防衛医科大学校麻酔科）：OPC・18790の循環系
　　への影響．循環制御，15，601－605，1994．
　6）輪嶋善一郎1），結城禎一，中島祐史，金　　徹，井上哲夫，小川　龍（1）北村山公立病院麻酔科）：硬膜外カテー
　　テルの固定法一ドライタイプドレッシングの有効性一．日臨麻会誌，14，329－333，1994．
　7）小倉　明：下腹部手術におけるシクロオキシゲナーゼ阻害薬および脊椎麻酔の侵襲反応に与える影響．麻酔，44，
　　33－41，　1995．
　8）角田　健：硬膜外麻酔下での患者主導型鎮静の試み．麻酔，44，73－78，1995．
　9）斉藤敏之1）・中島祐史・谷口善郎2）・斉藤則之3），田沼久美子4），山田光輝・》（・）多摩永山病院麻酔科，2）多摩永山病
　　院外科・3）群馬大学医学部中央検査部，4旧本医科大学第二解剖学教室），胸内筋膜麻酔法一ウサギを使っての人
　　工肛門造設術例一．麻酔，44，130－132，1995．
10）加藤信也，尾藤博保1），角谷仁司，輪嶋善一郎21，小川　龍（1）防衛医科大学校麻酔科，2）北村山公立病院麻酔科）：
　　非観血的動脈圧（トノメトリ法）からの心拍出量の測定．循環制御，16，53－58，1995．
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（2）総説：
1）小川　龍：21世紀の麻酔はどうあるべきか一侵襲と生体防御の展開．日本臨床麻酔学会誌・15・61－64・1994・
2）小川　龍：統計処理について教えて下さい．循環制御，15，481－482，1994．
3）坂本篤裕，小川　龍：緊急手術における麻酔薬，麻酔法の選択（特集：救急医療における麻酔）．救急医学，18，
　　891－896，　1994．
　4）井上哲夫：ショックスコア．（特集：救急診療に必要な指標と数値算出法）・救急医学・18・400・1994・
　5）輪嶋善一郎1）（1》北村山公立病院麻酔科）：麻酔・手術は知的機能の低下・痴呆にどう関連するか一とくに高齢大
　　腿骨頸部骨折患者における周術期の知的機能検査スコアの変化一．医学のあゆみ・171・179－182・1994・
　6）小川　龍：高齢婦人と麻酔．日産婦会誌，46，259－262，1994。
　7）金　　徹，竹田晋浩1），高野照夫1）（1）日本医科大学付属病院集中治療室）：機器，モニタリングシステムの現状．
　　新医療，21，35－38，1994．
　8）井上哲夫：産婦人科手術における硬膜外麻酔の適応と実際．産婦の実際・43・1147－1149・1994・
　9）小川　龍：循環血液量減少性ショック．治療，77，418－423，1995。
10）小川　龍：ショック・血圧低下．最新救急医学，34－40，1995．
11）小川龍：ICUにおける薬剤の知識と使い方一BRM（biologicalresponsemodifier〉など．集中治療・7・
　　205－207，1995．
12）小川龍：ARDSの病態とプロテアーゼインヒビター．臨床医，20，1447－1452，1995．
著　書
　1）小川龍：〔編集〕”研修医のための麻酔科領域薬剤の使い方”．克誠堂出版・1995．
　2）小川　龍：〔分担〕高齢者の薬の使い方．”研修医のための麻酔科領域薬剤の使い方”（小川　龍編）。P．277－284，
　　克誠堂出版，1995．
　3）井上哲夫：〔分担〕呼吸器に作用する薬剤．”研修医のための麻酔科領域薬剤の使い方”（小川　龍編）．P・117－129・
　　克誠堂出版，1995．
　4）井上哲夫：〔分担〕高頻度換気”最新麻酔科学（改訂第2版）”（稲田　豊・藤田昌雄・山本　亨編〉P・1785－1792・
　　克誠堂出版，1995．
　5）小川　龍：〔分担〕止血と血液凝固（線溶，DICを含む）．”最新麻酔科学”（改訂第2版）（稲田　豊・藤田昌雄・
　　山本　亨編）P。313－326，克誠堂出版，1995．
　6）小川　龍：〔分担〕緊急麻酔法．”今日の治療指針（1995年度版）”（日野原重明，阿部政和監修）P・99－100・医
　　学書院，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）小川　龍：周術期における膠質輸液の課題と適応．第14回日本臨床麻酔学会総会・1994・11・
（2）一般講演：
　1）Mamyama，K．，Aoki，S．，Iwasaki，T．1），Hayashi，Y，1），Ohnishi，Y，1》，and　Kuro，M．1）（1）Ane＄DepL　National
　　Cardiovascular　Center）：How　deep　may　we　insert　a　cannulation　needle　during　catheterization　of　intemal
　　jugular　vein～．The45th　Amual　meeting　of　American　Society　of　Anesthesiologists（San　Francisco），1994．
　　10．
　2）Hongo，T，，and　Ogawa，R．：Sevoflurane　reduced　but　isoflurane　maintained　ICG　clearance　rate　during
　　anesthesia　in　man．The9th　Asian　Australasian　Congress　of　Anaesthesiologists（Bangkok），1994。11．
　3）Ogura，A．，and　Ogawa，R：Does　cyclo－oxygenase　inhibitor　prevent　the　stress　hormone　response　to　lower
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－302一
　　abdominal　surgery～．The3rd　America　Japan　Anesthesia　Congress（Ohita），1994．11．
4）坂本篤裕，唐沢富士夫1），田中　健1），内橋慶隆1），佐藤哲雄1）（1》防衛医科大学校麻酔科）：イソフルラン麻酔下で
　　のアムリノン，ミルリノンの循環系に対する効果一灌流心モデルによる心機能評価．第41回日本麻酔学会総会，
　　1994。4．
5）唐沢富士夫1》，坂本篤裕，田中　健1），内橋慶隆1），佐藤哲雄1）（1）防衛医科大学校麻酔科）：イソフルラン麻酔下
　　でのアムリノン，ミルリノンの循環系に対する効果一ラットの大動脈血管輪に対する効果．第41回日本麻酔学会
　　総会，1994．4．
6）竹田晋浩・清水　亨，小倉　明，本郷　卓，井上哲夫，小川　龍：高齢者に対するNasal　CPAPの効果．第41
　　回日本麻酔学会総会，1994．4．
7）輪嶋善一郎1），中島祐史，金　　徹，小林徳行，角谷仁司，足立　仁，井上哲夫，小川　龍（1）北村山公立病院麻
　　酔科）：高齢大腿骨頸部骨折患者の周術期の痴呆度．第41厘旧本麻酔学会総会，1994．4．
8）北村　晶，金　　正，小川　龍：術中，術後の体温変動における麻酔法，年齢，栄養状態の影響．第41回日本麻
　　酔学会総会，1994．4．
9）園田清次郎，小川　龍：開胸術における尿細管機能と内分泌系の変化一全身麻酔単独と硬膜外麻酔併用との比較．
　　第41回日本麻酔学会総会，1994．4．
10）金　　正1），北村　晶1），小川　龍（1）東京都職員共済組合青山病院麻酔科）：β遮断薬使用による術中，術後の糖
　　代謝への影響．第41回日本麻酔学会総会，1994．4．
11）中島年人1），平田隆彦1），青木繁政，溝口　徹1），畔　政和1）（1）国立循環器病センター麻酔科）：人工心肺冷却及び
　　復温過程における脳酸素消費量の変化．第41回日本麻酔学会総会，1994．4．
12）内田　整1），大橋陽子1），青木繁政，大西佳彦1），畔　政和1）（1）国立循環器病センター麻酔科）：小児心臓麻酔虎の
　　巻．第41回日本麻酔学会総会，1994．4．
13）大西佳彦1），林　行雄1），大橋陽子1），岩崎達雄1），丸山晃一，畔　政和1）（1）国立循環器病センター麻酔科）：逆行
　　性脳灌流における近赤外分光法の有用性について．第41回日本麻酔学会総会，1994．4．
14）察　　明，坂本篤裕，小川　龍：小腸虚血再灌流時の局所の血流の調節に及ぼすNOと酸素遊離基の影響．第9
　　回日本ショック学会総会，1994．4．
15）石川　源，輪嶋善一郎1），井上哲夫，小川　龍（1）北村山公立病院麻酔科）：鼓膜温検知式体温計（サーモピット）
　　の臨床的検討．第5回日本臨床モニター学会総会，1994．6．
16）加藤信也：トノメトリ法による血圧測定一基礎と臨床一．第5回日本臨床モニター学会総会，1994．6．
17）吉河達祐，池田健次，浮谷勝郎，井上哲夫，小倉　明，小川　龍：加圧過程測定法による指カフ血圧計（ウエダ
　　USM－700GVI）の精度の検討．第5回日本臨床モニター学会総会，1994．6．
18）金　　徹，竹田晋浩，子島　潤1），高山守正1），高野照夫u，井上哲夫，小川　龍（1）日本医科大学付属病院集中治
　　療室）：経鼻カニューラによる呼気終末炭酸ガス濃度測定の有用性．第5回日本臨床モニター学会，1994．6．
19）竹田晋浩1），清水　淳，保坂浩樹1），高山守正1），高野照夫1），小川　龍（1）日本医科大学付属病院集中治療室）：急
　　性呼吸不全に対しプロスタグランジンE1吸入療法を行った1症例．第16回日本麻酔・薬理学会総会，1994．6．
20）小川　龍・大井良之，金　　正：新しい輸液（晶質液）のラインアップー麻酔科の見方、第16回日本麻酔・薬理
　　学会総会，1994．6．
21）竹田晋浩1），子島　潤1），高山守正1），高野照夫1），金　　徹，井上哲夫，小川　龍（1）日本医科大学付属病院集中
　　治療室）：Nasal　CPAPの適応と限界．第16回日本人工呼吸学会総会，1994．7．
22）清水淳，竹田晋浩1），高山守正1），高野照夫1），井上哲夫，小川　龍（i）日本医科大学付属病院集中治療室）：急
　　性呼吸不全に対しプロスタグランジンE1吸入療法を行った1症例．第16回日本人工呼吸学会総会，1994．7．
23）本郷　卓，角田　健，江上洋子1），大井良之，坂本篤裕，小川　龍（1）神尾記念病院麻酔科）：硬膜外アルコール
　　ブロックの有用性の検討．第28回日本ペインクリニック学会総会，1994．7．
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24）石川　源，金子勝利，輪嶋善一郎1），井上哲夫，小川　龍（1）北村山公立病院麻酔科）：持続硬膜外ブロックを2
　　カ所にて行った複発性帯状庖疹の1症例．第28回日本ペインクリニック学会総会，1994．7．
25）輪嶋善一郎1），中島祐史，金　　徹，小林徳行，角谷仁司，井上哲夫，小川　龍（1）北村山公立病院麻酔科）：腕
　　神経叢ブロック（腋窩法）の術後痔痛管理への応用一第2報一．第28回日本ペインクリニック学会・1994．7。
26）清水　淳，池崎弘之，坂本篤裕，小川　龍：冠動脈再建術後患者の麻酔管理．第34回日本麻酔学会関東甲信越地
　　方会，1994．9．
27）石田浩康，松村浩道，坂本篤裕，小川　龍：食道異物の麻酔管理．第34回日本麻酔学会関東甲信越地方会・1994・
　　9．
28）結城禎一1），今永和幸1），小川　龍，矢嶋浩三2）（1）東京都職員共済組合青山病院麻酔科，2》日本医科大学付属病院
　　中央手術部）：麻酔の手術開始時刻への影響．第16回日本手術医学会総会，1994．9．
29）矢嶋浩三1），高岡雅子1），結城禎一2），小川　龍（1）日本医科大学付属病院中央手術部，2）東京都職員共済組合青山
　　病院麻酔科）：周術期の反応（自律神経反応に関して）．第16回日本手術医学会総会，1994．9．
30）藤井博明，阿部聖孝，大井良之，坂本篤裕，小川　龍：蘇生的緊急麻酔症例の管理と予後．第13回日本蘇生学会
　　総会，1994．10．
31）輪嶋善一郎1），黒澤　尚2）（1）北村山公立病院麻酔科，2）日本医科大学付属病院神経科）：高齢大腿骨頸部骨折患者
　　における周術期の知的機能検査スコアの変化．第7回日本総合病院精神医学会総会・1994．11．
32）石川　源，輪嶋善一郎L），井上哲夫，小川　龍，黒澤　尚2）（1）北村山公立病院麻酔科・2）日本医科大学付属病院神
　　経科）：麻酔・手術・周術期は知的機能の低下・痴呆にどう関連するか？一特に高齢者大腿骨頸部骨折患者にお
　　ける周術期の知的機能検査スコアの変化一．日本医科大学医学会第84回例会・1994．11．
33）清水　淳，池崎弘之，坂本篤裕，小川　龍：冠動脈再建術後患者の麻酔管理．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．
　　11．
34）小野寺英貴，清水　淳，中西一浩，坂本篤裕，小川　龍：気管・気管支狭窄に対するステント留置術の麻酔経験．
　　第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
35）松村浩道，清水　淳，小倉　明，竹田晋浩，坂本篤裕，井上哲夫・小川　龍：悪性萎縮性丘疹症1乖例の周術期
　　管理．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
36）角田　健，坂本篤裕，井上哲夫，小川　龍：硬膜外麻酔下でのmidazolamによるPCS（PatientControl　Seda－
　　tion）．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
37）大井良之，小川龍：麻酔は尿中電解質排泄に影響を及ぼすかP．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11。
38）園田清次郎，小川　龍：開胸術におけるβ2microglobulin排泄率の変動．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．
　　11．
39）金　　正1》，北村　晶1》，小川　龍（1）東京都職員共済組合青山病院麻酔科）：糖尿病患者における全身麻酔後の動
　　脈血酸素飽和度の検討．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
40）寺嶋克幸，金　　徹，横山真也1），今泉孝敬1），竹田晋浩，子島　潤1），高山守正1），小川　龍・高野照夫1）（1）日
　　本医科大学付属病院集中治療室）：鋳型状の凝血塊により気道閉塞をきたした出血を伴う肺膿瘍の1症例．第22
　　回日本集中治療医学会総会，1995．2．
41）金　　徹，竹田晋浩，子島　潤1），高山守正1），高野照夫ユ），小倉　明，坂本篤裕・小川　龍（1）日本医科大学付属
　　病院集中治療室）：食道破裂，食道裂孔を生じた2症例．第22回日本集中治療医学会総会，1995。2．
42）吉河達祐，井上哲夫，輪嶋善一郎L》（1）北村山公立病院麻酔科）：硬膜外電気刺激法施行後，前方減圧・固定術
　　を行った頚椎後靭帯骨化症（OPLL）の1例．第24回日本慢性疹痛学会総会，1995．2．
43）石川　源，坂本篤裕，小川　龍：Bioelectrical　Impedance法を用いた硬膜外麻酔時の細胞外水分量変化．第6
　　回日本臨床モニター学会総会，1995．3．
44）吉河達祐，池田健次，浮谷勝郎，本郷　卓，角田　健，井上哲夫：加圧過程測定式・容積振動法指カフ自動血圧
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　　計（ウエダUV・101EX）の精度の検討：低血圧麻酔実施中における検討．
　　1995．3．
45）設楽敏朗1），輪嶋善一郎1），井上哲夫，小川　龍（1）北村山公立病院麻酔科）
　　度についての検討．第6回日本臨床モニター学会総会，1995．3．
第6回日本臨床モニター学会総会，
：全身麻酔下における下肢の血流と温
［第一病院麻酔科］
研究概要
　当教室は，以下に記す多岐にわたる継続的研究内容を持ち積極的に研究報告を行っている．
　1）脊椎麻酔：従来より主たる研究テーマとしており，著書「脊椎麻酔」は改定版を刊行している．本年も脊椎麻酔
針の種類の違いによるによる広がりの検討を続け，ブピバカインによる脊椎麻酔の研究，近年注目されている脊椎麻
酔と硬膜外麻酔の併用麻酔に対するさまざまな研究，その他脊椎麻酔関連領域での研究などを盛んにおこなった．ま
た脊椎麻酔下での種々の合併症についての症例報告も，特に以前より継続研究している麻酔中の不整脈に関する報告
を中心に数多く行った．
　2）硬膜外麻酔：上述のごとく脊椎麻酔との併用に対する種々の研究のほかに，硬膜外麻酔の広がりの検討をした．
　3）低流量麻酔：継続研究テーマの一つであるが，本年は安全性の検討を報告した．
　4）慢性関節リウマチ患者の麻酔：症例報告を始め麻酔管理総論に至るまで幅広く研究報告した．
　5）麻酔中の不整脈：脊椎麻酔下のみならず，各種麻酔下における不整脈の症例報告をした．
　6）術後鎮痛：近年ますます重要になってきているが，そのサービスの現状と未来に対する検討を始めとして，さま
ざまな臨床的検討を行った．
　7）ペインクリニック：基礎的研究として，頸部交感神経の交差支配の検討などを行った．
　そのほか多くの症例報告，基本的麻酔手技の報告などをした．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）秋丸號甫1》，飯野靖彦2），松信精一2），葉山修陽2），家所良夫1），内山喜一郎1），日置正文1》，松島伸治1），赫彰郎1），
　　庄司　佑1），小林毅之，横山和子，山田宣孝3），松本光司3）（1）第一病院第2外科，2）第一病院第2内科，3）第一病
　　院病理部）：当院における腎移植症例の検討．日医大誌，61，154－159，1994．
　2）稲田英一1），池田和之2），小川節郎3），小坂義弘4），斎藤洋司5），田上　恵6），塚田裕一7），吹浦邦幸2），光畑裕正8），
　　益田律子，松永万鶴子9），米村栄滋10），Paul，C．Yungstom11）（1）帝京大学麻酔科，2》浜松医科大学麻酔・蘇生科，
　　・）駿河台日本大学病院麻酔科，・）島根医科大学麻酔科，・）島根県立中央病院麻酔科・6）東京大学分院麻酔科，・）日本
　　大学麻酔科，8）自治医科大学麻酔科，9）福岡大学病院麻酔科，10）北里研究所病院麻酔科，11）CaseWestemReserve
　　University）：術後鎮痛サービスの現状と未来．麻と蘇生，28，409－417，1994．
　3）小林毅之・横山和子：麻酔下無呼吸による動脈血液ガスの経時的変化．麻酔・43，1130－1134，1994．
　4）吉田　洋，横山和子：成人における低流量麻酔の安全性．臨麻，18，1087－1092，1994．
　5）近江禎子，横山和子：胸部硬膜外麻酔の広がりについて．麻酔，43・1328－1335・1994．
　6）小林毅之，横山和子：高Ca血症クリーゼの麻酔経験．麻酔，43，774－777，1994．
　7）松尾千恵美，小林毅之，横山和子1セボフルレン麻酔後に著しい肝機能障害を来した1症例．Pharmacoanesth－
　　esiology，　7，　16－17，　1994。
（2）綜説：
　1）横山和子：脊椎麻酔は全身麻酔より何が優れているか．日臨麻誌，14，285－288，1994．
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2）益田律子：末梢血行障害．Pharma　Medica・12・65－69，1994．
3）横山和子：“輸液ルートの取り方”．今月の治療，8，5－11，1994．
4）益田律子，横山和子，近江禎子，佐藤英記，松尾千恵美，志賀麻記子，飯野　治，日下部史郎：慢性間接リウマ
　　チ患者の麻酔管理．臨麻，18，1113－1121，1994．
5）横山和子：硬膜外麻酔あるいは脊椎麻酔下での開腹手術時の麻酔範囲について．臨麻，18，1125－1127，1994．
6〉横山和子121世紀の麻酔科領域における女医のありかた．日臨麻誌，14，53－56，1994．
7）横山和子：脊椎一持続硬膜外麻酔：コメント“脊椎麻酔針と持続脊椎麻酔の将来性について．”麻酔，43，164－165，
　　1994．
8）益田律子，横山和子：Dural　puncture後の術後鎮痛について．臨麻，19，236－238，1995．
9）横山和子：心不全合併患者の周術期管理．循環制御，16，14－19，1995．
10）横山和子：麻酔薬．臨床透析，11，862－873，1995．
著　書
　1）横山和子：［分担］脊椎麻酔．最新麻酔科学上（稲田　豊，藤田昌雄，山本　亨編）．P．935－949，克誠堂出版（株），
　　1995．
［1993年度追加分］
　1〉横山和子，益田律子，小林毅之，佐藤英記，松尾千恵美，中村京子，志賀麻記子，川田亜紀子：［翻訳］局所麻
　　酔［手技］（横山和子監訳），HBJ出版局，1993．
学会発表
（1）シンポジュウム：
　1）横山和子：心疾患を有する成人患者の非心臓手術の周術期管理（3）心不全合併患者の周術期管理．第15回日本循
　　環制御医学会総会，1994．5．
　2）日下部史郎，益田律子，横山和子：帝王切開に対するテトラカイン脊椎麻酔とリドカイン硬膜外麻酔の併用法に
　　ついて．第7回局所麻酔学会，1994．11．
（2）一般講演：
　1）Yokoyama，K．，Kawata，A．：Combined　spinal・epidural　anesthesia　with　double　inter－space　technique。The
　　V皿th　European　Society　of　Regional　Anaesthesia（Barcelona），1994．5．
　2）Masuda，R．，Yokoyama，K．，Nakai，A．1》（1）Department　of　Obstetrics　and　Gynecology）The　risk　factors　of
　　supine　hypotensive　syndrom　in　spinal　anesthesia　for　Cesarean　section．The　V皿th　European　Society　of
　　Regional　Anaesthesia（Barcelona），　1994．5．
　3）Yokoyama，K．：Combined　Spinal　Epidural　Block　Versus　Spinal　Block　for　Rheumatoid　Orthopedic　Surgery，
　　The9th　Asian　Australasian　Congress　of　Anesthesilogy（B＆ngkok），1994．11．
　4）横山和子，益田律子：脊椎麻酔針（4種類）による麻酔の広がりに関する検討．第41回日本麻酔学会総会，1994，
　　4．
　5）川田亜紀子，横山和子：ThermographyによるPlain　O．5％Bupivacaineの比重の検討．第41回日本麻酔学会総
　　会，1994．4．
　6）近江禎子，横山和子：セボフルラン麻酔下に房室解離をきたした3症例．第41回日本麻酔学会総会，1994．4．
　7）横山和子，志賀麻記子：RA患者の下肢関節手術に対する脊椎・硬膜外併用麻酔法の検討．第38回日本リウマチ
　　学会総会，1994．4．
　8）三宅秀彦，横田明重，横山和子：婦人科手術後に劇症化を疑わせる重篤な肝障害を来した1症例．日本産科婦人
　　科学会・東京地方部会，1994．5．
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　9）佐藤英記，益田律子，小笠原英雄1），家所良夫1），日置正文1）（1》第一病院外科）．人工僧帽弁破損に対して緊急再
　　置換術を行い救命し得た症例の麻酔経験．第15回循環制御医学会総会，1994．5．
10）松尾千恵美，小林毅之，横山和子：セボフルレン麻酔後に著しい肝機能障害を来した1症例．第16回日本麻酔薬
　　理学会，1994．6．
11）松尾千恵美，益田律子，横山和子：脊椎麻酔中に発作的心房頻拍を来した1症例．東京麻酔専門医会総会，1994．
　　6．
12）益田律子・横山和子・田沼久美子1）（1）日本医科大学解剖学第二教室）：頸部交感神経ブロックによる両側手掌温
　　の変化一交差支配の検討．第28回日本ペインクリニック学会総会，1994．7．
13）志賀麻記子，横山和子：術前呼吸困難を伴った巨大甲状腺腫の1症例．第34回関東甲信越地方会，1994．9．
14）飯野　治，横山和子：術前からの低Na血症の補正に難渋した1症例．第62回日本医大学会総会，1994．9．
15）大屋敦子1），中井章人1），広瀬正典1），越野立夫1），益田律子，横山和子（1）第一病院産婦人科）：脊椎麻酔による帝
　　王切開時の仰臥位低血圧症侯群発症因子に関する検討．第62回日本医大学会総会，1994．9．
16）横山和子，志賀麻記子，横山　登1），森　秀樹・），日下部輝夫1）（・）日下部病院）：全身麻酔後に発生した急性緑内
　　障の1症例，日本医大学会第84回例会，1994．11．
17）益田律子，横山和子：高齢者における脊椎麻酔の特徴について．日本医大学会第84回例会，1994．11．
18）横山和子：B・D　Whitacre25G脊椎麻酔針による麻酔の広がりに関する検討．第14回日本臨床麻酔学会総会，
　　1994．　11．
19）松尾千恵美，横山和子：術中高カリウム血症による不整脈を来した1症例．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．
　　11．
20）横山和子，益田律子，佐藤英記：脊椎一硬膜外併用麻酔法による利点，第56回臨床外科学会総会，1994．11．
21）益田律子，横山和子：坐位脊椎穿刺中に低血圧発作を認めた3症例．第7回局所麻酔学会総会，1994．11．
［1992年度追加分］
（1）パネルディスカッション：
　1）益田律子：術後鎮痛サービス（PAS）の現状と問題点．第5回日本局所麻酔研究会，1992．
［第二病院麻酔科］
研究概要
　脳組織における酸素受給バランスを知る事は，心臓手術や脳外科手術においてはきわめて重要であるが，他の手術
麻酔管理においても同様に知りたい重要な生体情報の一つである．一般的には内頚静脈酸素飽和度が指標とされ，脳
波や経頭蓋骨ドプラー血流速測定も一つの目安とされている．しかし内頚静脈酸素飽和度測定は侵襲的測定法であり，
一方脳波での判定は，かなり血圧が下降してきた時など，現象とのtime　lagがあり，また直接的な脳血管からの測定
は別として，以前から我々も報告してきたドプラー法は，きわめて高い熟練を要しその判定も難しい．近年，近赤外
線を使用し，非観血的に頭蓋骨内局所脳酸素飽和度rSO2を連続，real　timeで測定できる装置が開発されたが，その
臨床的有用性を検討した．
　本装置による脳内酸素飽和度は，大脳皮質の動・静脈，毛細血管の混合した酸素飽和度を反映し，脳血流量に関連
するPaCO2の変化が最も影響すると考えられ，ETCO2，SaO2との関連も併せて検討した．特に乳幼児において，セ
ンサープローブを左前胸部に貼付し，脳循環ではなく非侵襲的な右心系の監視装置として代用できるかその有用性を
検討し報告した．
　日常の臨床麻酔管理においては，術中のアナフラキシー反応の症例，重篤な小児の術後呼吸障害例を報告した．ま
た当院中央検査室及び手術室看護部と協力し，空気清浄装置による手術室内の環境清浄度における効果等の発表を
行った．
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研究業績
論　文
（1〉原著：
　1）大島正行，紙谷裕昭，島田洋一：肥大型閉塞性心筋症を合併した帝王切開術の硬膜外麻酔経験．日臨麻誌，15，
　　156－160，　1995．　3．
　2）菅原　通1），池野廣幸1），原　文男1），大川共一2》，馬越正通3》，島田洋一，坂井ノブ子4），小河原美代子4），水野三
　　子4）（1）第二病院内科，2）同院長，3）同消化器病センター，4）同看護部）：剃毛による皮膚細菌の検討．日手術医会誌，
　　15，　228－230，　1994．
　3）池野廣幸1），菅原　通1），原　文男1），大川共一2），馬越正通3），島田洋一，坂井ノブ子4），小河原美代子4），水野三
　　子4）（1）第二病院内科，2）同院長，3）同消化器病センター，4）同看護部）：手術室内の清浄管理：HEPAフィルター
　　を用いた手術室内の床および壁付着菌の経時的変動について．日手術医会誌，15，266－268，1994．
著　書
　1）島田洋一：［分担］産科麻酔の関係する薬（子宮収縮薬，弛緩薬〉，研修医のための麻酔科領域薬剤の使い方（小
　　川　龍編），P。244－254，克誠堂出版，1995．
学会発表
（1）ワークショップ：
　1）杉本季久造，大島正行，鈴木万三，赤羽日出男，山本英明，島田洋一：小児における非観血的右室系酸素飽和度
　　測定の試み一INVOS3100を使用して一．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
（2）一般講演：
　1）斉藤　均，丸茂穂積，内木亮介，大島正行，赤羽日出男，島田洋一：硬膜外麻酔時の抗生剤投与によるアナフラ
　　キシー様反応を示した例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　2）山本英明，杉本季久造，紙谷裕昭，福代泰彰，島田洋一：局所酸素飽和度測定装置を用いた低血圧麻酔時の組織
　　血流の推移．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　3）菅原　通1），池野廣幸1），原　文男η，島田洋一，大川共一2）（1）第二病院内科，2）同院長：手術室における血中ヘ
　　モグロビンおよびグルコース専用測定機器の技術と安全（信頼性の基礎的検討）．第16回日本手術部医学会総会，
　　1994．9．
　4）池野廣幸1），菅原　通1），原　文男1），大川共一2），菊池三郎3），馬越正通4），島田洋一，坂井ノブ子5），小河原美代
　　子5），三上ちづ子5）（・》第二病院内科，2）同院長，3）同産婦人科，4）同消化器病センター，5）同看護部）：剃毛におけ
　　る皮膚細菌の検討（第二報）：非剃毛における皮膚表面細菌数の経時的変動について．第16回日本手術部医学会
　　総会，1994．9．
　5）鈴木万三，木下隆央，内木亮介，赤羽日出男，島田洋一：術後重篤な呼吸障害を呈した小児睡眠時無呼吸症候群
　　の一症例．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
　6）菅原　通1》，池野廣幸1），島田洋一，大川共一2）（1）第二病院内科，2》同院長）：簡易空気清浄装置を使用した手術室
　　内の環境清浄度の変動について．第10回日本環境感染学会総会，1995．2．
　7）杉本季久造，島田洋一，小川　龍1）（1）付属病院麻酔科）：右心系酸素飽和度の非観血的測定の試み一INVOS3100
　　を使用して一．第6回臨床モニター学会総会，1995．3．
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［多摩永山病院麻酔科］
研究概要
　本年度，当科ではブロック，術後痛，循環管理について研究をおこなった．従来の三叉神経痛に対するブロック法
では痔痛の消失に伴い皮膚感覚の異常を訴える患者も多い．quority　oflifeの観点からも落痛のみを軽減させる選択
的なブロックが望まれる．当科では，頬骨顔面枝ブロック等のより末梢でのブロックを行い効果をあげており，症例
を積み重ねている。
　小児の術後鎮痛法については様々な方法が報告されているが，同一施設での同条件での多法の比較は少ない．当科
では，小児で最も一般的な小手術後の鎮痛法として臨床的にどれが最も効果的かを実務の簡便さも考慮して検討した．
　術中の麻酔法として，硬膜外麻酔の手技を用いて筋溝を確認し，局麻剤を注入する胸部の一側広範囲麻酔法につい
て臨床的，解剖学的に検討した．
　循環管理の分野では，以前よりカテコラミンのドーパミンレセプターに対するdownregulation抑制効果について
報告しているが，今回はreceptor　assayによる報告を追加した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Saito，T．，Takanashi，M．，Gallagher，E．，Fuse，A．，Suzaki，S．，Inagaki，0．，Yamada，K．，and　Ogawa，R，：
　　Corticosteroid　effect　on　early　beta－adrenergic　down－regulation　during　circulatory　shock；hemodinamic
　　study　and　beta－adrenergic　receptor　assay．Intensive　Care　Med。，21，204－210，1995．
　2）Saito，T．，Tamura，K．，Yamada，K．，and　Ogawa，R．：Anatomical　considerations　of　endothoracic　dweIling
　　catheter．J．Anesth．，　8，376－378，1994．
　3）Saito，T．，Gallaghre．E．T。，Yamada，K。，Tamura，K．，Ogawa，R．，and　Carlsson　C．：Broad　Unilateral
　　Analgegia．Regional　Anesthesia．，19，360－361，1994．
　4）斎藤敏之，田沼久美子1），山田光輝，小川　龍（1）解剖学）：胸内筋膜への薬物投与による広範囲一側麻酔の腹部
　　薬物浸潤に付いての解剖学的考察．麻酔，43，1467－1471，1994．
　5）斎藤敏之，金　　正，今永和幸，石原之法，山田光輝，前田昭太郎1》（1》多摩永山病院病理部）：大腿骨骨幹部骨
　　折の術中セルセイバー返血中の骨髄細片の問題点．臨床麻酔，18，967－968，1994．
　6）斎藤敏之，山田光輝，Gallagher，E．T．1），Carlsson　C．且）（1）テンプル大学麻酔科）：胸内筋膜麻酔の第1症例（広
　　範囲一側麻酔法）臨床麻酔，18，1137－1138，1994．
　7）斎藤敏之，中島祐史，谷口善郎1），斎藤則之2），田沼久美子3），山田光輝，小川　龍（1）多摩永山病院外科，2）群馬
　　大学中央検査部・3）解剖学）：胸内筋膜麻酔法一ウサギを使っての人工肛門造設術例一．麻酔，44，130－132・1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）石原之法・山田光輝・天本治夫・斎藤敏之：小児下腹部小手術における各種術後鎮痛法の比較検討．第41回日本
　　麻酔学会総会，1994．4．
　2）斎藤敏之，山田光輝，小川　龍：胸内筋膜内にカテーテルを留置して得られる広範囲一側麻酔．第41回日本麻酔
　　学会総会，1994．3．
　3）山田光輝，斎藤敏之，天本治夫：頬骨顔面枝神経ブロックが有効であった三叉神経痛の2症例．第62回日医大学
　　会総会，1994，9．
　4）金子勝利，輪島善一郎，山田光輝，井上哲夫，小川　龍：三叉神経にメキシレチンが有効であった1症例．第14
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回日本臨床麻酔学会，1994．11．
［千葉北総病院麻酔科］
研究概要
　当科開設に当たり，研究面での大きなテーマとして「硬膜外麻酔による生体生理への影響の解明」および「外科的
侵襲に対する生体反応の調整・抑止をめざした麻酔法の探求」を掲げた．前者は当講座創設以来の伝統的テーマであ
り・後者は小川主任教授主導のもと・付属病院全体としてのテーマでもある．
　本年度の研究の中では・硬膜外麻酔法について・術中における持続的な局所麻酔薬注入法の評価（血中濃度，有効
性，安全性），麻薬とくにフェンタニール注入法の臨床応用への問題点，特殊手術手技における硬膜外腔の圧や温度の
変化の測定とその意義などがある．現在人員，設備的な事情から臨床研究に限られるが，このほか新方式の自動血圧
計，新しい硬膜外カテーテルや止血用の器材などの評価も行っている．各分野とも研究の種が萌芽しつつあるところ
である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Wajima，Z．1），Kobayashi，N．，Kadotani，H．，Adachi，H．，Ishikawa，G．，Inoue，T．，and　Ogawa，R．（1）北村山公
　　立病院麻酔科）：Effects　of　rapid　inhalation　induction　ofsevoflurane－oxygen　anesthesia　on　epidural　pressure
　　in　humans．J．Anesth．・9・6－10・1995．
　2）輪嶋善一郎1），結城禎一，中島祐史，金　　徹，井上哲夫，小川　龍（1）北村山公立病院麻酔科）：硬膜外カテー
　　テルの固定法：ドライタイプドレッシングの有効性．日臨麻誌，14，329－333，1994．
　3）小倉　明：下腹部手術におけるシクロオキシゲナーゼ阻害薬および脊椎麻酔の侵襲反応に与える影響．麻酔，44，
　　33－41，　1995．
（2）綜説：
　1）井上哲夫：ショックスコア．（特集：救急診療に必要な指標と数値算出法）．救急医学，18・400・1994．
　2）井上哲夫：産婦人科手術における硬膜外麻酔の適応と実際．産婦の実際，43，1147－1149，1994．
著　書
　1）井上哲夫：〔分担〕呼吸器に作用する薬剤．“研修医のための麻酔科領域薬剤の使い方”（小川　龍編集），P．
　　117－129，克誠堂出版，1995．
　2）井上哲夫：〔分担〕高頻度換気．“最新麻酔科学（改訂第二版）”（稲田　豊，藤田昌雄，山本　亨編集），下巻，
　　P．1785－1792，克誠堂出版，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）井上哲夫：高頻度ジェット換気法（HFJV）の麻酔への応用．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
（2）一般講演：
　1）Hongo，T．，and　Ogawa，R．：Sevoflurane　reduced　but　isoflurane　maintained　ICG　clearance　rate　during
　　anesthesia　in　man．The9th　Asian　Australasian　Congress　of　Anaesthesiologists（Bangkok），1994．11．
　2）Ogura，A．，and　Ogawa，R。：Does　cyclo－oxygenase　inhibitor　prevent　the　stress　hormone　response　to　lower
　　abdominal　surgeryP　The3rd　America　Japan　Anesthesia　Congress（Ohita），1994．11．
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3）竹田晋浩，清水　亨，小倉　明，本郷　卓，井上哲夫，小川　龍：高齢者に対するNasal　CPAPの効果．第41
　　回日本麻酔学会総会，1994．4．
4）清水　亨，角田　健，竹田晋浩，井上哲夫，小川　龍：肺動脈カテーテルにより肺動脈破裂を起こした1症例．
　第41回日本麻酔学会総会，1994．4．
5）輪嶋善一郎1），中島祐史，金　　徹，小林徳行，角谷仁司，足立　仁，井上哲夫，小川・龍（1）北村山公立病院麻
　酔科）：高齢大腿骨頸部骨折患者の周術期の痴呆度．第41回日本麻酔学会総会，1994．4．
6）金　　徹，竹田晋浩，子島　潤1》・高山守正1）・高野照夫1）・井上哲夫，小川　龍（1）付属病院集中治療室）：経鼻
　　カニューレによる呼気終末炭酸ガス測定値の正確性．第5回日本臨床モニター学会総会，1994．6．
7）吉河達祐，池田健次，浮谷勝郎，井上哲夫，小倉　明，小川　龍：加圧過程測定法による指カフ血圧計（ウエダ
　　USM－700GVI）の精度の検討．第5回日本臨床モニター学会総会，1994．6．
8）石川　源，輪嶋善一郎・），井上哲夫・小川　龍（・》北村山公立病院麻酔科）：鼓膜温検知式体温計（サーモピット）
　　の臨床的検討．第5回日本臨床モニター学会総会，1994．6．
9）清水　亨，竹田晋浩，子島　潤1）・高山守正1）・高野照夫1），井上哲夫，小川　龍（・）付属病院集中治療室）：急性
　　呼吸不全に対しプロスタグランジンE・吸入療法を行った1症例．第16回日本人工呼吸学会総会，1994．7．
10）竹田晋浩，子島　潤1），高山守正1），高野照夫1），金　　徹，井上哲夫，小川　龍（1》付属病院集中治療室）：NasaI
　　CPAPの適応と限界．第16回日本人工呼吸学会総会・1994．7．
11）輪嶋善一郎1），中島祐史，金　　徹，小林徳行，角谷仁司，足立　仁，石川　源，井上哲夫，小川　龍（1）北村山
　　公立病院麻酔科）：腕神経叢ブロック（腋窩法）の術後疹痛管理への応用：第2報．第28回日本ペインクリニッ
　　ク学会総会，1994．7．
12）石川　源，輪嶋善一郎1），金子勝利1），井上哲夫，小川　龍（n北村山公立病院麻酔科）：持続硬膜外ブロックを2
　　ケ所にて行った複発性帯状疸疹の1症例．第28回日本ペインクリニック学会総会，1994．7．
13）本郷　卓，角田　健，江上洋子，大井良之，坂本篤裕，小川　龍：硬膜外アルコールブロックの有用性の検討．
　　第28回日本ペインクリニック学会総会，1994．7．
14）池田健次，吉河達祐，浮谷勝郎，本郷　卓，井上哲夫：全身性変形性骨関節症の麻酔経験．第62回日本医科大学
　　医学会総会，1994．9．
15）金子勝利，輪嶋善一郎，井上哲夫，小川　龍：術直後の呼吸不全を発症した大腿骨頸部骨折の1症例．第34回日
　　本麻酔学会関東甲信越地方会，1993．9．
16）吉河達祐，池田健次，浮谷勝郎，井上哲夫：加圧過程測定式オッシロメトリック法自動血圧計USM－700Gの性
　　能の検討。第2回血圧測定研究会，1993．9．
17）石川　源，輪嶋善一郎1），黒澤　尚2），井上哲夫，小川　龍（1）北村山公立病院麻酔科，2）付属病院精神医学科）：
　　麻酔・手術・周術期は知能低下・痴呆にどう関連するかP：特に高齢大腿骨頸部骨折患者における周術期の知的
　　機能検査スコアの変化．日本医科大学医学会第84回例会，1994．11．
18）角田　健，坂本篤裕，井上哲夫，小川　龍：硬膜外麻酔下でのmidazolamによるPCS（Patientcontroll　Seda－
　　tion）．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
19）吉河達祐，池田健次，浮谷勝郎，本郷　卓・井上哲夫：麻酔管理に難渋した全身性変形性骨関節症の麻酔経験．
　　第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
20）松村浩道，清水　淳，小倉　明，竹田晋浩，坂本篤裕，井上哲夫，小川　龍：悪性萎縮性丘疹1症例の周術期管
　　理．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
21）小倉　明，清水　亨，井上哲夫，小川　龍：大腸手術における血中プロスタグランディン濃度の変動：脊椎麻酔
　　およびインドメタシン前投与の及ぼす影響．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
22）金子勝利1），輪嶋善一郎，山田光輝L），井上哲夫，小川　龍（1）多摩永山病院麻酔科）：三叉神経痛にメキシレチン
　　が有効であった1症例．第14回日本臨床麻酔学会総会，1994．11．
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23）吉河達祐，井上哲夫，輪嶋善一郎1）（1）北村山公立病院麻酔科）：硬膜外電気刺激法施行後，前方減圧・固定術を
　　行った頸椎後靭帯骨化症（OPLL）の1例．第24回日本慢性疹痛学会総会，1995．2．
24）吉河達祐，池田健次，浮谷勝郎，本郷　卓，角田　健，井上哲夫：加圧過程測定式・容積振動法指カフ自動血圧
　　計（ウエダUV－101EX）の精度の検討：低血圧麻酔実施中における検討．第6回日本臨床モニター学会総会，
　　1995．　3。
一312一
18．救急医学講座
　［付属病院高度救命救急センター・多摩永山病院救命救急センター・千葉北総
　病院救命救急部・新東京国際空港クリニック］
研究概要
　付属病院高度救命救急センターは1995年4月で20周年を迎え，その問絶間なく発展し，日本の救急医学に貢献して
きた．研究業績も増加の一途をたどってきたが，1992年を頂点に，1994年は，若干の減少傾向にある．その一つの原
因は，1994年1月からの千葉北総病院救急部の運営の開始と1994年5月から川口市立医療センター運営の開始により，
急激に医局員が分散され・そのエネルギーの多くは，施設の運営に注がれたことにあると思われる．特に医局員が腰
をすえて取り組まねばならない原著論文が減少しているようである．1995年の7月からは，国立東京災害医療センター
の中心的役割を担う救命救急センターの運営も受け持つことになり，医局の拡大発展傾向はまだまだ続くと考えられ
る．このような環境下においても，医局員が絶間なく原著論文を書いて行くことが教室員一人一人の課題と言えよう．
1994年において注目すべきは，小池がコロラド大学留学で行ったラットの小腸虚血最灌流モデルによる臓器障害の研
究業績をCritical　Care　Medicine等の雑誌に掲載させていることである．Nature誌に暴露されたごとく，日本医科
大学自体，他の医学部や医科大学に比較して英文論文が非常に少いことえを考慮すると，今後はより多くの英文論文
を産出することが，救急医学教室の学問的業績における主たる目標となるべきであろう．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Kato，K．，Kushimoto，S．，Mashiko，K．，Hiroshi，H．，Yamanoto，Y．，Otsuka，T．：Blmt　Traumatic　Rupture　of
　　the　Heart：An　Experience　in　Tokyo．J．Trauma．・36・859－864・1994．
　2）Koike，K．，Moore，F，A．，Moore，E．E．，Trew，C．E．，Banerjee，A．，Peterson，V．M．：Endotoxin　pretreatment
　　inhibits　neutrophil　proliferation　and　function．J．Surg．Res．・57・49－54・1994．
　3）Koike，K．，Moore，E。E．，Moore，F．A．，Read，R．A．，Carl，V．S．，Banerjee，A．：Gut　ischemia／reperfusion
　　produces　lung　injury　independent　of　endotoxin．Crit．Care　Med．，22，1438－1444，1994．
　4）Fontes，B．，Moore，F．A．，Moore，E．E．，Koike，K．，Kim，F．J．W．，Trew，C．E．，Peterson，V．M．：Gut　ischemia
　　induces　bone　marrow　failure　and　increases　risk　of　infection．」．Surg．Res．，57，505－509，1994．
　5）Kim，F．J．，Moore，E．E．，Moore，F．A．，Koike，K．，Carl，V．S．，Banerjee，A．：Disparate　signal　transduction　in
　　neutrophil　CD18adhesion　receptor　expression　versus　superoxide　generation．Surgery，116，262－267，1994．
　6）Koike，K．，Moore，E．E．，Moore，F．A．，Read，R．A。，Kim，F．J．W．，Carl，V．S．，Banerjee，A．：Gut　phospholipase
　　A2mediates　neutrophil　priming　and　lmg　injury　after　intestinal　ischemia・reperfusion。Am．J．Physio1．，268，
　　G397－G403，1995．
　7）Iwama，H．，Katsumi，A．，Shinohara，K。，Kawamae，K．，Ohtomo，Y．，Akama，Y．，Tase，C．，and　Okuaki，A．：
　　Clavicular　approach　to　intraosseous　infusion　in　adults．Fukusima　J．Med．Sci。・140・1－8・1994．
　8）鈴木　孝，須藤和則，広田幸次郎，小関一英，益子邦洋，辺見　弘：コンビチューブによる人工呼吸管理症例．
　　プレホスピタルケア，7，139－144，1994．
　9）横田裕行，加藤一良，山本保博，辺見　弘，大塚敏文，小林士郎，中澤省三：持続脳表温度測定の意義．日救医
　　会誌，43－48，1995．
10）柴田泰史11，木村昭夫，福山真弓2），五十嵐英夫3）（1）中央検査部，2）東レ（株）医療システム研究所，31東京都立衛
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　　生研究所）：広範囲熱傷患者血清中の抗Toxic　Shock　Syndrome　Toxin－1（TSST－1）抗体価の検討．感染症誌，
　　68，　792－793，　1994．
11）木村昭夫，柴田泰史，辺見　弘，益子邦洋，柴田健治，五十嵐寛：重症熱傷患者における血中interleukin－10の
　　検討．日救医会誌，6，93，1995．
12）二宮宣文，辺見　弘，大塚敏文：救急用二輪車実用化研究．交通科学研究資料，35，126－128，1994．
（2）総説：
　1）大友康裕：救急診療に必要な指標と数値算出法一DPL．救急医，18，489，1994．
2）川井　真：骨盤骨折の分類．救急医，18，454－455，1994．
3）木村昭夫：Limb　salvagescoring．救急医，18，460－461，1994．
4）加藤一良，横田裕行，大友康裕，高橋幸道，小川理郎，山本保博：腎尿路系の急性腹症．腎と透析，36，733－735，
　　1994．
5）木村昭夫，益子邦洋：グルチコイド．救急医，18，668－669，1994．
6）木村昭夫，益子邦洋：抗ヒスタミン薬．救急医，18，666－667，1994．
　7）辺見　弘，川井　真，辻井厚子，久志本成樹，後藤真弓，勝見　敦，西澤健司1），柴田泰史2）（1）薬剤部，2）中央検
　　査部）：Skin　Bank．熱傷，20，103－118，1994．
8）久志本成樹，益子邦洋：自然気胸．救急医，18，1217－1220，1994．
9）久志本成樹：軟部組織損傷．Emergency　Nursing，春季増刊，174－184，1994．
10〉山本保博：国際災害医療の将来．自然災害科学，13，77－78，1994．
11）勝見　敦：ラリンゲアルマスク．救急医療ジャーナル，9，76－79，1994．
12）大塚敏文：救急医療体制の現況と将来像．滋賀救急医療研究会十周年記念誌，2－5，1994．
13）川井　真・大塚敏文：救命救急センターにおける整形外科外傷．整形外科・45，1681－1685・1994．
14）吉田竜介：腸の憩室．救急医，9，1417－1419，1994．
15）渡辺信夫：MMSE，HDS－R．救急医，18，476－477，1994．
16）辺見　弘：外傷患者に対する輸液一緊急大量輸液・輸血．医学のあゆみ，168・447－453・1994．
17）益子邦洋，大塚敏文：救急医療の動向．臨床と研究，71，1953－1957，1994．
18）益子邦洋：外傷形態からみた胸部外傷の特徴。救急医718，765－769，1994．
19）益子邦洋，加地正人：体温という名のメッセージーなおざりにされがちな体温の伝えるもの一．救急医，18，
　　535－537，　1994．
20）益子邦洋：救急医療における画像診断の役割と展望．Innervision，9，3－7，1994．
21）益子邦洋，辻井厚子，大塚敏文：胸部外傷に対する胸腔鏡下手術．臨外，49，535－540，1994．
22）横田裕行，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：脳表温度：救急医療に必要な指標と数値算出表．救急医，18，449，
　　1994．
23）犬塚　祥，益子邦洋：腎障害．救急医，18，156H565，1994．
24）広田幸次郎，木村昭夫，益子邦洋：気道管理（1）一医師による一．Emergency　Nursing，7，401－405，1994．
25）大友康裕：大腸損傷に対する手術．手術，49，45－55，1995．
26）諌山和男：疹痛をきたすもの：頭痛：クモ膜下出血．治療：目で見る救急医療の実際．治療，77，275－282，1995．
27）加藤一良，横田裕行，山本保博：心嚢穿刺．治療，77，910－912，1995．
28）川井　真：骨折脱臼の整復固定．治療，77，775－779，1995．
29）木村昭夫：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）腸炎．治療，77，405－408，1995．
30）大友康裕：腹腔穿刺・腹腔洗浄（DPL）．治療（J．Therap．），77，948－53，1995．
31）大友康裕：腹腔・ダグラス窩穿刺．Emergency　Nursing，春期増刊，187，91，1995．
32）二宮宣文：胸腔穿刺：胸腔ドレナージ．Emergency　Nursing，新春増刊，182－186，1995．
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33）川井　真・勝見　敦・辺見　弘・山本保博，大塚敏文：熱傷処置．Emergency　Nursing，新春増刊，151－154，
　　1995．
34）吉田竜介：下血．治療，77，571－576，1995．
35）辺見　弘：最新の熱傷治療：早期切除術の実際．外科診療，37，29－37，1995．
36）益子邦洋，木村昭夫，辺見　弘：破裂性腹部大動脈瘤．治療，77，533－537，1995．
37）横田裕行：高血圧性緊急症：目で見る救急医療．治療，77，113－117，1995．
38）益子邦洋：救急救命士による初期治療により救命し得た重症虚血性心疾患の1例”に対するコメント．心臓，26，
　　1070－1071，　1994．
39）益子邦洋：客観的・普遍的診療の確立へ向けて．救急医，18，393，1994．
40）大塚敏文：巻頭言，厚生の指標，41，15，12，1994．
（3）研究報告書：
1）大塚敏文・横田裕行・加藤一良，岩井圭子1），有賀徹2》，佐藤章3），座問幸子4》，大和田隆5），玉置勲6），林
　　成之7）（・）国立佐倉病院腎移植センター，2）昭和大学救急医学，3）千葉県救急医療センター，・）虎ノ門病院地方腎移
　　植センター・5）北里大）：厚生省　平成6年度循環器病研究委託事業（5指一1）：関東地区における救命救急医
　　療の立場からみた臓器提供システムに関する研究．1994．
2）横田裕行・加藤一良・大塚敏文・岩井圭子1），有賀　徹2），佐藤　章3），座間幸子4），塩貝敏之5），玉置　勲6），林
　　成之7｝（1》国立佐倉病院腎移植センター，2）昭和大学救急医学，3）千葉県救急医療センター，4）虎ノ門病院地方腎移
　　植センター，5）杏林大）：厚生省　平成6年度臓器技術臨床研究開発事業：臓器移植の社会的問題に関する研究
　　班（B班）：臓器提供施設の登録に関する研究．p．135－140，1994．
著　書
　1）大塚敏文：〔監修〕CPRインストラクターズガイド．医学書院，1づ94．
　2）山本保博，黒川　顕，須崎紳一郎，牧野俊郎：〔共著〕第5回救命救急士国家試験問題：解答・解説集．1994．
　3）山本保博・黒川　顕，須崎紳一郎，牧野俊郎：〔共著〕第6回救命救急士国家試験問題：解答・解説集．へるす
　　出版，1994．
　4）大塚敏文・益子邦洋：〔共著〕当直医救急マニュアルー初期救急から救命救急まで一第2版・インターメディカ，
　　1995．
　5）渡辺信夫・黒沢　尚：〔分担〕最新の熱傷治療：熱傷急性期の精神症状とその対策．（平山　峻，島村修次編集）
　　P．207－213，克誠堂出版，1994．
　6）辺見　弘：〔分担〕最新の熱傷治療：その理論と実際：早期処置．（平山　峻，島崎修次編）P，97－106，克誠堂
　　出版，1994．
　7）辺見　弘：〔分担〕救急認定医のための診療指針：熱傷・化学損傷の全身管理（日本救急医学会監修　日本救
　　急医学会認定医認定委員会編集）P．413－428，へるす出版，1994．
　8）益子邦洋：〔分担〕家庭生活大辞典，応急手当て．P．422－432，小学館，1994．
　9）益子邦洋：〔分担〕循環器NOW・7・心臓エマージェンシー，自動心マッサージ器（上嶋権兵衛編集）P．238－240，
　　南江堂，1994．
10）益子邦洋：〔分担〕救急認定医のための診療指針，開胸心マッサージ（日本救急医学会認定医認定委員会編集）
　　P．501－505，へるす出版，1994．
11）益子邦洋：〔分担〕系統看護学講座，別巻4，救急看護学，第2版，緊急検査の理解．（加来信雄，藤井千穂，
　　葛西　猛，千代孝夫，高橋章子編集）P．129－137，医学書院，1994．
12）横田裕行：〔分担〕今日の治療指針：頭部外傷．（日野原重明，阿部正和監修）16，医学書院，1994．
13）横田裕行：分担救急認定医のための治療指針：頭蓋内圧のコントロール．（日本救急医学会監修）P．127－132，
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　　1994．
14）横田裕行：〔分担〕今日の治療指針：中心静脈圧．（日野原重明，阿部正和監修）16，医学書院，1994．
15）勝見　敦，辺見　弘：〔分担〕急性薬物アレ・ルギー．最新救急医学，P。564－570，1994．
16）山本保博：〔分担〕内科治療ガイド94：1〉中毒性疾患　中毒の特殊療法．（和田　攻，大久保啓行，永田直一，
　　矢崎義雄編集〉P．1181－1185，文光堂，1994．
17）山本保博：〔分担〕CPRインストラクターズガイド：3．心肺蘇生法一次救命処置（基礎処置的救命処置）A・心
　　肺蘇生法の手順，B．口腔内異物除去，C．気道確保．P．13－21，医学書院・1994．
18）吉田竜介：分担ステップアップ救急救命士国家試験対策．（安田和弘編集　大谷　篤共著）へるす出版，1994．
19）山本保博：〔分担〕臨床中毒：E．エタノール（急性アルコール中毒）．中山書店，P．125－129，1994。
20）山本保博：〔分担〕新臨床内科学コンパクト版：13中毒・環境要因による疾病／溺水．（高久史麿他監修和田攻
　　他編集）P．529－530，医学書院，1994．
21）山本保博：〔分担〕救急認定医のための治療指針：腹腔穿刺・腹腔洗浄。（日本救急医学会監修　日本救急医学
　　会認定医認定委員会編集）P．546－548，へるす出版，1994．
22）山本保博：〔分担〕救急認定医のための治療指針：中心静脈カテーテル挿入．（日本救急医学会監修　日本救急
　　医学会認定医認定委員会編集）P．574－577，へるす出版，1994．
23）二宮宣文：〔分担〕今日の治療指診1995：静脈確保法．P．37－54，医学書院，1995．
24）辺見　弘，小関一英，柴田泰史1）（n中央検査部）：〔分担〕輸血・血液製剤療法ガイド補強版：緊急輸血の実際
　　と問題点の対処法．（Medical　Practice編集委員会編）p．176－181，文光堂・1995．
25）山本保博：〔分担〕今日の治療指針1995：付録：急性中毒（日野原重明　他監修）p・833－848・医学書院・1995・
26〉山本保博：〔分担〕今日の治療指針1995：救急治療：国際災害医療の現状と将来（日野原重明　他監修）p．2，
　　医学書院，1995．
27）辺見　弘：〔分担〕循環器NOW7，心臓エマージェンシイのためのQ＆A，胸骨圧迫式心マッサージ（矢崎義雄
　　編集）P．82－84，南江堂，1995．
28）辺見　弘：〔分担〕救急現場の救急医療，熱傷（山中昭栄，山本保博編）P・137－152，荘道社，1995．
29）辺見　弘：〔分担〕今日の整形外科治療指針：熱傷，凍傷．（山内裕雄他編）P。50－53，医学書院，1995．
30）辺見　弘：〔分担〕今日の治療指針：ショックの重症度と合併症（日野原重明監修　稲垣義明他編集）4，医学
　　書院，1995．
31）益子邦洋，小井土雄一，大塚敏文：〔分担〕最新救急医学，症状からのアプローチ；出血（下地恒穀，平澤博之
　　編集）P．49－55，最新医学社，1995．
32）益子邦洋：〔分担〕今日の治療指針1995年板，酸・アルカリ中毒．P．113－114，医学書院，1995．
33）横田裕行：〔分担〕今日の治療指針：頭蓋内圧降下法（日野原重明，阿部正和監修）P，65，医学書院，1995。
34）横田裕行：〔分担〕今日の治療指針（ポッケット版）：頭蓋内圧降下法（日野原重明，阿部正和監修）P・65・医
　　学書院，1995．
35）山本保博：〔編集〕CPRインストラクターズガイド．（大塚敏文，小濱啓次監修）医学書院，1994．
36）辺見　弘：〔編集〕救急認定医のための診療指針．（日本救急医学会監）へるす出版，1994．
37）辺見　弘：〔編集〕疾患別最新処方改訂第2版：救急：中毒（矢崎義雄監）メジカルビュー社，1994。
38）辺見　弘：〔編集〕特集：目でみる救急医療の実際：今，最良の医療を全ての人に，治療，77（2）・1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）川井　真，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：多発外傷におけるall　at　one　time　treatmentの有用性第8回日
　　本外傷研究会，1994．5．
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　2）山本保博：救急医学の現況と救急救命士の役割．第4回北陸救急医学研究会，1994．6．
　3）山本保博：21世紀に向けた救急医療について．会津若松地方広域市町村整備組合消防本部救急講演会，1994．6．
　4）大塚敏文：今後の救急医療のあり方について．第3回青森救急医学会，1994．7．
　5）益子邦洋：住民による救命処置の必要性．常磐地区救急医療研究会，1994．9．
　6）大塚敏文：多発外傷の病態と治療．第4回岐阜県救急医療研究会，1994．11．
　7）益子邦洋：全国救命救急センターにおける多発外傷診療の現状．第3回麻酔科・救急医療研究会，1994．12．
　8）益子邦洋：鈍的外傷における開胸／開腹手術の適応，術式，タイミング．第3回麻酔科・救急医療研究会，1994．
　　12．
　9）益子邦洋：救急医療体制の現状と新しいプレホスピタルケア．深谷市・大里郡医師会学術研究会，1995．1．
10）益子邦洋：多発外傷患者の診断・治療における優先順位の決定．第1回救急整形外傷セミナー，1995．1．
11）益子邦洋：開胸心マッサージ．北九州市救急医療研究会，1995．2．
12）益子邦洋：外傷患者に対する救急隊の病院選定の在り方に関する研究．第3回全国救急隊員シンポジウム，1995．
　　2．
（2）教育講演：
　1）益子邦洋：救急救命士誕生とこれからの救急医療．西多摩医師会学術研究会，1994．4．
2）横田裕行，加藤一良，山本保博，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：在宅療法患者の応急処置。第70回近畿救急医
　　学研究会，1994．7。
　3）益子邦洋：救命救急センターに於ける薬剤師の在り方．第3回救命救急センター臨床薬学研究会，1994．8．
　4）益子邦洋：救急医学教育と救急専門医の育成．第37回全国医学生ゼミナール，1994．8．
5）益子邦洋：救急蘇生と救急薬剤セット．神奈川県保険医協会学術研究会，1994．10．
　6）辺見　弘：熱傷治療のトピックス．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
　7）横田裕行：在宅療法の実態とその応急処置．佐原市香取郡医師会教育講演，1994．9．
8）益子邦洋：緊急検査データの評価．日本救急医学会，医師救急医療セミナー，1995．1．
9）小池　薫：外傷性ショックにおけるBacterial　Translocationについて．第24回日本腹部救急医学会総会，1995．
　　3。
10）横田裕行：頭部外傷の画像診断とモニタリング．第9回麻酔・集中治療フォーラム，1995．3．
11）益子邦洋：開業医が知っておくべき外科救急．第7回京都府保険医協会セミナー，1995．3．
（3〉シンポジウム：
　1）Yokota，H，：Significance　of　continuous　monitoring　of　Sjo2in　neurosurgical　ICU。The5th　Biannual　Confer－
　　ence　of　Cerebral　Venous　Oxygen　Saturation　Monitoring（Tokyo），1994．5．
2）Kawai，M．，Henmi，H．，Mashiko，K．，Otsuka，T．：TREATMENTOFPOLYTRAUMA　PATIENTSWITH
　　INTERLOCKING　NAILS．Mima1・Invasive　Traumatology，（SALZBURG－AUSTRIA），1995．2．
3）犬塚　祥，土佐亮一，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：膵・十二指腸損傷におけるminimal　invasive
　　surgery．日本腹部救急医学会，1994．3．
4）川井　真，辺見　弘，勝見　敦，辻井厚子，後藤真弓，山本保博，大塚敏文：Baxter法による輸液．第20回日
　　本熱傷学会総会，1994．4．
5）益子邦洋・辺見　弘，大塚敏文：胸部外傷の救急．第34回日本胸部疾患学会総会，1994．5．
6）大塚敏文：救急医療の実際と問題点：多発外傷の初期治療．第67回日本整形外科学会，1994．5．
7）木村昭夫，辺見　弘，益子邦洋，小関一英，布施　明，山本保博，大塚敏文：当救命救急センターにおける高齢
　　者外傷の最近の動向と特殊性．第19回日本外科系連合学会学術集会，1994．6．
8）横田裕行，大友康裕，加藤一良，山本保博，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：脳死，臓器移植の諸問題一脳神経
　　外科の立場から．第7回脳死脳蘇生研究会，1994．6．
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9）小池　薫，大友康裕，小関一英，加藤一良，横田裕行，辺見　弘，山本保博，Moore，E．E・：Gut　ischemia／reper－
　　fusion　produces　lung　injury　independent　of　endotoxin．第31回日本外科代謝栄養学会，1994．7。
10）犬塚　祥，後藤真弓，吉田竜介，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：第三次救急医療施設におけるDNRの検討．
　　日本救命医療研究会，1994．9．
11）横田裕行，加藤一良，大塚敏文，有賀　徹，大和田隆，佐藤　章，座間幸子，林　成之：関東地方における救急
　　医療サイドから見た脳死移植．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
12）小池　薫，山本保博，大友康裕，加藤一良，横田裕行，Moore，EE：多臓器不全におけるエンドトキシンの役
　　割一小腸虚血再灌流モデルを使った研究．第7回日本外科感染症研究会，1994．12．
13）木村昭夫，山本保博，西澤健司，辺見　弘，益子邦洋，大塚敏文：院内細菌感染のためのモニタリング．第6回
　　臨床モニター学会総会，1995．3．
（4）パネルディスカッション：
　1）大友康裕，辺見　弘，山本保博，益子邦洋，横田裕行，加藤一良，高橋幸道，小川理郎，後藤真弓，大塚敏文：
　　各科領域における機能温存手術とその適応：腎損傷に対する腎温存手術施行の条件。第19回日本外科系連合学会
　　学術集会，1994．6．
2）益子邦洋，辺見　弘，木村昭夫，小池　薫，犬塚　祥，久志本成樹，勝見　敦，山本保博，大友康裕，大塚敏文：
　　胸腹部外傷の治療におけるControversy一教室のプロトコールを中心に一．第22回日本救急医学会総会，1994．
　　11．
（3）ビデオセッション：
　1）Mashiko，K．，Henmi，H。，Kimura，A．，Tsujii，A．，Otsuka，T．：Thoracoscopic　Surgery　for　Chest　Trauma－A
　　NewChoice　ofTreatment．29thWorldCongressoftheIntemationalCollegeofSurgeons（London），1994．
　　11．
　2）益子邦洋，辺見　弘，小関一英，木村昭夫，辻井厚子，加地正人，大塚哲生，大塚敏文：clotted　hemothoraxに
　　対する新しいアプローチー胸腔鏡手術の実際一．第19回日本外科系連合学会学術集会，1994．6．
（6）フォーラムセッション：
　1）二宮宣文，辺見　弘，月坂垣夫，大塚敏文：21世紀にむけて救急用二輪車研究．第22回日本救急医学会総会・1994・
　　11．
　2）小池　薫，木村昭夫，益子邦明，辺見　弘，山本保博，大塚敏文，Moore，EE：小腸虚血再灌流による肺障害
　　一好中球の役割およびエンドトキシンとの相乗効果に関する検討．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
　3）大友康裕，益子邦洋，加藤一良，横田裕行，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：外傷性大腸穿孔に対する術式選択
　　一risk　factorよりの検討一．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
（7〉ワークショップ：
　1）川井　真，辺見　弘，益子邦洋，山本保博，大塚敏文：骨盤骨折，周辺臓器損傷の実態．第8回日本外傷研究会，
　　1994．5．
　2）玉置　勲1），座間幸子2），佐藤陽二郎3），横田裕行，大塚敏文（1）東京医科大学八王子医療センター・2）虎ノ門病院
　　腎移植センター，3）厚生省疾病対策課臓器移植対策室）：脳死と死体腎の提供に関する調査の集計結果について・
　　第30回日本移植学会，1994．11．
　3）益子邦洋：肺損傷．第8回日本外傷研究会，1994．5．
　4〉山本保博，二宮宣文，加藤一良，川井　真：災害サイクルより見た北海道南西沖地震の復旧，復興．第22回日本
　　救急医学会総会，1994．11．
（8）一般講演：
　1〉Peterson，VM，，Koike，K，Rundus，C．H．，Ketch，L．L：Low・Dose　Topical　M－CSF　Accelerates　Bum　Wound
　　Healing　Without　Inducing　Systemic　Hematologic　Effects　in　Bumed　Mice．The39th　Amual　Meeting　of
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　　Plastic　Surgery　Research　Counsil，Am　Arbor，（Michigan，USA），1994．6．
2）Peterson，V．M．，Koike，K，Rundus，C．H．，Ketch，L．L．：Differential　effects　of　recombinant　human
　　interleukin－1alpha（IL－1）and　recombinant　human　interleukin－6（IL6）on　murine　postbum　myelopoiesis：
　　Further　evidence　that　IL・6is　an　anti－inflammatory　cytokine。The　Surgical　Infection　Society，（Toronto，
　　Ontario，Canada），　1994．　4．
3）Koike，K，Moore，E．E，Moore，EA，，Fontes，B．，Franciose，R．J．，Kim　F．J．：CDllb　blockade　prevents　lung
　　inlury　despite　neutrophil　priming　following　mesenteric　ischemia．The54th　Amual　Meeting　ofthe　American
　　Association　for　the　Surgery　of　Trauma，（San　Diego，Califomia，USA），1994．9。
4〉Ninomiya，H．，Harada，N．，Koido，Y．，Yamamoto，Y．：The　activities　of　Japan　Medical　Team　for　Disaster
　　Relief，The　Second　Pan－European　Conference　on　Emergency　Medical　Services．（Italy），1994．9．
5）Isayama，K，Tamaki，T．，Kobayashi，S．，Yokota，H．，Yamamoto，Y．，Henmi，H．，Otsuka，T．，Nakazawa，
　　S．：Bilateral　traumaticextracerebral　hematoma．Intemational　Confference　of　Recent　Advanced　Neur・
　　otraumatology（Australia），1994。9．
6）Koike，K，Moore，EE．，Moore，F．A．，Fontes，B．，Franciose，R．J．，Kim，F．J。：CDllb　blockade　prevents　lung
　　injury　despite　neutrophil　priming　following　mesenteric　ischemia．29th　World　Congress　ofthe　Intemational
　　College　of　Surgeons，（London　UK），1994．11．
7）Fontes，B。，Moore，EE．，Moore，F．A．，Koike，K．，Car1，V．S．，Banerjee，A．：Neutrophil　primingforO2－gener・
　　ation　and　CDllb　receptor　expression　are　insufficient　to　promote　PMN　sequestration　in　the　lung．The28th
　　Amual　Meeting　of　the　Assoclation　for　Academic　Surgery，（Albuquerque，New　Mexico，USA），1994．11．
8）Koike，K：Acute　Img　injury　induced　by　gut　ischemia・reperfusion（1／R）．Symposium　on　Ischemia，Sepsis
　　and　Shockrecent　Advances　of　Basic　Research　and　Clinical　Implication，（Linkou，Taiwan，R．0．C），1994．
　　11．
9）福山真弓1），三和敬史ユ），柴田泰史2），木村昭夫，五十嵐英夫31（1）東レ（株）医療システム研究所，2）中央検査部，
　　3）東京都立衛生研究所）：黄色ブドウ球菌感染症，患者血清からのTSST－1，抗TSST－1抗体，抗SEA～SEC抗体
　　の検出．第68回日本感染症学会，1994．4．
10）久志本成樹，辻井厚子，川井　真，勝見　敦，後藤真弓，辺見　弘，大塚敏文：小児広範囲熱傷の治療．第20回
　　日本熱傷学会総会，1994．4．
11〉中林基明，布施　明，佐藤秀貴，横田裕行，黒川　顕，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：頭蓋内圧充進時の内頸
　　静脈酸素飽和度測定について．第8回日本外傷研究会，1994．5．
12）小川理郎，横田裕行，加藤一良，大友康裕，高橋幸道，後藤真弓，山本保博，岡田　進，田島なつき，松沢　勲，
　　川井　真，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：骨盤骨折診断におけるhelical　CT（volume　CT）の有用性と問題
　　点．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
13）勝見　敦，辺見　弘，川井　真，久志本成樹，辻井厚子，後藤真弓，大塚敏文：Skinbankによる凍結同種植皮
　　の治療．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
14）吉田陽一，諌山和男，玉置智規，布施　明，中林基明，志賀尚子，益子邦洋，辺見　弘，横田裕行，小林士郎1），
　　中沢省三n（1）脳神経外科）：クモ膜下出血後の脳血管攣縮に対する塩酸パパベリン局所動注療法．日本医科大学
　　医学会第83回例会，1994．5．
15）木村昭夫，辺見　弘，益子邦洋，小関一英，加地正人，大塚哲生，西澤健司，柴田泰史，山本保博，大塚敏文：
　　当施設における外傷および熱傷患、者のMRSA感染の疫学・予防・治療．第8回日本外傷研究会，1994．5．
16）玉置智規，諌山和男，横田裕行，辺見　弘，中澤省三1》（1）脳神経外科）：高血圧性小脳出血に対するCT定位装
　　置を使用しない用手的穿頭血腫除去術．第5回神経救急研究会，1994．5．
17）後藤真弓，辺見　弘，川井　真，勝見　敦，辻井厚子，山本保博，大塚敏文，柴田泰史1）（1）中央検査部）：凍結
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　　保存皮膚のviabilityの検討．第20回日本熱傷学会総会，1994．5．
18）平間久雄，原　義明，土佐亮一，犬塚　祥，牧野俊郎：ドクターカー搬送にMASTを使用した上部消化管出血
　　の1例．第8回東北救急医学会総会，1994．5．
19）横田裕行，小川理郎，山本保博，中林基明，布施　明，佐藤秀貴，本問正人，大塚敏文，小林士郎，中沢省三：
　　淵漫性脳損傷重症例の早期予後判定．第53回日本脳神経外科学会総会，1994．5．
20）牧野俊郎，前田容子：開設1周年を迎えた日本医大新東京国際空港クリニックの現況と今後の課題．第8回東北
　　救急医学会総会，1994．5．
21）大友康裕，益子邦洋，横田裕行，加藤一良，木村昭夫，小川理郎，後藤真弓，山本保博，大塚敏文：横隔膜損傷
　　診療の新しい展開．第8回日本外傷研究会，1994．5．
22）二宮宣文，辺見　弘，大塚敏文：救急用二輪車実用化研究．第30回日本交通科学協議会総会，1994．6．
23）柴田泰史・），青山昭徳1），山下精彦・》・犬塚　祥，辺見　弘，大塚敏文（・）中央検査部）：第三次救急施設における
　　血中アルコール検出状況．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．6．
24）牧野俊郎，前田容子，大友康裕，木村昭夫，川井　真，加藤一良，横田裕行，益子邦洋，辺見　弘，山本保博，
　　大塚敏文：日本医大新東京国際空港クリニックにおける死亡症例の検討．第37回日本救急医学会関東地方会，
　　1994．6．
25）小川理郎，田島なつき，横田裕行，高橋幸道，大友康裕，加藤一良，山本保博，川井　真，益子邦洋，辺見　弘，
　　大塚敏文：骨盤骨折におけるhelical　CT，MRAの経験．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．6．
26）西澤健司1），伊藤純子1），平野公晟1），木村昭夫，大塚哲生，辺見　弘，柴田泰史2｝，大塚敏文（1）薬剤部，2）中央
　　検査部）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌と緑膿菌の混合感染に対するvancomycinとceftazidimeの併用効果
　　の検討．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．6．
27）志賀尚子，諌山和男，横田裕行，布施　明，中林基明，玉置智規，前川正義，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文・：
　　急性硬膜下血腫を伴った重症クモ膜下出血症例の検討．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．6．
28）加地正人，辺見　弘，益子邦明，木村昭夫，小池　薫，嶋村文彦，大塚敏文：最近経験した突発性腹腔内出血の
　　2治験例．日本救急医学会関東地方会，1994．6．
29）大塚哲生，木村昭夫，加地正人，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，西澤健司1），伊藤純子1），柴田泰史2）（1）薬剤部，
　　2）中央検査部）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌および緑膿菌混合感染に対するArbekacinおよびFos－
　　tomycin併用療法の検討．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．6．
30）犬塚祥，黒沢　尚，山本保博，林田真喜子，仁平　信，大野曜吉：救命救急センター収容患者の薬物使用に関
　　する無作為スクリーニングの有用性．第16回日本中毒学会総会，1994．7．
31）松園幸雅，八木義弘，木所昭夫，福永正気，射場敏明：再発胃癌に対するtegafur追加methotrexate，5－fluorour－
　　acil交代療法の有用性．第753回外科集談会，1994．7．
32）小池　薫：Gut　ischemia／reperfusion　produces　lung　injury　independent　ofendotoxin．第3回救急医学フォー
　　ラム，1994．9。
33）望月　徹：当救命救急センターの3カ月の統計．第4回救急医学フォーラム川口市立医療センター，1994．9．
34）銅治秀雄1），村上正洋1），百束比古1），文入正敏1），横田裕行，秋元正宇2）（1）形成外科，2）ロイヤル・アデレード・
　　ホスピタル〉：hydroxyapatiteを用いた広範囲頭蓋顔面骨再建の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　　9．
35）増野智彦，小池　薫，辺見　弘，益子邦洋，木村昭夫，犬塚　祥，嶋村文彦，上川雄士，井上潤一，中村佳代，
　　大塚敏文，尾形昌彦1）（1）病理学第2）：出血性ショックを来たし血管撮影で術前診断し得た小腸腫瘍の1例．第
　　62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
36）小川理郎，横田裕行，加藤一良，大友康裕，高橋幸道，後藤真弓，磯部博隆，山本保博，益子邦洋，辺見　弘，
　　大塚敏文：胸骨圧迫式心マッサージの脳酸素代謝と脳血流一持続内頸静脈酸素飽和（Sjo2）測定の経験から一．
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　　第9回日本救命医療研究会，1994．9．
37）柴田泰史D，青山昭徳1），山下精彦1），犬塚　祥，辺見　弘，大塚敏文（1）中央検査部）：外傷の生体に及ぽすアル
　　コールの影響について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
38）小池　薫，横田裕行，加藤一良，大友康裕，高橋幸道，小川理郎，磯部博隆，山本保博：小腸虚血再灌流による
　　多臓器障害．第8回千葉県MOF研究会，1994．9．
39）磯部博隆，小川理郎，高橋幸道，大友康裕，加藤一良，横田裕行，山本保博，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：
　　大麻樹脂による腸管内異物の4症例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
40）玉置智規，諌山和男，布施　明，横田裕行，山本保博，辺見　弘，大塚敏文，小林士郎1），中澤省三1）（1）脳神経
　　外科）：両側性急性硬膜下・硬膜外血腫症例の検討．第53回日本脳神経外科学会総会，1994．10．
41）諫山和男，玉置智規，布施　明，横田裕行，山本保博，辺見　弘，粟屋　栄1），小林士郎1），中澤省三1）（1）脳神経
　　外科）：最重症例クモ膜下出血の検討一DNRクモ膜下出血症例に関して．第53回日本脳神経外科学会総会，
　　1994．　10．
42）益子邦洋，辺見　弘・小関一英，木村昭夫，久志本成樹，勝見　敦，長谷川雄二，大塚敏文：胸部外傷における
　　preventable　trauma　deathの検討．第47回日本胸部外科学会総会，1994．10．
43）横田裕行・山本保博・中林基明，布施　明，佐藤秀貴，大塚敏文・小林士郎1），中澤省三・）（・）脳神経外科）：皮質
　　細胞内pH測定の試み一頭蓋内トノメータの試作．第53回日本脳神経外科学会総会，1994．10．
44）諌山和男，玉置智規，布施　明，横田裕行，山本保博，辺見　弘，粟屋　栄，小林士郎，中沢省三：重症クモ膜
　　下出血の検討一DNRクモ膜下出血は存在するのか一．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
45）望月　徹，木村昭夫，高橋幸道，小関一英，益子邦洋，黒川　顕，辺見　弘，山本保博，大塚敏文，柴田泰史1）
　　（1）中央検査部）：熱傷患者におけるMRSA感染症症例の検討．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
46）久志本成樹：出血性ショックモデルにおける胃粘膜病変に対するAT・III投与の影響．第6回熊本抗凝固療法研
　　究会，1994．11．
47）工広紀斗司，大塚哲生，西澤健司1），柴田泰史2），加地正人，益子邦洋，辺見　弘，山本保博，大塚敏文（1）薬剤
　　部，2）中央検査部）：長期集中管理が必要な重症救急患者におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）感染
　　症に対するsulfamethoxazoler／trimethoprin（ST）合剤の予防的投与の検討．第22回日本救急医学会総会，1994．
　　11．
48）二宮宣文，小井土雄一，広瀬美知子，甲斐達朗，仲左　保，山口孝治，山崎達枝，山本保博，大塚敏文：大災害
　　における地域救急病院の役割一ロサンゼルス，ノースリッジ地震調査より．第22回日本救急医学会総会，1994．
　　11．
49）市川宏文，久志本成樹，木村昭夫，加藤一良，小関一英，益子邦洋，辺見　弘，山本保博：鈍的脾損傷58例の検
　　討．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
50）犬塚　祥，中村敏弘，後藤真弓，辻井厚子，川井　真，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：第三次救急医療施設に
　　搬入された突然死症例の検討．第42回日本災害医学会，1994．11．
51）高橋幸道，横田裕行，加藤一良，大友康裕，小池　薫，小川理郎，中村敏弘，磯部博隆，山本保博，辺見　弘，
　　大塚敏文：頸部ガス壊その1例．第14回過大侵襲研究会・1994．11．
52）勝見　敦，辺見　弘，川井　真，久志本成樹，辻井厚子，後藤真弓，大塚敏文：スキンバンクの現状報告．第22
　　回日本救急医学会総会，1994．11．
53）野崎正太郎，辺見　弘，山本保博，益子邦洋，木村昭夫，小池　薫，加地正人，井上潤一，倉田　潔，大塚敏文：
　　胸腔鏡下手術が有効であった肺膿瘍の1例．第7回内視鏡下外科手術研究会，1994．11．
54）小川理郎，高橋幸道，大友康裕，加藤一良，横田裕行，山本保博，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：心停止にお
　　ける内頸静脈酸素飽和濃度測定意義．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
55）牧野俊郎，前田容子，横田裕行，二宮宣文，小関一英，益子邦洋，黒川　顕，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：
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　　国際空港における救急医療の現状と課題．第22回日本救急医学会総会，1994．11．
56〉宮内雅人，久安早苗1），島田　隆1）（1）生化学第2）：アシアロ糖タンパク受容体を介する肝細胞特異的遺伝子導入
　　法の検討．第17回日本分子生物学会年会，1994．12．
57）柴田泰史1），木村昭夫，西澤健司2），青山昭徳1），山下精彦1），五十嵐英夫3），辺見　弘，益子邦洋，加地正人，大
　　塚敏文（1）中央検査部，2）薬剤部，3）東京都立衛生研究所）：免疫グロブリン製剤における抗Toxic　Shock　Syn－
　　drome　Toxin1（TSST－1）抗体価の検討．第7回日本外科感染症研究会・1994．12．
58）松園幸雅，八木義弘，木所昭夫・福永正気，射場敏明，杉山和義，福永　哲・百瀬文教・布施暁一＝特異な病理
　　組織像を示した脾腫瘍の1例．第232回日本消化器病学会関東支部例会，1994．12．
59）倉田　潔，木村昭夫，工広紀斗司，柴田泰史1），西澤健司2），青砥泰二1），益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文（1）中央
　　検査部，2）薬剤部）：当センターにおける緑膿菌感染に対する使用抗菌剤の検討．第7回日本外科感染症研究会，
　　1994．　12．
60）勝見　敦，川井　真，吉田竜介，倉田　潔，前川正義，辺見　弘1ヘリコプター搬送した広範囲熱傷の1例．第
　　3回熱傷学会地方会，1995．1．
61）望月　徹，木村昭夫，西澤健司1），柴田泰史2），川井　真，小関一英，辺見　弘（1）薬剤部，2）中央検査部）1熱傷
　　患者における緑膿菌感染症例の検討．第3回日本熱傷学会関東地方会，1995．1．
62）西澤健司1），伊藤純子1），菅谷量俊1），平野公晟1），柴田泰史2），木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文（1）薬
　　剤部，2）中央検査部）：熱傷時におけるAGs系抗生物資の体内動態．第3回日本熱傷学会関東地方会，1995．1．
63）増野智彦，磯部博隆，後藤真弓，小川理郎，高橋幸道，小池　薫，大友康裕，加藤一良，横田裕行，山本保博：
　　大麻樹脂，ヘロインによる腸内異物症例の検討．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
64）高橋幸道，小川理郎，小池　薫，大友康裕，加藤一良，横田裕行，山本保博，浅野哲雄：術中心停止を来たし救
　　命し得た心破裂の1例．第10回千葉集中治療研究会，1995．2．
65）小川理郎，横田裕行，加藤一良，小池　薫，大友康裕，高橋幸道，山本保博，大塚敏文，杉本忠彦，浅野哲雄，
　　田中啓治：経皮的心肺補助（PCPS）を施行した激症型心筋炎と考えられた2症例．第38回日本救急医学会関東
　　地方会，1995．2．
66）望月　徹，小関一英，西　芳徳，二宮宣文，金　史英，苅込正人・），比枝紘一），竹内孝治1）（・）放射線科）：胆嚢
　　剥脱による胆汁性腹膜炎を呈した肝・右腎破裂の1例．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
67）大友康裕，横田裕行，加藤一良，小池　薫，高橋幸道，小川理郎，山本保博，大塚敏文，伊藤公一郎1），岡田　進1）
　　（1）放射線科）：経腹的内腸骨動脈塞栓術にて救命しえたTAE無効仙骨骨折の1例．第38回日本救急医学会関東
　　地方会，1995．2．
68）倉田　潔，木村昭夫，西澤健司1）・柴田泰史2）・青砥泰二2），益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文（1）薬剤部，2）中央検
　　査部）：緑膿菌に対するimipenmおよびamikacinの併用療法の検討．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．
　　2。
69）二宮宣文，望月　徹，西　芳徳，金　史英，小関一英，南雲次郎，渡邊信三：当センター開設に伴う埼玉県東南
　　部における三次救急患者搬送の動向．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
70）柴田泰史1），青山昭徳1），山下精彦1），木村昭夫・益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，西澤健司2）（1）中央検査部・2）薬
　　剤部）：免疫グロブリン製剤投与による抗TSST－1抗体価の変動．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
71）菅谷量俊1），西澤健司1），平野公晟1），木村昭夫・益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，柴田泰史2）（1）薬剤部，2）中央
　　検査部）：MRSA感染症に対するバイコマイシン持続投与の検討．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
72）前川正義，諌山和男，玉置智規，布施　明，横田裕行，山本保博，辺見　弘：脳血管れん縮を伴わない致死的経
　　過をたどったクモ膜下出血の1例．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
73）勝見　敦，益子邦洋，増野智彦，倉田　潔，辺見　弘，大塚敏文：膀胱，尿道損傷の検討．第24回日本腹部救急
　　医学会総会，1995．3．
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74）井上潤一，辺見　弘，益子邦洋，西澤健司，木村昭夫，山本保博，大塚敏文，アムリノン使用による組織酸素化
　　の検討．第4回組織酸素代謝研究会，1995．3．
75）玉置智規，諌山和男，布施　明，横田裕行，山本保博，辺見　弘，大塚敏文，
　　傷超急性期死亡例の検討．第18回日本神経外傷研究会，1995．3．
￥林士郎，中沢省三：重症頭部外
［多摩永山病院救命救急センター］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Suzaki，S．，Yamamoto，Y。，Hayashida，M．1）（1》法医学教室）：A　New　Drug　Screening　System”MULTI－
　　HPLC”by　High　Performance　Liquid　Chromatography　Using　Multi－Wavelength　UV　Detector　and　Its
　　Clinical　Application．Toxicology　Methods，4，122－134，1994。
　2）田島なっき1），杉崎健一1），飯田英次1），山本　鼎1），望月　徹，須崎紳一郎，黒川　顕，田島廣之1）（1）放射線科）：
　　CTにより膵断裂を明瞭に描出しえた1例．臨床放射線，39，423－426，1994．
　3）黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，望月　徹，高橋　聡，畝本恭子，冨岡譲二，佐藤秀貴：Near　DOAの概念
　　は必要か？　救命救急医療研究会雑誌，8，81－86，1994．
　4）孫　承洛，佐藤秀貴，冨岡譲二，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：頻回の手術により両側の殿筋切除・大腿
　　切断を余儀なくされ治療に難渋した重症cmsh　syndromeの1例．日救急医会関東誌，15，140－141，1994．
　5）西村隆一，佐藤秀貴，猪鹿倉恭子，望月　徹，須崎紳一郎，黒川　顕，吉田陽一1）（1）脳神経外科）：重症頭部外
　　傷に外傷性中硬膜動脈偽動脈瘤を合併した1例．日救急医会関東誌，15，180－181，1994．
　6）中村幸伸，中　　朗，高橋　聡，望月　徹，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：当施設における血胸患者の手
　　術適応に対する検討．日救急医会関東誌，15，254－256，1994．
　7）田島なつき1），小林由子1），杉崎健一1），飯田英次1），篠原義智9，山本　鼎η，望月　徹，須崎紳一郎，黒川　顕，
　　田島廣之・），隈崎達夫1），木村昭夫，益子邦洋（1）放射線科）：外傷性胸部大動脈損傷の画像診断一MRI一を中心と
　　して．日救急医会関東誌，15，278－279，1994．
　8）小笠原智子，相星淳一，高橋　聡，宮内雅人，中村幸伸，須崎紳一郎，黒川　顕：肝動脈塞栓術，拡大右葉切除
　　後，呼吸不全，DICおよび肝不全に陥ったが血漿交換により救命しえた重症肝破裂の1例．Therapeutic
　　Research，15，3966－3974，1994。
　9）寺嶋真理子，冨岡譲二，佐藤秀貴，石井　潤，相星淳一，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：2カ月以上に及
　　ぶ集中治療を余儀なくされた急性膵炎の1例．Therapeutic　Research，15，4013～4017，1994．
10）相星淳一，佐藤秀貴，中村幸伸，冨岡譲二，高橋　聡，小井土雄一，望月　徹，須崎紳一郎，黒川　顕：肝外傷
　　とDIC．バイオメディカルフォーラム，4，74－80，1994。
11）鈴木克昌，中　朗，直江康孝，田辺和子，新井正徳，冨岡譲二，高橋　聡，小井土雄一，猪鹿倉恭子，須崎紳一
　　郎，黒川　顕：腹痛とアドレナリンショックで発症した褐色細胞腫の1例．日救急医会関東誌，15，720－722・
　　1994。
（2）総説：
　1）望月徹：墜落．エマージェンシー・ナーシング，7，384－388，1994．
　2）小井土雄一：異物．エマージェンシー・ナーシング，7，464－468，1994．
　3）黒川　顕：熱傷．エマージェンシー・ナーシング，7，544－548，1994．
　4）黒川顕：カリウム補正の指標．救急医学，18，465－466，1994．
　5）黒川　顕：血気胸．救急医学，18，823－826，1994．
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6）新井正徳：溺水．エマージェンシー・ナーシング，7，704－706，1994．
7）冨岡譲二：減圧症．エマージェンシー・ナーシング，7，788－792，1994．
8）高橋　聡：蛇毒中毒・ハチ刺症．エマージェンシー・ナーシング，7，868－871，1994．
9）須崎紳一郎：心肺蘇生法への長い道のり．Life　Support　and　Anesthesia，1，28－31，1994．
10）須崎紳一郎　なぜ心マッサージか．Life　Support　and　Anesthesia，1，34－39，1994．
11）鈴木克昌：破傷風・ガス壊疽．エマージェンシー・ナーシング，7，948－951，1994．
12）冨岡譲二：蘇生におけるNew　Airway．Life　Support　and　Anesthesia，2，28－33，1995．
13）黒川　顕：胃管・ED管挿入留置．エマージェンシー・ナーシング，8，115－118，1995．
14）黒川　顕：救急に必要な画像診断・緊急心電図．治療，77，828－835，1995．
15）黒川　顕：新鮮外傷における救急処置．日本医事新報，第3699号，43－49，1995．
16）須崎紳一郎：地面が割れて噴き出した問題：阪神大震災救急医療チーム派遣レポート．Life　Support　and　Anes－
　　thesia，　2，　94－99，　1995．
著書
　1）黒川　顕，山本保博，須崎紳一郎，牧野俊郎：〔分担〕第5回救急救命士国家試験解答解説集．P．21－37，へる
　　す出版，1994．
　2）須崎紳一郎，山本保博，黒川　顕，牧野俊郎：〔分担〕第5回救急救命士国家試験解答解説集．P。61－87，へる
　　す出版，1994．
　3）黒川　顕：〔分担〕輸血（血液製剤を含む）．救急認定医のための診療指針（日本救急医学会認定医認定委員会
　　編），P．113－118，へるす出版，1994．
　4）黒川　顕，山本保博，須崎紳一郎，牧野俊郎：〔分担〕第6回救急救命士国家試験解答解説集．P．26－42，へる
　　す出版，1994．
　5）須崎紳一郎，山本保博，黒川　顕，牧野俊郎：〔分担〕第6回救急救命士国家試験解答解説集．P．62－88，へる
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学会発表
（1）シンポジウム：
　1）黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，新井正徳，秋山一義：DNR　orderの問題点．第8回日本救命医療研究会，
　　1994．9．
　2）須崎紳一郎：搬送器材と航空機内装備（定期航空便による搬送の実際）．第13回日本蘇生学会総会，1994，10．
　3）黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，猪鹿倉恭子，冨岡譲二，高橋　聡，緋田雅美1），野口　素1）（1）看護部）：救
　　急医療におけるインフォームド・コンセントとナースの関わり：アンケート調査をもとに．第22回日本救急医学
　　会総会，1994．11．
（2）一般講演：
　1）Koido，Y．，Touma，Y．1），Wakasa，M．1），Fujita，M．，Suzuki，H．2）（1）Osaka　Prefectural　Senri　Critical　Care
　　Medical　Center，2）Japan　Intemational　Cooperation　Agency）：Our　experience　of　treating　bum　victims
　　following　the　volcanic　eruption　of　Mt．Merapi．Advances　in　Wound　Healing，Bum　Care　and　Infection
　　Control（Maui，Hawaii），1995．3．
　2）小井土雄一，望月　徹，冨岡譲二，高橋　聡，中村幸伸，佐藤秀貴，新井正徳，猪鹿倉恭子，須崎紳一郎，黒川
　　顕：当施設における外傷患者のTRISSによる予後評価．第8回日本外傷研究会，1994．5．
　3）鈴木克昌，中　　朗，直江康孝，田辺和子，新井正徳，冨岡譲二，高橋　聡，小井土雄一，畝本恭子，須崎紳一
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　郎，黒川　顕：腹痛とアドレナリンショックで発症した褐色細胞腫の1例．第37回日本救急医学会関東地方会，
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4）黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，冨岡譲二，鈴木克昌：病態の判定における1actate，BE，VO2測定の意義．
　第8回日本救命医療研究会，1994．9．
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　　との比較検証について．第22回日本救急医学会総会救急隊員部会，1994．11．
11）秋山一義，新藤　博1），本間正人，小井土雄一，冨岡譲二，高橋聡，須崎紳一郎，黒川　顕（1）東京消防庁）：
　　重度肝破裂に対するガーゼ・パッキングの再評価．第14回過大侵襲研究会，1994．11．
12）辻井厚子，辺見　弘，益子邦洋，犬塚　祥，大友康裕，勝見　敦，大塚哲生，大塚敏文：3次救急施設における
　　胸腔鏡の応用．第42回日本災害医学会総会，1994．11．
13）本間正人，須崎紳一郎，猪鹿倉恭子，冨岡譲二，直江康孝，黒川　顕，佐藤秀貴，岡田芳和1），島　　健1）（1）中
　　国労災病院脳神経外科）：人工血管による血行再建を施行した外傷性総頸動脈閉塞の1例．第6回神経救急研究
　　会，1994．11．
14）新井正徳，秋山一義，鈴木克昌，高橋　聡，冨岡譲二，松田　潔，猪鹿倉恭子，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川
　　顕：DIC・MOFにおける凝固線溶系の変動と予後．第5回バイオメディカルフォーラム，1994．12．
15）本間正人，黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，冨岡譲二，鈴木克昌，辺見　弘，益子邦洋，大塚敏文：重症急
　　性膵炎（厚生省分類）における重症度，予後判定因子の検討．第22回日本集中治療医学会総会，1995．2．
16）冨岡譲二，中野渡雄一，鈴木克昌，小井土雄一，黒川　顕：ニトロダームが「爆発」した1第22回日本集中治療
　　医学会総会，1995．2．
17）黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，冨岡譲二，鈴木克昌，中野渡雄一：組織酸素代謝からみた出血性ショック
　　の予後：lactateとbase　deficit測定の意義．第22回日本集中治療医学会総会，1995．2．
18〉小井土雄一，鈴木克昌，冨岡譲二，本間正人，須崎紳一郎，小関一英，黒川　顕，辺見　弘，山本保博，大塚敏
　　文：外傷患者のTRISSによる予後予測と予後評価．第22回日本集中治療医学会総会，1995．2．
19）新藤　博1），水越　誠1），黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，冨岡譲二，本間正人，久野陽子，久保田　稔2）
　　（・〉東京消防庁，2中央検査室〉：感染防止対策について．第3回全国救急隊員シンポジウム，1995．2．
20）中野渡雄一，直江康孝，鈴木克昌，本問正人，高橋　聡，猪鹿倉恭子，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：外
　　頸動脈分岐損傷例に対するTAE療法の検討．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
21）鈴木克昌，冨岡譲二，中野渡雄一，中　　朗，辻井厚子，猪鹿倉恭子，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：緊
　　急CAGに心破裂を起こしたAMIの1例．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
22）本間正人，高橋　聡，辻井厚子，秋山一義，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘：
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　　腹腔内遊離ガス像を呈した緊張性気胸症例の検討．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
23）本間正人，黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，辻井厚子，辺見　弘，益子邦洋，大塚敏文：重症急性膵炎に対
　　する早期手術の検討．第24回日本腹部救急医学会総会，1995．3．
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19．形成外科学講座
［付属病院形成外科］
研究概要
　臨床部門では，いわゆるSuperchargedthinflapを用いた再建術が当教室において開発され，臨床応用においてそ
の有用性が確認された．特にOccipito　cervico　dorsal　flapとSucaplar　flapをcombineさせてsuperchargingした，
Supercharged　occipito－cervico－dorsal　super　thin　flapを用いた頸部癩痕拘縮再建術は，国内外の学会において高い
評価を得た．また昨年に引き続き，高周波超音波エコーの形成外科領域における応用が試みられ，同装置による顔面
骨骨折診断は診断的価値の高いものとしての評価を得た．さらに，当教室が開発したfree　vascular　bundle　transfer
を用いた二次皮弁による組織再建法の改良および各種臨床応用が行われた．これらはいずれも国内外のシンポジウム
において取り上げられ，本法のパイオニアである当教室の再建法が評価された．基礎部門では，二次皮弁における血
管構築の経時的変化についての動物実験が行われ，特に静脈形態の変遷についての新知見が得られた．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Gao，G．H．・），Hyakusoku，H．，Inoue，S．，Aoki，R．，Kanno，K．，Akimoto，M．，Hirai，T。，Fumiiri，M・，Luo，J・H・1）
　　（1）Nang－Fang　Hospita1）：Usefulness　of　narrow　pedicled　intercostal　cutaneous　perforator　flap　coverage　of
　　the　bumed　hand。Bums，，20，65－70，1994．
　2）Hyakusoku，H．，Gao，J．H．1》（1）Nang－Fang　Hospital，Guangzhou）：The”Super－thin”flaps，BL　J。Plast．
　　Surg．，　47，　457－464，　1994．
　3）Hyakusoku，H．，Penington，D。G．1》，Gao，J．H．2）（1）Royal　Prince　Alfred　Hospital，Sydney・2）Nang－Fang
　　Hospita1，Guangzhou）：Micro　vascular　augmentation　of　the　super・thin　occipito・cervico－dorsal　flap．Br，J，
　　Plast．Surg．，　47，　465－469，　1994．
　4）Hirai，T．，Fumiiri　M．：Ultrasonic　observation　of　the　nail　matrix．J．Dermato1．Surg．，21，158－161，1995．
　5）青木律：広範囲熱傷救命患者の社会的予後．熱傷，20，64－70，1994．
　6）村上正洋，大久保正智，山村美和，文入正敏，天野純治1），内藤英二1），久吉隆郎1），難波　亨1）（1）第二病院外科）：
　　乳癌を合併した乳房異物の1例．日美外報，16，44－47，1994．
　7）利根川　均，田沼久美子1）（1）解剖学第2）：下腿の皮膚及び筋膜の動脈網（系）の解剖学的検索ならびに臨床的
　　応用に関する研究．日形会誌，14，404－426，1994．
　8）村上正洋，大久保正智，簡野晃次，嘉陽宗隆，文入正敏，土屋喜哉，望月　功，坂田修一：背部腫瘍内出血のた
　　め緊急手術を要したレックリングハウゼン病の1例．日救急医会関東誌，15，288－289，1994．
　9）村上正洋，大久保正智，三好将和，文入正敏，青木見佳子1）（1）付属病院皮膚科）：診断に難渋した下腿筋肉内腫
　　瘤の1例．形成外科，38，55－58，1995．
10）小林伸子1），義澤　泉1），白井洋司，江川ゆり1），伊東文行D，百束比古（1）第二病院皮膚科）：結節性筋膜炎の1例．
　　皮膚科の臨床，36，1285－1288，1994．
11）滝沢　康：Cross・1eg法の検討．整災外，37，1261－1272，1994．
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13）青木見佳子1），中島美知子1），矢島　純1），本田光芳1），嘉陽宗隆，百束比古，古田知行2），吾妻安良太2），福田　悠3），
　　杉崎祐一3）（1）皮膚科，2）内科学第4，3）病理学第1）：Neuroendocrine　originの悪性腫瘍を疑った1例．日本皮
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膚病理組織学会会誌，10，66－69，1994．
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　4）平井　隆，百束比古，大久保正智，文入正敏：鑑別を要する顔面皮膚軟部組織悪性腫瘍．第12回頭蓋顎顔面外科
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　　reconstructive　surgery　（Bangkok），1994．　8．
　2）Aoki，R，Hirai，T・：Intercostal　cutaneous　perforator　thin　flap　and　its　supercharging　version．The7th
　　Asean　congress　of　plastic　and　reconstructive　surgery（Bangkok），1994．8．
　3）Hirai，H・：Ultrasonic　diagnosis　of　nail　plate　deformities．The7th　Asean　congress　of　plastic　and　reconstmc－
　　tive　surgery　（Bangkok），1994．　8．
　4）Murakami，M．，Tonegawa，H．，Hyakusoku，H．，Fumiiri，M．：下肢における主要動脈を損傷しない島状皮弁の
　　解剖学的研究および臨床応用．第5回日中形成外科学会（沈陽），1994．9．
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　　中形成外科学会（沈陽），1994．9．
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12）銅冶英雄，村上正洋，百束比古，文入正敏，横田裕行1），秋元正宇（1）救急医学）：Hydroxyapatiteを用いた広範
　　囲頭蓋顔面骨再建の1症例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
13）井上幸彦，三橋　清，百束比古，大久保正智，平井　隆，文入正敏，秋元正宇：ケロイド肥厚性疲痕にたいする
　　術後早期電子線照射の効果について；長期followup症例の検討．第185回日本形成外科学会東京地方会，1994．
　　12．
14）利根川　均，嘉陽宗隆，百束比古，文入正敏，滝沢　康1）（1》癌研究会付属病院頭頸科）：Proximally　or　distally
　　based　sural　island　f・c　flapに関する一考察．第185回日本形成外科学会東京地方会，1994．12．
15）大木更一郎，平井　隆，百束比古，文入正敏：Secondary　vascularized　flapの血管構築の経時的変化：特に静
　　脈相の観察について．第5回日本形成外科学会基礎学術集会，1994．11．
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16）百束比古，利根川　均，簡野晃次，嘉陽宗隆，井上幸彦，佐藤真美子：Supercharged　occipito－cervico－dorsal　super
　　thin　flapによる顔面頸部再建．第21回日本マイクロサージャリー学会（弘前），1994．11．
17）村上正洋，大久保正智，簡野晃次，嘉陽宗隆，文入正敏，土屋喜哉1），望月　功1），坂田修一2）（1）東戸塚記念病院
　　外科，2）同形成外科）：背部腫瘍内出血のため緊急手術を要したレックリングハウゼン病の1例．第37回日本救急
　　医学会関東地方会，1994．6．
18）三橋　清，井上幸彦，百束比古，利根川　均，嘉陽宗隆，文入正敏：異物埋入乳房の再建術式の検討．第17回日
　　本美容外科学会，1994．10．
19）嘉陽宗隆，百束比古，村上正洋，簡野晃次1），利根川　均，井上幸彦，岩切　致，銅冶英雄（・）総合会津中央病
　　院形成外科）：熱傷再建におけるsupercharged　super－thin　flapの有用性にっいて．第3回熱傷学会地方会，
　　1995．　1．
20）平井　隆，井上幸彦，文入正敏：顔面骨骨折の超音波診断．日本頭蓋顎顔面外科学会，1994．11．
21）銅冶英雄，村上正洋，百束比古，小林士郎1），水成隆之1》，吹野晃一1）（1）千葉北総病院脳神経外科）：自傷による
　　頭頂部骨軟部組織欠損の1症例．日本頭蓋顎顔面外科学会，1994．11．
22）嘉陽宗隆，平井　隆，百束比古，文入正敏：形成外科領域における新しいmicrosurgical　technique；微小血管
　　吻合器の利用．日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
23〉三好将和，大久保正智，百束比古，文入正敏，沖永真奈恵1）（1）乃木坂クリニック）：形成外科における新しいレー
　　ザー治療；Q－switched　ruby　laserによる皮膚色素異常症の治療経験．日本医科大学医学会第83回例会，1994．
　　5．
24）久吉隆郎・），天野純治1），難波　亨1），木本洋一郎1），大久保哲行1），平野滋之1），栗原雄司・），野中尚子，百束比古，
　　大久保正智，青木　律，村上正洋，山本　達（1）第二病院外科）：高齢者にたいする胸壁再建手術法について．日
　　本医科大学医学会第85回例会，1995．2。
25）井上幸彦，百束比古，大久保正智，平井　隆，三橋　清，山本　達，文入正敏，野中尚子：乳房手術後患者のQOL
　　の向上について：当科における乳房再建術．日本医科大学医学会第85回例会，1995．2．
26）大久保正智，百束比古，村上正洋，嘉陽宗隆，利根川　均，文入正敏：当科における褥創手術．日本医科大学医
　　学会第85回例会，1995．2．
27）久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），木本洋一郎1），大久保哲行1），平野滋之1），栗原雄司1），的場康徳1），平田知
　　己1），百束比古，大久保正智（1》第二病院外科）：再発乳癌にたいする胸壁全層切除症例の検討．第62回日本医科
　　大学医学会総会，1994．9．
28）村上正洋，百束比古，大久保正智，利根川　均，三橋　清，服部怜美1），青木見佳子1）（1）付属病院皮膚科）：当科
　　における乳房外Paget病の手術法と遠隔成績．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
29）百束比古：Microvascular　superchargingによる巨大組織の移植法の開発．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994．9．
30）青木順子1），北原東一L），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美1），本田光芳1），青木　律，百束比古，
　　鈴木英之2）（1）付属病院皮膚科，2）下谷病院外科）：悪性血管内皮細胞腫の1例．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994．9．
31）秋田雅彦1），矢代加奈1），堺　則康1），津田晃男1），横山　泉1），江川ゆり1》，伊東文行1），佐藤政志2），渡部英之2），
　　村上正洋，百束比古（1）第二病院皮膚科，2）同放射線科）：皮膚サルコイドーシスの3例．第62回日本医科大学医
　　学会総会，1994．9．
32）利根川　均，百束比古，村上正洋：極めて稀な先天奇形：EEC症候群の1例．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994。9．
33）野中尚子，百束比古，平井　隆，簡野晃次，佐藤真美子，文入正敏：Super－thin　intercostal　cutaneous　perforator
　　flapによる手の再建．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
一329一
34）嘉陽宗隆，百束比古，利根川　均，成田哲也1），田沼久美子2）（1）付属病院整形外科，2）解剖学第2）：順行性およ
　　び逆行性sural　flapによる下腿再建．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
35）百束比古，佐藤真美子，簡野晃次，嘉陽宗隆，利根川　均，文入正敏：Supercharged　thin　flapの開発．第62回
　　日本医科大学医学会総会，1994．9．
36）平井　隆，井上幸彦，文入正敏：顔面骨骨折の超音波像．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
37）岩切　致，利根川　均，秋元正宇，百束比古，文入正敏：まれな成人顔面裂2症例の手術経験．第62回日本医科
　　大学医学会総会，1994．9．
38）三橋　清，百束比古，井上幸彦，文入正敏：Free　divided　TRAM　flapによる注入異物摘出後の乳房再建術とそ
　　の可能性．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
39）平井　隆，百束比古，三橋　清，村上正洋：Prefabricated　cartilage　grafted　flap　lこよる耳介再建。第186回日
　　本形成外科学会東京地方会，1995．2．
40）青木律D，百束比古，村上正洋2》（1）北村山公立病院形成外科，2）ロイヤルアデレードホスピタル形成外科）：
　　Rotation　subcutaneous　pedicled　method。第187回日本形成外科学会東京地方会，1995．3．
41）青木順子1），青木見佳子1），畑三恵子n，矢島　純1），服部怜美1），本田光芳1），青木　律，百束比古，鈴木英之2）
　　（1）付属病院皮膚科，2）下谷病院外科）：悪性血管腫の1例．日本皮膚科学会第703回東京地方会，1994．
42）青木見佳子1），矢島　純1），本田光芳1），嘉陽宗隆，百束比古，古田知行2），吾妻安良太2），福田　悠3）（1）付属病院
　　皮膚科，2》内科学第4，3）病理学第1）：若年者に生じた皮膚悪性腫瘍の1例．第10回日本皮膚病組織学会，1994．
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20．付属病院付置施設等
　　［付属病院集中治療室］
研究概要
　集中治療室（ICU，CCU）は昭和48年の開設以来，都内21施設よりなる東京都CCUネットワークの事務局としてそ
の中心的役割を果たしてきた．極めて豊富な症例を背景として，心肺血管緊急症の臨床に即した病態，診断，治療に
関する，或いは疫学的社会的な研究を中心に実施，その成果を国内外に発表し，先進的施設の一つとして高く評価さ
れている．平成6年度の研究概要は以下の如くである．
　急性心筋梗塞の診療課題は，早期収容，早期診断，早期治療，ポンプ不全の救命，発症予防である．上記ネットワー
クより得た疫学的社会学的観点から循環器救急疾患を総括，年次報告として発表，その体制の改善に努めるとともに
独自の立場からも心性危機，特に急性心筋梗塞の早期収容体制の実態を調査，加えて救急救命士制度の有用性と問題
点を指摘した．その早期診断では全国に先駆けいち早く導入したトロポニンTの有用性と意義に関する研究の継続に
加え，新開発のトロポニン丁簡便迅速判定法の有用性を検討した．治療では新設された専用の緊急心血管造影診断治
療室を最大限に利用し積極的に経皮的冠血管形成術やステント，DCAなどのインターベンションを実施，また新世代
の血栓溶解薬の全国的治験の中心施設として活動し，これらの成績を集積している．さらに急性心筋梗塞に起因する
心原性ショックの要因を詳細に検討した結果から，その治療法，特に冠血行再建療法に対する重要な示唆を得た．そ
の機械的治療では経皮的心肺補助法（PCPS）の効果と限界につき厚生省の委託研究班員として研究を3年間にわたり
継続，終了した。加えて合併する腎不全に対し積極的に持続的血液濾過法（CHDF）を適用し，効果を検討している．
予防面では高率に心筋梗塞に移行するとされる不安定狭心症の病態を詳細に調査研究した．また，積極的血清コレス
テロール降下療法による慢性期冠動脈病変の退縮についても国内外で発表，注目された．
　心不全に対する薬物療法ではPDE阻害薬，Forskolin誘導体，Ca感受性増強薬などの有用性の検討を継続，アンギ
オテンシンII拮抗薬の多施設共同研究の中心施設として学会発表を行った．解離性大動脈瘤では新開発のELISA．
FM法を用いた線溶凝固系に関するユニークな研究を進めている．
　肺塞栓血栓症では血栓溶解法の有用性検討の他，PCPSの応用などを模索している．
　不整脈では，特に心不全を背景とする難治性不整脈の薬物療法に関する検討を進めている．
　重症呼吸不全では各種基礎疾患に基づくARDSの病態の解明と治療法につき研究，サイトカインの関与やPDE阻
害薬の効果とともに，術後，呼吸不全をきたしやすい疾患に対し抗炎症薬投与による予防的治療の検討を行った．
研究業績
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7）高野照夫，内田拓実，家所哲夫，子島　潤，高山守正，田中啓治，田村　勤1）・本江純子2）・山口　洋3），横井　尚3）・
　山口　徹4），出川敏行4），木村　満5），嶽山陽一6），鈴木　紳7），広沢弘七郎7），高橋早苗8），林田憲明9），堀江俊伸10），
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　　一By－stander　CPRの重要性一．Therapeutic　Research・15・2982－2985・1994．
11〉青木英彦1），高野照夫，土師一夫2），有馬新一3），舘田邦彦4），早崎和也5）・柴田淳一4）・平盛勝彦1）（1）岩手医科大
　　学，2）国立循環器病センター，3）鹿児島大学，4）市立旭川病院，5）済生会熊本病院）：急性心筋梗塞症の早期収容体
　　制の問題点と対策．日集中医療医会誌，1，85－93，1994．
12）高野照夫，子島　潤，清野精彦1），説田浩一1），竹田晋浩，高山守正・内田拓実ユ），田中啓治21（1）内科第一・2）千
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　　葉北総病院集中治療部）：急性心筋梗塞症におけるEndothelin動態．脈管学，34，929－932，1994．
13）説田浩一・酒井俊太・鈴木郁代・浅井邦也，国見聡宏，横山広行，星野公彦，雪吹周生，今泉孝敬，富田喜文，
　　草問芳樹，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：Cilostazo1のPTCA後再狭窄防止効果の検討．臨床薬理，
　　26，89－90，1995．
14）子島　潤，高野照夫，片桐敬1），獄山陽一），村上幹高1），鈴木紳2），本宮武司3），手島　保3）（1）昭和大学，
　　2）榊原記念病院，3）東京都立広尾病院）：アンギオテンシンII拮抗薬MK－954経口単回投与の急性心不全に対する
　　効果一前期第2相試験結果一．臨床薬理，26，267－268，1995．
（2）総説：
　1）竹田晋浩，高野照夫：酸素療法の実際とレスピレーターの使用法．月刊消防，16，85－91，1994．
2）横山広行1），高野照夫（u内科第一）：ハイリスク心疾患のベッドサイド・モニタリング（特集：ベッドサイド心
　　臓病学）．綜合臨床，43，659－663，1994．
3）岩崎康孝1），黒澤　尚1），岩崎　栄2》，辺見　弘1），高野照夫（1）救急医学，2）病院管理学）1集中治療施設の医療経
　　済；現場で働く医師の医療経済に関する認識。病院，53，466－469，1994．
4）高山守正，高野照夫：血栓溶解薬tPA，pro　UK（特集1最新／救急薬品の使い方）．救急医学，18，670－671，1994．
5）大國眞一1），水野杏一），田中啓治2），高野照夫（1》千葉北総病院内科，2）同集中治療部）：ポンプ失調への対応（特
　　集：急性心筋梗塞と救急治療）．集中治療，6，605－612，1994．
6）高山守正，高野照夫：冠動脈の臨床一新しい診断・治療体系一（上）；梗塞後左室形態の再構築（remodeling）．
　　日本臨床，52（臨増），167－175，1994．
7）今泉孝敬，草間芳樹1），酒井俊太，本間　博1），高山守正，高野照夫（1》内科第一）：冠動脈の臨床一新しい診断・
　　治療体系一（上）；負荷断層心エコー法：ドブタミン負荷心エコー法日本臨床，52（臨増），351－357，1994．
8）高野照夫：東京都CCUネットワークの活動状況（特集：急性心筋梗塞のプレ・ホスピタルケア）．循環器科，36，
　　14－19，　1994．
9）清野精彦1），高野照夫（1）内科第一）：心筋梗塞後の薬物療法と予後（特集：循環器薬の使い方1994；循環器薬と
　　予後の改善）．Medicina，31，1332－1334，1994．
10）佐藤直樹，国見聡宏，安武正弘，富田喜文，草問芳樹，滝口扶由子，井野　威，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，
　　早川弘一：甲状腺機能低下を伴った右室拡張型心筋症の1例．心臓，26，716－721，1994．
11）中込明裕，田中啓治：冠動脈の臨床一新しい診断・治療体系一（下）；早期梗塞後狭心症と晩期梗塞後狭心症一臨
　　床像と治療法一．日本臨床，52（臨増），384－388，1994．
12）浅井邦也，草間芳樹1），高山守正，宗像一雄1）（1）内科第一）：冠動脈の臨床一新しい診断・治療体系一（下）；若年
　　者心筋梗塞の特徴と問題点．日本臨床，52（臨増），594－598，1994．
13）高山守正：血栓溶解療法一とくにt・PAを用いて一．臨床と薬物治療，13，903－907，1994．
14）杉本忠彦D，高野照夫，田中啓治2），子島　潤，保坂浩希，二宮淳一3）（1）北総病院胸部外科，2）北総病院集中治療
　　部・3）胸部外科）：経皮的心肺補助法の適応と問題点（特集：心ポンプ不全の機械的補助治療）．集中治療，6，
　　891－897，　1994．
15）高野照夫：老年者の心肺蘇生・除細動・ぺ一シング（特集：老年者の救急）．日医師会誌，112，783，1994．
16）高野照夫，小原俊彦，子島　潤，浅井邦也，藤田信輔：急性増悪の対策と治療（特集：慢性心不全一新しい治療
　　とその展開）．CARDIAC　PRACTICE，5，425433，1994．
17）高山守正：心筋梗塞とβ遮断薬・およびACE阻害薬（特集：心筋梗塞をめぐる薬剤の進歩）．ハートナーシング，
　　7，　888－893，　1994．
18）高野照夫，酒井俊太，子島　潤，太田眞夫，清野精彦：早期の診断法はどこまで進歩したか（特集：急性心筋梗
　　塞症一診断と治療の最前線）．救急医学，18，1653－1656，1994．
19）高野照夫：不安定狭心症と心筋梗塞一病態と診断の最近の話題一（テーマ1虚血性心疾患一診断と治療一）．東京
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　　都医師会誌，47，706－712，1994．
20）清野精彦1），富田喜文1），星野公彦1），八島正明D，大野忠明1），高野照夫，早川弘一1）（1）内科第一）：トロポニン
　　丁測定による心筋障害の診断と病態の分析（特集：集中治療と生化学的マーカー：最前線）。集中治療・6，
　　1097－1106，　1994．
21）高野照夫：私の治療法：急性心筋梗塞の早期治療一その1．臨床科学・30・1603－1606・1994・
22）金　　徹，竹田晋浩，高野照夫：機器，モニタリングシステムの現状．新医療，21，35－38，1994．
23）高野照夫：急性心不全の病態と治療．Therapeutic　Researh，15，4866－4876，1994。
24）中込明裕，田中啓治，高野照夫：Coronary　Thrombolysisの問題点と今後の展望．Coronary，11，291－297，1994．
25）早川弘」），清野精彦・），田中啓治，高野照夫（・）内科第一）：急性循環不全upd＆te一急性心筋梗塞をめぐって一（特
　　集：集中治療学up　date）．集中治療，6（臨増），S143－S153，1994．
26）高野照夫：経ロドパミン製剤ドカルパミン．カレントテラピー，13，149－151，1995．
27〉高野照夫：急性心不全の治療：新しい展開．OSAKA　HEART　CLUB，18，13－17，1995．
28）田寺　長，高野照夫：意識障害をきたす疾患　重症不整脈（特集：目で見る救急医療の実際）。治療，77，326－333，
　　1995．
29）小林義典1），高野照夫（1）内科第一）：不整脈治療としての補助循環（特集：集中治療における不整脈治療の進歩）．
　　集中治療，7，135－140，1995．
30）太田眞夫1），橋本英洋2），高野照夫（1〕内科第一，2）下谷病院）：内科医に必要な救急医療10．意識障害代謝異常，
　　その他による昏睡．内科，75，316－320，1995．
31）子島　潤，高野照夫：急性心不全に対する強心薬の役割（特集：強心薬一最近の話題）．循環器科，37，284－290，
　　1995．
〔1993年度追加分〕
（1）原著：
1）加藤和三1），高野照夫，早川弘一2），清野精彦2）（1）心臓血管研究所，2）内科第一）：急性心不全に対するミルリノン
　　静注薬の臨床的有用性に関する検討：プラセボを対照とした多施設共同二重盲検比較試験．医学のあゆみ，168，
　　855－869，　1994．
　2）加藤和三1），高野照夫，百村伸一2），芦澤　剛2），平盛勝彦3），飯塚昌彦4》，細田瑳一5），片桐　敬6），上嶋権兵衛7），
　　本宮武司8），水野　康9），篠山重威10），南野隆二U），児玉和久12》，土師一夫13），清野精彦14）（1）心臓血管研究所，
　　2）東京大学，3）岩手医科大学，4》濁協医科大学，5）東京女子医科大学心臓血圧研究所，6）昭和大学，7）東邦大学，8）東
　　京都立広尾病院，9）藤田保健衛生大学，10）京都大学，11）桜橋渡辺病院，12）大阪警察病院心臓センター，13）国立循環
　　器病センター，14）第一内科）：ミルリノンの臨床的研究；第III相多施設共同試験．臨床成人病，24，395－410，
　　1994．
（2）総説：
　1）高野照夫：救急医療から見た急性心筋梗塞（特集：心筋梗塞）．順天堂医学，39，461468，1994。
著　書
　1）高野照夫，富田喜文，草間芳樹，落　雅美：〔分担〕不安定狭心症．”内科治療ガイド’94”（Medical　Practice編
　　集委員会編），P．399－405，分光堂，1994．
　2）高野照夫，富田喜文：〔分担〕不安定狭心症．”循環器疾患最近の治療’94～’95”（安田寿一監修），P。46－50，南
　　江堂，1994．
　3）高野照夫，高田加寿子：〔分担〕急性左心不全．”新しい集中治療の指針”（吉矢生人・島田康弘編）・P・170－174・
　　南江堂，1994．
　4）竹田晋浩，高野照夫1〔分担〕酸素療法の必要性．”循環器NowNo7心臓エマージェンシー”（上嶋権兵衛編）・
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　　P．154－155，南江堂，1994．
　5）高野照夫・田中　隆：〔分担〕心臓エマージェンシーの疫学．”循環器Now　No7，心臓エマージェンシー”（上
　　嶋権兵衛編），P．59－71，南江堂，1994．
　6）高野照夫，高山守正：〔分担〕心原性ショック．急性心不全．”最新救急医学”（下地恒毅，平澤博之編），P．234－240，
　　最新医学社，1995．
　7）高野照夫：〔分担〕心筋梗塞・”今日の治療指針1995年版”（日野原重明，安部正和監修），P・314－317，医学書院，
　　1995。
8）高野照夫：〔共著〕心筋梗塞．”心臓病エッセンシャルズ”，P．233－257，南江堂，1995．
9）高野照夫二〔共著〕心臓救急．”心臓病エッセンシャルズ”，P．375－390，南江堂，1995．
10）高野照夫・富田喜文・草間芳樹，落　雅美：〔分担〕不安定狭心症．”内科治療ガイド’95”（Medical　Practice編
　　集委員会編）．P．408～414，文光堂，1995．
〔1993年度追加分〕
　1）高野照夫，平盛勝彦1）（1）岩手医科大学）：〔編集〕FOCUS循環器（2）救急治療．中山書店，P．54－60，1993．
学会発表
（1）教育講演：
　1）高野照夫：動悸のプライマリ・ケア（テーマ：臨床医学の最前線一病態と対策シリーズ）．第24回日本医学会総
　　会，1995．4．
（2）シンポジウム：
　1）高山守正：冠動脈病変に対する積極的脂質低下療法の効果一”CORONARY　LIPID　STUDY”と最近の海外の
　　臨床試験一（テーマ：コレステロール低下治療と心血管イベント抑制）．第42回日本心臓病学会学術集会，1994．
　　9。
　2）高山守正，桜井　薫，高野照夫：再潅流療法による出血性合併症は心筋梗塞の急性期予後に影響するかP（テー
　　マ：静注t－PAの現状と展望）．第8回日本冠疾患学会学術大会・1994．12．
　3）高野照夫：強心薬と補助循環治療（テーマ：ショックと心不全の集中治療）．第3回日本集中治療医学会関東甲
　　信越地方会，1994．12．
　4）高山守正：虚血性心疾患における心電図モニターの今後（テーマ：集中治療室におけるモニターの今後）．第22
　　回日本集中治療医学会総会，1995．2．
　5）本間　博1），草間芳樹1），宗像一雄1），岸田　浩1），早川弘一1），子島　潤，高山守正，高野照夫（1）内科第一）：ICU
　　における経食道心エコー図：心筋虚血時の左心室拡張機能のモニター．第6回日本臨床モニター学会総会，1995．
　　3．
　6）水野杏一1），大国真一），上村竜太1），黒川浩史1），北村克弘2），荒川　宏2），渋谷利雄2），里村公生2），五十嶋一成2），
　　栗田　明2）・中村治雄2），高野照夫，早川弘一3）（1）千葉北総病院内科，2）防衛医科大学校，3）内科第一）：血管内視
　　鏡から見た冠動脈疾患の治療法の選択と評価．第6回日本臨床モニター学会総会，1995．3．
7）竹田晋浩，金　　徹，小野寺英貴，中西一浩，坂本篤裕，井上哲夫，高野照夫，小川　龍：急性心不全に呼吸不
　　全を合併した症例の呼吸機能に対するアムリノンの効果．第42回日本麻酔学会総会，1995．4．
（3）パネルディスカッション：
　1）田中啓治1），横山広行，高山守正，高野照夫，早川弘一2》（1）千葉北総病院集中治療部，2）内科第一）：再潅流療法
　　施行患者に対する急性期リハビリテーション（テーマ：虚血性心疾患のリハビリテーション；その新しい展開）．
　　第58回日本循環器学会学術集会，1994．3．
（4）一般講演：
　1）Yanase，0。1㌧Motomiya，T。1），Morimoto，0．1），Hiyoshi，Y．1），Tejima，T．1），Nomura，S．1），Sakurada，H．1》，
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　Sugiura，M．1），Tanaka，K．，and　Takano，T，（1）Tokyo　Metropolitan　Hiroo　General　Hospita1）：ACUTE
　EFFECTS　OF　NKH477，A　NOVEL　WATER・SOLUBLE　FORSKOLIN　DERIVATIVE，IN　PATIENTS
　WITH　CATECHOLAMINE－RESISTANT　HEART　FAILURE：A　PRELIMINARY　REPORT．JOINT
　XIlthWORLDCONGRESSOFCARDIOLOGY　ANDXVIthCONGRESS　OFTHEEUROPEAN　SOCIETY
　OF　CARDIOLOGY（GERMANY），1994．9．
2）Sakai，S．，Kusama，Y．，Homma，H．，Uemura，R．，Asai，K，Suzuki，L，Okuni，S．，Takayama，M。，Munakata，
　K．，Kishida，H．，and　Hayakawa，H．：Does　Stress－Induced　ST　Elevation　in　Infarct・Related　Leads　Indicate
　Ischemia　of　Residual　Viable　Myocardium～JOINT　XIIth　WORLD　CONGRESS　OF　CARDIOLOGY　AND
　XVIth　CONGRESS　OF　THE　EUROPEAN　SOCIETY　OF　CARDIOLOGY（GERMANY），1994。9．
3）Takayama，M．，Munakata，K．，Tomita，Y．，Yokoyama，H。，Kusama，Y。Takano7T．，and　Hayakawa，H，：
　Regression　of　Infarct・related　Coronary　Lesions　on　Agressive　Lipid　Lowering　Treatment　in　Patients　after
　Recovery　from　Acute　Myocardial　Infarction．第44回米国心臓病学会議（New　Orleans），1995．3．
4）Inasaki，Y．，Kurosawa，H．，Iwasaki，S．，Henmi，H，，and　Takano，T．：Clinical　Economics　of　Intensive　Care
　　Facilities：Understanding　of　Clinical　Economics　by　Intensive　Care　Physicians，HELTH　CARE　REFORM
　　FROM　THE　VIEWPOINT　OF　HEALTH　ECONOMICS，1994．6．
5）Nejima，J．，Takano，T．，and　Vatner，S．F．1）（1）Harvard　Medical　Schoo1）l　Effects　of　Chronic　Exposure　to
　　Catecholamines　on　Cardiac　Responses　to　Acute　Challenges　to　Catecholamines　in　Conscious　Dogs，2nd
　　Intemational　Congress　of　Pathophysiology（Kyoto），1994．11．
6）Seino，Y．，Momomura，S。，Takano，T．，Hayakawa，H。，and　Katoh，K：Multicenter　Double－Blind　Study　of
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54）土下宏一），遠藤康実1），雪吹周生1），本間　博1），井野　威1），岸田　浩1），早川弘一），浅井邦也，石井新哉，高
　　野照夫（1）内科第一）：冠攣縮性狭心症を合併したGraves病の1例．第435回日本内科学会関東地方会，1995．3．
55）藤田信輔，高山守正，子島　潤，浅井邦也，酒井俊太，竹田晋浩，今泉孝敬，保坂浩希，高野照夫，清野精彦1），
　　早川弘一1）（1）内科第一）：急性心血管疾患における血栓形成動態の評価：モノクローナル抗体を用いた
　　FIBRIN・MONOMER定量による検討．第59回日本循環器学会総会・学術集会，1995．4．
56）横山広行，星野公彦，浅井邦也，酒井俊太，鈴木郁代，富田喜文，草間芳樹，子島　潤，高山守正，宗像一雄，
　　高野照夫，岸田　浩，早川弘一：Latereperfusionの有用性に対するtimewindowと長期予後の検討．第59回
　　日本循環器学会総会・学術集会，1995．4．
57）国見聡宏・），星野公彦・），横山広行・），富田喜文1），草間芳樹・），宗像一雄・》，岸田　浩・），早川弘一・1，浅井邦也，
　　酒井俊太，今泉孝敬，高山守正，高野照夫（1）内科第一）：冠動脈多枝病変例の治療法と長期予後の検討．第59回
　　日本循環器学会総会・学術集会，1995．4．
58）子島　潤，高野照夫，清野精彦，山本　剛，島井新一郎，浅井邦也，酒井俊太，竹田晋浩，保坂浩希，今泉孝敬，
　　高山守正，富田喜文，早川弘一：トロポニン丁迅速判定法の精度と有用性の検討．第59回日本循環器学会総会・
　　学術集会，1995．4．
59）説田浩一1），清野精彦1），富田喜文1），長江安洋1），宗像一雄1），岸田　浩1），早川弘一1），子島　潤，高山守正，高
　　野照夫（1）内科第一）：急性心筋梗塞（AMI）における血清Interleukin（IL）一6値上昇とMyocardial　Stuming
　　（MS）との関連．第59回日本循環器学会総会・学術集会，1995．4．
60）金子晴生1），田中啓治1），田中　隆1》，大野忠明1），高木　元1），岩城秀行1），杉本忠彦1），浅野哲雄1），子島　潤，
　　高山守正，高野照夫，早川弘一2）（1）千葉北総病院集中治療部，2）内科第一）：経皮的心肺補助法（PCPS）を施行
　　した極めて重篤な心原性ショックに対するPTCAの効果．第59回日本循環器学会総会・学術集会，1995．4．
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［付属病院病理部］
研究概要
　日常の診断業務における質の向上，臨床各科へのバックアップ並びに，卒後教育に積極的に関わることは元より・
日常業務の中から見出したテーマを臨床病理研究として推進出来ること，さらに発展して基礎的研究にも参画出来る
ことが，大学病院病理部のあるべき姿と考え，今年度も，両病理学教室を初め，臨床各科に協力をお願いして，体制
作りに努力してきたが道はまだ遠い．しかし，幸い基礎的研究も含め以下の成果が得られた．
　なお，下記の成果以外に，臨床各科の症例報告等に協力出来た症例は9症例一内科（2），小児科（2），皮膚科（2）・外
科（1），整形外科（1），老人科（1）一であった．
　1）病理学教室との腎炎に関しての研究が継続され，学会活動も活発であり，論文の纏にも参画出来た．
　2）心臓に関しては，米国NIHのグループとの研究が，活発に行われ，本年度講演したテーマの幾つかは既に論文
として纏め投稿中である．この共同研究は来年度以降も継続され，更なる研究成果が期待される．
　3）細胞診関係も技師を中心として，問題症例の報告，症例の検討を基礎とした細胞診の基礎的研究についての報告
がなされ，一部は論文として纏めることができた．来年度も他の付属病院病理部と共同でワークショップ等学会活動
を発展させる予定である．
　4）生検症例を介して他大学との共同研究も検討しているが，本年度は造血器の疾患の症例報告として纏められた．
研究業績
論　文
（1〉原著：
　1）Shimizu，A．1），Masuda，Y．1），Ishizaki，M．1），Sugisaki，Y．，and　Yamanaka，N・（1）病理学第1）：Tubular
　　dilatation　in　the　repair　process　of　ischaemic　tubular　necrosis．Virchows　Arch。，425，281－290，1994．
　2）Shimizu，A．1），Kitamura，H。1》，Masuda，Y．1），Ishizaki，M．1），Sugisaki，Y．，and　Yamanaka，N・（1）病理学第1）：
　　Apoptosis　in　the　repair　process　ofexperimental　proliferative　glomerulonephritis、Kidney　Int．，146，114－121，
　　1995．
　3）牛尾龍朗1），吉村邦彦1），児島　章1），田井久量1），半沢　隆2），伊坪喜八郎2），高木敬三3），杉崎祐一，岡野　弘1）
　　（1）慈恵会医科大学第3病院内科学第2講座，2）同外科，3）同病理科）：初回切除術9年後に再燃をみたCastleman
　　病の1例．日胸疾会誌，32，1175－1180，1994．
　4）北川泰之1），白井康正1），中山義人・），角田　隆1），中原義人・），浅野伍朗2），松原美幸，前田昭太郎3）（1）整形外科
　　学，2病理学第2，3）多摩永山病院病理部）：臨床的に悪性が疑われたが細胞診にて推定診断しえた腱鞘巨細胞（び
　　まん型）の1例．日臨細胞会誌，33，1145－1149，1994．
　5）松原美幸，杉崎祐一，北川泰之1），角田　隆1），前田昭太郎2）（1｝整形外科，2）多摩永山病院病理部）：Malignant
　　hemangiopericytoma：穿刺吸引細胞診2症例による検討．日臨細胞誌，34，98－102，1995．
　6〉青木見佳子1），中島美知子1），矢島　純1），本田光芳1），嘉陽宗隆2），百束比古2），吉田知行3），吾妻安良太3），福田
　　悠4），杉崎祐一（1）付属病院皮膚科，2）形成外科，3）内科学第4，4》病理学第1）：Neuroendocrine　originの悪性腫
　　瘍を疑った1例．日皮病理組織会誌，10，66－69，1994．
学会発表
（1）シンポジウム1
　1）Sugisaki，Y．：Re－evaluation　of　the　rat　experimental　model　of　focal　segmental　GN・30Jahre　Forschung
　　Japan－Freiburg：Symposium　on　pathogene－sis　of　renal　disease（Freiburg），1995．5．
（2）一般講演：
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　1）Shimizu，A．1），Nakao，N．2），Muroga，K．1），Kitamura，H．1），Masuda，Y．1），Ishizaki，M．1》，Sugisaki，Y．，Natori，
　　Y．2》，and　Yamanaka，N，（1）病理学第1，2）国際医療センター病態生理）：Apoptosis　in　progression　process　of
　　experimental　crescentic　glomemlonephritis．27th　Annual　Meeting　of　Am　Soci　Nephro1（01ando），1994．
　　11．
　2）Tamura，K．，Jones，M．1），Yamada，1．1），and　Ferrans，V．J．（1）NIH．USA）：Woundhealingin　themitral　valve．
　　American　College　of　CardioIogy44rd　Annual　Scientific　Session（New　Orleans），1995．3．
　3）松原美幸，杉崎祐一，北川泰之1），角田　隆1），前田昭太郎2）（1）整形外科，2）多摩永山病院病理部）：骨腫瘍・軟部
　　腫瘍に対する穿刺吸引細胞診の検討一第2報一．第35回日本臨床細胞学会総会，1994．6．
　4）浅川一枝，渡会泰彦，松原美幸，横沢俊一，釜口晴美，杉崎祐一，樋口勝美1），古川　清1），横山宗伯2），前田昭
　　太郎3）（1）外科学第1，2）病理学第2，3）多摩永山病院病理部）：乳腺原発悪性リンパ腫の1例．第35回日本臨床細
　　胞学会総会，1994．6．
　5）渡会泰彦，松原美幸，横沢俊一，杉崎祐一，内藤善哉1），樋口勝美2），古川清憲2）（1）病理学第2，2）外科学第1）：
　　複数の細胞検査士による乳腺細胞診判定法の試み．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　6）松原美幸，杉崎祐一，渡会泰彦，横沢俊一：検体取扱が組織標本に及ぼす影響について一固定までの時間と染色
　　性r第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　7）辰口篤志1），福田　悠1），杉崎祐一，山中宣昭1），長田和弘2），緒方清行2），岸田輝幸2），小林正文2）（1》病理学第1，
　　2）内科学第3）：胃・腸管のmultiple　lymphomatouspolyposisの1症例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　　9．
　8）益田幸成1》，清水　章1），北村博司1），石崎正通1），杉崎祐一，山中宣昭1）（D病理学第1）：Thy－1腎炎へのハブ毒
　　追加投与による影響．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
　9）室賀一宏1），清水　章1），益田幸成1），杉崎祐一，山中宣昭1）（1）病理学第1〉：Thy－1腎炎の軽度病変とアポトーシ
　　ス．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
10）清水　章1），北村博司1），益田幸成1），杉崎祐一，山中宣昭1）（1）病理学第1）：実験腎炎の半月体におけるアポトー
　　シス．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
11）北村博司1），杉崎祐一，清水　章・），益田幸成・），石崎正通1》，山中宣昭1）（1）病理学第1）1糸球体硬化モデルにお
　　ける内皮細胞の動態．第37回日本腎臓学会総会，1994．12．
〔1993年度追加分〕
一般講演：
　1）Tamura，K．，Fukuda，Y．1），Yamanaka，N．1），and　Ferrans，V．J．2）（1）病理学第1，2）NIH．USA）：Structural
　　abnormalities　of　comective　tissue　in　floppy　mitral　valve．American　College　of　Cardiology43rd　Annual
　　Scientific　Session（Atlanta），1994。3．
　2）Tamura，K．，Jones，M．1），Yamada，1．1），and　Ferrans，V．J。（1）NIH．USA）：A　Comparison　of　failure　models
　　of　glutaraldehyde－treated　versus　anti－biotic－preserved　mitral　valve　allografts　implanted　in　sheep．American
　　College　of　Cardiology43rd　Annual　Scientific　Session（Atlanta〉，1994．3．
［付属病院中央検査部］
研究概要
　中央検査部は，患者情報を臨床サイドヘ提供するのみならず，21世紀に向けた検査の進歩にも対応できるよう心掛
けていきたい．
　本年度の各部門における主な活動は，①血清検査部門でのポリアミノ酸粒子を用いたHBs抗原，抗体の検討第二世
代HCV抗体の試薬間での乖離例における検索，②緊急検査部門でのCa－L測定試薬における直線性の検討，③血液凝
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固線溶検査部門での自動化によるフィブリンダイマAの検討，④細菌検査部門でのMRSA及び緑膿菌を中心とした
検出菌の推移と各抗菌剤の検索，⑤生化学検査部門でのコレステロール分画時における異常分画の解析，⑥CCM部門
での凍結保存皮膚のviabilityの検討，メチシリン耐性黄色ブドウ球菌と緑膿菌の混合感染に対する各抗菌剤の利用法
と解析など，各分野で広い活動が行われた．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）柴田泰史，木村昭夫1），福山真弓2），五十嵐英夫3）（1）救急医学科，2）東レ（株）医療システム研究所，3）東京都立衛
　　生研究所）：広範囲熱傷患者血清中の抗Toxic　Shock　Syn4rome　Toxin－1（TSST・1）抗体価の検討．感染症誌，
　　68，　792－793，　1994．
　2）柴田泰史，青山昭徳，山下精彦，小関一英1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救急医学科）：血中テオフィリン測定機
　　器Biotrack516の有用性の検討．日救急医会関東誌，15，302－303，1994．
　3）大塚哲夫・），木村昭夫1），加地正人1），益子邦洋1），辺見　弘・），柴田泰史（1）救急医学科）：MRSA感染症に対する
　　ST合剤の使用経験．日救急医会関東誌，15，290－291，1994．
　4）工廣紀斗司1），木村昭夫1），加地正人1），益子邦洋1》，辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司2），伊藤純子2），柴田泰史
　　（1）救急医学科，2）i薬剤部）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌および緑膿菌混合感染に対するArbekacinおよび
　　Fosfmycin併用療法の検討．日救急医会関東誌，15，624－626，1994．
　5）西澤健司1），伊藤純子1），平野公晟1），木村昭夫1），工廣紀斗司2），辺見　弘2），大塚敏文21，柴田泰史（・）薬剤部，
　　2）救急医学科）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌と緑膿菌の混合感染症に対するvancomycinとceftazidimeの
　　併用効果の検討．日救急医会関東誌，15，632－633，1994．
　6〉園部一成，三橋　太，畑　宏芳，青山昭徳，山下精彦：IMxオーサブでのHBV汚染事故におけるHBs抗体の
　　測定．基礎と臨床，28，379－389，1994．
　7）畑　宏芳，菅野徳子，青山昭徳，山下精彦：全自動血液凝固測定装置べ一リングフイブリンタイマAの検討．基
　　礎と臨床，28，365－370，1994．
　8）柴田泰史，犬塚　祥且），青山昭徳，山下精彦，辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救急医学科）：第三次救急施設における
　　血中アルコール検出状況．日救急医会関東誌，15，608－609，1994．
　9）木村昭夫1），柴田泰史，益子邦洋1），辺見　弘1），柴田健治2），五十嵐　寛2）（1）救急医学科，2）BML総合研究所）：
　　重症熱傷患者における血中interleukin－10の検討．日救急医会誌，6，93，1995．
（2）総説：
　1）辺見　弘1），川井　真1），辻井厚子1），久志本成樹1），勝見　敦1），西澤健司2），柴田泰史（1）救急医学科，2）薬剤部）：
　　Skin　Bank．熱傷，20，103－118，1994．
著　書
　1）辺見　弘1），小関一英2），柴田泰史（1）救急医学科，2）川口市民病院救命救急センター）：〔分担〕緊急輸血の実際
　　と問題点の対処法．輸血・血液製剤療法ガイドー増補版一，P．176－181，文光堂，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）福山真弓1），三和敬史1》，柴田泰史，木村昭夫2〕，五十嵐英夫3）（1）東レ（株）医療システム研究所，2）救急医学科，
　　3）東京都立衛生研究所〉：黄色ブドウ球菌感染症患者血清からのTSST－1，抗TSST－1抗体，抗SEA～SEC抗体
　　の検出．第68回日本感染症学会総会，1994．
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2）後藤真弓1），辺見　弘1），川井　真1），勝見　敦1），辻井厚子1），山本保博1），大塚敏文1），柴田泰史（1）救急医学科）：
　　凍結保存皮膚のviabilityの検討．第20回日本熱傷学会総会，1994．
3）大塚哲生1），木村昭夫11，加地正人1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司2），伊藤純子2》，柴田泰史
　　（1）救急医学科，21薬剤部）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌および緑膿菌混合感染に対するArbekacinおよび
　　Fostomycin併用療法の検討．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．
4）西澤健司1），伊藤純子11，平野公晟1），木村昭夫1），大塚哲生2），辺見　弘1），大塚敏文1），柴田泰史（1）薬剤部，2）救
　　急医学科）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌と緑膿菌の混合感染に対するvancomycinとceftazidimeの併用効
　　果の検討．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．
5）柴田泰史，青山昭徳，山下精彦，犬塚　祥1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1〕救急医学科）：第三次救急施設における
　　血中アルコール検出状況．第37回日本救急医学会関東地方会・1994．
6）三橋　太，橋本政子，青山昭徳，山下精彦：ポリアミノ酸粒子を担体に用いたHBs抗原，抗体測定法の評価．
　　第62回日本医科大学医学会総会，1994．
7）園部一成，橋本政子，青山昭徳，山下精彦：第二世代HCV抗体検出試薬間での乖離例における検討．第62回日
　　本医科大学医学会総会，1994．
8）太田　綾，橋本政子，青山昭徳，山下精彦：PA法を原理とする抗HTLV－1抗体測定試薬の基礎的検討．第62回
　　日本医科大学医学会総会，1994．
9）高橋亜紀子，高木　豊，山本信也，青山昭徳，山下精彦：直線性を特徴としたOCPC法の改良試薬であるセロテッ
　　クCa－Lの基礎的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
10）柴田泰史・青山昭徳・山下精彦，辺見　弘1），犬塚祥1），大塚敏文1）（1）救急医学科）：外傷の生体に及ぽすアル
　　コールの影響について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
11）森本　進・青山昭徳・山下精彦：電気泳動法によるコレステロール分画測定における異常分画の解析．第62回日
　　本医科大学医学会総会，1994．
12）望月　徹n，木村昭夫1），高橋幸道1），小関一英1），益子邦洋1），黒川　顕1》，辺見　弘ユ），山本保博1》，大塚敏文1），
　　柴田泰史（1）救急医学科）：熱傷患者におけるMRSA感染症症例の検討．第22回日本救急医学会総会，1994．
13）工廣紀斗司1》，大塚哲生1），西澤健司2），柴田泰史，加地正人1），益子邦洋1），辺見　弘1），山本保博1），大塚敏文1）
　　（1）救急医学科，2）薬剤部）：長期集中管理が必要な重症救急患者におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌
　　（MRSA）感染症に対するsulfamethoxazole／trimethoprim（ST）合剤の予防的投与の検討．第22回日本救急医
　　学会総会，1994．
14）柴田泰史，木村昭夫1），西澤健司2），青山昭徳，山下精彦，五十嵐英夫3），辺見　弘1），益子邦洋1），加地正人11，
　　大塚敏文1）（1）救急医学科，2》薬剤部，3》東京都立衛生研究所）：免疫グロブリン製剤における抗Toxic　shock
　　Syndrome1（TSST－1）抗体価の検討．第7回日本外科感染症研究会，1994．
15）倉田　潔1），木村昭夫1），工廣紀斗司1），柴田泰史，西澤健司2），青砥泰二，益子邦洋・），辺見　弘・），大塚敏文1》
　　（・》救急医学科，2）薬剤部）：当センターにおける緑膿菌感染に対する使用抗菌剤の検討．第7回日本外科感染症研
　　究会，1994．
16）望月　徹1），木村昭夫1），柴田泰史，西澤健司2），川井　真1），小関一英3》，辺見　弘1）（1）救急医学科，2）薬剤部，
　　3）川口市立医療センター救命救急センター）：熱傷患者における緑膿菌感染症例の検討．第3回日本熱傷学会関
　　東地方会，1995。
17）西澤健司1），伊藤純子1》，菅谷量俊1），平野公晟1》，柴田泰史，木村昭夫2），益子邦洋2），辺見　弘2），大塚敏文2）
　　（1》薬剤部，2）救急医学科）：熱傷時におけるAGs系抗生物質の体内動態．第3回日本熱傷学会関東地方会，1995．
18）倉田　潔11，木村昭夫1），西澤健司2），柴田泰史，青砥泰二，益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救急医学科，
　　2）薬剤部）：緑膿菌に対するimipenmおよびamikacinの併用療法の検討．第38回日本救急医学会関東地方会，
　　1995．
一343一
19）菅谷量俊1），西澤健司1），平野公晟1），木村昭夫2），益子邦洋2），辺見　弘2），大塚敏文2）（1）薬剤部，2）救急医学科）：
　　MRSA感染症に対するバンコマイシン持続投与の検討．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．
20）柴田泰史，青山昭徳，山下精彦，木村昭夫ユ），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1》，西澤健司2）（1》救急医学科，
　　2）薬剤部）：免疫グロブリン製剤投与による抗TSST－1抗体価の変動．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．
［付属病院薬剤部］
研究概要
　現在，医薬品の適正使用つまり医薬品を有効に安全に効率的に使用することが強く求められている．第二次医療法
改正は，特定機能病院における薬剤師業務を外来患者から入院患者ヘシフトすることを求めており，入院患者におけ
る医薬品の適正使用への貢献が当院薬剤部の使命と考えている．
　以上の理由から，業務の合理化と平行し薬剤師の病棟業務を拡大しつつあり，研究テーマも病棟における薬剤師業
務に関するものが多くなっている．
　今年度は病棟業務の中から，感染症，治療薬物モニタリング，薬物の容器への吸着の問題．薬品情報業務の中から，
疹痛治療，徐放製剤の溶出の問題．注射薬供給業務の中から，注射薬供給業務における薬剤師の役割，外包装開封後
の注射薬の安定性の問題．調剤業務の中から薬物相互作用，糖尿病薬処方患者の管理システムなどについて研究発表
を行った．
　これらの研究は，すべて医薬品の適正使用を通し，患者の利益に貢献するものであり，今後も特定機能病院におけ
る薬剤部の役割として，患者の利益となる研究を積極的に進めて行きたいと考えている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）片山志郎，平野公晟：徐放性ニフェジピン細粒製剤（KB－1712P〉の溶出挙動に制酸剤の同時投与が与える影響．
　　病院薬学，20，213－218，1994．
　2）工廣紀斗司1），木村昭夫1），加地正人1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司，伊藤純子，柴田泰史2）
　　（1）救急医学科，2）検査室）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌および緑膿菌混合感染に対するArbekacinおよび
　　Fosfomycin併用療法の検討．日救急医会関東誌，15，624－625，1994．
　3）西澤健司，伊藤純子，平野公晟，木村昭夫1），大塚哲生1），辺見　弘1），柴田泰史2），大塚敏文1）（1）救急医学科，
　　2）検査室）1メチシリン耐性黄色ブドウ球菌および緑膿菌混合感染に対するVancomycinとCeftazidimeの併用
　　効果の検討．日救急医会関東誌，15，632－633，1994．
　4）西澤健司，伊藤純子，平野公晟，後藤真弓1），広田幸次郎1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救急医学科）：気管支喘息
　　重症発作時におけるテオフィリン血中濃度の検討，TDM研究，11・167－168・1994．
（2）総説：
　1）片山志郎，渋谷香奈子，平野公晟：癌性疹痛緩和への薬剤師の取り組み．東京病薬師会誌，43，241－244，1994。
　2）辺見　弘1），川井　真1），辻井厚子1），久志本成樹1），後藤真弓1），勝見　敦1），西澤健司，柴田泰史2）（1）救急医学
　　科，2）検査室）：Skin　Bank．熱傷，20，1994．
　3）西澤健司，伊藤純子，平野公晟：救命救急センターにおける薬剤師の役割：感染症に対する処方設計への関与．
　　薬事新報，No1778，71－75，1994．
　4）片山志郎，平野公晟：癌痔痛治療とチーム医療．“癌の薬物療法：理論と実際（24）”，薬事新報，No・1818，
　　1011－1016，　1994．
　5）西澤健司：薬剤師の役割．セラピューティック・リサーチ，ライフサイエンス社，15，35－37，1994．
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6）菅谷量俊，西澤健司，平野公晟：当院におけるTDMの実際．薬事新報，No．1816，968－971，1994．
7）片山志郎，平野公晟：癌痔痛治療とチーム医療：薬剤師の役割　医学のあゆみ，171，675－678，1994．
著　書
　1）片山志郎，平野公晟　〔分担〕癌痙痛治療とチーム医療．“癌の薬物療法：理論と実際”（監修　斉藤達雄）p．212
　　－222，薬事新報社，1994．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）片山志郎，渋谷香奈子，平野公晟：チーム医療における薬剤師の役割：癌落痛治療への参加．第5回クリニカル
　　ファーマシーシンポジウム，1994．6．
　2）西澤健司，伊藤純子，平野公晟：救命救急センターにおける薬剤師業務第2報：処方設計への関与．第5回クリ
　　ニカルファーマシーシンポジウム，1994．6．
（2）一般講演：
　1）西澤健司，伊藤純子，平野公晟，後藤真弓1），広田幸次郎1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救急医学科）：気管支喘息
　　重症発作時におけるテオフィリン血中濃度の検討・第11回日本TDM学会・1994．6．
　2）大塚哲生D，木村昭夫1），加地正人1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司，伊藤純子，柴田泰史2）
　　（・）救急医学科，2）検査室）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌および緑膿菌混合感染に対するArbekacinおよび
　　Fosfomycin併用療法の検討．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．6．
　3）西澤健司，伊藤純子，平野公晟，木村昭夫1），大塚哲生1），辺見　弘1），柴田泰史2），大塚敏文1）（1）救急医学科，
　　2）検査室）＝メチシリン耐性黄色ブドウ球菌および緑膿菌混合感染に対するVancomycinとCeftazidimeの併
　　用効果の検討．第37回日本救急医学会関東地方会，1994．6．
　4）濃沼政美・村田和也，佐治名保子，石原朋子，菅谷量俊・江口博美，中嶋基広，平野公晟：注射薬供給業務にお
　　ける薬剤師の役割．日本病院薬剤師会関東ブロック第24回学術大会，1994．8．
　5）片山志郎，平野公晟，栗田則男・》（・）鐘紡）：徐放性ニフェジピン細粒製剤（セパミットーR細粒）の血中濃度に及
　　ぼす制酸剤の影響．第4回日本病院薬学会年会，1994．9．
　6）菅谷量俊，村田和也，西澤健司，平野公晟：高度耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）および緑膿菌に対するFos－
　　fomycin，Panipenem，Arbekacinのin　vitroにおける併用効果の検討．第4回日本病院薬学会年会，1994．9．
　7）菅谷量俊，西澤健司，伊藤純子，平野公晟，後藤真弓1），広田幸次郎1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救急医学科）：
　　気管支喘息重症発作時におけるテオフィリンクリアランスの検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　8）赤羽伸一，片山志郎，大下順子，五味麻子，平野公晟：ニューキノロン系抗菌剤の薬物相互作用への対策．第62
　　回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　9）五味麻子，山崎まゆ美，赤羽伸一，片山志郎，平野公晟：パソコンによる糖尿病薬処方患者の管理システム．第
　　62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
10）中嶋基広，村田和也，平野公晟：グリセリン加アミノ酸輸液（マックアミンプラスチックバッグ）の外包装開封
　　後の安定性について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
11）森田秋夫，平野公晟：日本医科大学付属病院における抗菌剤の使用動向．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　　9．
12）倉田　潔1），木村昭夫1），工廣紀斗司1），西澤健司，柴田泰史2），青砥泰二2），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1）
　　（1）救急医学科，2）検査室）：当センターにおける緑膿菌感染症に対する使用抗菌剤の検討．第7回外科感染症研究
　　会，1994．12．
13）望月　徹1），木村昭夫1〕，西澤健司，柴田泰史2），川井　真1），小関一英1），辺見　弘11（1）救急医学科，2）検査室）：
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　　熱傷患者における緑膿菌感染症の検討．第3回熱傷学会地方会，1995．1．
14）西澤健司，伊藤純子，菅谷量俊，平野公晟，柴田泰史2），木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救
　　急医学科，2）検査室）：熱傷時におけるAGs系抗生物質の体内動態．第3回熱傷学会地方会，1995．1．
15）西澤健司，平野公晟，小林正彦1）（1）テルモ）：新素材（ポリブタジエン製輸液セット）への吸着．日本医工学治
　　療学会第7回学術大会，1995．2．
16）柴田泰史1），青山昭徳1），山下精彦D，西澤健司，木村昭夫2），益子邦洋2），辺見　弘2），大塚敏文2》（1）検査室，2）救
　　急医学科）：免疫グロブリン製剤投与による抗TSST－1抗体価の変動．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．
　　2．
17）倉田　潔1），木村昭夫1），西澤健司，柴田泰史2），青砥泰二2），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救急医学科，
　　2）検査室）：緑膿菌感染に対するImipenemおよびAmikacinの併用療法の検討．第38回日本救急医学会関東地
　　方会，1995．2．
18）菅谷量俊，西澤健司，平野公晟，木村昭夫1），益子邦洋ユ），辺見　弘1），大塚敏文1），柴田泰史2）（1）救急医学科，
　　2）検査室）：MRSA感染症に対するバンコマイシン持続投与の検討．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．
　　2．
19）西澤健司，平野公晟，沢田　勝1），中野賢二1），栢野正則1）（Dエーザイ）：硝酸剤の輸液ラインヘの吸着．日本薬
　　学会第115年会，1995．3．
20）木村昭夫1），山本保博1），西澤健司，辺見　弘1），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救急医学科）：院内細菌対策のための
　　モニタリング．第6回日本臨床モニター学会総会，1995．3．
［付属病院生理機能センター］
研究概要
　当センターでは，超音波検査と人工透析を主に研究対象としてきた．超音波検査では特にドブタミン負荷心エコー
を中心に前年度より継続的に研究を進めており，研究的要素の強かった同検査法も医療スタッフの地道な努力により
着実に症例を増やしている．
　人工透析の分野では緊急人工透析を要する重症患者の症例にっいて研究を重ねている．
研究業績
学会発表
（1〉一般講演：
　1）本問　博1》，草間芳樹1），哲翁弥生1），上村竜太D，西垣龍太郎1），酒井俊太1），高山守正1），宗像一雄1），岸田　浩1），
　　早川弘一1），汲田伸一郎2），隈崎達夫2），松崎つや子（1）内科学第一，2）放射線科学）：ドブタミン負荷心エコー図法
　　による心筋梗塞領域のvia－ble　myocardiumの検出一dua1201TI－1231BMIPP　SPECTとの比較．第42回日本心
　　臓病学会，1994．
　2）西垣龍太郎1），本間　博1），酒井俊太1），草間芳樹1），高山守正1），宗像一雄1》，岸田　浩1），早川弘一1），汲田伸一
　　郎2），隈崎達夫2》，松崎つや子，佐藤淳子，斉藤公一，黒田　肇（1）内科学第一，2》放射線科学）：急性心筋梗塞後
　　のQ波消失あるいはR波高の予測：ドブタミン負荷心エコー法と201T1心筋SPECTを用いて．第62回日本医
　　科大学医学会総会，1994．
　3）松崎つや子，佐藤淳子，斉藤公一，小林義典，黒田　肇，本間　博1），塚本　浩1），馬　換換1），伊藤恵子1），菅原
　　博子1），草間芳樹1），宗像一雄1》，岸田　浩1），早川弘一1）（1）内科学第一）：Proximal　isovelocity　surface　area法
　　による弁膜症の重症度評価．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　4）西垣龍太郎1），酒井俊太1），本間　博1），宗像一雄1），岸田　浩1），早川弘一’），松崎つや子，佐藤淳子（1）内科学第
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　一）：急性心筋梗塞後のQ波消失あるいはR波増高の予測：ドブタミン負荷心エコー図法とタリウム心筋
　SPECTとを用いて．第64回日本超音波医学会，1994．
5）藤井克彦，鈴木康友1〕，堀内和孝1），秋元成太1），小川秀弥21（1）泌尿器科学，2）関東逓信病院）：IgA腎症に対する
　血漿交換療法の有用性．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
6）藤井克彦・久島英二・服部智任1）・杉澤　裕1），吉田和弘1），木村　剛1），秋元成太1），村上睦美2），高瀬眞人2），名
　知尚子2）（1）泌尿器科学，2）小児科学）：血漿交換療法にて救命し得た小児劇症肝炎例．第39回日本透析医学会総会，
　1994．
7）久島英二，藤井克彦，木村　剛1），濱崎　務n，大澤秀一1），清水宏之1），．寺島保典1），杉澤　裕1），吉田和弘1），小
　原啓子2）（1）泌尿器科学，2）内科学第一）：血液透析および血漿交換にて救命し得た重症ワイル病の一例．日本透析
　医学会総会，1994．
8）青木　亘，野原秀明，斉藤公一，黒田　肇，川角　浩1），竹内良夫1）（1）微生物免疫学）：医療従事者の靴底のMRSA
　汚染状況．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
［付属病院看護部］
研究概要
　1．平成3年～5年に実施した日本医科大学看護管理研修の受講者58名を対象に，状況適応理論の仮説を用いて管
理スタイルの自他評価を行い，一致度の計量とデータ交換によるパブリック領域の拡大方法を考えた．
　2。従来からリーダーシップをめぐる多くの仮説には，一定の方向づけと理想型が示されていたが，最近，リーダー
の行動は状況の特性によって条件づけられるとする考え方が登場した．状況が要求する管理スタイルについて，管理
スタイル別，状況要素別役割期待と役割行動について検討した．
　3．高度救命救急センターにおける業務改善，ケア管理，医療者と家族の関係について検討した．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）周藤和美，原千鶴，高橋久美子1），島崎千壽2），北尾誠英3》（1》日本医科大学多摩永山病院，2）日本医科大学千葉
　　北総病院，3）神奈川大学工学部）：管理スタイル及び状況対応度の自己評価と他人評価の比較．第32回日本病院管
　　理学会学術総会，1994．10．
　2）原　千鶴，周藤和美，高橋久美子1），島崎千壽2），北尾誠英3）（1）日本医科大学多摩永山病院，2）日本医科大学千葉
　　北総病院・3）神奈川大学工学部）：状況要素が要求する看護管理者への役割期待．第32回日本病院管理学会学術総
　　会，1994。10．
　3）垣野めぐみ・山口純子，北川栄美，松尾美砂子，吉原千景，山勢義江，関口百合子：熱傷患者の精神的看護第II
　　報．第20回日本熱傷学会総会，1994．6．
　4）三橋恭子，川崎義子，長命　忍，山下いずみ，村松恵美子，津村小百合，関口百合子：呼吸管理における経皮酸
　　素飽和測定装置の効果的導入法．第37回急救医学会関東地方会，1994．6．
　5）松山裕子・高野香織・池上利恵・赤嶺みゆき，佐藤千鶴子，宮原和江，磯由美子，竹原典子，鈴木さゆり，関口
　　百合子：気管内挿管中の効果的なコミュニケーション方法について：アンプリコードを用いて．37回救急医学会
　　関東地方会，1994．6．
　6）二階堂愛・太田陽子・垣野めぐみ・神蔵晶子，中佐友美，馬見塚紀子，佐藤喜美，津村小百合，関口百合子：救
　　命救急センターにおける二一ズの検討：受け持ち看護の充実を試みて．第22回日本救急医学会（看護部会），1994．
　　11．
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7）吉田光徳，松国義幸，木野毅彦，佐藤憲明，瀬戸利昌，藤田昌久，鈴木さゆり，関口百合子：ICUにおける看護
　業務の改善：導尿パックの改善．第22回日本救急医学会（看護部会），1994．11．
8）伊藤孝子：看護衣の細菌学的汚染状況について．日本看護研究学会，1994．7．
9）中台三千子，市村暁子，大島比呂，樋口千恵美，吉沢綾子，岩崎由紀子，佐藤ゆかり，樺島千穂，野口裕子，太
　　田久子，高野照夫1）（1）日本医科大学集中治療室）：腹臥位人工呼吸における看護の問題点．第22回日本集中治療
　　医学会，1994．2．
10）瀬口美和子，野口裕子，野本真由美，刈屋るみ，永尾美穂，菅野京子，大平雅子，樋口千恵美，太田久子，高野
　　照夫1）（1）日本医科大学集中治療室）：CHDF施行患者の看護．第22回日本集中治療医学会．1994。2．
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21．第一病院付置施設等
［第一病院病理部］
研究概要
　平成元年病理部が開設され，6年目を迎えた．初年度は，設備の整備，業務の着実な施行とパソコンを導入し業務
の効率化とデータベースの作成を試み，2年度は甲状腺，大腸について腺腫と腺癌の鑑別にっいて研究を開始，専門
医により，皮膚病理，腎病理，神経病理を充実，3年度は，子宮頸部境界病変の診断基準の検討を開始，細胞診を用
いたビタミンA欠乏症早期診断法の確立に取り組んだ．4年度は，腎生検材料及び腫瘍組織について，電顕を用いた
診断と研究を開始した．5年度は，電顕診断学を発展させた．以下，6年度の研究概要を述べる．
　1）腎病理：馬杉名誉教授の指導により，内科腎臓グループより病理所見を含めて，研究発表が行われた．温助手に
より糖尿病糸球体の三次元構築法を用いた研究が行われた．
　2）肝移植病理：松本講師によりピッツバーグ大学と，異種移植に関する共同研究が行われた．
　3）神経病理：多数の症例について解剖，CPCにより詳細な検討を行った．筋生検材料にっいて第2内科と協力して
診断体制を整えた．
　4）甲状腺病理：濾胞性病変について，血管侵襲に関する三次元構築法を用いた研究を開始した．
　5）子宮頸部境界病変の病理：HPV感染による細胞像と組織像の変化を詳細に観察しdysplasiaの診断基準の再検
討を行い，発表した．
　6）電顕診断学：腎生検材料及び腫瘍組織について，電顕を用いた診断と研究が行われた．
　7）ビタミンA欠乏症の早期診断1結膜捺印細胞診による調査をタイ国の山岳民族児童にっいて実施し，その結果
を発表した．他，ヴェトナム山岳民族についても同様の研究が行われた．
　8）国際医療協力：チェンマイ大学総合医療技術学部において細胞診染色とスクリーニングに関する第2回ワーク
ショップを開催した．ヴェトナム，ラオスについて病理検査，内視鏡検査の実情を調査した．
　9）ヘリコバクター・ピロリ感染と胃粘膜病変：胃炎，胃潰瘍，胃粘膜萎縮の組織像とHelicobacter　P．菌との関連
について内視鏡科との共同研究を開始した．
10）その他：自主学生の研修を受け入れ，8週間にわたり2名が学び，その成果を発表した．他，中国のウイグル地
方からの留学生を中央電顕研究室を通して受け入れた．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Matsumoto，K，Fujii，H，1），Michalopoulos，G．1），Fung，JJ．1），Demetris，A．J．1）（1）ピッツバーグ大学外科臓器移
　　植部門）：Human　biliary　epi－thelial　cells　secrete　and　respond　to　cytokines　and　hepatocyte　growth　factors　in
　　vitro：Identification　of　an　IL－6related　autocrine　growth　control　loop．Hepatology．，20，376－382，1994．
　2）Miyazawa，H。1），Murase，N．1），Matsumoto，K．，Demetris，A．J．1），Starzl，T．E．1）（1）ピッッバーグ大学外科臓器移
　　植部門）：Mechanismsofhamsterto　kidneyxenograftrejection　in　rat．Transplant　Proceed．，26，1205－1206，
　　1994．
　3）山本英希1），山田宣孝，浅野伍朗2》，庄司　佑1）（1）外科学第2，2》病理学第2）：核DNA量，p53，PCNAからみ
　　た大腸腺腫，大腸癌の異型度と臨床病理学的因子に関する検討．日外会誌，95，763－774，1994．
　4）秋丸號甫1），飯野靖彦2），松信精一2），葉山修陽2），家所良夫1），内山喜一郎1），日置正文1），松島伸治’），赫　彰郎2），
　　庄司　佑1）・小林毅之3），横山和子3），山田宣孝，松本光司（1）外科学第2，2）内科学第2，3）麻酔科学）：当院にお
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　　　ける腎移植例の検討．日医大誌，61，154－159，1994．
〔1993年度追加分〕
原著：
　1）仲原昌子，早澤久美，村瀬幸宏，佐藤春明，大塚俊司，松本光司，山甲宣孝・秋丸號甫1）・清水　一2）（1）外科学
　　　第2，2）老人病研究所）：結膜捺印細胞診を用いたタイ国北部山岳民族におけるビタミンA欠乏症早期発見プロ
　　　ジェクト（第2報）．第27次タイ国医学調査団報告書，P．9～12，1993．
　2）早澤久美，仲原昌子，村瀬幸宏，佐藤春明，大塚俊司，松本光司，山田宣孝，秋丸號甫1》，清水　一2）（D外科学
　　　第2，2）老人病研究所）：タイ国チェンマイ地域における癌の発生状況と細胞診の現状について（第1報）．第27
　　　次タイ国医学調査団報告書，P．13～17，1993．
　3）鈴木成治・），松島伸治・），二宮淳一・），渋谷哲雄・），庄司　佑1），山田宣孝（1）外科学第2）：僧帽弁置換術後の食道
　　　類基底細胞癌の1手術例．日胸外会誌，41，2418－2433，1993．
　4）鈴木成治・），坂本俊樹・），青木　聡2），谷本光保2），筒井　仁2），笠井源吾2），山田宣孝・渋谷哲雄3）・庄司　佑3）
　　　（1》波崎済生病院外科，2）同内科，3）外科学第2）：興味ある経過を呈した大腸穿孔の1手術例．茨城救急医会誌，
　　　17，　147，　1993．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）大塚俊司，松本光司：腫瘍性病変におけるアポトーシスの検討．第31回関東甲信越地区臨床衛生検査学会，1994。
（2）ワークショップ：
　1）Yamada，N．：Earlydetectionofcancerbycytologicalexamination．Cytology－WorkshopII　inAMS（Chiang
　　　mai，Thailand〉，1994．
　2）Yamada，N．：Four　major　problems　indentified　in　diagnos　tic　cytology　in　Chiang　Mai　area，Cytology－
　　　Workshop　II　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994．
　3）Maeda，S．D，Yamada，N．（1）多摩永山病院病理部）：The　basis　of　diagnostic　cytology・Cytology－Workshop　II
　　　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994．
　4〉Hayasawa，K．：Slide　presentation　of　beautiful　and　poor　preparations　according　to　sampling，fixation　and
　　　staining　procedure．Cytology－Workshop　II　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994。
　5）Katou，K．1），Hayasawa，K．（1）東京顕微鏡院）：PrinciplesofPapanicolaou’sstainandseveralremarksonthe
　　　procedure　of　staining．Cytology－Workshop　II　in　AMS（Chiang　mai，Thailand〉，1994．
　6）Katou，K．1），Hayasawa，K．（1）東京顕微鏡院）：Nomal　cytology　and　histology（Gynecology）．Cytology－
　　　Workshop　II　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994．
　7）Katou，K．1），Hayasawa，K．（1凍京顕微鏡院）：Cancer　cytology　and　histology（Gynecology）．Cytology－
　　　Workshop　II　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994．
　8〉Nirush，L．1），Yamada，N．（1）チェンマイ大学病理学教室）：Uterine　cancer　screening　in　Tokyo　metropolitan
　　　citizens．Cytology－work－shop　II　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994．
　9）Katou，K．1），Kadota，N．2），Takada，Y．3），Hayasawa，K．（1）東京顕微鏡院，2）関東逓信病院，3）東京警察病院）：
　　　Cytosataining　practice　of　Papanicolaou’s　stain．Cytology－Workshop　II　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），
　　　1994．
10）Katou，K、1），Hayasawa，K。（1）東京顕微鏡院）＝Inflammation　cytology　and　histology，including　sexually
　　　transmitted　disease．CytologyWorkshop　H　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994．
11）Katou，K．1），Hayasawa，K。（1》東京顕微鏡院）：Endometrial　adenocarcinoma　and　cytology　of　effusion．
　　　Cytology－Workshop　II　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994．
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12）Katou，K．1），Kadota，N．2），Takada，Y．3），Hayasawa，K．（1凍京顕微鏡院，2）関東逓信病院，3）東京警察病院）：
　　Cytostainingpracitce　ofPASandGIEMSAstains．Cytology－WorkshopIIinAMS（Chiangmai，Thailand），
　　1994．
（3）一般講演：
1）赤石治美・），福生吉裕・），本田治久・），赫　彰郎1），山田宣孝，大塚俊司，並松茂樹2），秋山しのぶ2）（1）内科学第2，
　　2》第一病院中央研究室）：ウサギCuff被包動脈硬化モデルにおける牛血液抽出物の血管内膜への影響につい
　　て．日本動脈硬化学会，1994．
2）平井恭二1），松島伸治1），渋谷哲男1），田中茂夫1），松本光司，山田宣孝（1）外科学第2）：神経内分泌的性格が不明
　　瞭な小細胞癌の1例．第111回日本肺癌学会，1994．
3）大塚俊司，松本光司，山田宣孝：肝炎と退行性病変の特殊染色．関東甲信越地区臨床衛生検査技師会第3回病理
　　研究班合同講習会，1994．
4）加藤久盛1），露木佳子1），越野立夫1），松本光司，山田宣孝（1）婦人科学）：卵巣原発の扁平上皮癌の1例．第23回
　　日本産婦人科病理コルポスコピー学会学術集会，1994．
5）温　　敏，山中宣昭1）（1）病理学第1）：糖尿病腎症における糸球体毛細血管構築について．第37回日本腎臓学会
　　総会．1994。
6）松本光司：増殖因子及びサイトカインによるヒト胆管上皮細胞の増殖とサイトカイン（特にIL－6）分泌に関する
　　実験研究．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
7）山田宣孝，早澤久美，村瀬幸宏，仲原昌子，佐藤春明，大塚俊司，温　　敏，松本光司：若年者の子宮頚部上皮
　　異常について：5年間の細胞診，組織診の集計．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
8）増谷直子1）・福生吉裕且），小林陽二・），本田治久1），赫　彰郎1），山田宣孝：ヒト大動脈壁におけるTリンパ球の検
　　討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
9）早澤久美，仲原昌子，村瀬幸宏，佐藤春明，大塚俊司，温　　敏，松本光司，山田宣孝：タイ国チェンマイ大学
　　における細胞ワークショップの報告．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
10）温　　敏，松本光司，山田宣孝：滑膜に関連する病変の鑑別難点に関して滑膜腫瘍の1例．第62回日本医科大学
　　医学会総会，1994．
11）佐藤春明，早澤久美，仲原昌子，村瀬幸宏，大塚俊司，温　　敏，松本光司，山田宣孝：子宮頚部境界病変の細
　　胞学的診断について（第4報）：細胞診・組織診の5年間の5年階層別集計．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994．
12）松本光司・温　敏，相田成隆，平井恭二，山田宣孝，並松茂樹1）（・）第一病院中央研究室）：神経外胚葉由来の
　　否定的な小細胞癌の1例について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
13）相田成隆，山田宣孝，松本光司，温　　敏，清水一雄D，田中茂夫1），市川安昭2），浅野伍朗3）（1》外科学第2，
　　2）解剖学第2，3》病理学第2）：甲状腺濾胞性病変における血管の三次元的再構築による観察：第1報一濾胞癌
　　について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
14）平井恭二・相田成隆・温　　敏，松本光司，山田宣孝，浅野伍朗1），渋谷哲男2），田中茂夫2》（1）病理学第2，2）外
　　科学第2）：第一病院における過去5年間の大腸癌手術症例についての臨床病理学的検討．第62回日本医科大学
　　医学会総会，1994．
15）今津　修1）・山崎峰雄2），山田宣孝，浅野伍朗D，赫　彰郎2）（1）病理学第2，2）内科学第2）：脳幹部周囲輪状壊死
　　を認めた直腸癌肺転移術後の一剖検例．第35回日本神経病理学会総会，1994．
16）温　　敏，山中宣昭1），松本光司，矢島幹久2），山田宣孝（1）病理学第1，2）国立療養所多磨全生園研究検査科）：
　　糖尿病腎症における糸球体毛細血管内皮細胞の変化．第26回日本臨床電子顕微鏡学会，1994．
17）松本光司，温　　敏，山田宣孝，並松茂樹1）（1）第一病院中央研究室）：頭部皮膚に発生した骨外性Ewing肉腫の
　　1例．第26回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1994．
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18）山田宣孝，松本光司，浅野伍朗1）（1）病理学第2）：子宮頚部異形成の診断基準について：子宮頚がん取扱い規約
　　　における組織像・細胞像の再検討．第83回日本病理学会総会，1994．
〔1993年度追加分〕
（1）ワークショップ：
　1）Yamada，N．：Papanicolaou’s　staining　produre，Concept　of　cancer　control　programs，Approach　to　detect
　　　uterine　andcervical　squamousintraepithelial　Iesion．Cytology－Workshop　inAMS（Chiangmai，Thailand〉，
　　　1993．
2）Yamada，N．，Satou，H。，Nakahara，M．，Katou，K．1）（1）東京顕微鏡院）：Microscopic　observation　and　discus－
　　　sion　for　Gynecological　tract．Cytology・Workshop　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1993．
3）Yamada，N．，Satou，H．，Nakahara，M．，Katou，K．1）（1）東京顕微鏡院）：Cytostaining　practice　of　the　cervical
　　　and　endometrial　smear．Cytology－Workshop　in　AMS（Chiang　mai，Thailand），1994．
　4〉Yamada，N．：Approach　to　detect　lmg　cancer　and　presentation　of　cases　in　respiratory　tract，effusions，
　　　urinary　and　digestive　tract．Cytology－Workshop　in　AMS（Chiang　mai，Thaland），1993．
　5）Yamada，N．，Satou，H．，Nakahara，M．，Katou，K．1）（1）東京顕微鏡院）：Microscopic　ovservation　and　discus・
　　　sion　for　respiratory　tract，effusions，urinaly　and　digestive　tract．Cytology・Workshop　in　AMS（Chiang　mai，
　　　Thailand），1993．
　6）Yamada，N．，Satou，H．，Nakahara，M．，Katou，K．1）（1凍京顕微鏡院）：Cytostaining　practice　of　sputum，
　　　bronchia　brushingandscraping，effusionsandurine．Cytology－Workshop　inAMS（Chiangmai，Thailand），
　　　1993．
　7）Yamada，N．：Approach　to　detect　breast，thyroid，1ymphnode，soft　tissue，bone　and　nervous　system．
　　　Cytology－Workshop　in　AMS（Chiangmai，Thailand），1993．
　8）Yamada，N．，Satou，H．，Nakahara，M．，Katou，K．1）（1》東京顕微鏡院）：Microscopic　ovservation　and　discus－
　　　sion　for　breast，thyroid，lymphnode，soft　tissue，bone　and　nervous　system。Cytology・Workshop　in　AMS
　　　（Chiang　mai，Thailand），1993．
　9〉Yamada，N。，Satou，H．，Nakahara，M．，Katou，K．1）（1凍京顕微鏡院）：Cytostaining　practice　ofthe　aspirates
　　　from　breast，thyroid，and　soft　tissue．Cytology－Workshop　in　AMS（Chiangmai，Thailand），1993．
（2）一般講演：
　1）清水一雄1），北村　裕1》，井出道也1），陳　光永1），北川　亘1），五十嵐健人1），白木康夫1），庄司　佑1），山本英希1）・
　　　矢野正雄1），山田宣孝，長浜充二1），伊藤国彦1）（1）外科学第2）：モノクローナル抗体HISL19による神経内分泌
　　　腫瘍の組織化学的研究：とくに悪性腫瘍に対する反応性の比較検討．第26回甲状腺外科検討会，1993．
　2〉山本英希1），相田成隆1），松島伸治1），渋谷哲男1），庄司　佑1），山田宣孝，浅野伍朗2）（1）外科学第2，2）病理学第
　　　2）：胃低分化腺癌におけるneuroendocrine　ce11の免疫組織化学的検討．第94回日本外科学会，1994．
　3）松島伸治1），山本英希1），塩谷　猛1》，矢野正雄1），天神敏博1），相田成隆1），笹井　巧1），清水一雄1），日置正文1），
　　　渋谷哲男1），池下正敏1），山田宣孝，田中茂夫1），庄司　佑1）（1）外科学第2）：転移性肺腫瘍におけるPCNA
　　　（proliferating　cell　nuclear　antigen）の発現と臨床病理学的評価．第94回日本外科学会総会・1994・
　4）陳　光永1），清水一雄D，井出道也1），渡辺秀裕1），北村　裕D，長浜充二1〉，酒井欣男1），内山喜一郎1），渋谷哲雄1）g
　　　庄司　佑1），山本英希1），山田宣孝（1）外科学第2〉：モノクローナル抗体HISL19により診断しえた胆嚢原発内分
　　　泌細胞癌の1例．第6回日本内分泌外科学会，1994．
　5）松倉則夫1），恩田昌彦1），徳永　昭1》，宮下正夫1），増森興治1），樋口勝美1），京野昭二1），山下精彦1），山田宣孝
　　　（1）外科学第1）：Helicobacter　pyloriと胃癌：特に慢性胃炎，腸上皮化生との関わりについて．第35回日本消
　　　化器病学会大会，1993．
　6）松倉則夫1），恩田昌彦1），徳永　昭1），奥田武志1），藤田逸郎1），寺本　忠・1），小栗　剛1），水谷　崇1），木山輝郎1）・
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西　恵吾1》，山下精彦1），山田宣孝（1）外科学第1）：慢性胃炎および胃癌組織のHelicobacter　pyloriに対する組
織内IgA抗体価の検討．第52回日本癌学会総会，1993．
［第一病院中央検査室］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）佐治　守1），田口桜子1），式田竜司，大国寿士2）（1）第一病院薬剤科，2）老人病研究所免疫部門）：Methicillinresistant
　　Staphylococcus　aureusおよびグラム陰性桿菌に対する色素剤Gentian　violetとAcrino1の併用による殺菌効
　　果に関する基礎的検討．感染症誌，68，1287－1289，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）中野一博1），野口幸代1），吉野早恵子1），秋丸號甫1），新宅孝征，永積　惇（1）第一病院血液センター2），外科学第2，
　　3）内科学第2）：当院における赤血球濃厚液の有効利用対策について：MSBOSおよびT＆S未導入施設の立場
　　から．第43回日本臨床衛生検査学会総会，1994．5．
　2）吉野早恵子1），中野一博D，野口幸代1），秋丸號甫2），新宅孝征，永積　惇31（1）第一病院血液センター）：RhE血液
　　型不適合妊娠の予防対策について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　3）吉野早恵子1），野口幸代1），中野一博11，秋丸號甫1），新宅孝征，永積　惇（1）第一病院血液センター）：当院におけ
　　る時間外輸血業務の実情．第31回関東甲信越地区臨床衛生検査学会総会1994．9．
　4）菅野由紀，菅谷寿理，石井玲子，新宅孝征，永積　惇1抗凝固剤の割合の変化における凝固検査の基礎的検討．
　　第62厘旧本医科大学医学会総会，1994．9．
　5）田尾清一，因泥弘之，新宅孝征，永積　惇＝自動分析装置を用いた酵素法による血清中1．5一アンヒドログル
　　シトール（1．5AG）測定についての基礎的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　6）山下純一・与那嶺弘子，萩原直久，新宅孝征，永積　惇：自動分析機によるTP抗体定量測定の問題点．第62回
　　日本医科大学医学会総会，1994．9．
　7）手塚尚美，前田良子，式田竜司，新宅孝征，永積惇1喀疾培養検査の主要検出菌と喀疾の品質評価について．
　　第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　8）佐治　守1）・田口桜子1）・式田竜司，大国寿士2》（1）第一病院薬剤科，2）老人病研究所免疫部門）：Methicillinresistant
　　Staphylococcus　aureus（MRSA）およびPseudomonasaeruginosaによる混合感染病巣に局所治療剤としての
　　Gentian　violet－Acrino1の併用による殺菌効果に関する基礎的検討．第39回ブドウ球菌研究会，1994．
［第一病院薬剤科］
研究概要
　当薬剤科は院内感染撲滅を目的に臨床各科との共同研究により，MRSA感染局所治療剤の開発を行ってきた．Gen－
tianviolet（Gv）が抗生物質およびpovidone－iodineに抵抗性を示すMRSA感染褥瘡ないしは熱傷の症例に有効であ
ることを報告してきた．しかし近年，これらの局所病巣部よりMRSA単独感染より，むしろMRSAとグラム陰性桿
菌（gramnegativerods，GNR），特に鳶6％40郷oη硲αθ7％4nosαによる混合感染が増加する傾向にある．GvとAcrino1
（Ac）の2剤併用（Gv＋Ac）により，GvのMRSAに対する強力な殺菌効果を減弱することなく，魚6％40吻o％sαび
4nosα，Sθ7繍毎窺α膨so6nεやKJ6δ5」6磁伽6％吻on勿6など多くのGNRの殺菌効果に相乗作用が認められた．（Gv＋
Ac）はMRSAとGNRを同時に除菌可能な混合感染局所治療剤としての臨床応用への可能性を示唆した．また外来服
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薬指導の基礎的資料作成を目的に抗高脂血症薬服用患者の併用薬剤の調査を行い，虚血性心疾患の相関性について検
討し，報告した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）佐治　守，田口桜子，大国寿士1）（L）老人病研究所免疫部門）：角6％40〃zo襯s紹㎎づ％os耐こ対するGentianviolet
　　とAcrinolの併用による抗菌効果に関する基礎的検討．感染症誌・68・953－959，1994．
　2）佐治　守，田口桜子，式田竜司1），大国寿士2）（1）第一病院中央検査室，2）老人病研究所免疫部門）：Methicillin－
　　resistant　S吻勿Jo6006％s側名6％sおよびグラム陰性桿菌に対する色素剤GentianvioletとAcrino1の併用による
　　殺菌効果に関する基礎的検討．感染症誌，68，1287－1289，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）佐治　守，田口桜子・式田竜司1）・大国寿士2）（1）第一病院中央検査室，2）老人病研究所免疫部門）：Methicillin－
　　resistant　S吻勿Jooo66欝α％名6％s（MRSA）および島6％40吻onαsα67％ゆnosαをこよる混合感染病巣に局所治療剤
　　としてのGentianviolet－Acrinolの併用による殺菌効果に関する基礎的検討．第39回ブドウ球菌研究会，1994．
　2）村川弥栄子，福尾晶子，井沢淑子・奥野ひとみ・前田國光，吉江郁雄：高脂血症薬の動向と併用について．日本
　　病院薬剤師会関東ブロック第24回学術大会，1994．
　3）西沢光代，加藤万知，田口桜子・佐治　守，吉江郁雄：MRSA感染局所病巣（褥傷および熱傷）に対するゲンチ
　　アナバイオレットの基礎・臨床的検討．第70回関東私立医大病院薬剤部研究会，1994．
　4）堀田孝俊，田口桜子，佐治　守，吉江郁雄：Milse術式後に生じた難治性局所MRSA感染病巣に対するゲンチ
　　アナバイオレットの除菌効果について．日本薬学会第115回，1995．
［第一病院血液センター］
研究概要
　輸血学領域において，血液型不適合妊娠によるHDNの対策は極めて重要なテーマになっている．そこで，当セン
ターでは，3年前より「産婦人科領域における輸血」を中心に研究に取り組んでいる．
　本年度は，RhE不適合妊娠の予防対策について報告するとともに，輸血の安全性，有効利用を確立するための検討
を行った．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）中野一博，野口幸代，吉野早恵子，秋丸號甫，新宅孝征1），永積　惇1）（且）第一病院中央検査室）：当院における赤
　　血球濃厚液の有効利用対策について．：MSBOSおよびT＆S未導入施設の立場から．第43回日本臨床衛生検査
　　学会総会，1994．5．
　2）吉野早恵子，中野一博，野口幸代，秋丸號甫1），新宅孝征2），永積　惇3）（1）外科学第2，2）第一病院中央検査室，
　　3）内科学第2）：RhE血液型不適合妊娠の予防対策について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　3）吉野早恵子，野口幸代，中野一博，秋丸號甫，新宅孝征1），永積　惇1）（1第一病院中央検査室）：当院における時
　　間外輸血業務の実情．第31回関東甲信越地区臨床衛生検査学会総会，1994．9．
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［第一病院中央研究室］
研究概要
　第一病院中央研究室は，電子顕微鏡部門，生理研究部門，生化学研究部門1，生化学研究部門II，写真部門，病理
研究部門，動物実験部門1，動物実験部門II，免疫組織培養研究部門の9つの部門より構成されている．第一病院に
おける各臨床医の研究の発展向上に寄与することを目的としおり臨床の各研究者のために研究の場を提供している．
　中央研究室で行われている主な研究テーマは以下のとおりである
　1）各動物実験および各臨床より提出された組織の超微形態学的な細胞変化の動向を電子顕微鏡を用いて検索が行
われている．また，電子顕微鏡鍍銀染色法PAM並松変法（PATSC・GMS染色法）を用いて各組織細胞の染色性の検
討もさらに行われている．
　2）脳虚血急性期の病態および治療，脳血管性痴呆と関連する遅発性神経細胞壊死のメカニズムの解明を動物実験モ
デルを用いて病理組織学，脳循環代謝，脳浮腫の面から検討が行われている．
　3）動脈硬化発症メカニズムの細胞生物学的研究を生化学分野と共同で電顕による形態変化を明らかにするため研
究を行っている．特に胸腺から抽出精製されたThymosporin　Fのマクロファージの分化抑制の電顕的観察を行って
いる・またPTCAの再狭窄予防に関してカフ装着動物モデルを作製し，内膜肥厚制御の実験的病理観察を行っている．
　4）前立腺癌細胞株に対する温熱，化学療法の検討および，遺伝子の解析．またフローサイトメトリーを用いた癌細
胞の細胞増殖の検討．Fluorescenceinsituhybridazationを利用した染色体の観察．関接リウマチ滑膜由来線維芽細
胞活性及びIL－1，IL－6産生に対する各種DMARDの抑制効果の検討及びMMP4・MMP・3．TIMP産生抑制効果の検
討．臨床より提出された組織の培養および抗癌剤感受性試験の検討．習慣性流産の免疫療法に関する研究また人工受
精に関する研究．
　5）鼓膜，内耳，気管などのビタミンE欠乏による形態学的変化を光顕，電顕より解析している．糖尿病マウスのエ
ラスターゼ投与における内耳の血管変化の形態的変化の光顕，電顕を用いての研究．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）並松茂樹，中村進一，中神義三・小黒辰夫1）（1）中央電子顕微鏡研究施設）：電顕PATSC－GMS（Periodic　acid
　　thiosemicarbazide　gelatin　methenamine　silver）法の染色手技と実際．病理技術，49，17－20，1994．
著　書
　1）Kashiwagi，F．1），Katayama，Y．1），1窪arashi，H．1），Iida，S。1），Otsubo，K．1），Muramatsu，H。，Terashi，A．1》（1）内科
　　第2）：［共著］Effect　of　New　CalciumAntagonist（SM－6586）onExperimental　Cerebral　Ischemia．Brain
　　Edema　IX，60（Suppl），P．289－292，Acta　Neurochir，1994．
　2）Otsubo，K．1），Katayama，Y．1），Kashiwagi，F．1），Muramatsu，H．，Terashi，A．1）（1）内科第2）：［共著］Conparison
　　of　The　Effects　of　Glycero1，Mannitol　an（1Urea　on　Ischemic　Hippocampal　Damage　in　Gerbils．Brain　Edema
　　IX，60（Suppl），P．321－324，Acta　Neurochir，1994．
　3）並松茂樹：［分担］透過型一般電顕，走査型電顕，多糖体染色法，タンニン酸染色法．診断・研究のための病理
　　技術詳解　4．細胞観察法（監修　浅野伍朗）p．1－17，p．44－74，藤田企画出版（弘前），1994，8．
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学会発表
（1）一般講演：
　1）李　秀玲，村松浩美，片山泰朗1），柏木史彦1），赫　彰郎1》（1）内科第2）：海馬CA1，錐体細胞の虚血耐性現象に
　　関する研究（7）．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　2）市堰　肇1），片山泰朗1），Ann．Mckee1），神谷達司1），青山純夫1），南澤宏明1），赫　彰郎1），村松浩美（1）内科第2）：
　　一過性脳虚血におけるエネルギー代謝とストレス蛋白（HSP）の発現に関する研究．第62回日本医科大学医学会
　　総会，1994．9．
　3）赤石治美1），福生吉裕工），秋山しのぶ，赫　彰郎1）（1）内科第2）：ウサギcuff被包動脈硬化モデルにおける幼牛血
　　液抽出物の血管内膜への影響について．第62回日本医科大学医学会総会・1994．9．
　4）福生吉裕1），本田治久1），小山潤三1），赤石治美1），増谷直子1），永島幹夫1），高木信一1》，赫　彰郎1），秋山しのぶ
　　（1》内科第2）：単球／マクロファージの分化を抑制する胸腺内蛋白の分離と精製．第62回日本医科大学医学会総
　　会，1994．9．
　5）福生吉裕1），永島幹夫1），赫彰郎1）・秋山しのぶ（1）内科第2）：Arg158→CysのApoEポイントミューテーショ
　　ンが認められたE3／2タイプのV型高脂血症の症例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　6）松本光司1），温　　敏1），相田成隆1），平井恭二1），山田宣孝1），並松茂樹（1）第一病院病理部）：神経外胚葉由来の
　　否定的な小細胞癌の1例について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　7）並松茂樹，中村進一，中神義三，五十嵐徹1）（1）小児科学教室）：電顕PATSC－GMS染色法の肝臓糖原病疾患への
　　応用．第26回日本臨床電子顕微鏡学会総会ならびに学術講演会・1994．10．
　8）松本光司1），温　　敏1），山田宣孝1），並松茂樹（1）第一病院病理部）：頭部皮膚に発生した骨外性Ewing肉腫の1
　　例．第26回日本臨床電子顕微鏡学会総会ならびに学術講演会，1994．10．
　9）赤石治美1），福生吉裕1），本田治久1），赫　彰郎1），山田宣孝2），大塚雄司2），並松茂樹，秋山しのぶ（1）内科第2，
　　2）第一病院病理部）：ウサギCuff被包動脈硬化モデルにおける幼牛血液抽出物の血管内膜への影響について．
　　日本動脈硬化学会冬季大会，1994．11．
10）岩村太郎1），清水一雄1），長浜充二1），豊島宏二1），北村　裕1），陳　光永1），並松茂樹，渋谷哲男1），田中茂夫1）
　　（1）外科第2）：甲状腺に於けるモノクローナル抗体HISL・19坑原局在に関する免疫電顕的検討．日本医科大学
　　医学会第84回例会，1994．11．
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22．第二病院付置施設等
［第二病院消化器病センター］
研究概要
　消化器疾患の診断に当たる一診療科として独立して4年が経過した．内視鏡専門医も加わり，消化器病センターと
してますます発展すべく診療研究に励んでいる．
　1）胆石胆汁の微量元素分析，特にタイ人の胆石との比較検討，2）閉塞性黄疸（切除不能悪性腫瘍）に対する減黄
術と化学療法，3）肝の免疫機能，4）イレウスの病態と治療，5）大腸癌の検診と集学的治療，6）消化器疾患の内視
鏡的治療，7）消化器疾患の背景粘膜に対する病理組織，免疫組織化学的研究，8）電子内視鏡画像処理と病理組織学
的所見との比較検討，9）感染症，特にMRSA腸炎について，10）胃・十二指腸疾患とHehcobacter　Pylori，11）腹
腔鏡下胆嚢摘出術，12）胃十二指腸潰瘍穿孔に対する大網移植術の病理組織学的研究，13）胃疾患と逆流胆汁酸（微
量元素と免疫）．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Tasaki，T．，Miki，M．，and　Tanaka，M．ユ）（1）Laboratory　ofChemistry　Nippon　Medical　Schoo1）＝Quantitative
　　study　of　local　distribution　of　noncholesterol　sterols　and　cholesterol　in　gallstones・J・GastroenteroL・29・
　　332－339，　1994．
　2）Akaiwa，J．，Matoba，Y。，Ookubo，T．，and　Hirata，T．：Surgery　for　Colorectal　Cancer　in　Aged　Patients・
　　World　J。Surg．，268，34，1994。
　3）Matoba，Y．，Matsubayashi，F，1），Akaiwa，J．，and　Hirata，T．（1）Plaza　Memorial　Hospita1）：Perforated
　　gastro－duodenal　ulcers　treated　by　omental　implantation　l　long　term　results　and　histological　study。，World
　　J，Surg．，268，　35，　1994．
　4〉Matoba，Y．，Katayama，H．1），and　Ohami，H．1）（1）Research　Institute　of　Gerontology，Nippon　Medical
　　Schoo1〉：Role　of　Omental　Implantation　in　the　Acceleration　of　Ulcer　Healing　and　Inhibitation　of　Ulcer
　　Recurrence．Digestion，55（supp1．2），25，1994．
　5）伊藤正秀，山口和彦1），飯田章太郎1），出光豊明1），児玉朱音1），角田誠之，松久威史1），大島　博1）（1）第一病院内
　　視鏡科〉：職域における大腸癌検診．Therapeutic　Reserch，15，（supp1．2），104－108，1994．
　6）角田誠之，伊藤正秀，児玉朱音1），草問　泉η，大島　博1）（1）第一病院内視鏡科）：オルニチン脱炭酸酵素活性値
　　の経時的検討：家族性大腸ポリポーシス症例において．Therapeutic　Research，15（supp1．2），358一一363，1994．
　7）高屋善章1），角田誠之，伊藤正秀，大島　博u（u第一病院内視鏡科）：画像解析による胃粘膜血流の経時的検討：
　　萎縮性胃炎を中心として．日医大誌，61，295－305，1994．
　8）山口裕史，原　一郎，赤岩　順，馬越正通，鈴木和徳1）（1）松島病院肛門病センター）：直腸脱の経肛門手術症例
　　の検討．川崎医師会医会誌，11，14－19，1994．
　9）田中良明1），鈴木和徳，長谷川信吾1），松島　誠1）（1）松島病院肛門病センター）：経肛門的超音波検査による膿瘍
　　の診断とガイド下穿刺生検について．日本大腸肛門病会誌，47，1061－1070，1994．
10）渡辺昌則，平野敏一），浅野伍朗1）（1）病理第2）：胃癌にみられる筋繊維芽細胞の増殖とその意義．日外会誌，96，
　　10－18，　1995．
11）豊島　明，伊藤正秀，角田誠之，馬越正通：逆流胆汁酸の胃粘膜に及ぼす影響．臨床と研究，72，112－114，1995．
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12）平田知己，難波　亨1），望月　功2），馬越正通（1）第二病院外科，2）東戸塚記念病院外科）：True　Carcinosarcoma
　　の1例．神奈川食道疾患研究会，1995．
13）久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），平田知己，大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），山本　達（1）第二病院
　　外科）：Mecke1憩室による絞拒性イレウス．日腹部救急医会誌，14，931－934，1994．
14）天野純治1），木本洋一郎1），久吉隆郎1），難波　亨1），平野滋之1），的場康徳，桐村一成1），堀江政伸1）（1）第二病院
　　外科）胃切除後縫合不全に対する大網充填術手術．48，1181－1186，1995．
（2）綜説：
1）久吉隆郎・），天野純治1），難波　亨1），平田知己，赤岩　順，的場康徳，山本　達1》（1）第二病院外科）：重傷肺疾患
　　を合併した急性腹症の術前術後管理．日腹部救急医会誌，14，287－293，1994．
2）久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），的場康徳（1）第二病院外科）：大網外科のすすめ．日医大誌，62，89，1995．
著　書
　1）山口裕史：〔分担〕逆流性食道炎．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹
　　内孝仁編），p．152－155，学研，1995．
　2）田崎達也：〔分担〕胃癌．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁編），
　　p．155－157，学研，1995．
　3）原　一郎：〔分担〕肝硬変．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁
　　編），p．158－160，学研，1995．
　4）原　一郎：〔分担〕胆石症．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁
　　編），p．160－163，学研，1995．
　5）赤岩　順：〔分担〕虫垂炎．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁
　　編），p．163－167，学研，．1995．
　6）赤岩　順：〔分担〕大腸癌．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁
　　編〉，p．167－169，学研，1995．
　7）馬越正通：〔分担〕腸閉塞（イレウス）．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和
　　夫，竹内孝仁編），p．170－173，学研，1995．
　8）田崎達也：〔分担〕胃潰瘍・十二指腸潰瘍．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川
　　和夫，竹内孝仁編），p．173－175，学研，1995．
　9）馬越正通：〔分担〕便秘．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁編），
　　p．175－178，学研，1995．
10）馬越正通：〔分担〕下痢．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁編），
　　p．178－180，学研，1995．
11）赤岩　順：〔分担〕腸ポリープ・“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内
　　孝仁編），p．183－185，学研，1995．
12）山口裕史：〔分担〕食道癌．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁
　　編），p．185－188，学研，1995．
13）原　一郎：〔分担〕化膿性唾液腺炎．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，
　　竹内孝仁編），p．188－190，学研，1995．
14）田崎達也：〔分担〕胃炎．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁編），
　　p．190－191，学研，1995．
15）馬越正通：〔分担〕おなかを触れるとしこりのようなものがあるがP．“老人介護相談事典（医学編〉病名別・
　　疾患別にみる医学”（長谷川和夫，竹内孝仁編），p．544－546，学研，1995．
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16）馬越正通：〔分担〕腹痛をよく訴えるがP．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”（長谷川
　　和夫，竹内孝仁編），p．547－550，学研，1995．
17）馬越正通：〔分担〕しつこい便秘が続いているが？．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”
　　（長谷川和夫，竹内孝仁編），p．550－552，学研，1995．
18〉馬越正通：〔分担〕ガスがたまって，苦しいと訴えるがP．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみ
　　る医学”（長谷川和夫，竹内孝仁編），p．553－555，学研，1995．
19）馬越正通：〔分担〕腹が異常に膨らんできたがP．“老人介護相談事典（医学編）病名別・疾患別にみる医学”
　　（長谷川和夫，竹内孝仁編），p．555－558，学研，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）伊藤正秀：内視鏡による消化管外科．平成6年度柔道整復師専科教員認定講習会（東京），1994．9．
（2）シンポジウム：
　1）鈴木和徳・田中良明1）・松島　誠1），長谷川信吾1）（1）松島病院肛門病センター）：痔核の手術治療．第49回日本大
　　腸肛門病学会総会，1994．11．
　2）長谷川信吾1），鈴木和徳・田中良明1》・松島　誠1）（一）松島病院肛門病センター）：当院における裂肛患者の治療方
　　針：肛門内圧検査の有用性．第49回日本大腸肛門病学会総会，1994．11．
　3〉的場康徳，平田知己，内藤英二，原　一郎，赤岩　順，馬越正通，難波　亨n，久吉隆郎1），天野純治1》，片山博
　　徳2），大網　弘2），松林冨士男3）（1）第二病院外科，2）老人病研究所病理部門，3）プラザ記念病院）：穿孔性胃十二指
　　腸潰瘍とOmentalImplantation：腹部救急診療におけるMinimallyinvasivesurgeryの対応と限界一2．第24
　　回日本腹部救急医学会総会，1995．3．
（3）ラウンドテーブルディスカッション：
　1）赤岩　順，馬越正通，吉田　宏，山口裕史，平野文也，的場康徳，大久保哲行u，豊島　明，久吉隆郎1），平田知
　　己（1）第二病院外科）：腫瘤形成性虫垂炎：診療上の問潭点と対策：急性虫垂炎診療の現状と問題点．第23回日本
　　腹部救急医学会総会，1994．9．
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　　して再切除後長期生存中の2症例について．第35回日本肺癌学会総会，1994．11．
52）小山雅章，山口裕史，田中賢助，原　一郎，馬越正通：当科における高齢者手術症例の検討．日本医大医学会第
　　84回例会，1994．11．
53）久吉隆郎1），難波　亨ユ），平田知己，天野純治1），山本　達，的場康徳，赤岩　順（1）第二病院外科）：肺動静脈痩
　　手術4例の検討．第56回日本臨床外科医学会総会，1994．11．
54）原　一郎，渡辺昌則，山口裕史，馬越正通：成人の腸管膜嚢腫の1例．第56回日本臨床外科医学会総会，1994．
　　11．
55）平田知己，久吉隆郎1），難波　亨1），的場康徳（1）第二病院外科）：穿孔をきたした腸結核の一例．第56回日本臨床
　　外科医学会総会，1994．11．
56）赤岩　順・馬越正通・吉田　宏・平野文也・内藤英二・渡辺昌則・的場康徳・久吉隆郎・）・難波　亨1）・平田知己
　　（1）第二病院外科）：大腸癌肺転移手術例の検討．第56回日本臨床外科医学会総会・1994．11．
57）伊藤正秀，小山雅章，山口裕史，角田誠之，馬越正通，松久威史1）（u第一病院内視鏡科〉：職域大腸癌検診の方
　　法：有効性からみた評価．第32回日本消化器集団検診学会秋季大会，1994．11．
58）原　一郎，渡辺昌則，山口裕史，馬越正通，三樹　勝1）（1）大仁病院）：石灰沈着を伴った胃癌の1例．日本超音
　　波医学会第64回研究発表会，1994．12．
59）久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），大久保哲行1），木本洋一郎1》，平野滋之1），栗原雄司1），平野文也，内藤英二，
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　　伊藤正秀・赤岩　順・馬越正通（・）第二病院外科）：両側肺転移巣切除後に膵転移巣を切除し得た直腸癌の1例．
　　第755回外科集談会，1994．12．
60）久吉隆郎1）・天野純治1）・難波　亨1）・木本洋一郎1），大久保哲行1），平野滋之1），栗原雄司1），野中尚子，平田知己，
　　的場康徳・佐藤雅史2）（1）第二病院外科・2）同放射線科）：自然気胸手術症例の検討．第12回川崎医師会医学会，1995。
　　2．
61）吉田　宏，伊藤正秀，角田誠之，田中賢助，原　一郎，赤岩　順，馬越正通：全麻下内視鏡により摘出しえたア
　　ルカリ乾電池12個豆電球1個燕下の1症例．第12回川崎医師会医学会，1995．2．
62）田中賢助・伊藤正秀・角田誠之・豊島　明，吉田　宏，渡辺昌則，原　一郎，馬越正通：胃粘膜局所免疫の検討：
　　IgA・IgGの含有細胞の動態から．第12回川崎医師会医学会，1995．2．
63）栗原雄司1），天野純治1》，伊藤正秀，吉田　宏，渡辺昌則，馬越正通，吉森　勝（1）第二病院外科，2）吉森医院）：
　　寛解期に下痢が持続した潰瘍性大腸炎の1症例．第12回川崎医師会医学会，1995．2．
64）的場康徳・平田知己・原　一郎・赤岩　順，馬越正通，難波　亨1），久吉隆郎1），天野純治1》，片山博徳2），大網　弘2）
　　（1）第二病院外科，2）同老人病研究所病理部門）：穿孔性胃・十二指腸潰瘍に対する大網充墳移植術の実験的病理学
　　的検討．第12回川崎医師会医学会，1995．2．
65）久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1》，栗原雄司1》，平田知己，田崎達也，赤岩　順（1）第二病院外科）：肺癌を合併
　　したCamey症候群の1症例．第45回日本消化器外科学会，1995．2．
66）難波　亨1），天野純治1），久吉隆郎1），木本洋一郎1），大久保哲行1），平野滋之1），栗原雄司1》，野中尚子，佐藤雅史2），
　　川並注一3），平野文也，内藤英二，的場康徳，平田知己，赤岩　順（1）第二病院外科，2）同放射線科，3）同病理部）：
　　術後経過からみた肺癌に対する肺部分切除術症例の検討・日本医大医学会第85回例会，1995．2．
67）小山雅章，伊藤正秀，角田誠之，田中賢助，豊島　明，平田知己，的場康徳，内藤英二，平野文也，吉田　宏，
　　山口裕史，田崎達也，原　一郎，赤岩　順，馬越正通：消化管粘膜切除後患者における，QOL向上への内視鏡手
　　技上の工夫．日本医大医学会第85回例会，1995．2．
68）的場康徳・平田知己・渡辺昌則・内藤英二，平野文也，伊藤正秀，原　一郎，赤岩　順，馬越正通，難波　亨1），
　　久吉隆郎1），天野純治1），片山博徳2），大網　弘3），松林冨士男4）（1）第二病院外科，2）多摩永山病院病理部，3）老人
　　病研究所病理部門，4）プラザ記念病院）：大網充填移植術の消化性潰瘍根治性とquality　of　life．日本医大医学会
　　第85回例会，1995．2．
69）原　一郎・渡辺昌則・山口裕史・馬越正通：成人の乳慶性腸管膜嚢胞の1例．日本超音波医学会第6回関東甲信
　　越地方会，1995．2．
70）原　一郎，山口裕史，小山雅章，豊島　明，渡辺昌則，馬越正通，渡部英之1〕（1）第二病院放射線科）：慢性膵炎
　　術後脾動脈瘤出血の1治験例．第24回日本腹部救急医学会総会，1995．3．
［第二病院リハビリテーションセンター］
研究概要
　リハビリテーション科では脳外科，神経内科，整形外科，小児科など臨床の各科の患者の治療にあたり，患者層は
多彩であるとともに，スタッフも医師をはじめ理学療法士，作業療法士，言語療法士，ソシアルワーカー，看護婦と
いわゆるコメディカルとのチーム医療が実践されている．研究面にもこのことが反映され，各スタッフがそれぞれ関
心ある領域の研究が行われている．
　リハ医学の基礎的な分野では主として随意運動の電気生理学的研究が引き続き行われ，またリハビリテーションの
科学的・理論的整理を行っている．
　理学療法・作業療法分野では高次脳機能障害の臨床的研究および退院後の自立性維持のための家屋環境につき追跡
調査を続けながらその問題点等の検討を行っている．言語療法関係では言語の「意味」をめぐる様々な障害について
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引き続き臨床的な研究を行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Takagi，A．1），Kazui，H．2），Yamaguchi，A．2），Kitamura，」．，Mano，Y．3），and　Kajihara，H．11（L）広島大学保健学
　　科，2》国立精神神経センター，3）奈良県立医大神経内科）：The　effectofdecreasing　ofthecenter　ofsway　ofthe
　　center　of　pressure　by　using　low　frequency　electric　stimulation　for　patients　suffereing　from　spinocerebellar
　　degeneration（SCD）。J．Phy，TheLSci。，　6，27－33，1994．
　2）北村純一：運動関連脳電位と随意運動，リハ医学，31，718－722，1994．
　3）大仲功一1），北村純一，山口　明1），出倉庸子1）（1）国立精神神経センター）：パーキンソン病入院患者の在宅復帰
　　に関する因子の検討．公衆衛生，12，884－887，1994．
　4）新貝尚子，種村　純1），金子真人2），前川真紀3）（1）伊豆韮山温泉病院言語室，21都立松沢病院，3）横浜総合病院）：
　　読みにおいて漢字障害の強い失語症例の下位類型とその症状過程．失語症研究，5，1－8，1994。
　5）竹内孝仁：リハビリテーション看護の基礎理論（7）．BRAIN　NURSING，10，73－77，1994．
　6）竹内孝仁：リハビリを科学する（8）バルーンカテーテルのとらえ直し．BRAIN　NURSING，10，63－66，1994．
　7）竹内孝仁：リハビリを科学する（9）高次脳機能障害と看護（1）・BRAIN　NURSING10・59－62・1994・
　8）竹内孝仁：リハビリを科学する（10）高次脳機能障害と看護（2）．BRAIN　NURSING10，85－92，1994．
　9）竹内孝仁：リハビリを科学する（11）言語障害：とくに失語症にっいて．BRAIN　NURSING，10，75－78，1994．
10）竹内孝仁：退院後の「リハビリ」の概念：入院中の治療・訓練・ケアを無にしないために。BRAIN　NURSING，
　　10，　63－66，　1994。
11）竹内孝仁：ADLが自立してもなぜ退院できないのか．BRAIN　NURSING，10，62－65，1994。
12）竹内孝仁：在宅ケアヘの橋渡し一ケースマネージメント．BRAIN　NURSING・10・59－62・1994・
13）竹内孝仁：QOL向上のためのリハビリと看護の役割．BRAIN　NURSING，6（秋季増刊），8－13，1994．
14〉竹内孝仁：社会生活の維持一QOLを目指して．BRAIN　NURSING，11，46－49，1994。
（2）総説：
　1）竹内孝仁：ノーマライゼーションー：健康概念との関連．からだの科学，12，34－37，1994。
　2）竹内孝仁：在宅ケアとケースマネージメント（4），月刊総合ケア，4，（5）52－61，1994。
　3）竹内孝仁：在宅ケアとケースマネージメント（5）アセスメントチャート（II）．月刊総合ケア，4，（6），51－54，
　　　1994．
　4）竹内孝仁：老年者のリハビリテーションにおける機能評価，Geriatric　Medicine・32・（6），693－696，1994．
　5）竹内孝仁：高齢者の「食」up－to・date．月刊総合ケア，4，（10），6－9，1994．
　6）竹内孝仁：老年者のライフスタイルとねたきり．メディカルレビュー，71－75，1994。
　7）竹内孝仁1英国の地域ケア目まぐるしく変わるその現状．月刊総合ケア・4・12・54－58・1994・
　8）竹内孝仁：地域保健・福祉サービスについて（リハビリテーションマニュアル），日医師会誌（臨時増刊），112，
　　　（11），217－222，1994．
　9）竹内孝仁：施設入所者尿失禁の対策　b．老人福祉施設におけるおむつ性尿失禁・廃用症候群の予防について・ラ
　　　イフサイエンス，Geriat．Mrd．，33，201－205，1994．
　10）竹内孝仁：シルバーハラスメントの構造と老人の人権（特集：おとしよりの人権を守ろう）．総合ケア，5・6
　　　－10，　1995。
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著　書
　1）竹内孝仁：〔監修〕図解　老人介護の安心百科．主婦と生活社，1994．
　2）竹内孝仁：〔監修〕リハビリテーションマニュアル．地域保健福祉サービスについて．（林泰史監修）．P．
　　217－222，日本医師会，1994．
　3）竹内孝仁：〔監修〕寝たきり，痴呆よ　さようなら，法研，1994．
　4）竹内孝仁，長谷川和夫：〔監修〕ケアワーカーのための老人介護相談辞典1，II．学研，1995．
学会発表
（1）教育講演：
　1）竹内孝仁：口腔保健の最新動向．世界口腔保健学術大会，1994．
　2）北村純一：随意運動と脳電位，神経損傷の電気生理学的評価第31回リハビリテーション医学会，1994．
（2）一般講演：
　1）藤林優香，大矢亜野，張　新東，田島圭輔，飯盛仁志，北村純一，竹内孝仁：電撃熱傷により不全対麻痺をきた
　　した1症例．第75回関東リハビリテーション医学懇話会，1994．
　2）北村純一・中川博文1）・竹内孝仁，近藤　徹2），大島順三3），渡辺敏充3〕（1》日南学園，2》埼玉医大，3）新所沢りは病
　　院）：脳卒中片麻痺における視覚のfeedback効果．第35回日本神経学会，1994．
　3）北村純一，柴崎　浩1），飯盛仁志，竹内孝仁（1）京都大学病態生理）：小脳出血の一症例における手指の随意運動
　　に先行する脳電位．第24回日本脳波・筋電図学会，1994．
　4）北村純一，藤林優香，斉藤亜野，田島圭輔，安岡利一，飯盛仁志，竹内孝仁：脳血管障害による片麻痺における
　　随意運動に先行する脳電位，第31回日本リハビリテーション医学会，1994．
　5）斉藤亜野，藤林優香，田島圭輔，飯盛仁志，安岡利一，北村純一，竹内孝仁：広汎な左半球病変をみとめながら，
　　失語を呈さなかった2症例．第31回日本リハビリテーション医学会，1994．
　6）北村純一，中川博文，竹内孝仁，近藤　徹，大島順三，渡辺敏充：脳卒中片麻痺における視覚のFEEDBACKの
　　効果：光弾性法による解析（第2報）．第31回日本リハビリテーション医学会，1994．
7）飯盛仁志，竹内孝仁：東京都郊外における「いとすぎ学級」の活動報告．第31回リハビリテーション医学会，1994．
　8）宗近真理子，新貝尚子，木村義則，飯盛仁志，竹内孝仁：両側の触覚認知障害を呈した1症例．第17回神経心理
　　学会，1994．
9）宗近真理子・菊池和美・望月秀樹，木村義則，竹内孝仁：Homere－evaluationの試み（第3報）．第28回日本作
　　業療法士学会，1994．
10）菊池和美・宗近真理子・望月秀樹，榎本美雪，木村義則，竹内孝仁：継続的Home　evaluation．第28回日本作業
　　療法士学会，1994．
［第二病院健康管理科］
研究概要
　当科は人間ドックを中心に，
　（1）人間ドックによる早期癌及び骨粗霧症の早期発見，診断法の比較検討
　（2）老人検診に基づく老年病疾患の分析
　（3）今日的二一ズに答えるための人間ドックのあり方
などの研究活動を行っている．
　特に（1）の課題につきSXY（Single　Energy　X－ray　Absorptionometry）法により骨粗　症患者の踵骨骨量を測定し
骨密度と尿中カルシウムの排泄量との関連性につき年齢別，性別による比較検討を行った．その結果（1）50才代の女性
では・更年期に入るとともに尿中カルシウムの排泄量が増加し，これに平行して骨密度の著しい低下が認められた．
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（2）男性の50才代では尿中カルシウムの排泄量は同年代の女性に比較して著しく少量であり同時に骨密度もそれほど
低下していない．（3）70才代に入ると男性・女性とも尿中カルシウムの排泄量は少なくなる・しかしこの世代では骨密
度は女性より男性のほうが低下する傾向が認められた．現在は他の無機塩類の尿中排泄量と骨密度との関係を比較検
討中である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Ooki，K．1），Amuro，N．，Shimizu，Y．1），andOkazaki，T。2）（1）付属病院眼科，2）生化学第一）：High　level　expression
　　of　ratγ一D・crystallin　in　Esherichia　co1L　Biochimie．，76，398－403，1994．
　2）清水　一），森　　隆1），小山美弥1），関谷政雄，大網　弘1）（1）老人病研究所）：非痴呆高齢者における神経細胞の
　　老年性変化とアルミニウム量について．日老医誌，31，950－960，1994．
著　書
　1）Abe，Y．1），Kobayashi，S．・），Amuro，N．，Nishino，T．・》，Okazaki，T・1），and　Kobayashi，K2）（・）生化学第一・2）大
　　阪大産研）：〔分担〕Therole　ofarginine－1730fratmanganese・superoxide　dismutasestudiedbysite－directed
　　mutagenesis．Frontiers　of　reactive　oxygen　species　in　biology　and　medicine。（Asada，K．，and　Yoshikawa，T．
　　eds．），P．135－136，Elsevier　Science　B・V・・1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）松浦良樹1），佐藤研之1），安室尚樹，鈴木達也1），笹井恵子1），春山　勝1），中野博司1）・大庭建三1｝・妻鳥昌平工）・
　　福田　悠2》（且》老人科，21病理）：BACOP療法後Tumor　LysisSyndromeに急性心筋梗塞を合併した老年者悪性
　　リンパ腫の1剖検例．第12回老年者造血器疾患研究会，1994．7．
　2）山賀節子1），鈴木久美1），荒井誠一1），井梅和美1），玉手ひさ子1》，池野廣幸1）・原　文男1）・関谷政雄・安室尚樹
　　（η第二病院中検）：人間ドックにおける腹部超音波検査の現況（第1報）．第62回日本医科大学医学会総会，
　　1994，9．
　3）網代由美子1），松浦良樹1），笹井恵子1｝，安室尚樹，平井　明1》，中野博司1），大庭建三1），妻鳥昌平1）（1）老人科）：
　　老年者糖尿病患者の精神的健康状態に関する検討一うつ状態・心気状態について一．第36回日本老年医学会総会・
　　1994，　9．
　4）犬塚有紀11，笹井恵子1），岡崎恭次1），松浦良樹1），安室尚樹，鈴木達也1），中野博司1）・大庭建三1）・妻鳥昌平1）
　　（1）老人科）：著明なIgM高値，尿中BenceJones蛋白陽性および貧血を認めた1例．第13回老年者造血器疾患
　　研究会，1994，12．
　5）阿部靖子1），小林茂樹1），佐藤浩之L），安室尚樹，西野武士1），岡崎太郎1），小林一雄21，田川精一2》（1）生化学第一，
　　2）大阪大産研）：ラットMnスーパーオキシドデイスムターゼの構造と機能．第17回日本分子生物学会年会，
　　1994，　12．
　［第二病院病理部］
研究概要
　1）DNA診断関連としてはじめて原著を書いた．引き続き各学会での報告をした・
　2）Mast　ce11関係論文
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3）実験珪肺症および熱傷創への皮膚移植後における肉芽組織形成と内皮細胞の新生変化
4）これまでの肺疾患の病理を英文書籍に分担執筆した．CRP　Press（USA）から発行された．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）赤須東樹1），川並注一2）（1）病理学第一教室，2）第二病院病理部）：ヒト甲状腺マスト細胞の形態学的ならびに機能
　　的特徴．日医大誌，61，129－136，1994．
　2）小林伸子1），津田晃男1），遠藤祐理子1），横山　泉1），江川ゆりユ），伊東文行1》，尾見徳弥，中島美知子（1）第二病院
　　皮膚科）：外陰部基底細胞上皮腫の2例と当科における基底細胞上皮腫の統計．日皮悪性腫瘍学会誌，9，
　　387－391，　1994．
　3）尾見徳弥1）2》，辻井厚子3》，川並注一），松田　潔3），邊見　弘3）（1）第二病院病理部，2）皮膚科，3）高度救命救急セン
　　ター）：凍結同種移植皮膚片の熱傷創への器質化過程に関する免疫組織学的観察．日皮膚会誌，105，31－42，1995．
　4）細根　勝，石渡俊行，野村信雄，川並注一：ヒト乳頭腫ウイルスの局在に関する分子病理学的検討．日医大誌，
　　62，　39－49，　1995。
　5）持丸　博1），工藤翔二1），仁井谷久暢1），川並注一（1）内科第四，）：実験的珪肺症における肺胞内線維化機序と血管
　　内皮細胞の化生について．日胸疾会誌，33，268－274，1995．
　6）荻原英子1），尾見徳弥，川並注一，中田朋子1》，野村信夫1），石崎良太郎2》，大網　弘3）（1）老人病研究所分子生物
　　学部門，2》日本獣医畜産大学，3》老人病研究所病理部門）：PCRによる結核菌DNA検索の試み，日医大誌，61，
　　54－58，　1994．
（2）総説：
　1）川並注一：肺における樹状細胞とHLADR発現細胞，医学のあゆみ，170，32－37，1994．
　2）川並注一1），新井　悟，榎本達治1）（1）第四内科）：間質性肺疾患における間質性病変の発生病理，MEDICO，25，
　　1－6，　1994．
　3）吉澤靖之1》，川並涯一（1》東京医科歯科大学第一内科）：急性間質性肺炎．日胸臨，51，167－172，1994．
著　書
　1）Kawanami，0，：Ultrastructure　of　the　Lung　in　Health　and　in　Fibrotic　Diseases．In　Basic　and　Clinical　Aspects
　　of　Pulmonary　Fibrosis．ed　by　Tamotsu　Takishima．CRC　Press，Inc，Boca　Raton，Ann　Arbor，London，
　　Tokyo．P．29－73，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）逸見しのぶ1），吾妻安太郎1》，仁井谷久暢1），工藤翔二1），新原礼子2），臼杵二郎3），福田　悠3），川並注一4）（1）内科
　　第四，2）国立国際医療センター呼吸器内科，3）病理学第一）：検診で発見され，ステロイドが著効したLymphoid
　　interstitial　pneumoniaの1例．第125回日本結核病学会関東支部，第109回日胸疾学会関東地方会，合同学会，
　　1994．　4．
　2）尾見徳弥1），荻原英子1》，川並涯一），中田朋子1》，野村信夫1〕，石崎良太郎1），大網　弘2）（1）老人病研究所分子生
　　物部門，2）同　病理部門）：結核診断のPCR法による検討．第93回日本皮膚科学会総会，1994．4．
　3）久吉隆郎1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），山本　達1），天野純治1），佐藤雅
　　史2），川並注一（1）第二病院外科，2）同放射線科）：急速に増大したと考えられた縦隔奇形種の1症例．第110回日
　　肺癌学会関東部会，1994．6．
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4）榎本達治1），川並涯一1），工藤翔二1），佐藤雅史2），杉崎祐一3），前田昭太郎4），大秋美治5）（1）付属病院第四内科，
　2）第二病院放射線科，3）付属病院病理部，4）多摩永山病院病理部，5）千葉北総病院病理部）：肺ヒスチオサイトーシ
　　スxの確定診断に果たすBALF細胞の特徴．第62回日医大総会，1994．9．
5）荻原英子1），尾見徳弥，川並涯一，中田朋子1），野村信夫1），石崎良太郎1），大網　弘2），杉崎祐一3）（1）老人病研究
　　所分子生物部門，2）同病理部門，3）付属病院病理部）：PCR法による結核の迅速診断のルーチン化とその現状．第
　　62回日医大総会，1994．9．
6）小西公麿1），菊池三郎1），川並注一（1）第二病院産婦人科〉：子宮におけるマスト細胞とヒスタミンの周期的変化．
　　第62回日医大総会，1994．9．
7）平田知己1），久吉隆郎1），難波　亨1），的場康徳1），山本　達1），大久保哲行1），木元洋一郎1），平野滋之1），栗原雄
　　司1），天野純司1），佐藤雅史2），川並注一（1）第二病院外科，2）同　放射線科）：嚢胞を呈した縦隔腫瘍切除例の検討．
　　第62回日医大総会，1994．9．
8）久吉隆郎1），難波　亨1），平田知己1），的場康徳1），山本　達1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1》，栗原雄
　　司1），天野純治1），佐藤雅史2），川並涯一（1）第二病院外科，2）同放射線科）：肺過誤腫と甲状腺腫を合併した2症例
　　について．第62回日医大総会，1994．9．
9）山本　達1），久吉隆郎1），難波　亨1），平田知己1），的場康徳1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），栗原雄
　　司1），天野純治司1），佐藤雅史2），太田吉男3），川並注一3）（1）第二病院外科，2）同放射線科）：肺癌術後の胸腔ドレー
　　ン細胞診からの知見．第62回日医大総会，1994．9．
10）難波　亨1），久吉隆雄L》，平田知己1），的場康徳1》，山本　達1》，大久保哲行1），木本洋一郎11，平野滋之1），栗原雄
　　司1），天野純治1），佐藤雅史2），川並注一（1）第二病院外科，2）同放射線科）：胸郭形成術後肺癌の2例について．第
　　62回日医大総会，1994．9．
11）的場康徳1），久吉隆雄1），難波　亨1），平田知己1），山本　達1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），栗原雄
　　司1），天野純治1），佐藤雅史2），川並注一（1）第二病院外科，2）同放射線科）1転移胸壁切除後長期生存中の肺腺癌の
　　1例．第62回日医大総会，1994．9．
12）石郷岡聡・〕，池田幸穂1），渡辺　玲・》，佐野純子2），原　文男2），川並注一（・）第二病院脳神経外科，2）同　内科）：
　　重症髄膜炎に合併した脳梗塞の1例．第62回日医大総会，1994．9．
13）中島美知子1），尾見徳弥1），川並注一L），松井　南1），中田朋子1），石崎良太郎・）（1）DNA診断研究班）：扁平上皮系
　　病変におけるケラチンとオンコジーン関連タンパク発現の分子生物学的検索．第44回日本アレルギー学会総会，
　　1994．　10。
14〉尾見徳弥1），荻原英子1），中島美知子1），川並注一1），中田朋子1），石崎良太郎1》，大網　弘1），青木見佳子2），伊東
　　文行2），本田光芳2》（1）DNA診断研究班，2）付属病院皮膚科）：扁平上皮系各種病変におけるパピローマウイルス
　　とp53蛋白の発現．第44回日本アレルギー学会総会，1994．10．
15）荻原英子1），尾見徳弥1），川並注一），中田朋子1），野村信夫1），石崎良太郎1），大網　弘1），榎本達治2），工藤翔二2）
　　（1）DNA診断研究班，2）付属病院第四内科）：結核診断におけるPCR法とBAL液細胞成分との相関．第44回日本
　　アレルギー学会総会，1994．10．
16）榎本達治1），持丸博1），工藤翔二1），川並注一，大網　弘2）（1）付属病院第四内科，2）老人病研究所病理部門）：経気
　　道的シリカ投与肺の肉芽腫と線維化形成におよぼす影響因子．第44回日本アレルギー学会総会，1994．10．
17）上坂真司1），中山義人1），柴崎　徹・），小川ひろみ1），青木孝文・），吉原　潔・），柏木俊治・），田中功一・），梶原浩嗣・），
　　柴田祐加子1），白井康正2），川並注一（1）第二病院整形外科，2）付属病院整形外科）：高齢者に発生した胸椎骨肉腫
　　の1例．第92回神奈川整形災害外科医会，1994．11．
18）尾見徳弥1），荻原英子1），中島美知子1），川並注一1），中田朋子1），石崎良太郎1），大網　弘1），青木見佳子2），伊東
　　文行2），服部怜美2），本田光芳2）（1）DNA診断研究班，2）付属病院皮膚科）：Multiplex　PCR法による扁平上皮化
　　生上皮系各種病変におけるパピローマウイルスの発現．日皮会第85回東京支部学術大会，1995．2．
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19）天野薫子1），藤本和久1），新谷真理子1），新見やよい1）・青木見佳子1）・畑三恵子1）・矢島　純1），本田光芳1）・尾見
　　徳弥（1）付属病院皮膚科〉：非定型抗酸症の1例．日皮会第85回東京支部学術大会，1994．2．
20）難波　亨1），天野純治1），久吉隆雄1），木本洋一郎1），大久保哲行1），平野滋之1》，栗原雄司1），野中尚子1），佐藤雅
　　史2），川並注一，内籐英二3），平野文也3），的場康徳3），平田知己3），赤岩　順3）（1》第二病院外科，2）同　放射線科，
　　3）同消化器病センター）：術後経過からみた肺癌に対する肺部分切除症例の検討．日医大医学会第85回例会，
　　1995．2．
［第二病院中央検査室］
研究概要
　当検査室における研究の主な目的は，臨床検査学の発展に伴なう各種検査の精度管理，検査方法および迅速性につ
いて，日常，臨床との関連と意義を考察し，日々の検査をみつめ検査の質の向上と確立に主眼をおいている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）菅原　通，池野廣幸，原　文男，大川共一1），馬越正通2），島田洋一3），坂井ノブ子4），小河原美代子4），水野三子4）
　　（1）第二病院院長，2）同消化器病センター・3）同麻酔科，・）同看護部）：剃毛による皮膚細菌の検討．日手術医会誌・
　　15，　228－230，　1994．
　2）池野廣幸，菅原　通，原　文男，大川共一），馬越正通2），島田洋一3），坂井ノブ子4），小河原美代子4），水野三子4）
　　（・）第二病院院長，2）同消化器病センター，3）同麻酔科，4）同看護部）：手術室内の清浄管理：HEPAフィルターを
　　用いた手術室内の床および壁付着菌の経時的変動について．日手術医会誌，15，266－268，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）池野廣幸，菅原　通，原　文男，太由耕造1），大川共一2）（1）第二病院小児科，2）同院長）：移動型無菌装置：ベッ
　　ドアイソレータLI－30Sを使用した環境下の細菌学的評価．日本医科器械学会大会，1994．5．
　2）菅原　通，池野廣幸，原　文男，大川共一）（1）第二病院院長）：血中ヘモグロビン測定専用システム「ヘモキュー
　　ヘモグロビンテスト」の評価．（第1報）日本医科器械学会大会，1994．5．
　3）隠岐和美，井上雅則，田村朋美，成定昌昭，野本恵子，池野廣幸・原　文男：BNAにおける尿中トランスフェ
　　リン測定および試薬の基礎的検討．第43回日本臨床衛生検査学会，1994．5．
　4）坂倉剛志，吉田美和，菅原　通，池野廣幸，原　文男：臨床検査における遺伝子診断の問題点：PCR法について．
　　日本医科大学医学会第83回例会，1994．5．
　5）山賀節子，鈴木久美，荒井誠一，井梅和美，玉手ひさ子，池野廣幸，原　文男，関谷政雄9，安室尚樹1）（1）第二
　　病院健康菅理科）：人間ドックにおける腹部超音波検査の現況（第1報）．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　　9．
　6）渡部紀子，鈴木憲康，畑　　哲，小伊藤保雄，池野廣幸，原　文男：全自動EIA分析装置QUARTUSによる基
　　礎的検討（第3報）：血中CA19－9測定の有用性．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　7）寺尾幸重，重川明子，菊地英子，池野廣幸，原　文男：コントロール尿・ユリトロールの基礎検討とその有用性
　　について．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　8）隠岐和美・井上雅則・田村朋美，成定昌昭，野本恵子，池野廣幸，原　文男：BNAにおける尿中トランスフェ
　　リン測定および試薬の基礎的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
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9）越谷美由紀，吉岡美香，野本恵子，津金香代子，中島由美子，池野廣幸，原　文男：全自動血液凝固測定COAG－
　　MASTER　IIの基礎的検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
10）池野廣幸，菅原　通，坂倉剛志，吉田美和，原　文男，大川共一1）（1）第二病院院長）：移動型浄化装置・ベッド
　　アイソレータLI－30Sを使用した環境下の細菌学的評価．（第2報）第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
11）菅原　通，池野廣幸，坂倉剛志，吉田美和，原　文男，大川共一1》（1）第二病院院長）：血中ヘモグロビン測定専
　　用システム「ヘモキューヘモグロビンテスト」の評価．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
12〉菅原　通，池野廣幸，原　文男，島田洋一），大川共一2）（11第二病院麻酔科，2）同院長）：手術室における血中ヘ
　　モグロビンおよびグルコース専用測定機器の技術と安全（信頼性の基礎的検討）．第16回日本手術医学会総会，
　　1994。9。
13）池野廣幸，菅原　通，原　文男，大川共一），菊池三郎2》，馬越正通3），島田洋一4），坂井ノブ子5），小河原美代子5），
　　三上ちづ子5）（1）第二病院院長，2）同産婦人科，3）同消化器病センター，4）同麻酔科，5）同看護部）：剃毛における皮
　　膚細菌の検討（第二報）「非剃毛における皮膚表面細菌数の経時的変動について」．第16回日本手術医学会総会，
　　1994．9．
14）菅原　通，池野廣幸，島田洋一1）・大川共一2）（1）第二病院麻酔科，21同院長）：簡易空気清浄装置を使用した手術
　　室内の環境清浄度の変動について・第10回日本環境感染学会総会・1995．2．
15）池野廣幸，菅原　通，大川共一1）（1）第二病院院長）：強酸性水の性能に関する検討（第一報）「各種保存状態にお
　　ける残留塩素濃度と効力についてj．第10回日本環境感染学会総会，1995．2．
16）小伊藤保雄，木本洋一郎1），天野純治1），久吉隆郎1）・難波　亨1）・大久保哲行1），平野滋之1）・栗原雄司1），太田吉
　　男2）（1）第二病院外科，2）同病理部）：マンモテック「乳頭分泌液中CEA測定検査」の臨床的意義．日本医科大学
　　医学会第85回例会，1995．2．
［第二病院薬剤科］
研究概要
　平成5年に薬剤師も医療の担い手として仲間入りしてから二年が経過した．それまで各個人の自覚もあるが閉鎖的
だった部署より脱皮し，臨床の場である病棟へと活躍の場が拡大していっ，た．現在では，8診療科に於て服薬指導，
TDM，IVH，ファーマシューティカルケアー等の臨床活動を行っている．今後はさらなる充実と科の拡大をはかり，
薬剤師として「適正な薬物療法の実践」に医療チームの一員としての自覚のもと，挑戦の時代から確立の時代と認識
し，各分野に存在感をアピールする様な研究活動へと取り組んでいきたい．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）舟木陽子，小坂好男，菊池有道：600点業務報告：高血圧症患者に対する処方支援の1例．第2回神奈川県病院薬
　　剤師会学術大会，1994．11．
　2）舟木陽子，小坂好男，菊池有道：TheophyllineのTDM：中毒からの投与設計．第50回薬物治療モニタリング研
　　究会，1994．11．
　3）有馬貴子，舟木陽子，小坂好男・菊池有道・陽川春江D，山本　彰1》，山本博人1）・高橋政之1）・渡辺英之1）（1）第
　　二病院放射線科）：患者のQOL（quality　of　life）への薬剤師の関わり：肝嚢胞へのエタノール注入療法．日本
　　医科大学医学会第85回例会，1995．2．
　4）毛利多嘉江，小坂好男，菊池有道，藤倉輝道1》，黒崎貞行1），大塚博邦1）（1）第二病院耳鼻咽喉科）：患者のQOL
　　（quality　of　life）への薬剤師の関わり：オペ前の高血圧症患者の血圧コントロール．日本医科大学医学会第85回
　　例会，1995．2．
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23．多摩永山病院付置施設等
［多摩永山病院病理部］
研究概要
　組織培養，生化学，免疫組織化学，電子顕微鏡部門も充実し，臨床および病理学教室から大学院生が病理部に配属
され，また臨床医の病理部での研究も行われるようになり，さらにチェンマイ大学医学部医師との共同研究も加わり，
研究部門もさらに充実してきた．
　現在の主な研究テーマは以下のとうりである．
　（1）乳腺腫瘍：
　1）穿刺吸引細胞診による迅速診断法の確立
　2）乳癌における，ホルモンレセプターと細胞骨格および接着因子の関係について
　3）乳癌（特に小葉癌）の組織発生について
　4）乳癌のパラフィン切片による免疫組織化学的検索への応用（マイクロウェーブ処理法など）
　5）転移性乳癌の臨床病理学的研究（特に接着因子と基底膜分解酵素について）
　（2）骨軟部腫瘍：
　1）穿刺吸引細胞診による迅速診断法の確立
　2）骨肉腫の鑑別診断に対するオステオカルチン，オステオネクチン，コラーゲン1の有用性について
　3）悪性線維性組織球腫の組織発生の検索およびその鑑別診断法の確立
　4）PENTとEwing肉腫との関連および予後因子
　（3）子宮癌：
　1）子宮頸癌の深達度と細胞内骨格，接着因子の関係について
　2）子宮頸部におけるCISと初期浸潤癌の鑑別（特に免疫組織化学検索による）
　3）子宮内膜癌の診断の確立（特に細胞診とセルブロック法による）
　（4）咽頭腫瘍の組織発生（免疫組織化学的検索による）：
　（5）リンパ節病変：
　1）リンパ節病変の迅速診断法の検索，免疫細胞学的アプローチ
　2）リンパ節病変の分子生物学的検索（特にウイルスとの関連病態）
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）斎藤敏之9，金　　正1），今永和幸1），石原之法1），山田光輝1），前田昭太郎（1）多摩永山病院麻酔科）：大腿骨骨幹
　　部骨折の術中セル・セーバー返血中の骨髄細片の問題点．臨床麻酔，18，967－968，1994．
　2）田島なつき1），杉崎健一1），小林由子1），飯田英次1），篠原義智1），山本　鼎1），桑原健太郎2），立麻典子2），土屋正
　　己2），平岡保紀3），前田昭太郎，田島廣之4）（1）多摩永山病院放射線科，2）同小児科，3）同泌尿器科，4）附属病院放射
　　線科）：後腹膜神経節細胞腫の1例：MRI所見を中心として．画像診断，14，840－845，1994．
　3）北川泰之1・2》，白井康正1），中山義人L），角田　隆1・2），中原義人1），浅野伍朗2），松原美幸3》，前田昭太郎（1）附属病
　　院整形外科，2）病理学第2，3）附属病院病理部）：臨床的に悪性が疑われたが細胞診にて推定診断しえた腱鞘巨細
　　胞腫（びまん型）の1例．日本臨床細胞学会雑誌，33，1145－1149，1994．
　4）北川泰之1），白井康正1），伊藤博元1），武内俊次1），高山景範1），橘田雅美1》，橋口　宏1），角田　隆1），浅野伍朗2》・
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　前田昭太郎（L）附属病院整形外科，2）病理学第2）：上腕骨近位部に発生した軟骨粘液線維腫の1例．関東整災誌，
　25，　719－723，　1994．
5）松原美幸1），杉崎祐一1），北川泰之2），角田　隆2），前田昭太郎（1）附属病院病理部，2）同整形外科）：Malignant
　hemangiopericytoma：穿刺吸引細胞診2症例による検討．日臨細胞会誌．34，98－102，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）Maeda，S。：Aspiration　cytology　for　breast　canceL　Seventh　National　Congress　of　Pathology（Thailand），
　　1994．　2．
　2）前田昭太郎：軟部悪性腫瘍の細胞診：総論・各論．第20回日本臨床細胞学会近畿連合会学術集会，1994．10．
（2）シンポジウム：
　1）前田昭太郎：癌の診断総括．私立医科大学臨床検査技師会学術研修会，1994．10．
（3）パネルディスカッション：
　1）前田昭太郎：耳鼻咽頭科疾患に対する細胞診，組織診：耳鼻咽頭科疾患の変遷と先端診療．耳鼻咽頭科教育パネ
　　ルシリーズ第20回，1994．6．
（4）ワークショップ：
　1）Maeda，S．：Fine　Needle　Aspiration　Cytology　ofthe　Thyroid．The　First　Fine　Needle　Aspiration　Workshop
　　in　Thailand　and　Japan，Chiang　Mai，Thiland，August，1994。
2）Maeda，S．：Fine　Needle　Aspiration　Cytology　of　the　Breast．The　First　Fine　Needle　Aspiration　Workshop
　　in　Thailand　and　Japan，Chiang　Mai，Thiland，August，1994．
　3）Maeda，S。：Fine　Needle　Aspiration　Cytology　of　the　Lymph　node。The　First　Fine　Needle　Aspiration
　　Workshop　in　Thailand　and　Japan，Chiang　Mai，Thiland，August，1994．
4）Maeda，S．：Fine　Needle　Aspiration　Cytology　of　the　Lung．The　First　Fine　Needle　Aspiration　Workshop　in
　　Thailand　and　Japan，Chiang　Mai，Thiland，August，1994．
（5）一般講演：
　1）前田昭太郎，細根　勝，志村俊郎1）（1）多摩永山病院脳神経外科）：圧挫細胞診が術中迅速診断に有用であった小
　　円形細胞肉腫（01factory　neurgblastomaおよびSpinal　primitive　neuroectodermal　tumor（spinal　PNET）
　　の2症例．第12回日本脳腫瘍研究会．1994．4．
　2）細根　勝1），前田昭太郎，中川敬夫，清水秀樹，加藤圭子，水谷　崇2），谷口善郎2），江上　格2），浅野伍朗1）
　　（1）病理第2，2）多摩永山病院外科）：穿刺吸引細胞診上診断に苦慮したHodgkin病の1例．第35回日本臨床細胞
　　学会総会，1994．6．
　3）原　　博，前田昭太郎，中川敬夫，清水秀樹，加藤圭子，日吾美栄子，清水千代美，佐々木茂1），諏訪喜宣1），磯
　　崎太一1）（1）多摩永山病院産婦人科）：子宮頸部glassy　cell　carcinomaの所見を呈した腺扁平上皮癌の2症例．
　　第35回日本臨床細胞学会総会．1994．6．
4）松原美幸1），杉崎祐一1），北川泰之2），角田　隆2），前田昭太郎（1）附属病院病理部，2）同整形外科）：骨腫瘍・軟部
　　腫瘍に対する穿刺吸引細胞診の検討一第2報一．第35回日本臨床細胞学会総会．1994．6．
　5）長江　康2），前田昭太郎，中川敬夫，清水秀樹，加藤圭子，吉田　寛1），谷口善郎1），江上　格1），浅野伍朗2），細
　　根　勝2），下村隆保2）（1）多摩永山病院外科，2）病理第2）：腹壁腫瘤の穿刺吸引細胞診にて発見された尿膜管癌の
　　1例．第35回日本臨床細胞学会総会．1994．6．
6）浅川一枝11，渡会泰彦1），松原美幸1），横沢俊一1），釜口晴美1），樋口勝美2），古川清憲2），杉崎祐一1），横山宗伯3），
　　前田昭太郎（1）附属病院病理部，2）外科第1，3）病理第2）：乳腺原発悪性リンパ腫の1例．第35回日本臨床細胞学
　　会総会，1994．6．
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7）谷口善郎1》，江上　格1），中島米治郎1），木山輝朗1），前田昭太郎，下村隆保，細根　勝，中川敬夫，清水秀樹，加
　藤圭子（η多摩永山病院外科）：生検診断に難渋し，穿刺吸引細胞診で診断し得た直腸悪性リンパ腫の1例．第35
　　回日本臨床細胞学会総会，1994．6．
8）角田　隆1），白井康正1），前田昭太郎，浅野伍朗2）（1）附属病院整形外科，2）病理学第2）：悪性線維性組織球腫の組
　　織発生に関する検討士免疫組織化学的検索を中心として（第3報）．第27回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
　　集会，1994．
9）小倉宏道n，長野具雄L），田中邦夫n，大須賀　勝1），杉木雄治1），鈴木　健n，大津文雄1），長澤紘一1）・前田昭太
　　郎）（1）多摩永山病院内科）：ルポイド肝炎に肝細胞癌を合併した1剖検風第429回日本内科学会関東地方会．
　　1994．
10）前田昭太郎，中川敬夫，片山博徳，谷口善郎1），江上格1），吉岡正智1），細根勝2）・浅野伍朗2）（1）多摩永山病
　　院外科，2）病理第2〉：穿刺吸引細胞診による乳腺腫瘍の迅速診断．第62回日本医科大学医学会総会，1994。9．
11）榎本達治1》，川並注一），工藤翔二2），佐藤雅史3），杉崎祐一4），前田昭太郎，大秋美治5）（1）第二病院病理部，2）内
　　科第4，3）第二病院放射線科，4）附属病院病理部，5）千葉北総病院病理部）：肺ヒスチオサイトーシスXの確定診
　　断に果たすBALF細胞の特徴．第62回日本医科大学医学会総会．1994．9．
12）角田　隆1），浅野伍朗1），白井康正2），前田昭太郎，中川敬夫，片山博徳（1）病理第2，2）附属病院整形外科）：悪性
　　組織球腫（MFH）におけるラミニン，IV型コラーゲンの発現にっいて．第62回日本医科大学医学会総会．1994。
　　9．
13）片山博徳，前田昭太郎，横田　隆1》，松井　南1），大網　弘ユ），的場康徳2），廣中貴宏3），服部　隆3），大石一二三3〕
　　（n老人病研究所，2）第二病院消化器病センター，3）共同乳業基礎研究所）：ヘパリチナーゼの血中濃度と転移性腫
　　瘍の関係．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
14）長江　康1），浅野伍朗1），前田昭太郎，原　　博，中川敬夫，片山博徳，礒部宏昭，，江上　格2），谷口善郎2），吉田
　　寛2）（1）病理第2，2）多摩永山病院外科）1経皮的穿刺吸引細胞診で推定診断し切除術を施行した膵癌の1例．第62
　　回日本医科大学医学会総会，1994．9．
15）礒部宏昭，前田昭太郎，中川敬夫，片山博徳，東　敬子，柳田裕美，阿部久美子，日吾美栄子，角田　隆u，細
　　根勝1）（1）病理第2）：穿刺吸引細胞診で診断したPNET（primitive　neuroectodermal　tumor）の2症例．第
　　62回日本医科大学医学会総会．1994．9．
16）田中純也1），浅野伍朗1），前田昭太郎，中川敬夫，渡会泰彦2），杉崎祐一2），清水秀樹3）（1）病理第2，2）附属病院病
　　理部，3）千葉北総病院病理部）：子宮頸癌の病理診断に対する免疫組織化学検索（特にCK10・13など）の応用・
　　第62回日本医科大学医学会総会．1994．9．
17）中川敬夫，前田昭太郎，原　　博，片山博徳，礒部宏昭，東　敬子，柳田裕美，日吾美栄子，阿部久美子，細根
　　勝1），角田　隆1》（1）病理第2）：子宮頸部腺扁平上皮癌の免疫組織化学的検索．第62回日本医科大学医学会総会．
　　1994．　9．
18）長江　康・），浅野伍朗1），前田昭太郎，中川敬夫，柳田裕美，吉岡正智2），江上　格2），谷口善郎2），和田雅世2）
　　（1）病理第2，2）多摩永山病院外科）：乳癌のEstrogenReceptor，Progesterone　Receptodこ対するパラフィン切
　　片法の有用性．第2回日本乳癌学会総会．1994．9．
19）片山博徳，前田昭太郎，横田　隆1），的場康徳2），廣中貴宏3），大石一二三3），大網　弘1）（1）老人病研究所，2）第二
　　病院消化器病センター，3）共同乳業基礎研究所）：転移性腫瘍におけるヘパラチナーゼの血中濃度と局在．第53回
　　日本癌学会総会，1994．10．
20）田中純也1），浅野伍朗1），前田昭太郎，杉崎裕一2），佐々木茂3），荒木　勤4）（1）病理第2，2）附属病院病理部，3）多
　　摩永山病院産婦人科，4）附属病院産婦人科）：子宮頸癌（扁平上皮癌，腺癌，腺扁平上皮癌）の組織診断上の問題
　　点：免疫組織化学的検索．第53回日本癌学会総会．1994．10．
21）礒部宏昭，前田昭太郎，角田　隆，中川敬夫，片山博徳，阿部久美子，日吾美栄子，原　　博・谷口善郎1）・江
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　　上　格1），伊藤博元2），間瀬泰克2》（1》多摩永山病院外科，2）同整形外科）：穿刺吸引で確定診断したPNET（特に
　　ユーイング肉腫）の1症例．第34回日本臨床細胞学会秋期大会学術集会．1994．11．
22）飯田信也1），江上　格1），岡崎滋樹1），谷口善郎1），和田雅世1），会田邦晴1），源河敦史1），横室茂樹1），宮本昌之1），
　　相本隆幸1），牧野浩司1），吉岡正智1），前田昭太郎，恩田昌彦2）（1）多摩永山病院外科，2）外科学第1）：無症候時に
　　診断され，2年経過後切除し得た肝門部胆管癌の1例．第755回外科集談会，第81回神奈川県臨床外科医学会集
　　談会，1994．12．
［多摩永山病院薬剤科］
研究概要
　薬剤科が従来進めて来た研究は実務上生じる問題を多角的に検討することであった．薬剤師の臨床活動が試行の段
階から実践として定着しつつある中で研究課題も医療の質の向上につながるものを目指したい．TDMではバンコマ
イシンの血中濃度測定で多施設協同研究に参加している．医療においてCureとCareの連携が重視される中で患者の
退院後の服薬指導や外来患者の薬相談に力をいれ，QOLの向上，Cost－Effectiveな治療を実証していきたい．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）村田正弘，前田陶子，佐藤正憲1），渡辺昭夫1》，菅井克江2），東元信之2），新井貞男2）（1）スミスクライン・ビーチャ
　　ム生産部，2）（株）ナック）：塩酸グラニセトロン注射液の配合試験（第3報）．基礎と臨床，29，1029－1047，1995．
（2）総説：
　1）宿前貴子：新しい外用抗菌剤のプロフィールとその使い方．都薬雑誌，16，213，1994．
　2）宿前貴子：新しい外用副腎皮質ステロイド剤のプロフィールとその使い方．都薬雑誌，16，448，1994．
　3）宿前貴子：新しい剤形の硝酸化合物の特徴・使い方．都薬雑誌，16，719，1994．
著　書
　1）村田正弘：〔分担〕疾病の治療と薬一入院患者に対する薬剤師の貢献“薬学概論”（辰野高司，川瀬　清，山川
　　浩司編），p．43－51，南江堂，1994．
　2）村田正弘，長澤紘一1）（1）多摩永山病院内科学）：〔監修〕カルテの読み方と基礎知識，薬業時報社，1994．
学会発表
（1）ワークショップ：
　1）宿前貴子：急性中毒における薬剤師の役割．第16回日本中毒学会（大阪），1994．7．
（2）一般講演：
　1）伊藤敦雄，渡辺　徹，加藤浩子，村田正弘：薬剤師服薬指導による経口血糖降下剤コンプライアンスの検討と治
　　療への影響．第4回日本病院薬学会年会，1994．9．
　2）平田清貴，椎野元弘，伊藤敦雄，村田正弘：薬剤の処方特性を活用した処方せん情報入力システム第二報（入院
　　薬剤業務への応用）．日本薬学会第115年会，1995．3．
　3）渡辺　徹・村田正弘：喘息入院患者の退院後情報収集によるフォローアップ。日本薬学会第115年会，1995．3．
　4）村田正弘，朝長文弥1）他（1）北里大学病院薬剤部）：薬剤業務評価マニュアル作成のための調査研究．日本薬学会
　　第115年会，病院薬局協議会小委員会報告，1995．3．
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［多摩永山病院看護部］
研究概要
　1）妊娠20週以降の妊婦に対し，日常生活の中で，簡単に取り組むことができる運動であるマタニティウォーキング
が，過剰な体重増加を予防するのに有効であるとの結果を得た．
　2）褥瘡に対する無圧クッションの有効性をサーモグラフィーを用いて検証した．
　3）生活習慣，言語，文化の異なった外国人患者の看護を通てし，インフォームドコンセントを含めた看護の上で日
本人と異なる多くの困難にであった事例を考察した．
　4）自殺企図患者に多い疾患別分類を行い，入室初期情報の有意性を見直し精神科的治療の必要な患者への看護マ
ニュアルを作成し検討した．
　5）尿管カテーテル挿入時の管理について，医療者側の手順の改善，統一を徹底したことにより，患者の行動拡大や
精神的安静に繋がった．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）緋田雅美：救急ナースと救急救命士．Emergency　Nursing，7，6，20－30，1994．
　2）塩津正巳，坂本幸廣，緋田雅美，野口　素：国際患者搬送帰還の看護の実際と検討．Emergency　Nursing，7，
　　5，　70－74，　1994。
学会発表
（1）一般講演：
　1）下澤小百合，樽見芳子，北條由紀，涛岡真紀，上田佳奈，田畑末美，阿部幸子，植田千栄子，越中谷幸子，酒井
　　和子，磯崎太一1），諏訪喜宣1），佐々木茂1》（1）多摩永山病院産婦人科）：妊婦の体重管理におけるマタニティウォー
　　キングの効果．第12回東京母性衛生学会，1994．
　2）梅田睦美，野間　恵，富田恭子，新屋典子，舘洞郁子，工藤久仁子，緋田雅美，野口　素：踵部褥瘡予防に用い
　　た無圧クッションの有効性．第22回日本救急医学会総会，1994．
　3）田川真理子，川窪克彦，木住野一重，伊藤久美，中村圭志，工藤久仁子，緋田雅美，野口　素：両下肢切断となっ
　　た外国人への看護を振り返って．第22回救急医学会総会，1994．
　4）鬼木豊子，石川秀一，西　和吉，塩津正巳，緋田雅美，野口　素：自殺企図患者の検討とマニュアル作成・第37
　　回日本救急医学会関東地方会，1994．
　5）横路和美，久保田恵子，遠藤三代子，磯崎太一1），佐々木茂1）（1）多摩永山病院産婦人科）：尿管カテーテルを挿入
　　した患者の看護．第12回東京母性衛生学会，1994．
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24．千葉北総病院付置施設等
［千葉北総病院集中治療部］
研究概要
　開設後一年を経過し・この間532例の患者を収容した．患者の収容状況にあわせ，ようやく研究目標も定まりつつあ
る．1）急性心筋梗塞や狭心症の収容も多く，緊急冠動脈造影や冠動脈形成術（PTCA）などが行われるが，再狭窄例
の病態の解明や対処法に大きな問題が生じている．ステントなどの新しい方法の評価が目標となる．2〉冠動脈疾患の
危険因子の一つである脂質代謝を選び，脂肪負荷試験を行うことによって病態の新展開をめざす．3）成田空港や海外
で病気になった患者の収容が・本院の特殊性として挙げられる．かかる患者の収容体制を確立する．4）急性心不全と
慢性心不全の急性増悪の病態の対比と液性因子の動態に注目して研究を進める．5）急性大動脈解離のULPの消長に
関して，3DCTによる分析を加える．などが現在進行中のテーマである．人手不足の忙しい毎日の診療の中で，一刻
も早くこれらをまとめ，さらに次の目標に向かうことはなかなかの試練である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Seino，Y。1），Fujimori，H．1），Shimai，S。1），Tanaka，K．，Takano，T．，Hayakawa，H．1），and　Niimi，Y．2〉（且）First
　　Department　of　Medicine，2）Department　of　Dermatology）：Popliteal　venous　aneurysm　with　pulmonary
　　embolism，Int．Med．，33，779－782，1994．
　2）田中啓治，横山広行1），高山守正1），高野照夫1），早川弘一2）（1）付属病院集中治療室，2）第一内科）：再灌流療法施
　　行患者に対する急性期リハビリテーション．Jap．Circ．J．，58（Suppl　IV），1337－1339，1995．
　3）子島　潤1），内田拓実1），高山守正1），竹田晋浩1），保坂浩希1），杉本忠彦，酒井俊太1），八島正明1），佐野純子1），
　　大國眞一，田中啓治，高野照夫1），小関一英2），辺見　弘2），早川弘一3）（1）付属病院集中治療室，2）同高度救急救
　　命センター，3）第一内科）：救急救命士によるCCU収容前の除細動の効果と眼界。TheLRes，15，196－199，1994．
　4）早川弘一）・清野精彦1）・田中啓治・高野照夫2）（1）第一内科，2）付属病院集中治療室）：急性心不全up　date一急性
　　心筋梗塞をめぐって一．集中治療，6（臨時増刊号），143－153，1994．
　5）高野照夫1），横山広行1》，太田眞夫1），内田拓実1），浅井邦也1），酒井俊太1），鈴木郁代1），星野公彦1》，国見聡宏1），
　　今泉孝敬1），富田喜文1），子島　潤1），草間芳樹1），高山守正1），宗像一雄1），田中啓治，早川弘一1）（1）第一内科）：
　　急性心筋梗塞におけるショックの対策．心臓，27，12－20，1995．
　6）高田加寿子1），高野照夫1），田中啓治（1）付属病院集中治療室）：拡張型心筋症に伴う重症心不全に心房性ナトリウ
　　ム利尿ペプチド製剤（カルペリチド）が著効を示した1治験例．薬理と治療，23，181－184，1995．
　7）高野照夫1）・子島　潤1｝・清野精彦2），説田浩一2），竹田晋浩1），高山守正1），内田拓実2），田中啓治（1）付属病院集
　　中治療室，2）第一内科）：急性心筋梗塞におけるEndothelin動態．脈管学，34，929－932，1994．
　8）高野照夫1），内田拓実1），家所哲夫1），子島　潤1），高山守正1），田中啓治（1）付属病院集中治療室）：急性心筋梗塞
　　症例の早期収容体制．心臓，26，494－502，1994．
（2）総説：
　1）田中啓治，上村竜太，加藤久美子：心筋梗塞の合併症一ポンプ失調の治療とその予後一．ハートナーシング，10，
　　99－102，　1994．
2）田中啓治，緒方憲一＝重大な循環器疾患のバイタルサインの見方．月刊消防，7，45－52，1994．
3）中込明裕，田中啓治：梗塞後狭心症．日本臨床，52（増刊：冠動脈の臨床下），384－388，1994．
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4）大國眞一），水野杏一），田中啓治（1）千葉北総病院内科）：急性心筋梗塞の救急治療．急性期合併症の治療．ポン
　プ失調への対応．集中治療，6，605－612，1994．
著　書
　1）家所哲夫，田中啓治：〔分担〕胸痛．”研修医ノート：医の技法”（永井良三編），p758－760，診断と治療社，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）田中啓治，横山信也，金子晴生，田中　隆，加藤久美子，山口由希子：ICU－CCUにおけるモニタリングシステ
　　ムの重要性と問題点．第6回臨床モニター学会総会，1995．2．
（2）一般講演：
　1）大國眞一1），緒方憲一1》，松本　真1），宮本新次郎1），水野杏一），田中啓治，杉本忠彦2），浅野哲雄2），宗像純司3）
　　（1）千葉北総病院内科，2）同胸部外科，3〕鹿島白十字病院内科）：多枝にulceratedplaqueを認めた不安定狭心症の
　　一例．第152回日本循環器学会関東甲信越地方会，1994．6．
　2）山本和男，金子晴生，田中　隆，田中啓治，高橋直人1），佐藤　越1），黒川浩史1），大國眞一），林原賢治1），吉村
　　明修1），水野杏一1）（1）千葉北総病院内科）：胸痛を伴う喘息発作を繰り返し，201T1と1231－BMIPP心筋シンチグラ
　　ムに乖離を生じたアスピリン喘息の1例．第153回日本循環器学会関東甲信越地方会，1994．9．
　3）高木　元，金子晴生，田中　隆，田中啓治，大野忠明1），黒川浩史1），大國眞一1），水野杏一1），岩城秀行2），杉本
　　忠彦2），浅野哲雄2）（1）千葉北総病院内科，2）同胸部外科）：PCPS施行中，呼気終末炭酸ガス分圧測定によって至
　　適ポンプ流量を決定しえた激症型心筋炎の1例．第154回日本循環器学会関東甲信越地方会，1994．12．
　4）黒川浩史1），大野忠明1），富村正登1），上村竜太D，山岸　正1），北村克弘1），大國眞一1），水野杏一），金子晴生，
　　田中　隆，田中啓治，岩城秀行2），杉本忠彦2），浅野哲雄2）（1）千葉北総病院内科，2〉同胸部外科）：冠動脈造影が正
　　常であったにもかかわらず血管内視鏡で黄色粥腫を認めた家族性高コレステロール血症の1例．第154回日本循
　　環器学会関東甲信越地方会，1994．12．
　5）横山真也，金子晴生，斉藤好信，藤田進彦，大場崇芳，田中　隆，田中啓治，大國眞一り，水野杏一1），前田容子2），
　　牧野俊郎2）（1）千葉北総病院内科，2》新東京国際空港クリニック）：成田新東京国際空港を中心に発症した急性心筋
　　梗塞の対応．第155回日本循環器学会関東甲信越地方会，1995．2．
　6）藤田進彦1），大場崇芳1），上村竜太1），吉田明弘1），大國眞一1），水野杏一），金子晴生，田中　隆，田中啓治（1｝千
　　葉北総病院内科）：冠動脈spasm中の内膜remodeling一血管内エコーσこよる検討．第155回日本循環器学会関東
　　甲信越地方会，1995．2．
　7）大場崇芳1），藤田進彦1），吉田明弘1），上村竜太1），国見聡宏，大國眞一1），水野杏一1），田中　隆，田中啓治（1）千
　　葉北総病院内科）：冠動脈Cuttingballoon後の血管内視鏡と血管内超音波所見．第155回日本循環器学会関東甲
　　信越地方会，1995．2．
　8）佐藤泰雄D，保坂浩希1），秋山博彦1），杉本忠彦1），矢島俊巳1），落　雅美1），二宮淳一），子島　潤2），田中啓治・
　　高野照夫2），田中茂夫1）（n第二外科，2）付属病院集中治療室）：脳内酸素飽和度と混合静脈血酸素飽和度及び心係
　　数を連続モニターしたPCPS使用患者管理．第6回臨床モニター学会総会，1995．2．
　9）小川理郎1），横田裕行11，加藤一良1），小池　薫1），大友康裕1），高橋幸道1），磯部博隆1），山本保博1），大塚敏文1），
　　杉本忠彦1），浅野哲雄1），田中啓治（1）千葉北総病院救命救急部，2）胸部外科）1経皮的心肺補助法（PCPS）を施
　　行した激症型心筋炎と考えられた2例．第38回日本救急医学会関東地方会，1995．2．
10）金子晴生，山本和男，田中　隆，田中啓治，岩城秀行1》，杉本忠彦1），浅野哲雄1）（1）千葉北総病院胸部外科）：心
　　原性ショックと多臓器不全（PCPS施行例について）．第8回千葉県MOF研究会，1994．9．
11）金子晴生，田中啓治，田中　隆，岩城秀行1），杉本忠彦1），浅野哲雄1），子島　潤2），高山守正2），高野照夫2），早
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　　川弘一3）（1）千葉北総病院胸部外科，2）付属病院集中治療室，3》第一内科）：経皮的心肺補助法（PCPS）を行った
　　極めて重篤な心原性ショックに対するPTCAの効果．第22回日本集中治療医学会総会，1995．2．
12）金子晴生，田中啓治，田中　隆，大野忠明，高木　元，岩城秀行1），杉本忠彦1），浅野哲雄1），子島　潤2），高山守
　　正2），高野照夫2》，早川弘一3）（1）千葉北総病院胸部外科，2）付属病院集中治療室，3）第一内科）：経皮的心肺補助法
　　（PCPS）を行った極めて重篤な心原性ショックに対するPTCAの効果．第59回日本循環器学会学術集会，1995．
　　4．
［千葉北総病院病理部］
研究概要
　当該年度は病院開院年にあたり，病理部の業務形態の確立が急務であったため，研究テーマを具体的に掲げること
は出来なかった．しかし，日常の病理診断業務を整備していく中で，今後研究課題となることが予想される領域につ
いては，診断のみならず研究的な側面にも応用が可能な形での試料収集を心掛けた．具体的には各種腫瘍性疾患を中
心に，新鮮材料から通常の光顕用組織標本に加え，電子顕微鏡試料，凍結試料及び細胞診標本を作成し，各臓器に発
生する良性，悪性腫瘍の解析の準備を進めた．また，外科病理においては今や必要不可欠の診断法となっている細胞
診断学及び電子顕微鏡診断学における試料作成法の改善を目的として，1）通常のパパニコロウ染色標本から効率よく
免疫染色を行う方法の検討，2）電子顕微鏡標本の試料作成法の欠点を改良する方法など，技術的な面での検討も開始
した．限られた人と時間及び予算の中で研究を進めていく上では，毎日の病理診断業務の中から研究的な側面を見い
だしていく必要があり，病理診断の精度の上昇に役立つ，日常の診療に直結した研究課題を柱にしていきたい．
研究業績
著　書
　1）小黒辰夫：〔分担〕診断・研究のための病理技術詳解；4電顕酵素組織化学法（浅野伍朗；監修），P．22－39，藤
　　田企画，1994．
　2）小黒辰夫：〔分担〕診断・研究のための病理技術詳解；4培養細胞の電子顕微鏡的応用（浅野伍朗；監修），P．
　　79－89，藤田企画，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）進藤久夫1），白井康正1），松沢　勲1），内山真紀1），大秋美治（1》整形外科）：特発性脊髄硬膜外脂肪腫症による腰部
　　脊柱管狭窄症の1例．関東整形災害外科学会月例会・第565回整形外科集談会東京地方会，1994．4．
　2）福本裕子1），大秋美治，西久保秀紀2），森山雄吉2），浅野伍朗1）（1）病理学第2，2）千葉北総病院外科）：Neuroendocrine
　　carcinomaを合併した早期胃癌の1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　3）榎本達治1），川並注一1），工藤翔二2），佐藤雅史3），杉崎祐一4），前田昭太郎5），大秋美治（1）第二病院病理部，2）内
　　科第4，3）第二病院放射線科，4）付属病院病理部，5）多摩永山病院病理部）：肺ヒスチオサイトーシスXの確定診
　　断に果たすBALF細胞の特徴．第62回日本医科大学医学会総会，1994．9．
　4）清水秀樹，小黒辰夫，三枝順子，大秋美治，浅野伍朗1）（1）病理学第2）：細胞診における酵素抗体法［3－AMINO－
　　9－ETHYL　CARBAZOLE発色］脱色後のパパニコロウ染色法の工夫．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　　9．
　5）田中純也1），浅野伍朗1），前田昭太郎2），中川敬夫2），渡会泰彦3），杉崎祐一31，清水秀樹（1）病理学第2，2》多摩永
　　山病院病理部，3）付属病院病理部）：子宮頸癌の病理診断に対する免疫組織化学検索（特にCK10，13など）の応
　　用．第62回日本医大医学会総会，1994．9．
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　6）清水秀樹，小黒辰夫，三枝順子，清水千代美，大秋美治，浅野伍朗1）（1）病理学第2）：酵素抗体法［3－AMINO－
　　9－ETHYL　CARBAZOLE発色］脱色後のパパニコロウ染色の検討．第33回日本臨床細胞学会秋期大会学術集会，
　　1994．　9．
　7）保津路子1），海江田亮1），小宮山佐1），北村　信1），赫　彰郎1），今津　修（1）内科学第2）：アルツハイマー型痴呆
　　患者にみられる脳室周囲白質病変についての臨床的検討．第36回日本老年医学会総会，1994．9．
　8）今津　修，浅野伍朗1），山崎峰雄2），中野今治1）（1》病理学第二，2）東京都神経科学総合研究所神経病理学研究部門）：
　　重傷妊娠悪阻を契機として発症したWemick脳症，CPM，および急性期Marchiafava・Bignami病と考えられ
　　る一剖検例．第49回関東臨床神経病理懇話会，1994．11．
〔1993年度追加分〕
一般講演：
　1）Gh＆zizadeh，M，小黒辰夫，佐佐木喜広，相原　薫：Overexpression　of　p53nuclear　protein　in　prostatic
　　carcinoma．第83回日本病理学会総会，1994．3．
［千葉北総病院中央検査室］
研究概要
　平成6年度は千葉北総病院開院直後の新年度であり，臨床と密着した対応を最も重要視し，日常では術中の麻酔薬
濃度管理における研究協力をはじめ可能な限り種々の医療機器管理を含め，診療に関する臨床検査分野の寄与を主体
とした積極的な活動を行なっている．本年度の主な研究成果は以下の通りである．
　①生理学における超音波分野では腹部超音波の実体や断層心エコーの解析と評価と共に心雑音時のエコーに関す
る有用性，肺機能として拡散時の経時的変化の調査．
　②輸血学分野では術式による血液製剤準備量（MUSBOS）の確認の他，不規則性抗体のチェックと製剤供給と管
理対策について．
　③微生物学分野では多剤耐性菌（MRSA）に関する系統的な検索と，院内感染対策に関する一連の調査報告．
　④国家試験に関する卒前，卒後教育の指針と各分野毎に人材の育成．
　⑤中央検査システムにおける医療収支の動向と逐次見直しによる収益率の向上と対策について．
　⑥各臨床科への研究協力と共に臨床検査学を中心とした診療支援システムとして臨床に密着した研究検査の模索
など，極めて多岐に渡る分野に活動を行なった．
　今後は系統的課題のより充実と，更に熱画像などを含めて広範囲における継続的研究を進めることにより新たな成
果が期待される．
研究業績
論　文
（1）総説：
　1）野本剛史：21世紀を見つめた日本医科大学医療構想：伸びゆく千葉ニュータウンを含んだ北総地裁の中核病院
　　として．私立医科大学臨床検査技師会誌KAME　RADEN，20，34－36，1995．
著書
　1）野本剛史：〔編集〕第21回臨床検査技師国家試験対策セミナーテキスト．東京都臨床衛生検査技師会，1994．
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学会発表
（1）一般講演：
　1）野本剛史，染谷紀子，町田幸雄：従来よりの保険診療に関する現状と見直しと今後の動向．第43回日本臨床衛生
　　検査学会，1994．
　2）町田幸雄，染谷紀子，野本剛史：現状のオーダングシステムとレセプト請求上の問題点：特に検体検査において．
　　第43回日本臨床衛生検査学会，1994．
　3）町田幸雄，野本剛史，森本　進D（1）付属病院中央検査部）：カルシウム測定における測定機器的問題点：特に直線
　　性を中心に．第43回日本臨床衛生検査学会，1994．
　4）下内亮子，亀山雅弥，石渡統夫，目黒真喜子，本宮とき子，大塚智加子，高橋千秋・永瀬里子・小林美実・野本
　　剛史，水野杏一：付属千葉北総病院医学検査部中央検査室における腹部超音波検査の現況．第62回日本医科大学
　　医学会総会，1994．
　5）三谷真実江，亀山雅弥，井上一夫，野本剛史，水野杏一：mecA遺伝子陽性でありながらみかけ上感受性を示す
　　MRSAの1例．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　6）本宮とき子，亀山雅弥，石渡統夫，目黒真喜子，下内亮子，大塚智加子・高橋千秋・永瀬里子・小林美実・野本
　　剛史，水野杏一：肺拡散能に及ぼす経時的因子の確認第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　7）井上一夫，野本剛史，町田幸雄，水野杏一：当院微生物検査部門稼動状況報告一第1報一．第62回日本医科大学
　　医学会総会，1994．
　8）岡本直人，染谷紀子，町田幸雄，野本剛史，水野杏一：当院輸血部門稼動状況報告一第1報一：開院後半年間の
　　経緯とフル稼動に向けて．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
　9）亀山雅弥，石渡統夫，目黒真喜子，下内亮子，本宮とき子，大塚智加子・高橋千秋・永瀬里子・小林美実・野本
　　剛史，水野杏一：日常検査における断層心エコー図：検査技師が日常ルーチンワークとして記録する際．第62回
　　　日本医科大学医学会総会，1994．
10）目黒真喜子，亀山雅弥，石渡統夫，下内亮子，本宮とき子，大塚智加子，高橋千秋，永瀬里子，小林美実，野本
　　剛史，水野杏一：心雑音における心エコー図法の有用性．第62回日本医科大学医学会総会，1994．
［千葉北総病院薬剤科］
研究概要
　千葉北総病院の開院は平成6年1月26日であり，当薬剤科も同日にスタートした．処方・注射オーダリングという
日本医大初のシステムを立ち上げながら，少ない開院準備要員で新人を教育しつっ薬剤科の業務を軌道に乗せ，研究
は未だ緒に就いたばかりである．本年度は，施設紹介等の発表が多かったが，次年度以降・実務・臨床・基礎と3分
野での研究の充実を模索して行きたい．
研究業績
論　文
（1）総説：
　1）片岡博邦：病院紹介．薬事新報，第1828号，29－34，1994．
　2〉浜田康次：医薬品情報の伝達システムの整備を．月刊ばんぶう，6，70－74，1995。
　3）浜田康次：老人医療でよく使用される薬の知識（総論）．老人看護ぷらす介護，1，102－106，1994．
　4）浜田康次：老人医療でよく使用される薬の知識（脳代謝改善剤）．老人看護ぷらす介護，2，102－106，1995．
　5）浜田康次：老人医療でよく使用される薬の知識（抗生物質製剤）．老人看護ぷらす介護・3・95－100・1995。
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著　書
1）浜田康次：〔分担〕臨床ですぐに役立つ薬の知識”カルテの読み方と基礎知識”P。177－227，薬業時報社，1994．
2）浜田康次：”ナースのためのくすりの「なぜ」に答えられる本”日総研出版，1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）幸田佐和子・浜田康次・片岡博邦：日本医大千葉北総病院の施設紹介．千葉県病院薬剤会研修会，1994．
　2）高田雅史・浜田康次・片岡博邦：日本医大千葉北総病院の施設紹介・第70回私立大病院薬剤部研究会，1994．
　3）原田香里・保坂洋二・中山　健・福田恵子，浜田康次，片岡博邦：千葉北総病院におけるトータルオーダリング
　　システムの構築（第1報）．日本薬学会第115年会，1995．
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〔4〕付置研究施設
1．老人病研究所
研究概要
　平成6年度においては各研究部門がそれぞれの研究課題に取り組み，以下の如き成果を得た．
［病理部門］
　老年期痴呆の大脳に認められる老人斑や神経細胞の原線維変性の形成過程は未だ明らかでないが，老人斑形成には
水溶性β一タンパクの沈着が注目され，またこのタンパクはヘパラン硫酸（HS）と強く会合することが知られているこ
とから，HSの脳内局在部位を免疫組織学的に検討した．その結果非痴呆高令者と老年痴呆では，その局在に関しては
差を認めることが出来なかったが両者間には明確に量的な差のあることを明らかにした．
［生化学部門］
　細胞死のメカニズムを遺伝子レベルで解明する新しい研究テーマを開始した．ミトコンドリアDNA欠損株ではア
ポトーシス（細胞自滅）誘導因子Fasが高度に発現していることを見出した．またアポトーシス制御因子Bc1－xの機
能領域とその特異性が同定され，さらにBcLxに対する多数のモノクローナル抗体が分離され，その性質が明らかに
された．
［免疫部門］
　緑色レンサ球菌の一つであるS．〃魏露の一部の菌株の代謝物質中にヒト血小板を凝集する因子の存在することを見
出し，本因子を精製すると共にその性状を明らかにした．また，ディーゼル排気ガス粒子中に含まれるアジュバント
物質を同定すると共に該物質にマクロファージ活性化作用のあることを明らかにした．
［疫学部門］
　某山村僻地で多く発生した肝炎患者を長期間に亘り追跡調査し，その原因がHCV感染による肝炎であることを明
らかにした．その多くは慢性肝炎・肝硬変に移行しているため，肝炎患者管理システムの構築をめざして，その基礎
的調査の実施を計画している．
［分子生物学部門］
　ヒト前立腺癌，肝癌，大腸癌，肺癌において8p21．3－p22の領域に高頻度なヘテロ接合性の欠失（LOH）が見られる
ことを見い出し，作製した染色体地図に基づき，約400例のヒト癌のLOHを詳細に調べた結果，約600kbの領域内に
癌抑制遺伝子の存在することを明らかにした．一方，年間約500例の乳癌手術症例の遺伝子診断を行ったところ，17
p13．3の欠失がリンパ節転移陽性症例および硬癌，充実腺癌で高頻度に見られ，17q21の欠失が充実腺癌で高頻度で見
られた．また，術後再発して死亡した19例については，全例とも17p13。3の欠失が認められた．
［臨床部門］
　Single　Energy　X－ray　Absorptionometry（SXY）法により，骨粗しょう症患者の踵骨量を測定し，骨密度と尿中
Caの排泄量との関連性を年令別，性別により比較検討した．その結果，50代女性では更年期に入ると共に尿中Ca量
が増加し，併行して骨密度が著しく低下し，50代男性では尿中Ca量は同年代の女性に比し少量であり，骨密度もさほ
ど低下していなかった．70歳代に入ると男女共に尿中Ca量は低下するが，骨密度は女性に比し男性の方が著しく低下
していた．現在，他の無機塩類の尿中排泄量と骨密度の関係を検討している．
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研究業績
［病理部門］
論　文
（1）原著：
　1）Mori，T．，Ishida，T．1），Inaba，T．2），and　Ohami，H．（1）日獣大臨床病理，2）実験動〉：The　hair　follicular　cycle　of
　　the　cryptothrix　mouse　and　the　characteristics　of　its　abnormal　hair。J．Comp。Pathol．，111，269－278，1994．
　2）Hattori，T．1），Ohishi，H．1），Yokota，T．，Ohami，H．，andWatanabe，K．2）（1）協同乳業研，2）岐阜大・農）：Benefical
　　effect　of　crude　antioxidant　preparation　from　fermented　soybean　food　on　xanthine　oxidase－hypoxanthine－
　　induced　foot－edema　in　rats．Ledensm．珊ss．u－Techno1。，28，169－173，1995．
　3）Hattori，T．1），Ohishi，H．1），Yokota，T．，Ohami，H。，and　Watanabe，K．2）（1）協同乳業砺，2）岐阜大・農）：
　　Antioxidative　effect　of　cmde　antioxidant　preparation　from　soybean　food　fermented　by　Bacillus　natto．
　　Ledensm．・Wiss．u－Techno1．，27，135－139，1995．
　4）山本雅一1），高崎　健1），竹下信啓1）・大坪毅人1）・桂川秀雄1），丸山干文1）・内山竹彦2）・厳小　傑2），大網　弘，
　　羽生富士夫1）：（n東京女子医大・消化器外，2）同・微生物免疫）：アクア酸化水による腹腔内洗浄の実験的検討．
　　外科治療，71，233－234，1994．
　5）荻原英子・）・尾見徳彌・），川並注一1），中田朋子，野村信夫・石崎良太郎2），大網　弘（1）第二病院病理，2）日獣大・
　　分子生物）：PCRによる結核菌DNA検索の試み．日医大誌，61，54－57，1994．
　6）清水　一・森　　隆，小山美弥・関谷政雄，大網　弘：非痴呆高齢者における神経細胞の老年性変化とアルミニ
　　ウム量について．日老医誌，31，1994．
　7）横田　隆，桐原　修1》，大石一二三1），谷　久典1》，渡辺乾二2），大網　弘（1）協同乳業研，2》岐阜大・農）：小麦由
　　来α一アミラーゼ阻害物質の抗肥満作用．栄養・食糧誌，47，341－348，1994．
（2）総説：
　1）大網　弘：Alzheimer病．Clin．Neurosci．，12，178－180・1994．
　2）大網　弘：心筋壊死発生に果たす左側胸部交感神経幹神経節の役割．MoL　Med，，31，1046－1047，1994．
著　書
　1）永田和也1），二階堂洋史1），小林英一），森　　隆，金　　彪2），佐々木富雄2），桐野高明2）（1）新東京病院・脳外，
　　2凍大・医・脳外）：〔分担〕タルク脳槽注入により起こる血管収縮は脳血管攣縮と同一病態か一病理学的および
　　薬理学的特性の検討から．（脳血管攣縮9），P．237－241，中外医学社，1994．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）永田和也1），森　　隆，小林英一2），松井　徹1），浅野孝雄1）（1）埼玉医大・総合医療セ・脳外，2）千葉救急医療セ・
　　脳外）：イヌ大槽内タルク注入により遷延性持続性の血管攣縮とこれに伴う血管壁組織変化はsuperoxide
　　anionによってmediateされる．第10回スパズムシンポジウム，1994，7．
（2）一般講演：
　1）Nagata，K．1），Mori，T．，Kobayashi，E．2），Matsui，T．1），and　Asano，T．1）（1）埼玉医大・総合医療セ脳外，2）千葉救
　　急医セ・脳外）：Role　of　superoxide　anion　in　the　pathogenensis　of　cerebral　vasospasm　after　aneurysmal
　　subarachnoid　hemorrhage．7th　Biennal　Scientific　Meeting　of　the　Intemational　Society　for　Free　Radical
　　Research，，Nov．，　（Sydney），　1994．
　2）Mori，T．，Nagata，K．1），Kobayashi，E．2），Ohami，H。，Matsui，T．1，and　Asano，T．1）（1）埼玉医大・総合医療セ脳
　　外，2）千葉救急医セ・脳外）：Superoxide　dismutase　prevented　ultrastructural　changes　of　the　Talc－induced
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　　vasoconstriction．7th　Biennal　Scientific　Meeting　of　the　Intemational　Society　for　Free　Radical　Research．，
　　Nov。（Sydney），1994．
3）的場康徳1），大網　弘（1）第二病院・消化器病セ）l　The　role　of　omental　implantation　in　the　acceleration　of
　　ulcerhealng　and　inhibition　ofulcer　recurrence。8th　Intemational　Conference　on　Ulcer　Research，Nov．，
　　1994．
4）荻原英子1），尾見徳彌1），川並注一1），中田朋子，野村信夫，石崎良太郎2），大網　弘，杉崎祐一3）（1）第二病院病
　　理，2）日獣大・分子生物，3）付属病院・病理）：PCR法による結核菌の迅速診断のルーチン化とその現状．第62回
　　日本医科大学医学会総会，1994，9．
5）清水　一，片山博徳，横田　隆，枝川聖子，森　隆，今津　修1），大網　弘（1》病理第2）：非痴呆老年者脳とア
　　ルツハイマー型老年痴呆者脳のアルミニウム量との形態学的変化との関連について．第83回日本病理学会総会，
　　1994，4．
6）清水　一，関谷政雄，森　　隆，大石一二三1），今津　修2），水谷俊雄3），大網　弘（1）協同乳業研，2）病理第2，
　　3）都老人研・神経病理）：アルツハイマー型老年痴呆者と非痴呆老年者脳中のグリコサミノグリカン量と免疫組
　　織化学的所見との関連について．第36回日本神経病理学会総会，1994，5．
7）森　　隆，枝川聖子，清水　一，大網　弘：Cryptothrix突然変異マウス（crhマウス）の毛周期と異常被毛の
　　病理形態学的観察．第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
8）清水　一，大石一二三1），森　　隆，枝川聖子，大網　弘，今津　修2）（1）協同乳業研，2）病理第2）：アルツハイ
　　マー型老年痴呆者と非痴呆老年者脳中のグリコサミノグリカン量と免疫組織化学的所見との関連について．第62
　　回日本医科大学医学会総会，1994，9．
9〉片山博徳1），前田昭太郎1），横田　隆，松井　南，大網　弘，的場康徳2），廣中貴宏3），服部　隆3》，大石一二三3）
　　（1）多摩永山病院・病理，2）第二病院・消化器病セ，3）協同乳業研）：ヘパリチナーゼの血中濃度と転移性腫瘍の関
　　係．第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
10〉本田治久11，福生吉裕1），赫　彰郎1），秋丸號甫2），片山博徳3），大網　弘，仲間一雅4）（1）内科第二，2）外科第二，
　　3）多摩永山病院・病理，4）実験動物管理）：粥状硬化形成における胸腺の役割一酵素抗体法（LSAB法）での検討
　　一．第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
11）的場康徳1）・片山博徳2》・大網　弘・松林富士夫3）（1）第二病院・消化器病セ，2）多摩永山病院・病理，3）プラザ記
　　念病院）：穿孔生消化性潰瘍に対する大網充填移植術の潰瘍再発防止力と内視鏡との関連．第48回日本消化器内
　　視鏡学会，1994，10．
12）的場康徳1），大網　弘（1）第二病院・消化器病セ）：大網充填移植術と消化性潰瘍根治へのstrategy．第36回日本
　　消化器病学会，1994，11．
［生化学部門］
論　文
（1）原著：
　1）Hayashi，J－1．’），Ohta，S．，Kagawa，Y．2），Takai，D．1），Miyabayashi，S．3），Tada，K．3）and　Nonaka，L4）（1）筑波大
　　生物科学系，2）自治医大生化，3）東北大小児科，4）国立精神神経セ）：Functional　and　morphological　abnormalities
　　of　mitochondria　in　human　cells　containing　mitochondrial　DNA　with　pathogenic　point　mutations　in　t　RNA
　　genes．J．Bio1．Chem．，269，19060－19066，1994．
　2）Sato，M．1），Ito，Y．2），Harada，M．3），Kihara，H．4），Tsuruta，H．4》，Ohta，S，，and　Kagawa，Y．5）（1）阪大蛋白研，
　　2）東大物性研，3）自治医大物理，4）関西学院大物理，5）自治医大生化）：ATP－hydrolyzing　excited　state　of　the
　　reconstitutedα3β3complex　of　ATP　synthase　from　thermophilic　bacterium　PS3：the　structural　character－
　　istics　shown　by　time－resolved　smaII－angle　scattering　with　synchrotron　radiation．J．Biochem．・117・113－119，
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　　1995．
（2）総説：
1）白岩伸子1），太田成男（1）筑波大神経内科）：ミトコンドリア脳筋症．（遺伝子診断と遺伝子治療）現代化学増刊，
　　23，　49－54，　1994．
2）太田成男：ミトコンドリアDNAの変異によって生じるミトコンドリア病とミトコンドリアの形成制御機構．生
　　化学，67，15－32，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）太田成男：ミトコンドリアtRNA遺伝子変異によるミトコンドリア病．第17回日本分子生物学会年会，1994，12．
（2）一般講演：
　1）中野恭子1》，高瀬千義1），太田成男，中河志郎2），松田貞幸3）（1）鹿児島女子短大，2）鹿児島大解剖，3）鹿屋体育大生
　　物）：サル大脳におけるジヒドロリポアミド・サクシニル転移酵素の発現分布．第17回分子生物学会年会，1994・
　　12．
　2）猪原直弘D，太田成男（1）自治医大生化）：Bcl－2・Bc1・xのプロトタイプタンパク質Xcl．第17回分子生物学会年
　　会，1994，12．
　3）岡田誠治D，猪原直弘1），藤原正和1），白岩伸子1），太田成男（1）自治医大生化）：アポトーシス制御遺伝子Bcl－2と
　　Bcl・xの機能的違い．第17回分子生物学会年会，1994，12．
　4）白岩伸子1），猪原直弘1），岡田誠治1），太田成男（1）自治医大生化）：アポトーシス促進遺伝子産物Bcl－xβ．第17回
　　分子生物学会年会，1994，12．
［免疫部門］
論　文
（1）原著：
　1）Kiyama，T．11，0nda，M．1），Tokunaga，A．1），Fujita，LI），Okuda，T．11，Mizutani，T．1），Matukura，N．1》，Todome，
　　Y．and　Ohkuni，H。（1）第1外科）：The　presence　of　tumor　necrosis　factor　and　its　antibody　in　the　sera　of
　　cachexic　patients　with　gastrointestinal　cancer．Surg．Today，24，759－762，1994．
　2）Todome，Y。，Ohkuni，H．，Mizuse，M．，Okibayashi，F．，Ohtani，N。，Suzuki，H．，Song，C．，Igarashi，H．1），Harada，
　　K．2），Sakurai，S．3），and　Kotani，S．4）（1》都衛研，2》大阪衛研，3）慈恵医大遺伝子工学，4）大阪技術医短大）：Super－
　　antigenic　exotoxin　production　by　isolates　of　S酋のhダJo6066％s側名％s　from　the　Kawasaki　syndrome　paitents
　　and　age－matched　control　children．J。Med．Microbiol．・42，91－95，1995．
　3）Matsushita，K．1），Fujimaki，W．2），Kato，H．，Utiyama，T．2），Igarashi，H．3），Ohkmi，H。，Nagaoka，S．1），
　　Kawagoe，M．1），Kotani，S．4），and　Takada，H。1）（1）鹿児島大・歯・口腔細菌，2）東京女子医大・微生物，3）都衛
　　研，4》大阪技術医短）：Immunopathological　activities　of　extracellular　products，paticulary　a　superantigenic
　　fraction　of　S昂のホ06060％s吻擁．Infect．Immun．，63，785－793，1995．
　4）佐治　守1），田口桜子1），大国寿士（1）第一病院薬剤）：魚θ嘱o吻o％sαθ鰯ゆ初％sαsに対するGentian　violetと
　　Acrino1の併用による抗菌効果に関する基礎的検討，感染症誌，68，935－959，1994．
　5）佐治　守1）・田口桜子1）・式田竜司2），大国寿士（1）第一病院薬剤，2）同中検）：MethiciIlinresistans　S吻勿Jo6066欝
　　側名6％sおよびグラム陰性桿菌に対する色素剤GentianvioletとAcrinolの併用による殺菌効果に関する基礎的
　　検討．感染症誌，68，1287－1289，1994．
　6）品川洋一），大国寿士，飯倉洋治2），松永員一3）（1相模更生病院，2）小児医療セ，3）慈恵医大小児科）：アトピー性
　　皮膚炎児の皮膚細菌感染と食物アレルギー．日小児アレルギー会誌，9，6－13，1995．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一388一
7）留目優子：最近の臨床検査：溶連菌感染症検査．Medicament　News，1435，1994．
（2）総説：
　1）品川洋一1），大国寿士（1）相模更生病院）：細菌（溶連菌）による感作．喘息，7，85－89，1994．
　2）大国寿士，五十嵐英夫1），大江健二2》（1）都衛研，2）旭中央病院）：微生物の進歩”あなどれないレンサ球菌感染症”．
　　日本細菌学雑誌，49，759－767，1994．
3）木村義民1），大国寿士（1）日医大）：アナフィラキシー反応の基礎．アレルギーの領域．7，1363－1372，1994．
（3）研究報告書：
　1）大国寿士，留目優子，水瀬　学，原田七寛1），勝川千尋1），五十嵐英夫2），今田義夫3），大川澄男3》（1）大阪衛研，
　　2）都衛研，3）日赤医療セ小児科）：川崎病患者の咽頭並びに歯面細菌の分離・同定．日本心臓財団　第三次川崎病
　　原因究明対策委員会報告書（1990年度），P．23－29，1994．
　2）大国寿士：川崎病患児の口腔内より分離された緑色レンサ球菌群の同定とその菌体代謝物質の生物活性に関す
　　る研究．日本心臓財団，第三次川崎病原因究明対策委員会報告書（1991／1992），P．51－59，1994．
著　書
　1）Ohkmi，H。，Todome，Y．，Mizuse，M．，Okibayashi，F．，Igarashi，H．，Ezaki，T．，Kotani，S．，and　Kimura，Y』
　　〔分担〕Human　platelet　aggregation　by　the　extracellular　products　of　viridans　group　streptococci，In”
　　Pathogenic　Streptococci；Present　an（1Future”（ed、A。Totolian）P。187－189，Lancer　Pablications，St。
　　Petersburg，Russia，　1994．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Ohkuni，H．，Suzuki，T．1），Katoh，T．1），Kanbayashi，M．2），Todome，Y．，段nd　Kimura，Y．（1）都衛研環境，2）東京
　　文化短大）：The　adjuvand　activity　of　pyrene　in　diesel　exhaust　on　IgE　antibody　production　in　mice．The　XV
　　Intemational　Congress　of　Allergology　and　Clinical　Immunology，and　Annual　Meeting　of　the　European
　　Academy　of　Allergology　and　Clinical　Immunology，（Stockholm）。June，1994．
　2）Kiyama，T．1），Onda，M．1），Tokunaga，A．1），Oguri，T．1》，Teramoto，T。1），Fujita，1．1），Matsukura，N，1），Yama－
　　shita，K．1），Todome，Y．，Ohkmi，H。（1）外科第1）：Expression　of　heat　shoch　protein70in　cancer　and
　　non－cancerous　mucosa　of　the　stomachs．86th　Amual　Meeting　of　the　American　Association　for　Cancer
　　Research，（Toronto）．March，1995．
　3）水瀬　学，留目優子，沖林文規，大国寿士，野間口博子1）（1）国立多摩研・病原微生物）：緑色レンサ球菌群の熱
　　ショックタンパク（HSP）に関する検討．第68回日本感染症学会総会，1994，4．
　4）留目優子，沖林文規，水瀬　学，大谷信崇，鈴木英史，大国寿士：緑色レンサ球菌群の産生するヒト血小板凝集
　　因子について一S地ρ渉06000％s卿漉sの代謝物質中に存在する凝集因子一．第68回日本感染症学会総会，1994・4．
　5）沖林文規，留目優子，水瀬　学，宋　　純，大国寿士：Nephritisstrain－associated　Streptokinase（NSA－SKase）
　　のエピトープに関する研究．第3回レンサ球菌談話会，1994，6．
　6）佐治　守1），田口桜子1），式田竜司1），大国寿士（1）第一病院薬剤科，2）同中央検査室）：Methicillin・resistant　S砲一
　　ρhッJo6066欝側名ε％s（MRSA）および鳶8％40〃30n硲α8㎎∫ηos召による混合感染に対する局所治療剤としての
　　Gentian　violet－Acrinolの併用による殺菌効果に関する基礎的検討．第39回ブドウ球菌研究会，1994，6．
　7）藤倉輝道1），大塚博邦1），留目優子，大国寿士（1》第二病院耳鼻科）：鼻粘膜におけるmonocyte　chemotactic　and
　　activating　factor（MCAF）の局在性と機能．第44回日本アレルギー学会総会，1994，10．
　8）竹田幸代1），岡部俊成1》，飛田正俊1），阪口雅弘D，井上　栄2》，野呂瀬嘉彦31，大国寿士，留目優子，向後俊昭1》
　　（1》多摩永山病院小児，2》予研，3）微生物免疫）：アトピー性皮膚炎（AD）患児におけるブドウ球菌菌体成分ペプチ
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　ドグリカン（PG）のIgEおよびIL－6産生におよぼす影響についての検討．第44回日本アレルギー学会総会，1994，
　10。
9）留目優子，沖林文規，水瀬　学，大谷信崇1），鈴木真史，長谷川幸雄2），大国寿士：（1）病理第2，2）ファルマシア
　バイオテク）：SケβρJo6066πs窺」傭の培養上清に含まれるヒト血小板凝集因子に関する検討．第38回日本細菌学
　会総会，1995，3．
［疫学部門］
論文
（1）原著：
　1）高橋修和，鈴木　博，黒沢純夫，勝又晴美，尾沢ますみ：皮下接種法の野外試験成績の報告．第32回インフルエ
　　ンザワクチン研究会，1994，3．
著書
　1）高橋修和，吉川　泉1），青木蓉治1），中川勝子2），野中富央1），鈴木　博（1）東京都衛生局，2）日医大丸子看）：よく
　　わかる滅菌・消毒の実際（高橋修和，吉川　泉編），藤田企画出版，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）長谷川斐子1），松野重夫1），井上　栄1），西尾　治2），鈴木　博，山地幸雄（1）予研，2）公衆衛生院）：タイ国のポリ
　　オウイルス．第42回日本ウイルス学会総会，1994，10．
　2）西尾　治1），鈴木　博，長谷川斐子2），山地幸雄，井上　栄2），牛島廣治1）（1》公衆衛生院，2）予研）：タイ国の乳幼
　　児におけるアデノウイルス感染について．第42回日本ウイルス学会総会，1994，10．
　3）黒沢純夫，尾沢ますみ，勝又晴美，高橋修和：小学校児童におけるインフルエンザワクチン接種回数と出欠席状
　　況に関する調査．第53回日本公衆衛生学会，1994，10．
［分子生物学部門］
論文
（1）原著：
　1）Katagiri，T．1），Harada，Y．1》，Emi，M．，andNakamura，Y．1）（1）癌研）：Humanmetaloprotease／disintcgrin4ike
　　（MDC）Gene：exon・intron　organization　and　altemative　splicing．Cytogenet．Cell　Genet．，68，39－44，1995．
　2）Itoh，Lユ），Yoshimoto，M．2），Iwase，T．2），Watanabe，S．2），Katagiri，T．1），Harada，Y．1），Kasumi，F．2），Yasuda，S．3），
　　Mitomi，T．3），Emi，M，and　Nakamura，Y．1》（1）癌研・生化，2）外科，3）東海大・外科）：Association　of　genetic
　　alterations　on　chromosome17and　loss　ofhormone　receptors　inbreast　cancer．Br．J．Cancer。，71，438－441，
　　1995．
　3）Inoue，S．1），Orimo，A．1），Matsuda，Y．2），Inazawa，」．3），Emi，M．，Nakamura，Y．4），Hori，T．5），and　Muramatsu，
　　M。2）（1）東大・医・老人科，2）埼玉医大・生化，3）京府医大・衛生，4）癌研，5）放医研）：Chromosome　mappings　of
　　human　and　mouse　genes　for　estrogen－responsive　finger　protein（efp），a　member　of　RING　finger　familly．
　　Genomics．，25，581－583，1995．
　4）Anai，T．1），Matsui，M．，Nomura，N．，Ishizaki，R．，and　Uchimiya，H．2）（1凍大・分生研，2）日獣大・分子腫
　　瘍）：In　vitro　mutation　analysis　of　Arabidopsis　thaliana　small　GTP－binding　proteins　and　detection　of
　　GAP－like　activities　in　plant　cells．FEBS　Lett．，346，175－180，1994．
　5）Wada，Y．1），Doi，T．2），Matsumoto，A．1），Asaoka，H．1），Honda，M．1），Hatano，H．1），Emi，M。，Naito，M．3），Mori，
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　　T．4），Takahashi，K．4），Nakamura，H．2），Itakura，H．1），Yazaki，Y．1），and　Kodama，T．1）（1）東大・3内，2）阪大・
　　薬，3）新潟大・病理，4）熊大・病理）：Structure　and　function　of　Macrophage　scavenger　receptors．Ann．New
　　York　Acad．Sci．，748，226－239，1995．
（2）総説：
　1）江見　充：遺伝病のDNA診断一リンケージによる間接診断と変異の直接診断．（特集：出生前診断の現況），医
　　学のあゆみ，172，339－402，1995．
2）江見　充：家族性乳癌と遺伝子異常．（特集：癌多発家系の解析），Molecular　Medicine，32，262－269，1995．
　3）江見　充：癌発生と進展の多段階機構．（特集：侵襲と癌関連遺伝子），Surgery　Frontier，2，19－24，1995．
著　書
　1）松井南：光シグナル伝達の分子遺伝学的解析IGEシリーズ，東北大学遺伝生態研究センター出版，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）松井　南：光応答のシグナル伝達関連遺伝子の分子遺伝学的解析．第17回日本分子生物学会，1994，12．
　2）江見　充：Molecular　genetics　of　breast　cancer．Symposium　on　Breast　and　Prostate　cancer．日米がん研究
　　協力事業セミナー（Hawaii），1995，3．
（2）一般講演：
　1〉奥田明日子1），中田朋子，菊池あき彦1）（1）三菱化学生命研）：酵母及び分裂酵母のNAP・1の解析．第17回日本分
　　子生物学会，1994，12．
　2）横田　隆・石崎良太郎，松井　南：ヒトfra－1遺伝子プロモーター領域の解析．第17回日本分子生物学会，1994，
　　12．
　3）荻原英子1），尾見徳彌1），川並注一1），中田朋子，野村信夫，石崎良太郎2），大網　弘，杉崎祐一3）：（1）第二病院
　　病理・2）日獣大・分子腫瘍・3）付属病院・病理）：PCR法による結核菌の迅速診断のルーチン化とその現状．第62
　　回日本医科大学医学会総会，1994，10．
　4）荻原英子1），尾美徳彌1），川並涯一1），中田朋子，野村信夫，石崎良太郎2），大網　弘，榎本達治3），工藤翔二3）
　　（1》第二病院病理，2）日獣大・分子腫瘍，3）第4内科）：結核診断におけるPCR法とBAL液細胞成分との相関．第
　　44回日本アレルギー学会総会，1994，10．
　5）尾見徳彌1），荻原英子1），中島美知子3），川並注一1），中田朋子，石崎良太郎2），大網　弘，青木見佳子3），伊藤文
　　行3），本田光芳3）（L）第二病院病理，2）日獣大・分子腫瘍，3）日本医大・皮膚科）：扁平上皮系各種病変におけるパピ
　　ローマウイルスとP53タンパクの発現．第44回日本アレルギー学会総会，1994，10．
　6）中島美知子1），尾見徳彌2），川並涯一2），中田朋子，松井　南，石崎良太郎3）（D日本医大皮膚科，2）第二病院病理，
　　3）日獣大・分子腫瘍）：扁平上皮系各種病変におけるケラチンとオンコジーンシ関連タンパク発現の分子生物学
　　的検索．第44回日本アレルギー学会総会，1994，10．
　7）片山博徳1），前田昭太郎1），横田　隆，松井　南，大網　弘，的場康徳2），廣中貴宏3），服部　隆3），大石一二三3》
　　（1）多摩永山病院・病理，2）第二病院・消化器病セ，3脇同乳業研）：ヘパリチナーゼの血中濃度と転移性腫瘍の関
　　係．第62回日本医科大学医学会総会，1994，9．
　8）片山博徳1），前田昭太郎1），横田　隆，松井　南，大網　弘，的場康徳2），廣中貴宏3），服部　隆3），大石一二三3》
　　（1）多摩永山病院・病理，2）第二病院・消化器病セ，3脇同乳業研）：ヘパリチナーゼの血中濃度と転移性腫瘍の関
　　係．第53回日本癌学会総会，1994，10．
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［臨床部門］
論　文
（1）原著：
　1）清水一，森　隆，小山美弥，関谷政雄，大網
　　ウム量について．日老医誌，31，1994．
弘：非痴呆高齢者における神経細胞の老年性変化とアルミニ
学会発表
（1）一般講演：
　1）清水　一，関谷政雄，森　　隆，大石一二三1），今津　修2），水谷俊雄3），大網　弘（1）協同乳業研，2）日本医大・
　　病理第2，3凍京都老人研・神経病理）：アルツハイマー型老年痴呆者と非痴呆老年者脳中のグリコサミノグリカ
　　ン量と免疫組織化学的所見との関連について．第36回日本神経病理学会総会，1994．5．
　2）山賀節子1），鈴木久美1），荒井誠一1），井梅和美1），玉手ひさ子1），池野廣幸1），原　文男1），関谷政雄，安室尚樹2）
　　（1）第二病院中検，2）付属病院老人科）：人間ドックにおける腹部超音波検査の現況．第62回日本医科大医学会総
　　会，1994．9．
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2．ワクチン療法研究施設
研究概要
　昭和47年の当施設開設以来，23年を経過，SSM（人型結核菌体抽出物質）使用登録悪性腫瘍患者累積数は31万人を
越え，平成7年3月31日現在，310，594例を算した．丸山千里先生のご逝去後も以前同様・日に新患50名前後・再来・
郵送を含めて，500名もの多数の紹介癌患者を迎えている．従来からの2万数千名にのぽる共同治験医師に，さらに新
しい協力医療機関の参入がみられ，世界に先駆けて非特異的癌免疫療法を唱導された故丸山千里先生の丸山ワクチン
（SSM）という偉大な遺産が，進行末期癌の治療において一層定着しつつある．SSM濃厚溶液が放射線療法との併用
により健保適用となったことは，SSMに関する基礎的研究に加え，臨床的研究が評価された結果である．現在・産婦
人科領域の悪性腫瘍の放射線療法併用時における臨床効果について，全国の国公立大学・国公立病院等において治験
が進められている．
　1979年から1995年3月までの16年間の患者累積数は，210，586例で，内訳は胃癌57，578，肺癌29，868，腸癌24，247，
乳癌12，041，肝癌14，116，膵癌10，263，子宮癌7，702，胆道癌6，507，卵巣癌5，292例等であった。このうち，19，561例
（9．29％）が3年以上の長期SSM加療例であった．これらの症例の多くが進行末期癌であるにも拘らず良好なPSで
長期延命する症例も多く，SSMは，癌治療における全身療法として重責を果たしているといえ・その治療状況や成績
については疾患別に検討を加え，報告している．
　現在は，SSMの本来の使用目的ともいえるBiological　ResponseModifiers（BRM）としての作用および癌免疫療
法としての作用について，特に進行末期癌におけるQOL向上と延命効果の立場から，当施設ならではの膨大な患者数
を基にした臨床生命表を作成し，SSM療法の優れた点についての検討を続行中である．
　また，分子レベルでSSM長期使用例とHLA型との関連を検討中であり・さらにSSM経口投与の可能性について
も検討を重ねている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）平井敏之：進行期肺癌の生存率とメディアン余命，日医新報，3684，43－46，1994。
　2）金森幸男1），立原利江子1），中村進一1），飯田和美（1）第一病院皮膚科）：ヒトメラノーマ細胞樹立株Mewoの温熱
　　処理後の回復．日皮会誌，104，737－741，1994．
学会発表
（1）招待講演：
　1）Fujita，K．：A　statistical　survey　of　cancer　patients　treated　with＆n　Extract　from　Human　Tubercle　Bacilli
　　（SSM，so　called　Maruyama　Vaccine）in1979－1993，1st　Intemational　Congress　of　Biological　Medicine
　　（Valencia），1994．6．
（2）一般講演：
　1）Fujita，K。，Hirai，T．，Iida，K．，Nakachi，K．，Goto，H．，Arai，Y，，Iwaki，H．，Miyazaki，S。，andOtake，M，：The
　　clinical　statistics　of　cancer　patients　in　treatment　with　an　Extract　from　Human　Tubercle　Bacilli（SSM，
　　generally　called”Maruyama　Vaccine，，），The16th　Intemational　Cancer　Congress（New　Delhi），1994。
　　11。
　2）飯田和美，藤田敬四郎，平井敏之，後藤博一，仲地紀良，新井愛彦，岩城弘子・宮崎定活・大竹　稔：当施設に
　　おける結核菌体抽出物質（SSM）使用登録癌患者の現況．第62回日本医科大学医学会総会・1994・9・
　3）飯田和美，藤田敬四郎，平井敏之，後藤博一，仲地紀良，新井愛彦，岩城弘子，宮崎定活，大竹　稔：当施設に
　　おける結核菌体抽出物質（SSM）使用登録癌患者の現況（第16報）．第32回日本癌治療学会総会，1994。10．
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あ と　が　き
　本年も各教室，および研究課の協力により研究業績年報を発行することになった．この年報も通算
41巻となワ，年々ぺ一ジ数も増加し内容的に充実したものになってきている。各教室の年間の活動を
記録し，さらに学内の他の研究室の研究動向を知る上での貴重な資料となっている．しかし，このよ
うな形態の業績集が，最近問題となっている研究内容の評価を行うためには必ずしも適当でないこと
はこれまでも度々指摘されている．最近では，英文の原著論文の数で大学を評価することが行われて
いる．このような大学の順位表では日本医科大学は驚くべき低い位置に甘んじており，研究業績年報
のぺ一ジ数と大きくかけ離れた結果となっている．英文論文の数のみで業績を評価することには異論
もあるが，これが現時点で可能な評価方法の一つであることは間違いない．論文になりにくい医学研
究の領域もあるという意見も，大学である以上もはや通用しない状況になっている．今後，論文数を
増加させていくためには，まず研究者自身の意識改革が必要であろう．さらに，大学全体として，こ
のような研究者の努力を支援し，正当に評価する体制を作っていくことも重要であろう．このような
改革の一環として，業績集のあり方も検討していかなくてはならない．これらの点について研究委員
会でさらに話し合っていきたいと考えている．
　　平成7年12月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究委員会委員長　島　田　　隆
平成7年12月10日
平成7年12月15日
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